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此 講義 は 余が 火擧 在職 中に 作った 儘、 長く 放って あつたの を、 春陽 堂の 乞に 應 じて 今度 公け にす る こと. 

にした。 はじめ 出版の 承諾 をした の はー咋 年の 夏の 頃と 記憶して 居る が、 原稿 を淨 書して 吳れろ 人に 色々 

の 故障が あつたのと、 余の 多忙な のとで、 つい 延びく になって とう ノ\ 豫定の 期日 を 後ら して 仕舞った。 

去年の 暮 書肆の 催促 を 受けて、 漸く 訂正に 從 事し 出してから 約 一 ヶ月の 間 は 專心此 講義にば かり 掛 つて ゐ 

た。 それで 全部の 訂正 を 終った 上に 約半分 程 は 書き直し たが 夫で も 余の 意に 満たぬ 所 は澤山 ある。 

大學で 講義 を やる 當時 は、 此 式で 七 八 K 紀の末 浪漫的 反動の 起る 所 迄 行く 積り であった が、 半途で 辭職 

したため、 思 ひ 通りに 步を 進める 事が 出來 なかった。 此 講義の 中に 評論した 作者 は、 5^^:當代の大家でぁる 

けれども、 或は 其 一 人く に 費やした 頁の 數が あまり 多過ぎ はせ ぬかとの 難 も ある だら うと 思 ふ。 然し 自 

分の 主意 は 單に是 等の 諸家 を 論す るので なくて、 是 等の 諸家 を 通じて、 余の 文學 上の 卑見 を 述べ る 積な の 

だから 其 邊は讀 者に 斷 つて 置きたい。 

此 講義に は i^^、  ,^  4  7  b  > ボに. ダ，、 一力， 力 I ォ— い. の 四 家 を 評論して あるが、 其 評論の 式 は 四 家と もに 

各 態度 を 易へ て 多少の 變化を 試みて 見た。 其 成功と 不成功と は 固より 余の 云々 すべき 點 ではない。 

此 講義 を 公け にす るに 就て、 森 田 草 平、 瀧 田 樗陰兩 氏 S 補助 を 受けた の は 余の 感謝す る 所で ある。 

. 明治 四十 二 年 二月 
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六、 偷敦の 住民 日常生活 I ポ —— 婦人の 生活 I -べ ザ ント の敍述 11 靑 靴下 I -中 

流 生活 —— 一 般 人の 特性 ー! S 野卑 —I 其 原因 —— S 酩 S ——- ジ ン 11 S 賭博 —— 

の螯 i S 決闘 ——— S 服装 ！ 鬉、 帽子. I 彼等の 贅澤 及び 法外 

—七、 娛樂 a: 喫茶 園 11 S 假面會 ！ S 芝居 i a 雜 -! 現今との 相違 11 席 

クの 改良 — S フ ヱ ャ  パ ー ソロ ミュ —市 — サ ザ ー ク市 — S へ ルス、 リゾ 

ス  ^nMV. ナツ シ  . 

八、 文學 者の 地位 「「期の 文學者 11 の解釋 11 ^一世 時 

的 保護- 1^ 『世界の 市民』 中の 諷刺 11 讀書界 —I 貸本屋 1 —マ no レ ー の 敍述— 

^ の 異 11 ¥vt^ の 例 11 vmlTr^, の 書翰 11 スヰフ 卜と の 比較 

九、 倫敦 以外 地方の 狀况 交通の 不便 11 鄉士. 11 坊主 

編 カ1^^,;^及び圳，^^::^—ル，と常識文學  

十八 世紀 文 學史の 始め 方 ——| 一  七 〇〇 年 を 基點 とする —— 當 時の 文學 者の 圑體 -;- 

^の說 明 11 自由と 學 問と 文學 —— 新聞の 歴史- 1 - 『タ トラ—』 『ス ぺクテ 1- タ—』 『ガ— -デ 
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の 例 11 女子 男装の 例 11 決鬪 _s 例 


二、 訓戒 的 傾向 廣義に たる 訓戒の 意義 11 ァ. ヂソ 、「の 訓戒 11 其 非藝術 的なる 所 i 
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三、 ヒュ I モアと ヰット 薛釋 —— 常識と ヒュ ー モア —— サ I、  ロジャ I の 例 —— 家具 

師 山 例 —— アデ ソ ン のヒュ 1 モア 論 —— 彼 の^^^ 論 —— 力 ウレ— の 例 I .T^l^ の 

. —— . 「サラ マ ン ダ I」 の 例 —— ^義に 於け る，^^^ —— 「扇 運動」 

T:^,^ と スチ ー ルの 人格と 作物 —— 一 一人の 交情 11 一 一人の 性情 11 其 作風 .—— £ ン卜 —の 
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第 四 編 ヰ フトと 厭世 文學  -  一八 八 

諷刺-ぶ としての ス ヰフト 文學は 趣味の 表現な り 11 趣味 11 好 惡と眞 低 11 好惡 の 意味 

の 複雑なる こと 11 好恶を 含みた る 文舉的 作物の 類別 11 満足の 文舉 ！ 不満足の 文舉！  •； 兩 

者 類似 合 i 區 別の 索引 111 厭世 文舉の 意義 —— 不满足 文舉の 類別 ！ 正面 的 —：- 側面 的 

—— 同 1£ 的 11 スヰ フトの 不満足 11 ス 4 フトの 不満足と 十八 世紀の 時代精神 11 厭世 文擧の 

起ろ 畔代  ァ.、 チソ ンとス ヰフト 

^^w,-- の傳記 研究の 必要 他 H 通傳 記の 陷缺 I スヰ フトの 生涯に あって 著しき 事實— 

I 一 、 幼 S の忘慢 孤！？ ！ 一  一，  .Jus 心 i 剛情 11 其 例 —— 『に レ ー ビア の 消息』 11 一二、 俠 

氣 11 其 例 11 四、 諧謔 11 ^4、例 —！ - 九、 病氣 11 六、 叫.？^ と 婦人 ！ 『ス テラへの 日； 5 

— ，ワネ ッサ 11 七 、 彼 の 公生涯 — 愛國ぉ — 以上 の 諸 項の 綜合 的 親 察 -—— 其 断案 1,1 譏 刺 

はス の 天性な り 


『桶 物語』 梗槪 —— 其 諷喩 11 比喻的 表現の 三種 I * 斷 的なる 比較 -—— 其價値 —— 1 

として 『桶 物語』 の缺點 —，— 第二の 困難 1 . 其 例 11 S 単獨に 見た る 比喩の 而白味 ——- 其 例， I 

諷喩の 一 一面 11 其 一 面の 比較的 無價 値なる 事 I の スタ— ンに 似た る 所 11 ス ヰフト 

の 用語の 卑猥なる 事， I 其 例 

『ガ リヅァ 旅行記』 梗槪 —— リ 、 パ ッ ト —— ブ 口 ブ-デ ング ナツ グ —— ラビ ュ ー 'タ —— 日本 

1 1 フ， ー イン —ムズ —— 『ガリ プア』 の 批評 

(一) 『ガリ プア』 の 『桶 物語』 に 優る 理由 —— 其 例 11 小人 國 王の 勅 11 大人 國へ 渡る 時 

の 感想 11 普遍的 輿 味を缺 く諷瑜 —— 其 例 

(二) 『ガリ プア』 の 諷刺と.^:^^ 「の 諷刺との 差 11 3 廣狹深 淺の差 11 S 彼等の 態度— 

—淺 薄と 深刻の 辨 11 文舉の 讀考， 文 學と娛 、樂 11 愉快の 意義 -11 スヰ フトの 作の 愉快に し 

て 同時に 又 不愉快なる 所以の 說明 11 スヰフ トー 一人の 與 ふる 愉快の 比較 II 及び 愉 

快 不愉快の 對照 —— 1^-^：^の書きた る俱樂 部の 話と スヰフ トの 書きた る敍述 との 對照 

(三) 冷酷なる 犬儒 主義 11 諷刺の 種類 i 諷刺 其 物 を 目的と する 諷刺 —— 諷刺 を受 くる 本 

人の 利害に 無頓着 な る 人 11 其 種類 1 は 如 何 11 彼 の 特色 

(四) 餘 所々々 しき 書き振り -11 詩的なる 箇所の 少なき 事 —— 其 例 

(五) 老巧 —— ^^の 〔評 11 毒惡 なる 諷刺と 平易なる 表現 

(六) 普通の 人に あつ て諷 剠は變 態な り —— ス ヰフト にあって は 常態な り 11 其 例 

(七) 1^TS,X の 想像 II ,TrM ル  1^ ッ，. との 比 狡 II スヰ フトの 想像力に 就いて 注意す ベ き 

1 ー點 -—— 數字 的敍述 
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第五 編 •¥ ^力， と 所謂 人工 派の 詩  二 七 一 

¥ ^に對 する 一 般の 批評 11 著者の 立場 一 I ,^if=.F: の 作物 一 覽 11 一 、『牧童 歌』 11 ； 一、 

『批評 論』 11 三、 『髮盜 人』 11 四、 7 ンダ ー の 森』 —— 五、 『ほまれの 殿堂』 —— 六、 『ァ ベラ 

1 にに 送れる ェ ロイ ザの 消息』 と 『亡き 蒲 命の 女 を 弔 ふ 歌』 —— 七、 ホ ー マ ー の 『イリヤ ッド』 

11 八、 同 『ォ， チセ ィ』 11 九、 『ダ ン シャツ ド』 11- 一  〇、 『尺牘 集』 —— 一 1 、『人間 論』 11 

1 1 一、 『ホレ I スに傚 ひて』 11 以上の 梗概の 必要なる 所以 11 英國 批評家の 批評の 日本人に 適 

せざる g-m — 著 赏^ 的 態 皮 を 離れて 梗. 槪 より 出立す る现. ra —— 文 學の四 要素 及び 其 批評 

—— .ネ| プに就 い て 著者の 適 川した る 分類法 11 の 詩に 於け る 知的 要素と い ふ 意味 11 

¥^,刁の；1^5の分類 11 此 分類より 出づ る 結論 

一、 ボ IIK の 詩に は 知的 要素 多し 其評愦 —— 女 を 選ぶ ときの 例 11 ポリ の 失策 11 

ム；^ の 趣味に 於て 日本人と 英 人と との 比較 11 ¥ ^の 詩 觀は 全然 誤りなる か 11 彼の 崇 

0^ 11 彼の 主張 11 彼 は 彼の 主張に 於て 成功せ り や I フの 句の 人口に 謄 炙す る 量 多き 

0 11 パ ラ ドック ス 11 其說 —11 S ^リダ I の 句の 今 代に 傳 はる もの は槪 して 知的 要素より 成 

ろ 11 S 其 2： 容の 通俗 普通なる 事 11 S 陳腐なる ものが 何故に 殘 るか ——- ヒ ロイ ック、 カプレ 

ツト^ 11 彼の 成功 ！ 「正確」 の 詩人 -1 . 其 弊 —I 時勢と ボ— りフ— の 作 —— H リザべ ス 時代と 

「フ 時代  <  格と タリ. 力 の 作 — 彼 の 性行 

二、 。ホ， ^の 詩に 現 はれた る 人事 的 耍素— 其 例 11 其 表現 法 11 彼の 按巧は 他の 方面 

に 於ても 同 一 の 程度な り 浪漫的 作物と^ iT= ^の 人 5g -II 時代の 人格に 及 ほした る 影響 


三. - ¥1 プの 詩に 現 はれた る 感覺的 要素 自然に 對 する 感じ I +a 典 的の 用語 11 古典 

的の 用語と 人爲の 程度 ！ これ を 使用す る 一 一 意義 11 單 純なる 模擬に あらす 11 聯想 11 .^JM 

と 吾邦の 文章 11 古典的 聯想 を 主と したる 詩句の 興味 11 其 例 ！- 謠 曲との 比較 —1 詠 はれ 

た る 天然 S 性質 i 魚 の敍述 ！.  と 自然 1 - 時勢の 壓迫 I ..^u,^ と 庭園 I タイ モン 

別墅 S 叙述    . 

四、 超自然の 材料 .HT,^ 以下 數 家の 特色 1 - 超自然の 解釋 11 自然界 卽超 自然界と 自然 

界非超 自然界， 1 5： 的 外的の 區別 li 外的の 弱點 ！ 描寫の 精細より 起る 外的 超自然の 滑稽— 

I 其 理由 II 『イリヤ ッド』 と 『失樂 園』 の 例 —— 幽靈 11 1 ハ ム レットと バ ン n 1, .! 『クリ 

スタべ ル』 中の 變怪 11 超自然 を 滑稽なら しむる 一法 は 明瞭に 敍述 する にあり —— 其 理由 I . 

動機 は 遊戯的 活動に あり 11 故に 滑稽なる と共に 美的な り —— の 超自然の 特色 —— ポぃ 

^と沙 翁 11 沙 翁の 例 ！—  .ネ —ブ  1 の 類似す る 所 ！ 『髮盜 人』 の 中に あら はれた る 土 水火 風の 

四 精 11 其 精細なる 例 11 沙 翁と 異なる 所 —— 兩 詩人の 生息せ る 時代の 比較 11 都會的 ^味の 

超自然 素 11 其 成功 11 デフ ォ— の 『ギ ー ル 夫人の 幽靈』 —ー 其 ¥l.r^ と 似た る 所 —ー fl^ 

の 批評 概括 

『ダ ンシ アツ ド』 時代の 反射 i 個人的 特色 -i— 個人的の 解釋 11 尤も 極端なる 個人的 描 

寫は 非文擧 的な り -11 か ゝ る 描 寫の行 はる ， 時代 i 『ダ ン シ ァ ッ ド』 出版の 顚末 (T^^ 

^の 敍述) 1! 『ダ ン シ ァ ッ ド』 は 個人的 諷刺な り 11 スヰ フトの 諷刺と 『ダ ン シ アツ ド』 

と 異なる 所 —— 『ダ ンシ アツ ド』 中の 敍述 ——— 其 警句 11 當時 文壇の 亂雜 11 ス の 例 
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第 六 編 ダニエル、 . テフ ォ T と 小說の 組立  三 三 六 

デ， ^ォ リの 作品 ^^1^, リ の 作品と 時 勢 —1 マ ッ ソ ン， 敎 授 の 說 -11 ^は 崇高の 反對 

極に あり I 勞 働の 小說 11 生れな がらの 記者 兼 奮鬪家 11 經歴 彼の 文學的 作物と 其攻擊 

11 詩と 散文 11 沙 翁と デフ ォ 1. -1 し の 作 は讀ん で 冗漫の 感 あり 

小說の 組立 統 一 の 意味！ -1 有機的 統  一 11 flNW, しの 缺點 11 世の中 は 或は 冗漫なる ベ 

し、 然も 觀 察に 冗漫の 必要なし ！ 結末の 辯 

\^.ir いの 作物の 構造の 實例 一 般 11 綜合 的槪括 —— 生死と 統  一 —1 死 は藝術 的の 終に あら 

す 

始 より 終に 達する 筋 —— 興味と は何ぞ 11 性格の 興味 11 事件の 興味 11 景物の 興味 11 

事件と は何ぞ 11 偶然の 出来事と 必然の 出來事 11 纏まりた る兩 極の 比 铰價値 11 性格の 活動 

として 比較的 まり^る 事件 は 純 乎た る 形式に 於て 存在し 難し 11 性格の 活動と して 比較的 纏 

まりた る も S の樣式 ！ ( 一 ) 性格の 發展 より 生す る 統一 ii  (一  0 全 性格の 鈍き 發展 より 生 

すろ 統 一 —— (三) 性格の 一 所に 停 住する 統 一 ——- 以上の 特色 及び 第三の 統 一 に 就いて 

ダフ ォ f の 作に 以上の 統一 なし 『ロビンソン、 クル —ソ ー』 11 『クル ー ソ ー』 の 統一 

—— 『ク ル I ソ I』 の 統一 に は 加速度な し 11 『ク ル ー ソ ー』 の統 一 には漸 移の 興味と 之に 伴 

なふ變 化の 興味な し 11 『ク ル ー ソ ー』 の統 一 には變 化の 興味な し 11: モ，^ 、 d フジ—^:^ 

の 例 —— 事件の 敢複— 啬 の 読者 —ー 刊叫门 H の 工夫 1! 場面の 變化 11 其 例數種 

ザフォ TtoJS 玄 酷の 無神經 I 其 不都合 i ん i や^^^ との 比較 11- 『騎兵の 記 


錄』 中より 引用せ る 例 1兩家 の 雷の 說明！^^,.^.^^,^ ノ I の フォー；^^ 1 な 

01 『ィ ノック、 ァ 1 デン』 ほ fflss り， ー デフ ォ，. と 英國メ — 

.ffr フ，^ は 寫實家 か 1 l„DI 實は 報告に あらす 1. デ フ ォ ー と寫^ 义 
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第一 編 序 言 

今年 は 英文 擧史の 十八 世紀 丈 を 講義す る 積り であるが、 講義 を 始める 前に 一 寸御斷 り をして 置かねば な 

らぬ ことがある。 元來 一 世紀の 文舉と 題す る 樣な大 問題み」 捉へ て 論す るに は此 問題 を 如何に 取り扱 ふかと 

いふ 覺悟 がなければ S 來ん ので ある。 然し 此覺 悟が 出來 るに は それ 相應の if 備 がなくて はならぬ。 單に空 

想 や 空理で 文 學史を 組織す る譯に 行かぬ の は 無論の 事であって、 先づ 研究の 手始めと して 批評なら 批評、 

比較なら 比較、 又は 敍述 なら 敍述、 孰れに しても 充分な 材料 を 貯蓄して 懇 からねば ならぬ。 偖此 材料と 申 

すと 一寸  一 口に 云 へ る樣 であるが、 決して そんなに 容易に 手に入れたり、 又は 纏めたり する ことの 出來る 

者で はない。 旣に 蒐集せられ たる もの を 一通り 目を通す こと すら 大變な 難事で ある。 目を通した 上に 之 を 

自己の 見識で 論斷 するとい ふの は 猶更の 難事で ある。 あの人 は チヨ ー サぃ (Chaucer) の 専門家で あると 

か、 又は-: STT ク ^ 叫， I  (Shakespeare) 攀者 であると か、 一 人の 文 擧者を 一 生涯 研究しても、 充分 研究の 

餘地は ある 位で あるのに、 百年 間に 出た 數十 乃至 數 百の 文 擧 者み 捉へ來 りて 掌 を 指す が 如く 論じ 去らう と 

いふの は 並大抵の 事で はない。 西洋の 學者 でも 自己の 專ら 修めて 居る 時期 以外に 渉る と 普通の 人が 讀んで 

居る 書籍 すら 目を通して 居らん ことが よく ある。 況ゃ 余の 如き 日本人、 而も ト八 世紀 文 學を專 門に したと 

云 ふ 程の 勉強 も 積んで 居らぬ 余の 如き 者が 此 世紀の 文學を 論じよう とする の は隨分 無理な 事で ある。 諸君 

の 前で 是 から.；" 八 ぼ紀の 文學を 講義し ますと いふ 迄に は 少なくとも 一 一三 年 準備 をして 讀んで 居らぬ 書物 も 

請み 又は 讀んだ 書物 も 今 一 度讀み 直さなくて はならん。 然し 此 六月に 學 年が 了へ ると 此九 月から 急に 新し 
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ぃ講莪 なしなければ ならん。 從 つて 思 ふ 様に 準備 も 出来に くい、 自分の 力量で 自分の 考案で 此 講義 を 一 通 

り^ 足の 行く 樣に 纏める 譯に 行かぬ。 だから 此 講義 は隨分 不完全な 者で ある。 他人 以外に 一 機軸 を 出した 

糾織 批評 等 は出來 さう にもない。 自分 も 大に 不愉快 を感 する 譯 である。 

次に は 卜 八 世紀 文舉 とかむ 九 世紀 文舉 とかい ふの は 通俗の 語であって 事實上 意義の ない 事で あると いふ 

こと を 一 寸御 断り をして 置く。 歴史 は 夫から 夫へ と繁 がって 進行して 行く ものであるから 文 舉の發 達と か 

變 化と かいふ もの は 自然 天然の 者で、 咋 日と 今日との 間に 截然た， る區別 がつ けられぬ 如く 十八 世紀 も 卜 八 

世紀で 獨 立した もので なく、 ：1 後と 區 別が^ 來ぬ樣 に 密接して 居る。 I 八 世紀 は， nil 然と，' 七 世紀から 流れ 

^して 又 A 然と 卜 九 世紀に 注ぎ込む。 從 つて 何 返から が 卜 八 世紀で、 何處 からが 十九 世紀 か 分らない。 是 

等の 名 は m に 器械 的の 名で、 其 器械 的の 名 を 以て 人工的に い 八 世紀と 區 別した からと て、 其 名の 示して 居 

ろ 卜 八批紀 中に hti;^ として 現 はれて 来る 文舉は 決して 人工的に 前後と 切り放つ 譯 には參 らん。 然るに 人が 

ト八 世紀 文 ゆ 杯と へ來 つたの は 軍に 約束 的 便 { 且 的の ものであって 資際は 不都合で ある。 少なくとも 哲學 

的で ない、 科^的で ない。 故に 十八 世紀 文學 とい ふと こんな 者で あると  一 口にい ふこと は 誰も 出来ない の 

であ 乙。 然し 便. K 上 こんな もの だと 一： ム ひたがる のが 人 であるから、 巳む を 得す 此 器械 的の 名の 裏に ある 

拔雜 なる 文^的^ 象 を 瞹眯の 間に 槪 括して、 一種の 特色が ある ものと 見做して、 冠す るに 卜 八 世紀 文擧の 

名 を 以てする ので あろ。 

. 卜 八 M 紀とは 云 ふ 迄 もな く 巧 年 問の 事で ある。 百年 間の 事實を 一年 目から 百年目 迄 あとづけて 行く と 

上から 下へ S いた 記載が 出來 る。 卽ちト 八 世紀 文學 は此點 から 云 ふと 歴史で ある。 文 舉史の 一部で ある。 

旣に此 fl^ は麼 であろ 以上 は、 少なくとも としてえ^る 以上 は此 講義 を 始める 前に 今一 っ斷 つて 置 

かねば ならぬ 寧が ある。 歴史と いふ もの は文學 であるか 又は 科舉 であるかと 云 ふと 無 論 歴史の 解釋 次第で 


どちらに もなる ので あらう けれども、 又 昔からの 歴史 を 讀んで 見 ると 雙 方の 分子が 混 人 して 居る 樣 である 

けれども、 社會^ 現象 を 分析して 見たり、 綜合して 見たり、 錯雜 なる もの を 明瞭に する こと を 力めて 見た 

り、 原因結果の 閼係 を； 1^ 出 だす 事に 骨 を 折る 點 から 云 へば 無論 科蔡 であらう。 假令 在來の 歴史で は， T 「一—.^ 

d の 引力の 法則の 樣な大 いなる 原則 は 人事 上に 於て 發 見せられなかった かも 知れす、 又 向後 も斯の 如き 

精確な 原理 は發 見す る 見込がない としても、 其 研究の 方法 及び 力 を 費やす 方向 は科舉 的と 云って 差 支 はな 

からう。 诸文舉 史も史 と 名 づける 以上 は 無論 歴史の 一部でなくて はならぬ。 夫で 歴史が 科擧 的な 者で ある 

とする と 文 舉史も 亦 科舉的 な も のでなくて はならぬ。 然し 名前 は 文 擧史で 史の字 が附く が 、 外 S 歴史と 違 

つて 材料が 文學 であるから 科 的で はない、 矢張り 文擧 的な 者で あると 云 ふ 人がない とも 云へ ぬ。 少な 

くと も科舉 的に する 必要 はない と 云 ふ 意見 を 持って 居る 人がない とも 限らぬ。 或 は 性&; 上 からい へ ぱ科學 

的の ものである けれども * 材 科が 文學 とい ふ科舉 的に il 斷し惡 いもので あるから、 そんなに 厳密 に 科 sjf 的 

に は 到底 組織 出来ん と 思 ふ 人 も あるか も 知れぬ C 從 つて 此 問題に 就いて 一 言して 置きたい。 

普通のお 惯 として 吾人 は 文 S と 科學と を對立 相反 S 言語 (opposite  terms) として 用 ひる。 そして 之 を 

吾人の 心的 活動力の 一 一大 流 一, ばの 如く 考 へて 居る。 卽ち 吾人の 知的 活動と 情 的 活動 は 外に 發 して 此ー 一つの 潮 

流と なる 者と 思 ふ。 勿論 精密に 論じ 出せば 際限がない。 故意に 兩 者の 類似した 所 計り 擧 けて か、 れば思 ひ 

も 寄らぬ 所に 密接な 關 係が 伏在して ゐる だら う、 又 面白い 研究 も 新しく 出來る だら うが、 まあ 通俗の 兒解 

によると、 此區別 は 大體の 上に 於て 何人も 異議な きものと 認められ てるる。 夫で 差 支ない。 此 講義の 此節 

に 於て は 夫 以上 S 知識 も 研究 も 不要な ので ある。 た 、= -此 通俗の 児 解 を 一 層 適切と 思 はせ る爲 に、 一 應簡單 

に 科 Mfw?: の 遣り口 を、 諸君の 記憶 中に 新た にして置く 方が 寧ろ 必要で ある。 其 道の 人 は科學 を 斯う 解釋す 

る。 科舉は 如何にして とい ふこと 卽ち How とい ふこと を 研究す る 者で、 何故と いふ こと 卽ち Why とい 
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ふこと S il に は 應じ浓 ねる とい ふゆで ある。 例へば 兹に 花が 落ちて 寶を 結ぶ とい ふ 現象が あると すると、 

科め は此 W 题に對 して、 如 ：！： なる 過程で 花が 落ちて 又 如何なる 過程で.：^ を 結ぶ かとい ふ 手賴を 一 々に 記述 

して 行く。 然し； 1： 故 (why) に 花が 落ちて 篦を 結ぶ かとい ふ、 (然 かならざる ベから すと いふ) 問題 は棄て 

て 顧ない ので ある。 一度 何故に とい ふ US! に 接する と 神の 思 召で あると か、 樹木が 左様したかった の だと 

か、 人^が しかせし めた の だと か 所謂 ン V ョ 卽ち ある 一 種 S 意志と いふ もの を 持って 來 なければ 說明 がつ 

かぬ。 科^^?^|^の2-た门然の法刖は只其儘の法则でぁる。 之 を 支配す るに 神が あって 此 神の 思 召 通りに 天地 

が進行するとか何とかぃふ何故！！^！は科舉^！^：の關保せぬ所でぁる。 だから 至って 淡泊な 考で 研究に 取り か 

かると 云っても 立し い。  - 

猪此 如何にして 卽ち How とい ふこと を解釋 すると 俗にい ふ 原因結果と いふ 答が 出て 来る。 然し 前に 述 

べた^^な譯だから此1£^;結3|-とは或5^^象2前には必す或3?~象がぁり、 又 或^ 象 S 後に は必す 或^ 象が 從ふ 

とぃふ^：-味で、 E. が 乙 を然 かなら しめた 杯と いふ 杏 5 味で はな いのは 無論で ある。 それで 此！ 結 5^ を 探る 

に は分舴 をす る。 一 の 現象 をと つて 「如 ：！： にして」 とい ふこと を 究める に は、 夫が 複雜な M.」 象 であれば あ 

る 「如 ：！： にして」 とい ふ i4 を 知り 悪い。 知った と 思うても 分解 を經た 上で ない と 常に 問 違 ふ。 だから 人 

は 其 5? 合 と^は 代に 應 じて 出來 得る 限りの 分解 を 企てろ 。分解 をして 或 微細な 事に 就いて 「如何にして」 

とい ふ iif が 分る と， 次には此奪細なろ^5$,啟を^山集めて比較して见る。 そこで 綜合と いふ 事が 始まる。 絵 

合とは51じ5;^な^5^.拔を澤山^めて 「如：！： にして」 とい ふ點に 於て 皆 一致して 居る 寧 を 見 ふ 事で ある。 で綜 

合が 出來れ ば、 是 から 一 の 法則が 出 來る譯 である。 夫から t きをして 見て 「如！ w にして」 とい ふ點に 於て 

色々 な ^仕が 一 致しなければ分類とぃふ|£^-が出來る。 先 づざッ とこん な 風で 科學 は出來 る。 詰り 科^ は 誰 

でも 知る 如く 知的 作 川で、 其 要は (千 .W の 现象に 就いて 吾人が 明 咬なる a- 鮮を 持って 生；；^ 上の 便宜 を 得ん と 


欲する 希望から 起った 者で ある。 然るに 此明嘹 と 云 ふの が 五感に 訴 へて 明瞭なら ぬ もの 迄 を も 明瞭に 頭腦 

で 解る やうに する からして、 從 つて 多くの 現象 を 出 來る丈 部屬に 類別して 漸々 抽象的な ものにして 仕舞 ふ。 

科擧が 斯んな ものである 以上 は、 吾人の 感情の 發 顯 と Jlk〕 做されて ゐる 文學、 又 S 人の 感情 を 動かす 

爲の 道具と 考 へられて ゐ る文擧 が科學 と大體 の 上 に 於て 趣 を 異にして 居る W は 勿論の 事で ある。 但し 此區 

別 を 詳細に 論す ると、 先刻 御 話しした 樣な複 雜な問 に陷り もしょうし、 其 上.」 M 年 述べた 講義 「文學 論」 

と 重複す る 事 も ある だら うから、 無益な 繰返し や、 不必要な 新 研究 はやめて、 諸君 も 矢張り 流 俗と 同じく 

文 學と科 舉を對 立 相反の 語と して 使用す る 事 を默認 せられた る ものと 見做して、 進行す る。 

此區別 か 普通の 人の 腦中 にある 爲文學 に 就いて 一の 混雜 が 起って 居る 樣に思 ふ。 余が 一 寸論 じて 置 

きたいと 申.^ たの は此 5^ 雜に 就いて である。 卽ち 文學が 科學と 根本的に 異なる 者で あるから 文學の 批評 及 

び文擧 の 歴史 迄 も科學 と は 異なる ものであると、 文學 とい ふ 字に 拘泥して 凡て 文 學に闢 係の ある 者 は 皆 科 

:.- -に獨 立した ものの 樣に思 ふ 事で ある。 是は 誤解-である からして 此 誤解 を 正さねば ならない。 文 舉と云 

は 鬼 も 角 も、 文 擧とは 何 だと 云 はれた 時は卽 ち文學 上の 製作 物、 作品 其 物 を 指す に 違 ひなから う。 

そこで 成程 作品 を 作り 上け る手續 から 云へば 前 云 ふ 通り 科 學とは 別 者 (大體 の 上で いふ) に 相 遠ない。 然 

し文擧 上の 作物 其 自身と 其 作物の 歴史 叉 は 批評と いふ 事と は 無論 同一 でない。 歴史と か 批評と かなる と此 

作品 (旣 に出來 上がった) に 就いての 吾人の 態度 を 意味す るので、 今迄の 樣に 自分が 製造す る 見地、 卽ち 

詩歌 文章 を 組織す ると い ふ點か ら奪 るので はなくな つて、 之 を客觀 的に 研究 S 材料と して 取扱 ふ の であ 

る。 斯うなる と 吾人の 態度 は 恰も 科學 者が 自然の 現象 を 前に 置いて 夫 をお 料と して 研究し 始める と 同じ 事 

になる。 卽 ち文舉 上の 作品 は 一 種の 現象と して 見ら るゝの だから、 自ら 作る ときと は 態度に 於て 主客の 差 

が 無論 ある。 

i    ,  _  ■  ■  I   ：  .  -    ■  S  ■  I  :. 


二  o 

此 火て は 未だ^く せない。 成 s^s 己が 述作 を やろ 場合と 他の 作 を 材料と して 取扱 ふと は 主客の 差 は ある 

が、 此 W 料と して 取扱 ふ 場合 又は 现象 として 兄る 場合で も 決して 卜 人が 十 人ながら 同じ 態度で 向 ふ もので 

はな い。 こ S 態 皮 を-お 別して 行ったならば 前に 述べ た 混雜も 解釋が 出來る だら うし、 又. X 學史の やり方 も 

刺 然して 來 る-たに うと 思 ふ。 

1；!: 人が 外物に 對 する 態度 は 大別して 一 一とな す 事 を 得る。 一 は 自己の 好尙を 以て 之に 對 する もの 卽ち或 物 

を：； るのに 面白い とか 詰らない とかい ふ 態度で ある。 暫く 之を稱 して 鑑賞 的 (appreciative) といって 置 

かう。 他の 一 つ は 自己の 好尙が あろない に拘ら すして 其 物の 構造、 組織、 形 狀等を 知る 爲の 態度で、 頗る 

冷 なろ^で ある。 1： く 之ん- 稱 して = ^鑑赏 的 (non-appreciative) 又は 批評！ g  (critical) といって 置かう。 

そこで 今；； ^！: 人が 文舉 上の 作物 を設 むと 假定 すろ。 すると 文 とい ふ もの は 製作 上から 云 ふと 自己 S 情 感 

の； A 現であって、 ffi^ から 云へば 著^の 情感 を傳 へられ 又は 證者 一流の t 搭を 起させる ものである 

からして、 此點から云ふと：.^:人が詩耿文れ卜に對する態度はァ 、而. m かった とか、 ァ 、詰らなかった とかい 

ふ 感じ を 起して 代 舞へば 夫で 濟む譯 である。 從 つて 此 態度 は鑑赏 的になる。 此點 からい へば 讀 者と 作者と 

のgis心s狀ihぃ於て別^?l^ったi^^-..^なぃ。 從って設^！^：の態度と作^の態度とを混问しても大した害はな 

い？ であ ふ。 然し 如： w に感 を 起す はの 作物で も 之に 對 して 感情 を 起さなくて はならん とい ふ譯 はない し、 

艾咸 か 起ろ にしても 其 ぼ 情 を 引き 拔 いて に 他の 態度で 以て 之に 臨む こと も 出来る 譯 であろ。 例へ ぱ醫 

^^か職業上.；^人3^便5檢^$-をすろ51^なもので、 此時彼 は好惡 とい ふ 念 を 脱却して S 単に 別の 方面から して 

此^: に對 して！： is る。 又 師が舉 校の 試 驗で成 を 調べる 樣 な^で、 生徒に 對 しての 好 惡の念 は 引き 找ぃ 

て义 紙に 對 して 居ろ。 かうな ると 此能 皮に^ 鑑赏 的乂は 批評 的と いってよ からう。 而 して 文學 上の 作品 

に I- い 亦 同様の 悠度を 取.， る 事が 出來 る。 卽ち此 詩 の^は 何であって、 行 はいくつ あると い r ふ樣な 方へ ， 


のみ 目 を 着けて、 詩が 好い とか 惡ぃ とか 云 ふこと は 眼中に 置かぬ ので ある。 

旣に此 一 一つの 態度で すら 第一 一の 方 は科學 的で ある。 卽 ち文擧 上の 作物 も 亦 科擧的 態度 を 以て 之に 臨む こ 

とが 出來 ると いふ 事 を 示して 居る。 然し 問題 は是 では 結了し ない。 前に 述べた 鑑賞 的 態度と いふ 若 を今少 

し 吟味して なければ ならぬ。 今 余が 人から シ ヱ タ ス d ハの 『ハ ム レット』 は 如 何 です と 聞かれた 時、 面 

白いです と 答へ たら 夫 は 余の 『ハ ム レット』 に對 する 鑑賞 的 態度 を 示した ものである。 然し 聞いた 人が 夫 

で 満足す る だら うか。 多くの 人の 中には 夫で 成程と 云って 歸る人 も あらう が、 大多数の 人 は 決して 夫 丈の 

答で は 満足し ない。 必す 「どうして」 とい ふ 問 题を搓 出す るに 極まって 居る。 どうして 面白いで すかと 聞 

くに 極まって 居る。 その 時 余 は 面白い から 面白いで すと 答へ たらば どう だら う。 余 は 其 人に 對 して 虛言を 

吐いた と 思 はぬ。 然し 其 人に 満足 を與 へたと は 決して 思 はれない。 其 人 も 亦 夏 目と いふ 人 は 『ハ ム レット』 

が 面白 いさう であると い "て Ml 丈 は 分 る かも 知れ ん が、 如何にして 面白が つて 居る ので あるかに 就いては 

不得要領で 從 つて 自分 も 此點に 就いて 合點が 行くまい。 是が 余の 『ハ ム レット』 に對 する 批評と 云へ る だ 

らう かとい ふ 疑問が 起って 來る。 成程 余 は 『ハ ム レット』 を 讀んで 面白い と 感じた に 相違ない。 而 して 其 

面白い と 云 ふこと を 人に 話した に 違 ひない。 然しながら わが 感じた こと を 一 言で 人に 話した と 云 ふ 丈で、 

成程 斯 くくの 行き さつで 面白い とい ふ 事 は 毫も 說 明して 居らん。 人に 說 明して 居らぬ のみなら す、 自 

分に も說 明して 居らん。 鑑賞 的に は 相違ない が 「如何にして」 と 云 ふ 問題に 逢着す ると 一 言 もない。 「如 

何に して」 と 云 ふ 問題に 逢着し なければ 夫 迄で あるが 「如何にして」 と 云 ふ 問題 は何處 にも 起って 來る。 

少なくとも 思索的な 人に は必す 起る。 知識 愁を 持った 人に は 屹度 起る。 人間 は 如何なる 人で も 或點に 於て 

思索的で ある、 知識 愁を 持って 居る。 だから 科畢 が斯の 如く 進步 したので ある。 『ハ ム レット』 が 面白 

かった とい ふ 一事 實に對 しても 「如何にして」 とい ふ 問題 は 起ら すに は 居られない。 これが 起る 以上 は 只 
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而 かった で濟 まして： w る if^ に は參ら ぬ。 之 を 説明す るの は 自己に 對 する 義務で 又 問 者に 對 する 義務で あ 

乙.〕 

然し而，：；かったと云ふ感情は無論無形無^：^なものでぁる。 無形 無 c_ ^な もの を 人に 說明 する 事 は 固より 出 

來乙 所作で ない。 古人の 言に も 水ん. - 飲ん て 冷暖 e 知す と ある 通り、 感情 は 說明を 許さぬ 者で あろ。 說明を 

許さぬ 者 を 「如：！： にして」 とい ふ 問题に 引きつけ て說 明しょう とする 以上 は說 明し 難き 無形の もの を說明 

し5^04^形的の#で示さねばならぬ。 換首 すると 無形の 者 を 有形 的に 引き直さなければ ならぬ。 恰も 寒 熱 

は  一 S 感 5^ であるの を說 明す る爲に 寒暖計の 度数で 示す 様に しなければ ならぬ。 然 らば 文學 上の 作品 か 

ら はた 感情 を どうして 有形 的な 文字 若しくは 記 號で說 明す るか。 是が 次に 起る 問題で ある。 先づ 吾人が 作 

品から た 一種の 感じに 就いて 第一 に 「如何にして」 と 云 ふ SI 超 を 提起して 考 へて 見る と此 感じ を 起した 

物に 卽ち 作品 其 G 身で ある。 夫 だから 此 無形 S 感じ を 有形 的に 説明す る に は 作品 其 物 を擧け て 示す より 仕 

方がない。 nli- は 一 寸間 くと 愚の 様な、 云 はんでも 分り切って 居る 事の 樣 であるが、 論理的な 答 辯に 相違な 

い。 ロハ闲ろ^^^-は論理的でぁると同時に大した満足を與へなぃのでぁる。 吾人 は 或 作品 を讃 む。 次に 一種 

の 感じが 起る。 次に 此 感じに 就いて 「如何にして」 と 云 ふ 問題 を 提出す る。 次に 作品 其 物で 此 感情 を說明 

する。 J!:.is- 的に 說明 は出來 たか も 知れん が、 何時の間にか 出立した 所へ 舞ひ戾 つて 仕舞った" 『ハ ム レツ 

ト』 を isw めば どんな 感じが 起る かと 云 ふ 時には 而 白かった と 答へ、 又 どうして 面白かった と 聞けば 『ハ ム 

レット』 を 指して ケ、： へる。 是 では 同じ 所 を 行ったり、 來 たりす る 丈で 一向 事件が 發展 しないの である。 そ 

れな らば どうしたら よから う。 無？ _1 此感 i^s 出 處は作 其 物に あろ 以上 は、 义 形 S 感 がゲ說 明す るに 有形 

の 文. 丫を以 つて せんとす ろ 以上 は * 矢張り 作 其 物 を 離る、 譯に 行かぬ の は常然 S 事で ある" 而 して 其 作 其 

物 は 了ぞで m 來て 1^5 ろ譯 ではなく 字-か 速 敵して 居る。 暫く 『ハム レット』 でい へば 『ハム レット』 は窓數 


力 五つ ある c 其 各の 慕が 何個 かの 場に 分かれて 居る。 其 場が 又 ハム レットと か、 オフ ヱ リアと か、 レ— ァ 

ルチ ー ズ とか 云 ふ 人々 の 科白に 分かれて 居る。 夫 故に 名に 『ハム レット』 だけれ ども 其實は 大變な 多くの 

文字が 連續 した 現象で ある。 偖是 丈の 多くの 文字が か、 る 闘 係に 連續 された 者が 纏まって 面白い とい ふ感 

じが 出る 以上 は、 其 感じ は 決して S 単純な 者で はない。 卽ち此 作品に 閼 して 說 明す るに 當 つて 充分 分解す る 

餘 地の ある 感情で ある。 して 見れば 此 感情 を 分解す るの が說 明の 第一 着手で あらう。 卽ち此 感情の 中には 

親- S 仇 討と 云 ふ 事 も 含まって 居る。 失 戀と云 ふ 事 も 含まって 居る。 虐殺と 云 ふ 事 も 含まって 居る。 幽靈の 

出3^^と云ふ事も含まって居る。 主人公 S 感情と 云 ふ 事 も 含まって 居る。 哲理 も 含まれて 居る。 夫 を 殺した 

女が 子に 對 して 氣 兼ね をす ると 云 ふ 事資も 含ま れて 居る。 罪 を 犯した 者が 倒れる と 云 ふ 事 實も含 ま れて居 

る。 それから 此等 S 諸條 件が 吾人の 心に 訴 へる 順序、 高低、 排列、 K 他 相互に 待ち 合って 起る 閼 係が ある。 

是 等の 事 實が ある 一 定の 形式 を 具へ て、 吾人の 頭 腦に映 じて、 其が 纏まって 一 塊と なって、 吾人に 面白い 

と 云 ふ 感じ を與 へる ので ある。 して 見れば 此單に 面白い と 云 ふ 感情 を 分解 すれば 色々 な、 且 ー曆單 純な 感 

情になる。 而 して 此單 純な 感情 は 一 々之に 當て篏 める 有形 的な 事 實で說 明か 出來 る。 卽ち 

ま ゆ) 

と 云 ふ 風に 感情 を 分解す ると 同時にせ 情 を 起す 事實を 分解して、 SS 一  致す る 對偶を 作る 事が 出來 る。 

此 分解 を 出 來る丈 やれば やる 程 說明は 綿密に 出來 るので ある。 說 明が 出 來れば 自己に 對 する 好奇心の 要求 

も 他人に 對 する 好奇心の 要求 も HI 足が出 來る譯 である。 偖此手 續を考 へて 見る と 最初 は 面白かった から 面 
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白かった と 云 ふ 感情から 出立す る。 此點に 於て は鑑赏 的な 態度で ある。 然し 一 旦 出立した 後 は 分解 を やる 

のみで ある。 所が 此分鮮 は 批評 的な 態度で 始めて 出來る 者で ある。 して ると 此手賴 は 丸で 感情的 計りで 

はない。 乂儿で i-M 的 計りで はない。 卽す，雙かの^^じたものでぁる。 人の 物に 對 する 態度 S 第一 ふ-鑑賞 

的と 名 づけ、 第一 一 を 批評 的と 名 づけた が、 此 二に. 中 にあって 雙方を 含む もの だから 批評 的 鑑賞 (critico- 

appreciative) と で も名づ けて よから- フと思 ふ。 

^. 九： 人の 物に 對 すろ 態度 は是 丈あって、 文學上 W 製作に 對 する 態度 も 亦此三 通りと ならねば ならぬ 事と 

な 乙。 i4 、中の 第一 の鑑赏 的と いふ 態度 は古來 から 柬 西の 批評家に よく ある" 殊に 漢文の 評な どになる と 全 

く此流 S ものが 多い やうで ある。 是は 批評家に 適すと 云 は ん より 寧ろ 玩.^ 家 に 適す る 態度で あ る。 只 他 

人の 作 を？，？？ んで樂 しむと 云ふ點 から 云 へ ば而. W くさ へ あれば 失で 充分な ので、 而白 いと 云 ふ 以外に 何等の 

說 明.， ん 人らぬ ので ある。 けれども 自己に 對 する 好奇の 念 を 満足 させたり、 他人の 趣味 t= 好 を 幾分で も 

jsJT いて やらう とする に は 尤も 不便な、 尤も 幼 称な 態度で あ る。 今の W でも 只 人の 作 を 評して 高雅と か ^健 

とか 云 ひ 放って 夫で 立派な 批評 だと 心得て 居る 者が ある。 又 夫 丈で 自分 も 満足して 居る 人 も ある。 是等は 

如 ：！： に 趣味の 發违 した 人であって も it:2i は 毫も 云へ ぬ 人で ある。 從 つて 批評家に はなれぬ 人と 云 はな けれ 

ばな。 ぬ^ である。 第一 一の 態 皮 は 九で 好 惡を度 外に 置いての 態度で あるから 之 は 純然たる 科舉的 方法で あ 

ろ。 此〃 法で 行く と；：" 疋は は く 出來て 居る とか 下 であると か 云 ふ 事 は 一 切 云 はない。 今 一 つ S 脚本 を 評す 

ろと すれば、 ^の 構造 は斯 くく、 筋 逬は斯 くく、 事件の 發展と 性格の 活動 は斯 くくと 云 ふので、 自 

己の 趣味 を 以て 之 をト- 下し、 褒貶せ ぬので ある、， ■ 是は 前のと 正反對 である。 而 して 此 態度 は古來 から. S 批 

l^i!.^ に始ど 少ない. - <$： あると 詰らない 人に 限る 様で ある。 又 人 はか ゝ る 品評 を 好まない。 かう 云 ふ 風に や 

れば 趣味. かないと か 分らない とか 云うて 仕舞 ふ。 然し 夫 は 態度の 異なる ので、 最初から 趣味 を 交へ ぬ客輯 


的の 態度で あると 云 ふ 事 を 承知し なければ ならん。 又 か、 る 態度 は 文擧の 作品 上に あっても 許すべき 者で 

あると 云 ふ 事 も 承知し なければ ならん。 否單獨 なる 作品に 對 して は 鬼に 角、 二 個 以上 を 比較す ると か、 前 

後 幾多の 作品 を 比較す ると か 云 ふ 點に關 して は、 此方 法 は大に 大切な 事と なる 事 は 以下に 述 ぶる 所で 明ら 

かで あらう。 偖 第三の 態度に 至って は 所謂 在来の 批評家の 往々 用 ひたる 方法であって、 第一 の 態度に 不満 

を 感じて 何等かの 發展を 見出だす 哧は必 す こ/' に出づ るので ある。 され ども 確然と か ， る 態度 を 維持して 

堂々 と 何れの 場合に も 臨む と 云 ふ は 颇る闲 難なる 話で、 少々 危 くなる と 第一 に 逃れ 込む 事が 多い。 然も 實 

際 感じない 事で も 前人の 首 杯 を 繰り返す 場合 も 多く ある だら うと 思 はれる。 又 如何によ く此 第三の 態度 を 

取った 所で、 かう 口で いふ やうに ハ ッ キリと 明暸に 出來る もので はない。 第！ 感情の 分解と 云 ふ 事が 非常 

に 困難で ある。 夫から 感情が 分解 出來 たと しても 之に 當て篏 める 事 實をー 々指摘す る 事が 頗る 六つ かしい C 

單に 一 字 を 兒ても 其 一 字から 受ける 感情 を 段々 考へ て ると 非常な 遠い 所へ 綠を 引いて 聯想に 聯想 を 重ね 

て 居る。 恰度 薄い 紙 を 何枚 も 重ねて 厚紙が 成り立って 居る 樣な 場合が 多い。 其 紙 を 一 枚 一 枚 元の 樣に はが 

して 人に 見せる 事 か 困難で ある 如く、 一 字から 出て 來る 感じ を 分解して 說 明す るの も大變 困難な 場合が あ 

る 0 

そこで 以上 は 一 個の 作品に 對 して 此三 通りの 態度が あると 云 ふ 事 を 話した ので あるが、 一 一個 以上の 作品 

を 比較す ると 云 ふ 事に なっても 只手續 が複雜 になる と 云 ふまでで 此 態度に 變 化は來 さない ので ある。 第 一 

の 態度で 云へば、 是 より 此方が 面白い とか、 まづ いと か 云へば 夫で 濟む。 第二の 態度から 云 ふと 餘程而 倒 

カテゴリ I 

になる。 先 づニ個 以上の 作品 を 陳列して 之 を 範疇に 分けて、 そして 雙 方から 同じ 分子 を 引き 拔ぃて 同じ 類 

目の 中に 入れ、 又 異なった 分子 を も 亦 夫々 の 類 目の 中に 入れて、 一目して 兩 者の 類似と ffl 違と が明嘹 にな 

る樣 にす る。 何處 まで も科擧 的な やり方で ある。 例へば 一 一つの 脚本 を 比較す る 時 は 慕 割、 場 割 等の 器械 的 

二 五 
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な點 よ" i=M: おに 至ろ 迄 を ； 々指摘す る。 是は 嫉妬が 動機で あると か、 戀 愛が 動機で あると か、 或は 此動 

機 一? 效 M はかう いふ 線 を 描いて 1HI るが、 こちら はこん な 風な 線になる とか、 又は 此 主人公 は 各 場に 出 

て 来ろ が、 あの 中： 人 公 は 中途へ は 出ない とか、 又は 時の 統一が あると かないと か、 色々 な比较 が出來 るの 

である。 第： 二 S 態度に なると 先づ兩 方の どちらが 好きだと か、 孰れが 面白い とか 上手 だと か 云 ふ點を 感じ 

て、 然る 後に 「如何にして」 と 云 ふ 事み-分解して か、 るので ある。 前段の 場合に 於て 面白い と 感じた の は 

！ 個の 作品に 就いて である。 一 個の 作品に 就いて 面白い とか 何とか 云 ふの は 矢張り 標準がなくて は 云へ ぬ 

話で あるが、 其 標準 は此 場合に 於て は 批評家の 腦 中に 存 する のみで、 今迄 讀んで 面白い と 思 ふ もの、 若し 

くはい a 接に. C 然 から 面白い と 感得した 事寳が 喑に腦 中で 標. 準と なって、 是 に關聯 して 眼前に ある 作物の 面 

白い 下らない、 3;! い、 まづ ぃを感 する ので ある。 此點 から 云 ふと 一個の 作品に 對す るの も 二 個 以上 S 作品 

に對 する の も 1!^^ では あるが、 此腦 中に ある 標準が 外に 現 はれて 一 一個 以上の 作品に 對 すると 比較が 一 歷明 

^になって、 明喷の 度が 多くなる。 

； • 個 以上 S 作品に 對 する 態度 を、 ゆに 關聯 して 引き延ばせば 文學の 歴史に 對 する 態度と なる 理窟で ある。 

從っ丁^^:^,的に：：=-たる文舉に對する_旮人の態皮も亦此三樣となる譯でぁる。 然る 所 第一 は 文擧史 中に あら 

はれ"：？ 作品 を 一個々々 について 而 白い 詰 r ，ない と 云うて 讀 過す るの みの 事で あるから して、 此 態度で は 文 

ms=<sfl^ は 一 ホ出來 ない ので ある。 世の中に は 趣味 も ある、 書物 も澤山 讀んで 居る、 然し 聞いて 見る と 

何も 云へ ぬ 人が あろ。 お 等は此 態度 を 以て 文 攀甞を 通覧す る爲 では あるまい か。 是は 寧ろ 剖 作家の 態度で 

ある、 创 作家 は 之で 充分で ある C 然し 歴史 を 編す ると か、 批評 をす ると か 云 ふと 是丈 では 要領 を 得ない の 

である。 尤も 批評家と 创 作家の 區 別と 云 ふ もの は 色々 の點で 異なる 所が あるから して 一言に して 掩ふ事 は 

到 底 川來ん が、 上に. E. した iJj. は 其 一條 件で あらう と 思 はれる。 詰り 創作家 は 「如 11： にして」 など 云 ふ 事 を 


眼中に 置かんでも 出來 る、 (置いて ならん と 云 ふので はない、) 直覺 的に それが 面白い から ぐんく 書いて 仕 

舞 ふ。 人が 讀ん でも 成程 面白い。 それ 丈で 創作家の 能事 は 了へ たので、 「如何にして」 と 云 ふ 事になる と 全 

く 批評家に 任せて よいので ある。 或 人 は 創作に 敗れた 者が 批評家になる 杯と 惡ロを 云、 フ た。 此言薬 は 今で 

も往々 人に 援用 せられる。 然しながら 必す さう とも 限らない。 創作に 失敗した 者ば かりが 批評家に なると 

云 ふ 事 は事實 の 上に ない。 假令 さう であるに した 所で やる 事が 遠 ふ 以上 は 失敗が 恥辱になる 譯 ではない。 

馬に 乘り 損なった 考 ばかりが 自轉 車に 乘 ると 云 はれた とて 自轉 車乘の 面目に 關 する 事 はない 害で ある。 自 

ら其 呼吸が 違 ふので 人に よって 適不適の あるの は 致し方がない。 猶創 家と 批評家の 區 別に 就いて 考 へて 

Ja- たら 面白い と 思 ふけれ ども、 こ、 では そんな 場合で ないか.，：' 此丈 序に 申して 置く。 夫で 前の 話に 戾 つて 

云 ふと 第  一 S 態度 はかう いふ 有樣 であるから 寧ろ 剖 作家に 近い 態度で 批評家の 態度で はない。 從 つて 文擧 

を 歴史的に 見る 態度で はない。 すると 殘るは 只 一 一つし かなくなる。 其 中で 批評 的 鑑賞と 云 ふ 態度 は 何虚へ 

行 つ 一し も. CI 分の 好惡を 離れない、 何み」 見ても 自己の 作品 に對す る 感情から 出立す る の であ るから 其 標準 は 

何時でも 己に ある。 又 現在の 己に ある。 此 現在の 嗜好 上の 標準で 以て 歴史上に あら はれた 作品 を 批評して 

行く ので ある。 例へば 卜 八 世紀の 英詩 は 不自然で ある、 氣 取って 居る、 面白くない。 何處が 面白くな いと 

云へば 斯 く- <、s 塌 所と 章句 を擧 け、 作者 を 引 張り出して 例 を 示して 行く ので ある。 夫から 歴史的に 比較 

的に 論じて 行けば 甲 はこよりも 不自然の 度が 多い、 其證 據は斯 くく、 十八 世紀の 末に 至って 大に 不自然 

の 度が 减 じた、 其證 據は斯 くく-と 云 ふ as やり 口で ある。 卽ち どこへ 行っても 自己が 現在 得た 趣味と 云 

ふ ものが 標準と なって 這入り込んで 來 るので ある。 夫から 今一 つ は 純然たる 批評 的 態度で、 是は 趣味の 上 

から 出立す るので はなく して、 知識欲 を 満足す る爲に 文擧を 歴史的に 攻究す るので ある。 卽ち文 學と云 ふ 

混雜 した 現象 を 歴史的に 見て 之 を 明嘹に 知悉し 解釋 しょうと する ので ある。 夫 故に 十八 世紀^ 詩に 對 して 

    ；    ,  , 


二  < 

も cin しの 好き 嫌 ひ は 無論 出？ ない。 徂物1^ー舉^!^が，2然の現象を見る如く好惡を度外に置ぃて、 其 特性 を 分 

解した.^ で ^八：： し、 ^4 、特性 はか、 る 事 m  (社 的に せよ、 政治的に せよ、 又は 當 時の 人 問 S>1= 好に せよ) 

から 結 として m たので あると 云 ふ 事 を 明らか： 5- "ズ. よいので ある。 又 其 知る と 云 ふ 事に 就いても 或 人 

は 作 =§ からし て 其 作家 を 知 る亊を 力め、 或 人 に =::L,r::E シ ら し て 其^ 代 を 知らん と 欲し、 又 或 人 は 作品 と 他 

の 作品と ssfsii* を 知らん と 力め、 は 或 人 は 作品と 作品 以外の 社 會的狀 if を 結び 附 けて 兩 者の 間に 在 

乙 S おの it- 注 を 知らん と 力；： 乙； s^^.) 一- いと- -ムふ 事が 主で、 混雜 したおで ケ 明らかに 知りたい とい ふの 

がす： で， 作品が 好きだと かま， 一  ： ない ので ある。 此態度から云ふと文學は社會^^^象の 一 

つで あるか して^ 史的に 其； E お， な-糸と し，」 り IS 値 を ii する ので ある。 そこで 此 二者ん， -考 へて a ろと、 

批評 的艦赏 S 方 は 出立 地に 感情で あ，. るが 其 後 S 手續 は科舉 的で ある。 もし 手續 が科學 的に 行かぬ と 満足 を 

與 へない の だから、 ^；^^：：上 さ う in く 行った 例がない にせよ、 鬼 も 角科舉 的で あ るべき 笞 であると 云 ひ 得る 

だら う。 夫から 批評 的 態度 S 方 は 純科舉 的で ある。 是も 在来の ものが 科睾 的で ない にせよ、 现想を 云へば 

科^的でなくて はならぬ ので ある。 

Ms;!.,-^! しな すれば 文 ゆと 云 ふ 事と 文舉 S 批評と 云 ふ 事と、 又文擧 S 歴史と 云 ふ 者に 就いて 余が S 初戀念 

を 抱いた 雜 は火槪 取" 除かれる だら うと 思 ふ。 卽ち 約言す ると 文學と 科學は 普通人 間の 一 一つの 異なりた 

乙 活力 勒を^ 味す る 如く 使 川され て るに も關 せす、 文學の 批評と か 歴史と か 云 ふと、 人の 誤解す 乙 

5g な 文 5}： 的な^で なくて 矢張り 科舉 的な 分子 を 非常に 多く 含んで おる のみなら す、 文 擧史の 如き は 全く 科 

ゆ 的に 成立す る さへ 出來 るので ある。 

余が 何故 こんな 事 をく だくし く 論す るかと 云 ふと、 よく 人から 「文 擧は科 學ぢゃ あない、 科舉 的に 文 

^が 硏究出 來るも eL, か」 などと いふ 言語 を 承 はる 事が あるから である。 此 等の 人の 言 ひ 草 は 恰も 花 は科學 


ぢ やない、 花が 科學 的に 研究 出來る もの かと 云 ふに 同じい、』 又 鳥 は 科學ぢ やない、 鳥が 科 m!- 的に 研究 出來 

る もの かと 云 ふに ひとしい。 成程 花 は 科舉ぢ やない、 然し 植物 學は 科學 である。 鳥 は 科舉ぢ やない、 然し 

動物 擧は 科學 である。 文學は 固より 科擧ぢ やない、 しかし 文 ほや S 批評 又は 歴史 は科擧 である。 少なくとも 

一 部分 は科舉 的に やらなければ ならぬ。 出來 るか 出來 ぬか は 勿論 別問題で ある。 

斯の 如く 文舉の 批評と か 歴史 S 研究と か 云 ふ 者 は 大別す ると 一 一つに なって、 夫 を 又 小 別 するとい くつに 

もなる ので あるから、 其 種類から 云うても 餘 程混雜 した ものであって、 厳格に 云 ふと 決して 十八 世紀 文舉 

杯と 人 を 驚かす 樣な 問題 を擔ぎ 出す 譯の もので はない。 こんな 問題 を揭 けて 是 から 之 を 講じます 杯と 云 ふ 

の は 大きな 法螺 を是 から 吹きます と斷る やうな 者で、 方に よると 一 寸 滑稽な- S である。 實際 今迄の 文擧 

_s 批評家と か 歴史家と 云 ふ 者 を 見ても、 是は 充分 出.^ < て 居る と. 思 ふ 者 は 一向ない ので ある。 云 は  >覺 書と 

か 手 禅と か 云 ふ 者 を 好い加減に 緩り 合 はせ た 者に 過ぎん ので ある。 余 は 世人が あれで 満足し、 著者 も あれ 

一に 満足して 居る のが 不思議 だと 思 ふ 位で ある。 第 一 彼等の 態度から が 不分明で ある。 ある 章に は 批評 的鑑 

赏 の 態度で 來 る かと 思 ふ と 次の 章 へ 行く と 純然た る 鑑賞 的な 事 を 述べ る。 此牵は 純 批評 的で あると 思 ふと 

其 次 は 又 批評 的 鑑賞に 移る。 詰り 著者が 讀 者に 切れぐ の 座談 をして 居る と 思 ふより 外に 仕方がない。 又 

ある 人 は 作品から して 其 人物 を 描き出さなければ 行かぬ と 云 ふかと 思 ふと、 他の 一 人 は 作品から 時代 を 推 

斷 しなければ ならん と 云 ふ。 而 して 是は 何れが よいの やら 誰も 說 明して くれ 手がない。 又は 兩方 ともよい 

のか 兩方 とも 無理な のか 說 いて 聞かせる 者がない。 又兩方 共よ いとすれば 其 他に も 文學を 見る 方法が ある 

かどう だか 之を說 明して くれる 者 もない。 或 本を讀 むと 其氣 になり 他の 本を讀 むと 又其氣 になり、 此 二つ 

の 本 を 繋ぎ 合 はせ て雙 方に どの位な 關係的 意味が あって 全 體 として は どの位の もの か 一向 漠然とし 

て 分らない 0 
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旣に 今まで の^^の 著^が 斯の 如くで あれば、 彼等 は 漫然と して 文學を 評し 去る か.， 又は 其頭腦 が混雜 

してお るので 明^な 取扱が 出來 なかった のに 歸着 する だら う。 專 門の 大擧 者が 旣 にか ， る體 裁で あると す 

れば、 余の 如き 淺舉な 者が 論す る 事の 明瞭 を缺 き、 獨 創を缺 き、 方法 を缺く S は 常 然の事 だ，」 と. n 慢 する 

IS ではない が 確かに 云 ひたくなる である。 從 つて 是 からの 講義が 諸お に 満足 を與 ふる 事が 出來 ぬの は 無 

論3^5^で、 余，：：； 身に も 満足 を與 へぬ と 云 ふ 事を渐 言して 置かねば ならぬ。 夫 も- ん年ト 年と 云 ふ 日子が あれ 

ば 比 的，：：： 己に 満足 を與へ 5^ る樣な 方法で 取扱って る 事 も出來 るか も 知れん が、 鬼に 角 夏 休が 濟んで 直 

ぐ始めると云ふ早急な場合に5^な事が書ける^1<;ではなぃ。 然 らば 余が 是 から 十八 世紀 文舉を 論す るに 當っ 

て 取，^ べき 態度 は 如 ：！： と 云 ふ ^！题 になる が、 旣に此 問 題に 對 して 明らかなる 返事 S 出來 得た 若 は 古 來の批 

評家歴 家 巾に あんまり ないだら うと 思 ふから して 、余- S 態度 も 頗る 暖眛 である。 矢張り 今迄の 人の 樣に 

成-»^は^^な乙||^3;的となり、 或 時 は 批評 的鑑赏 となり、 又出來 得るならば 時として は 純然たる 批評 的 態度 

になろ かも 知れぬ。 然も 其 變 化が 一 定の主 殺が あって 時と 場合に 應 じて 自由に 變 するなら 結構で あるが、 

定：； 5- がない のと 材料がない のとで 巳む を 得す 變 化する 樣に なる。 是も 甚だ 心細い 譯 であるが 今迄の 歴史家 

も 矢 1  成 J 同標な か ら變 化し て 居る の だからして ど うか 御 容赦 に 預かりたい。 

夬 から 以上 述べた に關聯 して 今 一 っ斷 つて 置きたい 事が ある。 是は外 國の文 畢史を 論す るに 5 ぱ つて 外 

の 人 は 未た 断った 事がない だら うと m-t% 余 はむ 八 世紀 文舉を 論す るに 常って 批評 及び 其方 法に 於て 獨 創 

を耍 求す る 様な 研究が 出來 ない と 前に 述べた。 獨^ 的な 意 兌. かなければ 請賫の 意；^ を 述べなければ ならぬ。 

請 资と云 ふ^を：. Is. した 事に 常て 嵌めて 考へ 乙と、 鑑赏 的な 態度に 於て 請菅 になる 事 も出來 る。 批評 的鑑 

赏 の 態度に 於て 請？ W になる 事 も 來る. - 义 批評 的の 能-度に 於ても 請赍 になり 得る。 外の 者で 請 赍と云 ふの 

は* 只 人の 云 ふ 事 を 自ら も 云 ふに 止まる が、 批評 的 艦 賞の 態度に 於て 請 噴 と 云 ふと そこに 矛 盾- か 起る。 柯 


故 矛盾に なろ かと 云 ふと、 前 申した 通り 此 態度に あって は 好惡が 根本に なって、 夫から 出立して 科 擧的手 

續を やって、 夫で 此 根本的 好 惡の說 明 をす る。 換言すれば 己の 標準なる 趣味 嗜好の 證據 とする" 而 して 此 

出立 點に. る 趣味と か 嗜好と か 云 ふ 者 は 自己に ある、 しかも 現在の. E 己に ある。 是は 前以て 御 話しした 通 

りで ある。 夫 だか ら今 余が 十八 世紀 文 學を講 す る に當 つ て 苟も 此 態度 を 取る と 假定す る と 、 此假定 と 同時 

に 余 は 十八 世紀 文學を 評する に 余が 現在の 好惡を 標準と すると 云 ふ 事 を 意味して 居る。 旣に 余に 一 家獨特 

の好惡 S 標準が あって 卜 八 世紀の 文學、 卽ち.^^,3|^「ソ ，、ぺでも、 ボ IIH プ： でも、 或は フィ— ル. 、チン グ， でも、 

ジ— でも 凡 ての 作品 を此 標準に 關聯 して 批評す る となれば、 是 は 余の 批評で あ つ て诀し て 他人の 批評で 

はない C 余 一家の 批評で ある 以上 は請賣 ではない 譯 である。 又請寶 であると 云 ふ 以上 は 余の 好 惡は標 if で 

なくして 却て 他の 批 評 家例 へ ば ドブソ ン と か IP ザ， T とか 云 ふ 人が 彼等 自身の 現在の 趣味で 以て. T 八 世 

紀文舉 を 評し 去った _s を 諸君に 御 紹介す る 事と なる。 かう すると 請賫に はなる か 批評 的 鑑賞の 態度と は 云 

へない ので ある。 批評 的 鑑賞 かも 知れん が 自己の 態度で はない。 他人の 態度 を 蹈襲す るに 止 ま る譯で あ る „ 

此場 合に 於て 此 矛盾 を 避け 得る の は 只 一 つの 場合が ある。 卽 ち英國 _s 批評家の 批評 的 鑑賞の 態度と 余の 態 

度が 偶然 喑 合して 同じ 樣な 批評 をな す 事で ある コ是は 事 實上は 請 賣に違 ひない。 卽 ちか 、 る 批評の 本家 は 

英國 人で ある。 だから K 後 起って 評論の 筆 を 執る 者が 假令 自家の 見識で 考へ 出した 事に せよ、 其 識が旣 

に 他人の 口から 世に 發 表せられて 居る 以上 は 其 人 は 世間に 對 して 獨 創の 功 を 要求す る譯に 行かん ので ある" 

世の中から 見れば 矢張り 請賫的 批評で ある。 同時に 自分 一 個から 云へば 诀 して 蹈襲で はない、 人眞 似で は 

ない、 矢張り 純然たる 己の 批評 的 鑑賞の 態度から 出た 批評で ある。 此 場合に 於て に 余の 批評 は請賫 であつ 

て 又 同時に 獨 創の ものである G 

偖此喑 合が あり 得る とすれば 是にー 一 樣の區 別 を 立てねば ならぬ。 第 一 は 偶然の IP 合" 例で 云 ふと 甲 こ 一 1 
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三 二 

人の 男が あって 其 一 一人が 薪麥を 食って 一 一人 共 腹が 笳 くな つたと 云 ふ 樣な喑 合で 毫も 祁應 な根據 がない ので 

ある。 旣に相 應な根 ^3 ない 一 合で あるから、 其 場合 は 極めて 稀で なければ ならん。 第二 は 必然的 S 嗜合 

である。 例へば，：：： 分の 子-か 死ねば E. も 悲しむ と 同時に 乙 も 泣く と 云ふ樣 た 場へ" で、 文樂 上に あっても 一 作 

品に 對し丁 歐洲人 も 来洋人 も 同 一 に感 すると 云 ふ 事-か ある だら う。 其 感じが，：： 然に 一 致せねば ならぬ 譯が 

あって ！致 する 以上 は、 晤 合に もせよ 是は 必然的な 介であって、 前の 嗜 合と は 大に趣 を 異にして 居る。 

然しな_から此必然的咭合が成立し得ると云ふ^5^-を認識する以上は趣味の普遍性と云ふ事を假定せねぱな 

.1 "ぬ。 趣味の 他 H 遍と云 ふ假定 がなければ 必然の 喑 合と 云 ふ 事實が あり 得る と 云 ふ は 認識 出 來ぬ譯 である。 

それでは其趣味3#:::^|と云ふ事は趣味の全部に渉って下し得る提案でぁるか、 又はせ、 或 部分に， M つて 下し 

£^:}5^案でぁろか、 又は 全部に も 35 部に も 下し 得べ からざる 誤謬で あるかと 云 ふ 事を考 へねば 此 提案の 價 

値 を 判す る 譯には 行かぬ。 .赏 は 去年の 講義に 於て 此业 = 遍 性に 關 して 余の 考 へた 事 を 話す 積り であった が、 

^ii* か 無く て、 そ， J 迄講す る 暇がな かった^で あろ。 今 此機會 を 利 州して 充分な 御 話しな すると 便利で あ 

るが、 此 講義 は 文 ©41 でない からして、 此 n 超 を 詳細に 論す る餘地 はない も. のとして、 只 一 言に 自分の 思 

ふ^ V を 述べて 置く。 但し 甚だ 通俗の 者で 聞いて 頂く 程の 者で はない が、 結論 丈が 必要な の だから、 其 積 

りで 御^き を 願 ひたい。 

趣 ゆ S 个. 部に 渉って 普 r:! 性が あると 云 ふの は 愚昧な 人の 考へ である。 少しく 事 實に徵 して 見れば 直ぐ 分 

ろ^で ある。 早い話が 都會 S 生活に 興味 を 持って 居る 人 も 田阅の 生活 を 面白がる 人 も ある。 夫で 都 會を好 

かねば ならぬ と 云 ふ もなければ 田舍 でなくて ならぬ と 云 ふ 法則 もない。 雅だ とか 俗 だと か高尙 だと か 

下：： i だと か 云 ふの は 勝 次第に 好きぐ から 下した 名で ある。 よし 都會と 田舍の 間に 雅俗 高下の 區 別が あ 

ると しても 事資 上人 叫か 雅な者 高い 者 を 好む と 云 ふ點に 於て 一 般に 一 致し 一し 居らぬ と 云 ふは糙 かで ある。 


俗 な^も 一 種の 趣味で 卑しい もの も 一 種の 趣味で^って、 實際其 卑俗な 者 をす き 好んで 居る 人が ある 以上 

は 趣味の 普遍性と 云 ふ 提案 は 全部に 渉って 成立 しないの である。 夫で は 人々 の 趣味 は 人々 の 趣味で 一 一人 以 

上の 趣味 は 何れの 部分に 於ても 一致せ ぬかと 云 ふと、 是も 事實上 容易に 誤謬で あると 云 ふ 事が 分る。 前と 

同じく 卑近な 例で は あるが、 例へば 鳥の 囀る 聲を 聞けば 大抵の 人 は ！ 種の 趣味 を感 する。 廡の聲 で 動かぬ 

人で も、 親が 子 を 愛する の & て は 事 實左も ある ベ き 事と 感じ、 叉 夫婦仲 じいの を 見て は 何となく 快 

き 感じ を 起す。 是等は 古今東西 とも 同じ 事の 樣に思 はれる。 よし 此 等が 時勢の 變 化に 從 つて、 吾人の 心 を 

動力す 强 弱の 度に 相違 を 生じても、 又は 是 等に 對 する 趣味が 全然 普遍的 でない としても、 人間の 趣味 は ど 

こかに 普遍的な 所がなくて はならぬ 譯 である。 第 一 人 問と 云 ふ點に 於て 古今東西 皆 一 致して 居る ではない 

か。 男女が 一 所になる と 云 ふ點に 於て 皆 一 致して 居る ではない か。 女が 子を產 むと 云 ふ點に 於て 二 致して 

居る ではない か。 此位 一致が あれば、 その 趣味 も 亦 全部の 一致 は 望めぬ にせよ、 一部に 於て は どこか 一致 

して 居る と豫 想しても、 あながち 臆 斷とは 云 はれまい。 一部に 於て 普遍的に 相違ない 以上 は、 其 普遍的な 

點に 於て、 吾人の 批評 的 鑑賞の 態度 は ある 作品の 上に 同一 の 好悪 的 批判ん-下す であらう。 卽ち此 £1 に 於て 

必然 的 合 は 起らねば ならぬ 譯 で あ る 。 

もう 一 つ 必然的 合み」 引き起すべき 別種の 趣味が ある，」 是は外 國文學 を 研究す る 際に 當 つて 普通の 場合 

よりも ー歷 重大な 任務 を帶 びて 來る 大切な 趣味で ある。 此 趣.^ が 普遍的で ある 爲に、 吾人 は 外 國語を 以て 

■ 書いた 書物に 對 しても 比較的 立した 判斷を 下して、 相當の 信念 を 以て、 必然の 喑合を 却て 彼等 外人に 對 

つて 要求す る举 が出來 るので ある。 此^：^！性の趣味とは外でもなぃ。 卽 ち文學 書中に 使 ffl せられた る 材料 

續 f£ 長から 出る 趣味 を 云 ふので ある。 前 云った 趣味 は 材料 其 物に 對 して 申した ので あるが、 今度の は 

.材 科 其 物 は 偖 置いて、 材料と 材料の 關係 案排の 具合から 出て くる。 畫を 例に して 御 話し をして 見る と •  ^ 
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叫 _^ ク ロア-か Diste  et  Vii も le を 描いた とする つ すると ダ と グー ジ ルが船 1$ 中に 立って るて、 二人の 

姿 やらお 子 やら-かよく 纏まって 見える。 夫から 船の 外 だか 祭 だか 分らない 中に るる 亡者 幽靈 杯が 大 

s^, かたまって * 中心に なった 一 一人.？ 周 園み-取 卷ぃ た有樣 がよく 調って 見える つ それで 一 目 見る と、 すぐに 

出々 上かった =§ 物 だ、 是 より 以外に 求める も. S はない、 是で澤 山 だと 云 ふ 足な t<i じが 起る とすれば、 此 

貪 は パ^ 拱 具合から して 出て 来る 吾人 0- 趣味 を 飽かしめ たので ある。 さう して 此趣味 は 東西 G 別な く 

通じろ^ お 的な もので あろ。 何故 普 的 かと 云へば 少し 具眼の 人から 注意され、 ば、 すぐ 啓發を 受けた 樣 

な 心 持に なろ からで あろ。 もっと 八 釜し く 反對を 試みる 人が あるならば、 其 人に 對 して 君 は 中心の ない、 

もしくは 散漫に して 收 束し かたき、 或は 支 離： >g 裂なる 藝術的 作品 を 喜ぶ かと 簡ぃ 一」 見れば 分る。 もう  一 ^ 

進ん て、 餘 計な を 無 1" に *w いたり、 必要な 事 を 矢^に 害き 殘 した 作品 を 見て、 溝 足な 感じ を 起す かと 

11 して ひば 分る。 此^に 對 して 肯定す る樣な もの は 一 人 もない 害で ある。 但し 1?- 處. 力 散漫で、 何 か 冗 

！ a で、 何 處. か 物足りな いか は、 人々 に 依って 必す しも 一致す ると は 限るまい。 が 相手が 相當の 修養， 3- ある 

人て ある 以上 は、 趣味の 高い ものが 一度 說明 5 努を 執り さへ すれば、 多くの 場合 に 於て， 中心から 之 を 屈 

服せ しむる 事ん 出来る から， まづ 例外 は あるに しても、 之み-普遍的と 名 づけろ 充分の 根 は あると 見て 差 

支な から ラ。 所が 今 云った ク ロアの 丧中^ 幽 第のう ちに， 一 兒不愉快«1.ょろ日本^^©1.ハ以上のも$が 一 

人お る。 仰向けに なって 船の 下に 浮い 一」 るる。 もし 吾人が 此幽堇 を 見て、 實に 默 だ。 よせば 可い G に、 何 

故 あんな.，/" みほ？ いたか、 描かんでも 濟 みさ- フな もリ だのに と 云 ふ g じ を 起した とすれば、 是は 5 人-かお 

れぉ物に^；^；する-？！咮から出たものでぁろ。 广此種 3 趣味 は 材料の 美！^ に 封し， 善惡 におし、 又 其眞 ® と壯 

劣に 封し 丁 起ん のに 無つ ハ 1 であろ-か、 一 々の 例 は 面倒-たから 省く 5- 

此 二種 S 趣. を 文 的 作物に 應 W して 少し^ 話し をす ると， か 一 Its 咬に なって 来ろ だら-. ノ： 例へ 


ば今ァ レキ サン ダ. I，  \KH 1 マ. の The  Black  Tulip を 取って 見る。 もし 私が、 この 作 は 駄目 だ、 構造が 

^で 糊 細工の 樣に 旨く 出來 過ぎて 居る、 巧妙 かも 知れない が、 非常に 人工的で 不自然で あると 評した とす 

れば、 此斷 案の 基づく 私 S 趣味 は、 作者の 材料に 對 して 起した ので はない、 材料の 順序 排列に 對 して 起し 

たもので ある。 夫から もし 此 作物 を 評して、 斷面的 性格 W 描 寫が淺 薄-た、 作家の 都合の 好い 樣に 動いて ゐ 

ると 評した なれば、 此 評の 出立 地に ある 私の 不満足な 感じ は、 篇 中の 人物 卽ち 材料に 對 する 趣味から 來た 

事になる。 ^?<モ1 パ サンの Une  Vie を 評して、 中心 點 がない、 夫婦の 闢 係が 主眼な のか、 親子 S 情 合が 

主眼な のか、 兩 者が 筒々 別々 に獨 立して 有機的に ー篇の 作物 を 構成して るない とい ふ 非難 をしたら、 此非 

難 は 矢張り 材料 其 物に 對 する 趣味から 生じた もので はなく つて、 材料の 拉べ案 排に對 する 私の 趣味から 生 

じた ものである 0 

其 他 例を擧 ゆれば 澤山擧 けられる だら うが、 大抵 了 辞に なった 事と 思 ふから これで 廢 める。 た、. r 此 材料 

の 相互 的閼 係から 生す る 趣味 は 比較的 土地 人情 風俗の 束縛 を 受けぬ 丈夫 丈 普遍的な ものであって、 人に よ 

つて 高下の 差別 は あるが 種類の 差別 は 殆どな からう と 思 はれる から、 如何に 外國に 生れた 日本人で も適當 

に發 達した 趣味 さへ 持って ゐれ ば、 夫が 唯 一 の 趣味な ので、 之 を 標準に して 外國 人- レも之 を 呑み込まして 

成程と 合點 させる 事の 出來る ものである。 だから 必然の 嗜合は 愚か、 全く 反 對の揚 合に 於ても^ 且我を 正 

しとし、 彼 を 誤れり と斷じ 得る 大切な 趣味で ある。 

偖 か 、 る譯で 文舉的 作品に 對 して は 或點に 於て 必然的 喑 合が 起る に 相違ない が、 趣味の 普遍性が 趣味の 

全部に 渉つ て 居らぬ 以上 は 11 又 其 普遍的な 部分. か 餘り廣 くな い 以上 は —— 又 其 普遍的な 點 でも 時代 國民 

に 於て 强 弱の 程度が 異なる 以上 は ——- 此 種の 1  曰 合が そんなに 無喑に 起る 者で ない。 又 そんなに 深く 起る と 

も 限らない。 (吾人 は 西洋の 詩に 於て 特に 此感が ある。 小 說杯は 左程と も 思 はない。) 其 上に 今一つ 此か 

    M.   


三 穴 

ら 牛-する -L= 合な 陬卞： す 厶 者が あ る。 夫 はか う 云 ふ 事で ある。 文 學の或 者は單 純な 要素から 成立して 居る に 

相^ない。 しかも^=^53^純な要素から妙詩妙文が出來ぬとも限らぬ。 然しながら？ 単純なる 者に は變 化が 乏し 

い。 化が 乏しい と 人が 厭きる。 のみなら す 文 m-G; 材料と なる 社 會の狀 態 及び 人間の 頭腦は 日に 增し 複雜 

になり つ、 ある。 從って此等の原因から末世の文學と云ふ^^は複雜になると同^^に又根本的な普遍的な趣 

ゆ V 離れて 變 化な 求める 様になる。 複雜 になる と 云 ふ 例を擧 ゆて 云 ふと、 例へば こんな 事で ある。 11 男 

女 相愛す ると 云 ふ 5;、 象 は 普遍的に 人の 興味 を惹 くもので ある。 然しながら 只 男女 相愛す ると 云 ふ 外に 色々 

な條 ^が 加 はって 來る。 例へば 一 人の 男が 夫の ある 女 を 愛する となると 少々 複雜 になる。 複雜 になる と 同 

は に れ =：^ 性 を 失 ふか も 知れぬ。 E- S 國 民に は 夫の ある 女 を 愛す ると 云 ふ 事が 興味の ある 事實 かも 知れん が、 

乙の^民には有夫と云ふ15^^1_か氣に入らなぃかも知れぬ。 丙 S 國 民に は 隙 腐 S 極で 遂に 文攀の 材料と する 

に^へ ぬか も 知れぬ。 又 男女 相愛して 居る 時に 戰爭が 起る、 男 は 戰爭を 捨てて 女と 一所に 居る とする。 甲 

の ゆ 代に は 戦 e.- を 捨てる と 云 ふ 事が 氣に 人る かも 知れぬ" 又 こ S 時代で は 夫が 氣に食 はぬ かも 知れぬ。 そ 

れが 又：. 2： の^代で は 太に 珍ら しいか も 知れぬ。 丁の 時代で は 尋常の 事 かも 知れぬ。 それから、 一方の 變化 

を 求める 爲に #2 遍 性から 遠ざかる 例 を 云 へ ば、 ある 人が 電燈 S 光 を 見て 非常に 感じて、 此 光の 中に 戀もぁ 

ろ： tH 命 も ある、 凡て S. 愤咸气 凡て S$l> 、術 はこ、 にある 杯と 欣舆 雀躍して 飛び 廻る 樣な 有樣を 書いた とすれ 

ば、 其お 味 は 一般の 人に 通じ 樣 がない に 極まって るる。 

以.^の^^^;5-2:からして、 趣味の 他3遍 性に よって 必然の 嗜合 をな す 場合 は 存外 少ない ので ある。 (材料の 

相互 的^ 係から 出る もの を 別と すれば。) 殊に 外 MS 文學に 就いて S 批判と なると 是 等の 上に 今一 つの 障 

か あろ。 卽ち： Kim^ あろ" 一一り： W と 云 ふ 意味 は 日本語と 英語と は 構造が 違 ふと か 文法が 違 ふと かいふ 意味 

て はな. k。 lis にに ®^ の.^  (dllicate  shade  of  meaning) が ある。 又 一 種 S 調子 S 附着した もので 


ある。 只此 丈で は說 明に ならん から もっと 分り 易い 事 を 例に 引いて 御 話し をす る。 御 承知の 通り 日本に 俳 

句と 云 ふ 一 種の 文擧 があって 十七 字で 詩形 をな して 居る。 あの 俳句で 考へ て 見る と 直ぐ 分る。 同じ 題で 同 

じ 材料で 同じ 配合で 丸で 同じ 趣向で 出 來たー 一つの 句 をと つて 見る と、 一 は大に 愉快な 感が 起る 場合と 一 は 

そんなに 愉快な 感が 起らない 場合、 否 寧ろ 忌 味を感 する 場合が ある。 よくく 調べ て 見る と 矢張り さう 感 

する に 相 應な根 據を發 見す る 事が 出來 る。 先 づ是は 俳句に 於け る 一 の事實 であると して 話 を 進める が、 此 

似寄 りの 句 を髮結 床の 親方と か 酒屋の 主人と か 云 ふ 普通の 人が 見る と 其 人々 は 其 差異 を 全然 感じ て 居ら ん ， 

雙方 共同 一 の 句 だ、 一 樣の價 値 か あると 思って 居る。 俳句 は 無論 日本語で ある。 日本語で 書いた 而も 殆ど 

同様の 事 を 書いた も S に對 して 日本人 —— 朝夕 日本語 を 使 ひ 日本 文 を 讀んで 居る 11 日本人が 見て 斯程差 

異の ある 感じ を 起す。 夫 は 何故かと 云 ふと 一 は 俳句と 云 ふ もの を 見て 俳句の 言語 を 見 惯れて 居る から 俳句 

的 言語に 就いて 一 種の 微細な 知覺を 持って 居る。 從 つて 俳句 的 言語が あら はし 得る 微妙な 濃淡と か 調子と 

か 云 ふ 者を甄 別す る 事が 出來 るのに 反して、 一方 は是 等の 方に 感覺 が邇鈪 なので ある。 「明月 や」 と 云つ 

て も 「明月よ」 と 云っても 大抵 同じ 事 だと 思って 居る。 今一 つの 例を擧 ける と 「君 は 美しい」 と 云った 人 

があった 所で 前後の 場合 やら 其 調子で もって 眞 面目に も 取れる し、 又 冷 かしに もとれる し、 單 なる 御世 辭 

にも 取れる し、 又單 なる 冗談と もなる。 忌 味の ある やうに も 云へ るし、 又 淡； S にも 云へ る譯 である。 猶 一 

歷 よい 例 は 役者なら 役者が T^^l など を演 する 際に 全 體の解 釋は 鬼に 角、 一部 々々の 所 を、 こ 

， J は ハ ム レ，^ , の 憂憤 を 示す 爲 の 句と して 演じて 見ようと 思へば 憂憤 を 示す ことが 出來 る。 又 彼の 誇譃的 

態度 を 示す ために やって 除け ようと すれば 夫で も出來 る。 而も 彼に 本文の 文句 を 一 字 も 易へ ない ので ある。 

是 丈の 事 i 遭 を 推し 擴 けて 吾人が 外國文 學に對 する 時の 場合 を 思 ふとよ く 分る。 日本人 は 英語に 就いて 其微 

妙なる 濃淡と か 調子と か 云 ふ 者 を 解す る 丈に 練習が 積んで 居らん。 從 つて 先方 の 人が 忌 味な 言 ひ 廻し 方 だ 
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三 八 

と 思 ふ も 「お 味に は 聞、 ^ え な い 事 も あらう。 總緲た る 神 額の あろ 首 語 も 平凡 だと 思 つ て讀み 過つ 3 して 仕舞 

ふ^5^0ぁるだらぅ。 凡て 此 等の 點 になる と 日本人- S 感覺は 餘程邇 鈍で あるに 極まって 居る。 英國の 舉者程 

鋭敏で ない に ffl 逸ない。 是 から 一 つの 弊が 起る。 何しろ 英國 で出來 たもの を英國 人が 評する となると 本家 

本元の 製 fR 一：：？ を 本家本元で 批評す るの だから 確かに 相 遠ない と 云 ふ感が 日本人の 胸の 中に ある。 日本の 文 

8^ を 評するなら 鬼 も 角 も英國 S 文學を 評する もの は英國 人の 云 ふ 方が 間違 ひ はない と 云ふ考 になる。 恰も 

^^人が《1^服の愤値を鮮せぬ<ぉ吳服店の番頭の云ふことを 一 も 一 一 もな く 信す るが 如き 觀が ある。 

これ は 疑 ひもな く 言語の 相違と 云ふ點 から 來る。 言語が 旣 に異樣 である。 何だか 思 ひ 切った 事 をす る氣 

にならん。 何 となく 诹氣 味が 惡ぃ。 假令氣 味が 悪くな らん 迄が、 手の 附け やうがない 氣 がする。 何だか 紗 

を^て て 人 を 看る か 如く 判然し ない。 判然とし ないから して 自己の 感じ を 標準と して 批評す るの が 劎吞の 

やうに 思 はれる。 感じが あれば まだし もで あるが 頭で 感じが 乘 つて 來 ない。 從 つて 自分より 判然と 分る 人、 

明確に：5-5^^?人の說を異實と受けたくなる。 判然と 分る 人、 明確に 見得る 人が 必す 判然に 感じ 得る 人、 明 

確 に^じ ^ろ 人で あると 云 ふ 結論が 出る 笞 はない ので あるが、 大抵の 人は此 誤った 結論 を喑々 裏に 下して 

仕舞 ふ。 

此君 4i の 相違から 来る 不便と 共に 今 一 つの 誤った 結論が 出て 來る。 夫 は 外で もない。 詰り 外 國文舉 を 評 

す 乙 は 彼に あって 我に ない。 だから 外國 人の 說に從 はねば ならぬ。 外國人 S 說に從 ふとなる と 自分が 

=Hti な 尤もと 3-5 は ざ ろ IJ^- に就 い て の み な らす 、 無繩 と 思 ふ 事 迄 も 先方 の說に 從ふ樣 になる。 今迄 は. E 己 は 

此 作品に 對 して かう 云.，、 i 風に 感じて 居った、 然るに 今 某の 批評 を 聞く とかくく で 自分の 感じと は 違って 

c 分に は 無理と 思 はる、 けれども、 鬼 も 角 も 本家本元の 評 家 -s 云 ふ 事 だから s 分 S. よりも 正しい 感じで あ 

るに 和逛 ない。 して 見れば 自分-か 今迄 抱いて 居た 怒 じ は 誤った 下劣な 感じで ある OJ^ つた 感じで ある.^. H 


は 改めねば ならぬ。 かう 云ふ氣 になる。 すると 人間 は 妙な 者で 何時 S 閒 にやら 今迄の 感じが なくなって、 ， 

自分の 正しい と 思うた 感じに 移って 仕舞 ふ。 從 つて 外 國文擧 を 研究して 其 批評 を するとな ると 自分の 感じ 

はなくな つて 外國の 批評家の 感じの みになる。 中には 自分の 感じが 移り もせぬ のに、 しか 感じた 如く 装 ふ 

者 さへ 出来る。 是は 吾人が 外 國文學 を學ん で陷り 尸ぶ い 所 だと 思 ふ。 しかも 餘り 無理の ない 所 だと 思 ふ。 然 

しながら よく 考 へて 見る と是は 趣味の 普遍と 云 ふ 提案 を 全部に 應 用した もので は あるまい か。 若し 趣味の 

あらゆる 部分 に 向つ て 普遍な る 事が 確言す る 事が 出來 る ものなら 斯 樣に考 へ て も 差 支 はない ので あるが、 

前に S. した 通り 普遍 は單に 趣味の 一 部分に 就いて 言 ひ 得る 事であって、 若し 夫 以外に 此 提案の 有效を 主張 

する 時 は 根本的の 誤謬 を 生す るの みで ある。 すると 方今の 外 國文學 を 研究して 居る 者 は 言語の 相違と 云 ふ 

障害物 に逑 はされ て 冥 々の 裏に 趣味 は 悉く 普遍で あると 云 ふ 無理な 事 を 認識して 居る と 云うて も 差 支 な い。 

然 らば 吾人が 批評 的 鑑赏の 態度 を 以て 外 國文擧 に 向 ふ 時 は、 如何にし たらよ からう。 余 はこれ に 一 一法 あ 

ると 忍 ふ。 一は 言語の 障害と 云 ふ 事に 頓着せ す、 明瞭 も 不明瞭 も 容赦な く、 西洋人の 意見に 合 はう が 合 ふ 

まいが 顧慮す る 所な く、 何でも 自分が ある 作品に 對 して 感じた 通り を 遠慮なく 分析して か、 るので ある。 

是は 頗る 大膽 にして 臆面の ない 遣り口で あると 同時に、 自然にして 正直な、 詐り のない 批評が 出來 る。 而 

して 此 批評が 時と すると 外國 人の 批評と 正反對 になる ことがある。 然し 西洋人と 反對 になる と 云 ふ 事が、 

强 ちに 自己の 淺 藩と 云 ふ 事の 證 明に はならない。 之を淺 蒲と 考 ふるの は 今の 世の 外 國文學 を 研究す る 者の 

一般 S 弊であって、 吾人 は 深く 省て 或 程度 迄 此弊を 矯正し なくて はならん。 TT^X が 「日本 文 學史」 を 

書 い て も ェ ン バ 1 レンが 日本の 文章 を 評し て も 矢張り 英人 の 見地から する のであって 之 が 正當な る 批評 

である。 言語 こそ 違へ、 內容 は文擧 である。 文 學と云 ふ點に 於て 相違がない 以上 は、 趣味 を 以て 判斷 すべ 

き 以上 は、 自己の 趣味の 標準 を 捨てて 人の 說に 服從 すると 云 ふ 法 はない。 服從と 同時に 自己 は 趣味が なく 
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なる ので ある。 趣味が なくなる 以上 は 外 國文舉 は 無論の こと、 自國 の文舉 さへ 批評す る fsi:: おか なくなった 

と 云 はねば ならぬ。 趣味と 云 ふ 者 は 一部分 は #n 遍 であるに もせよ、 全體 から 云 ふと 地方 的な ものである。 

(必ゃしも：！：故と！^ふ必要はなぃ、 ^ぽヒ さう であるから 否定す る譯 にに 行かん 0) 地方 的で あると 云 ふ 

お 味 は、 ：^. 針 < ^に S 有なる s^sr 社會的 說、 特別なる 制度、 風俗に1|し，」屮1來上がった^|^:でぁると云ふ 

^5^は！^かでぁる。 旣に是 等 .SKM によって 趣味 を 生じ、 而 して 此 等の 原闪 はお. M い リ，、- によって異なる 以上 

は、 ：；：£;3|_： な 乙 sgw によって 牛； 産せられ たる 趣味 も 自然 異なら ね ばな ら ぬ 。 無 a^m 介 い 交通が 頻繁に なって 

人 ii 相-.: ：1 の氣 脈が * 々よく 通す 乙に 從 つて 此 趣味 は 統一 せらる 、傾きが ある、 並！：： 迦 的になる 傾きが ある。 

英佛 II 等 S 歐洲 中の 各國は 一 般 S 趣味の 上に 於て 旣に此 业：： ： 旭 力 S 作 川 を 受けた^ である 事 は 疑 ふべ から ざ 

る^；？-^！でぁる。 曰本も外^と交際してから此他：：-^！カの作川を受けっ 、あろ。 一 父け つ 、ある 事は诀 して 疑 ふ 

ベから すだが 決して 其 作 川の 一時期す ら濟ん だと は 云へ ぬ。 少なくとも 今 は 相互の 問に 大 なる 溝 か 劃 さ 

れて おる。 例へば w^i: で 接吻と 云 ふこと は 親類 失婦の 間に 面會 告別の 際に は禮 として 行 はる、 法式で あつ 

て， Wei 人 S 之に 對 する 趣 昧も此 法式から 割り出されて lis る。 然るに 日本で は 維新 前 迄 は 女が 男と 同衾す 

ろi^のi^皮の^l^でぁる。 今でも 男女が 無 1= に 接吻す る 杯と 云 ふ； s^f. は 少なくとも 敎有 ある 社會で 公に すべき 

もので はない として 居る。 所が 日本の 新體； 人 は 西洋の； IS から 接吻と 云 ふ 字を發 見して 一 般 の 人の 趣味の 

異なろ：：； 木に 此卞を 引き入れて 來て 平氣で 使って 居る。 然し 此 字に 對 する 普通の 人の 趣味 は新體 詩人が 用 

ひる はたお 味ん-有して らん。 從 つて 一 種の 忌 味 を 感じる。 嘘 を 叶-いて ゐる としか 思 はれない。 こんな 微 

細な 例で もよ く 分る。 

化 其 Si 、つた 趣味 民の 製作 を 一 稀 S 標. がに 照らして 評する に は 吾人が 今迄 焚 成せられ たる 趣味 を 以て 

すべき は無綸 である。 接吻 を 以て 無 邪氣な ものと 考 へて 居る 外 國人は 我々^ 批評 を 聞いて、 そんな 11 


柄 は あるかと 驚く かも 知れない が、 判斷は 幼稚 だと は斷 言し 得まい。 從 つて 吾人 は 外 画の 文學を 評する 

に 吾人の 標準 を以 てす ると 云 ふ 事に 關 して は 充分の ！，• 由が あって、 此理. E は 西洋人と 雖も 駁擊す る こと が 

出來ん ので ある。 尤も 此方 法 を 濫用す ると 作品 を熱讀 玩味せ すして、 無喑に 批評す ると 云 ふ 弊が 出て 來る 

かも 知れぬ。 然し 現今の 日本の 狀態 では 此弊を 冒しても 或 程度 迄 此方 法 を 用 ひる 事が 必要 だと 思 ふ。 余の 

如き^；ぉは自ら省てか 、 る事をなす丈の能カがぁるか、 ないか 頗る 疑 はしい けれども、 若し 出來 得べ くんば- 

或 場合に は 此方 法 を 以て 進みたい と 思 ふ。 例へば 一  派 S 詩の 如き は當時 あの 位 隆盛 を 極めた に關せ 

す、 現今の 英人は 共に 同音に 人工的で ある、 自然に 遠ざかって 居る と 云 はぬ 者 はない。 卽ち 現今の 英人は 

ボ^, 流の 詩に ついて 多くの 趣味 を 有して 居らん と 云 ふ 事が 分る。 然.^ ながら 現今の 英人 がかく 云へば と 

て 現今の 日本人に も .^H^, の 詩 は然か ns- えねば ならぬ と 云 ふ 理由 は發 見出 來 ぬので ある。 卽ち之 は 前に 述 

ベた 趣味の 普遍と 云 ふ 提案 を 深き 考へ もな くぶ n,。,；： 一派の 詩の 全部に 應 用して 仕舞った からこん な考 にな 

つたので ある。 の 詩が 十八 世紀に あの 勢力 を 得た の は 明らかに. r 八 世紀の 趣味に 合して 居た と 云 ふ 

事が 云 はれる。 換言すれば ¥ ^の 詩 はト九 世紀で は 鬼に 角、 十八 世紀で は 自然で あつたので ある。 倍"^ 

= ^はト 八 世紀の 嗜好に 投じ、 ト九 世紀の 好尙に 背いた と 云 ふの は 歴史的 事實に 相違ない が、 吾等 日本人 

が^^, を 見る 時 は 十八 世紀の 人の 樣な感 が 起る か、 又は わ 九 世紀の 人の 樣な感 が 起る か、 それ は 未定の 

問題で ある。 又は 十八 世紀 ト九 世紀^ 人 以外 日本人に 獨特な 感じが 起る かも 知れない。 是も 未定の 問題で 

ある。 勃れ にしても 讀んで 感じて、 現今 吾人が 有する 趣味で 好惡 して なくて は 何とも 云へ ぬので ある。 

叉 十八 世紀 S 末に オシ ァ ンが 出た。 之 は 叫 「フ  の 胡 魔 化し 物 だと 云 ふが、 鬼に 角 之が 出た 時 は 非 

常な 評判で 1  『ハ も愛讀 し、 レ 1^,^ も 愛讀 した。 然るに 現在の 英 人はォ シ ァ 、ン を單に 歴史上の 一 現象 

として 見る 以外に 何等の 興味 を も 有して 居らん。 興味 を 有して 居らん のみなら す、 到底 讀み 切れない 杯と 
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特 おすろ 評 家 さへ ある。 して 見る と オシ アン は 出版 當 時の 人氣に はん 口 ひ、 現今の 人 氣には 到底 合 はぬ ので 

あ 乙が、 ::: 本人が オシ アン を 評する 時に 十八 世紀の 人の 趣味になる か、 又は 现 今の 英 人の 趣味で 證 むか、 

是ん 未お. Si ^腿で ある。 お 時の 人が 喷々 赏 讚した からと 云うて 雷 M する 必要 もない し、 又 現今の 人が 唾 楽 

して 顧. q からと 云うて 其！ 1 典 似 をす るに，？ ふ S たらん ので ある。 吾々 は 吾々. e 身の 感じで 以て (若し 吾々. S 身 

の 感じさへ 起るなら) 之な 評して 然るべき である。 前から 云 ふ 如く 吾人 は 言語の 障害と 一種の 誤解から、 

こんな 風に C 己に 誠^に 外 國文舉 を 評して 居らん。 甚だ 隨病 なのか 又は 不熱心で ある。 故に 余 は 諸君が 外 

^文 眼を 研究す る 際に 成ろ ベく. H 己に 誠 .實 ならん こと を 希望す ると 同時に 余 も出來 傅る 限り は^ 面目に 出 

でたい と W 心 ふ。 然し 之 は 隨分手 Si のか、 る 事で ある。 作品 を 精證 して 而る後 其感を 充分に 分析して か、 ら 

ねばならぬ。 從 つて 一 一 . 一 年 Si にト八 世紀 文舉を 甌け拔 けようと して は 到底 駄目で あろ。 そろく 遣らな け 

れ ばなら ない。 此點は 像め 斷 つて 置く。 

批； t 的 鑑赏の 態度に 就いて 今 一 つの 方法 は 西洋人が 其 自國の 作品に 對 しての 感じ 及び 分析 を 諸 愈 = から 力 

り 鬼め て、 之 を 諸お の 前に 睐列 してき 考に 供す るので ある。 之 は 自己の 感 ではなく、 他人の 感 である。 他 

人が 成文 上の 作品に 對 する 成、 ^ は. 0 己 S 感で はない が、 a 己の 感を 養成し 若しくは 比較す る 上に 於て 大な 

ろ參考 となろ。 のみなら す 只 知る と 云ふ點 からして 颇る 興味の あろ 事で あると 思 はれる。 卽ち或 社 會の狀 

態が あって 其狀 能-からして 或 作品が 出来上がった。 すると K 社 會に生 # して 居る 人 問が どう 云 ふ 風に 之 を 

迎へ たか、 又 どう 云 ふ 服に 感じて どう 云 ふ 虱に 分析した か。 m 其 所感と 分析と は 吾人が 同 作品に 對 する 所 

感と 分析と どの 伉 異なろ か、 異なる 以上 は 吾人 S 趣味と 常時の 人の 趣味と は 或點で 矛盾して 居った、 其 矛 

は^ 何なる 社^的 狀況 か. 出て 來 たか。 凡て 是等を 明^に する のに 自己の 聞を弘 める と 云 ふ點に 於て 

大に -ぉ 人に 利益 を與 へる である。 同時に 右の 作品に 對 する 批評が 五十 年 目に はかくの 如く 變化 したと 云 


ふ 事 を 示す 爲に、 五十 年後の 批評家の 說を 紹介す ると、 五十 年 前の 批評と 五十 年後の ー國に 於け る 趣味の 

差が 分る。 そして 其 差 は 如何にして 起った かと 云 ふ 事が 分れば 又 之 を 紹介す る。 

新う して 行く と 趣味の 推移と 云 ふ 者 は、 前代の 趣味が 自然に 進化す る ものであって、 現在の 趣味 を 生す 

るに 必要な 條件は 前代の 趣味で あると 云 ふ事黉 がよく 分る。 從 つて 前代の 趣味が ー樣 でなければ 次代の 趣 

味 も 一様で ないか も 知れない と 云 ふ 事になる。 して 見れば 日本 は 日本で 昔から 一個の 趣味 を 有して、 それ 

が 今日の 趣味に 自然に 進化して 來 たもの だから 必す しも 我 邦 現代の 趣味が 英國 現代の 趣味と 一 致す る譯に 

行かぬ。 又 一 致せぬ からと 云って 恥づ べき もので ない、 杯と 云 ふ 事が チラく と 分別が 出来る やうになる 

かも 知れぬ。 すると 此方 法 は 自己と 云 ふ 感じがない 請賣の 批評 的 鑑賞 を 紹介す るに t まる 樣な 平凡な 者で 

ある けれども、 甘く やり さへ すれば 實際は 茶 だ 興味の ある 遣り口 かも 知れぬ。 予の淺 薄なる 知識の 許す 限 

り、 又 時間の許す限り は、 此方 法 も 取らう と 思 ふ。 元來 人の 說を聚 めて 紹介す るの を 平凡 だと かォ氣 がな 

いと か 云 ふが 是は大 なる 誤解で ある。 多くの 書物 を 讀んで 之 をよ く 分る 樣に 紹介す るの は 一 種 S 技能で あ 

る。 之 を 平凡 だと 云 ふなら 記述 的 科 學の樣 な單に 自然の 現象 を 分類して 居る もの は 皆 同様に 平凡で なけれ 

ばなら ぬ。 文擧 上の 講義 も 矢張り 同じ 事で ある。 平凡と 思 ふ 講義 は 却て 價 値の ある 榻 合が ある。 徂し 余の 

樣な 遣り口で は 到底 惯 値の ある 講義 は出來 にくい から、 其邊も 豫め斷 つて 置く。 . 


四 三 


四 四 


第二 編 十八 世紀の 狀況 一般 

^て ^^小説と 云 ふ 事に 就いて 人に 下 W 樣な 話し をした 事が ある。 若し 小說を 書いて 實際 社き を 見る 樣 

な 心 持な 請^に 起させようと するならば、 小說中の出來事，か^！然でぁり又人物の性^^かほ然に發展しなく 

て はならぬ W は 無 iis 事で あるが、 同時にお C 卒， ゲ 描く 事が 必要で ある。 背景と は篇 中の 人物が 屮 Z て 働く 舞 

や .卽 ち 之 を^! すろ 1： 邊 W 光景で ある。 小説 は 固より 人間 相互の 葛藤な り、 情 合な り、 有形無形 S 出來事 

をお したおに 相途 ない。 然しながら此出來事は雪5中に生する^|?:でもなぃ、 空漠た る 虚無の 世界に 出 す 

ろ^でも ない。 矢 り此 大地 W 上、 蒼天の 下、 人 問社會 中に 起る 現象の 一部で ある。 して a れば 歴史 小說 

杯.； 4: いて、 全 か 活動す る爲に は、 卽ち如 にも 其 常時ら しく はれる 爲には 是非共 社會其 物を寫 して、 

^沾^ してお る； M 會の 中から して 肝心の 川 事になる 小說の 筋-か 湧き出す 樣に 書かなければ ならん。 社會の 

中から 入 川 S 事件 丈 き 出して 外 S 者は棄 てて 了って 只 其 筋 丈 を 紹介す るの は、 其 筋 を 了解す ると 云ふ點 

に 於て は た 便利に 机 違ない が、 社會其 物の 一部の 反射と して は られ ぬので、 從 つて 其 社會の 光景が 眼 

前に 浮かぶ と 云ふ點 から 云へば、 a 一！ II すれば 北へ 社 會を感 すると 云ふ點 から 云へば 颜ろ 拙な 遣り方で ある。 

から 骨 丈 切.^ 取 つ た 様な 者で、 動物 53.^ が < ^の 骨 f ゃゲ 知る に は 骨 を 肉から 切り取つ て 見る 方が 分り 戶 ^ い 

か. 0 知れぬ が、 牛- きた < ^を： 5- せようと する に は 骨丈隗 列して 見せる より 肉附 きの ま 、 人に 示す 方が よいの 

である リ 

文•^:^ケ-ilするは無論此意味s小說を作るのとは遠ふ。 然しながら 或 方面から 觯釋を 下す と 下の 様な 事 


が 云 はれる と 思 ふ。 文學 は社會 的お」 象の 一 つであって 十八 世紀の 社會 は文擧 丈で 成立した 者で はない。 美 

術な り、 哲學 なり、 社會の 風俗な り、 一 般に 云ふ大 いなる 人間 S 歴史 中の 一 部分と して 文擧が 出現した の 

であるか らして、 今 文學史 を講す る に當 つ て 此錯雜 な る 象 中 か ら文舉 丈 を 引き 拔 いて 見せる の は文擧 の 

歷史の 筋道 を 知る に は 便 { 且 であるが、 かう すると 文擧と 他の 社會的 要素と 關聯 して、 活動して 世 S 中に 出 

た 景色が 目に 浮かんで 來 ない。 云 は 單に 魚の 骨 丈 を 見て 居る と 一 般で 何だか 興味が 無い。 是は單 に文學 

史 のみで はなく、  學 の 歴史で も科學 S 歴史で も同樣 であるが、 文擧に 至る と、 殊に 此點に 注意せ ねばな 

らん。 と 云 ふの は 文 學は當 時の 一 般の氣風が反射される^！^で當^？：？趣味の結晶した者でぁるから 一 般の社 

會とは 密接の 關係 があって、 外の 舉 問と は其關 係の 度が 大に 深い。 從 つて 社 會其物 S 中に 文學 なる 一 種の 

現象が 自然と！ いて 來た樣 に 講じて 行けば 骨格 は 分らなくなる けれど も 其當時 S 光景 は明嘹 になる。 其 代 

りゴ チヤく で 條理は 立. たなくなる。 

すると 一 の 板 挾みに 遭遇す る。 文學 を社會 から 切り離して 全く 獨 立した 現象と して： fi する か、 又は 社會 

全 體の有 樣を敍 して 其 全體が 動いて 居る 中に 自然に 文學が 織り込まれて 居る 樣 にす るか。 第一 の樣 にす る 

の は 筋道 を 見る に は 都合が よい、 分類 を やる に は 都合が よい、 條理 整然として 混 雜を來 さぬ と 云 ふ 點に於 

て 都合が よい。 然し 冷やかで ある、 暖かみがない、 知性 を 満足させる かも 知れぬ が、 繪畫的 光景 を 現出せ 

しむる 譯に は參ら ぬ。 第一 一の 方法に 從 ふと 活 きた 世の中が 分る、 其活きた世の中から活きた文淳っか^^然と 

活 現して 來 ると 同時に 分類 も 立たぬ、 甚だ 込み入って 無茶苦茶 である。 條理が 立たぬ、 筋道が 明らかに 分 

らぬ。 尤も 兩者共 甘く やれば やった 丈の 功 能 は ある。 (余の 樣な 者が やれば どっちに しても Itt く は 出來ん 

から 云 はんでも 同じ 事で あるが、 余の 考 だから 一 應御 話し をして 置く。) 不思議な ことに 世の 歷 史家と か 

何とか 云 ふ 人の 內で 科學 的に 傾いた 人は此 後の方 法の 價値を 認めて 居らぬ 樣に思 はれる。 例へば 歴史 を 書 

四 五 


きハ 

いて..， ふ E は の 宫廷 .5^!^ 人が. n+: 后 の is で どんな 失策 をして 赤面した とか 何とか 云 ふ 事 は 天下の 大勢に 關係 

がない からして 害かんでも よい、 否 書く 必耍 はない と考 へて 居る らしい。 ス ぺンサ 1 が r 敎育 論」 を 書い 

て賊^^.敎^:などで徒らに年代ゃ|5^-件を記慷させる事を非難した事がぁる樣に思ふ。 年代 はい ざ 知らす、 事 

件に 至って は 殊に スぺ ンサ ー などが 琪事 として 棄 てて 顥 ざる 樣な 事件が 却て 見方に よると 抽象的な 原因と 

か 結 とか 云 ふ 者よりも 大切 かも 知れない。 そこで スぺ ンサ II の樣な 何でも 科舉 的に 世界 を 見て 抽象的に 

知識 を肢 括して 行かう と 計り 思案す る 人 は 第 一 の 方法より 外に 方法がない 樣に考 へ て 居る かも 知れない。 

然しながら 天然 象で も 歴史的の^ 赏 でも 抽象的な ISg 瑰を 掴み出す 丈が 何も 吾人の 要求 を 満足 させろ も 

ので はない。 若し 是 丈で 人 問が 満足し 傅る^ ならば、 あらゆる 小說 も、 あらゆる 戲曲も 世の中に 出現して 

來る IT か 無い。 そこで 歴史 は ：™ 象 的な 理を 知る 材料と して 科擧 的に 観る 必耍も ある だら う-か、 同 に^ 

一  つの 小說、 一 つの 戯： m として 耳目 的なる、 輿 味 ある、 吾人の 悲喜 憂 樂に訴 ふる 者と して 見る 必要 も 

無"^. i あるに 逮 ひない。 前代の 事 を 一 つの 絡 港と して 見、 一 つの 活動せ る社會 として 見る の は 疑 ひもな く大 

なる 知識 を 吾人に 與 ふるので ある。 吾人 S 同情 を^く する 所以で ある。 從 つて 吾人 を 最も 人間ら しくす る 

所以で ある。 -ム ：！ 人 S 想像力 を戤 舞して 冷 • やかなる 前世紀の 死灰 を 再び 燃やす 所以で ある。 『スゥ ヱ ルは傳 

記^！^中に 一番 成功した 人 だとい ふ 評判で ある。 或 人 は 之 を 評して 彼 は 最も 愚なる 人で 最も 立派なる 傳 記者 

であると 評して BW る。 ジョ ン ソ ンの傳 を あれ だけに 骨 を 折って 作り 上け る惯 値が あるかな いか は 別 問 題で 

あるが、 傅 記と して は^かに 見識の ある 書き方に 相 進ない。 パ 「|ョ，， 叫^が 橙 S 皮 を どうした とか、 往來を 

4^ くと きに ポストに 必す手 を 解れ ると かい ふ 事 はスぺ ンサ ー 流に い へ ば 何 等の 惯値 もな い 事で ある。 然し 

な-か . い f た ジ ヨンソン は 此^ か G 生じて 來る。 活動し て 居 るジ ヨン ソ ンは此 手段 で 始 め て 吾人 に傳 へら 

れる。 t 右し 傳 記の 目的-か 其 人物の 起臥し、 疲食 し、 審樂 し、 愁 する 人間ら しき 行爲首 動 を 吾人に 示して 


はならぬ と 云へば 格別、 然ら ざる 以上 は ボス ゥェ ルは傳 記者と して 卓絕 せる 見識 を 有せる 人で ある。 若し 

彼が^;^ ^Iry^ys 生涯 を敍 する に當 つて、 此方 法に よらす、 ソ ン の 著書、 ^ョ， ^^の 人生 觀、 ーぺ 

ヨン ソ ンの 時代と 云 ふ樣に 今の 人の やる 樣な 手段 を S ひたらば、 成程 吾人の 頭に 訴 へて 條理は 井 然として 

來るだ らう。 知性の 満足 は 得らる、 だら う。 然し 活 きた ジ ョ ン W の 影 も なくなって 了 ふ。 ジ ョ ン，？ は 

骨と 皮と、 肉と 玉と 髪と 別々 に 吾人の 前に 陴列 せらる、 に 過ぎぬ。 歴史 は 一 國の傳 記で ある。 一 時代の 

傳記 である。 若し ¥,ス ^^ェ ルが 最善 S 傳 記者で ある 以上 はボ ス ゥ ェ ル 流に 歴史 を窨 くの も惜 かに c_ 取 善の 歴 

史家でなくて はならん。 少なくとも 最善なる ものの 一 つと 云 はねば ならん。 要は 斯樣な 文 學史が 出來 ろか 

と 云 ふ 事になる。 余に は 到底 出 來ん。 

偖 前に 述べた 一 一つの 方法の 兩方共 利が あって 兩方共 弊が ある。 そこで 余 は 殊に 此編を 設けて 十八 世紀の 

狀況 一般と 11 して、 此 編のう ちで 文蔡 以外の 有樣、 殊に 社會の 風俗 を 叙述して 諸君に ト八 世紀 はこん な 者 

だと 云 ふ圖檢 を與へ て 置いて、 然る 後 本 編に 人って 文舉を 述べようと 思 ふ。 すると 十八^ 紀の社 會もー 通 

り 分り、 又 同 世紀の 文 學もー 通り 分る。 從 つて 此兩卷 の 關係も 分り、 か、 る社會 にか、 る 文學が 起った と 

云 ふ 事バ" 合 點出來 ると 同時に、 此編丈 を 纏め て 置けば 錯雜 混亂 の 弊 を 幾分 か 防ぐ 事が 出來 る だ らう と 考 へ 

たので ある。 それ だから 余 S やり方 は 成るべく 前に； 述べた 二つの 方法 を 同時に やりたい と 云 ふ 願 ひから 釗 

り したので ある。 それで 是が 旨く行け ぱ 少し は 面白いだ らうが、 前に も 云 ふ 通り 余の 力量で は 到底 諸君 

に 満足 を與へ る 譯には 行くまい と 思 ふの みならす、 自分に も 甚だ 感心せ ぬので ある。 但 前置 丈 は 何時でも 

長い 理窟 張った 事 を 云 ふ。 是が 余の 癖 かも 知れない。 


四 七 


四 八 

一 十八 世紀に 於け る英國 の哲學 

人 も 朝夕 顿をな ふ 事 や、 衣服 を 着る 事 や、 人 を 凌ぐ 事 や、 女房 を 貰 ふ 事 や、 凡て 人事 上の 事に 讓齪し 

て 居る 中に、 i ^だ 心配の 樣な、 ^だ 苦しい 樣な， 又 だ 煩 はしい 樣な心 持の する 者で あるが、 實際 をい ふ 

と た 太平な おで ある。 何故かと いふと 是 等の 心配 は 皆 「如何にして 生活す るか」 と 云 ふ 事に 歸 着して 了 

ふので、 其 如 ：！： にして とい ふ 事が ，ほ 己 S 思 ひ 通りに 行けば 其 他 は 至極. „ ^氣 である。 例へば 車チ、 の 如く、 大 

ェの 如く、  口 S 努働 をして^^ を 得る、 夫で 口！： is 您を 満足せ し、 .. . "ふ。 明日 は 明日で 又 働く 

ので ある。 終始 こんな を 繰り返して 居る うちに 死んで 仕舞 ふ。 少/ ...  I  :- ん者は 彼等の 生活 を て憫 

然 に ふ 。 何 故 憫然 であろ かと 云へ ば 彼等 は考 へない から f ある。 凡ての 事 を あるが 儘の^と して 濟 まし 

てお るからで ある。 何故 考へ ぬのが 澗 5^1 であるかと 云 ふと 考 へぬ 者 は 生存 競爭に 敗北 をす る、 自己に 不利 

盆で あろから である。 然し 一 歩 進む と、 ^利益 不利益 (目前の) の 域 を 通り 過しても、 矢張り 惰性で 考へ 

なければ ならなくなる。 從って物ん-知ると云ふ事は利益11超を離れた^^^に於てすらも、 其 知ろ と 云 ふ點に 

於て 愉快 を f> る。 從って知カ的好奇心と云ふ^1^:は|£通3衣&|1超、 緊要 UK- を 通 0 過して すん く 先へ 

遊む。 先へ 進めば 進む 程 他 H 通 S 人の 考とは 違って 來る。 其 極 は 平常の 人から れば、 あの 男 は 何 を 苦しん 

であん な 事 を考へ て 居る かと 思 ふ、 あんな 事を考 へたから とて 飯. か g  く 食へ る譯 の.. 5 ので はなから うと 云 

ふ 風になる。 所が 考へ ろ 人 は 急に 考へ 出した ので はない。 五重の塔 を 積み 上 ゆる 様に 始めは 普通の 人の 立 

場か..，ノ！^々1^く土^5-を築き上けたので、 初め こそ、 ふとした 動機から やりかけた かも 知れぬ が、 やって DiS 

ろうち に は 夫-か 職^ S 樣 になって どうしても ± めら れ ない、 迂， 淵 だら うが 空論 だら うが、 觀の 上が 干上が 


らぬ うち は、 到底 已 めら れ ない。 盆 根本的に 立ち入って 考 へる。 盆槪括 的に 考へ る。 其 極 は 世の中 を區別 

して 心と 物と して 見たり、 心 計りに して 見たり、 或は 耶蘇 敎の 影響と 此考が 寄り合って 世界 は紳の 示現で 

あると 云って 見たり、 到底 普通の 人間と して は 解す ベ からざる 樣な 事を眞 面目な 顔 をして 說き 立てる 樣に 

なる。 是 が哲學 者で ある。 卽 ち哲舉 者と 云 ふ 者 は 或 時代に 在って 其 中の 最も 善く 考 へる 人、 物を槪 括す る 

人、 換言すれば 知力と 云 ふ、 人間の 能力 を 最もよ く 利 川した 人で ある。 五重塔 を 積む に 数十 人の 大工と 二 

三年の 手間が 人る 如く、 知力の 發達 もこ、 迄 行く に は 骨が折れる、 容易な 事で はない。 從 つて 普通の 人 か 

ら 見る と吞氣 の樣 である けれども、 實際は 甚だ 心配性 S 男. である。 普通の 人なら 目前の 事 計り 考 へて 食つ 

て 行き さへ す， れば 夫で 濟 むの だけれ ども、 此哲攀 者になる と 永遠の 事 や、 普遍的の 事 や、 並みの 人の 五倍、 

十倍、 百倍 程な ことみ- 考 へる、 然も 考へ すに 居られぬ ので ある。 哲擧 者と 云 ふ 者 はかくの 如く 普通の 人の 

考へ 以上の 事を考 へる 者で あるから 其 說く所 云 ふ 所 は 普通の 人に は 馬耳東風であって 又 一廉の 敎育 ある 者 

にも 不得要領な 事が 多い ので ある。 現に，^ り 川が 一 七三 九— 一 七 四 八 年の 問に 擧 的の 著書、 卽ち 『人 

牲論』 (A  Treatise  of  Human  ^Iwrt^ とか 『人間の 悟性に 閼 する 哲 Sjf 的 論文』 (philosopllical  Essays 

concerning  Human  understanding) 等み-著 はした 時に、 俗人 は 無論 請み 手がなかった。 敎育 ある 人の 中 

でも 之 を 設んだ 人 は 頗る 僅少で ある。 其 僅少な 中で 彼 を 理解した 者 は 極めて 少ない。 ，y,f^,^r;TJir::^ 

ン ひ！ によると JL-Jtle  attempted  answers  are  a  sufficient  p-roof  tliat  even  tlie  leaders  of,  opinion 

were  impenetrable  to  his  logic.  IMen  of  the  highest  reputation  completely  failed  to  understand 

his  importance.  (Englisll  T.hcnlgtlt  in  the  18th  Century し と あるので も、 其狀況 はよ く 分る。 解 せら 

れ なかった 著者 は 無論 心細い。 解し 得ない 社會 一 般も亦 同樣に 心細い 次第で ある。  . 

要するに 昔から 考 へた 上へ 後世の 人が 又考 へる。 其 上に 又考 へる ので、 考 へが 無喑に 普通の 人の 頭を乘 
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り 超えて こんな 次第にな るので ある。 係 斯樣に 一般 社會の 上に 超然たる 思想が 一般 社 會に對 して どの位な 

^^か あろ だ。 う。 他 H 通 S 人に 請め もせす. 又 分り もせぬ 者が どうして 世の中に 感化 を與へ る だら う。 若 

し與 へ ぬと するならば 此 £c 舉 者の 考 へ と 云 ふ者はロハ唐人の囈語として他の社會の5^^象とは切0離して置け 

ばよ い。 今此？ ^合に 於ても 其 通り、 十八 世紀の 文 寧 を 論す るから と 云うて 十八 世紀 S ^錄 1- を 論す る 必要 は 

全くなくなる。 (S: 舉を 文^と； 5^ 做せば 格別 だが。) それ だから 今. I 八 世紀の 哲學を 一寸 述べる 前に 哲學 

と 社^と は どんな^ 係が あるか、 少し 考 へて a- たい。 

W: 风 說が 如！ I： に 難 溢艱險 にせよ- 如何に 空漠 暖昧 にせよ、 如何に 普通 一般の 人の 心に 入り 難く 解し 

難き にせよ、 狂人 白痴の 言： はの 如くに せよ。 其說を生じた哲舉^！^は砂漠の中に生れ出た譯の者でもなぃ。 

太 山の 顶 に^いて 出た 者で もない。 矢張り 他の m= 通 S 人と 同 じく 同形 同狀の 社會に 生れた ので ある。 其 衣 

服 は 社 <w;s 人の 着ろ & 服で、 其 食物 は 社會の 人の 食 ふ 食物で ある。 若し 學 校が あれば 矢張り 其 社 會の舉 校 

で^おさる、 ので ある。 從 つて 其 生長した 社 會の影 響 は どんな 風變 りの 人で も 免れる 譯には 行かぬ。 若し 

=w 社會 S  ^響 を ぬと 云 ふ 以上 は，： a 分が 吸 つ て 居 る空氣 が. 0 分の 身 體に影 if か な いと 主張す る樣な 者で 

あろ。 すろ と ぉ壌 おの 考 への- 4.- 部 は 鬼に 角、 一部分 は 是非共 其 社 會の考 へが 反映して 雜り 込んで 來 るに 違 

ひない。 お 其-な 映せられ たる 考をー 歷 深く 廣 くす るか， 又は 前代から 世々 の 哲學^ が橥 積したり、 或は 互 

に 1^- 止したり して 常 代まで 傅 へ て來た w:^ 的 w$ 恕 を社會 一 般 S 思想で モ. デフ ァ ィ して 出来上がって 居る に 

ffl 途 ない。 尤も根木的に云ふと心とか物とか云ふ極めて普遍的な^^：になって仕舞ふからして 一 寸 現代の 制 

度 風俗 等に 交涉 はない 様で あろ けれども、 そこに 達する 迄の 徑路 及び 方法 等 は 矢張り 一般 社會 S 人の 風に 

なづむ ものである。 例へば 歐洲^ 督敎 徒の 研究した 哲學 は必す 神と 云 ふ 字が 出て 來る。 我々 日 木 人が 考へ 

ると 何も 神と 云 ふ 事と 哲寧的 思想と は闕 保の ない 者で ある。 紳は 神、 哲舉 は哲舉 ではから う 樣に考 へられ 


るが、 彼等 は 基督教 徒であって、 生れ 落ちた 時から 死ぬ 時 迄 基督 敎の 御蔭 を 受けて 居る。 而 して 基督 敎の 

根據は 神であって 此祌 から 人間 も 天地 も 出來て 居る の だからして、 哲擧 者の やうに 物を考 へる 人の 自然の 

傾向 は 此神を 今迄 通り 認識す るか、 又 は 今迄の 神と 云 ふ 觀 念を變 形して 之 を 受納す るか、 若しく は 全然 此 

神なる もの を 打ち 崩す か。 どうにか 神の 始末 をつ けねば ならぬ。 從 つて 歐洲の 哲擧者 は 神の こと を 云々 せ 

ざる を 得ない。 我々 日本人 は 違 ふ。 根本的に そんな 影響 を 蒙って 居らん から 神 杯 を どんな もの だと 考 へる 

必要 もない。 西洋の 哲學 書に ある 神な どの 受賫 をす る 必要 はない。 歐洲 人が 祌の 屬 性 など を 理窟 をつ 

けて 矢签 しく 騷 ぐの は 矢張り 歐洲に 固有な 風潮の 支配 を 受けた 因果で あると 思って 居れば よいので ある。 

鬼 も 角 も此事 實を以 1,^2^ ーパ； f 如何に 寐 言の 樣 な哲學 でも 一 代の 影響 は 免れぬ と 云 ふ 事が 分る。 若し 彼等 

の考 へた 抽象的な 原理が 實際的 交渉 を 有して 出て 來る 時、 卽ち 政治と か 道 德論 とかと なって 出て 來る時 は、 

必す當 代の 德義 及び 政治に 密接なる 關 係 を 有して 来る 事 は 疑 ひもない。 日本の 德川 時代の 儒齐 は^ょり 考 

理の 上に 於て 西洋 察 者の 樣に 大膽 でない。 然し 堯舜の 世と 云 ふ もの は 彼等の 理想と して 居った 黃舍 時代で - 

ある。 而 して 堯は萍 に 位を傳 へた。 卽ち 天下 を 他人に 讓 つた 元祖で ある。 此事實 があって 此事實 を 執行し 

た 本人 を 神の 如くに 謳歌す る 儒者 共で すら 嘗て 彼等の 理論 を擴 けて 之 を 吾 朝に 及 ほさ 5 とした 者 はない。 

何故ない かと 云へば 彼等の 哲擧 的の 頭腦が 眼前の 事寳に 束縛 せられて、 日本 は 血統で 天下 を 子々 孫々 に傳 

ふべき 者で あると 信じ 切って 居った からで ある。 夫から 忠と 孝と 貞とは 彼等が 口 を 酸く して 說く敎 である 

が、 親の 義務、 君の 義務、 夫の 義務 は 嘗て 說 いた 事がない。 靜 かに 考 へて 見る と 頗る 馬鹿々々 しい。 理窟 

に訴 へて 少々 考 へて 見れば 此 位の 事 は 是非 分らなければ ならん。 然るに も關 せす、 彼等 は 或 一 種の 狀 態に 

ある 社會に 生れた 爲此 見易き こと をす ら考 へなかった ので ある。 彼等の 生れた 時代 は 君が 絶大の 權利を 有 

して 居った 時代で ある。 親が 無上の 勢 を 振り 廻した 時代で ある。 夫が 妻 を 勝手に 取扱った ij^ 代であって、 
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然も子たり臣たり^^たろ者は此偏頗な^德に馴れて自ら自己の不便不利益を怒ぜざる迄に壓逼を甘んじた 

時代で ある。 此ギ； ^を 有する 社會に 生れ 出で たる 學者 は此 人事 的 關係を 以て 人 ■ 間の 自然と 心得る の は 無理 

もない^ である。 人^ 上^ 亊は不 か 不平が あって 始めて ！變化 をしても 差 支ない とい ふジ ァスチ フィケ 

1 シ ョ ン ふ- だす 齐 である。 德 川^ 代の 民は此 不満 を 感じなかった から 同時代の 舉者は 此關係 を 變更し 

ようと 云 ふ^に 新しき 理論 を 唱導し 得なかった ので ある。 理論 は 時として 事實 を變更 する。 然しながら 理 

論は^^^货から出立する者でぁる。 忠、 孝、 負の 飽くまでに 重んぜられ たる に 此事寳 に 反する 理論の 出る 

譯 がなかった ので ある。 斯 核に 論じて 見る と、 純粹の 哲理 さへ 一代の 虱氣に 感染す るから、 實際哲 舉に至 

ろと 勿 淪ル- お ij を 受ける ことが 明らかで ある。 從 つて 十八 世紀の 文學を 論す るに 哲畢を 附記す るの は大に 

興味 の あ ろ4^.と5^ ふ 。 要は 此 舉 * か" 货際 文舉ヒ 如何に あら はれて 居る かとい ふ 事を^£揄す るに ある だら う . 

と 思 ふ。 余の 手際で 旨く行けば 結構で ある。 

I 八ぼ紀 を^ 渡して 如何な ろ哲學 者が 出た かと 思 ふと、 先づ 三人 居る。 第 一 に TTT 勺 (Locko。 第一 一 

にバ I ク叫 I,  (Berkeley)o 第三に ヒ ュ 1 ム (Hume) である。 夫で，^ 1^ は^^ I..- 派の 哲舉を 攻擊し 

た^^？^でぁろが、 常人 自身 神搴 者で ある。 が此， TTT.^ を较 したの は 元はと いへば 大に神 Ml- の爲 

に盡 力した りで ある。 ^は 二人と カ分異 つて 居る かも 知れぬ が、 其 二人 を攻擎 した 攻擊の 让 方 は、 

彼等の結；^1が彼等5种ゅと 一 致しない と 云 ふ 趣意で ある。 すると 常 代の WSJr が 神學と 密接な 關係を 有して 

居った と 云 ふ 事が 分ろ。 是は 一 寸 面白い 現象で ある。 人の 知る 如く 所謂 自然 神 敎の爭 論が 盛に 行 はれた の 

は此 世紀の 事であって、 此^？-論なる^！^が矢張り 一 種の 氣風を あら はして 居て 然も 其氣 風が 文學 にも あら は 

れて 居り はすまい かと 思 はれろ。 然し 夬は後 廻し として 以ヒ 述べた 三人の 哲擧の 極く ざっとした 所 を 述べ 

て、 そして 其 特性 を槪 括して 見たい と 思 ふ。 (. 私 は哲舉 上の 知識に 乏しい から 旨く行かない。 のみなら す 


手前勝手の 槪 括で、 飛んだ 誤謬が あるか も 知れない。 た  >參 考の爲 に 申す 迄で ある。) 

ジ ヨン、 ロッ  1^  (John  !.ocke.  163211704)0 年代から云 へ ば，^^:.グ1の有名な著書 『人間の 悟性に 關す 

る 論文』 (.Essay  concerning  Human  understandins:) は 千 六 一日 九 4 '年の 出版で あるから、 詰り 十八 世紀 

ではない、 十七 世紀に 屬す るので ある。 然しながら 實際 彼の 十八 世紀に 於け る 影響 は大 いなる 者で、 ^ 

ク レ しの 說は 口 ッ ク から 出立し、 —ヒ ュ ー ム： の說は 又. r.^d から 出立す る譯 であるか らして、 を 

十八 世紀の 哲擧 者と して 論す るの は 別段 不合理の 事 はない と 思 ふ。 そこで，^,^:列の說はどこから錄を引ぃ 

て 居る かと 云 ふと デカルト (DescarteJO から 來 たので ある。 其デカ ル トはォ ー ソリチ —を棄 てて 瑰 性に 

從 はねば ならぬ と唱 へた 人で ある。 一 般 の.： j< は 他人が 信す るから 信じても 差 支ない と考へ て 居る 樣 だが、 

是 が問途 ひの 種で ある。 诀し て 人造の ^間 的通說 に 盲從す ベ き 者で はな いと 云 ふ^9!を主張した0 是 は 無論 

彼の 消極的 方面であって， ？  J ト は 一 方に 於て 吾人 は 吾人の 心中に 於て 天陚觀 念が あり 得る と 云 ふ 事 を 

假定 した。：.^ 3 人が 若し 物 を あるが 儘に 知り 得るならば 11 經 驗と獨 立して 眞 理を認 むる ことが 出來 るなら 

ば. i 其 知識 は 誰に も 同じで なければ ならぬ と斷 じた。 此 論法 を 引っくり返せ ばかうな る。 各人に 同じき 

もの は I 化 驗と獨 立した ものである。 例へば 數舉 S 第一 原理の 如き は. 普遍で 絕對 な眞理 で、 全く 經驗 から 獨 

立した 者で ある。 だから 哲舉者 も數學 者の 樣に 自分の 取扱 ふ 問題に 就いて 公理と も 云 ひ 得べき 爭ふ ベから 

ざる 者を發 a- し. て、 夫から 出立したならば 数學 程に 精密な 擧 問が 出來る だら う。 11 是がデ 力 ル トの考 へ 

である。 そこで^^,^, は 色々 な 推理の 末、 三つの 實在を 得た。 卽ち 祌、 心、 物で ある。 

そこへ 口 I 屮 d が 出て 來て、 此 天陚觀 念の 說を駁 したので ある。 次に.， ヘリ，^ I レ— りか 出て 來て 彼の 寳 在の 說 

を駁 したので ある。 最後に ヒュ， ！ム . か 出 て 在 の 殘り者 を 打ち 壞 したので ある。 叫ッ /「は 先づ 經驗で 確め 

得ざる 觀念、 义は實 際の 事寳と 一致せ ぬ 觀念を 哲擧界 から 驅逐 して 仕舞 ふと 云ふ點 から 出立した。 哲舉界 
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を 3- 波して 0- ると、 天陚觀 念と 云 ふ譯の 分らぬ 者が ある。 さう して 哲畢 は此 天賦 觀 念と 云 ふ 誤りの 上に う 

ち^ てられて るる。 叫 クは第 一 に 之 を攻舉 せざるを得ない。 ，^— ク， は 前に 申した 如く 耶蘇 信者で ある。 

だから 紳の 存在 は 無 Jfl 認めて 居る。 然るに も關 せす、 彼 は^, TH の 主張した、 神なる 天 陚觀念 を さへ 駁 

乘 した。 さう して か、 る 要 川な 觀念 さへ 天賦で ないから して、 他の 觀 念の 天陚 でない 事 は 知るべき のみ ズ 

ある， と 云 ふ 樣な乘 法 を ffl ひた。 心と 云 ふ 天賦 觀念も 亦， 叫— み，^— の 攻擊を 受けた。 個人の 同一 性と 云 ふ 者 は 意 

ァ識 から 成り立って 居る。 すると 心の 統一 及び 連 賴も疑 はしくなる からと 云 ふ 論で ある。 第三、 物と 云 ふ 

天 K 観念に 關 して は、 彼 は 何だか 妙な こと あ 云うて 居る。 「吾人 は 一 般に實 質に 關 して は 只 不明に して ii 

係 的な 乙 觀念を 有する に 過ぎす」 といって 居る。 然し 是も 鬼に <E 駁論で ある。 斯様に 天賦 觀念を 1\ い 。定し j;; 

か 、つた ロックの 立場 は，：： ら明 咬で、 人の 知る 如く、 彼の 考へ によると、 凡ての 觀念 は、 必す感覺性と！^^ 

思 性 W 二つ を 通して、 ^驗を待って始めて£^らるべきものとなって居る。 元来： 口： ッ，^ の 『悟性 論』 は大變 

部な^で あって 之 を伤か 1 ニニ 行で 講 する 事から が 旣に亂 暴な 話で あるし、 又 一 ニニ 行 位なら ば 云 はんでも 

誰も 知って 居る 位な ものである けれども、 ，^1^ が 經驗の 1 一字に 飽く迄 重き を 置いて 心 は 柯 でも 經驗 から 

觀念を はるので あるから、 經 驗を棄 て て は 丸で 議論が 出來 ぬと 迄 論 じたの は、 空漠な る 哲學を 堅固な る 基 

礎 shL:^ 立した で、 此 .wi 際 的な 着赏 的な 態度が 大に 注目す る惯 値の ある 事と 思 ふ" 退いて 考 へて 見る 

と是が • 般英 人のお 風であって、 そして 之が 最も 十八^ 紀 の社會 一般 を 反映す る氣 風で は あるまい か。 此 

點に關 し； し— レ— 叫リ III 「ス チ I ヴ ン (Leslie  Stephen) は H 、著 『十八 世紀の 英國 思想』 に 下の 樣な事 を 述べ 

て W るの は 火に 吾人 S 參考 になる 事と 思 ふ。 

--Tnle  critical  movement  initiated l)y  I.ocls  and  culminating  with  Hume  reflects  the  national 

character.  T?lle  stronK:  Isint  of  tl-e  English  mind  is  its  vigorous  grasp  0«  facts  ；  its  weakness 


is  its  comparative  indifference  to  logical  symmetry.  English  poetry  is  admirable-  becie  poetiy 

thrives  upon  a love  of  concrete  imagery;  whilst  Enj?lishtnen  have  always  despised  too  In- 

discriminately the  dreis  of  a  mystical  philosophy  which  ii  to  be  entirely  divorced  from 

the  solid  basis  of  fact.  In  metaphysical  specltion  their  sghts  have  been  short  and  near  the 

ground  They  have  knocked  pretentious  systems  to  pieces  with  admirable  vigour;  they  hav ひ 

been  slow  to  construct  or  to  accept  systems,  however  elaborately  organised,  which  cannot  be 

constantly  interpreted  into  dennite  statements  and  checked  by  compart 舊 with  facts.  As  one 

舊 sequence,  we  perhaps  underrate  our  own  philosophical  merits.  Comparing  Locke,  or  his 

successors  with  the  great  German  writers,  we  are  struck  by  the  apparently  narrow,  fragmlary- 

ancl  inconsistent  views  of  our  countrymen.  If  the  merit  of  a  philosopher  were  to  be  exhaust- 

ively measured,  not  jDy  the  number  of  fruitful  principles,  but  by  the  variety  and  order  of  his 

applications  of  his  principles,  Locke  and  his  successors  would  occupy  a low  position.  If  i 

courage  which  pies  over  a  difficulty  in  order  to  frame  a  system  be  I  admirable  than  the 

Idie  which  refuses  to  proceed  beyond  clearly  established  principles,  they  must  be  item 

v-ith  a  secondary  rank.  Nor  is  it  doubtful  that  §r  dislike  to  pretentious  elaboration  often 

blinds  us  to  the  merit  of  the  more  daring  speculators  whose  width  of  view  has  stimulated 

thought  even  whilst  covering  3any  fallacious  generalities.  Yet  I  believe  that  the  ments  of 

our  shrewd  and  sober,  if  narrow  and  one-sided,  speculation-  will  be  more  highly  valued  as  we 

recognise  the  futility  of  the  cloudy  stnlet-res  which  it  has  dissipated. 

五 五 


五 穴 

(， 「& によって 喁 H 一せられ、 ヒ ュ— ムに 至って S 高 頂に 達した ろ 批判的； 述動は 英國國 民 性 を 反映す 

る^^でぁる。 英國 E 心 索 家の 長所 は、 確と 事 .wi を楝 ふるに あると 共に、 其 短所 は 比較的 論理の 整然たるに 

無頓， おなる 遂に^して 居る。 詩 は具體 の^ 像 を 愛する が 爲に榮 える。 故に 英詩 は 群を拔 いて iis. 越して ゐ 

る。 之と 同 に英人 は、 常に 事 •  键の牢 たる 基礎 を 全く 離れた る 如き 神祕 哲理の 夢幻 的なる を 侮蔑して ゐ 

る。 其 侮^し 方が 無^別 過ざる と 思 はれる 位で ある。 純正 哲 寧に 於け る 彼等 S 羽搏き は 短 かきもの であ 

る。 且地上を去る^^l.i<た？；sからすと評しても差支なぃ。 彼等が 白痰嚇 しの 系統 を粉摧 するとき は 猛然と 

して^ に 値すべき 精力 を あら はす. にも 拘ら す、 明晰なる 命题 に翻譯 しがた き、 もしくは 事實の 保證を 

有せ. さる 系統に 至って は、 如何に 精巧に 組織 せらる、 も.、 -ぉ尸 力に 之 を Si! 立す る 寧がない。 又容 力に 之 を 

承認す る 事がない。 ：^=^、結5^として五3人は動ともすれば我^舉者3功鋭を：：5-縊る癖がぁる。 ，^^1 及び^ 

概紛^ を 取って 獨 逸の 火 家と 比較して 化て は、 常に 吾邦 人の 見解の 矛质で 狭^で、 しかも 斷片的 

なのに 驚いて ゐる。 尤も 风. 一.^ の 15 値 は、 其^:^^|^の§|した富寶なる主義の數置で殘りなく計られるも 

のでなくて、 =K 中：？ J« の應 川の 變化ぁ OIK 域 成き 點 によって 定まる とすれば、 ，^1^の如きものは固ょり 

低級の 席 を 占む ろに 過ぎぬ だら う。 t おし ー系統を飢||する^3に闲難を凌ぎ越す勇氣が、 確立せられ たる 

卞ヤ找 以外に は 一 歩 も 足 を路み 出さぬ と 云 ふ 川 心よりも 賞 讚に 惯 すると なれば、 彼等 は 第一 一流 以下 を 以て 

サん じなくて はならぬ。 巧緻ん#くしたる|^越なる系統を嫌ふの極、 誤謬 ある 槪 を 含みながら も 思索 

を 放 舞す るに 足る ベ き 雄 火 なる 見 識 家の 功 ^秘、を-.^!1人が 逃した る は 明らかで あるが、 余 は 信じて 疑 は 

ぬ。 11 M3 人が 人の 打破した る. お を 攫む 樣 な^^ 系統 S 空虚なる 事 を 認識す るに 從 つて、 鋭利 堅實な 

ろ OS 狭 かも 知れぬ が) -.! "人^^ ゆ w$ 想 S 功 t おは f:- 第 に^んせられ るに 至る だら う。」 

是 は英國 者が 自ら 英國人 S 氣 風を考 して 其哲舉 S 利害得失 を 明らかに 述べた る ー牵 であって、 吾 


人の 爲に は大 に參考 になり はせ ぬかと 思 はれる。 英國は 神 i 的な 臭味 を 嫌 ふ。 事實を 愛する。 夫 だから 宏 

淵 縹緲の 趣がない 代りに 着資 適切の 風が ある。 此 神秘 を 嫌 ふと 云 ふこと は 一般の 英 人の 奥 味であって 同時 

に. 1 八 世紀の 風で はない か。 此事實 を 愛する と 云 ふ 事 は 英人全 體の氣 風で あると 同時に 殊に 十八 世紀の 特 

徵 では あるまい か。 而も 此氣 風が 當時 の 文擧 にあ ら はれて は 居るまい か。 若し.^ ら はれて 居る とすれば、 

吾人 は 之に 因って 朧氣 ながら 當 時の 哲 學と當 時の 文學 との 底 を 一貫して 居る 織 素 を 見出だした ものである „ 

同，；^ に社會 現象が 同時代の 產物 である 以上 は 或 關保を 以て 結び 附 けられて 居る と 云 ふ 一 の 例 を 得る ことに 

なる。 尤も 是丈 では 分らない。 もっと 同樣な 例が 澤山 集まれば 一 の槪 括が 出 來る樣 になる。 果して さうな 

るか、 何う だか 今の所で はすぐ 分らない。   

ジ ョ 1. ヂ、 バ 1 クレ—  (George  Berkeley.  1685—1753)。  口 ッ クに繼 いで 起った 者はバ ー ク レ ー であ 

る。 『幻 象の 新 理論』 (New  Theory  of  Vision.  1709)。 『知識の 原理』 (principles  of  Human  Know- 

ledge. 1710)。 『ハ ィ ラスと フ イロ ナスの 問答』 (Dialogues  .between  Hylas  and  Philonous.  1713) の 著 

者 で^る。 偖 前 に 述べた 如く デカルトが 世の中 を 割 つ て 物と 心と すると、 物と 云 ふ 者に は 明瞭なる 屬 性が 

ある 爲動 もす る と 空漠た る 心 を 凌 い で 之 を 腰 倒す る 傾が ある。 此 傾向 を 見 て 取 つ た— バ  1^ ク レ ー は 心の 勢 を 

恢復して 之に 相當の 地位 を與 ふ る 爲に物 を 打破 せんと 企 てた。 夫 だ から 彼の 筆鋒 は 所謂 唯物主義 を 打破す 

る 方面に 向った ので、 彼の 主義が 物の 存在に 反對 する 所から して 之 を 唯 心 主義と 云 ふので ある。 普通の 哲 

學 者の 考へ によると、 觀 念なる もの は 外物 を 代表す る もので、 外物 夫 自身 は 不可知で ある。 だから 此 不可 

知なる 物 を 代表す る觀 念は實 在の もので はない とい ふの. が 一般で あつたの だが、 バ ー ク^ は 丸で 此 議論 

を 倒 まにして、 觀念 こそ 實 在で ある。 物質 こそ 毫も 實在を 有して 居らぬ。 外界の 存在と 稱 する 者 は 此觀念 

が 或 一定の 方法で 俱發 し、 若しくは 連績 する の 謂に 外ならぬ。 それで 此方 法の 原因と なる 者 は 神で ある。 

五 七 


五八 

(T^^^^.^- か 神 を 立した 論 现はェ ルド マ ン著 『&: 舉史』 第一 If 一 一 百 六. H 一 頁に r く 書いて ある。). 

； 寸 ると 卜 八 世紀の 風潮と 相應 しない 樣な說 である けれども、 ，^1^ が旣に 天賦の 觀念 を： i 破した 以 

上 は. バ  1^,,<;—レ，| りか 物 を 打ち 碎 いたの も 非常に 突飛な 事と は 云へ ぬ。 然し、 物、 心、 神と ある 中で、 何 故 心 

の方を打ち碎ぃて物を^^して置かなかったか。 其方が I 八 世紀 的の 樣に思 はれる がと 云 ふ 質問が 一 寸 起し 

たくなる かも 知れない。 此 質問 は 颇る闲 難な 質問で、 恰度. ス ラウ -1 ン グが 何故 哲學^ にならないで 詩人に 

なった かと 聞く 樣な 者で ある。 か、 る 込み入った 問題 は 込み入り 過ぎて 居る 爲、 眞 面目に 返答 すれば する 

滑 格. になる けれども、 余 はどう も此 質問 を 起した くなる。 と 云 ふ もの はト八 世紀 は 其 全體に 於て 頗る 物 

的な 倾， ある 世で ある。 散文的な 世で ある。 若し 兹に 物、 心、 神と 云 ふ 三つの ものが あって 其 中 何れ 

か 片付ける 必要が あるならば、 先づ 心から 片付けさうな もの だと 思 はれる。 然るに バ— クレ ー は 余の 豫期 

に反して 物な 威して： ti 舞った の は 聊か 妙な 感じが する。 余 は 學を專 門に 考究す る 者で ないから 此邊の 消 

につ いて は權威 7 ゲ. - 以て 明答 を與へ る 事 は出來 ない、 のみなら す、 か 、 る 質問 を 一 言で 解诀 する の は少々 

^！鹿；：ぉた^^^じがぁるが、 先づ 杜^ながら 余 S 推察 を 御 i 犬 草 迄に 一 言 述べ て 置かう と 思 ふ。 

ハ 1 クレ— の 論鋒が  一 心 と -:ム ふ ポ に み^し て 物を取り 壞 す 方 に 心 を W ひ た の は眞理 の ぁ る所だ か ら 仕 

方が 無い と 云へば 夫 迄で ある。 彼が：！： れ. S 國、 何れの 世に 生れても かう 云 ふ 風に 世界 を 見る ので あると 云 

へば 失 迄で ある。 余も强 ひて 之 を 爭ふ氣 はない が、 然し 彼 をして 十八 世紀の 風潮に 反して 苟も 眼 を こゝに 

輒ぜしめたのは矢張り  一 ^|1の事情がぁる樣に思はれる。 彼 は 坊主で ある。 一千 七 百 三 I 四 年から クロ ィヌ 

の^. 止で ある。 して0-ると彼は神と云ふ^!<?を度外に置くことは出來なぃのみならす、 彼の 著書 は哲學 であ 

ろと1!1はに种§:^的^^:^?^を有して居る、 彼の 態度 は WC 學者 であると 同 S に 又 神舉^ である。 而 して 常時の 祌 

は 11 1 般の^-^1^に0って輝：解せられたる祌は 11 眼を備 へ、 口を備 へ、 喜 怒 哀樂の 情 を 具へ た希腋 人の 


思惟した 神の やうな もので はない に 極まって ゐる。 非常に 抽象的な 非常に 茫漠たる 非常に 理窟 詰めに 割り 

出した 神で あらう 3 一の 精靈 である。 彼れ バ ー ク レ —の 思惟す る 神が 斯の 如き 神であって 彼が 職業 上敎育 

上 この 神の 觀念を 取り去る ことが 出來ぬ 以上 は、 物と 心 を拉べ て どちら か 片付けろ と 云 はれた 時に、. 彼が 

何れ を 選び 何れも 棄て るか 其 取捨 は 多言 を 用 ひすして 明暸 であらう と 思 はれる。 心を棄 てる は 神の 影を棄 

てる 樣な ものである。 否 神の 一部分 を棄 てる 樣な ものである。 物に 至って は 之を棄 てても 神の 領.^ を 犯す 

憂に ない。 彼の 信す る 神 を 毫釐 も 冒す 所な くして、 心と 物の 取捨 を诀 しょうと すれば * 無論 物を棄 てたい 

に 極まって 居る。 棄 てたい と 云 ふ 了見で 理窟 を附け 出せば したいと 云 ふ 願と 共に 理由 はいくら でも 湧いて 

く る^^: で ぁ る。 彼が 心 をと つ て 物を棄 てた の は 卜 八 世紀に 似合 はしからざる にせよ、 彼の 心理 狀 態から 云 

へ ば 左 も ありさうな 事に 思 はれる。 

其 上 彼の 議論 は 唯 心 主義で ある けれども 經驗 的で ある。 其 「幻 象の 新 原理」 は 純正 哲學に 導く 楷梯に は 

違 ひない が、 其 自身に 於て 心理 擧 である。 在來の 理論に よると 廣 袤と いふ 事と、 空 問 的物體 との 二者 は視 

覺 でも 分る、 义觸覺 でも 分る。 卽ち兩 方の 感覺で 一 樣に 分る ものと 思 はれて 居た のをバ ー ク レ H が 出て 來 

て さう でない と 主張した ので ある。 彼の 說 によると 吾人が 眼から 受ける 觀念 (觀 念に は感覺 性の 印象と 其 

模寫と を 含む) は 色の みで ある。 それが 漸々 觸 覺的觀 念の 記號 となって 其 代理 をつ とめる 樣 になる C 眼で 

見た 色 は 或 場合 に 於て 觸覺の 經驗 に 伴な ふ ものである。 そこ で 眼で 物 を 見た 時 は 觸覺と 云 ふ 事が 喑 示せら 

る、 檨 になる。 是 を視 覺廣衰 の .1<ふ とい ふ。 一寸 單 純な 樣に思 はれる けれども 其寳 は 複雜な 結合 か ら 出來 

て 居る。 それ だから 吾人が 物 を 見て 色と 共に 廣 がり を も 見る の は 過去に 於て 色の 觀念 と共に 出来上がった 

觸覺の 觀念を 呼び 起す に 過ぎぬ。 是 がつ ハ— ー 刃— レ— —の說 であって 後世の 心理 擧者は 一 般に之 を 採用す るので 

ある。 此實驗 的なる 態度 は 矢張り 英國人 流であって 何處 まで も事實 と 離れぬ 氣風を 示して 居る C 而 して 又 

五 九 


十八 w 紀^ i: お^とよ く 調和して 居ろ。 それ だから バ ー クレ— が 一般から 云って 物質的な 卜 八 世紀に 出た の 

も is? く  な^ 象で はない と 思 ふ。   

s> —ィ ッド、 ヒ ュ，^:^  (David  Hume.  1711—1776)0  T ぃ叫レ ll が 出て 物 丈 は 打ち 崩した が、 心と！： 

丈は侬 然として^ 在 を 認識 せられて 居た。 然るに こ、 に 蘇 格 繭 土から w,.;iK,Tr,、l^ ュ—^ なろ 豪傑が 出 

て來て 研究に  一 ：iS 歩 を 進めて 遂に 心 も祌も 一 棒に 敲き壞 したの は 痛快の 至りで ある。 彼の 第 一 の 著書 は 

『人 性論』 (淪 fsIL ぬに， W つて •： ^驗的 方法 を 試みた る もの) (A  Treatise  of  Human  Nature,  beinr ぶ n 

Attempt  to  introduce  thcj  wxperimental  Method  of  Jleasoning  into  Moral  Subjects.  :Lond.  173s) 

で、 これ は 彼の 大^ 述 であって 而も 彼の 一 一十 五六 歳の 時の 製 産物で ある 所 を 以て 兑 れぱ餘 程頭腦 S 勝れた 

人に 祁途 ない。 不^にして 此大 著述 は 折角 S 努力に も 開せ す、 世閒の 人から 丁 M 注意 を惹 かなかった。 彼 

は 後 iJH:: 家の^ 說を 「死生 兒」 と 評した の は 是が爲 である。 そこで 彼は此 著述 を 書き直して 一般の 人に も 

解ろ 様に した。 それが 『人間 の！^ 性に 關 すろ 研究』 となり、 『情感 論』 (A  Dissertation  on  the  passions) 

となり、 又 『S1H^;S 瑰に關 する 研究。 (An  Enquiry  concerning  the  Principles  of  Morals) となった。 

彼の： おによ ると、 せ 人が 平生 「我〕 と 名 づけつ、 ある；^ 體は、 丸で 幻影の 樣な もので、 決して 寶在 する 

ので はない の ださう であろ。 吾人の 知ろ 所 は 只 印象と 親 念の 連賴 に過ぎない。 た 此 印象 ゃ觀念 の 同種類 

が 何 rji となく 起って 來 るので、 修練の 結 として、 此 等の 錯雜 紛糾す る もの を 纏め 得る 爲に、 遂に 渾成統 

一 の 境界に 達する ので ある。 だか.， > 心 など 云 ふ もの は 別段に 夫 自身に 一個の 實體 として 存在す る もので な 

いと 云 ふの が 叫^.^ の 主張の 一 つで ある。 次に、 因果の： g 念と 云 ふの も 亦 習慣の 産物と して 出現す るに 

過ぎない ので あ 乙。 -<^::人は茲に5-と云ふ印象を受けろ。 次に こと 云 ふ 印象 を 受ける。 かくして S- こ從 伴す 

ろ 印象 を iiir おとなく 同一 S 順序に 經驗 する うちに は、 甲の 印象 を 受ける や 否や 習慣の 結 El^ として 自ら この 


印象 を 期待す る樣 になる のが 自然の 數 である。 斯の 如く 因果の 念と 云 ふ 者 は 習慣から 出て 來る もの だから、 

若し 之 を應 ffl しょうと するなら 其 習慣 を 構成す る經驗 の 範 園内に 限らる、 の は 當然の 話で ある。 經驗 的に 

與 へられた る 巳 知 件から して 出立して 漫 りに 經驗の 領域 以外に 逸出して、 徒らに 超絶 的の 議論に 移る の は 

明らかに 不法で ある。 從 つて 神と か 不滅と か を 口にする の は 不法で ある。 是が ヒ ュ M ム が 世人から して 懷 

疑 派と いはる、 所以で ある。 . 

偖此懷 疑と 云 ふ 態度 は 英國人 全體の 態度と して は 受取り 難い かも 知れぬ が、 十八 世紀の 英國 人の 態度と 

して は 調和して 居る 所がない でもない 樣に思 はれる。 成程^ 1, ムの樣 に哲擧 的に 理論的に こ、 迄 押し 詰 

めた 者 は澤山 あるまい。 又 多くの 人間の 居る 事 だから 其 中には 信心家 も 無論あった らう。 忠實 なる 基督 敎 

信者 もあった らう。 然しながら 槪 して 社 會の 調子が 懐疑 的で は あるまい かと 察せられる。 信仰が 餘り强 く 

なくなって、 世の中 はこん な 者 だと 中途で 妙に 悟った やうな 所から 云っても、 根本的の 事 は 分らなくても 

構 はんと 云 ふ樣な 調子の ある 處 から 云っても、 無暗に 物に 熱中す るの を輕 侮す る 樣な氣 風から 云っても 皆 

此懷疑 的な 態度 を 具へ て 居る 樣に 見える。 偖 全體 の社會 にこん な 空氣が 充満して 居る と 云 ふと 哲學 的に 物 

を 研究す るに もこん な氣 風で 手 を 着け 出す。 こんな 氣 風で 手 を 着け 出して、 こんな 方面から 物 を 見、 物 を 

考へ て 煎じ詰めて 行く と、 矢張り|.^^,^の樣な結論に達しはせぬだら5か。 しかも 一 度學說 的に 此處迄 

到達 もて 見る と、 一時の 臭味に 感染した 感情的な 仰 もの 始りは 綺麗に 消えて、 全く 普遍的に 效 力の ある や 

うな、 古今東西に 通す る やうな、 抽象的な 理論と なって あら はる、 ので はなから うか。 此出來 上がった 所 

丈 を 見て ヒ ュ 1^ の考へ は 一 代の 風氣を 反射して 居らぬ と 云 ふ 事 は 云へ まいと 思 ふ。 £ ポ して さう であると 

すれば こんな 舉 者の やうな、 普通の 人に 直接の 興味 を與 へぬ 事で も 何等かの 興味が あるの みならす、 文 

擧を 述べ る 前に ヒ ュ— ムの 哲擧を 一 言 述べ るの は 反って 適切な ことと 思 はれる。 ，^,T リ^の 感染した 樣な 

穴 I 


さ 一 

お 風 か： じく 文舉 S ト にも あら はれて 來れ ば^ 更 面白い 事 だと 思 ふ 。 

0 ハ：： ：^: レ ー の說は Y^r^lyz: の 心理 狀 態から 出た と 云 ひ、 ヒ ュ.. ムの說 は 1 代の 風潮に 胚胎した と 

云 ひ、 .^,^の說は^!^ぽを喜ぶ英人氣質から出たと說ぃたのは：|:れも不完全なものに極まってゐる。 だ 

からお 外に もっと 祓雜な 原 W が澤山 あると 云 ふ 事 を 御 互に 承知の 上で、 述べ もし、 聽 きもした と 致して 

置かなければ ならない。 一寸 考 へても 分る。 いくら， S ツ，^ ンか英 國氣質 だと 云って、 哲學の 系統 か，^ 力  1^ 

H お 一 ゆ 下 して 來 なけ れば經 驗說を 主張 しなかった かも 知れない。 を駭し よう 爲 に f  ^ そ 經驗說 を 

^立した ともれ 做される。 バ I クレ ー も 其 通り. 円-力 ルト、 , ^^の あとに 出て 何か自 說を樹 てようと す 

れば こそ、 彼等に 反對の 方而に 研究の 歩 を 進めた ので、 單に 自分が 僧侶であった からと 云 ふ事賨 は事覽 

として！ の ； に 数 ふるに 足る 迄で ある。 ヒ ュ —ムも 同じ 事で ある。 もし バ ー ク レ ー が 彼の 前に 出て、 

あ、 ムふ說 を if へなかったならば、 如： 1： に獨創 的な^ 川で も嗜 示の 材料 を 失って、 しかく 大 なる 懷 

疑^ を 持ち出す 迄に は 至らなかった とも 思 はれる。 だから 一 代 S 風潮の みが ヒ ュ ー ムの舉 說を產 出した 

杯と 云 ふの は^ょり やお くさざる 議論で ある C た  > 個人、 舉說、 社會、 國風、 文擧、 杯 をなら ベて 幾分で 

も =N,、^S 關係 をつ けて よ. フ としたから、 話頭が 此 所に 及んだ ので ある。 しかも 肝心な 本論の 文事で な 

いから、 それすら も颇る #. ^くさざる ものである。 簡眾 過ぎる 所 は 御 容赦に ぁづ かりたい。) 

ロック、 バ I クレ I  、 ヒュ ー ムの 三人の 舉を述 ベた からして これから は 他の 事項に 移って 御 話し をす 

る 苦て あるが、 今 一 つ 之に 聯關 して. 0 然神敎 者の こと を 述べて 置きたい と 思 ふ。 英國の 十八 世紀 は 自然 神 

敎者 s?fis..lia- として 知られた る 世紀で ある。 自然 祌敎を 主張す る 自 然祌敎 * の 多数 は 所謂 フ リ—  、 -r ン 

力— であって ホップス (Hobbes) 一流から 發 達して 來た 唯物論お の樣に 見える。 卽ち靈 魂の 不减. ゃ未來 

の 存在 杯は现 上 信ぜら れんと 主張す る ものと 見做せば 差 支 あるまい。 此 主張に 應 じて 一 方で は、 成程^ 


其 物 は 自然に 不滅で はない かも 知れない。 然しながら 神の 惠み によって 未来の 存在 を 得る ので あると 答へ 

る 者が 出て 來る。 すると 又 それに 反對 する ものが 現 はれる。 議論に 議論が 重なって 段々 局外者に は 解ら な 

くなる。 それで 此 等の 著書 は 總體で 百 部 か 二百 部 も ある だら うと 思 ふが、 何れも 耶蘇 敎に關 係した 哲學的 

の 議論 であって、 自然 神敎者 の 方で は 理性に 協 ふや うな 宗敎で なくて はいかん、 默示ゃ 奇蹟 は 信す るに 及 

ばす と絕 叫す るの だら うし、 又 反對の 側の 方で も 夫に 應 じて 色々 な 辯 護 をす るの だら う。 余の 如き 門外漢 

は此. M 雜 した 論 爭の なかに 一 歩 も 立ち入る 權利 はない ので あるが、 まあ 一 例を擧 ける と， 德を 賞し 惡を罰 

すると 云 ふ 事物の 原始的 傾向が 此世 では 旨く 出來ん から 均衡 をと るた めに 未来の 生命 を 神が 作った 杯と 云 

- ふので ある。 要するに 我々 日本人 11 ことに 耶蘇 敎に 興味 を 有って 居らぬ 余の 如き 者から して 見る と、 何 

の爲に 彼筝は 貴重な 時間 を こんな 問題に 費やして 鎬を 削って 喜んで 居る の だか 殆ど 要領 を 得る に 苦しむ の 

で、 成程 一代の 趨勢と 云 ふ もの は 不思議な もの だと 云 ふ感が 起る。 實を云 ふと、 前に も 述べた 通り、 余の 

如き 者 は 如何に 奮發 して 見ても、 此混亂 した 神學 とも 哲學 とも 判じ かねる 議論 を 研究して 其 道筋 を さ 

へ合點 する 勇氣に 乏しい ので ある。 萬 一 諸君が 此論爭 を 御 承知に ならう と 思 はれるならば、 ュ— バ— 幻 

^  (uebenvc; し の 『哲 學史』 第一 ー卷 三百 七十 一 冥 乃至 三百 八十 六 頁 を御覽 になれば 要領 丈 は 書いて ある 

から、 一 一三 日熟讀 したら 御會 得になる であらう と 思 ふ。 若し 又 詳細の 事が 必要な らば レス リ ー 、 スチ 1¥ 

"^の 『十八 世紀に 於け V- 英國 思想』 を 御覧に なれば よい。 

偖 自分で 解し 兼ねる とか、 面白くない とか 云 ひながら、 自然 神 敎の論 爭の事 を 何故に 兹に 一言で も 述べ 

たかと 云 ふと、 當 時の 哲學者 紳學者 は 皆 此の 如き 議論 を 自己の 本分の 樣に 心得て 居たら しく 思 はれる から" 

夫 を敢て 紹介して 置かう と 云 ふので ある。 それ を 紹介して 何の 爲 になる かとの 質問が あるか も 知れぬ が、 

私 は 局外から 見て 之 を 一 寸 妙な 現象と 考へ る。 而も 十八 世紀 流で はなから 5 かと 思 ふ。 元 來宗敎 の 中に 理 

穴 =1 


穴 四 

窟- か あるかな いかと 云 へ ば、 あるべき 害で あると も 無くて 成立す ると も 答 へらる、 ので あるが、 鬼に 角理 

性に 訴へ て宗敎 を？ f 論す る やうに なって は、 宗敎 は暖ぃ 感情的の ものでなくて、 • 冷やかな 理論的の 者と な 

ろことは疑ひもなき^？^-でぁる。 信仰と か 熱誠と か 狂亂 とか 云 ふ 境に 入る 時 は 理も非 も ある 者で はない。 祌 

が 有 雛い と 一 生 懸命に 思 ひ 込んだ 時には 神 其 物の 馬 性と か權 限と か 何とか 而 倒な 事 を首 ひ 出す もので ない。 

鏖寄を取って來て之を理^^的に觯かぅとするの-が旣に聖書の勢カがなくなったぃ 、設據でぁる。 成程 聖書 

を ft- 性に 合ふ樣 に解釋 する 事 も、 書き直す 事 も出來 よう。 然しながら さう したから と 云うて 宗敎熱 は 高く 

はならない。 宗敎 觀は變 つてく るか も 知れぬ が宗敎 上の 有難 味の ある 信仰心 は 熾に ならない。 耶蘇 敎の神 

はジ ュビタ ー でもない、 觀昔 でもない、 そんな 異敎 徒の 神と は 違 ふ、 其 場 性 をい へば 無限で ある、 趟對で 

ある、 遍. であって 全知全能 であると it: 路を經 過して 結論す るの も 成程 結構で あるが、 かう すれば 單に敎 

徒 S 照腦を 満足させる のみで ある。 敎 徒の 心情 を 満足させる 點に 於て 何の 位の 利 盆が あるか は 未定の 疑問 

であろ。 あろ 場 八 13 に は 却て 不利益になる かも 知れない。 彼等 は £： 分の 知る 能 はざる、 自分の 考 ふる 能 は ざ 

ろ 穴- バ,： ： を 以て 神な 飾った ので あるから、 此 穴 r- 名が 彼等の 心情に 反 饗 を 起さぬ 以上 は、 彼等の 神に 對 する 感 

情 は^ 輕を 起さぬ 丈 其 丈. ほ 弱になる 譯 である。 

然神敎 の 論^ は 是とは 逸 ふか も 知れない。 然し 自然 祌敎の 論 爭の樣 な 現象が 宗敎界 に 起る の は 何を證 

明す るかと 云ん と、 明らかに人^が理^に^^在して來たと云ふ事を證明して居る。 信 を 以て 立つ よりも、 

琐を、 W て 勝た うとす る 風 を 敎界の 全部に 輪 入した ので ある。 是は^^勢上已むを得なぃかも知れなぃ。 決し 

て 恶く云 ふ tg り はない。 然し 此倾， かト 八ぼ紀 の文攀 にも 現 はれて は 居るまい か、 それが 吾人に 取っても 

尤ん W 味の ある HI! であろ。 ^し此|-£|€^<ぃ所、 議論 を 好む 所、 瑰的 抽象的な 事 を f>i して 直覺的 感情的 

なる 點 ふ-冷却した 氣 風. か文舉 にも あら はれたならば、 吾人 は此に 於ても 亦 十八 世紀 全體に 渉って 一般の 英 


國人を 支配した 一 の 特性 を 認め 得る ので ある。 

二 政 治 

十八 世紀 は 政黨の 世で ある。 王 i とい ひ、 民 黨と云 ふ、 二 派の 攻黨 があって 互に 聲援 し、 互に 軋鑠 し、 

互 に 罵詈し たる 有樣を 今日から ると、 殊に 政治 に 冷淡な る 余の 如き 者から 3^ ると， 實に 意想外 である。 

其 熱度 は寳に 存外な 點に迄 及んで ゐる。 調べて ると 此 政治的 感情が 純粹の 娛樂を 目的と すろ 劇場 裏に 迄 

入り込んで ゐる。 刺 場の 一 側に は王黨 主義 を 賛成す る 婦人が 席 を 占める と、 こちらに は 民 黨最 2^ の 女 連が 

すらりと 拉ん で、 御 互に 雙 方から 睨み合うて ほ」 る。 そこで 役者の 口から 少しで も 政治に 關 した 臺詞 でも 洩 

れ よう ものな ら 11 否 微塵で も 政治 上 の 解釋 が出來 る樣な 言葉が 出よ う ものなら、 一方 は 釗れる 許りの 喝 

采を する、 同時に 一方で は 之に 負けない 位な 叱聲を 放つ。 之が 攻治 家であって 政-治に 狂して 居る 男なら ま 

だし もで あるが 婦人と 聞いて は 驚かざる を 得ない。 現に ヨン ソ ン— の 書いた 1^ . デ，^ ろ 傳 中に C  at  0  (ァ. デソ 

^の 作った 脚本の 名が) 千 七 百 十三 年の 舞臺に 上った 常時の 狀況を 述べて、 斯う 云うて ある a 

*  *  Tlie  whole  nation  was  at  ttiat  timej  on  fire  witli  faction.  *Tlie  Whigs  af>p>lauded  every  Ills 

in  wtlicll  liberty  was  mentioned,  as  a  satire  on  tli ひ .Tories;  and  ttie  TTories  echoed  every  clap, 

1:0  sliow  that  tlie  satire  was  unfelt.  The  story  of  Bolingbrolce  is  well  Isown.  Me  called  wooth 

Ills  .box,  and  gave  liiin  fifty  guineas  tor  defending  tlie  cause  of  liberty  so  well  against  a 

； perp-etual  dictator.  The  Whigs,  says  Pope,  design  a  second  ； present,  wlien  tliey  can  accompany 

k  witti  as  goo^  a  sentenc ひ. こ  . 

  ,   I   s  ,— 


穴 穴 

全 國民は 閥 的 紛爭を 以て 狂す る 許り 熱して 居た。 自由の 一 一字が 出る 度 毎に 民 常 ^ は 王 05! にァ テ 

コ ス ル t:^ りで 盛に 拍手した。 すると 王黨の 方で も 其 手に 乘る もの かと 云 はぬ 許りに 手 を 柏き 返した。 ボ 

リ ンブロ 1 クがダ ，：^^^  (役者の 名) み- C 分 S 枝 敷に 呼んだ 話 は 誰もよ く 知って ゐる。 彼 は 其 時"^^ スに 

-.; -4- ギ ，ー ー を與 へながら 斯う 云った。 ；£1-權^1^の面に立って、 しかく 自. m の 一お に盡 くされた る勞 み-謝すと „ 

フ 1 に 間いて ると、 斯う 云 ふ 面白い 文句が 云へ さへ すれば、 民^ はもう 一 湿 ブ！ スに 纏頭 を やる 積 

り ださう だ 0)   

政治^が 劇 5|;?：1！ に J« 人した^ 據は、 サ ー、 口 マト、 ヲ ^^が 千 七 百 三ト七 年に 彼の 特許法 案を提 

出し；」、 m 後 新作 S 脚 木 は 必すロ —ド • チヱ ンバ— レ  1^  (宵 名) の嚴密 なろ 儉閱を 待って 始めて 場に 上す 事 

を5^5?規則にしょぅと巾し出たのでも明らかでぁる。 彼等が 如 何 に 一派 心に よって 支配せられ たかは 此 一 

事 を：： て も 合點が 行 く だ ら う。 

nv に^^ 計りで はない 殆ど 事々 物々 が？ M 派 的 C 太 味を帶 びて 居る。 新聞紙 は 日毎の やうに 誹謖識 謗、 人身 

攻 じ 埋まる 位、 町內往 來は是 から 起る 喧啼騷 動の 爲に 寧日の なき 位、 賑 ひと 云へば 中々 な賑 ひで ある。 

あろ は 杯は此 派 心が 服装の 末に 迄 及んだ。 黃 色の チョッキと 同色の す ほん は民黨 で、 眞 紅の チョッキに 

ヘム ^をつ け て lif" い 鍋 の す ほ ん い た の が •H-TTH の 味方と、 いつの 問に か 相 揚が 極まった 杯 は、 57 .1 天然 

.E 然に 5« -化ハ と巡资 S 制服-か 出 來た樣 な ものである。 夫から 女が 頭に 狐の 尾 をつ けて、 同じく 狐 吸 手套を 

m ひると チヤ— ルス、 ゼ I ムス、 フ オクスの ？ぉ 派で あると 云 ふ 事になる。 是は 狐と フォ ク スで駄 JOT 落て 居 

るが， 械 幟に. =に 鮮明て ある。 

狂 熟の 餘 0 や ^ 外な 所に 政治的.：：々 味が 傳は つたの は 以上の 如くで あるが、 肝心の 本 ij^ 張 本 S 政治屋 —— 攻 

治； ai と 云っても ー國の 政治に 闕係 する *p を 云 ふので はない、 攻： IS に 興味 を 有して、 しきりに 之 を 論議す る 


者 を 云 ふので ある。 11 是等は 皆 夫々 會 があって、 皆銘々 が 行きつ けの 珈： 讲店 又は 酒店に 集まって、 深夜 

に 至る 迄攻附 の處置 方針 等 を 批評したり、 又は 議論す るので ある。 (， 討論の 题 m 等 は 新聞に 廣告 したり、 

又は 書かせたり する。) 是が敎 宵の ある 又 生活に 餘裕の ある 所謂 紳士 計りで あれば、 別段 怪しむ にも 當た 

らんが、 倫敦の 手代、 屠獸 者、 麵 麴屋、 靴屋、 仕立屋 杯で さへ も 夫々 惧樂部 を 構成して 盛に 政論 を鬪 はし 

たと 云 ふの だから 驚かれる。 曾て 叫. T:;:^^^ が (カゴ ント、 ガ— デン雜 誌八號 及び 九號に 於て) 彼等 

を 諷した 事が ある。 フィ— チ ン，^ は 去る 所から か ゝ る會の 記事 を 送られた と號 して、 自ら 其 記事 を 彼等 

の無敎 育な 一 K おで 緩って 之 を該雜 誌に 載せた ので ある。 其 文に は 斯う ある。 

Important  questions  cunsarning  relidgin  and  gut-ennint  liandyled  by  tlie  RcVhiiilioodians, 

•  March  8, 1751.  、rhls  e,venm  tlie  cjuestm  at  tlie  ROTDinllood  was,  "Wtietlier  relidR.in  was  of  Julnv 

yoiise  to  a  sosyaty;  baken  (taken)  bifor  mee  Tommas  whytely-ed,  t-aker.  James  Skotcluiai, 

rf_p^-woo^.-  sp-ali;  iis  sli (ミ -eth:  Sir,  I 1mm  of  up-inion,  t±at  relidgin  opy  t-e  of  no  vouse  to  tsv 

mortal  sole;  rf-ocp^^.xo  as  why,  reuclgin  is  no  youse  to  trayd,  and  if  relidgin  .he  of  youse  to 

.trayd,  】10w  is  it;  yottsefool S0s3、a1;y.  Now  nobody  can  dr し： nv  .hul; 1; ザ al; a Inall  maye  karv  on 

tiis  trayd づ ery  wel witlsut  relidgin;  nay,  and  rf-rt^^o^.  two,  for  tlien  he  mnve  .vvurk  won  dav 

m  a  wik;  mor  than  at  present;  wliereof  no げ ody  can  saye  tmt  that  seven  is  more  tlian  six, 

etc.,  etc.-- 

無論 常人に は觯 すべ からざる 英語であって、 其 解す ベ かもざる 所が フィ ー ル. デ ン グの讀 者に は 興味の あ 

る 所で ある。 i 央 語の 敎授で ないから、 文法 や 綴字の 問 違 を 一 々訂正して 兄せ る 必要 も あるまい が、 何 のこ 

とか 會 得に ならな いと 引 S した E. 斐 がない から、 まづ ー應 日本語に 譯 して 見よう。 然し 譯 すると 同時に、 
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穴 八 

文句 C- 尸お は她 H 通の 日本語に なって 仕舞 ふか ら其 積り で见 なくて は 不可ない。 

(口ビ ンカ ド會， k によって 議 せられた る宗敎 及び 政治に 關 する 重要 問題。 千 七 百 五十 一 年 三月 八日" 

口 ビ ン フ I に 店の 名ら しい) に 於け る 今夕の？！ 題 は 宗敎は 社會に 必要な り や K 口 やの 問題な り。 討議 

■ は余卽 ち 1 ー飽 星の， 「や， ホヮ つ！^ の 前に is かれたり。 其 時 床 星の ゼ， ^,rt^ 、—| ス I コ チ， 下 の 

^きな；： を咪述 せり。 —1 議長。 余 は 斯う 云 ふ 意 3- を 有して 居ります。 卽ち 宗敎は 何人に 取っても 不川 

なりと云ふ^？；-兄でぁる。 何と なれば 宗敎 は商賫 上 何等の 利益 もな きもの だからで ある。 よし 宗敎 が商賣 

上に：|:^51??かの利益ぁりとするも、 どうして 社 會に耍 川で あると 云 ひ 5£ る であらう。 偖、 世に 宗欽 なきと 

も •，；->< S 商- 1" を營み S£ る は 何人も 疑 ひ を容れ ざる 所で ある。 否 無い 方が 寧ろ 幸福で ある。 何とな れぱ現 

今よりも 一週に 於て 1 n 丈 lea 紫の ゆ 21 を 儲け？ 化る からで ある。 七日が 六日より 多き は 何人も 爭ひ 難き 事 

«i である 0 云 々c) 

. は 寧ろ 宗敎ヒ S 討論であって 攻 治に 關係 はない 様で あるが、 凡て か、 る 口調で 攻治 上の 事 を 論議した 

と れば^ 支 あるまい。 (是は 現今 倫 下等 社 會の言 _ おに 大分 似て 居て 興味が あるから 引^して 見た。) 

此等の人が^合する珈琲店とか酒店とか云ふ#は十八世紀に於て種々なる^„1を有する所から08すべ 

から ざ る^ 象と して， 歴^上 人の 注^ をお ^ い て るる。 だか ら是 は 後から 別 S 條目 とし て 御 話し をす る 積り 

である。 

政治3项2下に選^5^$-を 一 IK 云 ふ 接り である。 現今 日本の 選 擧は隨 分 腐敗して 居る と 云 ふ 話で あるが" 

お 畔 S 英^の 狀態は 又お くべ く で、 又 驚くべく 無 主義 無節操であった。 1^}.生は嘘をっぃたり人を欺^ 

たりす 乙 こと は S つてす ベ からざる^^？；と心^：ても居り、 又 之を賓 行して 居る 人が、 選擧に ii すらと 丸で 別 

人の 樣な敗 t!i 瑰 になる。 名黎を 害しよう が 詐欺 を やらう が 構 はない、 只競爭 者に 勝ち さへ すれば それでよ 


いので ある。 自己の 黛 勢 を扶殖 する 爲には 上總理 大臣から 下 郵便局の 小 使に 至る まで を 餌に して 釣る ので 

ある。 ..^.zn^.,.:.—,^ と 云ふ晝 家 (是は 後に 一 寸御 話し をす るが、 御 承知の 通り 有名な 畫家 である) が 例の 諷 

刺 的な 畫 風で 選 擧の圖 を 三枚 描いて 居る。 —ホ. I ガ ー ス の畫は 固より ポ ン チ (caricature) に 近い もの だか 

ら、 多少の 御負けの あるの は 勿論で あろが、 就いて 之 を 見る と當 時の 選擧の 模樣が ありく と 能く 分る-〕 

第一 圖は 候補者が 選 擧區で 御馳走 をす る圖 で、 第一 一 圖は運 動す る圖 で、 第三 圖は愈 投票と 云ふ圖 である。 

其 中 最も 甚し いのは 第 一 圖 御馳走の 圖 である。 一 寸其 解題 を 申す と。 11 四 卜 人に 餘る 同勢が 卓の 周圍 

やら、 部 星の 中に 各 勝手な 眞似 をして 陣取った ものである。 固より 支離滅裂に 陴 取って ゐ るの だから ー圑 

となって 御馳走に 呼ばれた と は 到底 受け取り 惡ぃ位 席が 亂れ てるる。 しかも 室の 外部から は反對 派の 者が 

しきりに 石 や 煉瓦 を投け 込んで るる、，^ 其 破片が 室内の 一 人に 當 たって、 其 男 は將に 椅子から 倒れ 落ちつ 、 

ある。 他の 一 人が 之 を 怒って、 椅子 を 振り 上け て 窓外 を目懇 けて 今や 放り 付けよう とする。 一 人 は 壺の中 

から ザァ —ッと 小便 を 外の 奴へ 浴びせ かけて 居る。 淸敎徒 風の 一 人が 賄賂 を固辭 して 居る と 女房が 傍から 

大聲を あゆて、 自分 や 子が 餓死す るの も 構 はす 金 を 貰 はない と 云 ふ 法が ある もの かと 怒鳴って 居る。 其 他 

ひっくり返って 居る 奴が ある。 頭へ 傷 を こしら へて、 其 頭上へ ジ ンと云 ふ 酒 を 打ち かけられて 居る 者が 居 

る。 最も 滑稽な の は 食卓に 坐って 居る 一 人で、 餘り食 ひ 過ぎて 目 を 廻して 居る。 片手に 肉 叉 を 握って その 

肉 叉に は 牡蠣が ついて 居る。 醫 者が 其 傍で 出血 法 を 遣って 居る。 選 擧の亂 暴な 事は此 でも 一 般が 想像 屮 I 來 

る" 或 時 は 選擧の 役人が 三十 七 票し か 得ない 候補者 を當選 だと 宣告し、 八十 七 票 を 得た 者 を 反て 落選 だと 

詐 つた 事 さへ ある。 是は序 だから 御 話し をす るが， ッ ク ス と 云 ふ 人が 選 擧を爭 つた 時に，^、 大分 女が 加 

勢に 出た ものである。 デヴ オン シィァ 公爵夫人、 力 ー ライ 1^ と ダ， ー ビ ー 伯爵 夫人、 ビ ー チヤ ム 夫人、 ダ ン 力 

, 「、「夫人 等が いづれ も 精子に 狐の 尾 を 插んで 戶每に 投票 を勸 誘して 歩行いた。 當 時の 人 は 之 を 落首 (Epi- 
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gram) に 化った。 

： Arrayed  in  matchless  tsauty,  Dcvon-S  fair. 

In  Fox-S  favour  ta.kes  a.zslous  p>al.t. 

But  oti  ！  WJlere-er  th ひ pilferer  coines,  t>ewarrt  ！ 

Slie  supplicates  a  vote,  and  steals  a llrtart.: 

(無雙 の-好色に 身 を 堅めて デヴォ ンの 美人が、 q「 んの爲 に 熱中す るの は 好い が、 泥棒 をされ るか 

氣を 付けない と危 い。 此女は 腰み 低く 投票 を 願 ひます と 出る。 さう して 人の 心 を 奪って 行く。) 

成お 殺お が此 公^夫人に、 御依賴 通" 投票 をす るから 御褒焚 に 接吻 を さして 頂きたい と 云ったら、 公爵 

夫人に 化 しいと 云って、 接吻ん-許 したと 云 ふ 話さへ 傳 はって. るる。 落せの 出來 たの も 無 輝 一はない。 

ゆ の 政德の .Ji 敗 ふ-: ム へば 有名な^で、 何人で も少々 麼史を 讀ん だもの は 心得て ゐる。 ジ 3  if 一世 か 

ら^ w,^! 一一 世の 時代に 至る まで、 民 一 S 閣は 贈贿 及び 敗德の 有らゆる 手段 を盡 くして 自己の 地位 を 守つ 

て 居った。 一 口に 云 ふと 今と 同樣に 誘：；： 人.^ 體を K 收し くす ので ある。 夫で 平氣な ものであった。 毫も 不 

ほとば はれなかった 樣子 であろ。 一 例を舉 ゆると^ II 口， T^,^ 、！， n^T^I.^ が 議員 を 御馳走した 時議 

a が^に 着いて ナブ キン を 取って ろと 各自の ナブ キ ンの 下に 五 百磅の 手形が あつたと 云 ふ 有名な 話さ へ 

先づ 此 で， M 派！^ お t  W 話 は 止め るが , =y に 囚っ ；し a ると 當^ は隨 分^ 雜な 世の中 で 有 つたに ^達な い 、 

又逍德 も餘り 進歩して 居なかった に相途 ない： 人み- Ms する 事 杯 は： 牛氣で 居た に 相違ない。 偖此 政治的 感 

の ；般は 矢-服り 文 上に 反 iJi して は W5 まい か。 王赏 とか、 民 一と 云 ふ 字 は 常に 文學 害に 散見して は 居ら 

ぬか。 彼等の？ 3 德 はありの ま、 の 姿を以 て フィル ， 、チ ン グ 、 スモ I レットの 小說に 出て は 居らぬ か、 又反對 


の聲 として ァ、 デソ ン、 叫  1 ル、 下って- コー ル ドス ミスの 著書 杯に あら はれて は 居らぬ か。 又 他 を 罵詈す 

ると 云 ふ 一 代の 氣風 は、 文學 上に Satire なる 一 種の 產物 となって 現 はれて 居らぬ か。 追 ひく 其 邊を分 

明に して 行きたい と 思 ふ。 

三 藝 術 


十八 世紀 は 音樂に 於て、 ハ ン デル  一； Handel.  1685—1759) を 生じた る 世で ある。 ハ ン デル は 在來の 人の 

夢想す る こと も出來 なかった 聲音 的敍述 (tone-painting) を 樂界に 輸入した 人で ある。 ベ I ト ー ヴェ ンゃ 

シュ ー マ ン のために 地盤 を 固めた 人で ある。 彼 は 鳥の 鳴く 聲ゃ、 川の 流れる 音 や、 其 他 自然の 聲を 表顯す 

る 事 を 力めた 人で ある。 其 上 彼の 傑作なる 神樂 (oratorio) に 至る と此聲 音的敍 述を擄 張して、 太陽の 一 

所に 止まって 動かざる 樣子 やら、 奇蹟の ために 紅海の 巨浪が 裂ける 狀態 やら を聲 音 の 力 で 喑 示す る に 至 つ 

たと して ある。 (T ^力，， か は獨 逸人で ある けれども 英人 は自國 に關係 深き 點に 重き を 置いて、 此音樂 家 を 

英國 人と 做して ゐる。 へ ン デ おと 云 はすして ハ ン デ ルと 呼ぶ の も 之が 爲で ある。) 

音樂に 於て ハ ン デル を 生じた る 4- 八 世紀 は、 檢畫に 於ても レ ノル ヅ (sir  Joshua  Reynolds) を 出 だし- 

- (Thomas  Gainsborough) を 出 だし、 又 一 代の 奇傑ホ ー ガ ー ス (William  ffiogarth) を 

出 だした。 私 は 音樂に 就いて 不案内 だから 何も 話す 事が 出來 ないし、 输 畫に闢 しても 固より 詳細に 調べな 

いの だから、 多く を 言 ひ 得ぬ 男で あるから、 只 大體の 耍を搔 い 摘んで i: 參考 にしようと 思 ふ。 ま づ千七 百 

三ト九 年に 「藝術 愛好 會」 (Dilettanti  society) と 云 ふ 一 種の 會が 成立した 事から 御 話し をす るが、 是は 

僅か 五 人の 人が 發起 人に なって 設立した ものであって、 其 五 人が 揃 ひも 揃って 悉く 伊太利へ 旅行した 事の 

七 一 
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ある 男 計りであった。 會の趣^^は自分等が外國を旅行した時面白ぃと感じた繪畫藝術を自國に於て獎勵し 

ようと 云 ふので、 丁度 今日！；！ a 邦の ハイカラ 流の 遣り口と 同じ 事で ある。 夫から 卜 年 立って 千 七 百 四 ト九年 

に は 「； 尖 術 協^」 (The  Society  of  Arts) と 云 ふの が 設立 せられた。 以上 は兩會 ともに、 懸賞の 方法で 仏 m 

畫を ss^ 集したり、 乂 は肢& ^會 杯に 使 川す る爲に 自家の 建物 を貸與 したり、 其 他 色々 の 手段で 斯道の 爲に獎 

勵の策 を 講じた ので ある。 さう かう して 居る 3： にホ ー ガ ー ス ( 一 六 九 七 年— 一 七 六 四 年) が 出現した。 

此ホ I ガ ー スと云 ふ 人 は 疑 ひんな く 一  種の 天才で ある。 天才で は あるが 餘程 片寄った 方で ある。 彼の 檢 

を ろと 色が 4^ 常に 好い と 云ふ譯 でもない、 乂 今の 人の やかましく 云 ふ. テツ サン 杯 も (余の 如き 素人の 眼 

から て も) 調つ て 居らん。 然しながら 彼 は當時 の 風俗 塞 家と して 優 に 同-;^ 代の 人を壓 倒す るの みな らす， 

の^ 味から 云へば、 恐らく 古今 獨 歩の 作家 かも 知れない。 彼は他5^^5如くべ^^臉5諸祌ゃ古代の勇 

^？^：：^を^！：：：とすろ^？^ゲ：^しとしなかった。 彼は氣 取った 上品振った 高尙 がった 畫風を 唾棄した ので ある。 

彼 はジョ ー, チ^ 代の 人 問 であって ジョ 1.、 チ 時代の 人間 を 描いて 満足して 居った。 而も 彼の 付ける 所 は 普 

通3港^^のは^!:ギるサがらしぃ處ではなぃ、 他 迎に 詩的と 認められ たる 處 ではない。 彼 は 特に：^ 苦しい 貧乏 

町 や、 俗 鹿の 充満し 丁  ろ市銜 を擇ん だ。 さ うして 其 2： に 活動して 居る 人閒は 決して 眞 面；！：： な 態度の 人間 

ではない * 必す或 滑 1^ 的の 態度 して 居る、 或は 諷刺 的 意義 を寓 して 居る。 其の 大膽 にして 如何なる 

，ん-ん^?$して5!:らぬことは、 彼の ^中の 「前」 --Before: と 「後」 ： After  ： と名づ けられた る 二 枚が 

^お 林： と 1^ を 命ぜられ たので も 分る。 (たま/ に此ー 一枚 入りの 儘の 畫 築が 出る と 頗る 高惯 に賫れ る。) 

加 之 彼 は紛を 以て、 檢の 本分 以外なる 事件 *B 發股を さ へ 描かう と 試みた。 有名なる --Marriage  ^ la 

Mode: など は 六 枚 殺き になって るる。 是は或 贵な贵 族が 結婚 をす る 始めから、 結婚 後 S 家庭の 有様 を 

通して、 遂に 不幸に 終る 迄の 經歴 を、 彼 一 流の 風俗 塞で 示した ものである。 第 一 は 結婚の 約束の 場。 第一 1 


は 朝飯の 楊で 亭主 は 宿醉、 女房 は 欠 仲の 體、 兩人共 冷淡で 無頓着で 何う 見ても 夫婦の 情 合ら しい ものが 現 

はれて 居らない 所。 第三 は旣 に財產 を蕩盡 した 亭主が 健康 を 害し 醫 者に 見て 貰って る圖。 第 四 は 女房が 自 

宅で 大勢 を聚 めて 放埒 を盡 くして 遊んで 居る 所。 第五 は 女房の 不義 をして 居る 處を 見付けて、 亭主が 劎を 

拔 いて 飛び込む と、 却て 姦夫の ために 刺されて 無惨な 最期 を遂 ける。 第 六卽ち 一 番 仕舞の. 一 枚に は 女房が 

ャ； 保 を 仰いで 死ぬ 處か 描いて ある。 そこへ 阿 爺が 來て 娘の 手から 金剛石の 指環 をはづ すと 云うた 樣な 皮肉が 

ある。 此繪は 今でも National  Gallery に 懸かって 居る と 記憶す る。 此外 にも ： Rake\s  progress: と 

か ：aarlot-s  progress: とか 云 ふの が ある。 プログレ スと. は經歴 とか、 一 代 記と か譯 すべき もので、 前 

者 は卽ち 放蕩 兒の 生涯 を 八枚續 きに 延ばした もの、 ！ 財產 を相續 した、 のら くら 息子が、 藝人封 £ 間の 類 

を 呼び集めて 無闇に 散財 をしたり、 茶屋酒 を 浴びたり、 賭場へ 行ったり、 借金で 牢へ 入ったり、 最後に 狂 

癒院へ 送られて、 市が 榮 える 迄 を 順々 に 描き 分けた ものである。 後者 は卽ち 名前の 示す 如く、 寶.^ の 一 生 

を 前同樣 の赃路 をた どって 容赦な く寫し 出した ものである。 

ネ！ ガ ー スの晝 は 疑 ひもな く 卑猥で ある。 或點に 至れば 殆ど 殘 忍に 近い 感を 起す。 臆面もない 斟酌 もな 

ぃ畫 である。 のみなら す、 故意に、 もしくは 無理 無體に 露骨 を 街 ひ 過ぎる から、 一種の 意味の 理想 畫で * 

また 一 種の 意味の 寫實畫 及び 風俗 畫 である。 それで 之 を 寫實畫 風俗 畫と いふ 方面から 見る と當 時の 文學と 

密接の 闘 係が あるに 相違ない。 菜せ るかな、 フ ！  ；：^ ル. デンク 杯 を) 一 g むと、 其の 滑稽 的なる 點に 於て、 其の 

無遠慮なる 點に 於て、 其の 諷刺 的なる 點に 於て、 而も 其の 倫理的なる 點に 於て よく 類似して 居る。 

ル. デ ン グの 書中に はホ ー ガ— スの畫 きさうな 題目が いくら もみる。 又ホ i ガ i ス の畫 にはフ ィ— ル. デ ン グ 

が 解題し さうな 所が いくら も ある。 

ネ ー ガ— スに 次いで 起った サ—、 ジョ シュア、 レ ノル. 力 は 別 方面の 肖像 畫の 部門 を 開拓して、 その 技術 
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の il 山と：：： せられて おる のみなら す、 又師 として 仰がれて 居る。 今迄の 畫ェの 描いた 畫と云 ふ もの は 肉で 

も 衣服で も 性格で も 態度で も、 ^に 任せて 在来の 約束に 從 つて 描き 上： & たもので、 毫も 眞の 肖像ら しい 感 

じを與 へなかった の を、 ，^11-. か 出て 來て 始めて 之を ー變 したので ある。 彼の 塞に は 非常に 落 付きが あ 

る。 而もお くべき 密な觀 祭が ある。 ！ 寸 怖へ 惡ぃ樣 な 情 I を 巧みに 捕へ て、 描かれた る 主 を 躍 然と 畫布 

の 上に 寫し 出す。 小；： 儿の無 邪氣な 所で も、 慈母の 溫愦 掬すべき 有樣 でも、 靑春 S 燃 ゆるが 如き 狂 熱で も、 

やすくと 之 を 一枚の 力 ン バ スの 由に 收 めて 仕舞 ふ。 (^T^ と共に 肖像 ft 家と して 知られた のは^ 

ン ズボロ I であるが、 恃像i^.M家として此人の事を述べ る餘 地がない から 略す る ことと する。) 

お、.^ で この $E 像^と-: ムふ 者が 何故 こんなに 發 達したら うと 云 ふ 問題になる。 無論 力の 様な 大家が 

出た からで あると 答 へれば 夫 迄で ある。 然し 何故 こんなに 流行した らう。 人の 言に 依る と、 彼の 螯 室へ は 

^多の 老若男女が 絶え間なく 詰め かけて、 先を爭 ひつ、 畫 中- S 人物と なりたが つたと 云 ふ 話で ある。 是も 

無； 水の 伎 から 出た 繁昌に は相逮 なから うが、 少し 調べ て 見る と、 此 繁昌 を 来した 裏面に は 物質的 膨 

限と 云 ふ大 が 伏在して 居る。 其 英國は 農業 上に も 牧畜 上に も、 大 なる 改良の 結果と して 非常 S 利益 

を 受けた、 ムに vrn 姓 S 黄金 は 代で ある。 そこで ffl 舍の 懐の 暖く なった 連中が ー樣に 巾し 合 はせ た樣 に、 

C 分 共のお 像 を 描いて 贯 つて、 之 を 室 S の 装飾と したの だと、 ^か 或 物に 書いて 在った に 記憶して 居 

ろ。 けれども 亦 ！ 方から； ろと 懐中が 暖まった から 必す しも 小： ！ 像畫を 描かせる と 云 ふ 理窟 もな ささう に 

え 乙。 よし^ S 方に 趣味が 走る にしても 山水 違と か 歴史 鼓と か を K つても 濟 みさうな ものである。 勿論い 

^^^が $1： 像 家で あるから して 注文す る もの も 背 像晝を 描いて 貰 ふのに 不思議 はない かも 知れない が、 

問 题を 逆さに すれば、 何 故レ ノル ヅ がお 像 畨-專 門 家と も 云 はれる 樣 になった の-たらう ともなる。 私 はこん 

な^ に 答へ る fsa^ 松 も 義務 もない。 叉 誰 だって 到底 答へ る 事の 出來 ない 問 超 かも 知れない。 然し 此 一節に 


於 I」 も出來 得るならば 文學の 方と 幾分の 閼係 をつ けて 見て、 相互に 共通 類似の 點が あれば、 異なった 社會 

的 5 ^卜, A の 底に も喑 流が 一 つに なって 彼我 を贯 いて ゐ ると 云 ふ觯釋 が出來 ると 思 ふ。 少し コ ジッグに なると 

思ったら あとから 割引 をして 置けば よい。 ー體、 畫で 肖像 畫と 構す るの は 文學に 於て 何に 相當 する だら う。 

寫 實小說 でも あるまい。 (是 は畫の 方で 云 ふと^^^^.^ の 領分で ある。) 歴史的 ロマンス でも あるまい。 

(是に 歴史 晝に當 たる。) 古代の 神話 杯 を 題目と した 詩で もなから う。 (是は クラシ 力 ルな^ 目の マ； II 畫に 

相 常す. る。) すると レ ノル ヅ 杯が 描いた 肖像 晝は文 擧で云 ふと 何に 當 たるたら 5 か。 余の 考へ では 所謂 性 

格 寫 (ctlaracter  sketches) に 匹 敬す る 者で は あるまい かと 思 ふ。 Character  sketches と 云へば 今で 

も 通用す る 尋常の 語の 樣に 聞こえる かも 知れない が、 昔 はもつ と 特別な 意味み-有して 居た。 是は 十七 世紀 

頃から 起った もので、 始めは 滑 侶と か敎師 とか 云 ふ ほんやり した 題目の 下に， 極く 短 かい 敍述 をして ゐ た。 

固より 類型 以上に 漠 たろ もので あつたが、 ト八 世紀になる とそれ が 段々 に發 達して 來た。 小說の やうに 筋 

の 立った もので ない にしても、 鬼 も 角 短篇 S 中に ある 人物 s 性格 を 一 寸畫き 出す 樣 にな つた。 ァ .-チ ソ ン 、 

スチ ー ル 杯が 自家の 雜誌 上で 得意に 遣った 仕事の 一分 は此 Character  sketch である。 中に もァ. デソ ン の 

作った かの サ—、 口 ジァ— の 如き は 今以て 文學 史上 有名な 人物と なって るる。 何故 此意 味の 性格 描 寫が肯 

像畫に 比較すべき もの かと 云 ふと、 御 承知の 通り 肖像 畫は 現前の 人ん-其 儘に あら はすの が 主であって、 モ 

デル 其 物が ある 目的の 方便に 使用され る S と は大變 趣が 違 ふ" 其 人が a ひて 居れば 逢 ひた 樣 にかけば 好い。 

笑って居れば 笑った 樣に 富せば 好い。 そんな 表情 をされ て は：^ 場合 SI るか U ら、 も 5 少し 我慢して 而 U に 

なって 吳れ ろと 注文す る 必要 も 何もない-" 斯樣に 描かるべき 人物が 偽らざる 自己の 表情 卽ち 性格 S 符徵を 

持って くるの を、 畫 家の 方で は隨 時に 摸寫 する ので あるから、 所謂 カラ クタ ー、 スケッチと 大變其 揆をー 

にした 所が ある。 此ー 一 者が 偶然 li: 發 したと すれば 夫 迄で あるが、 もし 一 代の 好尙が 根に あって、 其 根から 


七 穴 

分か，；； て卞 に 入って^ 像 迸と なり、 文に あら はれて 一種の 性格 描寫 となった とすると、 大分 話が 面白くな 

つてく ろ。 私 は に 自分の 話 を 面白く する 爲に必 す さう だと 斷言 する 程の 勇氣 はない。 けれども 幾分 かさ 

うか も 知れない と 丈 云って、 あと は 諸お の 研究と 刺斷に 任せる 迄に はして 置きたい。 然し 大した 思 付きで 

もない。 ^分の か あるに しても、 た  >  夫 限りの 事で ある。. 甚だ 淺 藩の 思 付きで あると は氣が 付いて ゐ 

乙 0 

八- 一 つ レ ノ ルヅ の,；，：； が 卜 八 世紀の 特色 を帶 びて 居る 事が ある。 十八 世紀 は 一 面に クラシ 力 ルな 世で ある C 

フィ— ル.. チン グゃネ ー ガ— ス が 出た にも 拘らす 中 々 約束 的で ある。 所が 今 云 ふ 肖像 畫は 決して クラシ 力 ル 

な g!::! ではない。 レ ノル ヅは此 中 問に 立って 巧みに 此ー 一 者 を 調和して 彼の 晝を 時勢に 應 する 程の クラシ 力 

ルな ものにし たので あ 乙。 卽ち彼 は 彼の く 常時の 人物 を 古代の 人 S 服装 を 着せる とか、 又はもう ー步進 

んで之 を 上世の 神に 兑 立てる とかして、 依賴 者の 請求に 應 じたので ある。 かの 有名なる シ ドン ス 夫人が 悲 

:§5女神として此^.;^家の手に不朽の芳名を垂れっ 、ぁるは洽く人の知る所でぁる。 是も 時代の 影 饗 の 一部 

と し Tzt^ れぱ：3^ る こ とが出來 る と思 ふ。 

s-l 後に ウィルソン とい ふ！；穴-色^^がー家の こ- -ー に 就 い て ； 口 御 話し をす る。 此男 は英國 風景 番 i-s 元祖と 云 はれ 

た 人で、 ^太 利 及び 佛齟 西に 遊んで. K 睦 諸家の 感化 を 受けた の ださう である。 尤も ラ ス キ ンの 評に よると、 

此人の卞！^はブ|サ ン や F^. 力 「ト 杯 を もぢ つた 者に 過ぎぬ と ある。 御 承知の 如く 天然と 十八 世紀と 云 ふ 

の は 船る 與 味の あろ 問 超で、 十八 世紀の 詩 を 論す る 人 は必す 十八 世紀の 詩人の 天然に 對 する 態度な 批評す 

るの が 例で ある。 余 は 一 歩 進んで 詩 中に あら はれた 天然と 此ゥ イルソン ゃゲ ー ンズボ 口 ー の畫 いた 自然 を 

比- して 化たら ば、 矢. 张り兩 方 北ハ  一 な 味に 支配 せられて 居る 事 はなから うかと 思 ふ。 然しながら 余の 

如き 设 な 粉 被 S 知識で は 到底 充分な 御 話し は出來 ないから 此位 にして 已 めて 置く。 夫よりも 他日 もし 機 


會が あったら、 かの 有名な^ の 山水と 是 等の 諸家 を對 照して 御覽 になったら 非常に 興味の ある 發" „ - 

を せらる ゝ 事と 信す る。  - 

四 珈排 店、 酒肆。 及び 俱樂部 

t 三つの 者 ま 大同小異であって、 何れも 十八 世紀の 社會的 生活に 離す ベ からざる 因 緣關係 を 有して 居る。 

h^0p^iro 豪, i,4if 影 響がぁる。 是 等の slil の 事、 其 翁が 豪 

^ 中 こ ：2 する 事 も あるし、 又此 等の 建物へ 文人擎 霧した 事 も あるし、 そこで 草稿 を 起した もの さへ 

あるつ 第一 ：來る 珈琲 店と 云 ふの は、 上下 貴賤 共に 出入した 所で、 實際を 云 ふと、 あながち 珈琲 を飮， -た 

？、， だ きりで はない。 そこへ 行って ぶらくす る、 或は 新聞 まむ、 或は 手 f 書く、 

或は A る フの出 來事を 聞く、 或は カル タを 取る、 或は I をす る。 要する に甚だ輕便な 所で ある。 ト八 世紀 

に；：^ つて 二十 年と ならぬ 中に、 倫敦の 珈琲 店の 數が 忽ち 二 千と 云 ふ數に 達した と 云 ふので も 其 盛大な 事が 

られる 0 

セ 等の 珈琲 店に は 夫々 得意があって 是は 坊主の 行く 所、 是は 町人の 出入す る 所、 是は 法律家の 最展 にす 

る听 と、 大抵 は皆受 持が 極まって 居た 樣 である。 文人に おなじみ のあった 内に は ジョン 軒 チャイルド 

-、、 ソ トン &、 ウィル 軒 杯と 云 ふ 名前が ある。 TTti^ の發刊 した 『タツ トラ ー』 -I 御 承知で も あらう 力 

t ると 每號 共に ニー 一画に 分けた-其 一 攔每 の 上に 「ホワイト、 チョコ レ —ト店 にて 四月 は-曰 J  "；"  "J 

ルス 珈 f にて 四灵 日」 などと わざく 斷り 書が 付いて るる。 是は i に 書いて ある 種-力 此|な繊 

琲 店から 出た と 云 ふ 意味な ので、 是を 見ても 此 珈琲 居なる 者が 社會上 どんな 地位 を 占めて 居た 力 か. ^る。 
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^^H^,^ 『タツ トラ—』 の 第一 號に 發刊 S 目的 を 述べた 樣 にこん な 事 を 書いて 居る。 

:A11  accounts  of  gallantry,  pleasure,  and  entertainment,  shall  .he  under  the  article  ot  \vhltc-s 

ctscolate-house;  poetry,  llndwr  that  of  WilVs  Coffee-house;  learning,  under  the  title  oi  Grecian; 

foreign  and  domestic  news,  you  will  have  from  St.  James-S  Coiiee-housc;  and  what  else  I liave 

to  offer  on  any  other  subject  shpll  be  dated  from  my  own  apartment. 

I  once  more  desire Iny  reader  to  consider,  that  as  I  cannot  keep  an  Ingenious  .San  to ぬ o 

dailv  to  Wiirs  under  twopence  each  day,  merely  for  his  chai.ges;  to  メ vhite-s  under  sixpence; 

nor  to  the  Grecian,  without  allowing  him  some  plain  Spanisli,  to  .be  as  able  as  o?reM.^  at  the 

learned  table;  and  that  a  good  observer  cannot  speak  witli  even  Kidney  at  St.  James-S  wittiout 

clean  linen;  I  say-  these  considerations  will, I  hope,  make  all  l^ersons  willing  to  comply  with 

3y Inunble  request  (when Isy  gratis  stock  is  exhausted)  of  a lielsy  a-piece;  especially  since 

they  are  sure  of  some  proper  amusement-  and  that  it  is  impossible  for  IT-e  to  want  means  to 

entertain  tliem,  having,  besides  the  force  of  3y  own  parts-  the  power  of  divination,  and  that 

I  cat-  bv  casting  a  f-gure,  tell  you  all  ^^p^  will  happen  before  it  comes  to  pass  

fe^, 1, 人^せ に^する 記； は ホワイト 茶店と 題す る 碟內に 収め 候。 その他 詩文 は ウィル 軒、 

s:.^^ はゲレ シアン 軒、 S 外の 通信 は セント、 ゼ ー ムス 軒と それぐ 部門 を 分かち 候。 お 他 S 諸 項に il す 

-0  ； 切の 話 は 「自宅より」 と 一:1 し. E. すべく 候。 

兹 に再應 の 御 一考 を烦 はした き $^ 之 候。 ウィル 軒に 参れば、 参る だけにても ニ片を 要し、 ホヮ 

イト 軒 二  は 六； t を 要し 險。 また 多少の 黄白 を 懐に した 上なら では ダレ シァ ン 軒の 舉者 方と 席 を 共に し 


て對 等の 御 交際 は出來 がた く、 垢の つかぬ 白 襯衣なら では セント ゼ ー ムス 軒に てキ ドネ— (註、 給仕の 

名) とすら 言葉 を換 はしが たく 候 C 氣の 利きた る もの を 雇 ひ 入れて、 是等 S 方面へ 手配り 致し 候た めに 

は 上述の 如き 準備 を 要し 候 次第に 御座 候。 從 つて 不背 遊資の つ かざる 曉には 大方の 諸君より 一葉 一片 

御 助力 を 仰ぎた く、 事 實前陣 の 如く なれば、 あながちに 不法の 御 願に も 有 之 間 敷と 存候。 其 代り それ 相 

當の 御 慰み は 屹度 提供 仕るべく、 それ もた 、= -御受 合致し 候な どと 弱い 音 を 吹く 丈に は 無 之、 否で も應で 

も 御 機嫌に 叶 ふやう になる 深い 因緣の ある 事に 候。 と 申す は、 實 は不肯 人間の 天分 以外に 未 前を豫 知す 

るの 神通力 を 授かり 居候 故、 一 度 天文 を 占 へ ば 前以て 萬 事の 報道 を 起らぬ 先に 御覽に 入る 、 位 は 容易の 

業に 候。 云々。) 

まづ 入場の 時に 一 片を拂 ふの が 通則で ある。 それから 室 s: に 入って 珈 排を飮 めば また 一 片 取られる。 そ 

の 代り 新 は隨意 に 縱 やか 出來 る 。 手紙 も 珈琲 店 宛 で やりとりが 出來 る。 頻繁に 出入す る蒋 は み な 自分 の 

席 を 持って 居る。 ァ .デ ソ ン は 殊に バ ッ トンと 云 ふ 珈琲 店 へ 行 つ たと 見え て 、 兹に 獅子 口の 信書 函を備 へつ 

けて 置いて、 自分 S 編輯す る 『ガ —.. チ アン』 に 投書 せんとす る 者 はこ、 へ 投函せ よと 斷 つたので も、 如何 

に 珈琲 店に 人の 出入が 繁 かった かが 分る。 前に 引用した 『タツ トラ ー』 ばかりで はない。 ^ITTTVW 發行 

した 『ス ぺクテ ー タ—』 にも 此珈珠 店の 事 はよ く 出て 居る。 (閑が あったら 二百 六十 九號 及び 四十 九號等 

を 讀んで 御覧になる が 好い。) ある 人 はべ ッ ドフォ ー ド 珈琲 店の 事 を 書いて、 其う ちに 斯う 云って ゐる。 

 同店 は 

wys  every  lli^llt  crowded  witll  men  of  IDarts-  Almost  every  on ひ you  m ひ ct  is  a  Islitc  sclloktr 

tmd  a  wit.  Jokes  and  bo>i  viols  are  e つ： hoed  from  t5x  to  "box;  every  t-l.ancll  of  literature  is 

critically  exarnin ひ cl, and  tne  .In ひ nt  of  every  ； production  of  t;ti ひ press  or  j>erforinance  of  .tile 
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？ op^sw  wel^lleol  n-tldt  determined.: 

(^晩 才名の ある 人が 澤山紫 まって 來た。 逢 ふ 人 も〉 ふ 人 も文藝 上の 舉殖 ある 人 か、 隅へ は 置け ぬ 通 

人て あった。 (wit と 云 ふ 言葉 は 十八 世紀に あって 特別の 意味 を 有って ゐる。 かう 云 ふ 言葉で 一種 S 人 

を あら はすの も. s 然の 勢で、 つまり はそんな 人 問が 幅 を 利かして 澤山 邵會に 生息して ゐ たからで ある。 

此 おゆに 於け る さ it と 云 ふ 字に 常 今 は 全く 不 川に 馬して 仕舞った。 今譯 字に 困った からかり に 通人と し 

て 置いた。 適切と も m 心 はれない。 此講^^を進めて行くぅちに眞の ミォの意味が段々解ってくるだらぅ0) 

諧 誠が W 出す る、 機 を 弄し 合 ふ。 席から 席、 座から 座へ と i3 き 渡る。 文學の 各方 面 を 批評す る。 あら 

ゆ る m 版 物の 功過 を 論斷 する。 開場 ：5W 劇の 是非 を 判， おする。) 

此 有様 を 遠くから ZJ- 物す ると 大分 而白 さう である。 中へ 入ったら 存外 俗臭 を帶 びた ハイカラの 寄 合で 愛 

想ん-つかした くなる かも 知れない。 日本に は 昔から 是 程な 事 はない 樣に m-5 ふ。 こんな 風に やって 居る と 文 

舉ゃ ：！： か は 一 種の 刺激 を 受けて 一 方に 發 達する。 其 代り 悉く 囚 はれて 仕舞 ふ。 それ は餘 事で あるが、 前に 

一 寸 名前の 出た セント、 ジ HI ムんと 云 ふ 珈琲 店 も文舉 的に 有名な 歴史 を 有して 居る。 曾て 兹に當 時の 名 

流-か^した 事が あろ。 其內に は.^ J ル，^ 力 や ,. ^^ク や ？ック が 居て 各自に ゴ ー. ル ドス ミス と 云 ふ 題で 諷詩 

を 作ら ラ. ちゃない かと 云 ふ 相談で、 彼 WE せ 辯 や 一 風流の 癖 を 想 ひくに 咏 じたので あろ C すると 其 次の 

せに ゴ I 几 ドス ミスが 出て 來て かの --Retaliation: と 云 ふ 詩 を 朗読した。 ^：：^ハ中には、 是 等の 人々 を 一 々 

怖へ て來 て、 滑^ 的に 嘲弄し 返した 所が あろ。 

次に 酒 卵 (tavern) の 事 を 少し 御 話ししょう。 是は字 S 示す が 如く 唯 珈^ 丈 を 飮んで 雜談に 時 を 移す 簡 

略の 場所で はない。 を 食って 酒 を飮む 料理店で ある リ 尤も 现今使 川す る tavern と 云 ふ 字 を 見る と田舍 

の 安つ ほい 料 f 星の やうな 氣 がする が、 常時の 酒 肆卽ち 十八 世紀の 所謂 酒 蹄 は 特別の 意味 を 有して 居った 


者と 解釋 する S か穩當 である。 偖 こ S 酒 へ も 人が 大分 入り込んだ やうに 見える。 ジ ヨンソン は 「酒 肆の 

腰掛に， ^問の 幸福の 王冠な り」 と 云った 事が ある。 「適 意なる 酒肆 又は 旅館より 受 くる 大 幸福 を、 何人も 

此 世に 於て 發 見せる 事な し」 と 云った の も亦ジ ヨンソン である。 ジ ョ ン rr: ン. は 料理屋が 餘 程好き であった 

と 見える。 ジ ヨン ソ ン とか ゴ ー ルド スミ ス とか 云 ふ 連中 は 金 さ へ あれば、 こんな 所へ 入り浸りに 這入り込 

ん で 呑み 食 ひに 日夜 を 送って 喜ん で 居 つた。 之 を 他 の 言葉 で 言ひ換 へ ると 彼等 は 根本的に 都市 的 趣味 に 渴 

仰して ゐ たと 云 ふ 事になる。 會食の 有樣杯 は珈徘 店と 大同小異 だら うから 略す 事に して、 一 つ 料理屋に 特 

有な 面白い 話 をして 御 仕舞に する。 當 時の 料理屋の 主人 は 客 引と 云 ふ樣な もの を 雇 ひ 込んで、 競うて 客 を 

呼 ひ 込んだ ので ある。 其樣 子が 一寸 吾邦の 宿 引に 似て ゐる。 此客引 を 「デコイ ダ ック」 と 云 ふので、 日本 

でい ふと 椋鳥 を かける 男と 云 ふ 意味になる。 其 有樣を 書いた ものに こんなの が ある。 

.L-Jley  are  for  ever  establishing  clut>s  J.lnd  friendly  societies  at;  caverns,  and  drawing  t;o l;;hem 

ひ very  soul  tliey  tiave  any  dealing.s  or  acquaintance  witli.  TTlie  youn^  fellows  are  mostlv  sur ひ 

be  their  followers  and  admirers,  as  esteeming-  it  a  g.reat  favour  to  .he  admitted  amongst 

1;neir  seniors  and  .betters,  thinking  to  learn  to  know  tlie  world  and  themselves  In  a  morniug- 

1;liere  is  no  passing  tlirough  any  part  of  ttie  town  without  t-cing  liemmed  and  yelped  after  by 

Uiese  locusts  from  ？ G  wlt&ows  or  caverns,  WTlere  t;llrty  fssl;  1;liemsdves  at;  1;lie  most;  conveni ひ nl: 

views  to  observe  sucli  passengers  PS  thL. く luLVC  but  the  least  knowledge  of;  and  if  a  person  t-e 

in  tlie  g-reatest  liaste,  going  upon  extnlordinary  occasions,  or  not  caring,  to  vitiate  hia  palate 

t>e£ore  dinner,  and  so  attempts  an  escape,  tlien,  like  a  pack  of  tiounds,  ttiey  join  in  full  cry 

； after  mm,  anci  tlie  landlord  is  detached  upon  Ids  drop-sical  p-edestals,  or  else  a  more  nimble- 
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footed  drawer  is  at  your  hieels  t>awling  out  *  Sir!  Sir!  it  is  your  old  friend  Mr.  Swallow  WIS 

wants  you  ulsn  p-atticular  business.- : . 

(彼等 は 枓现， w に 於て 偶 部と か 懇親 會 とか 云 ふ もの を、 いくらでも： へる。 さう して 何 か S 綠がぁ 

ろか 乂は 少しで も 知り合 ひで あると、 誰彼の 容赦な く 引っ張り 込まう とする。 年の 若い者 は 自分 達 の 先 

^や， n 分 達より 地位の 高い ものの 仲 問 入りが S 來 るの を榮 釋 と 心得る のみ か、 世 問な 知り、 かねて 己 等 

を 知る 便宜 も あらう かとい ふ 料簡から 多く は 彼等の 門下生 又は 崇拜 者と なって 仕舞 ふ。 …… 朝、 町 を 通 

ろと、 何^な 通っても 料 if 屋の 窓から 首 を 出して ゐる 奴が ある。 此奴が 見張り をして、 一 面 S 識と云 ふ 

名 も 下せない 程な 男で も 往來を 通り掛か りさへ すれば、 屹度 大きな 聲で 呼びと める。 5 る さく 付け 1- は 

る。 もし 其 男が 非 件 を 抱へ て 急いで 行って 仕舞 ふか 又は 畫& 前に 舌 を 汚す のが 厭な ので 逃け ようと 

でもす ると、 彼等 は 一 群の 獵 犬の 如く 聲を 揃へ て わめき 立てる。 今迄 脚氣 患者の やうに 構へ てるた 亭主 

が もさう に 飛んで 出る。 それでなければ 足の 利く  drawer  (酒 を はかって 撐 から 注ぐ 男、 日 木なら 枓理 

番と でも 云へば よろしい) が、 日； 那々々 、 御な じみの スヮロ I さんが 是非 御 目に か、 り 度い と 云って 待 

つて 御出でです 杯と 大き な^ん」 屮 r して 追^け て來 る。) 

に仉樂 部と 云 ふの は 別段 獨 立した 建物が ある 譯 ではない。 上の 珈徘 店と か 又は 料理店へ 時 を 期して 

化：：： か聚 まる 丈の 話で あるが、 其數は 非常な 者で、 毎夜 澤 山の 會 合が あった 者と 思 はれる。 調べて 見る と 

仉ぉ 部と 云 ふの は 常- W 流行 物で 何でもかんでも 俱樂部 組織に した 様に a える。 其設據 には俱 部 S 中には 

やお 分 妙な E 的 を 有した のが ある。 r 资 婦人 抱 狗^ 樂部」 (Lady-S  lapdog  club) 杯 云 ふ、 名 ，」1 からして 奇 

妙な のが ある。 是は所謂通人とか}^落ぉとか云ふ連中が1^  =午後^^^^"して^^.:35服装を比^^し、 新 流行 を 

考へ 出して はやらせる 爲の^ 樂 部であった さう だ。 夫から 「花 升俱樂 部」 と 云 ふの があって、 是は 石你ゃ 


俊 金 香の 愛翫 者の 會で、 雛菊の 色 變りを 三時 閒も 見詰めて 居たり、 十 里も步 いて 行って 花 瓣の筋 一本 を 珍 

らしが る樣な 連中から 成立して 居た。 夫から もっとも 名前 S 振った の は 「ビフテキ 莊 嚴會」 (sublime 

Society  of  Beef  steaks) に 「惡 鬼會」 (Randemonium  club) 杯で あらう。 文擧 史上に 有名な の は 「，f^ 

ク リブ リ— ラス 倶樂 部」 (scribletus  ClutO である。 是は スヰフ トがポ ー ブ、 ゲ —など と 共 に 立 て た會で 

ある。 惜しい ことに 政治的 黨派 心の 爲 にしば らくして 潰れて しまった。 ス ク リブ リ— ラスと 云 ふの は 昔 S 

誇學 者であって、 此 男が 子供み」 敎育 する 時 は 途方もない 非常識な 考を應 ^した ものである。 其 子が 成長し 

て 一角の人物 になって、 頗る 博識の 譽 はあった が、 其 判斷は 常に 正鵠 を 失して 其 趣味 は 人 をして 恐れ を 作 

しむる 程に 下劣であった。 會 S 名は此 故事から 出た もので 本來の 目的 は 庸愚な 文擧^!^ を 嘲笑す ると いふ 

質の 好くない 會 であった。 然し 诀 して 攻治的 臭味 は帶 びて 居らなかった ので ある。 夫から 人の よく 知って 

居る のが 「キット カット 俱樂 部」 (witcat  club) で、 是も其 名の 妙な 點に 於て 決して 二と 下がらぬ もので 

ある。 ある 人の 說 によると、 此會は 始め クリ ん トフ！^ 1、 カットと 云 ふ 人の 家で 會 したから 主人の 名に 綠 

んで 命け たの だと 云 ふ。 ，クリストファ ー の 短縮形 はキッ ト である、 夫へ 姓 を 加へ て v^、  T と續け 

たの ださう だ。 同時に 此 男の 製造した 羊肉の パ ィも キット カットと 云った さう だ。 此會に は 大分 有名な 人 

が 入つ て 居つ た。 ァ .デ ソン、 コン ダリ— ヴ、 ヴ アンプル 1、 ガ 1 ス、 マル ポロ 1、 1 ロバ 1 ト、 ラ ルポ 11^ 

等 は 皆 會：！ K であった。 此會は 一 千 七 百 九 年に 四百 ギ -1 1 を 募って 喜劇の 製作 を獎勵 した 事が ある。 彼等 は 

祝 飲の 盃に當 時の 美人 を頌 する 詩句 を 彫り 附 けて 美人に 對 する 乾盃 を擧 ける 時 は必す 此盃を ffl ひたと ある。 

例 S ジ ヨンソン は ボス ゥェ ルの 云へ る 如く 惧樂部 向きの 男 (clubbable  man) であつ て 生涯 中 色々 な俱 

樂 部に 關 係した。 彼の 作った 辭書を 見る と俱樂 部の 定義の 下に 「ある 條 件の 下に 會合， する 善良なる 伴侶の 

繁#」 と あるの を 見ても 彼が 俱樂部 を 如何に 鮮釋 した かが 分る。 ジ ヨンソン の關 係した 俱樂 部の 中で r 俱 
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soi」 後に 「文 ゅ仉 部」 とい ふの が ある。 是は當 時 「王立 協會」 の會 長であった サ ー、 ジ ョ シ ュ  一^^^ 

^^T^ の發 起に かゝろ もので、 後に は會員 も 大分 殖えた が 初 は會員 を 九 名に 限った ものである。 レ ノル 

> シ ヨンソン、 du^, ゴ ー ルド ス £ ス杯は 常 初の 會貝 であった C 後に は ガリック、 ギボン、 ボス ゥェ 

刈 杯 も入贫 した。 彼等 は 日曜 午後 七 時には 必す 寄って 晚餐を 共に した 後、 文學、 科舉 及び 美術の 談話に 

^^を；处かすのを以て例として11^5った。 

五倫 敦 

次に^ 教 の iaj. を 一 言 述べようと 忍 ふ。 倫 敦市は 現今で 人口 五 百 萬、 廣 さから 云っても 市街の 立派な 事 

から 云っても 世界 第 一 の那 市で あるから して ノ 今から 百 五十 年 前 も 矢張り 大同小異 であらう と 思 ふの は大 

變な 誤りで、 景況 を 調べて ると 存外 野蠻 なのに 驚く 事が ある。 今で.，， 倫 敦の町 は 巴 里 杯に 比べる. 

と餘 不規刖 であるが、 ぉ時は今所ではなく曲がりくねっ て甚だ見苦しかっ たと：=^ん る。 例の 千 六 百 六十 

六 年 3 火 火に 焼け 殘 つた 家が 此處 彼處に 立って 居て、 其 C- 取 も 古い 者になる と 地震に 襲 はれた 樣に 時々 往來 

へ 崩れ 出した 事 さへ ある。 

失から^ 今 は 何れへ 行っても 舗石が あるが、 其！ g は 舗石の あった 町 は 殆ど 數 ふる 程し かない。 そこで m 

人 や 商人-か 巳む を？：^ す、 自分の 家の 前 丈 を. E 己 S 费 州で 舗石す る。 然しながら 自分勝手 にやる 事 だから 石 

の火さも拉べ方も隨^：^でぁる。 大抵 は 石 穴 か.， 「掘り出した 儘の 丸石で ある。 從 つて 町 5： 中 凸凹で、 目な 眠 

つて ける 様な 所 は  一 ^所 もない。 往來 silM 中 は 穴 だらけ、 si 物 だらけ 又 水溜り だらけで ある。 往來 § 

兩则に は i. か ある。 是は雨 さへ 降れば 流れ出す。 天氣になると^=^た臭ぃ0 凡ての 色、 凡ての 臭氣は 皆此搆 


の 中から 蒸發 する。 こんな 有樣 だから 出 來る丈 安全に 通行し ようと 云 ふの は、 成るべく 家の 傍 を 歩く に 限 

る。 西洋の 諺に 人に 道 を讓る こと を T 壁 を與へ る」 (to  give  the  wall) と 云 ふが、 今の 偷敦 では 殆ど 意 

味の ない 言葉で、 又 吾々 日本人が 聽 くと 全く 了解に 苦しむ 俗語で あるが、 實 はこ、 いらから 出て 居る ので、 

つまり 往来で 安全な 方 を 人に 與 へて、 自分が 惡ぃ方 を 選ぶ と 云 ふ 文字通りの 意味から 來 たので ある。 Trii- 

1 レットの 「ハ ムフレ ー、 クリン 力 ー」 (Humpllrey  clinker) であった か、 さ る 男が さ る 婦人に 對 して 

「壁み 與 へなかった、 どうも 無禮 である」 と 云 ふので、 他の 一人が 大に 怒って 其の 男に 決鬪を 申し込んだ 

と 云 ふ 話が あるが、 して 見る と當時 は此句 もま だ實 際の 意味 を 有つ てるた ものと も 思 はれる。 今でも 女と 

歩く 時には 內 側の 方へ 女 を 入れる のが 禮 であるが、 是は 全く 昔の 習慣から 出た 者 かも 知れない。 

夫から 人道と 車道 を 今では 邊 石で 區 別す るので、 高さが 一段 (三 四寸) 違って 居る がお^ はそんな 設 

備にない。 兩者を 何で 分けた かと 云 ふと、 少し宛 間を置いて 柱 を 立てる。 其 間 は 鎖 か 何 かで 繫 ぐので ある。 

私が 少時 マコ ー レ ー の 書いた ジョン ソ ン を讀ん だら、 ジョ ン ソンに は 一 つの 癖が ある、 柱から 柱へ 必す手 

を觸 れて步 くと 書いて あった 樣に 記憶す るが、 其 時 私に は 何の 柱 だか 分らなかった。 郵便 函 にして は 少し 

可笑しい と 思って 居た が、 今考へ ると 此柱 のこと だら うと 思 ふ。 

當時 商店な どで は 成るべく 大きな、 華やかに 色彩 をした 看板 を 掛けた もの ださう である。 是が 風が 吹く 

ときな ど はぎい くと 鳴った と、 わざく 書物に 斷 つて ある 位 だから 餘程 鳴った に 違 ひない。 夜に 入って 

も 今 S 様に 冗斯ゃ 電烧は 無論ない。 たや 今の 日本の 軒先へ 立てる 樣な ランプで ff!i 喑く 照らされる。 ブリキ 

の 壺へ黥 S 油 を 入れて 是に 綿の 心 を 入れた ものである。 是も數 が 不充分で あるの みならす、 油が 不充分な 

ので、 少し 夜行で もしょうと 云 ふ 時には 提灯 持 を 違れ て 歩いた ものである。 提灯 はリ ン クと 云って 日本の 

松明に 似た者であった。 夫 を 持たせる 人足 は 今日の 車夫 や 昔の 駕籠 星の 樣に雇 ひ 入れる ので ある。 しかも 
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甚だ 不川心 極まった もので、 此招灯 持が よく 次 yti 杯と 示し 合 はせ て、 いざと 云 ふ 場合に は 火 を 消して 影 を 

^す 杯と 云 ふ 話 は 珍ら しくない。 泥棒の 提灯 持と は是 から 出た のか も 知れない。 

日本で 御一新" H にあった と 云 ふ辻番 S 樣な ものが あった。 (巡 杏で はない。) ウォッチマンと 稱 する 奴 

であろ。 是は 矢. 伥り番 太郎の 如く ©乏 人から 知难 した 者で、 六尺 棒 を 突いて 夜中 巡囘 して 歩く。 日本で は 

「火山 川 心」 とか 柯 とか 云 ふの だが、 倫敦 では 時刻 を 報じながら 又 天 氣模樣 を 怒鳴りながら 步 いた。 「十 

一時す— ざ 雨 ふ t りの 夜 ー」 と 云 ふ 樣な事 を. a. しながら 町内 を 廻って 來る。 番 太の 小 星 は 極く 小さな 箱 小 

厘で、 交番よりも 小さかった と 思 はれる。 時々 い たづら 者が 居って、 辻番が 居眠り をして 居る 所 を 濟ま 

して、 箱 ごと ひっくり返 すと 云. ふ 様な 騒ぎ-か 起る。 E- おも 驚くべき もの は 町 S: の 小路 杯に 豚 を 飼つ て 居た と 

云 ふ  一 ^？^！-でぁる。 町の .2: を 豚が の そく 横行す る 色 杯 は 今 S 倫敦に 住んで るて は 到底 想像の 出來ん 光景 

である。 

町 を 歩く に は 日本 S 昔と 同じ 樣に 一 種の 潔 があった。 是は^ 椅子と 云って 駕 i が〕 界 がー 一人 棒 を 一 一本 通し 

て手で荷ふ5^^に出來てゐる。 轆 椅子の 星 根 は、 自由に 開けたり 閉 てたり する 仕掛で ある。 中 は 天驚械 とか 

11 子と かで 張り詰めた 颇る爽 しい ものである。 此駕|^は^^!1人才子が芝居へ行くとか遊山に行くとか云ふ時 

に 川 ひた、 まあ 颇る 上品な 氣 取った 乘物 になって ゐた。 此 外に ま-た 貸 馬車が ぁ<  . 是は 今の 車夫の 如く， 辻 

辻に {J!^ 待ち をして Ite つた。 之 は ra: 人乘 りの 一 一頭 立の 馬車で ある。 頗る 古くて 危 かしけ なのが 多い さう であ 

つたが、 銀 は 一 哩一 志 だから 左 迄高惯 ではない。   

斯の如き體裁でぁるから^^リ；^§の行届かざる事は無論の事で、 倫 敦の或 一 部 は 丁度 今の^^^^ ト、 H ン 

ドの 如く 泥^、 掏換、 ^他の £ 儿 漢の巢 ffi で、 彼等 は ：！： 等 S 束^も なく 此處 彼處 に. 1^ 伏して 兒行を 働いて 居 

た。 千 七 百 1  一. H ハ 年に ハ ー ボ 口 ー 伯と 云 ふ 人山^ 奥が ある 日の 午後 (夜で はない) 泥棒 S, 爲に途 に 擁せら 


れた 事が ある。 而も 泥棒が 出た の は ピツカ. デリ— といって 今では 倫敦の 最も 賑やかな 場所で、 其 頃で も 決 

して 淋しい 所ではなかった。 矢張り 其 頃 S 話で あるが 世間が こんなに 物騒であった 爲、 或 女 は 轎に乘 つて 

財. W を 一 一つ 川 意して ゐた。 若し 泥捧が 出て 來 たら 小錢の 入れて ある 奴を與 へて 輿 を 急がして 歸 ると 云 ふ 趣 

向であった。 日中です ら此 通りで あるから 夜閒 にあって は 全然 無警察と 擇む 所はなかった らう。 シ ェ ン ス 

ト ー ンと云 ふ 詩人が 一千 七 百 四十 四 年に 友人に 與 へた 書中に、 斯う 云 ふ i3 が ある。 

London  is  really  dang.erous  at  tliis  time :  ttie  pickpoclcets,  formerly  content  withL  mere 

tllcliing,  make  no  scruple  to  knock;  p_eop>le  down  witli  .hludgrtcms  in  Fleet  Street  and  tlie  Strand, 

and  that  at  no  later  liour  ttian  eight  o-clock  at  night,  wut  in  ttie  Piazzas,  Covcnt  Garden, 

1;t-ey  come  in  large  t-odles  armed  witla  couteaus,  and  attaclc  whole  p-arties,  so  ttiat  tlie  danger  of 

coming  out  of  the  play-houses  is  of  some  weight  in  the  opposite  scale,  when  I  am  tempted  to 

g:o  t;o  tnem  oftenel,  tlian  I  ought.:  ^ 

(近" は 倫敦も 誠に 危險千 萬に 候。 從前 はた 竊盜を 以て 満足 致し 候 抱 摸 ども 今 は 公々 然として、.^ 

リ.— ト街 及び スト ランド 附近に て、 棍棒に て 行人 を 打ち倒し 候。 而も ほんの 宵の口の 事に て 八 時 廻る か 

廻らぬ かの 刻限に 御座 候。 のみなら す ビア ザ 及び 力"、、 ェ r^^^w^^ln 杯に て は 皆々 合口 を 川 意 致し、 數 

多 相率ゐ て、 團體 を强迫 致 候。 夫 故 芝居 杯 も、 たまさか なれば 格別の 事、 あまり 度數 重なり 候 節 は、 却 

て 芝居小屋より 出て 家に 歸る 際の 危險を 思 ひ躊蹐 致す 位の 者に 候。)   

ケ ン シ ン ト ン 、(其 頃の シ ン ト ン は 今の やうに 町續 きで 行かれる 所では， なかった、) 其ケ ン シ ン ト ン杯 

へ 遊びに 行って 少々 遲 くなる と 矢張り 歸 りが 物騒な ので、 日曜の 晚に は必す 號鍾を 鳴らした ものである。 

是 は其處 等に 散って ゐる遊 人が 一 圑 となって 泥 の 襲 擊に對 する 丈の 頭數を 揃へ て 都に 歸る 便宜 を 計った 
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ものである？ う. た。 ジョン 入 ンの 嗷！： いた 『俭 教』 と 云 ふ 詩に、  . 

Pre で are  for  deatJi,  it  here  at  niglit  yon  roam, 

A-na  sign  your  will  .before  you  sul!  troln  holne. 

oolne  nery  fop,  witJi  new  coinitiission  vn.nl, 

"wllo  sleeps  on  brambles  till  he  Idlls  his  man; 

Some  troliclc  drunkard,  reeling  from  a  feast. 

Provokes  a  Toroil,  and  stat>s  yovt  for  a  jest 

Yet  ev-n  these  heroes,  miscjlievously  gay. 

Lords  or  tlie  street,  and  terrors  of  tlie  way; 

p-lush-d  as  tliey  are  witti  folly,  youtli,  and さ me, 

T-helr  p-nldent  insults  to  tlie  P50r  consae; 

Afar  tliey  mark  the ュ amt-catl-s げ right  approach. 

And  shun  the  shining  train,  and  wolden  coacll.: 

(夜中の 外 m は 死ぬ^ 悟でなくて は出來 ない。 だから 外で 晚飯 でも <K は- フと云 ふ 前に は 屹度 遺言 狀を 

認 むべき 15$- である 。このぬ 漸く 小 役に でも 有り付い たと 云ふ大 得意な ハイカラが 酒 亂の體 で 草の 上 なぞ 

にお そべ つてる て、 ffl 手が 來れ ばいつ でも；？ 傷に 及ぶ。 でなければ、 御馳走 酒に 盛 o 淡され 損なって * 

足元 S あやしい 手 合が 出合 頭に 喧嗨を 吹き掛ける。 さう して 屁で もない Isf. に 命の 取り 遣り を 始める。 斯 

んな有 はで ある。 .  . 

然し の 英雄 も ！ 路上の 御大 將、 街頭の 厄 病 神、 馬鹿と 無法と、 若年と 酒^ 氣で i せ 返って、 惡 


い たづら を 得意がる 是 等の 英雄 も、 其實 中々 狡い 所が ある。 貧乏人 や 弱い ものと 見る と、 てんから 侮つ 

て 凌辱 を 加へ るが、 いざ 向う から 明るい 松明の 火が 見えた となると、 早速 逃け 出して 仕舞 ふ。 貴人の 馬 

車、 富者の 供 揃 ひ、 . i 是 等に は诀 して 掛からない 

是は 泥棒の 事で はない。 又倫敦 S 眞 中の 事で もない。 然しい くら 場末 だって、 飛鳥 山 だって、 普通 s 人 

問 の 惡戲が ， ^ の 位 だと すれば、 本職 の 潢行は 思 ひ やられた 次第で ある。 

六 偷敦の 住民 

倫敦の 住民の 上 暦 は 開化して 富有であった。 商人 も 之に 次いで 開化して 居った。 下等 社會に 至って は 野 

蠻 である、 殺伐で ある、 俗惡 である。 品格の 點に 於て 上下の 區 別が 甚 しいの みならす、 同じ 倫敦 中で も 所 

. によって 氣 風が 大に 異なって 居った。 是は 今の やうに 電車と か鐵道 馬車と か 汽車と か 云ふ輕 便な 交通 機觀 

が備 はって るなかった 爲で、 一端から 一端に 行く のに 大層 億劫であった からで ある。 そこで 日常 彼等 は ど 

んな事 をして 暮らした かと 云 ふと、 シ-ド 二  —と 云 ふ 人の 『卜 八 世紀に 於け る 英吉利』 と 云 ふ 書物 (是 は此 

講義 を 作 る に大 變參考 になった 書で あ る。 序を以 て 著者に 謝意 を 表し て 置く。) にこん な 事が 書 い て あ， る 0 

Roughly  speaking,  a  fine  gentleman  of  the  Georgian  era  ordinarily  began  the  day  alsut 

ten  o-cloclc  m  50  rorenoon げ y  a  g.eneral  reception  of  visitors  in  Ws  dressing  cllamt-er-  havinp- 

nrst  fortmea  himseli  for  tliat  arduous  task び y  swallowing  a  cogue  of  Nantsey.  Wlhen  the  last 

げ atch  of  callers  liaci  talcen  tlieir  dep-arture  lie  rose  and  placed  himself  tsder  tlie  sup>erintendenc ひ 

of  tiis  valet  for  at>out  two  nours.  Now  was  t-roug-llt  into  recjuisition  liis  extensive-  assortment  of 
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perhiinety  I  oil  of  Venus,  spirit  of  lavender,  atar  of  roses,  spirit  of  cinnamon  or  eau-de-luce  I 

amonw  otliers  I  with  which  ttie  various  articles  of  were  severally  and  carefully  st-nnlded. 

Tlien,  as  now,  there  were  in  vogue  certain  sweetly-scented  soaps  .wtucll  were  largely  patronised 

.bv  fasliionabl ひ t>eaux,  and  witli a  cake  of  one  or  tliese  lie  IrTOely  latllcldd  Ins  lianas  and  lEace. 

wc  next  dab げ ed liis  face  with  scented  powder  till  it  was  as  white  as  tliat  of  a  miller,  and 

p>lastered  liis  liair  witli  scented  p-olnatlvm,  and  liaving  psrfumed  his  p5cket-nanalcel.el.nr-_;  witn 

rose  or  jessamine  water,  tied  liis  cravat  and  adjusted  liis  petlwig,  lie  finally  sat  down  to  dm ひ 

about  three,  either  alone  or  in  comf-any  wittl  lais  friends.  TTlie  repast  concluded,  he  l-uckled 

on  Ws  sword,  t-rushted  liis  liat  .vvitll  grrtat  care,  gave  it  tlie  *  cock\  placed  it  witti  mucn  c2.2nony 

on  his  .head,  and  for  a  t>rief  space  surveyed  himself  in  the  mirror.  Wlien  cjuite  satisfied  一 vitti 

liis  ilp>pearancre  tlae  t>rtau  took  up  his  can ひ， ordered  a  sedan—cllair,  and  proceeded  in  state  tio 

some  cotfee-lacsse  in  the  neiwllt-ourhood  of  St.  James-S 广 generally  wtdte-s)，  where  for  at>out 

an  hour  lie  aired  liis  p>olitical  views,  or  tickled  ttie  ears  of  the  coinpany  witli  cnoice  samp>les 

of  Ws  wit  and  pleasantry,  intermingled  witli  jests  from  tlie  newest  play  or  tlie  gist  of  tls 

latest  scandalous  story  that  had  been  circulated.  Then  this  * IdlliniJ  creature,  -  havmsj  first; 

smeared  Ws  uplsr  lip>  witti  snuAE,  liailed  a  chair  and  was  tsrne  along  to  tne  door  of  tlic  IJlay- 

liouse,  wliere,  instead  of  attending  to  tlie  tsrformance  (Ills  mmd  would  nave  recoiled  with 

tsrror  at  tlie  thought!)，  lie  wandered  from  p>illar  to  I5st,  now  lauglimjj  anp  cliatting  with  tiis 

friends,  and  tlien  pulling  out  t>y  turns  liis さ atcti  and  pocket-handkerchief.  Wlien  tlae  play 


concmdea  the  beau  usually  repaired  either  to  the  coifee-house  or  to  the  residence  of  some  boon 

companions,  witli  wliom  lie  spent  the  remainder  of  tlie  ni^ht,  lending  a ザ and  at  crimp,  ombre 

loo,  or  whist,  over  t-CHVls  of  puncli  and  t-ottles  of  claret,  until  the  small  liours  of  the  follcwinc^ 

morning  — not  unfrequently  t>eing  conducted  reeling  }sme  t>y  a  friendly  watchman,  bribed  witll 

slxp-ence  for  t;lie  urt--. 

(極く ざっとした 所 を 話す と、 ジョ ー.. チ 期の 歴 とした 紳士の 生活 は 先づ、 毎朝 午前 十 時に 始まる と 云 

つて 好から う。 彼は此 刻限に なると 自分の 化雜 部屋で 訪問者 を 引 する。 紳士に 取って は それが 隨 分と 

骨の 折 わる 大 仕事な ので、 彼 は あらかじめ 元氣を 付ける 爲に cogue  of  Nantsey を飮む G  (何 を 呑む 

の iHi- 私に は 分らない。) それで 來 客が 一 同 引き取る と、 彼 は 起って 御 化捉を 始める。 物の 一 一時間 は 全 

く 召使の 自. S になる。 其 時 使用す る 香水 香油の 類 は 夥しい ものである。 — ナス 油、 ラ、、 ェンダ I 水、 蓄 

atar  (不明)、 肉桂 水、 又は ォ ー、 ド、 リュ ス 等で、 是を 一 々衣服 持物に 振り 懸ける ので ある。 夫 

から 顔と 手 を 洗 ふ。 當時 にも 今の やうな 好い 香の する 石臉 があった。 次に .m 粉 を 塗る。 粉 星の 主人よ ろ 

しくと 云 ふ 色になる。 髪に 油 をつ けて、 てらく 固める。 夫から 蔡薇水 又は 茉莉 水 を ilifc へ 振り かける 0 

襟 飾 を 結ぶ、 髮を 被る。 此化统 が 濟んだ 所で、 漸く 晝食を やる。 時刻 は 午後 三時 頃で ある。 御 相伴の あ 

る 事 も あるし、 獨 りの 時 も ある。 食事が 濟む， と、 劍を 下け て、 丁寧に 脩 子 S. 塵を拂 つて、 cock をつ け 

て、 (註、 cock と 云 ふの は 廣ぃ轄 子の 綠を 二三 筒 所つ まんで、 瞻子 S 山へ ぴたりと つける こと を 云 ふの 

で、 其つ け 方に 色々 の 流行が あった。 あとで 御 話し をす る 機 會がぁ るか も 知れな い。) 勿體な さ う に 之 を 

頭に 戴いて、 それから 姿見の 前、 へ 立って、 自分の 姿 をー應 眺めて 見る。 眺めて 見て、 是で 満足 だと 云 ふ 

段になる と、 彼 は 杖 を 持って 轎 椅子 を 命じて、 威風 堂々 と.^ 琲 店へ 行く。 場所 は セント、 ゼ ー ムス i 呂庭 
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近くに あるの を擇 ぶ。 大抵 は ホワイト 軒で ある。 此 珈琲 店で 約 一時間 も 政治 上の 話 やら、 冗談 やら 笑話 

やら、 新 狂 一一 n の評輒 やら、 三而 種の 風聞 やら をし $ 溢く すと、 女殺しの 先生、 上唇へ iN 、ぎ 煙草 を 塗って、 

再； ひ ^椅子 を 招いで 此所を 出る。 行く先 は剡揚 である。 劇場へ 行っても 眞 面目に 演藝を 觀る氣 は 丸でな 

い。 (本氣3=^物は考へ ても練とする^^でぁる。) n ハ 彼方此方と ぶらくす る。 友達 をつ らまへ て 話す、 

ふ， 手 巾 を 出す、 時計 を 見る。 時計 を 見る、 又 手 巾 を 出す。 芝居が はねる と 珈琲" おに 行く か、 道樂仲 

間の 家へ 行って、 骨牌 を 弄ぶ。 一 ー ク リンブ、 ォム ブル、 ル， -、 ネィ スト、 何でも 御座れで ある。！ H ハ上 

パ ンチん 飲って、 クラ レットの 壜を 空に して、 二 時 三時 頃 迄 も 夜更し をす る。 歸 りに は ひよ ろくし 

て、 夜番の 御 情で. a-IJP 迄 送り 屈け て ふ 事 も 珍ら しく はない。 六片の 心付け は 無論の 事で ある。) 

ポ 沾狀態 は 固より 人に よりて 多少 異ならね ばなら ぬから 其 積り で 読まなくて は 不可ない。 此 文中に 

げ cau と あるの は 十八 世紀の 通語であって、 先づ 日本の 通人と か粹 人と か、 若旦那と か、 凡て 金が あって 

分. か？ Si くて、 のら くら 暮らし 飞 居る 連中と 思へば 問 違 ひ はない。 尤も ボ ー にも 色々 ある。 bloods  (少々 

遊び人の 風ん- IT ひた^)  frolics  (是 は辻番 などに い たづら をす る 者) 又は macaronics  (外國 の 流行ん-無 

1= に 輪 入した 者) 杯と 色々 の 稀顿に 分かれる。 其 中には 隨分奇 拔な事 もやる のが ある。 或 時 連中が 寄って、 

婦人 S 靴 を^て <^=5{ つたに ：4H つて は^に 奇拔 S 域 を通リ 越して ゐる。 其 願 末ん」 御 話しす ると。 或時ボ ー 述の 

鋭 <& があった S に、 何 かの 都合で 一 人の 美人が 列席して 居った。 すると ボ— の 一 人が 女の 靴み-片足 脫が 

せ 5< へ シャ、 V ハ ンを 注いで 其 女の 爲に祝 ff 孤を擧 ゆた。 そこで 今 一 人の ボ— が、 なんの 是し きに 負ける も 

のかと、 忽ち 給仕に， M つて 此靴を 料 It: して 持って 來 いと 命じた。 給仕 は眞 面目な 顔 をして 命の 如くに した。 

お 時 彼 は 靴の 上部 aw 子 か 何 かで 出來て 居ろ) を 引きちぎって ラゲ— の 中に 交ぜた。 それから 底は赛 S 目 

に、 躍 は^い 切り身に した もんだ。 夫をバターでフラィにして皿に^^った。 一座の 面々 はうまい くど 云 


つて 之 を 食 つたと 云 ふの が 御 仕舞で ある。 

男の 方 は ざっと 斯んな ものであるが、 女の 方 はと 云 ふと、 身分の ある 者 は 矢張り 何も 仕事 力な- -カ らし 

て、 曰 本と 同 やお 遊んで 暮らした 者 だ。 當時 「印度 店」 Ittdia  shops と稱 して 現今の 勸 工場 S 樣な 者が ォっ 

たが、 貴 夫人 は先づ そんな 處へ 這入り込む。 夫から 轔 輿へ 乘 つて 芝居 か オペラ 杯 を 見に 行く。 夫に 飽きる 

と 家 へ 歸っ て 茶 を飮 む。 夫から カル タを やる。 カル タ は 十八 世紀に 流行した 者 だが、 殊に 婦人 は 何. 事 

がな、，， ので、 カル タ 計り 遣って 居ったら しい。 是は 重に 婦人 だけで 男 を 交へ すに 遣った と ある。 元來 十八 

世紀 S 男 は餘り 婦人と 交際 をし なかった。 たまく 婦人に 接近 すれば 藝者 女郎の や. 3 な 身分の もの 計り を 

相手に して 居った。 夫 だから 假然 たる 宴會 杯で 男子と 女子と 席を拉 ベる と 何も 談話がない、 御 互に 手 持 無 

少汰 である。 ゥォ ルタ. 1、 ベザントの 言に よると、 斯うで ある。 

： :Ladies,  chiefly  without  the  company  of  gentlemen-  played  cards  every  evening.  The  lives 

of  ladies,  indeed,  were  so  monotonous  and  dull  that  the  excitement  of  cards  became  necessa-ry 

for  them.  A  great  lady  liad  none  of  lier  llus.hand-s  company  except  :perliaps  oi  dinner: li ひ 

liad  his  own  pursuits,  his  own  friends,  often  his  mistresses  as  well;  he  was  drunk  most  nights. 

Tlie  lady  for  her  part,  had  no  intellectual  resourses  wllatever:  she  read  no  books;  slie  knew 

nothi^lg  that  went  on,  and  cared  nothing;  her  maid  dressed  her;  she  had  a  carriage  and 卜 our 

tiorses 1 her  running  footmen  before,  her  hanging  footmen  behind;  she  had  her  town  and  ller 

country  liouse;  her  nurse  loolced  after  t:he  cliildren;  lier lif ひ was  tliat  l^ortelltously  dull  kind  of 

life  in  which  everything  is  provided  and  there  is  nothing  left  to  desire.-*  (Ivondon  m  the  ISth 

century,  pp.  2S0I1.) 
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(婦人 は 婦人 丈で 毎夜 骨牌 を 取る。 (夫が 遊んで あるく からで ある 0) 婦人の 生涯 は 無味 軍 調で 骨牌 

の 刺激 さへ 必要と 感 する 程で ある 0 貴婦人に なると ffi 食の 外 は 夫と 同居す る機會 がない。 - おは 道樂 

が ある。 友達が ある。 妾 も あるか も 知れない。 每晚^g拂ってゐなぃ事はなぃ。 婦人 は 婦人で 又 精神 上の 

保養が 丸でない。 ^物 を？ IS むで はなし、 世 問 にどん な 事が あらう と、 知ら うぢ やなし、 構 ふぢ やなし、 

r;: 使 か、."：！；；；！ 物 を 着せて 赏 つて、 四 頭 立の 馬車に 乘 つて、 別當を 前に 走らして、 從者を 後ろに 立た して、. 

木 邸と 別宅 を 有って、 子供は5^母に世話をして貰って 11 萬 事 意の 如くに 行って、 欲しい もの を 考へ出 

すのに 骨が折れろ 程に、 又 先が 案じられる 程に 興味の ない 生活で ある。) 

斯の 如く 無舉 であるから 人- S 前で 學問 上の 談話 杯 は 到底 出來 ない。 加 之 婦人の 癖に よく  egad! 杯と や 

つた ものである、。 或 f?: に 一人の 婦人が 無. に此 ベらん めい 調 を やる ので、 始めて あれ は 貴婦人 だと 覺 つた 

と 云 ふ 事が 害いて あろ。 

女に 少々 £511- か 出來 て 、幾分 か六づ かしい 談話に 口 を 挾む 樣 になつ たの は 十八 世紀 中顷 以後の 事で あ る。 

夫の 「帝 靴下」 と 云 ふ 字は此 時代から 始まった ので ある。 此 「靑 靴下」 S 隊長 は モン タギュ 夫人であって、 

^^の 婦人の HI 鹿で 無 ゆなの を條慨 する の餘り 率先して 精神的 修養 を獎勵 したので fc, る。 千 七 百 五十 年に 

始めて 力 ルタ なし S 伴侶 を飢 蛾した。 成るべく 男子に 憑 弄せられない 樣 にと 奮 發 した。 

以上 は ト流針 -會 一般の Bl!^ 況 である。 中流 S 市民に 至って は先づ 家族と 食事 を 共に した 後、 十 時 頃から 各 

行きつ けの 珈琲 店に 至って 煙草 を飮み 珈琲 を 喫し、 雜誌類 を 請む。 『デ ー リ ー』 『パブリック』 『レツ 

ダァ ー』 『クロ-: ク ル』 の 類で ある。 夫から 家に 歸 るか 又は 仕 喜 を處瑰 する。 午後 一 一時に は Change  (取 

引 所) に 行って 二 S 間 程 はこ ゝで浪 す。 それから 四時に なると dinner を 食 ふ。 dinner を 食った あと は 

^^とか 嫂樂 とか 朋友と 會 合する とかで 日 を 暮らす。 


それから 一 般の 人の 特性 を擧 けて 一 言に 御 話し をす ると、 H 野卑。 ^銘 K。  一 TI 賭博。 § 诀鬪 d  ^服装の 

不自然なる 事 等で ある。 

S 野卑なる こと。 Coarse と 云 ふ 英語 を 日本の 書生 は 普通 唯亂暴 粗野の 意味に とる が、 英國 でコ— スと 

云 ふと、 重に 卑 に 渉る 虞れ の ある 言動 ことに 言語 を 指す ので ある。 こ、 にコ ー スと云 ふの も 重に 其 意味 

で 云 ふ。 で此 十八 世紀 は 其 歌 で も會 話で も 脚本で も 到底 今の 人の 口にする 能 は ざ る樣な 褻な 事 を 平氣で 

述べた ものである，」 丁度 德川 時代の 風俗と 似て 居る。 叉 現今の 日本 S 或 社會の 有樣と 似て 居る。 十八 世紀 

の 始めの 頃 行 はれた 脚本 は 重に 王政復古の 脚本と 稱す るので、 其 王政復古- S 脚本 は 風敎上 頗る 宜しから ぬ 

者であった。 小說を 讀んで 見ても 隨分 可笑しい と 思 ふ 樣な事 を 臆面もなく 記載して 居る。 前に 御 話し をし 

, たホ 1 ガ— スの 「前」 と 「後」 と稱 する 銅 版の 如き は 其 好例で ある。 一寸した 例 か、 「ガ ー ヅ、 メス」 (ガ 

j ド はお 險の 一種- メス は 丘ハ隊 W 會食を するとき の總 人數) が 晚餐を 了へ た 後一 人殘ら す、 「セント、 ゼ ー 

ムス」 邊 S 或 女郎屋 か 何 かへ 行った と 云 ふ 事-か ある 本に 書いて ある さう である C 又 ある 婦人 は 好んで，^ 

ン ソ^ 博士 を 招待した が、 其！. • 由 は 自分の 亭主 や 其 朋友が 自分の 前で 聞く に堪 へぬ 褻な 言語 を 弄する の 

で ジ ョ ン—； が來 ると 皆 遠慮し て 丁寧に する からであった さ うだ。 尤も こんな 習俗 は 現今の 日本の 狀 態に 

照らして 餘り 不思議な 事 はない。 隨分 吾々 の 目撃し 得る 範圍 内に 於て 起り 得る 事實 であらう。 又 一 一. 1^ 紀 

S 今日に 至っても 英國人 は歐洲 中で 一番 品性が 高い とか 稱 せられて 居る にも 園せ す、 其 内幕 は 矢張り ー 八 ■ 

世紀と 別に 異な る 所 もない だら 5 と考 へらる ゝ。 唯 公然 こんな 事 を やる のと^ 問へ 對し少 々憚る と 云 ふ 丈 

の 差で あらう。 ゥ オルタ —、^^^ は宴會 S 時に 酒客が 女郞杯 S 爲に祝 不予 ダ擧け る と 云 ふ 一 事に 大分 驚 

いて 居る が、 そんな 事 は 驚く 價 値の ある 事 だか 何た か 分らない。 鬼に 角 現今の 英國 人が 驚く の だから 現今 

の 英國人 はそんな 事 はす まじき ものと 心得 丁 居る の だら う。 して 見る と 十八 世紀と 一 一 卜 世紀の 間に は此針 

九 S 


九 穴 

やと 云 ふ點に 於て 少なくとも 表面上 火變な 相逮が ある。 

これに は 大分 原 S か あるで あらう。 元來物 W 變 化する には內 部から 變 化する S と 表面から 内部へ 食 ひ 込 

んで 行く のとの 二 筋が ある。 表面を作る^！？：を世人は^協苦^と云ふ。 惜善 者で も 何でもよ い。 表面 を 作る と 

云 ふこと は S 部 を 改良す る 一種^ 方法で あろ。 是は曰 常 s〔 苠驗 でよ く 分る。 表面 を 作る と 云 ふ 事 は、 作り 

たく はない の だけれ ども、 外部の 鍵-迫 _s 爲に已 む を 得す 體裁を 作る ので ある。 此體 裁が 百年 も 二百 年 も 永 

く賴 くと、 之が 缺 くべ から. マ 又 犯す ベ からざる 形式と なる。 舊幕 時代に 武士が 金を輕 蔑した 樣な 者で ある。 

從 つ て 一 一 卜 世紀 S 英^人が 係 善 者 だ からと 云うて 之 を 攻擊す る氣 はない。 寧ろ 偽善 * になって 表面上から 

正す の は、 正す 氣 がない より はよ いか も 知れぬ。 それで は 内部から： 止す の は 不必要 かと 云 ふに さう ではな 

に。 必要かん 知れぬ。 然しながら こんな 事は內 部から 正せる 譯 の 者で はない。 人間の 性 は 古今東西 野蠻も 

^化もこんな^？^-に關すると區別はなぃ位のものでぁる。 從 つて 內 部から は 容易に 墙 めら れ ないで 内部から 

1^ めら れな くて 而も 弊害の ある こと は 仕方がない、 外部から 壓迫を 加へ るの みで ある。 現代 S 英國 人は此 

ん も强く 感じ 丁 居る ので ある。 從 つて 上品に 見える ので ある。 偖此 一 事に 關 して か、 る應迫 を 加 へ 

る 必要が あるかな いかと 云 ふと、 それ は大 に議； i をす る餘 地が あると 思 ふが、 今 はそんな 事 を 云 ふ 場合 で 

もな く、 又 深く 考 へても 見ない から 云 はない。 ともかくも 野卑と 云 ふ 事が惡 い 事なら ば、 「の英 人の や 

0  口 は 《5 を 得て 居る の だから 日本人 も a 典 似 をしたら 善から うと 云 ふ 迄で ある。 

ゥ オルタ 1,1 ^っ^:^ と 云 ふ 人 は此 野卑 S 原囚 は 男女の 交際が なかった からだと 解釋し て 居る。 其 言 を 

一 寸引 川して：； ると、 斯うで ある。 

： Yet  we  must  not  exaggerate.  These  tilings  t-elong  to  ttie  men.  Tliey  were  tolerated  and 

welcomed  because  tlie  men  for  tJie  most  part  kep-t  their  own  society  to  themselves  apart  from 


the  women.  They  passed,  every. day,  many  liours  at  the  tavern,  tlie  club,  and  the  coffee-house. 一 

TTll ひ surest  and  tlie  sliortest  way  to  make  men  IDl-utal  is  to  separate  tliem  from  ttie  women-  JL  . 

dare  say  tliat  tlie  poor  ^p&o^  of  tlie  time  liad  much  to  endure,  and  constantly  heard  tilings  : 

Avhicli  sliould  not  lla-vc  bcL.n  said.  Remember,  however,  tlaat  ladies  of  tlie  p>resent  day  must  _ 

hear  tilings  t>awled  al_.->ud  in  the  street  wtlicll  ouwilt  not  to げ e  said  in  ttieir  liearing.  Wliat  ； 

llalD^ens?  Tliey  clo  not li ひ ar  tlieiii;  tliey  not  only  mak ひ as  if  tliey  do  not  liear  tllcnl,  .but  tliQ 一 

words  p>ass  tlirough  tlieir  .brains  as  a  disagreeable  object  passes  t-efore  their  eyes,  making  no; 

mprk  and  disalDP-earing-.  I  say  tliat  tlie  coarseness  of  tlie  Ipel.lod  was  mamly  caused  by  tts, 

separation  of  ttie  men  from  tlie  women  in  their  natural  amusements.  It  is  nottimg  to  .tlle, 

！ >oint  ^tfp^  there  were  assemblies,  gardens,  and  places  of  meeting;  tlie  fact  remains  that  flue 

national  liabits  Tkept  tlie  TOreat  mass  of  tTle  men  ap>art  from  ttie  women  every  evening  in  tlieir, 

.taverns,  cofEe ひ- houses,  and  clut-s,  and  1;lia1:  1;liis  se:paration  caused  a  wreat;  d.eai  oi l:h.e  common; 

coarsen ひ ss. IThis  pssition  is  p-roved luy  onrt  fact,  wlsn  ひ caverns  anca  coffee-houses  ccjas ひ d, 

t>e  tlie  resort  of  tlie  better  class;  when  merchants,  lawyers,  and  responsible  persons  generally ク 

left  off  frequenting  the  tavern;  when  they  began  to  spend  the  evening  in  ^^^^H  own  hom ひ s 

and  in  tJtie  society  of  ^^re^w,  wives  and  daugliters, 1 tlien  lang,uag.e  itselr,  stories  and. 

jests  previously  laughed  at  t-ecame  im;possible,  •  tlie  old  rit>aldry  disappeared  and  round  sttelter" 

in  lioles  and  corners,  and  society,  from  tlie  highest  to  tlie  lowest,  became  distinctly  cleaner.; 

and  trnr ひ r  in  language. 1 relieve, け00,  under  tlie  n ひ w  inikleyc ひ of  women,  ttial;  it  became 
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cleaner  and  p-urer  in  reality.  It  is  true  that  life  t>ecanie  also  mucli  duller.  Tlie  life  of  1;he 

bourgeois  sutmrban  resident,  tlie  man  wno  goes  a  dull,  ttloug^h  innocent,  lionie  every  evenino- 

all  tlie  year  round,  is  in6tiitely  molle  dull  and  monotonous  1:lian  l;lia1;  of  Ws  great-p.randfatller, 

.whose  evenings  were  spent  at  tJie  tavern,  where  every  day  there  was  something  new  said  or 

told-  and  some  new  jest  to  l,lear.--  (London  in  the  18tli  Century,  pp.  276-7 し 

一， 然し 無 喑に言 ひ 過ぎる と 弊が 出る。 今 述べた の は 男子に 就いて 述べた ので 婦人 は 預かり 知らす と 云 

つても 差 支ない。 男子 は 大抵、 婦人と 別々 になって、 男子の み 塊 まって るた から、 こんな こと も 苦情が 

起ら す に濟ん だので あ る。 否 寧ろ 歡迎 され て tip た ので ある。 男子と なる と 毎日 料理屋 や 俱樂部 や 珈琲 店 

に 行って 数 時間 も 過ごした。 所が 男 や を 尤も 默 的に する 取 5^ 徑兼 取 良法 は女拔 きの 野郎 頭 を 揃へ るに 限 

る。 だから 先生方が あ、 亂暴 になった ので ある。 尤も 當 時の 婦人 だって、 男の ために 隨分 つらい 辛 棒 も 

したら うし、 又 聞く に堪 へぬ 言葉 を 男から 聞かされた 事 もあった らう。 けれども 斯う 云 ふ 事 は 記憶して 

ろない と ii 逸 ひになる。 11 今日の 貴婦人 だって、 往來 では 隨分 如何 はしい 言葉 を 耳に しない 事 は 有る 

まい。 それ ぢゃ 今の 婦人 はどうす る？ 唯 聞かない 振 をして ろる。 唯 聞かない 振 をして ゐる のみなら す、 

いた 後 はすぐ 忘れて 仕舞 ふ。 丁度 衷を あるいて 不快な もの を兒た 時と ー樣の 結果になる。 だから 其點 

に 就いては 常^の 女と 今の 女と 別 .！51 の^ 逮 はない と 見て 差 支 あるまい。 で 今 申した 通り 當 時の 卑猥な 風 

俗の 原 K はと 云へば、 全く 野郎が 野郎で かたまって 仕舞って、 兩 性に 尤も 自然な 娛樂を 女と 共に しな か 

つたから. た， と 断言す る。 常時 だって $j ^會 や、 公園 や、 その他 寄り合ったり， 落ち合ったり する 場所が あ 

つた 杯と 辯 解した つて 何の 役に も 立たない。 事竄は 依然として 故の 如くで あろ。 卽ち ——英國 一般の 習 

惯 として、 多數の 男性が 婦人 を 置き去り にして、 酒肆、 珈琲 店、 俱樂 部に 夜 を 過ごしつ、 あつたの だか 


ら 仕方がない。 さう して 此 男女の 隔離が 一般の 卑 なる 風俗の 大 原因で あつたの だから 仕方がない。 余 

の 言の 嘘で ない 證據に は、 上流 社會. か 料理屋 や 珈琲 店に 遠ざかる 樣 になって から、 紳商、 辯 護士、 其 他 

の 貴 任 ある 人物が 茶屋酒の 味 を 忘れる 樣 になって から、 彼等が 夜々 自宅で 細君 令孃を 相手に 大人しく 時 

を 過ごす 樣 になって から、 彼等の 言葉 は 漸く 純潔に なった ので ある。 以前 は 遠慮 もな く 高 笑 ひ をして 打 

ち 興じた 冗談 も 御 話し も 到底 人前 を 偉って 出來 ない 樣に なった ので ある。 舊 時の 卑しい 滑稽 は， 此 時から 

影を藏 して どこかの 穴の 隅へ 這 入って 仕舞 ふと 共に、 言葉 使 ひの 點に 於て 上層 下歷 共に 通じて 綺麗に 上 

品に なった ので ある。 言葉の 末ば かりで はない。 女性の 新 感化の 爲に 生活の 內實迄 も 綺麗に かつ 上品に 

なった 者と 信じて 疑 はない。 其 代り 世の中が 詰らなくな つたの も事實 であらう。 山の手に 住んで るる 中 

流 社き の 主人 は、 每夕 無邪氣 かも 知れない-か 無.^ 索然た る 家庭の 人と ならなければ ならない。 所が 曾祖 

父s事を考へて：It^oと、 夜 は必す 御茶屋で 暮らして、 面白い 話の 一 つや 二つ は 屹度 聞け たん-たから、 • 

. 自分の 生活 は 大變單 調で 非常にく さくす るに 違 ひない。) (『や 八 世紀に 於け る 倫敦』 二百 七十 六 I 七 

頁。) — 

ベザ ントの 論法に よると、 男女 交際の 開けなかった 時 は 人間が 野卑であった。 男女 交際が 開けてから 人 

間が 開化した。 夫 だから 男女 交際 を すれば 人間 は 開化す ると 云 ふ 三段論法になる。 此事實 が あれば 必す此 

結染に 到着す ると は 云へ ない。 事に よれば 全^ 誤って 居る かも 知れぬ。 然し 之 を 穿鑿す るの が此 講義 S 目 

:w_」 もな い から、 別段 立ち入った， 詮議 はしな い 積り である。 若し ベ ザ ン 卜 の 解釋が 正 鵠を得 たものと すれ 

ば •  H 本の 現代の 風敎 云々 を 口にする 人 は參考 にしたら よから う。 日 木 S 社會は ある 方面に 於て、 又 ある 

意味に 於て 疑 ひもな く 野卑で あ る。 又 男女 交際と 云 ふ 事が 成立し て 居ない。 叉 進ん で 男女 交際な ど を や る 

女のう ちに は 男よりも 反って 野卑な のが 居る かも 知れない。 良家の 妻女で ヱ ライ 事 を 平氣で 言って 居る の 
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も ある。 に^ 女 を 接近させる 丈で 此 弊が 救へ るなら ば、 造って 見たら 宜しから う。 

SY1.£。 ゆ S 時：； 人 ii は 頗る 酒 八 ひであった。 必す.^も下等社會に限った|5^}.ではなぃ。 ボ リンブ 口— ク卿 

杯 は^ 通し 飲みつ  > けて、 明くる日 役所へ 出勤す る ときには 儒 手拭 を 頭へ 卷 きつけて 事務 を 執った と、 ち 

やん と^お， にせ" いて ある。 シヱ リダ ン とかビ ット とか、 フォック ス とか 云 ふ 述中は 一 度に 萄 酒の 場 を 六 

本 づ、. たとの 話 だ。 いくら 西洋人が： C が 1  强 いと 云っても 現今の 人に 是程は 飲めない さう だ。 當 時の 政 

:£.:;^ゃ：|:ぞが統計上長ー5^^ゲ保たなかったのは全く飮酒過度の爲だと云ふ人さへぁる。 上流で すら 斯う だか 

f 乂卜 社 < ^に 至 ろと * 無論激烈極まった^；^でぁる。 かの gin と稱 する 酒が 此仲 Si うちに 流行り 出した の も 

-く此 世紀の 始めから である。 尤も 是は 外國 から 輪 入した 酒で ある。 此 酒が 倫 敦の下 歷社會 に 突然と 大勢 

ガを振 ひ 出して、 彼等 は 遂に gin 狂と も 云 ふべき 一種の 病氣に 躍った。 T:^^^^ は 『ビ ー ル 街と ジン 小 

路』 と 云 ふ $g を^いて 其お 況を 今日 迄傳 へた 位で あろ。 f§ 耍が 斯う だから 酒 舗 は 次第に^ 加す る.^ 遂に は 

五六 軒に 一 軒 位 S 割で 町内に： g を 利かせる と 云 ふ 始末になる。 飲む 奴 は 一 片で醉 ふ、 一 一片で 寐る。 酒屋に 

は *r かあつて =1=2： 上に 乘 つてぐ うく 寢る やうな 仕掛に 出 來てゐ た。 勞働^^^は夫婦共子供達を拋り出してジ 

ン 2- へ 這入り込む。 腹掛 のかく しに 錢が 常たら ない と 道具 一 切手 常り 次第に 齊り. 飛ばして 迄 醉っ拂 つて 

せろ と 云 ふ 有^で あろ。 化 舞に は 政. 肘で. 0 火に いた。 巳む を 得す 法則 を發 布して、 ジンに 多額の 稅を 

課して、 竹.乏人どもが{界易に飲む；^^^5出來なぃ取締法を設けた。  ， 

^付 S 時な どで も 今： n と i 逆って、 大分^ 雜で あったら しい。 $11 杯 を 手で 取って ビ チヤく しゃぶつ たと 

云 ふ。 夫から 一 つ 皿の 肉 を 二人 も 三人 もで、 互に 切って 食 ひ 合った 事 もあった ので、 ある^ さる 男が 鶴 を 

切って、 わが 分ん-盛り 分けよう としたら、 つい 他の 指 迄 切って 让 舞って、 しかも 御 丁寧に 之 を 自分の 皿の 

中に 持って 來 たと 云 • ふ 話さへ 傳 はって るる。 


w に 出る の は 賭博で ある。 此 賭博 的 傾向 は 英國人 特有の 性質であって 彼等 は 毫も これ を惡 德と考 へて 居 

なかった ので ある。 否 現今で も惡 德と考 へて 居らぬ ギ？ が 大分 ある。 昔 『ヴ イカ ー， ォヴ、 ゥェ ー ク フィル 

ド』 と 云 ふ 霄 物 を 始めて 見たら， プリム 口 ー ズ 博士と 云 ふ 上品な 人が 錢を 賭けて 力 ルタを やる 事 か 何 か 書 

いてあった ので 驚いた 事が ある. - 然し 漸々 西洋の 事情、 英國の 有樣を 知る につけ 是は 普通の 事で あると 思 

ふ樣に 至った。. 曾て 或 書物 を 請んだら、 英國 人と 佛國 人が 避逅 して 會話を するとき に、 英國 人が 一 一言 目に 

は必す 「賭け を やらう、 屹度 さう だ」 「いくら 賭ける、 屹度 さダ でない」 杯と 丸で 赌氣 違の 如くに 騷ぐ所 

が 書いて あった。 是は 勿論 英國人 を 嘲笑した 者で ある。 して 見る と 英國人 は 外國人 (西洋の 外國 人) から 

嘲弄 せらる、 位の 賭博 好きな のか も 知れない。 尤も 英國 人が 出て 來て さう でない と 主張 すれば すぐ 撤囘し 

て もよ ろしい。 猪 此赌博 的 傾向 は 十八 世紀に あって 殊に 甚 しかった ので ある。 英國人 自身が 甚 しいと 自白 

する 位-たから 餘程 激しかった の だら う。 トリ ヴ エリア ンと云 ふ 人の 『中年 以前の フォックス』 (八 ー 九 頁 ：} 

に はかう ある さう だ 0 

： Society  was  ones  vasl;  casino. 〇n  whatever  pretext  ana  tlnds;  wtlattjver  circumstances  lialt 

a  dozen  ； p ひ otjle  ot  faslnon  found  .tnemselves  1;og ひ l;her  —  wtiettier  lor ITUl-slc,  or  dancing,  or  ； poli- 

tics, or  for  drinldng  tlie  waters  or  eac.h  ottler-s  wkle-  I  the び ox  was  sure  to  t>e  rattimg,  and 

l;lie  cards  were げ eing  cut  anc3  shufHed.: 

(社 會全體 が 一 大 賭博場の 觀を なして ゐた。 奏 樂の爲 でもい、、 舞踏の 目的で も 構 はない、 又は 政談 

の 主意で も 差 支ない、 其他鑛 泉を吞 むとしても、 葡萄酒 を飮 むとしても、 何でもい、 -0 如何なる 事情、 

如何なる 言辭の 下にで も、 五六 人の ゆ S 世 男が 寄る とすると 屹度 赛 壷が がらく 鳴り 出す。 骨牌 を 切る 音 

がする 0) 
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も あろ 程度 を 超えれば 娛樂の 域を脫 して 狂亂の w 界に 入る。 十八 世紀の 人々 が 一擲の 勝負に 賭した 

A-i^-は非ぉな者でぁる。 デ ダン シャ门 公 は 此道樂 の 爲にレ スタ ー、 アベ一の 不動 魔 を 悉く 取られて 仕舞つ 

た。 あろ 人 は 一度の 勝 鼓に K 萬^ を 賭けた と 云 ふ。 サ ー、 ジョン 、—ブ ラ ン に と 云 ふ國會 議員の 負け 高 は \ 

て 三 卜 一 一 回になる。 尤も^：^外に ； 文 もなかつ たさう だ。 其 他に 丸裸になったり. H 殺 をした 者は頻 々ある。 

千 七： C 七十 -九 年に マウント フォ— ド と 云ふ贵 族が 短銃 往生 を 遂げた。 翌年に^ ン 、 ダマ— と か デマ ー と 

か 云 ふ が 矢張り：.！ 同様 どんと 死んで 仕舞った。 其 時 彼 は 二十 三 ii^ であった。 其 他 乞食 同樣 になった 者 は 

無論 夥しい 數 であろ。 然し 乞 <M になったり 自殺す る 前に は 大抵 借金 をす るの が 人情 だから、 多くの 人、 殊 

にサ に 那と云 ふ 様な 手 八" は 5 白 高利 、お、 S 爲に 苦しめら る、 樣 になった" ヒ？， •.  •  二 ふ 一 種の 娯樂 は英國 全體 

の氣 風な W だから、 唯 W 子の みが 耽った と は 限らない。 女 も大に 肌：：；：. I まし 遣った ものである。 始 

めのうち は 夫. から 供給 を 受ける が、 小 使が なくなって 愈 始末に 終へ なくなる と、 止む を 得す 指輪、 胸 飾、 

腕輪 一 切の^ 飾 品 を 七つ 星へ 曲け 込む。 中には 不正 手段で 常の 敵 を 瞞着した 女 さへ 出來 た。 

例の ホ.： ^^,1:7 は 『ホア イト 俱樂 部の 賭博』 と 云ふ邀 -S で、 其 猛烈な 體 たらく を 今の 世に 傳 へて 居る。 

おは を； ると 亂 2^ で. 0 あり、 狼藉で も あり、 又 ^1;<.^"で も ある。 眞 中に 狂氣の 如く 拳 を 握って、， 愤悶 の極髮 

を 板り 落とした 男が ゐ ろと、 化 隣り は 之と は反對 で、 楮 子で 顔を藏 した 後悔の 體 である。 觯 iHf^ の 言葉に 

よると、 相絨 したての 現 4!- を 懐に、 運命 を ー舉に 決しよう とし， て、 からりと目^3^か外れたのださ、フだ。 其 

傍に^ 公子と える 程な 立派な 人物が、 悉く 財布の 尻 を はたき 盡 くして， 高利 貸 を 眼の 前に、 借金の 證文 

を いて 居る。 奥の 方に は 負け 腹 を 立てて 拔 刀の 上 相手 を 刺し殺さ うと 息 捲いて る 奴が ゐる。 夫に 外の 者 

が 仲裁 を 人れ て： K る。 みんな ！ 六で^ 中に なって 居る. 2： に、 何 かの 過失で 洋燈 でも 引 繰り返した ものと 見 

えて、 火が 天井へ 燃え移って 旣に 大事に 至らん として 居る。 消防 夫が 一人 戶を排 ひて 飛び：： a んで來 る。 


つと 斯ん な圖 である。 

S 決鬪。 十八 世紀に は 決闘が 大分 流行した もの だ。 是は 今迄 御 話し をした 倫敦の 情況 を 綜合して 考 へて 

見る と 尤もの 事と 推察 せられる。 第 一 倫 敦の町 は 物騒で ある、 辻番は 殆ど 役に立たない。 兇漢 は 何の 恽り 

もな く 自由に 潢行 する。 身分の ある 者で も 時と 場合によ ると、 身分に ある まじき 惡戲 をす る。 夫から 賭博 

場で 喧嘩が 起る。 飮み 過ごして は酒亂 になる。 

從 つて 男 は 必す劍 を 指して 居った。 日本で 云へば 指す の だが、 實 はぶら 下け てゐ た。 此劎を ぶら 下け る 

と 云 ふ 事實が 巳に 決鬪を 促す 大 原因で ある。 假令 装飾 用の 物と しても 間違 ひが 起れば 血 を 流す に 極まって 

居る。 十八 世紀に 決闘が 流行した の も 無理 はない。 のみなら す當 時の 人間 は 恰も 舊慕 時代の 侍の 如く 苟も 

上流 紳士で ある 以上 は 幾分 か 擊劎を 心得て 居らねば ならぬ 者に 相場が 極まって 居た。 從 つて 決鬪其 物も诀 

して 蠻 風と は 認められて 居らなかった。 叫 「ヨンソン さへ も ボス ゥ エルに 語って、 云った 事が ある。 

： He  WIS  fought  a  duel  did  not  Sglit  from  ； passion  against  liis  antagonist,  tmt  out  of  self- 

defence,  to  avert  tlie  stigma  of  tlie  world  and  to  p_revent  himself  from  .being  driven  out  or 

society.-- 

(決鬪 をした つて、 相手が 惡 いので 激昂の 餘 りに 遣る のぢ やない。 遣らなければ、 正當 防禦が 出来な 

い。 のみなら す、 社會 から 擯斥され て、 污 名 を 蒙る からだ。) 

からし て當時 の 人が 決 鬪を好 い 事と 心得て 居た の は 無理 もな い。 そこ で何ぞ 間違 ひが 起る と、 自己の 非 

を 承認したり、 謝罪したり、 又は 取消した りする こと は诀し C ぜん。 必す劎 の 先で 是非 曲直 を爭 ふ。 其 内 

に は 今から 見る と隨分 滑稽な S も あるが、 當時は それで - 般か满 足して 居た。 芝居 杯で， 屡 喧嘩 口論から 

诀鬪が 起った ものである。 こんな 話が ある。 
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或時粹 人口 バ ー ト、 フィル. チ ン グ なる ものが 牧師^ ゥ ー になる 者に 突き 當 たった。 すると フ ルゥ —に 

-が 人き な聲で 何故 突き 當 たったと 咎めた。 咎めら わた フィル.， チン グは、 いきなり 刀の 柄へ 手 を かけた。 相 

手 は いきなり. E 分 S 劍を拔 いて フ ィ ル.. チ ン グに 斬り付けた。 斬り付け たと 云はなくて は 日本語に ならない 

から、 さう 云って 置く が、 西洋 S 事 だから 富 は 向う を 刺した ので ある。 所が 此 フィル .デ ン グ と 云 ふ 男が 芝 

1151;-物の^^人達の-同情ふふ化ょぅと-:ムふ料簡から， わざと みんなの 方 を 向い て、 此 通りと 云 はぬ 許りに 疵口 

をに. せびら かしながら 引き取った。 本當の 芝居 をして 見せた の. である。 生憎 の 女 共は氣 の 毒と も 何と 

^思 はないで、 却て 大聲で 笑った ので、 先生 大に心 持を惡 くした と あろ 3 其 他 決闘の 話 は澤山 ある。 一 々 

舉 ける 譯 にも 行かん から 略して 仕舞 ふ。 注意すべき は此 時分の 決闘 は 形式的 S 诀鬪 でない。 富 際 S 眞劍勝 

fte あん。 從 つて 今 に 雙方共 擦過傷 杯で 終る と 極まって おらん。 どっち か 一 人は卽 死す ろ 事が 多い。 

雙 〃込^れん 場合 も 少なくない。 ことに 驚く の は 耶蘇 敎 s:?-l- い^ 關 である。 ト八 世紀に 坊卞 で決鬪 をし 

た. < か 三人 ある、 一人 は 相手に 殺されて 仕舞った。 ；人は 相手ん-殺した、 而も 侬 然として^ 侶 S 職に 居つ 

た。 第 ：- 一は 三；；！ 诀湖 をして 後に 從 男^に なった さう である。 

S 服^。 ト八^ 紀の 服装 は-. = 年 ii に 尺分變 つた さう である。 此 講義 は 服装. S 歴史で ないから 一 々其 變遷 

を敍 する 必要 はない。 唯^ 今と？^ つて 颇る華 笑であった、 否き らび やかであった、 否 ある 點で な不. c: 然で 

あつたと 云へば それで 大體は くせる 事し-思 ふ。 第 一 現今 英國へ 行って 见 ると、 みんな 地味な 服裝 をし： し 

シルクハット ん 

居る。 多くの 人 は フロック コー トに^ 轄で洋 袴. S 縞 も 見えぬ 迄に 細かい。 又 背廣を 着て 居 一 sin, しも 大槪は 

灰色の搽.な目立たぬ^1^ばかりでぁる。 概して 云 ふと 彼等の 服装に 對 する 趣味 は 極めて 狹ぃ範 園の 中 を 上下 

して 居る のみで、 極く 粗 雜な觀 察 眼から 云へば 皆同樣 だと^ じても 宜しい。 所が 私が 英國 へけ つた 時、 あ 

ろ 芝居で シ エリ ダン の 脚本 を 場に 登せ た 事-か ある。 シェ リダ ン の 脚本 中の 人物 は 皆 十八 世紀 式 だからして 


役者 も 亦 十八 世紀 式に 生れ 變 つて 出て 来る。 私 は 今迄 書物の 上で こそ こんな 服装 を 見た 事 は あるが、 實際 

の 寳物を 見た の は 其 時が 初めてで ある. - 初めて 见た私 は 船ろ 彼等の 衣装の 美麗 華奢な のに 驚いた" 同時に 

今 代の 人から 云 ふと 甚だ 不自然な やうな 感じ を 免れなかった。 今 之 を 少し 順序立てて 御 話しす る 積り であ 

る 0 

先づ 男子から 申す が、 第 一 に 妙な の は 彼等が 自然の 毛髪 を 立派に 所持しながら、 鬉を 捲へ て 被った 事で 

ある。 御 承知の 通り 是は禿 を 隱す爲 の 道具で も 何でもない。 子供 迄 も 被った 事が ある 位で、 全くの 装飾品 

である。 尤も シ エリ ダン-の 『競爭^;£1 の 序幕 第一 場に 鬉の 廢れた 事が きいて ある 位 だから、 百年 問 のべつ 

に 同樣の 勢力 を 以て 流行った もので も あるまい が、 何しろ 日本の 女の 蟹の やうに 色々 の 種類が 出來 る位發 

達した 所 を 以て 兄る と、 一時の 流行に 凄じい もので あつたに 違 ひない。 しかも 女の 髭の やうに、 身分に 應 

じて 夫々 特別の 置が あったら しい。 だから 醫 者の 鬉は 一 見して 醫 者- S だと 2- 當 がっく。 法律家の 置 はすぐ 

法律家の だと 合點が 行く。 而も 同じ 法曹 社 會の鬉 でも 被り 手の 位置 階級に よって 各 其頻を 異にした と 云 ふ 

話で ある。 從 つて 當 時の 人 問か變 装して 人の 目を喑 ますの は 存外 容易であった。 一 寸鬉を 被り 易 へても 胡 

魔 化される。 此點は 今よりも 餘程 進歩して ゐ たと 云 はねば ならぬ。 

髮の 種類 を擧 けて 見る と story  wigs,  t5t>  wigs,  riding  wigs,  .bus げ y  wigs,  scratcli  wigs,  t>ag  wigs, 

.brown  George  wlg.s,  nightcap  wlg.s,  ； periwigs,  tie  wigs,  cjuevie  wigs,  .brown  rf-p^  wigs,  drizzle  ma- 

jors, grizzle  ties いくら きいても 書き 切れない 程 ある。 閑が あれば 卜 八 世紀の 鬉と云 ふ 論文 を 書いたら 可 

からう と 思 ふ 位 出て 來る。 小 泉 先生の 髭の 研究 以上の 仕事で ある。 

斯う 色々 な 種類が 出來て 世間 一 般が鬉 を 被る となると、 鬉は袂 時計と か寳石 入の 指輪 以上に 需用が 多く 

なる の は 必然の 勢で ある。 從 つて 髮 泥棒が 出来る。， 立派な 髮を 被って 揚々 と步 行いて 行く と、 後から 行つ 
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て、 いきなり 突き飛ばして 置いて、 S- を搜 つて 逃け j し 行く。 撄 つて 行く 箸で ある。 髮 S 價格は 非常な もの 

であ. 0。  ！^！！^しぃ髮の毛になると 一 ォ ン ス三^ 位の 和 場で 资れ たさう だ。 自分の 頭の 毛 を 賫り拂 つて 人の 頭 

に械 ゑ附 ける 杯 は 中々 奇特な _3 ^であ 5*。 斯う 云 ふ 仕儀 だから 髦師は 立派な 商賫の 一 つに なって 居た。 ある 

時 不^した 流む かに 変 を 被らす に 地髮で 人が 出歩く やうに なった 事 か ある。 すると 髮 師に大 恐慌 か來 た。 

彼等 は 1  吐ち に 時の 國 王に 嘆願 卞： を 差 出して、 どうか 陛下の 臣民が 故の 如く 鬉を 被る やうに 御 取 計 ひ を 乞 ふ 

と e. し 立てた。 其後此 事件 はどう 片が附 いたか 知らない。 

此髮 sv^ へ もって 來てパ ウダ— と 云って 粉 を ふりかける。 名詞；； i は 無論 使 ふし、 動詞に も ffl ひられる。 

此 粉が 又隨 分旦： に 使 川され た である。 • ^^^は 苦し紛れに 此 粉 に税を 課して 國 家の 收 入を增 さう と 

企てた 位 S も S だ。 所-か 上に は 上が ある もので、 色々 工夫の 末 思 ひも 寄らぬ 原料から 一 種 明して 

巧みに 稅を 免れた。 11 年 S 後 こんな 亊を 讚めば 凡て 滑稽で ある。 

次 は 椅子に 移る。 彼等の 轄 子は诀 して 今の 山 高、 中 折の 類で はない。 紳士と なると 必す cocked  hat と 

云 ふの を 被る。 綠を金 か 銀で 卷 いて 其 、成い 鍔 を 山へ ひっつけ るので ある。 此 cocks も畤々 に 流行が 異な 

るの みならす、 人々 の喀 好に 依って 違 ふ。 從 つて 名前が 色々 ある。 つ アム マ ルク、 コック」 とか 「カム バ 

1 ランド、 コック」 とか 云 ふが、 どれが どれ だか 私に は 分らない。 其 次 はレ— ス。 これ は 今日 だと 婦人よ 

り 外に 川 ひない が、 《=a 時 は 婦人 21 樣、 男子 も ffl ひたので ある。 レ ー スの 襞綠を 男子が 装飾と して 頸の 廻り 

に 結んで、 端 を. 一 一本 だら りと 長く 胸に 下け て 居る 圆 がよく $_| に畫 いて ある。 是は御 承知 だに う。 手頸の 

所 も 今の カフスの 代りに レ ー スを ffl ひた。 猶 妙な 事が ある。 其 頃で は 男子が マツ フ (暖 手套) を ffl ひた。 

ホ 1 ガ 1 ス の 『上流 社會 S 趣味』 と：： ムふ 塞に ちゃんと 男が マツ フを はめて 居る。 夫から 男子 は 決して 蝙幅 

傘 を 使 川し なかった。 佛 蕨5: 人. か 倫软を 歩いて 雨が 降った から 傘を擴 けたら、 „!: 故 車に 乘 らんく と倫敦 


人が 口々 に 罵った と 云 ふ 話が あ る，。 當時. の 傘は玄 11 に 釣る して 置いて 車へ 昇降の 時 丈 さし 懸けて 用 ひた 者 

である。 而も 構造 甚だ 不細工で 油 お 張りの 如何 はしい 奴で ある。 

是 から 着物に 移る ので あるが、 之 は 陸軍、 海軍、 坊主、 醫 者で 夫々 異なる ので あるから 詳しく は 無論 申 

されぬ。 先づ 普通 服装 一 般を云 ふと、 頭に 大きな、 毛の 澤山 ある 鬉を 被って、 上衣 を 膝の 下まで 長く 垂れる" 

袖 は 大分 寬く、 カフス は 折返して 袖の 半ば 迄來 る。 す ほん は 膝頭 迄、 チョッキ は 上衣と 同じ 位な 長さで あ 

る。 これに 美しい 刺繍 をして 綠を 付ける。 襟 飾 は 長いの を 用 ひた。 履 は 小さな 扣 子で とめる C 一時 銀の 四 

角な 形が 流行った 時、 是が 婦人に も 大變氣 に 入って、 みんな 男の 眞似 をした。 すると 銀の 盾が 足の s- 一ば 

いに なって 女の 足が 殆ど 見え なくな つ て 仕舞った。 ジ ヨン、 ス ぺ— ン サ ー と 云 ふ 人が 結婚の 當 日用 ひた 扣子 

は 三 萬 錢の價 であった さう である。 日本の 金に すると 三十 萬圓 だから 扣子 丈で も 中人ト 家の 産が ある。 是 

でも 衣服に S 澤を盡 くした ことが 分る。 ホレ ー ス、 ラル ポ== ^が 其 親族の 結婚の 時に 用 ひた 衣服 は、 白地 

に 紫と 緣の花 を 縫 ひ 出した 者であった。 縫 ひ 丈なら 夫 程で もない が、 是へ を 付けたり、 又は 金の 細工 

をして 胸 の 邊 りへ ぶら 下け たりす るから、 其 費用 は 莫大な ものに 相違ない。 ゴ 1 ル ドス ミスの やうな 貧乏 

詩人で も 一 拗にー 一 百 ii 以上 かけた と 云 ふ 話で ある。 —「ー ネル、 ハ ンガ —と 云 ふ 人 は 一 冬の 晴着 一 襲に 九 千 

圆 費やした と 書いて ある。 

女の 方 も 無論 之に 劣らぬ 贅澤を 遣った。 先づ 第一 に 驚かれる の は 其 帽子で ある。 決して 唯の 帽子 ぢ やな 

い。 人が 嘲弄して 「塔」 とい ひ T 弓狀 塔」 と號 した 位の もので、 非常な 高い 大きな 奴で ある。 それへ 插す 

鳥の 毛の 如きに 至る と 殆ど 半碼 (卽ち 一 尺五寸 以上) の 高さに 達した。 ハンナ、 モ. I ァか 他の 婦人 を 評し 

て、. 彼等 は 頭上に 「灌木の  一 H  —力 ー 半、 外に 斜地、 草地、 ま 金黃 花壇、 芍藥 一 叢、 菜園、 及び 凝 室」 を 

戴いて 居る と 評した 位で ある。 婦人の 服装で 今 一 つ 目に 立った もの は、 例の 維 骨で ある。 是は 婦人の 下 袴 
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の^へ 人れ て ビンと 突っ張る 爲の 鯨の 骨で ある。 所が 其 箍 骨 を 入れた 下 袴 か漸々 廣く なって、 仕舞に は 紐 

lEijS:i 位な 大きさに なった。 大き さ S 並外れな 事 は ァダソ ン が 『タツ トラ—』 の 百」 六號 に斯. う 云うて 

EJ ろので も 分る- - 

つ lie  court  being  prepared  for  proceeding  on  the  cause  of  the  petticoat,  I  gave  orders  to 

t-nns:  m  a  criminal,  who  was  taken  up  as  she  went  out  of  the  puppet-show  about  three  nights 

ag.o,  and  was  new  standing-  in  tlie  street,  with  a  wreat  coticourse  of  people  abotit  lier.  Word 

was  brought  me.  that  she  had  endeavoured  twice  or  thrice  to  come  in,  but  could  not  do  it  IDy 

reason  of  her  petticoat,  which  was  too  large  for  the  entrance  of  my  house,  though  I  had  or- 

dered bot ば the  folding-doors  to ぎ thrown  open  for  its  reception.  Upon  this-  I  desired  1;he 

juty  01  matrons,  who  stood  at  my  right  hand,  to  inform  themselves  of  her  condition,  and  know 

wliether  there  were  any  private  reasons  why  she  might  not  make  her  appearance  separate  from 

her  petticoat.  This  was  managed  with  great  discretion,  and  had  .such  an  effect,  upon け he 

retutn  of  the  verdict  from  the  bench  of  matrons,  I  issued  out  an  order  forthwith,  -  that  th ひ 

criminal  should  be  stripped  of  her  encumbrances,  until  she  became  little  enough  to  enter  my 

llouse.- : 

(法廷 は 下 持； ss. 件に 進行す る 川 i-K.- 出來 たので 罪人 を 呼び入れ ろと 命じた。 罪人と 云 ふの は 三日 以前 

操 人形 3ij から 出る 處な怖 へられて、 今や 群 築に 取り 卷 かれて、 表に 立って 居る。 所が 復命に よると、 女 

は 二三 度 家の なかへ 這 入らう としたの-たが、 下 袴が 人口に 支へ て、 どうす る 事 も出來 ない の ださう だ。 

あらかじめ 左う も あらう かと 思って、 開き 戶は觀 音 開きに 開け； し 仕舞へ と 云って 置いた の だが、 それで 


も 自由に 行かない と 見える。 そこで 自分の 右の 方に 立って ゐる 婦人 陪審 官に 向って、 かう 云. ふ譯 だが、 

何う でせ う、 袴を脫 いで 出て 來る譯 に は 行かない もので せう か考 へて 見て 下さいと 賴ん だ。 勿論 巧妙に 

うまく 賴ん だので、 称き 目 はすぐ あった。 そこで 婦人 方の 意見 を 確め る や 否や、 直ちに 命令 を發 して 罪 

人 を 家へ 入れ 得る 程 小さく する 爲に無 ffls 長物 を剝 いで 仕舞った。) 

七娛樂 

十八 世紀の 倫敦市 及び 倫敦の 住民の 有樣 及び 其 特性の 一般 を 述べた から、 是 から 彼等の 嫂樂に 移って 一 

言しょう と 思 ふ。 娱樂に 大分 ある。 中には 現今の 嫂樂と 大同小異 なの も ある。 又は 全く 廢れ て迹方 もな く 

なった の も ある。 先づ ざっと 數 へて 見る とパ 一 ) 喫茶 圊。 (一 一) 假 面會。 (三) 芝居。 (ran 倫敦緣 日。 

(五) 鷄 合せ。 (六) 懸賞 鬪技。 (七) 熊 いぢめ 及び 牛 いぢめ。 (八 ) クリケットと フ ー トボ！ ル。 (九) 

保養 場 等で ある。 是を逐 一 述べ る 譯には 行かん から 先 づ大體 の 事 丈 話す。 

(一 ) 喫茶 園。 と 云 ふと 公園の 中に 興行 物 や 茶店が あって、 音樂も 聞ければ、 ぶらく 步 きも 出来る、 

先づ 淺 草の 奥山に 似て 今少し js?: 事 上品な ものと 思 はれる。 是は 重に 當時 の 上流 社會の 人達が 行く 所で あ る。 

中に 最も 有名な のが 二つ ある。 デ— ク スネ 1 あと ラネラ 1 である。 前^；^は當時の文舉書に斷ぇす引合に出 

て 大分 規模の 大きな 物の 樣に思 はれる。 是は. ー 九 世紀の 始めに 取り 拂 はれた。 私が 洋行し， た 時 之 を 見たい 

と 思って 居った が、 ある 時.. ヲ— ク スホ ー, ル— と 云 ふ 所 ふ-通って 見る と、 極めて 污 い 街で 公園 力 樣な物 は 毫も 

毘當 たらなかった。 發 音もヺ ー ゾ！. < と 記憶して 居た。 字引に もさう あるか、 英國人 は .n^ い.？ と 

云って 居る。 此喫 茶園 に 就いても. ！；< 分 話す 材料 は あ るが 時間が 惜し いから 是で 止める。 

i   —  ,   .  一  0 九  ！  I 
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0  0 假：. E 會。 數 限り もな く 行 にれ たうちで、 へ ィ マ —ケ， 座で 遣った 7,:^^:: の 興行に か ， る も 

のが 一番 有名で ある。 會 W ある 時 は 前に 話した 珈琲 店の ホア イト 軒と 云 ふ樣な 所で 切符 を赍 る。 是は臨 $ 

飛 入り を 防ぐ 爲 である。 豫約者 以外に 切符 を 渡さない S. は、 成るべく 下等な 人間 を 入れない 工夫な の ださ 

；た。 f 像しても 解る こと-たが、 この 魄樂に は 大分 惡 習が 伴な つて ゐ たさう で、 その 爲坊キ ： 其 他方 正の 士 

子 力ら は ぃ攻 を^った。 之 を 歴史的に 研究して、 どうい ふ發 達に つれて、 どう 云 ふ 弊害が 出て 來た 

力と 明め る^も 而. ei いに 途ひ ない-か、 た 事 を 離れて、 頭 S なか. で考 へても 心理的に 興味の ある 事と 思 

ふ。 人？！の化^！-？；我とか世の投とか稱ふるものの三分のニは、 自己の 同一 一 俗が 人から 認められる 切な さの 餘り 

に 辛うじて 保存せ ィ， る、 揚 4" が 多い。 闇の 中へ 這 入って、 何の某と 云 ふ 姓名が 消える や 否 や 道、 いは 失せ 

力ち になる。 假而會 は 世の中 を I 曰くす る 代りに、 自 「JW 顔 を- くして、 之と！ 5 樣の 結果 を 煌々 たる li 光の 

下に 收め や：： たので ある。 文明 S 洋&- を 其 ai に點 けて 置いて、 各自の JiYm, を 消す 方の 工夫 を 凝らした 随る 

妙 を ぼ.， た嫂樂 である。 文明の 膨： F フー を 受けた 一 部の^！然をことさらに狂ひ出さしむる必要から起った設 

^と；：-てん；^^^支なぃ。 ホレ ー ス、 ヲ ルポ I ルが ある 假面會 の 事を敍 した 中に 下の 一節が ある。 假面會 の 生 

は 此 U§ でも 想像 か 出 來る。  、 

- .Vhen  you  entered,  you  found  the  whole  garden  filled  with  masks  and  spread  ith  tents, 

which  remained  all  night  very  isl.  In  one  quarter  was  a  May-pole  dressed  with  garlands, 

and  people  dancing  3und  if  to  a  tabor  and  pipe  and  rustic  ITSSic,  all  masqued,  as  were  all 

the  vanous  bands  of  music  which  were  disposed  in  different  parts  of  the  garden;  some  like 

tiuntsmen さ ith  French-horns-  sic  like  peasants,  and  a  troop  of  harlequins  and  scaramouches 

in  the  little  open  temple  on  the  mount.  On  the  canal  was  a  sort  of  ssndola,  adomed  w,ith 


flags  ana  streamers,  and  ruled  witli  music,  rowing-  about.  All  round  the  outside  of  ttie 

amphitheatre  were  shops,  filled  with  Dresden  china,  japan,  etc.  and  all  the  shopkeepers  in 

mask.  The  amphitheatre  was  illuminated;  and  in  the  middle  was  a  circular  bower,  composed 

of  kinds  of  lirs  in  tut>s,  from  twenty  to  thirty  feet  high:  under  the  orange-trees, さ itti 

small  lamps  m  each  orangd,  and  below  them  all  sorts  of  the  finest  auriculas  in  pots;  and 

fest-oons  of  natural  flowers  hanging  from  tree  to  tree  There  were  t-ootlls  for  tea  and  wine, 

wamlng-tat>les  and  dancing,  and  at-out  two  thousand  ！ Jersons- 】n  short,  it  pleased  me  mor ひ 

t ザ an  anytliirig  I  evtn.  saw.: 

(園内 .J せ a 渡す 限り 天 慕が 張って ある。 見る 人 每に假 面 を 被って ゐる。 天藉は 終 ill 張り詰めで 

义 から 甚だ 便利で ある。 (ヲ ルポ— ルは此 所に わざと 圈點を 打った 5_  , 一 方に は 花で 飾った： Am" 柱の 

周 園 を 取り 卷 いて、 笛、 鼓の 音に 調， 十 を 合 はせ て、 大勢 躍って ゐる。 固より 素顔で はない。 其 外 園内の 

所々 に 構へ た樂 人の 群 を 見る と、 是も 悉く 面 を 被って ゐる。 佛蘭 西風の 角笛 を 持った 獵 夫の 樣 なの も ゐ 

る。 百姓 姿に 身を扮 したの もる る C 小山の 上の 御堂の なかに ほハ ー ル キン やら ス カラ マウ チが澤 山控へ 

てゐ る。 《註、 ハ— ル キン も ス カラマ ゥチも 共に 以太 利の 道化 芝居に 出る 一 種の 類型的 人物で、 日本で 

云 ふと 一 一十 五 座 S 馬鹿の 樣な ものに 當 たる。 芝居で やる と！^ カラ マウ チが虛 勢 を 張って ハ —ル キンに 打 

ちの めされる と 云 ふの が 寸法で ある。 今では 叫  1 ル キン はた tf パ ント マイ ム 劇の 中に あら はれる 丈で あ 

きい 假面會 の 流行した 當時は 人が よく 此風體 を 装った ものである 5> 水に は 一 種の 畫妨を 浮かべ る。 

旗幟 を 押し立てて、 そこら を 漕ぎ 囘る。 圓 形の 中央 館の 外部に 雜貨 店で 一杯で ある。 iz: レ—. ^陶器 も 

あれば 漆器 も ある。 店の 主人 は 無論 面 をつ けて るる。 中央 館 は 目眩い 許りに 明り を點 ける。 眞 中の 茂り 
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は、 鉢に 械 ゑた 檢を 集めて^ 狀に： へて ある。 高さ は 二 ト0< もしくは 三 も あらう。 上に は柑 類が あ 

ろ。 其 ； つくに 小さい 洋^ん- 點 ける。 下に は 目の 醒める 樣な 鉢植の 九輪 草ん， -竝 ベて、 自然の 花 を 枝 か 

に 枝へ 憑け 渡して フ H スッ 1^ を 作る。 外に 茶店 も あれば 酒 舗 も ある。 赌掉場 も あれば 舞踏 場 も ある。 

一 一 や 人 程 の 人数なら ば 何時 來ても 差 支ない。)    

此敍述 は 一 讚しても 分る-か、 ； .1 に 云った ハ イデ ガ ー の 催しに か 、る ヘイ マ ー ケット 座の 假面會 と は 全く 

趣が $a ふ。 制揚で 遣った のではなくて、 ラネ ラ ー と 云 ふ 大きな 公園の 樣な 所で 開いた ものである。 夫 を^ 

ル^^^が：： 丁、 其 盛況に 一驚 を 喫して、 逐 一 の 模樣を 當時以 利に 居た 親友 サ ー、 ホレ ー ス、 マンに 報 

した ものである。 ある 詩に (作者 知らす) 斯う ある。 

： T-lae  midnigtit:  orgy  and けザ ひ mazy  dance,  、 

.Tile  smile  of げ eauty  and  tlie  liusti  of  wine, 

:Por  fops,  fools,  gamesters,  knaves,  and  lords  comt>in ひ； 

.Pac21  to  Ills  humour 11 Comus  all  allows: 

vlljampagn ひ, cJhce,  music,  or  your  nelg.l,l.l:>o.nr ノ s  SJJyuse. こ 

ClS は 夜な かお！ 飮む、 踊 は ま は 乙お 踊る。 女 は^びる。 酒に は醉 ふ。 ハイカラ、 鹿、 賭師、 惡 

-ぉ、 或は ti. 族、 誰でも 構 はない。 めいくの 好物 を 女神 コー マ スが 下し 賜 はる。 11 三 鞭、 ^, 音樂、 

でなければ 隣 S 細！！；^。：) 

ズ三) "：，^ から 芝お の 話に？ t 乙。 近頃 英^の ある 雜誌を たに、 其 誌上に 剌揚の 批評が 大分 長く 載って る 

た。 そのうち， に英國 53^ 物 人の 不心^ 不體裁 を ひどく 罵倒した 節が ある。 ^と 一：^ ^の問 に 座 を 立って、 次の 

將が く 前に は： S つて 來 ない。 どこかに 々々して rO る も S と 見えて、 丁度 人の 邪魔になる 時分に ひよ 


つくり 顔 を 出す。 是が 一 つ。 夫から、 仕舞 際になる と、 肩 や 胸 をむ き 出しに 曝ら した 女達が、 急に そ は そ 

はして、 急がないでも 濟む所 を、 外套 杯 を 引 懸けて、 ことさら 歸る 支度 を 早くす る。 是 がー 一つ。 此ー 一つ は 

熱心な 観客の 邪魔 をす る 非常な 沒公德 の所爲 であると 隨分 t 可烈な 言語 を 列べ て 痛論して ゐた。 所が 正直な 

ところ を白狀 すると、 斯の 如く 手痛い 攻擊を 受けた 英國 劇場の 見物人 は 其靜肅 なる 點に 於て、 其 行儀の よ 

ぃ點に 於て、 其高尙 なる 態度に 於て、 大に私 を 敬服 させた 事が あるんだ から 可笑しい。 私が 英國へ 行って 

芝： is を 見た 時、 第 一 に氣が 付いた の は 彼我 觀 客の 態度の 上に 著しい 相違の あると 云 ふ 事で ある。 どっちが 

行儀が 好い か は 改めて 說明 する 迄 もない。 第一 一に 胸に 浮かんだ の は、 シ モ ン ズの著 はした 『沙翁 以前の 英 

國 脚本家』 中に 詳しく 書いて ある 沙翁 時代の 劇場 S の 光景と、 私が 自分で 親しく 目撃した この 有樣 との 相 

違であった。 其 時 私はシ モ ン ズは 常時の 無規律な 樣子 を、 筆に 任せて 少々 誇張し 過ぎた ので は あるまい か 

と 疑った 位であった。 シ モ ン ズを 讀んだ 私に は 彼等の 大人しく 成り 方が 餘り 烈しく つて、 さう としか 思 は 

れ なかった。 所が 十八 世紀の 芝居の 模樣を 調べて 見て、 其 整 はざる 事、 其亂 暴なる 事に 於て 現今の 場末の 

倫敦 劇場よりも 甚 しかった と 云 ふ 事が 明嘹 になった ので、 此方 面の 改良 も 亦 十九 世紀に 至って 漸く 成就し 

た 者と 悟った。 

十八 世紀の 芝居 は 大體六 時から 始まった 者で ある。 (今では 七 時半 乃至 八 時で ある。) 夫で 身分の ある 

人になる と、 まあ 三時 頃から 召使、 11 日本で 云へば 中間、 若黨と 云った やうな もの、 卽ち 英語の フ ー ト 

メ ンを豫 め 芝居へ やって 席 を とらせて 置いた。 所が 其フ ー トメ ンが 大人しくない。 中々 狼藉の 所爲に 及ぶ。 

轄子を 被って 居たり、 大聲を 出して 笑ったり、 向う側の 者と 話し をしたり、 嗅ぎ煙草 を 嗅いだり、 動 もす 

ると， 主人の 威光 を 笠に 着たがって 仕方がなかった。 或 人 は 之 を 慷慨して 新聞に 投書して、 「劇場 は 禮儀作 

法の 中心として 尊敬 を拂 はねば ならぬ」 云々 と 云った。 狼藉 はもと より 宜しく あるまい が 、「劇場 は 禮儀作 
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法 s 中心として」 も 少し 變な樣 だ。 何だか 英 人の 芝居 を 見る 時の 考と、 日本人の 芝居 を 見る 時の 考が 根本 

的に 途 つてる やうな 氣 がする。 我々 だって 芝居へ 亂暴 しに 行く 馬鹿 ぢ やない が、 劇場 を 以て 高雅なる 禮 式 • 

品格 ある 作法 S 中心と は 忍って ゐ ない。 從 つて 见 物の 態度 も 自ら 異なる 譯 であらう。 からして 此 等の 中間- 

お  の 動作が 火に 秩序 を 壊 亂 した 樣に 記載 せられて 居る が、  寳を云 ふと、 日本なら 此 位の 事 は 主人 自身が 

造り かね まじき 行爲 かも 知れない。 それ は 鬼に 角もう 一 っ此 中間、 若黨に 就いて 話が ある。 彼等 は 無錢で 

，5£^敷に入る特許を有して居った。 是は 矢張り 主人公に 對 する 劇場の 厚意 かも 知れぬ が、 彼等 は 其 iSt 接 敷 

を 我物 5i に lis 領 して 尺に 他の 見物の 迷惑になる やうな 亂暴 ばかり 働いた。 其 極 ドル 1 リ ー、 レ ー 叫ン 座の 支 

人 かとうく 我慢し 切れす に、 此奴 等 を 二階の 隅から 追 ひ 出して 仕舞った 事が ある 0737)。 すると 彼 

等 は 大に激 して 手に く 棍棒 を携 へて 劇場に 亂 入した。 舞 臺の上 を 暴れ 囘 つて、 仕舞に は 一 ニニ 十 人の 負 

5^^1^;を：1^へて引き上けた。 別に 面白く もない 事 だが、 序 だから 話した。 

夫から 今日の 劇場で 飮化 をしょう と 思 ふと 席 を 立たなければ ならない。 (尤も 珈琲な ど はは 々持って来 

るが。) 所が 常，；^ は^の 間々 に 蜜柑 を りに 來た。 林檎 も賫 りに 來た。 是 等の 物資 人が 大きな 聲を 出して 

i=! 騒み-極め たもの ださう だ。 ぱ かりで はない、 肝心の 見物人が ワイく 言って 役者 を 冷やかした。 それで 

も 不足 だと. H 分の K つた 蜜柑 や 林擒を 役者へ 放りつ けた。 此 時分に は 一 一人の 番兵 を 舞臺の 上に 立た せて 置 

いたや 2 慣が ある。 其 番兵が 遠慮 もな く 大きな 聲で 笑った もの だ。 或 時 餘り笑 ひ 過ぎて 舞臺の 上に 倒れた 奴 

が あろ。  -  .  スト _ 

席 は 特別室と 土間と 第 一 棧敷、 第一 一枝 敷と で、 此 時分に は 上等 土 問なる 者 はま だ出來 なかった。 上等 土 

slsm 來 たの は 十九 世紀 仮初めであった。 此 時分で も 特別室 は 上等 客の 這 人る 所と なって ゐ たが、 其 物 

人 は又隨 分亂； ^であった らしい。 先づ 貴婦人 は 前述、， へた 通り 自分々々 の 定服を 着せた フ I トマ ンをニ 時間 


あまり も 其處へ 坐ら せて 置く。 夫から して 徐々 と 入場して 來て、 大きな 扇子 を廣 けて 知り合 ひの 人々 に 夫 

夫挨機 をす ろ。 さう して talk  and  laugh  as  loud  as  they  are  able  (出來 る だけ 大きな 聲で 話したり 笑 

つたり する：) と ある。 あれが 貴婦人なら 世の中に 貴婦人になる 程 容易な 事 はない と 冷やかす 者 さへ 出て 來 

た C 贵 婦人 はま あ 我慢 も出來 ようが、 bloods と 云って 前に 話した 粹人 などに なると 始末に 行かない。 特 

別室に 來ても 大抵 は醉 つばらって ゐ るから、 ちゃんと 着席 はしない。 自墮 落に 寢轉ん で 居る。 

最も 妙な 事 は 舞 臺の兩 側に 席 を 設けて 此上 へ も 見物人 を 載せた 事で ある。 ホ— ガ ー スの 描いた 舞 臺の圖 

を 見る と、 まづ 中央に 役者が 五六 人 何 か 演じて 居る。 其のす ぐ 左右、 卽ち 役者と 同じ 平面に 紳士 淑女が 居 

竝んで 見物 をして ゐる。 一寸見る と此 見物人 も 亦 役者と 思 はれる 樣に いて ある。 かう すると 舞 臺が狹 く 

なって、 役者が 自由に 働け なくなる。 で 有名な^^ 刃が 出て 來て 遂に 見物人 を 舞臺の 下に 追 ひ 下け て 仕 

舞った。 ガリック は 御存じの 通り 十八 世紀の 舞臺と 離す ベ からざる 闢係を 有して るる。 此 人が 役者と なつ： 

て 三つ S 改革 を 十八 世紀の 劇場に 加へ た。 第. 一 は 今 述べた 通り 見物人 を 舞 事： に 人れ ぬ 事。 第一 一は フ— トラ 

^ を點 けて 前方から 舞臺を 照らす 事。 此 改良 を輸人 する 前 は 天井から 蠟 燭を點 けて 蒲喑く 舞臺を 照らし 

た 者と える 「つ 第三 は 技巧 上の 改革であって 演劇 史 として は大變 大切な 者で ある。 今迄の 役者の 口 迹は單 

調で、. 文 切り 型で、 抑揚 も 高低 も 版に 押した 樣に 機械的の 者であった。 だから 最初の 二 句 位 を 聞けば、 あ 

と は どんな 風に 遣って 退ける か 聞き 惯れた 者に は 誰でも 分る 位な 有樣 であった。 そこへ ガリックが 出て 始 

めて 此積習 を 一洗して、 情緒の 抑揚に 從 つて 音調の 緩急 舒促を 計った ので ある。 從 つて ロ迹が 突然と して 

活動して 來た。 之が 爲に在 來の觀 客が 一度に 毒 氣を拔 かれて 豫 嘆した と 云 ふの は 恐らく 本 常の 事 だら う。 

其 證據が ある。 當時は 特許法 案と 云 ふ 者が あって 脚本、 劇場 及び 役者 共に 0 1 ド、 チ ヱ ン パ レ 、の S 公認 を 

經べ きものと なって 居た。 固より 役者 や 支配人の 方で は 色々 な 名義 を 設けて 特許 を 受けす に、 私の 興行 を 
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してお つた 者 も 少なく はなかった。 處が が リツ ク の 出勤し たの はグ ー 、ド —マ— ン ス 'フ .yr と 云 ふ處に 

ある 小^ 場で s_ より 公認 を 受けて 居らなかった ので あるが、 ガリックが 此 所で r リ チヤ ー ド 三世」 を 演じ 

て、 倫敦 一 般の 人氣を 一 身に 集める や 否や、 今迄 誰も 知らな. か つた 锻帳. S 名が 急 に，^ り ^ チ ヱ ン T, レ  1^ 

の 耳に 人、 つて、 此 劇場 は 2a ちに 閉場 を 命ぜられた。 同時に ガリックに 一 躍して 〔叫：^,.;:、 レ. I ン 座に 買 

收 されて 仕舞った。 が リック の斯 S! に對 する 功 t 叙 は 計りで はな い。 彼 は 進んで 役者の 服 被 を 改良し 始め 

た。 n:;s は 脚本の 如何に 關 せす、 又お 人 公が 希臉 S 人物で あらう が羅 馬の 英雄で あらう が、 委細 無頓着に 

I 八^ 紀 の服恍 で^^なく 出場した 者で ある。 此 弊に 着眼して、 多少の l^s 正 を 加 へ たの は 矢張り ガ リック 

であろ。 =.疋 は 寧ろ 文. 凤， f 史 と關聯 して 述べる 方が 適切で あるから して、 當 時の 脚本の 內容の 特性 や 衣服 等と 

共に 後 II しにす 乙。 ： 寸服 挑に 闕 して 面白い と Et 二  £ を 附記して 置く が、 當 時の 役者の 著た 服 被 は大變 

立派な^！^でぁったさぅだ。 それで 皇后と か 公^夫人 とか 云 ふ 人の 鱧 服の 御 古 を 頂戴したり 又は 買ったり し 

て， ：！^^-之を舞臺の上に着て出たさぅだ。 又當時 新聞紙で 劇に 關 する 廣告 など をす るに は、 新聞の 方から 

金を出した^！？；ださぅだ。 或 新聞 星は麼 元へ 年 々一 一：，：：^ 宛を拂 つたと 書いて ある。 夫から 役 苦の 地位 を 云 ふ 

と、 批 W 中から は 無. として 目され て 居た と あるから して、 日本の 河原乞食 同樣 の有樣 であった。 

^杯 はお^の 名流と 交際して 堂々 たる 紳士で あるが、 是は 役^と してで はない 一 個人と してで ある。 職 

業から 云 ふと 到底 齒す べき もので はない ので ある。 夫から 女 役者 は 無論 品行が よくなかった。 品行が よく 

なくても 私 交 h 輕蔑を 招く 率はなかった ので、 或 者 は 宮廷へ 出 人した 位で ある。 唯 公然と 紳士の 細君に な 

る ことが 出来ぬ のみであった， ■ 

(四) 市。 (fair)  恨に よって 市と 譯 して 匿く が寳は 日本の 綠 日の 樣 なので ある。 ^し 普通の 綠 日の や 

うに 規模の 小さい 者で はない。 バ ー ソロ ミ ュ ー の 市 杯になる と 長いと き は 一 一週間 も截 いて 開いた 事が ある ( 


是は 倫敦で 一 番 有名な 市で、 スミ スフ ィ ルドと 云 ふ處の 氏神 セ ント、 パ ー ソロ ミュ ー の 市 だから 斯う 云 ふ 

名 を 付けた ので ある。 バ ー ソロ ミュ ー の 日が 來 ると 小屋掛け をして 見世物、 賭博場、 輕業、 手品、 其 他 草 

草の 娛樂を 集めて 倫敦 市民 を 呼ぶ。 中で も 其 掛け 芝居 は 最も 有名な ものであった。 奇體な 事に、 當 時の 名 

1^ 役者と も 云 はれる もの-か 此假 小屋の 芝居に 出勤す るの を名譽 として、 競うて こ、 に 寄って 来たさう だ。 

其位此 芝居 は 呼 物に なって 居た と 見える。 だから 始めて 舞臺に 上る 者な ど は、 此機を 利用して、 一 躍名聲 

を 博して 置いて、 すぐ ド ル. —リ ー、 レ ー ン 杯に 雇 はれる 工夫 をした。 芝居の 外に は 前に 云った 諸種の 興行 

者が 軒を拉 ベて ドン チャン 騷 いで ゐる。 中には 野獸 園の 如き 殺風景の もの さへ あつたが、 當 時の 上流 社會 

の 人 は 一向 平氣な もので、 市の ある 度に 貴婦人 を 連れて 見物しながら そこら を 遊び 廻った ものである。 

T リソ 口  i ュ ー と拉ん で 有名 な の は^.^^" の 市で ある。 これ は 例の ホ 1 ガ 1 ス によって 後世に 傳 へら 

れて 居る。 — 右の 方 を 見る と擊劎 家が 一 一の 腕に 傷 をして 唯今 此 通り 負傷し ましたと 云 はぬ 許りに 市場 を 

馬で 乘り 廻して 居る。 向う のお 寺の 高い 星 根から 此方の 家の 星 根へ 長い 綱 を 筋 逢 ひに 渡して、 一人 輕 業師 

が 今 其 眞中を 渡りつ、 ある。 全くの 離れ 業で ある。 日本で はこん な大袈 袋な 綱渡り を 見た 事がない。 左 は 

大騒ぎで ある C 小 星が 崩れ 出して 音 樂師、 太夫、 其他樂 星の 人數 一 同が 見事に 轉 がり 落ちつ、 ある。 柱の 

端に 猿が 一 匹嚼り 付いて 居る。 落ちな いのは 猿ば かりで ある。 猿の 下で 賭博 もやって ゐる。 そばに 熊 鷹 婆 

が 張 番をして 居る。 …… 以上に 五月の 市と 云 ふの を 加へ て、 俗に 倫敦 の三大 市と 稱 へる。 此 外に 小なる 者 

は澤山 あるが、 大同小異と 思 へ ば 宜し い。 

(五) 此 外に 倫敦 人の 好んだ 娛 樂は鷄 合せで ある。 鷄 合せに 就いて 御 話し をす る こと は澤山 あるが、 時 

間かない から 先づ 略す 事に する。 一  口に 云へば 金 を 賭けて 鷄 み-蹴 合 はせ るので ある。 其から 熊 いぢめ、 牛 

いぢめ、 仕 合 (眞劎 で 遣る)、 其 他 ある 事 は 大分あって、 話せば 興味 も 少なく はない が、 肝心の 文 學談の 方 
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が；^  くなる から、 みんな 略して， 保養 場の 事 丈 御 話しして 置く。 へ ルス、 リダ I ッと云 ふと、 字の 示す 如 

く健康の^にl,仃く？lと云ふ^i:5味で、 日本の 湯治場の 如き 者で あるが、 日本の は 重に 入浴の ために 行く。 英 

國のは に 飲みに：；；： く。 そこが 途 ひで ある。 飮 むと 申しても 酒 を 飮んで 丈夫に なると 云 ふ譯ぢ やない、 矢 

り？ 5- をお むので ある。 だから？ 這 入る とい ふ肯 葉よりも drinking  the  waters とい ふ 流行語が 出 

來た。 「^!:15湯を飲んだかね」 とか 、「a^ ォは 保を飮 みに 行かう」 杯と 眞 面目に 言 ひ 合った ものと 見える。 

尤も 日本の 溫.； と は 大分 趣が 違 ふ。 日本で 温泉と いへ ば 必す山 を 連想す る。 英吉利の は必 すし もさう でな 

い。 先づ何 所で も 構 はない 井戸 を 掘る。 すると 其 中から 鑛 泉が 出る。 鎮 泉が 出さへ すれば 直ぐ 廣告； ；； 

を W く。 客は單に站康のほと稱して保^^;=-に行くのでぁる。 だから、 何所其所の溫^！^と云はなぃで、 何 所 其 

所の：^ 戶と稱 した ものである。 此 井戸の 中には 今では 倫敦 市中に 這 人り 込んで 让 舞った 揚處が 大分 あろ。 

例へば ハ ム ブス テッドの 如き は 其 一例で ある。 これ は 私が 一時 下宿して ゐた 所で、 片寄って はるる が 無論 

^敦の 市中で ある。 今では 何 所に 井戶が あるか、 頓と： 付からない が、 當時は 矢張り 池 上の 溫泉 位な 格で 

あった。 其 他 を 云へば、 イス リント ンも 例になる。 ダリ ツチ も 例になる 0  昔 S 保養 場で、 今の 小都會 (倫 

效 中の ：- に^ 化して； H 舞った。  I 

然し" 疋 せひ はせ 小規模の ものである。 保養 場 中で も 尤も 著名な もの を舉 ける とク ムブリッ^Kとバ ス のニ简 

所で ある。 中に もバ— んの 如き は 一 七 〇； 一年に 女 皇^の 行幸が あった 以 流行 社會の 中心と なった 位で あ 

る。 行幸 常時 S ひ パ-況 を^いた ものに、 お 人の 壯 丁が 揃 ひの 著 物 を 著て、 二 百 人山 女チが 馬に 乘 つて、 新し 

く 立派な？ 3 路を 切" 開いて、 さう して 行幸 を迎 へたと ある。 其 時 四方から 集まった 群集の 爲に、 狭い 所に 

不 はの. > ^か 込み合つ たので、 { 伯^な どか 非常に 騰^した さう である。 寢床を 得る 爲 に.^ 圓も 取られた と 書 

いて あるが、 =.1丈ならさぅ^^くにも當たらなぃ。 然し m 图 一枚の 拟 料が 一 晚 で十兩 だと 譯 すと 成程と 云 ふ 


氣 にもなる。  

どうして バ スが 流行 生活の 根源 地に なった とい ふと、 是は 全く ナツ シ 俗に ボ—、 ナツ シ として 知られて 

ゐる 男の 盡 力に 因る ものと、 後世 一 般 から 認められ てるる。 ナツ シは tfeau の 渾名 を 博す 位の 人物 だから、 

斯うい ふ ハイカラ 事業に かける と 非常な 辣腕 を 有して ゐた。 寄附 金 を 募って に 樂隊を 雇 ひ 入れた の も 

^^でぁる。 道路の修繕をして往復の便利を計ったのも^^、.^でぁる。 pump-room を 改築した のも^ 

である。 (パ ンプ 室と は 啣 筒 仕掛で 鑛泉を 汲み出して 客に 飮 ませる 所 を 云 ふので ある。) 集 會室を 建 

設したのも^^でぁる。 其 位で は 満足し ない。 彼 は ェ風を 凝らして 浴客 B 程と 云 ふ もの を 捲へ た。 浴客 

が 朝起きてから 寢る迄 一時間 も 退屈の ない 樣に、 夫から 夫へ と 嫂樂を 供す る爲の 課目で ある。 學 校の 課目 

と 違って 甚だ 修め 易かった らうと 思 はれる。 朝 は 入浴。 午はパ ンブ 室で 合奏。 晚は 舞踏。 と 云 ふ樣な 具合 

である。 

こんな 娱樂を 供す ると 同時に、 一 方で は禮 式， を 非常に 嚴重 にした。 或 男が 何 か 女に 失禮な こと をした と 

云 ふので、 そ S 男 を 湯の 中へ 放り込んで 決闘 を 申し込んだ 事な どが ある。 夫から 男女の 服装 をき めた。 男 

に は 佩刀 を 禁じて 仕舞った。 刀から 運 騒動が 起る からで ある。 舞踏 會は 火曜と 水曜に やった。 六 時に 始ま 

つて 十一 時に 了る。 トー 時が 鳴る と 樂隊が ぴったりと やめて 仕舞 ふ。 非常に 規律の 正しい ものであった。 

ジョ— ジー 一世の 皇女が 定刻 後 今 一 囘と踊 を 所望した 時に、 はバ スの 規則 はスパ ルタの 法令の 如く 動 

かすべ からざる 者 だと 答 へ た 位で ある。 

俭敦邊 から 來る 浴客 は、 皆此 規律に 服從 した。 實 際服從 しても 損 はない。 倫敦 よりも 嫂樂が 一 箇所に 集 

まって るる。 又 5 まく 釣合が 取れて 居る。 尤も 仕舞に は禮條 作法. か 段々 八 釜し くな つて 來て、 下らぬ 遊戲 

を 遣る にも 大變 仰山な 禮式を 用 ひたさう だ。 先づ 浴客の 日常生活 を 述べ て 見る と、 11 朝 は 入浴す る。 尤も 
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K 女 共に 裸で はない。 衣服 を 着た 儘で ある。 女 は 宿から 轔 舆に乘 つて 浴場に 行く。 浴場 は 五 Jra 處 あって * 

3= 男女^ 浴で ある。 溢壺の 中で、 かりながら 挨拶 をす る。 談話 をす る。 是が 一 つの 社交で ある。 女は歸 

ろと きも^ 與 である。 夫から パ ンブ 室へ 行って、 湯を吞 む、 音樂を 聞く。 午 顿はニ 時から 三時 頃で ある。 

ttc: 糾に は遊ル 5, ぶに 出て 散歩す る。 4=iC 時 は出來 得る 限りの 美 装 をして 逍遙す るので ある。 次に 御寺へ 行って 

f 蚣拜の 式 を 遣る。 それが 濟 めば 隨 意に 速 動 をす る、 町内 を 素 見して 歩行く。 この 日課の 上に、 一週に ニ囘 

宛 It 踏せ が ある。 其お- 況は 略す。 

劇^^もぁる。 バ W へ は^ 欽 から 有名な 役者が 來て、 よく 出勤した。 かの 有名なる シにン 夫人の 如き は 

偷マ W の ドル I リ 1、 レ 1 ン では 一向 持てなかった の だが、 へ 出てから 急に 評判が 高くな つた 位で ある。 

御 でシド ン ス 夫人 は又ド ル ー リ I、 レ— ンに呼 ひ 一 M された と 云 ふ 逸話 さへ 傅 はって ゐ る。 

の 槪況は ざ つ と 斯んな もので あ つ た。 チェス タ 1 フィ 1 ルド ゃホレ 1 ス、 ヲ ルポ 1 ル は 皆此所 へ 來 

て 遊んだ 事が ある。 文舉^sqでT^,に關係ぁる者に至っては非常に多ぃ。 今 一 々述べて るる 譯に 行かない か 

ら W: 略して 代 舞 ふ。   I—  I 

序 だから 一 (りする。 一 七^^5〇年にー.^..^ル、 叫ーャ ー に、 ラッセ ルと云 ふ 人が 1  ッ ^ク の j 小 村！^ 

ライトへ ル ムス トンと 云 ふ處に 住 を 定めて、 凡ての 病氣は 海水浴 を すれば 全快す ろと 云 ふ說を 天下に 吹 

^した。 すろと何か；！^-ぁれかしと待ち構へ てふた返屈な連中はヮッと云ぅて兹の寒村に集まって來た。 今 

で. ov- ライト .1 と 云 ふと 英 M 第 一 流の^^水浴s^?になって居る。 これが 今日 流行の 海水浴の 濫船 である。 

A 文學 者の 地位 


十八 世紀の 一 般社會 S 狀態 はこれ で敍述 した 積り であるから、 是 から 愈 本論に 入る 箦 であるが、 本論に 

入る に 先だって 常時の 文舉 者の 地位 及び 文 學が址 間から 如何に 迎 へられて るた かに 就き 一 言して 置きたい 

と 思 ふ。 是は當 時の 狀況を 知る に 便宜で あるの みならす、 又 日本 今日の 形勢と 比較して、 多少の 興味 を惹 

くべき 問題で ある。 尤も 大槪 人の 知って 居る こと 計りで 別段 耳新しい 材料 も事實 もない の だから 其 積り で 

聞いて 下さい。 十八 世紀の 始め、 卽ち 女王 が 位に ある 時に 文擧 者と して 名 を あら はした 者 は 大抵 相當 

の 地位 を 得て 有 福な 暮し をして 居る。 例へば は 伯爵 夫人と 結婚 をして 國務 大臣になる。 ス ヰフト 

はセ ント、 パト リックス の 副 監督 牧師になる。 其 他 夫々 攻治 的な 意味に 於て、 衣食に 不自由 をし ない 位に 

は 遣って 居た。 そこで 俗に この 時代 を稱 して 國家 保護 (state  patronage) の 時代と 云って ゐる。 卽ち 文才 

が ありさ へ すれば 職 を 得る ことが 出來 る。 筆 さへ 達者 だと 攻浙は 喜んで 功名の 地位 富貴の 椅子 を與 へる。 

文學^1^に取っては有難ぃ1ケ代でぁった。 これが 普通の 解であって、 讀書子 は 大抵 此說を 信じて 居た。 所 

が 先達 て 物故した レス リ—、 スチ ー ヴ ン，. の 講義 (此講 碧 はスチ ー ヴ ン が病氣 の爲、 他人が 代讀 して、 後に 

『十八 世紀の 文擧 及び 社會』 と 題して 出版した。) によると、 是が 誤解で ある。 彼の 云 ふ 所に よろ と、 何も 

文藝に 秀でて ゐる爲 に 登用の 路が 開けた ので はない。 當時 は文學 政治の 兩 者が 後世よりも 餘程 密接の 關係 

を 有して 居った から、 當路の 勢力家から 云へば、 た 5, 自家の 朋友 や 知人、 例へば 大學の 同輩と か 又は 珈琲 

店の 會員 とか を 採 川して 役に 付けた 迄で ある。 あれ は 詩才が ある、 これ は 文才が ある 杯と 嘆賞の 餘 りに官 

職を與 へたと 思 ふの は 間違 ひで ある。 現に 役に 就いて から 詩文 を 作り出し たもの さへ ある。 と斯 5 辯 解し 

てるる。 成程 さう かも 知れない。 何れの 解釋 でも 我々 は 痛痒 を感 する 必要がない。 文學 者が 一 方に 政治的 

地位 を 得て 樂に 暮らした ものが 多かった と 云 ふ事實 さへ 承認して 貰へば 宜しい。 彼等 は 派出な 服装 をして 

珈琲 店に 出入す る、 劇榻に 出入す る。 に 遊ぶ、 タン ブ リツ. デに 遊ぶ。 所請當 世の 流行 兒、 一 代の 風流 
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^を 以て.：： に 任じて、 得^：-に世の中を渡って居たのでぁる。 然る 處こ S 黄金時代 は 永 綾す る 事 を 得な かつ 

た" ！ 七  一 ra; 年に 女王， 1^ ぺが 死んで ジ ョ ー ジ， 一 世-か 位に 卽 くと 同時に、 彼等 は 過去の 榮華 をた  > 夢に のみ 

る 不遇に 際 したので ある。 時の 宰相 サ—、 ロバ. -ト、 ヲルボ ー ルと云 ふ ひとは 全く 文 學氣ゃ 芝居 氣の 

無い W であった。 從 つて 文 舉に從 事す る 操觚の 十： は 了 2 に 顧ら れ なかった。 女王^ 時代に 文舉 及び 文士 

の 保 t: ポ？ と稱 せられた ハ リ フ ァク 叫と は大遠 ひで ある。 ハリファ クス は 自分で も 詩 を 作つ た。 元 來英國 の 

贵族は チヤ ー ル 時代からの で 作詩と 云 ふこと を贵 族の 藝の やうに 考へ てるた。 $s も舊慕 頃の 日 木 人 

が 誰でも 耿の ！ W や 詩の 一首 位設 まねば 恥の やうに 思って 居た のと 同樣 である。 夫 だからして 文學 者と 攻 

家と は^ 外： ほ 故が 深かった の" たが、 口 バ —トリ ^ネ—ぃ，^ の樣 な. W 際 家から 云 ふと、 文士 文 學共攻 治 的 

に 無意味な^ 物で あろ。 ？ I 會 制度に 基づく 國體の 常と して、 大臣 は 對議會 策 を 講じねば ならぬ。 利祿 を懸 

け、 地位 をお つて 1 意議： の K 收に 腐心した ヲル. ネ， "ル の 事 だから、 と 云 ふと 原因の 樣 になって 可笑しい 

が、 何 しろ 幾な の 空位 があった からと 云うて 之 を文學 者な どに 分け 與 へる 氣色は 更になかった。 從っ 

て 文 g:,: を 天下に 摞榜 する 架 は 全く 官途に 米 翻の 資を 仰ぐ の 望 を絕 たねば ならぬ 仕條 となった。 一 方で は攻 

府と $r か 切れて 仕舞った のに、 一方で はま だ；^ 會に 「讀 f.:: 界」 なる 者が 成立して 居らなかった。 現に 世紀 

の 始めに は、 文^ s# ばれる 範閣が 殆ど 倫敦に 限られて るた i^- である。 倫敦 以外に は 殆ど 讀 f?s 子が 存在し 

てろ ない と 評しても 差 支ない 程 不振な 有樣 であった。 ヲルボ ー ル 時代 は 夫よりも 發 達した かも 分らない が、 

*: 物 S 販路 はま づ 知れた ものである。 一方で は 攻附に 見放され、 一方で は 讀者を 有って 居ない 彼等 は、 唯 

1 の 策と して 個人的 保護 S 下に 麵 賴ん- ^るの 途を 講じ 出した ので ある。 詰り 國家的 保護が 衰 へて 其 餘 習が 

まだ 拔 けない か.. T して、 何等かの 保^ を 求めた くなる。 巳む を 得ん から 貴族の 金 持で 多少 文攀の 好きな 

を 柿へ て a 分の 保護者と しょうと 云 ふ考に 流れ込ん だので あろ。   


原稿料の 方 は 後 廻 しとして 先づ 保護者の 方から 話し をす るが、 保護者と 云 ふと 何だか 瞹眛な 語であって、 

保護と いふ 範圍も 極めて 茫漠たる 感が ある。 然し 彼等の 保護 を 求める と 云 ふ 意味 は、 つまり 自己の 作 を 出 

版す るに 就いて 豫約 者に なって 吳れ ろと 依賴 する ので ある。 豫約 者になる と 云っても、 今日 本で 流行る 樣 

な 中 込で はない。 自分の 著書 を 出版す るから 何 部 丈 買って 呉れと 嘆願す るので ある。 つまり 現今の 豫約出 

版 は 本屋が 新聞に 廣告す る 丈で あるが、 此 時分に は 著者 自身 が 貴族 の 門に 叩頭して 憐みを 乞 ふの だ から そ 

の 趣 は 大變逢 ふ。 尤も 豫 約で 出した 書物 だからと 云って、 どれ もこれ も、 斯う 云 ふ 不名譽 な 出版とば かり 

は 限らない。 ジョン ソンの 『沙翁 註解』 は 此豫約 法で 出版した ものである。 (是は 出版が 後れた ため 世間 

から 詐欺師 だな どと 評判され た 位通延 した 者で ある。) ¥ ^のホ ー マ I 譯 も亦豫 約で 出版した。 是等は 

豫約 でも 前の 樣 なのと は少々 趣 を 異にして 居る。 調べ て 見る と^ は 初版に 三百 七十 五薛 取って 居 

ろ。 一 一版に は百薛 取って 居る。 プの 如き はホ ー マ ー で 五 千 三百 一 一十 磅四志 を 得て 居る。 無論 普通 ■ 

ッ— ブ 街の 文士と は 一所に ならない。 然し，^ の 如き は 全く 例外であって， 多數の 著述家 は 前の 如く 犬の 

樣に頭 を 下け て 貴族の 家に 行く。 見す 知らす の 人の 家に 行く の だから 先づ中 問と か 玄關番 とか 云 ふ 連中に 

賄賂 を 使 ふ。 さう して 其玄關 先に 待って 居て、 主人が 外出の 際 車に 乘る爲 玄關に 出て 來 るの を 柿へ るので 

ある。 柿へ た處で 御辭儀 をしたり 揉 手 をしたり して、 恐る く豫 約を賴 むので ある。 こんな 有樣 だからし 

て、 彼等が 無 主義 無節操 口から 出任せの 妄語み-隊列して 麵飽に 代 へ ようと 焦った の は 無理の ない 話で ある。 

ゴ 1 ルド スミパ は 彼の 『世界の 市民』 の 中に 之 を 諷刺して 居る。 書中に リエ ン、 チ、 アル ダン ジ と 云 ふ 支 

那 人が 本國へ 英國文 學ギ？ の 景況 一 斑 を 報す る 書簡が ある。 或文舉 者が 倶樂 部で 自分の 不平 を 他の 會 員に 訴 

へ て 居る 處を 報知した ものと 思って 御讀 みなさい。 

： - 1.0  tlie  de づ il I  pitcli  all  tlae  noWlity/  cries  a  ^^^^^0  man,  in  a  peculiar  accent,  *I  am  sure 

一 二三 


I  二 四 

thev  have  of  late  used  me  most  scur く ily.  ,YOU  must  know,  gentlemen,  some  time  ago,  upon 

the  arrival  of  a  certairi  noble  duke  fsm  his  travels,  I  sat  myself  down,  and  vamped  up  a  thie 

tlaunting  P5etical  l-anegyrlc,  wViich  I  liad  WTltten  in  such  a  strain,  tliat  I  fancied  it  would  liave 

e\<en  wheedled  milk  from  a  mouse.  In  this  I  represented  the  whore  kingdom  welcoming  his 

grace  to  liis  native  soil, aot  forgetting  the  loss  France  and  Italy  would  sustain  in  their  arts げ y 

his  departure.  I  expected  to  touch  for  a げ ank-bm  at  least;  so  fol 仕 ng  HID  my  verses  in ち It 

pap-e..--  I  gave  mv last  half-crown  to  a  gente61  servant  to  be  the  bearer.  My  letter  was  safely 

conveyed  to  liis  grace,  and  tlie  servant,  after  four  liours*  absence,  during  which  time  I led 

the  life  of  a  tlend,  returned  witli a letter  four  times  as  big  as  mine.  Guess  my  ecstasy  at  the 

prospect  of  so ゆ ne  a  return.  I  eagerly  toolc  the  packet  into  my  tiands,  that  trembled  to  receive 

it.  I  kept  it  some  time  unopened  before  me,  brooding  over  tlie  expected  it  containea; 

wtien  opening  it,  OB  I liope  to  t>e  saved-  gentlemen,  his  grace  had  sent  me  in  payment  tor  my 

Isem,  no  h>ank-bills,  .hut  six  copies  of  verses,  eacli  longer  than  mine,  addressed  to  him  Up5n 

？ same  occasion.*  : 

(小 Sj; が 火き な 妙な 聲 をして 斯う 云った。 11 華族 なんても の は みんな 死损 ひだ。 早くく たばって 仕 

舞. V かい、。 こ S 間 も 人 を 二ん な苟ぃ 目に 合 はせ やが つた。. 本 常 だよ、 嘘なん か 吐く もの か。 も 知 

つてる だら う。 先達て ある 公 か外國 を巡囘 して 歸 つて 來た。 それから 一生 懇命に 公 © を頌し 奉った 詩 

を 成る ベ く 布り 立-, し て^ね 上け た。 自分 S  る 所では まあ く出來 た。 是 ならば 鼠で も欧 して 牛乳 を 取 

上 ナられ ろと 忍った。 僕は此 詩の 中に 全^民 ： 同 は 公 9§s:S 朝 を歡迎 すると 書いて 置いた。 それ 計り ぢ 


や 不可ない から 佛繭 西、 以太 利の 藝術は 公爵 を 失って 定めて 困る だら うと 書いて 置いた。 これ を 持って 

行けば 大丈夫 少し は吳れ ると 考 へたから、 其 詩 を 丁寧に 疊ん で、 なけなしの 一圓 札 を家從 にやって、 取 

次 を賴ん だ。 僕の 書いた もの は 公爵の 手元に 渡った に は 渡った が、 家從 の野郞 待たせた の 待たせな いの 

つて、 とうく 四時 間 餘り引 張った。 やう やく 包 を もって 出て 来たの を 見る と、 僕の 書き ものの 約 四 倍 

は ある。 旨い 御 禮が來 たと 忍って 僕 は 喜んだ ね。 手 を 出して 引った くる 漾に包 を 受け取つ たが、 妙に 手 

が顫 へて ならなかった。 幾何 這 入って るかと 思って、 しばらく は 包の 儘ぢ つと 眺めて ゐた C 所が 開けて 

見る と 驚いた。 丸で 轤の樣 な話ぢ やない か、 詩の 御 禮 に 来た もの は 金で も 何でもない。 矢張り 同じ 題で 

公爵 を頌し 奉った 詩な の だ。 ダ て六篇 ある。 しかも 僕のより もみん な 長い 奴ば かりだった。) 

是は豫 約の 依賴 ではない。 然し 豫 約の 侬賴 以上に 痛切な 者で ある。 人間に 命が 一 番 大切であって、 饑餓 

が 一 番 苦痛な もの だと すれば、 詩人 や 文人が 衣食の 爲に 心に もな き 追 從を拉 ベ て輕 薄の 御世 辭を 振り 蒔く 

の は c:^ 然の 事で ある。 此追從 が 何の 位の 度 迄 行 はれ たかは 當 時の 詩集 な ど の デ . デケ ー シ-ョ ン が 如何に 馬鹿 

馬鹿し い 諛辭で 埋まって 居る か を 見れば すぐ 分る。 夫から 此 時分に は 御 來駕の 上 御 新作の 朗讀を 乞 ふ 杯と 

招待 を 受ける 事が ある。 招待す る 人 は 無論 金 持で、 招待され る 者 は 無論 貧 詩人で ある。 だから 招待と 云 ふ 

に 名のみ で實は 命令で ある。 夫 だから 彼等が 出席す る 時 は、 あらゆる 輕蔑ゃ 嘲弄 や 冷 かしゃ 無禮に 甘ん せ 

ねばならん 0 夫で も 餓死す るより はよ いと 見えて 彼等 はの そくと 出掛けて 行く ので ある。 考へ ると 隨分 

氣の 毒な 境遇に 居た ものである。 

以上の 樣な 人物 は 特別と して、 硬骨 廉直の 士が責 族な どの 憐^に 浴 さすに 獨 立して 遣って 行ける 力と 云 

ふと 是が 又 非常な 闲難 である。 第 一 出版 事業と 云 ふ 者 は 現今の 樣に 容易な 事で ない。 當 時の 讀者は 殆ど 數 

へる 程し かなかった ので ある。 下等 社 會は當 時の 敎育狀 態から 云って 殆ど 書物 を 手に しない。 中等^ 會に 
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なろ と 子弟-か 泥棒の 傅 記な ど を？ 誼む 計りで ある。 つまり 本を讀 まない 者が 證む 者より 非常に 多い。 4^ が あ 

れば のらく らして 遊んで r おる 計りで ある。 貴族な ど は. ー 八 九になる と 漫遊と 稱 して 欧洲 を 家庭 敎師 が附添 

ラて 廻って 來ら。 廻って 來れば ぼ 間 を 知る とか、 何とか 云 ふの だけれ ども、 お. お 放埒の 程度 を增す 計りで 

あろ。 .的人などの家にぁる^^物と云 へ ば、 聖害に 讚 笑 欲、 夫に 時として は 『ビ ル ダリ ムス、 . フロッグ レス』 

『口 ビ ン ソン、 クル I ソ—』 『パ メ ラ』 位で ある。 或 人の 自傳 に- ) んな 文句が ある。 

Books  were  not  tlien,  ^rcat;  or  small,  on  l;liis  subject  or 〇11 1;liat,  ore  f£md  m  almost; 

every  liouse.  A 1:>o:k,  except  of  prayers  or  of  daily  religious  use,  was  scarcely  to  l-e  seen  Iml; 

among-  tlie  opulent,  or  in  the  Ipossession  of  tlie  studious:  and  by  tlie  opulent  they  Wei. ひ often 

clisregarded  with  a  degrrte  of  nrtgleet  which  would  now  t>e  almost  dis8:racef._..ll. 

(お 物 は 火 小に 拘ら す、 iil 目 を 問 はす、 殆ど 持って るる 家はなかった。 祈禱 書と か 日常 使 ffl する 宗敎 

上の 物 は 特別 だが、 外の ものになる と金 持と か、 舉者 とかが 持って るる 計りで ある" しかも 是 等の 金 

W; は 今 = ならば 外 間 W 恶 いと 思 はれる 位甞 物に 無頓着であった". } 

おは ！ 千 七：，：：： だ. ー 九 年顷の 話で あろ。 夫で熱心に寄物でも&.>6ぅと云ふ人は！^籍店へ出掛けて自身の讀 

み 度い 本 を 取って 屮 Z 來る丈 立？ M み をす る。 明くる日 又 その 殺き を 請む。 又 その 明くる日 其 力へ を讀ん で、 と 

5 とう 請み 切って 仕舞 ふ 杯と 云 ふ 吞氣な こと， をした。 當今 S 木 郷邊の 雜誌を 冷やかす 書生よりも 烈しい 位 

であろ。 尤も か、  熱心 は. I 八 世紀 Q 中 5SC に 貸本 星 か出来る 樣 になって 大に 便宜 を 得た ので あるが， な 

せこん なに 木が 傅 はらなかった かと 云 ふと、 一 つ は 人間が 冷淡であった からで あるが、 一つ は 甞籍の 代 IS 

か^_!§かったのが！^^でぁる。 ト八 世紀の 末 頃で さへ； n,I%: とか， ノラス ゴ— へ 一 订 つて 見る と、 まだ 代^的 作 

物 (standard  authors)* か 及して 居なかった と 云， \j ^で る 。十 r^to, 紀 S 前^に 於て は 四ッ折 飯に 十 


二 志した。 八 ッ折版 は 五 乃至 六シ リングであった。 それが 後半に 行って 却て 大に 昂騰した。 十二 志が 一 ギ 

二 になった。 書物 星の 方で も浩 溝な もの を 週刊 又は 半 週刊に 割って 倫敦の 各處へ 配布して 寶り擴 める 方 

法 を 取った。 夫から 今 一 つ 貸本屋の 設備が 出來 たので、 書物の 普及 上に 多大な 便利 を與 へる 事と なった。 尤 

も此 貸本屋 は 何時頃から 營業 として 成立す るに 至った かよく 分らない の-たが、 何でも フランクリンが 一千 

七 百 十八 年頃に 英國 へ來た 時分に は頓 と見當 たらなかった と 云 ふ 話で ある。 此 貸本屋が 出來た 時には 書肆 

が大に 狼狽して 皆 自家の 出版物の 寶れロ を氣遣 はない ものはなかった。 其う ち 貸本屋 は 段々 殖える。 貸本 

屋が增 すに 從 つて 恐慌の 度 も益甚 しくな つたので ある。 所が 實際 は豫 期に 反して 書物の 寶 高が 今迄より は 

ぐつ と增 加して 來た。 是は 幾千と 云 ふ 家族が 皆 この 貸本 を讀む 計りで なく、 之が 爲に讀 書の 趣味 を 挑發せ 

られ て、 今迄 借りて 濟 まして ゐ たもの が、 急に 心機 一 轉 して 購買者に 變 じたから である。 かうな ると 文學者 

の 方 も 大分 景氣 よくなる 譯 では ある けれども、 それに も 關らす クラ ッブ、 ス トリ— トと云 ふ、 今の 世の 諺 

に殘 る 位悲慘 の 境遇に 沈んだ 幾多の 文 will を產 出した の で あ る。 マコ 1 レ 1 が 書 いた^ ンソゾ M  S 中に、 

、^—つ^は 丁度 保護者が なくなった 後、 一般の 讀書的 好奇心が まだ 起らぬ 前、 卽ち文 學资に 取って 氣の 

毒な 時代に 倫敦へ 出て 來た (千 七 百 三十 七 年) の だと 說 いて、 其 頃の 文擧 者の 窮狀を こんな 風に 敍 して 居る „ 

--Thus,  at  ttie  time  wlien  Jotinson  commenc ひ d liis  literary  career,  a  writer  liad  little  to  liope 

from  tJie  p>atronajje  of  powerful  individuals.  Hie  p>atronage  of  tli ひ ； public  did  not  yet  furnish 

means  of  comfortable  sut-sistence.  The  prices  paid loy  booksellers  to  auth-ors  were  so  low 

that  a  man  of  consid.2.able  talents  and  ,11. ul. emitting-  incanstry  could  do  little  more  tlian  provide 

fol-  tlhe  day  whicti  was  J>assin^  ov ひ r  him.  、rlle  lean  Idiie  liad ひ aten  up>  the  fat  kme.  TTlie  thm 

and  ^^^^^0^.^^  ears  had  devoured  the  good  ears.  TThe  season  of  rich  harvests さ as  over,  and  t.lle" 
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period  of  famine  had  ^01.  All  that  is  squalid  and  miserable  might  now  be  summed  up-  in 

け tie  word  Poet,  mlat  word  denoted  a  creature  dressed  like  a  scarecrow,  familiar  witli  compters 

and  spunging-houses,  and  perfectly  qealmed  to  decide  on  the  comparative  merits  of  the  com- 

mon Side  in  the  Ivmg  s  wench  prison  and  of  Mount  Scoundrel  in  the  IPleet.  Even  the  Isorest 

pitied  him;  and  thby  well  might  pity  hini.  For  if  their  conditioi?  was  equally  abject,  their 

aspirings  were  not  equally  high,  nor  their  sense  of  insult  equally  acute.  、ro ledge  in  a  garret 

up  four 1«.  of  stairs,  to  dine  in  a  cellar  among  footmen  out  of  place,  to  translate  ten ザ ours 

a  day  for  tne  wages  of  a  ditcher,  to  be  hunted  by  bailiffs  from  one  haunt  of  beggarv  ana 

pestilence  to  another,  from  Gmb  Street  to  St.  George-S  Fields,  and  from  St,  George-S  Fields  to 

the  alleys  behind  St  Martin\s  church-  to  sleep  on  a  bulk  in  June  and  amidst  the  ashes  of  。 

glnss-house  in  December-  to  die  in  an  hospital  and  to  be  buried  in  a  parish  vault-  was け he 

fate  of  more  than  one  writer  who,  if  he  had  lived  thirty  years  earlier,  would  have げ een 

admitted  to  the  sittings  of  the  JCitcat  or  the  Scriblerus  clut>,  ； 

一； w う 云 ふ^ 情. たからして， ジ ヨン ソ ンが文 S5f 的 生活 を營み 始めた 《： 出時に あって、 有力な ろ權 勢家の 

庇 „ ^ふ A 乂 ける s:」 は 文士に 取って 皆無の 有樣 であった。 去れば と 云って、 樂な暮 しの 出來る 程社會 公衆の 

庇護 もなかった ので ある。 |^§.の作{水に拂ふ原稿料と來たら實に苟ぃもので、 立派に 才學の ある 人 だら 

う 力 如何にぁ勉な男-たらぅが、 漸くに^=|-3々 々を過ごして行くと云ふ體裁でぁった。 〔聖書に 所謂〕 

is- せた 牝 中が 肥えた 牝牛 を 盆ったり、 枯れた 秘が資 のる 稼 を 呑んだ と 云 ふ ij^ な 物騒な 時節であった。 豊 

力な 收^ S 季は 過ぎ去った。 來 るべき は飢 怖で ある。 あらゆる みじめと みす ほらし さは 詩人の 一 一 字で 侵 


に 代表す る ことが 出 來る樣 になった。 詩人の 二字 を 聞いて、 目に 浮かぶ の は 案山子の 樣な 着物 を 着て、 

何度と なく 監禁 所、 拘留 所の 門 を 潜って、 牢屋へ 這 入るなら、 キン. タスべ ンチが 好い か、 それとも.，^ 

M 街の 力が 好い か、 ちゃんと 心得て ゐる黑 人で ある。 〔註、 此 時分に 借金 をして 返せない 者 は 執達吏 

の 管理す る spunging-tiouse と 云 ふ 所へ 監禁され る。 夫で も 始末が つかない と 本式に compter に 送ら 

れる。 是は 負债者 を收容 した 牢屋で ある。 それに 三つ ある。 キング スべ ンチ とフリ ー トと 今一 つ は マ ー 

シャル シ 1 であって、 其う ちの フリ ー ト 監獄が common  side と master-s  side の 一 一部に 分かれて ゐ 

たので ある。 Mount  scoundrel も是と 同じく キ ン グ ス ベ ン チ 監獄のう ちの 一 部 だら うと 思 ふが よく 分ら 

ない。〕 如何な 貧乏人で も 詩人と 聞いて 輕蔑 しない ものはなかった。 また 輕 蔑す るの も 無理 はない C と 

云 ふの は、 たと ひ雙 方の 貧乏 さ 加減 は 同程度と しても、 向上心の 度が 違 ふ。 凌辱 を感 する 度が 違 ふ。 梯 

子 を ，つも 上らな くって は 足の 届かない 屋根裏に 住んで、 暇 を 出された 中間と 一 所に 地下室で 領を 食つ 

て、 ji 淺ひ 程な 賃銀 を 得る 爲に、 一 日 十 時間 も翻譯 をして、 始終 執達吏に 追ひ囘 されて、 疫神 乞食の 巢 

窟 から 巢窟 へと 宿替へ をして 逃 ゆ あるいて、 グ ラッブ 町に ゐ るかと 思へば、 セント、 ジョ ー ジ、 フィ ー 

ルドに 居たり、 セント、 ジョ ー ジ、 フィ ー ルドに 居る かと 思へば、 今度 は セント、 マ ー チン. 會堂の 後の 

路次 裏に 隱れ てるたり、 夏になる と 屋臺旯 世の 上へ 寐 たり、 冬になる と 硝子 製造 場の 灰の 中に もぐり 込 

ん だり、 揚句の 果は 施療 院で 死んで、 死んだ あと は 共同墓地に 埋められて 仕舞 ふ。 是が 少なから ざる 文 

士の 運命であった。 もう 三十 年 も 早く 生れたら、 「キット、 カット」 や r スク リブ リ— ラス」 の會 員に な 

る 資格の ある 文士の 運命であった。) 

所謂 貧乏 文士の 狀 態は此 一節のう ちに 極端に 描き出され てるる。 尤も 文學 史家の 中には、 グ ラッブ 街の 

文士 を 以て 吾人の 信す る 如く 甚 しき 窮乏に 陷 つたので はな いと 辯 解して 居 る もの も ある C 例へば ジョ ー 
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^, セン ッ ベリ ー の 如き は 其 一人で、 『ソ ー シ アル、 イングランド』 第五 卷 (Mi 1 ル 監修) の 三百 三十 五 

页 にこん な 事 を 云うて 居る。 i 「マ コー レ ー の 敍述を 見る と、 十八 世紀 中 薬の 文士 は 是非とも 困窮し な 

ければ ならない 樣で 有る が、 其資 ift だ 疑 はしい もの だ 云々」 と。 セ ンッべ リ ー の 理由 を 聞いて 見る と、 ,R 

ィ I ル， チン グゃコ リンス や ジョン ソン ゃゴ 1 ルド スミ スの 如き 名流で すら、 皆带金 S 爲に 拘引 せられん と 

したと は ii では 云 ふけれ ども、 是は少 々考 へて 见 なければ ならぬ。 成程 コ リン スは 立派な 詩人 かも 知れな 

い-か、 版した もの は片々 たる 小冊で ある。 之を賫 つて 一 生 安樂に 暮らさう とする の は 十八 世紀に 限ら 

ない、 何れの 世に 有っても 六つ かしい こと だ。 ト七 世紀に ミ ル トンが 『ラレ グロ』 丈で 餓を食 ひ、 卜 九 世 

紀にテ 二 ソ ン-か 『ゼ、 パレス、 ォヴ、 ァ ー ト』 丈で 糊口しょう としたなら、 矢張り コ リンス 同樣の 窮狀に 

陷ら なければ ならぬ。 ィ ー ル _、チ ン グ は 不經濟 の 人 かも 知れない が、 無名の 士 として 小說を 害いた 時 百 五 

十^な 5^ た。 次に は 六： C 碟を 5^ た 位で ある。 ジ ヨンソン は 紹介 もな く 金 もな く攀位 もな く 倫敦へ 出て 來た 

のみなら す、 彼 は 几帳面に 努働 する こと を 知らぬ 男で あろ。 又 ss^ 病に 鎏 はれる 癖のあった 人で ある。 ゴ 

1 ル ドス ミスに 至って は、 ニ禹 の 借金 を 背負 ひ 込んで、 手に入る 金 を 湯水の 樣に使 ひ B!^ たした 男で ある 

からして、 一 錢： ー錢の 出入に 頭ん」 惱 まして-^^^^ 街に 屈 托して ゐ たと は 云 はれない。 1 是が セン ッべ 

^ の考 へで あろ。 成程 彼等の 或お は 働かないで 酒 を飮ん だり 騒いだり、 無茶苦茶な 浪費 をした 爲に 祟ら 

れ たの だら う。 働いて 金が 取れぬ と 首 ふよりも 不相 5 おに 取った もの を 使った の だら う。 かの ボイス I の 如き 

は i4. 好例で ある。 ^=^、他ナサ -ー ェ ル、 リ ー は 行き倒れ になった。 引ヴェ ジ はよ く 野宿 をした。 みんな 同 味 

の逨中 かも 知れない。 少し 年代 は 逸 ふが、 かの チヤ タ 1 ト ンの 如き は (異例に もせよ) 矢張り この 内に お 

すろ ものである 0 

彼等 は文舉 と 名が つけば 何でも 遣る。 坊主の 爲に說 敎文を 作って 遣る。 古い 作者の 註 釋を する。 索引 を 


作る。 波 斯の御 話 を翻譯 する。 少しも 選り好み をし ない。 それで 苦しく つて 堪らなく なると、 ジン 酒を飮 

んで 一 時で も 苦痛 を 免れよう とする。 會、 金が 這 入れば すぐ 使って 仕舞 ふ。 今 云つ た^^の 如き は 一 ギ 

二 ー を 手に入れる や 否や、 直ぐ 料理屋へ 馳け 付けて、 最上 等の 料理 を 跳へ て 第 ！ 等の 酒 を 香む。 妻子が 餓 

ゑ 死にしょう とも 構って は 居られない。 こんな 話が ある。 一千 七 百 四十 年頃の ことで あつたが >  此ボ I イ^ 

•  か ，常な 窮境に 陷 つて、 槻衣も 上衣 も 何もかも 質に 入れ 盡 くした 揚句、 とう-,^ 寢臺の 上の 上 敷布 迄 借金 

の 形に 取られた。 凡ての 後に たった 一枚の 毛布が 殘 つた。 それで 先生 ェ風を 凝らして、 其 毛布へ 穴を開け 

て、 穴から 手 を 出して、 膝の 上へ 紙 をのせ て 漸くの 事 詩 を 書いた さう だ。 この fl^, と 云 ふ 男は佛 文の 翻 

譯 が出來 るので、 書物 屋が佛 書 を あてがって 翻 譯を賴 むと、 先生 第一 囘丈譯 して 直ぐ その 原書 を 質に 入れ 

て 仕舞 ふ。 本 を 出して 遣る と 又 一 囘 丈は譯 す。 さう して 又 質に入れる。 質から 出して やり さへ すれば 必す 

質に 入れて 仕舞 ふと 云 ふ 吞氣な 性質であった。  I ！ 

有名な^,:^^ が 英語 辭彙を 出版した とき^ i^TTnr^l フィ ー 叫 の 保護 を 退け たの は 人の 知る 所で あ 

るが、 彼が 此 窮境の 中に あって、 あれ 程 思 ひ 切った 手紙 を 書いた かと 思 ふと、 二百 年後の 今日に 至る 迄，^ 

ョ ン ソ ン其 人の 面影が IT はれる。 私 は 別に ジ ヨン ソ ンが 好きな 譯 でもない。 文に も 論に もさう 敬服す る 者 

でもない が、 獨 り此チ H スタ ー フィ ー ルド， に與 へた 書翰 丈 は 昔 讚んだ 時から 此 講義 を やる 今迄 感心して ゐ 

る。 感心 は 鬼 も 角 も、 此 書翰 は文界 にあって 個人 保護の 時代が 永久に 過ぎ去つ たと 云 ふ 記憶に 値する 事實 

を 尤も 露骨に 天下に 發 表した ものであるから、 此點 から 見ても 文學 史上 重要の 意味 を 有して ゐる。 一 寸御 

覽に 入れる。 諸君 も 定めて 御 承知 だら う。 

ひ even  years, Iny  .rord,  liav ひ now  lla-sscd  since  i  waited  in  your  outward  room,  or  was 

repmlsed  from  your  door,  during  whicla  time  I liave  t>een  frnslling  on  my  work  throuwll  difficul- 
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des  of  which  it  is  useless  to  complain,  and  have  TDrougllt  it  at  last  to  tlie  vel.8:e  of  xnlbllcatlon, 

witllout  one  act  of  assistance,  one  word  of  encouragement,  or  one  smile  of  favour.  Such 

treatment  I  did  not  expect,  for 1 never  liad  a  patron げ efore  Is  not  a  patron,  my  Lora, 

one  wlio  looks  with  unconcel.n  on  a  man  struggling  roir  lire  in  th. ひ water,  and,  wnen li ひ lias 

reached  ground  encumt>ers  tiim  with  llelp-  ？  、rlle  notice  which  you  liave  .been  ！ pleased  to  take 

of  my  labours,  had  it び ecin  early,  liad  IJesl  kind:  tmt;  h lias げ esl delayed  till I  am  indifferent, 

■and  cannot  rtnjoy  it;  till I  am  solitary,  and  cdnnot  imlxu.t  it;  till I  am  Icnown,  and  do  not: 

want  it.  I  hope  it  is  no  very  cynical  asp-elity  not  to  confess  ot-llgatlons  where  no  t-euetlt  1108 

.been  recdved;  or  to  t- ひ unwilling  tliat  tlie  jniblic  sliould  consider  m ひ as  owing  that  t;o  a 

matron,  whicli  I-ro\ddence  lias  enabled  me  to  do  for  myself.  Having  carried  on  my  work  thus 

far  witlt  so  little  ot>ligation  to  any  favourer  of  learning,  I  sliall  not l^e  disaprslnted,  tnoug.tl  I 

should  conclude!  it,  if  less げ e  JsssilDle,  witli  less;  for  I ザ ave  t>een  lonw  wakened  from  tlaat  dream 

of  holpe,  in  wllichl  I  once  .hoastecj  myself  witli  so  mucli  exultation.: 

(- 神て 御玄關 脇に 伺候 致 候 ひしょり、 否 御玄關 先にて 拒絶の 命に 接し 候 ひしょり、 はや 七 年 を 經過致 

候。 小牛： は 此七年 S 問侬 然として 小生の 事業 を 機賴致 候。 其 問 如 何 なる 困難に 遭遇せ しか は、 愚痴の 繰 

赏 とも E,5:^ あるべ ければ わざと 紫 へ 不中上 候。 此七 年の 辛抱に て、 拙著 は 漸く 出版の 運びに 至り 候。 

寸毫の 袖 助 を 受けす、 一 言の g 人 働み みがらす、 微笑の 眷顧を 辱う せす して、 漸く 出版の 運びに 至り 候。 小 

^^はぃまだ庇護^！^；：の下に立ちたる經驗なきもの故、 庇護^よ りか、 る 御 取扱 を 受けん と は 全く 小生の 豫 

期せ. さる 所に 候。 庇護 者と は 人 S 將に？ S れんと する 折ん」 冷眼に 看過し、 漸く 岸に 泳ぎ 付きた る 折 を 見 計 


ら つて、 わざと 邪魔と もなる べき 援助 を與 へらる/' ものに 候 や。 小生の 勞 力に 對 する 御 推賞 は 感謝の 至 

に 不堪 候。 た V 其の 遲 きに 過ぎた る を 憾みと する のみに 御座 候。 今と なりて は 難 有く 頂戴 も出來 かね 候。 

責 人の 推 挽 も 世に 知られざる 時の 事に て 候。 事實上 何等の 利 盆 を も 受けざる 邊に 向って、 謝意 を 告白せ 

す 候と も、 又 天命の 加護に よりて 成就 致し 候 もの を、 一 庇護 者の 爲 なりと 誤解 せらる、 を 忌み 候と も、 

必す しも 皮肉なる 小 憤の 結果と は 存じ 申さす 候。 今日 迄 自力に て 事業 を 糰續仕 候 以上 は、 此後 は猶々 他 

人の 恩 は 蒙る まじき 考に 候。 昔時 左し も 得意な りし 希望の 夢 も、 もはや 醒め 果て 申 I^o) 

此文章 は 短い 割に 大文字で ある。 下らぬ 小說ゃ 詩を讀 むよりも 愉快で ある。 獨 立の 價値を 解した もの は 

誰も 同意 だら うと 思 ふ。 ジ ヨン ソ ンを 保護し ようと 云 ふ 男の 方から 云 へ ぱ何處 まで もジ ヨン ソ ンを 見縊つ 

て 居た に 相 逢ない。 何の 貧乏 作家が と 高 を 括って るた の だら う。 然し チェ スタ ー フィ ー ルド だって 別段 氣 

狂で も 馬鹿で もなければ、 叉 無 嗜矢鳕 に 傲慢な 人で もなから う。 それが ジ ヨン ソ ンを 見下すならば、 常時 

の 一般 文舉 者が 貧苦の 爲に 不見識 極まる 態度 を 以て 貴族 輩に 對 して 居った 事が 分る。 之 を 四 卜 年 前の 文士 

の 境涯と 比較して 見る と 雪 泥の 差が ある。 彼等の 多く は 文 擧者兼 政治家で ある。 文 を 草す る 以上 は 民黨と 

か王黨 とかど ちらかに 馬せ ねばならぬ。 どちら かに 屬 して 朋黨の 爲に文 を 舞 はすと なれば、 大臣 や 勢力家 

と 接近す るの は 無論の 事で ある。 スヰ フトは 不平 を 以て 一 生 を 終った 人で ある。 夫に も拘ら す、 かの 有名 

なる 『ス テラに 與 へし 日記』 の ある 節を讀 むと、 彼が 時の 大臣に 對 して 如何ば かり 勢力 を 有して 居た かが 

分る。 かの セン、 ジョ —ン とか ハ ー レし 杯と 云 ふ 政治家 は スヰフ 卜の 同輩と 云 はんより、 或點 から 云へば 慕 

僚の 感が ある。 例へば 千 七 百 十 年— 十 一年 一 一月 六日の 條に はこん な 事-か 書いて ある。 

Mr.  Harlcy  desired  I さ ould  dme さ itli  liim  again  to-day;  but  I  refused  him,  for  I  fell  oul; 

•witll  him  yesterday,  and  will  not  see  him  again  till  he  makes  me  amends;  and  so  I  go  to  bed.: 

.  二  i 


二  IIQ 

. (ハ I レ ー が 今日 も 亦 一所に 顿を食 はう と 云って 寄こした。 然し 斷 つて やった。 實は咋 B ハ —レ— と 

iaf^ をした。 何とか 片を つける 迄 は 逢 はない 積り だ。 だからす ぐに 寢 た。)  

ハ ー レ— と 云 ふの は 時の 大臣で 後に オック スフ ォ ー ド 伯^に なった 人で ある。 なぜスヰフ トが此a^-と喧 

啤 をした かと 云 ふと * ハ ー レ ー がスヰ フトに 五ト磅 贈った ので ある。 所がせ 、贈り 方が 氣に喰 はぬ、 無禮で 

あろと 云 ふので、 スヰ フトが 之を峻 1£ した。 其 結果と して 飯 も 一 所に 食 はない。 中々^^額持でぁる。 偖 其 

次の 日の 條を 見る と 斯う ある。 

was  this  motning  early  with  Mr.  ； Lewis  of  the  secretary-s  oflRce,  and  saw  a letter  Mr. 

warley  liad  sent  to  tiim,  desiring  to  t>e  reconciled;  tmt  I  was  deaf  to  all  entreaties,  and  liave 

desired  ！ >e\vis  to  wo  to  liim,  and  let  liim  Icnow  I  expect  fartlier  satisfaction.  If  we  let  tliese 

great  ministers  pretend  too  much,  there  will t>e  no  governing:  tliem.  He  promises  to  make 

me  easy,  h  I  will  tnit  come  and  see  Jlna;  but  I  will  not;,  and ザ ひ sliail  do  it な y  tucssaKe,  or  I 

will  cast  him  oAE  and  I  absolutely  refuse  to  sulDmil:  to  Ws  intended  favour,  ar-d  expect; 

larther  satlsractlon.: 

(今朝 大 HH 官房 詰の^,^ んに 逢ったら、 ハ— レ— が ん に 送った 手紙が あった。 自分と 和解し 

たいとお いて あろ。 けれども 断然 跳ね 付けて やった。 是ぢゃ 承知が 出來 ない と 話して 吳れ 玉へ と^^^, 

叫に ^ ん だ。 人 ほ だ S 何 だのと 云 ふ 連中 を 威張らして 置く と 癖になる。 制禦が 困難になる。 は 

ひに 來て さへ 吳れゝ ば 不都合の ない 樣 にす ろと 云 ふが、 _ さ 5 は 行かない。 何時 迄 も 使で ffl を辨 じさし 

て やろ。 でなければ 放り出して： 舞 ふ 迄の 事-た。 …… ハ —レ ー は 斯うす る 積り だと か、 あ、 する 積り だ 

とか 3：： い 事 を 云 ふが、 此 事件が 满 足に^ 着す る 迄 は 廣 平 御免 だ。) 


と。 同一 一月 十七 日の 條を 見る と、 

:1  toolc  some  wood  walks  in  tlie  Park  to-day,  and  tlien  went  to  Mr.  Harley.  Lord  Rivers 

was  ^ot 1;liere  .before  me,  and  I  cliid  liim  fol.  presuming  come  on  a  day  wnen  only  LonJ 

Keeper  and  tlie  secretary  and  I  were  to  t>e  tliere;  .hut  lie  rej^arded  me  not;  so  we  all  dined 

1;og. ひ t;hel.  and  sal;  down  at;  foul.  : 

(大分 公 圍を步 いて、 ハ ー レ ー の 所へ 行った。 行って 見る と、 リヴァ い 卿が 來てゐ る G  Lord  Keeper 

と 大臣と 自分と 三人 丈の 會 だのに、 君 は 失敬 だと 云って 詰問して やった。 然し リヴァ ー は歸ら なかった。 

そこで 四 人で 餐を ft つた。 四時 着席 …… 0) 

二月 廿 五日に はかう ある。 

:1  dined  to-day  witli  Mr.  Secretaty  St.  Jolin,  on  condition  I  miglit  clioose  my  company, 

whicli  were  ； Lord  Rivers,  Lord  Carteret,  Sir  lliomas  Mansel,  ana  Mr.  L,ewis;    anot  I  aid  it; 

in  revenue  of  liis  tlavlnw  sucli  .bad  corn;pa.ny  wlien  I  ciinea  witli  Jhim  before  : 

(今日は 大臣 セン、 ジョンと 飯 を 食った。 但し 伴食 者 は 自分の 隨 意に 選ぶ と 云ふ條 件で 有った。 自分 

は リヴァ い 卿、 力— テ レツ ト卿、 f— 、タ マス、 マンセル 及び リュイ^ 等を擧 ゆた。 是は 此前セ ン 、 ジ 

^と 一 所に 飯 を 食った 時い やな 男 計りだった から、 其復 響 にやった ので ある。) 

彼 は斯の 如く 大英國 の 宰相 及び 大臣 を 眼下に 見下して 居った。 又 見下す 丈に 彼等から 畏敬され て 居た。 

尊大の點に於ては^フ|^も-^_^^^^:^,^も異なる所はなぃ。 唯 貴族 輩、 政治家 輩から 尊敬 せらる ゝ 程度 は 

斯 S 如く 違って 居た。 ^時代の 文擧 者と ジョ ー ジ 時代の 文擧 者の 地位 を 比較す る 上に 於て 面白い と 思つ 

たから 此ー 一人 を 例に 出して 見た。 

一 三 五 


一 0 

九 偷敦 以外 地方の 狀况 

以ヒで ！應— 八 世紀に 關 する 敍述の 一般 を 終った 笞 であるが、 今 一 つ 附記して 置きたい 事が ある。 それ 

は 外で もない。 卽ち同 S 代に 於け る倫敦 以外の 地方の 狀況 である。 倫敦の 景況 は 先に 述べた 通りで あるか 

ら 再び 繰り返す 必要 はない が、 地方の 有様 は 少し 變 つてる 所 丈で も 一 言して 置く 方が 便利で ある。 存外 文 

に關 係が あるから して 等 ^ に は出來 ない。 詰り 貧乏な 文士連が 前に 話した 樣な窮 狀に陷 るの も、 矢張り 

此 地方の^ 況 11 敎 おやら、 生計の 程度 やら、 經濟の 事情 やら 11 に 關 係して 居る に 相違ない 事 は 明らか 

である a 

ト八 世紀の 田 <k: は 今日に 比較す ると 大變 開けて 居らなかった と 云 はんより は 寧ろ 野 蟹と 云って 然るべき 

位であった らしい。 に倫教 S 卜 八^ 紀 とニト 世紀に 非常な 變 化の ある 事 を 話した が、 出き S 變化 は倫敦 

の^ 化よりも 猶ー脉 ^しかった らしい。 ゆ S 時 は 汽車 もな し、 電信 もない。 夫に 街道が 泥濘 膝 を すと 云 ふ 

漢；？ ^で 形容の m 来る 有 樣で、 河と 來 たら 流れつ きりで 橋 も 何も 架かって 居なかった。 11 但し^R^-ではな 

、 0 

斯 S 如き 交通の 不便から 起る 結^ は考 へなくても 明瞭で ある。 詰り 田舍は 田舍、 都會 は都會 と各獨 立し 

て、 其 に剡然 たろ^ 別が 出来て 仕舞 ふに 極まって るる。 彼等 は 己の 村に 住んで、 己の 家に 起臥す る 丈で 

あろ。 生 泥. K 那. 様子 を 知らす、 又 都から 来た ものに は 一 人 も 遇 はすに 死んで 了った 位で ある。 一 七 七 

〇i^ に 本 Ms 小： 人で ハットン と云ふぉが^=^生地の バ li ン ガ ム からして 古戰 場の 3- 物 旁 レス タ ー シャ I の 

あろ 村 へ 行ったら、 そこらの 者が ハットン を 見て 妙な 奴が 来たと 云 ふので 犬を嫉 しかけた さう だ。 


クェ スリ ー が 地方 を 旅行した 時には、 村民が 大 聲を擧 ゆて 車の 後から 追 ひかけ て來た 位で ある。 現今 日本 

の 寒村 僻邑へ 行った つて 斯ん な饗應 振り は ある 譯の 者で ない。 彼等が 都會の 狀況を 知る 機會 は、 ま づ田舍 

廻りの 小 商人み」 柿 まへ るか、 又は 近所の 庄屋の 所へ 來た 新聞の 古いの を臺 所から 拾って 來て、 隣人 を 集め 

て朗讀 する 時 位の ものである。 第一 其 庄屋なる 者が 今の 紳士な どと 云 ふ 品格 は 無論ない ので、 ある 人の 評 

によると 「郷士の 大多数 は單 なる 植物 同然で、 同じ 地面の 上に 生えて、 同じ 地面の 上で 立ち枯れになる に 

過ぎなかった。」 彼等 は 何と 云 ふ 仕事 もしない。 た、. -狐 狩り 計り やって 居た。 寺の 坊主 は 又 ひどく 貧乏な 

者であって、 百姓の 賃銀 以下の 費用で 漸く 生活して ゐた。 從 つて 品格 もない、 書物 棚 も 入らない。 

その他 未開の 例 を 一 一 ー擧 ける と、 糊 づきの 狀袋 さへ 出來て 居なかった。 手紙 を 書く と、 上紙へ 封臊 をべ 

たりと 押した ものである。 會食 があって も飮食 以外に 面白い 談柄を 持って ゐる もの は 丸で 無い。 隨 分な 物 

持で も 自分で 織った 衣服 を 着る。 少々 上等な 衣服に なると 子々 孫々 に傳 へる。 恰も 今日の 日本人の 樣 であ 

る。 チヤ ー ル ス 二世 時代の 帽子 をジ nrh- 刁 三世の 時に 被って 居た 連中 さへ あつたと 云 ふ。 勞働者 杯 は 肉 も 

食へ なかった。 普通の 麵飽 さへ 食はなかった もの もゐ る。 大麥麵 鉋 を 嘴って 居た。 猶 述べる 事 は澤山 ある 

が、 冗長になる から 是で已 めて 置く。 

卜 八 世紀の 社會 風俗 を 研究す るに 都合の 好い 書物 は、 講義 中に も 紹介して 置いた が、 第二 編の 結末に 達 

したから 纏めて 拉 ベて 見る と、 下の 數書 である。 

W.  0.  Sydney 著 England  and  the  English  in  the  Eighteenth  Centuty.  一  i 

W.  w.  Boulton 著 Tlie  Amusements  of  old  London.  一  一^ 

Dr.  Traill 編修 Social  England.  十八 世紀の 部 

W.  Besaiit  著 London  in  the  Eighteenth  Century.  一  卷 

一 一二 七  I 


二 II 八 

>. ^  Life  and  rc^'-^^^w  at  Bath  in  the  Eighteenth  Century.  一  卷 

W.  お arth  00  一 ー卷 

"疋 等の 物に は、 他 = 通の 歴史 义ユ 文擧史 杯に 害いて ない 奥 面 生活の 狀 態が 述べ て ある。 普通の 參考 書と 

は 趣が ふから 揭 けて 置く。 其 他 WJfl 說、 原作、 又は 批評、 麼史 等で 此 講義に 緣 故の 深い もの は、 其 都度 

紹介した 丈で 澤山 だから 省く。 以下に は 斯う 云 ふ 性質の 參考甞 が 出て 來 ない。 だから 特別な 目錄を 付けな 

い。 然し 他人の 說を 引く とき は、 其 出 所 を 明らかにして 責任 を 明らかにする。 


第三 編 ァヂ ソン (Joseph  Addison.  1672—1719) 及び 

スチ— ル (sir  ^-O^^PMd  Steele.  167211729) と 

.  常識 文學 

是 か ら愈 本論 にか、 る 。前 申した 通り 十八 世紀の 文事と 云っても、 文學は 長い 河の 流の 樣に 繼續 して 居 

る 者 だから、 途中で 無理に 引きちぎって、 是 から 十八 世紀の 文學 だと 云 ふの は 甚だ 不自然で ある。 然し 是 

が 不自然 だからと 云うて 其 前に 週れば、 义其 前から 始める 所に 不自然が ある 譯 だから、 詰り 順 を 追って 英 

文學の 初めから 出立し なければ ならなくなる。 だから 不自然で も 仕樣がない。 矢張りい、 加減に 始めな け 

れ ばなら ない。 "frr^ の 『十八 世紀 文擧』 を 見る と、 王政復古 後から 始めて 居る。 詩はゥ オラ ー (waller. 

1605—1687)  3^  (Denham.  161511668) 力 ウレ ー (Cowley.  1618—1667)  力ら、 脚本 はジョ ン 

F ィ IT^eTohn  Wilson.  1622  ?—1696  ？) から、 散文 も 亦 一 六 六 〇 年 あたりから 論じて 居る。 然し 私 は 

一 七 〇〇 年 を基點 として 出立す る 積り である。 無論 文 擧者も 人閒の 一部で あるから 一 七 〇〇 年に 古いの が 

悉く 死んで、 一七 〇〇 年に 新しい のが 悉く 生れる と 云ふ譯 はない。 十七 世紀と 十八 世紀の 兩 方に 跨って 生 

息して 居る 者 はいくら でも ある。 從 つて 其 著述 も兩 世紀に 跨って 居る の も 少なく はない。 夫 だから 前後の 

關系 上巳む を 得ぬ 時 は 十七 世紀 迄 逝る 事 も あらう。 又は 十八 世紀に 入り込んだ 部分 を 切り 棄 てて 仕舞 ふ 事 

も あらう。 其邊は 臨機 應變 として 置いて、 先 づ大體 は 一 七 〇〇 年 以後から 論じ 出す 積り である。 扨 一 七 〇 

ニニ 九 


c 年から 論じ 出す と 云 ふ 事 を 目安に 置いて 文 擅 を 見渡して 見る と、 一 七 〇〇 年に は トムソンが 生れて 居る。 

同 ゆに ド ラ ィ デ ン が 死んで 居る。 四年經って.^^ヰフトの 『柚 物語』 (A  Tale  of  a  Tub) と 『書籍 戰爭』 

(The  Battle  of  the  wooksy か^ 版され て 居る。 夫から- A 年 目に ハ 一 七 〇 九) ¥ ^の Rastorals が 出て 居 

ろ。 IniJK: 雜誌 『タツ トラ ー』 が 出現した。 此三四 人の 作者 卽ちス ヰ フト、 T フ、 ァ .デ ソ ン ， ，スチ 1 ル 

，は 互に 珈琲^へ 寄り合って は 談笑に 其 日 を 暮らした 朋友で ある。 今 云 ふ 通りの 一 七 〇〇 年を 標準と して 

始めろ 以上 は、 先づ是 等から 論じて 行かなければ ならぬ。 ^ ついの 如き は 比較的 古い かも 知れぬ が、 -i^ 

フォ|か《|;の文^^!?:として小說を寄き始めたのは 一 七 一 一 〇 年顷の 話で あるから して、 寧ろ 後 廻し にしても 

差 支ない。 そこで 以上 三 四 人の 内、 どれから 論じ 出しても 差 支 はない が、 ^^^H の 『桶 物語』 は 彼の 『が 

リダ— 巡 廻 記』 と 同じく 小說と 云うて よい か， 比喩 譚と 云うて よい か 一寸 風變 りの 者で あるの みならす、 

•  カリ， ヮ— 3^ の 影 か-文 坑に與 へて 居ない。 ポ ー ブ は^ょり 詩人で ある。 一流の 祖と云 はれる 人に は 違 ひな 

い， か、 ^^^はト八^紀の特產物ではなぃ。 た  >  ァ， チ ソンと スチ ー ル- は此 世紀に あ つ て 一種 淸 新な 文學を 書き 

始めた 人で、 一方 かに 云 ふと、 前代の 性格 描寫 (character  sketches) の 著しい 發展 とも 思 はれる し、 又 

Igiiw か. ム つても、 定期 刊行 文^の 發達 S 一部 を 形造る 一連 鎖と なって 居る し、 又 其 動機から 云っても、 

ト八^ 紀 一般の 倾. M を あら 5^ して 居ろ し、 色々 S 點 から 云うて 興味が ある。 それで 先づ此 「^s^^.、  ^ 

^兩人 かに じ 出さう と 思 ふ。 其前に5ぱ時の文舉^|^の国體はどんな者から成立して居ったか 一 寸 一 言し 

て S いたら JSJIS^S 參考 になる だら うと 思 ふが、 =y は 余. a 身が 御 話しす るよりも、 此 時代に 精迪 した 研究家 

の^を 引 川す る 方が 確かで も あり、 又 有益で あるから、 さう する 積り である。 レス リ—、 ス—チぃ-^^が前 

に ； 寸 紹介した 『ト八 世紀に 於け る英 國文皋 及び 社會』 と 云 ふ 講義の 五十 三 頁 以下に 當 時の 文 舉機關 の 組 

蛾ん ん  1 じて かう 港いて 居る。 


--It  is  made  u!}  of  men  of  the  world  I  -  Wits  -  is  ^^0^^  favourite  self -designation,  scnolars 

and  gentlemen-  with  more  of  the  gentlemen  than  the  scholars  I living  in  the  capital. 

which  fotms  a  kind  of  island  of  illumination  amid  the  surrounding  darkness  of  the  agricultural 

8untl.y  I  including  men  of  rank  and  others  of  sufficient  social  standing  to  receive  them  o づ 

friendlv  terms  I  meeting  at  cofCee-houses  and  in  a Idnd  or  tacit  conrederation  of  clubs  to  com- 

pare notes  and  form  the  whole  public  opinion  of  the  day.  TThey  are  conscious  that  in  them  is 

concentrated  the  enlightenment  of  the  period.  T.he  class  to  which  they  belong  is  socially  and 

politically  dominant  I  tlie  advance  guard  of  national  p>3gress.  it  lias  nnaily  cpst  olf  tlie  Incu- 

げ us  of  a  retrograde  political  system;  it  has  placed  the  nation  in  a  position  I  of  unprecedented 

imxsrtancc  in  Euror-e  ；  and  it  is  setting  an  example  of  ordered  liberty  to  tlie  wliole  civi 卜 izep 

world  It  lias  forced  tlie  Church  and  tlie  J^riesthood  to  at-andon  tlie  eld  claim  to  spiritual  su- 

premacy. It  has,  in  the  intellectual  sphere,  crushed  the  old  authority  which  cnnbodiep  super- 

stition, antiquated  l^rejudicc,  and  a  sliam  system  of  professional  Icnowlcclge,  wliicli  was  upheld 

by  a  close  corporation.  It  believes  in  reason  I  meaning  tlie  principles  which  are  evident 1:o 

the  ordinary  common  sense  of  men  at  its  own  level.  It  believes  m  wliat  it  calls  tlie  Reli ち on 

of  I  the  plain  demonstrable  K  obvious  to  every  intelligent  jperson.  Witli  I^oclc ひ 

for  its  spokesman,  and  Newton  as  a living  proof  of  its  scientific  capacity,  it  liolds  that  ； England 

is  the  favoured  nation  3 &  out  as  tlae  land  of  liberty,  philosophy,  common  sense,  toleration, 

and  intellectual  excellence.  And  with  certain  reserves,  it  will  be  taken  at  its  own  valuation  by 
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foreigners  WIS  are  still  in  darkness  and  deplorat-ly  given  to  slavery,  to  say  nottiing  of  woodrtn 

shorts  and  tlie  consumption  of  Irogs.: 

广 文み 機 關を糾 織す る もの は 俗情に 通じた る 世 il 的 人物で ある。 所謂 -wits- である。 彼等 は 自ら 稱 

して、 wits と 呼んで るた。 wits と 云 ふと、 まあ U; 那と舉 者の 混った 樣な もので、 其 混り 方の 歩 

合 を 云 ふと、 よりも 寧ろ n ー那 S 方が 勝って ゐる。 無論 都に 住んで ゐる。 (其 時分の 都と 云 ふと 喑ぃ 

田8 で 取り 園 まわたな かの、 一種の 燈 明に 比較すべき ものである。) で その 連中に は 地位 の 高い もの も 

ゐる。 地位 は 夫 程で なくても、 之と 對 等の 交際が 出来る 位な 身分の ものが 這 入って ゐる。 冥々 のうちに 

仉 m 部が 同 § 化した と 同じ 結 el- になる が、 珈琲 if5 で 寄り合って は、 意見 を 交換して、 一 代の 輿論 を 作らう 

とする。 彼等 は ゆの 文化 を 一身に 集めた やうな 氣でゐ る。 彼等の 場す る 階級 こそ 社會 的に 云っても 攻治 

的に；； ム つても ^勢で ある。 國^ 的 進歩の 先鋒で ある。 彼等 は 遂に 時勢 後れの 攻 體に對 すろ 迷 霧 を 破った。 

^等 は^ 家 を 前古 米せ 有. 要な 地位に 据 ゑた。 全世界に 向って 秩序 ある 自由の 模範 を 示した C 僭 侶 を 

して 精祌的 4^ 權ぉ たる S 要求 を撒囘 せしめた もの は 彼等で ある。 思索 界に 於て、 迷信、 僻見の 藩 權威を 

打破した も S は 彼等で ある。 115. たる^ 結に よって 標榜せられ たろ 專門的 知識の 虛僞 を曝ャ S した も S は 彼 

等で ある。 彼等 は IT 知 を 信す るの みで ある。 瑰 知と は 人. S 常識に 常 程度に 訴 へて 房らざる 則 を 云 ふ 

ので あろ。 彼等 は n 然敎を 信す る S みで ある。 n 然敎と は 條理に 1? からざる 人の 明らかに 認めて、 平易 

にして 他に 說 W し はべき 8^ 现 となす 所の ものである。 ^^は彼等の先覺^！？；でぁる。 -1 ュ —ト ン， は 彼等 

の 能力 を活 きながら 明す る 一お 傑で ある。 自由、 常識、 寬容、 能力 卓越の 國 ：5 として、 天； を受 

けたる は英國 である。 I— "： やか 彼等 s^n:- であった。 全然 10: 成す る譯 にも 行かぬ だら うが、 ま づ大體 の 

上から 評すれば、 常時の 外^人 は 彼等 n 身の 評惯 を、 彼等 C 身の 言 薬 通りに 受けても {«! いか も 知れない。 


當 時の 外 國人は 木履 を 穿いて 蛙 を つて ゐた 位の もの だ。 さう 手 苛い 事 を 云 はない にしても、 奴 隸はぁ 

るし、 文明 は 進まない し、 氣の 毒な ものであった。) 

是 は單簡 であるが 明嘹 である。 のみなら す 必要の 事項 を 悉く 含蓄して 居る。 余が 此 講義の 冒頭に 述べ た 

十八 世紀の 狀況 一般と 題す る 諸 項 を 綜合して 考へ て 見たら、 成程 當 時の 文 學 者なる 者の 地位、 資格 はかう 

も あらう と 思 はれる であらう。 

か、 る 現象 を 生じた 原因 を說 明して^ は當 時の 政治 狀 態と 智力 狀 態の 一 一つ を擧 ゆて ゐる。 第 一 

に、 立 戀攻體 の 下に 立つ 政治家 はもう 往時の 樣 にた、 M 呂廷の 鼻息 を 窺って 行動す る 必要がない。 彼等 は專 

制 君主と 戰 つて 大勝 利 を 得た。 英國は 言論 自由の 國 となった。 宗敎寬 假の國 となった。 立憲 的 秩序の 國と 

なった。 戰爭に は 大勝 利 を 得た。 昔ァ ー メ ー ダを擊 沈した 時と 同樣の 刺激 を 受けた。 凡て 此 等の 成功 は 皆 

自由の 名 を 以て 得た ので ある。 自由と は 甚だ 暖昧な 言葉 だけれ ども、 英 人の 胸中に は 一 種の 感慨 を與 へる 

歴史的 因綠が ある。 英國は 自由の 國土 なりと は 彼の 佛國 人が 大に 羨んだ 所で ある。 第一 一に、 學問卽 ち 智力 

の 方から 云へば、 十八 世紀 を 支配すべき 哲學、 宗敎、 政治の 三者に 互って 永く 其 基礎ち 置いた が 彼 

等の 同胞の 中に 出て るる。 ^列は门^^ゃ~^^^,^.の如く論理的に 一貫した 議論 は 立て 得ない かも 知 

れ ない。 又バ ー ク レ —や んの 如く 賴 妙な 哲 擧を發 揮し 得ない かも 知れない が、 當 時に 於け る 根本的 

信仰の 解 釋考- として 一 世 を 支配すべき 人であった。 卽ち敎 育 ある 分別 S ある 社會の 常識 を 代表して 居る 哲 

擧を 組織した 人で ある。 かの哲擧者ならざる.^,:^^の如きが少々哲舉者ぶらんとする時は何時でも，^1^ 

列 を 引 ffl する 位に 迄 常識に 富んだ 哲擧 者で あつ た。 S 著書 を讀 むと 敎育 ある 人の 普通 使用す る 言葉 

で 書き流して ある。 哲擧の 歷史を 研究して 當 時に 至る と 所謂 煩瑣 哲學の 臭味の ない S. か 著しく 目につく。 

勿論 煩 琪哲學 なる ものが 其 前 がら 攻撃 を 受けて 居た に は 相違ない が、 大學 から はま だ 1; 逐 されなかった の 
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であろ。 ト 七 世紀の^ 侶な どになる と 其 ia^T 攻 する 所の 一派の 神學に 在って は、 到底 俗人の 嘴 を容る  >  能 は 

ざる 程の 奇妙な 三段論法の 訓練 を 受けた 位で ある。 彼等 は 古代の 敎祖の 著書 を 悉く 嗜誦 しかね まじき 哲學 

^！？：でぁったり s:^^ と 云 はんより は 一 種の 動 31 番 館であった-】 だから 彼等の 說敎と 云 ふ 者 は 古 甞 古典の 

引 川 S みで 充満して ゐる。 世紀 S 末に チ ロット ソンと 云 ふ神舉 者が 出て 漸く 此 弊風 を 一 變 した。 ； に 於 

ける チ ロット ソン は^も W 學に 於け る I ロックと 同樣の 手柄が ある。 說敎 をしても 唯 各人の 有して 居る 現 性 

に訴 へる。 別に 六つ かしい 引 川 や、 徽^^ぃ書籍などを振り廻さなぃ。 從 つて 俗人で も頭腦 さへ あれば it- 薛 

が 出来ろ。 英國 S 散文 は. 宵に 此 時代に 發 達した と稱 せられて 居ろ。 專 門の 舉者 でなければ 分らぬ 樣な言 句 

を 使 はぬ になった の も此， お 代で ある。 錯雜 極まろ 羅甸 流の 構造 を棄 てた のも此 時代で ある。 其 先鞭 をつ 

けたの は ドライデン であるか、 ド ラ ィ デ —ン は 其 文 草をチ ロット ソン か ら 得た ので ある。 

凡て =1^ 等 S 變化を ii 合して 見る と。 ——- 攻 治に 至って 此變 化は寬 容 となる。 俗人 も 自家 自在の 意見 を 

有する こと を 得る。 舉問 にあって は是が 唯理論と なろ。 卽ち现 性 —— 人々 の 所持す る 共有の 理性 i に訴 

へて 判斷 する。 文學に 在って は 街 舉を嫌 ふ、 換言すれば 一般の 人間の 常識で 理解の 出來 得ろ 樣な文 體を選 

ぶ 事。 總 ベて 是等か 落ち合って 前に 引 川した 樣な 特色の あろ 文 學機關 の 組織が 成立した。 -1 ^是 が， 

ヴン S 解釋 であろ。 要 な 得た 立派な 考 である。 冒頭に 是 丈の 事 蜜 を 承知して 置いて、 本論 を 聞いて 世 EH。 

有名な 乙 .: タ ト ラ ー』 (Tile  Tatlelr) 『ガ ー. チ アン』 (Tile  Guardian) 『ス ぺクテ ー タ ー』 (The  spectator) 

はか 、 る^ 潮 を 受け、 か A ろ^;^ 力に 際會 して、 か  >  る 態度 を 以て 世 問 を觀、 事物 を 察する wits  1 1^ 

ソン 及び スチ 1 ル 11 によって 計 蜜せられ 又發 行せられ たので ある。 私は彼等の文^!3!.と彼等の生息せる時 

代と を .れ 例によって 比 校し、 又 彼等の 文举 上に 如何なる 程度に 於て 個人性が 發禪 せられて 居ろ かも 研究し、 

又 彼等の 文. ¥s 功罪 を 桁^し； し兒 ようと 思 ふ。 これ か此 の 重なる 目的で ある。 然し 一 寸記惊 して 置く ベ 


き 事が ある。 上記の 刊行物 は 一 種の 文擧的 述作で あると 同時に 又 一 種の 定期 發 行の 文字で あるから して、 

今 云 つ た 主要の 點を！ i す る 前に 英國の 新聞 事業 を 歴史的に 一 瞥し て 置く 必要が あろと 思 ふ。 

遠く 新聞の 起源 を fs- ねる と、 羅馬 時代に ：1  や-一 6 る G ださう である。 無論 當 時の 事で あるから 印刷され た 者 

ではない。 唯 日毎の 出來 事、 官吏の 任 免黜 陟等を 記した 板 を 公共の 場所に 揭 けて、 衆庶の 觀覽に 供した 迄 

の 事で、 Acta  Diurna と稱 したと ある。 方今 川 ふる 「ガゼット」 と 云 ふ 語 はもと ヴェ 二 ス から 來 たので、 

是も其 頃觀覽 所に かけて 衆人に si- せた 者 ださう だ。 英國で はバ ー リ ー 卿と 云 ふ 人が 初めて 新聞 を 起し た と 

云 ふが、 其 動機 を 尋ねる と 西班牙 艦隊 か英 固へ 攻めて 來 ると 云 ふ當 時、 之 を迎へ 擊っ爲 に、 ー國の 元氣を 

鼓舞して 敵 ま 心 を 喚起す る 必要が あった 爲 からだ さう だ。 然し 是は どんな 者で あるか、 現今 傳 はって 居ら 

ん から 分らない。 到 ー ネット 及び. fr^—,^ の 『英文 擧史』 卷ニ、 ぼ 八 頁に 英國 古代の 新閬 『イング リシ ュ、 

マ ー キ ユリ ー』 の 五十 一 號が 昔の 儘で 轉 載され て 居る けれども、 是は 1^ 物で ある。 著者 自身 も其懦 物なる 

こと を斷 つて 居る。 眞 正なる 確實 なる 新聞 は 『ゼ、 ウイ ー クリ ー、 二 ウス』 と號 する 者で、 一六 ニニ 年の 

五月 二. H  二日に 初めて 發 行した。 是は 無論 日刊で はない、 週刊で、 編輯 者の 名 を ナサ ニイ ル、 バタ ー と 云 

うた。 其 後 色々 なのが 出た が、 『ゼ、 インテリ ゼンサ ー』 と 云 ふの が 彼の サ 1、 ロジャ 1、 レスト レンジの 

發行 にか、 る ものである。 (一六 六 三年 八月 三 トー 日。) 此 『インテリ ゼンサ ー』 が 後に 『ゼ、 ロンドン、 

ガゼット』 に變 化し (一六 六 五 年 y 『ゼ、 ロンドン、 ガゼット』 が 又 『ゼ、 ォブサ ー ヴ HI トァ』 に變っ 

た。 其 時 彼の 革命 か 起った ので ある ( 一 六 八 八 年)。 此 革命 か 所謂 君主 神權說 を破壞 して、 議院 制度の 建 

設 となり、 新 敎宗義 の 基礎と なり、 國 家の 收入 及び 支出 は 凡て 下院の 管理す る 所と なった と 同時に、 出版 

の 自由 を 公衆に 與 へたので ある。 (尤も 檢閱 係の 官職 はま だ存 して ゐた。 相 常 S 束縛と 所 罰 もあった。) 

それから 念 十八 世紀に 入る ので あるが、 f 八 世紀に 人って 一 寸 人の 目を惹 くの は、 初めて 日刊新聞の 出 
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来た^で ある。 之 は 『ゼ、 デ ー リ ー、 ク— ラント』 と 云って、 一七 〇 二 年 S 三月 十一 日に 出た。 然し 無論 

っまらぬ^！^でぁろ。 今 一 つ 注目すべき 事 は デフ ォ ー の發刊 にか 、る 『ァ、 レヴュ —、 ォブ、 ゼ、 アフェア 

ス、 ォブ、 ステ ー ト』 と稱する新聞0の^|^でぁる。 是は 一週 ニ囘 S 發行 であった が、 赍れ るので 一週 三囘 

にした〕 ^.^1^の說にょると；：疋が 『タ トラ ー』 の 源で あると 云 ふ 話で ある。 

然し 其 好 は大變 《逃 ふ。 デフ ォ ー は小說 家で あろと 同時に 攻 客であった。 彼の 編輯に か、 る 隔日 新聞 は 

純然たる 政治的 E 的 を 以て 發刊 された^ である。 處 がァ， チソ ンゃ ス^ルに なると 一 面に 於て は 政治家に 

^^？化なぃが、 彼せ〉 は^ 政； is 的せ 心 化み 發 表する 爲に 『タ トラ，.』 や 『スぺ クテ ー タ ー』 を 書き はしなかった。 

だから n 的が 根本的に 泣って： る。 是に次ぃで起った^^?:が王5械の機關 『ゼ、 ェキザ ミナ 1』 である。 是に 

はボ リンブ 口 1 ク、 ^47b» ァタ. I ベリ ー、 ブ ライア ー 杯が 執难 した。 民； M は 之に 枯抗 する おに 『ホイ 

ッゲ、 ェキ. サ ミナ. I』 を 起し てァ. デ ソン を 其 に 推した。 是 から 論じよう とする 『ゼ、 タ トラ ー』 は恰 

も此 際に 生れ 出た ので ある。 

此 『タ トラ ー』 は 一七 〇 九 年 M 月 十二： n に ー號を 出して、 一七 一一 年の： 止 月 二日 を 以て 廢刊 した。 (一 

次いで 年 三月 一日に 『ゼ、 スぺ クテ— タ ー』 が 出た。 是は 日刊で 一七  一二 年 十二月 六日に 至 

つて やんだ。 鉞 いて 『ゼ、 ガ一, チア ン』 のー號 がー 七 一 三年の 三月 士 一日に 生れて 同年の 十月 第 七十. A 

^ん 以て 往生した。 (日刊。) 翌年 一七  一 年 W 正月に、 一 H 一中 絶した 『ス ぺクテ ー タ I』 が乂 再興して、 

逮 に其ギ の 卜 二月 ハ ぬ縱始 した。 以上 は此 三種の 文學の 與麼に 就いての 年月で ある。 調べて 見る と、 三-四 年 

に 前後して 起ったり 倒れたり して ゐふ。 朋の „1 後す る 如く 内容 も 殆ど 同じ 性質で ある。 撃 者 も 同じ 

く 一 一人で あ，. 0。 一 一人と は卽ち ァ.. チソ ン とスチ 111; である。 尤も 外の 文士 も 時々 は 助勢 を與へ て 居る。 之 を 

K 別して ると 以上の 刊行物の 三種に 渉って、 スチ ー ルは五 百 十 號を擔 任して ゐる 0 ァ. デンン の 受持は 三 


百 六十 九號 である。 スヰフ トはニ 號程寄 草して 手傳 つた。 コン ダリ は 『タ トラ ー』 にた， 4 一文 を 載せ 

て 居る。 ポ は 『ス ぺクテ ー タ—』 に 三度 書いた 事が ある。 『ガ ー. チ アン』 に は 八 度 寄稿した。 だから 

以上の 三種 を 通じて 大體の 責任者 はァ. デ ソンと スチ— ル になる。 尤も 發起人 は 何時でも スチ ー ル であった。 

現に 『タ トラ—』 を發 行した 特杯 は、 ァ -デ ソ ン は 公用で アイアランド に 出張 中で、 誰が 主筆 だか 知らぬ 位 

であった が、 倫 敦へ歸 つてから スチ ー ルが發 起した の だと 聞いて、 初めて 執筆者の 一 人に なった 位で ある。 

けれども、 ァ -デソ ンは スチ— ルに 劣らざる 位に 此方 面に 盡 力した 人で あるから、 評論の 際 彼 をスチ ー ルの 

下に 置く ことの 出來 ぬの は 無論の 事で ある。 且 詞藻の 上から 云っても、 文壇に 貢默 した 功績の 上から 云つ 

て も、 ^.デ ソンの 方が すっと 重き を 置かれて 居る の だから、 其 點は御 互に 承知して 置きたい。 

次に 起る 問題 は 是等雜 誌の 性質 如何で あるが、 これ も 私が 答へ るより 斯道に 権威の ある 古人が 旨く 答へ 

て 居る から、 それ を 引用す る。 ジ ヨン ソ ンが赛 いた ァ. デソ ン傳 中に 斯う ある。 

： ^rtpo^^  tlie  minuter  decencies  and  inferior  duties,  to  regulate  tlie  practice  of  daily  C6n- 

V ひ rsation,  to  correct  those  depravities  whicti  are  ^.p^tfoM,  ridiculous  ttian  criminal,  and  remove 

t;hose  grievances  wliicli, ir  ttiey  produce  no  lasting  calamities,  impress  liourly  .vexation,  was 

nrst  atteml〕ted  t>y  Casa  in  liis  t-ook  of  Manners,  and  castig.lione  in  his-  :  courtier;:  two  t50.ks 

yel:  celebrated  in  Italy  for  parity  and  elegance,  and  wWcli,  if  they  are  now  less  read,  n.l.c 

neglected  only  because  tliey  liave  effected  that  reformation  wliicli  their  authors  intended,  and 

け： heir  p>recepts  now  are  no  longer  wanted.  TTheir  usefulness  to  tlie  awe  in  wliicli  they さ ひ re 

written  is  sufaclently  attested  .hy  tlie  translations  which  almost  all  tlie  nations  of  EU3p>e  were 

la  liaste  to  obtain. 
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,This  species  of  instruction  was  continued,  and  p>erhap>s  advanced,  by  tlie  I ク. ench;  among 

wliom l^a  B3yere-S  :  Manners  of  the  Age,"  tlloug-11-  as  wolleau  remarked,  it  is  written  witlioul; 

connection,  certainly  deserves  praise  for  liveliness  of  description  and  justness  of  olDservatlon. 

raefore  the  "T-atler--  and  :  Sp>ectator, こ if  the  writers  for  tlie  theatre  are  exceljtod,  England 

Jla.:l  no  masters  of  common  life.  No  writers  .had  yet  undertaken  to  reform  cither  tlie  savag? 

ness  of  neglect  or  the  impertinence  of  civility;  to  show  when  to  spea.k  or  to  t>e  silent;  lienv  t;o 

refuse  or  llow-  t;o  cotnljly.  .we  liad  niany  t-ooks  <;o 1:eacli  us  our  Inorc 15 づ ortaiu  duties,  and 

け0  settle  opinions  in  philosojpliy  or  Ipolitics;  but  an  Arbiter  ElcgslHayum,  a  Judge  of  propriety, 

was  yet  wanting,  who  sliould  survey  th ひ track  of  daily  conversation,  and  free  it  from  tliorns 

and  pHckles,  which  tease  tlie  p-asser,  tliough  tJiey  do  not  wound  hlm.: 

( 一 した？ JiT たの 細かい 作法 だの を敎 へたり、 日 <te の 談話 を 改良したり、 罪惡 では あるまい が、 2- 

にくい と はれろ^ 1;.:: を 1^3 めたり、 又は 永久の 災 とな らな い 迄も^ 々刻々 に 不快 を 感ぜ し む る 弊害 を 除 

いたり、 —— 斯 -2; ムふ 方而の ー古述 は、 ^の？ J 法隶： と、 カスチ リオ ネの 『コ ー チア』 とが 噹 矢の ^に 思 

はれろ。 兩 A 北 (•  佼雅ー 》;i ^の 趣 を 具へ てゐ るので、 以太 利で は今猶 盛に 行 はれて ゐる。 尤も 昔の 樣に讀 み 

手が 多くない かも 知れない が、 それは著^！^；の思はく通り^^^の目的を達したからの事で、 書中の 敎訓が 

不 川に 船した ほと^れば な い。 W 版お 畔是 等の 著述の 有^であった 事 は、 全歐の 人が 爭 つて 之 を 翻譯し 

ようと 力めた ので も 充分に 分ろ。   

此 M 顿 S 敎^ を i^:^ し 又 進 前せ しめた もの は佛 人で ある。 就中 ラ、 ブリュ ィ ir^ の 『今 代の 鱧 法』 が 

5 &も效 力が あった。 ^は 此蒈を 評して、 滅裂 だと 稱 したが、 敍述 に活氣 あろ 點に 於て、 観察の 正 


鵠を 得た る點に 於て、 充分 賞 讃の惯 値が ある。 

英國に 在って は、 脚本家 を 除く の 外、 通俗 生活に 筆 を 着けた もの * かない。 これ ある は 『タ トラ ー』 と 

『ス ぺクテ ー タ—』 から 始まる と 云って 宜しい。 無愛想 も 過ぎれば 野蠻 になる。 丁寧 も無喑 だとぶ しつ 

けに 陷る。 斯う 云 ふ 缺點を 1^5 正しよう とした 作家 はま だ 一 人 もなかった。 其 他 何時 口 を 利いて 宜 いか、 

又 何時 差控 へべき もの か、 斷 るに はどうして 斷る もの、 應す るに はどうして 應 する もの か、 『タ トラ ー』 

と 『ス ぺクテ ー タ ー』 が 出る 迄 は 誰も 敎 へて 吳れ手 がなかった。 重大な 倫理 問 题に關 して 義務の 意義 を 

說ぃ たもの は ある。 哲學、 政治の 大爭 論に 斷案を 下した もの は ある。 けれども 日常 談話の 道程 を 測量し 

て、 通行人 を慯 つけない 迄 も、 注 來の煩 ひになる 茨、 とけの 類 を 取り除かう とした 趣味の 主宰者、 禮 法 

の判诀 者は是 より 以前に まだ 出た 事が 無かった ので ある。)   

『タ トラ—』 『ス ぺクテ ー タ ー』 『ガ 1-、 チ アン』 の英國 文壇に 於け る 地位 及び 其 性質 は 「ン— ョ iA ソ ，7 の 言 

によって 明らかで ある。 此 上に 何も 云 ふ 必要 はない。 私は是 から 其 內容に 就いて 聊か 解剖 的 批評 を 試みて、 

其 內容の 精神が どの位まで 時代精神 を あら はして 居る か を 紹介し ようと 思 ふ。 

( 一 ) 最前 話した 中に 十八 世紀 は 常識の 世で あると いふ 言葉 を 使った。 今 研究しょう としつ 、 ある， 1^ 纠 

ソン は 嘗て 詩 を 作って、 ス ぺンサ —S 如き 浪漫的な 詩 は 「理智 の 時代」 を樂 しまし むる に 足らん と 云うて 

居る。 すると 此 世紀の 特色なる 常識 は是 等の 三種の 文擧 中に あら はれて 居る だら うと 云ふ考 が先づ 浮かぶ。 

調べて 見る と 果して さう である。 常識 は解釋 -S 仕樣で 色々 な 意味になる。 (い) 明快な の も 常識の 表 じ 

ある。 文. 草ば かりで はない、 内容に も 毫も 不可思議な 分子 を容れ ない ので ある。 (ろ) 問！^ か 日常に 聞 

する 以外に 渉らないで、 平時 平 人の 觀 察で 満足して 居る の も 常識で ある。 (は) 過度 を 嫌 ひ 突飛 を 忌む の 

も 常識で ある。 先 づ此三 點を驗 ベて 見る。 
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广ぃ) 『ス ぺ クテ I タ—』 の 第な 五十 九號に 『，r^ の 幻夢』 と 超 した 一 文が ある。 是は よく 人の 設ん 

で 知って 居る 文な である。 あろ 人が 變怪に 遇って お 山の 天邊に 連れて行かれる。 そして 恐ろしい やうな 幻 

を；： 于 c? と 云 ふ 筋で ある。 然しながら) M んで兒 ろと 丁； I に祌祕 的な 所がない。 ^祕 的に：：^ える 所 は 悉く 作者 

に侬 つて： 現， 明され て 居る。 從 つて 解の 出 來ぬ所 はない、 よく 分る。 よく 分る の は tii 構で ある。 然しよ く 

分- 0 と 云 ふの がよく 感 すると 云ふ譯 でない。 否 ある 物になる とよく 分る 樣 にした 爲に 却て よく 感じな くな 

つたと 云 ふこと も 云 ひ 得る。 變怪が マ ー ザに 向って Cast  thy  eyes  eastward  and  tell  me  what  thou 

seest. (束の 方 を ろ、 何が：D^ん るか云 へ ) 杯と 云 ふ 所は譯 すと 駄目 だが 原文で 讀 めば 莊 重で ある。 

力 之に 答へ て I  see  a  huge  valley  and  a  I〕r(1diglous  tiac  of  -water  rolling  throug.ll  it. (大きな 5^ 

が 2- える。 大きな 水が ハ<: の 中 を 流れて ゐ る。) と 云 ふの もよ ろしい。 此 問 答 丈で 澤山 である。 所が 此 谷と 此 

水み 變ぉカ して Eli-oo  H^o  valley  ttiat  tliou  seest  is  the  vale  of  misery,  and  the  tide  of さ atcr 

that  thou  seest  is  part  of  the  great  tide  of  eternity. (谷 は 不幸の 谷で ある。 水 は 永 幼の 流で ある ン と 

云 ふ S が 其 IK 葉で あるが、 折 の 感興 も此ニ 句、 殊に 不幸の 谷 云々 の 一句の 爲に 打ち 崩されて 仕舞 ふ樣に 

思 ふ。 マ—. サ S 答 を il くと 共に、 は腦 中に 雄大なる 谷と 汪洋 たる 水 を |g き 出す。 化物が ：5:1_ 、名 を說 明す 

乙に 及んで 父 Eg いて： 5- ると、 谷 は 不幸の 谷 だと 云 ふ。 河 は 時間の 流-たと 云 ふの だから、 頭 中にはす ぐ ー轉 

換が 起る。 扨に 11^のハ<： でもない、 1WS 河で もない。 眾に 比喩的の 河と 谷で あると 忍ふ樣 になる。 之 を 思 ふ 

と M ゆに 今迄 描いて おた 腦 中の 大 „ 一；^ 色 は 消えて 仕舞 はねば ならぬ。 尤も 7 . 、チ ソ ン は此名 によって 人生の 

卞リ^と永久に流ろゝ^^とをぁらはし度ぃのでぁる。 あら はしたい のみで はない、 是非 說 明したい ので ある。 

もし をし なければ 荒誕 不^の 物： f^i と 一般にして、 何等 も假托 もない も S となって 仕舞 はねば な 

らぬ。 さうな つて は 《£識 に 反する S である。 常識に は づれた 狂氣 染みた 事 は敎養 ある 紳 土の やる 事で はな 


い。 だ か ら 是非共 此ハ 4: は 何 を あら はす 谷で 、此河 は 河の 記號 にな る 河で あると 云 ふ 事 を 是非 瑰薛さ せ て 置 

きたいの であろ。 理解させる 方 は どこ 迄 も 理鮮 させたい が、 感得せ しむる 事 は、 之が 爲に 却て 減じて 仕舞 

ふと 云 ふ 眞理に は氣が 付かなかった と 見える。 昔から 常識の 發 達した 人に 感じの 强ぃ例 はない。 ある 程度 

以上に 强烈な 感じ を 有して ゐる もの は 狂人で あると、 所謂 wits なる もの は解釋 して 居た の だから、 ^ 

^が 感興に 重き を 置かないで、 わざと 說明を 加へ て 不可思議に 翻譯 し、 幻像 を 比， i に 崩した の は 十八 世 

紀 の文學 者た る ァ-, チソ ンの ァ.、 チソ ン たる 所で ある。 

然しい くら 感じが 乘 つても 何の 意味 か 分らなくて はならぬ、 人生 問題 を比喻 的に 說 明した と 云 ふ 事 を 人 

が瑰 解し なくって は 行かぬ と 主張す る 人が あるか も 知れぬ。 ー應は 尤もで ある けれども、 是は必 すし も咸な 

輿 を 害して 迄も說 明す る 必要 はない 害で ある。 浮世の 苦難と か 不幸と か 云 ふ もの を圖で 示せば かう だと 說 

明す るよりも、 ある 物を假 つて 浮世 S 苦痛 を直覺 的に 讀 者に 悟らし むる のが 文 ms? の 手際で ある。 直覺と 

云 ふの は 何だか 瞹眛な 言葉 で あるなら 喑 示す ると 云っても よろしい。 喑示 に は 感じ 丈 あ つ て 理由が 分ら ぬ 

事が ある。 從 つて 紳秘 的で ある。 從 つて 常識 を 満足せ しめない 事になる かも 知れない。 

不幸の 谷 や 永久の 時の 流 だけなら 是で もま だよ ろしい が、 其 下に 7,^ が I  see  a  bridge  standing  in 

the  midst  of  the  tide. (橋が ある) と 云 ふと、 其 橋が 人生 だからよ く 見ろ と 變怪が 注意す る。 すると T 

—ザの 答-力 新うて ある。 up_on  a  more  leisurely  survey  of  it,  I  found  tliat  it  consisted  of  tlllrfe- 

score  and  ten  entire  arches,  witli  several  brolien  arches,  whicti  added  to  those  tliat  were  oy^^s, 

made  ul" 1±e  number  about  an  tiundred. (よく 見る と 橋に はァ ー チの數 が 七十 ある。 其 他に 壞れ たの 

も 大分 見える。 みんな 合 はせ ると 百 程になる。) 此 一 句に 至る と 前の 傾向が 一 曆 明らかになる。 あの 橋が 

人生 だと 云 ふの は 何の 意味 もない 事で、 唯 河が 時の 流 だから、 其 流に 戀 けて ある 橋 は 人生 だと 妙に 綠 をつ 
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けた 丈で ある。 子供が © の 上で こ ゝが御 湯で、 此所が^^物を入れる所ょと相談で極めてゐる樣なものでぁ 

る。 常識に 訴へ ると 云 ふけれ ども、 常識よりも 淺 蒲な 器械 的な 約束に 過ぎない。 のみなら す 其 橋の ァ I チ 

の 数が 七レ あると 云 ふの は 人生 七 トと云 ふ 西洋の 陣套 語から 出た もので、 橋 を 人生と すれ ぱァ ー チの數 が 

七トぁ 乙べき 苦 だ 杯と 考へ るの は 福引の 落ちと 同然で あろ。 理智 一 片を 動かす にしても、 もう 少し 深い 所 

がなくて はならない。 11 これ は 一 例で ある。 例 だから 全 斑 を 窺 ふに 足る ものと して 紹介す る， - 例外 を 例 

に 引いて ァ， チ ソン を 故^ に^した ものと 思って は 不可ない。 

5  ^1 段に 《5^ の 政治と 文^と は 密接な 關係を 有して 居る と 述べた。 政治の 中心 は 無； f;,i 倫敦 である。 

政： S に關係 S ある^は、 $3； 族 若しくは 贵族的 倾，： ^を 有した 人間であって、 社交 上流 行の 中心で ある。 從っ 

て政治家兼文ゅ^^^なろァ.デソ ン ゃスチールが自ら流行的紳土を以て許し、 自ら wits を 以て 任じ、 しかも 

都 人 土の み を 服 中に 置いて、 日 に 遊戯 半分の if を 舞 はすならば、 其 述作の 性質 は豫 想す るに 難から すと 

云っても 支ない。 

彼等の 作物 は都會 の.：？^ -氣 を 以て 飽和して ゐ る、" 私 は あながちに 都會 S 空氣を 非難す る 積り はない。 古來 

の 文^お 中、 傑作 雄 13 と稱 せられる もの 11 ことに 小說の 如き は 都-^ 牛； 沾に 關 係の ある ものが 多い 樣に思 

はれる。 けれども 其の 傑作たり 雄^た る 根本 殺 を 尋ねて 見る と、 都 の 別から 起った ので はなく つて、 

それ 以上に 立ち入った 或 物 を 描き出して， 0 るからで ある。 それ を 委細に 述べる 必耍 もない から、 諸お も 御 

同お と： 做して 略して 行く。  乂觀 察の しゃう や、 經驗 S 具合 や、 1" 示 S 受け 方 や、 變 化の 區域 や、 人間の 

校雜 な？^ 達 や、 ^^件の進行の投5_^ゃ、 凡て 色々 な點 から 见て、 都會 でなくて は 研究 も出來 す、 描寫も 六づ 

かしい 揚八 3- か？ お 山 ある。 其^ 山 あるう ちに は、 一 つで も；： 几 逃さ- フ ものなら、 又甞き 損なって 仕舞 はう もの 

なら •  K®1 1 く 云へ-は 社會が 永久に^ 失 を^け た 樣な氣 のす る もの も ある だら う。 私 は あながちに 都 


會 w 空氣を 非難す る もので はない。 

現に ァ.. チソ ン ゃスチ ー ルの 書いた もの を讀 むと、 當 時の 倫 敦は 斯う 云 ふ有樣 であった かと、 恰も 一部の 

風俗 史に對 する やうな 興味が 起る 丈で も 結構で ある。 然し、 都會の 風俗 は、 人類 發展の 一 停車場と して、 

吾々 の 注意 を惹 くに は 違 ひない にしても、 其 風俗 を 作り 上け た 人間の 內部 裏面の 消息 迄も此 表面上の 敍述 

中に 充分 含んで ゐ ると 思 ふの は 間違 ひで ある。 人間 を 怖へ たのと、 其 人間の manners 丈 を 捕へ たのと は 

大分 違 ふ。 同じ 小說 にしても， 此兩樣 の 差違 は嘹 然として 深淺 厚薄の 惑に 等級 を 生じて 來 る。 まして 兩人 

の 書いた もの は 多く は斷片 的で 普通の 小說 程に 纏まって ゐ ない。 だから 彼等の 寫 した 都 會の 空氣 は、 都會 

一般の 空氣 である。 甚だ 明 嘹な樣 で、 又 甚だ 朦朧たる 人間の 描寫 である。 鮮やかに 人が 動いて ゐ るが、 切 

資に 人が 生きて ゐ ない。 飯 を 食 ふ 人の 箸の 持ち 方 は 分る が、 箸 を 持つ 主人公の 何者た るか は 分らない。 又 

其 箸の 持ち 方から 想像 出 來る樣 にも 書いて ない。 

私 は あながちに 都會の 空氣を 非難す る もので はない。 又都會 的空氣 の 描寫を 忌む もので もない。 もっと 

讓步 して 云 へ ば 「&、 「や スチ ー ルの寫 し 出した 都會 の空氣 にさ へ 感謝の 意 を 表する ものである。 けれど 

も アデ ソン ゃスチ IT 以上の 觀察ゃ 感想 や 解釋が 都會的 生活の 上に 於て 充分な し 得らる， 餘 地の ある 事 を 

信じて 疑 はぬ ものである。 

何故に 彼等が あの 程度に と 5r まって、 夫 以外に ー步も 向上の 道 を 開かなかった と考 へて、 私 は 彼等が 自 

己の 生息して ゐた都 會的空 氣に災 せられた もの だと 斷 じた。 私の 非難した いのは、 寧ろ 彼等の 觀察 眼を昧 

ました 意味に 於ての 一種の 都 會的空 氣を云 ふので ある。 

都會は 一 國 の 中心で ある。 人の 競って 集まる 所で ある。 金の 多い 所で ある。 娛樂の 多い 所で ある。 餘， 裕 

の 多い 所で ある。 當 時の 英國は 前に も 述べた 通り 全歐で 最も 優勢な 地位 を 占めて るた、 少なくとも 英國人 

I 五三 


I 五 四 

c らは さラ考 へて るた。 其^ 勢な 英國 の拧 W が倫敦 であって、 倫敦 S 金と 嫂 樂と餘 一裕と を 比較的に 支配す 

る 地位に ある ァヂソ ン 杯の 心 持 は どんな もので あらう。 3 に 足りて 外に 待つな しと 云 ふ 言葉が 一番よ く 彼 

^3:^ 遇 を あら はして は ないだら うか。 左右 前後 を 廻しても 刺激が な い。 佛蘭 西が 恐ろしく も II 逸が 

怖く もない、 ^{;^^は安泰でぁる。 才學， 文お は. E 分が 一番え らい C 社き と 風俗 は. n 分が 一番よ く 心得て る 

乙。 政治 上 Si ぶ 派 は あるか も 知れない が、 文^ 上に 劇烈な 戰爭 など はない。 丁度 下町 邊の大 町人の 旦那 S 

Si ^なむので ある。 分 一人が 通人で、 物. かよく 分って、 酸い も 甘い も噁み 分けて ゐて、 何處へ 出ても ちゃ 

ほやされ て， ぉ^?^>に，てっがなくって、 仟 1 で 上品で 11 一  口に 云へば 極めて 低級な 程度に 於け る 全智 全能 

の 神で ある。 

浙 う！： ムふ人 は 一： .sisJM ゲも う卒 紫して みるの だから、 決して 研究心 や 向上心 を 起す もので はない。 . ^分 以外 

に， Iw 分と 皮、 もしくは EI 程度 以上の 種類の 遠った 人 か 存在し 得る とは诀 して 認めない。 たま/、 そ 

んな人に川？？^！へば氣のャ孙なものだとして仕舞ふ。 だから 凡てが 得意で ある。 云 ふ 事が 樂天 的で ある。 

- てれで 生活 ilSl に 追 はれよ うぢ やなし。 (.f<.iT:=l: と 云 ふ 男 はよ く 借 ま 取りに 追 ひ 廻され たが、 是は無 

茶^ ひ をす 乙 .fi? 鹿なん だから， ^際 追 はれて ゐ るんで はない。 冗談 半分に 逸け てるる やうな ものである。) 

人 牛： の 人^ S1 を考 へよ うぢ やなし、 iH 死の^ 關 を 切り 拔 けよ うぢ やなし、 肉の 束縛 を 苦しがる んぢ やなし、 

人？ Is^ 迄 切 0 込んで、 ね 分み」 碟 しょうと：： ム ふん ぢ やなし、 まあ^ 氣 である。 荐氣 だからして 强 ひて 事 

件 を： へ ろ。 無 if に：^ へ る 件 だから 勢 ひ 斑に なろ。 肉汁 を 吸 ふのに ちゅうく 云 はせ るの は 下 SH しる 

ると か、 紋 付の 羽織 は 野^だ とか、 女に はかう 云 ふ 風に 御辭 儀な する もの だと か、 默 つて 拜聽 して ゐれ. は 

火變な 所へ れて 行く。 

其 上 那^ は氣の 移り 易い 所で あろ。 ElSl 然として 一 町 も 歩いて ゐ ると、 家 を 出た ト むと は 了 31- が 違って 來る。 


叉 f 町 も 歩く と 又 周 園が 變 つて 來る。 物 を 追 懸けて 歩き さへ すれば 際限の ない 程ぐ るく 囘る。 さう して 

家へ 歸 ると 何も 殘ら ない。 漫然と 云 ふと 弊が あるか も 知れない. か、 凡てに 満足して 政治、 社會、 あらゆる 

方面に 根本的な 不平 もな く， 又は 研究の 競爭 から 血眼になる 戀念 もな く、 或は 痛烈な 悲喜 哀樂 の爲 に醖ら 

れて、 厭で も應 でも 一筋道に 引 張られる S もな く、 もしくは 眞率 直下に 人生の 機微に 接する 神經 もな く， 

落 付いた 頭で 眼前の 萬 事 を 商量す る 知 欲 もな く、 —— 是 等がない とすれば、 いくら 夜會轄 に氣を 揉んで 舞 

踏の 相手に 心痛した つて、 まあ 漫然 一 31^: らして ゐる樣 な ものである。 一 面から云へ ぱ，，ハ，¥;^,:-ゃ叫>^7:^^は 

夫相應 S 心配 も 苦勞も 色々 な 經驗も 有ったら うけれ ども、 浮氣な 調子の なかに 得意に 浮かれて ゐた 所から 

云へば、 漫然 生活と 云っても 差 支ない。 だから 彼等の 書いた もの も 矢張り 漫然と してる る。 漫然と は ボン 

ャリと 云 ふ 意味で はない。 全く 反對 である。 よく 氣が 付く。 氣が 付いて ぐるく 囘り 過ぎる。 『ス ぺ クテ 

1 タ ー』 『タ トラ ー』 『ガ I. チ アン』 ダて 何百 號かを 讀み盡 くして、 あとで 何が 殘 るかと 考 へて 見れば 分 

る。 勸ェ揚 を 通り 過ごした 樣な ものである。 よく 云へば 輕ぃ 感じが する C 綺麗な 心 持-かする。 氣が 利いて 

るる。 寄 木 細工の 香箱 た樣 である。 悪く 云へば、 どれ も是も 土足で 踏み 壞 しても 構 はない もの 計りで あ 

る 0 

都會 生活と 云っても 中々 複雜 である。 さう 一 槪に言 はれな いのは 無論の 事で、 現に 私 も 諸君 も都會 生活 

を 送って ゐる。 然し私ゃ諸君の>^^^生活のぅちから、 個人に 特有な 生活 を 除いて、 ！般に 共通な 都會的 生活 

を考へ て兒 ると 思った よりもの ベ つな ものである。 百 萬の 人-か 寄って 市 を 構成して ゐ ると 云 ふ 意味に、 此 

百 萬 人が 或 機關の 下に 調和して 共同生活 を營ん でる ると 解釋 してよ ろしい C ある 機關の 下； i 束縛 的な 調和 

を 保つ 計りで はない。 個人と 個人が 接觸 する 場合に 必す 一 種の 調和 術が 必要で ある。 所が 交際の 範園 やら 

往 來の區 域が 田舍と 違って 大分 廣 いから、 あっちへ 調和す る爲 にこ、 の 角 を 磨り減らし、 こっちへ 調和す 
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るお に， てこの 角 を m り 減らし、 s^々is り 減らして 行く うちに、 角が 全く 無くなって、 丸藥の 樣な轉 がるに 

便利な ものが 出來 上る。 此丸 藥を稱 して， 其 都會に A ハ 通の 常識と 云 ふので ある。 一度び 常識の 驚陶を 受け 

て、 以上の 修^ をす る機會 がない と、 現在の 凡てが、 永久に 正常な もので あるかの 如き 考 になる。 此 

社會が 正お 3社< ^で、 此迫 が 正常の safi- で、 此政體 か 正常の 政體 で、 萬 事が 正常で あるから 根本的に 満 

足で あろ。 異を 立てる 必要 もな し、 奇を街 ふ 了見 も 起ら す、 行住坐臥 尋常の 世界に あって 満足で ある。 元 

0, 天明の 江 戶は將 にこれ であった。 ァ "、チ ソン、 スチ ー ルの 生れた 倫 敦は將 にこれ であった。 

彼等 は 斯う 考 へて ゐた。 —1 ^界の 歴史あって より 以來、 尤も 開化した 世に 生れた もの は 自分 等で ある。 

Si 化した 批 のうちで、 尤も 開化した もの は 自分 等で ある。 ゴ シ ッ クと 名の 付いた 野蠻 時代の 事物 は 固より 

5^1 すろ に 足らぬ。 文藝很 M ハと稱 すろ 波瀾 も 左 迄に 感心した もので はない。 希腿羅 馬の 古に 溯って は、 文物 

制度 3^ 然 たる^ 觐を 望み ない とも 限らない が、 耍 する. に 異敎徒 S 仕事で ある。 此 開明、 此 宗敎、 此政 

體、 此ね 山と 究- おと、 此 合理的に 物^ 觀、 事 を 察する の 明と は英國 人に 限って るる。 英國 人のう ちで も 下 

等； や m せ もの は 相手に ならん、 自分 等 丈に 限って ゐる。 

彼等 は 斯う 云 ふ 了 n:- で 班 を 執り 始めた。 同より 世間 を敎 宵す る 積り でるた。 應 じない もの は 冷笑す ろ氣 

でるた。 然し {d^ 而 = に はやらない 氣でゐ た。 は 野 で、 喧嘩は野！^^！でぁると思ってゐた。 熱烈 痛 刻 

は未^-=^代3人民3性情で、 enlightened と 云. si と矛质 する 様に 考 へて ゐた。 都會の 流行 を 書けば 文 

^^^9の能^は¥ろものと-:;-じてゐた。 日 《£s 禮毀 作法に 批評 を 下せば 天 暗な 道德家 だと 心^てる た。 市井 

の^^を論すれば文^^！^だと合點してゐた、】 彼等の あとに、 バ —ン スが 出た。 ク I パ ー が 出た。 l^w^ 

が 出た。 オシ ァ ン S 譯が 出た 0 パ —シ ー の 古^ 築が m た。 彼等は：：；^等の詩人と；！^^集とを天地間に存在し得 

ろ ものと は 夢にも 想像し 川. W なかったら う。 ァ -デ ン ンの 街皋者 を論 じた 條 (『 スベタ テ ー タ ー』 第 百 五號) に 


斯う ある。 

:The  worst  kind  of  pedants  among  learned  men,  are  such  as  are  naturally  endued さ itli a 

very  small  share  of  common  sense,  and  have  read  a  great  number  of  books  without  taste  or 

distinction.  The  truth  of  it  is,  learning,  like  travelling.,  and  all  other  methods  of  improvement, 

as  it  finishes  good  sense,  so  it  makes  a  silly  man  ten  thousand  times  more  insufferable,  by 

supplying  variety  of  matter  to  his  impertinence,  and  giving  him  an  opportunity ミ abounding 

in  absurdlities.:  --  .  :,  ■, ト  -— ： ゝ！ 

(擧 をす ろ 男のう ちで、 最も Si 質の 惡ぃ 街學者 は、 天分 常識の 缺 乏した 上に， 札當 の好惡 も.， 力^も 

リ， く i せ 曰こ澤 U 書，^ を 請んだ 輩で ある。 學問は 旅行 其 他の 敎 育法と 同じく 才智 を 研く と 同時に、 馬鹿 を 

千 脉倍も 厄介に する。 馬鹿が 生意氣 になる 材料が 殖えて、 猶々 物 笑 ひの 種 を增す 機會を 得る となったら 

^ もで M る。 然し 此 批評の 尤も か、 尤もで ないか は、 T:^ ン-の 見た る 常識の 性質 如何によ つて 決せら 

る V き 問題で ある。 ；：. ^1:^ の 住んで ゐた 社會に 共通な 常識 や ァ.. チ ソン 自身の 頭に ある 常識 を 標準と して 

考 へれば、 「^の 攻撃して るる 方が 却って 一， ハ^ を 笑って 然る可き かも 知れない。 是非 は暫 らく 措 

くも、 ァ. -チソ ン の 常識に 重き を 置いた 事 は^かで ある。 

常識 は 日毎の 俗事 以外に 問 隠 も 作らねば、 思索 も 及 ほさない。 常 f 以上の 詩、 常識 上 ひ あは 眞惯、 き 

1、 0^^, 壯 劣の 各方 面に 涉 つて 甞 つて 接觸 する 事がない C ァ. デ ソン は 『ス ぺクテ ー ク. I』 七號に 於.^ 

俗人の 迷信 を 嘲弄して 居る。 ある 時 彼が 正餐の 招待 を 受けて 去る 所へ 行って 見る と、 主人 夫婦 力 殊のタ 0 

御幣 擔 ぎであった。 彼等の 談話が 如何にも 愚劣な ので、 
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:I  dispatched  my  dinner  as  soon  as  I  could,  with  my  usual  taciturnity;  when,  to iny  uttef 

confusion,  the  lady  seeing  m ひ CJUittlnw  my  knitc  and  fork,  ancl  laying;  tlicm  across  one  another 

up>on  my  plate,  desired  me  tliat  I  would  Ininiour  her  so  far  as  to  talce  tliem  out  of  ttiat  ligure, 

and  pl:ice  them  side  t-y  side,  .vvhat  ttie  absurdity  was  whicli I liad  committed  I  did  not  know, 

tmt 1 sup-tsse  there  was  some  tra&tionaty  superstition  in  it;  and  therefore,  in  obedience  to 

1;lae  lady  of  the  liouse,  I  cllsp-osed  of  my  laiife  and  fork  in  l;wo  ； parallel  lines,  whidi  is  the 

ngure  I  sliall  always  lay  tliem  in  for  th ひ future,  tliougli I  do  not  know  any  reason  for  it.-- 

(n 分 は 例の 通り 默 つて、 出 來る丈 平く 飯 を 食って 仕舞った。 所が 驚ろ いた 事に は、 細君が S 分の 肉 

叉と 刀 を &i く 所 を 化て、 ！ 分 は-一、 一つ を 食 ひ途に 置いた の だが 11 御 願 だかに， 食 ひ 違 はよ して、 拉 

ベて 下さいと 云った。 A 分 は どんなぶ まな 寧 をした の だか 一向 氣が 付かなかった が、 何しろな にか 傳來 

の迷信がぁろ^$.と思って、 細君の 云 ふが 儘に、 肉 刀と 肉 叉 を 二 行に 拉べ 直した。 細君の 言 雜に從 へば、 

から 注お して ゆで も かう 置かなければ 不可ない さう だが、 其譯は 分らない。) 

と 中；： いて ゐる。 ャ： き 方が 全く { 芥觀 的で nsw 批評 を 加 へ てぽ ないから 事實其 物の 敍述に 一 種の 滑稽 趣味 を 

咸ゅ じて 一 ぼんで 行く と、 あとから こんな 句が 出て 來た。 

Cp5n  my  return  home,  I  fell  into  a  p-rofound  conternp-latl 二 n  on  tlie  evils  Uiat  attend  tliese 

sup-erstitious  follies  of  mankind.: 

a 水に SI つて、 人 US 迷 的 眯に作 ふ 弊害 を考へ て 深き 冥想に 沈んだ。) 

巾 凤-- ^徒. たって、 こんな •？； ハ に 沈む も S は 一人 もない。 冗ハ 想の 低惯も 亦^ しい。 読んで 此 句に 至ろ と， 

1^^^$敍^^は此其^^の下辭ぇで、 錄述其 物 の面 白 味に 滑 精 S 興味 を 1^ じて 居た ので はない とい ふ 結論に な 


る。 文藝 のた しなみ がない のみなら す、 常識 を は づれた 冥想 家 だと も 思 はれる。 成程 箸の 拉べ 方で 「深き 

冥想に 沈」 むの は 常識 をはづ れてゐ るに は 相違ない が、 よく 考 へる と是が ァ.、 チ ソンの 常識で ある。 常識で 

あれば こそ、 箸の 揃へ 方に 心配す る。 箸 W 揃え方 以上に 「深き 冥想に 沈」 むべき 何物 を も 持って 居らん 所 

が 常識な ので ある。 ァ， チソ ンが もし か、 ろ 低級 W 常識 を 有って 居なかったならば、 11 た- * 迷信 的の 細君 

み- 敍述 して 一種の 可 笑 味 を與へ る 丈に 留めて 置いたならば、 讀奢は 其 可 笑 味の 裏面に、 此 冥想より 遙 かに 

大 なる 敎訓を 感得し 得たら う。 

百 十號に r ス ぺクテ ー タ ー」 君が サ ー、 口 ジャ— の 下屋敷の 近邊 にある 廢 寺に、 幽靈が 出る と 云 ふ嚼を 

聞いて 探撿に 出懸る 所が ある。 是も事 實其儘 を平敍 して 置けば、 其 調子 一 つで、 幽靈が 出た 樣 にも 取れ、 

又幽靈 などが 有る 譯の もので ない と 云ふ考 にも なれる の だが * さう やって は ァ.、 チ ソンの 常識に 反する から 

決して 遣らない。 常識の 目的 は幽靈 不可 有 論 を說 明し なけれ ぱ已 まない。 尤も 最初の 一節に は 夜陰 荒涼の 

t れい：： r か 少し ある。 さう して、 か ， る 寂寞た る 所 だから 愚人の 變 怪を認 むる も亦宜 なる かなと 云 ふ 口調で 結 

んでゐ る。 愚人に は 恐縮す る。 さもく 醫 人らしい。 しかも 人に なれば、 どんな 1? 闇で も、 墓 原で も、 

決して 氣 味の 惡 いもの ぢ やない と 云 はぬ 許りの 挨接 である。 何だか 小舉校 S 倫理の 先生 然として ゐる。 其 

上 の 學を 引用して、 幽靈の 有無 は 明暗に 關係 なきもの だと 大いに 辯 解して ゐる。 御 苦勞の 至で あ 

る。 少し 後へ くると 斯う 云 ふ 句が ある。 

： As  I  was  walking  in  this  solitude,   I.  observed  a  cow  grazing  not  far  from  me,  which 

an  nnaglnatlon け ザ at;  is  apt  to  startle  mlwllt  easily  liav に consl:n,.sd  inl;o  a  blacic  liorse  wltllout; 

an  liead:  and  I  dare  say  tlic  1X51-  footman  lofit  his  wits  Up5n  some  sucti  trivial  occasion. - 

(淋し い 所を步 いて ゐ ると、 少し 向 ふ に 牝牛が 草 を 食んで るた。 氣の短 か い 瞳 病 者に は 首の な ぃ黑 llit 

i 九 


に！ 3- え かねろ。 先達ての 仲 問 は 何でも こんな もの を； て 腰を拔 かした に 違ない。) 

立派な 落ちで ある。 を拔 きにして、 此 落ち 丈^いて 置いたら どんな もの だら う。 常識 を 振り 廻す 

より、 いくら 效 目-か あるか 知れ やしない。 

こんな 譯 だから 大した；？ S 興 もない、 えらい 熱情 もない、 雄 俊 博大の 氣象は 固より 乏しい。 けれども 當時 

市井の 風俗に 至って は 一から 卜 迄 悉く 網羅して、 どこかに 出て ゐる 。咖啡 店の 討論 や、 サ ー， 口 ジャ； の 

芝お 见物 や、 モ ー ネッ. ^共の 亂暴 や、 ct^,  , 叫 と 云 ふの は 良家の 不良 子弟で 夜になる と隊を 結んで 

狼 & を 働いた も S であろ。 婦人 を 樽へ 入れて 轉 がしたり、 番 太の 鼻 を ひしゃが したり、 惡戲 ばかりして 

るた。) ^^：亂：ぉに，てなへろ爲めに、 0 ジ ャ Is 從 僕が 棍棒 を 携え て護衞 をす る 事 や、 貧乏な 家具 星が き 暗 

に外^通^なiMきたがろ^^^ゃ、 下って は 男子の 服 i 一 S 事 や、 女子が 退屈して 一 日 を iBI- しかねる 事 や、 婦人 

.s^子slli?鹿に.Kきぃ^^^!-ゃ、 i 何でも ある。 純然たる 一部の 風俗 志で あろ。 さう 云 ふ 例を擧 けだせば、 

此 等の 雜 誌の 各號を 悉く 舉け なければ ならない から 略して 仕舞 ふ。 

風俗 志で あると 同^に 一 稀 S 性格 描 lasw  (character  sketches) にもなる。 普通の 小說 では、 筋が 發展す 

るに 從っ て、 中 人物の 性格が. n: 然 にあら はれて 來 ろの だが、 是は其 人の 特長 や 性薛を 二三 枚のう ちに 收 

めて、 而： ：！ ん- 活動 させろ。 アデ ソン ゃスチ ー ル が.|3通の 小說を^^ほ か な い で 、 かう 云 ふ 短 かい 描寫に 満足し 

てるた は 一 寸分らない が、 彼等より 以前にあって、 眼前の 誰彼 を モデルに 锦 へて、 筋の 込み入った 社 

^小 Si の ほな もの を f;: いた 人がない ので、 始めから フィ. I ル. 尸  1^, め 的な 長 篇に手 を 下し かねた 事-か 一 つ。 

夫から彼等s從事した让^e$.が多くは日刊物で、 半ば 新聞の 體を 具へ た g 、樂 的機閱 であるから、 豫 じめ 話の 

筋ん」 立て、、 これ を^き ものに fA: き 足して 行く 事-か E 難で あろの がー 一つ。 で 短 かい 性格 描寫 となった の だ 

らう。 *»^5.で比校的.ぉくって、 且つ 尤も 有名な 性格 は， サ ー、 ロジャ ー、 ド、 力， ヮ ー レ n である。 これ はァ 


，；；；^とスチールの兩人が共同して^5|2ぃたもので、 丁度 B. 乙 二人が 寄って、 連句 をした 様な 體 になる、 ^ 

.^TT:: の 出る の は 『ス ぺ クテ. I タ. I』 の 第一 -號 からで、 此ー ー號は スチ— ルの ，である。 

： is  a  g.entleman  tliat  is  very  singular  in  liis  t>eliaviotir,  .but  liis  singularities  proceed 

from  ids  wood  s ひ nse,  and  are  contradictions  .to  l;lie  manners  of  t;lie  world,  oniy  as li ひ thsKS  tli ひ 

world  is  in  tlie  wrong.  Hcnvever,.  tliis  liumour  creates  liim  no  enemies,  for  lie  <loes  nothing 

wkh- sourness  or  ot>stinacy;  and  liis  t>einw  unconilnecl  to  modes  and  fotms,  mak ひ s  .him  tiut  ひ 

H^^ rtM.  and  more  cap-able  to  please  and  ot>liwe  all  wlio  know  hlm.- 

(隨 分な ナオ 人で あろ。 然し 其 奇人た る 所 は 彼の 分別から 出て 來る。 ぼ ii が n 述 つて るるから 習 

俗に する の ださう だ。 奇人に は 相 遠ない， か 別に 敵 も出來 ない。 ^^ぃ顔をしたり、 强^ を 張る 様な 性 は 

ではない。 彼の 法に 拘泥し ない 所 か、 即 つて 彼の 朋友の：： 抛に 入り：^ い。) 

IT が 初めに、 かう せ：！ いた 以上 は、 ァ.、 チ ソン も か う 云 ふ 人物に ^ ジ ャ ーを|^:き上 け て 行かなければ 

ならない。 夫が く 出 來てゐ る。 二人で 徘 えたと は 思 はれない 位 § として ゐ る。 加 \ ーァ. デソ ンは此 人物 

に對 して 非- な 同 ！g を 有って ：5 た。 ある 號 にスチ I ルが、 此 人物が 酒屋に 女 を 引 張り込んだ 所を甞 いたの 

でァダ ソン から 故々 怒られた さう だ。 口 ジャ— の 忡 松 はよ く 出^てる る。 ^があった ら麥考 に 御 is になる 

が 好い。 

(は) ^識 siii^ として， 彼等 は 屮廠を 愛して、 過度 を 嫌った。 法外 を 悪んだ。 extravagance は 彼等 

にと つ て 林. 小物で あろ。 常^! i 人 の^子の 無 1= に. M か つ た卞 は， ：1 に 述べ た 通りで ある。 ァ，、 チソ ン はすぐ 之 を 

攻 耀 した。 『ス ぺクテ ー. メ Ih の 九 ト八號 にある。 

*-T?llere  is  not  so  variable  a  tiling  in  nature  as  a lady-s  liead-dress:  within  my  own  memory 
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I llavrt  known  k  rise  and  fall  above  thirty  degrees.  About;  ten  years  a^o  it;  snol; u!}  t;o  a 

very  great  lieiglit,  insomuch  tliat  tli ひ female  p>art  of  our  species  were  mucli  taller  than  the 

men.  Tlie  worn ひ n  were  of  sucli  an  enormous  stature,  t;liat  we  alypftared  as  gl.assllof>pers 

げ ef ore  tliem  :..  at  p_resent  tlie  whole  sex  is  in  a  manner  dwarfed  and  shrunk  into  a  race  of 

t>eauties  ？ seems  almost;  anotlier  species." 

(婦人の 棺子 稈變り 易い もの はない。 自分の 知る 限りで も 三十 度 位 上ったり 下ったり した。 T 年 前で 

^つた か 急に 飛び 上った 事が ある。 其 時 は 女の 方が 男よりも すっと が 高かった。 我々 が 女の 前へ 出る 

と 丸で パック S 樣な咸 W かあつた。 現今では又すっと蒌縮して殆んど別種魇と兄ぇる美人園が出來た。) 

^£子杯に-^|鹿氣た意匠を凝らして、 徒らに 人 を 驚かした つて、 何 S 役に も 立たない と 云 ふ 注意が あって、 

仕舞に 例の 說^ が ある。 

. . I  would  desire  tlie  fair  sex  to  consider  how  imisssible  it  is  for  them  to  add  yny  tiling 

^^prt  can げ e  03ament:al t;o  what;  is  already  the  masterpiece  of  nature.  TTlle  liead  has  1;he 

most  t>eautiful  ap>p>earance,  as さ ell  as  ttie  highest  station,  in  a liuman  fis;ure   in  short  slle 

(nature)  seems  to  have  designed  ttie  head  as  tlie  cupola  to  the  most  glorious  of  her  works; 

and  .^vllen  w.e load  it  witli  suclt  a  pile  of  supernumerary  ornaments,  w ひ destroy  the  symmetry 

of  tlie  liuman  figure,  and  foolishly  contrive  to  call ofE  ttae  eye  from  great  and  real  beciuties, 

to  cliildisn  gewgaws,  tibt>ands,  and  t-one-lacp: 

(！ w 人 n. ネか旣 に，：： 然の火 傑作で あるのに、 装飾 S 御蔭で、 其 上に どうしゃう の、 斯うし やうと 云 ふ 

の は r^: 然 不可能で ある。 婦人 方 は 是非 此點を 御 一 考願 ひたい。 頭 は 人間の 最高 部に 位する 所で、 又 尤も 


美く しい 部分で ある。 …… 手 短 かに 云 ふと、 自然 は 其 尤も 光榮 ある 作物の 頂 冠と して 頭を据 ゑた ので あ 

る。 其 上に 入らざる 装飾 を 積み 疊 ねて、 整った 形 を 崩したり、 小 供ら しい 玩具 をび らっかせ て、 わざ わ 

ざ 本 來の美 を 目に付かない 樣 にす るの は 愚かで ある。) 

常識の 說法は 大槪此 位な ものである。 別段 面白い 事 もない か、 過度 を 忌む と 云 ふ 例に はなる。 もう 一 つ 

例を擧 ける。 

一 としきり 婦人の 男装が 流行った 事が ある。 是も 常識から 見れば 突飛で ある。 『ス ぺ クテ ー タ ー』 の 百 

四號 に^^ が 之 を 攻撃した。 . 

： Ther ひ is  so  large  a  portion  OM  natural  awre ひ abl ひ ness  among  thro  fair  s ひ x  cs  our  island,  thai; 

they  seem  t-etrayed  into  these  romantic  tiabits  witliout  tlavin^  ttie  same  occasion  for  tliem 

witll  their  inventors:  all  tliat  needs  to  t-e  ^Qw^^rf^  of  thtem  is,  tliat  tliey  would  be  themselves 一 

that  is,  wtiat  nature  desis^ned  tliem;  and  to  s ひひ ^^TO^W.  mistake  wli ひ n  they  dep-art  from  tliis,  let; 

them  loo に tlfsn  a  man  wlio  aifects  tlie  softness  and  effeminacy  of  a  woman,  to  learn  now 

t:heir  sex  must  appear  to  us,  when  approaching  to  the  resemblance  of  a  man.: 

(わが 島國の 女性に は、 天性 男子の 氣に 入る 樣 なのが 多い と； 5 ，えて、 男子 同樣の 必要 もない のに、 男 

装 をして くれる ものが 大分 ある。 自分 はた 5r、 女 は 女らしく して 貰 ひたいと 一言す るの みで ある。 自然 

が雜 えて 吳れた 儘であって 欲しい と 云 ふより 外に 何も 言 はない。 かう しないの は閒 違で ある。 男の 癖に 

厭に 優しくしたり、 ひなく したりす るの を 見たら、 男の 服装 をした 女が、 我々 の 眼に どう 映す るか、 

女に も大槪 悟れる だら う。) 

是も 常識の 助言で ある。 今で 云へば まあ 新聞の 雜 報に 序ながら 書く 程度の 助言で ある。 例 をもう 一 っ擧 
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ける。 今度 は： $11 の 弊害で ある。 

$5識は人並の*^^をしろと敎へ るものでぁる。 わるく 云へば 奇拔な 事 をして はならない、 平凡に 募して 行 

けばよ いと 敎 へる ものである。 此立 場から 云へば 嘩 さへ 不都合で ある。 命の 造り 取りに 至って は 猶更不 

都 A "であろ。 现， ル：； の 世で ある。 情熱. S 世で はない。 劎を拔 いたり、 血 を 流したり する の は野蠻 至極で ある。 

ことに 「光明 ある 革命」 の 後 を r ^けて、 是 からこの 黄金時代の 太平 を 謳歌し やうと 考 へて ゐる 上流の 先 覺 

者から 兌れば、 殺伐な 斬り 合 は 蒙 味の 餘弊 に過ぎない。 彼等 は 甞て其 君主 を さへ 殺す 程 血に 渴 いて ゐた。 

然し それ は 過去の 夢で ある。 立窻政 體の甚 礎が 確と 定 つて、 年 來の瑰 想であった 自由が された 今日 

は、 た  > 梁 天 的に おすべき 時代で ある。 安寧 無事に 過すべき 日 e;: を 眼 に 控えながら 死ぬ の 生きる のと は 

物騒 千 一 化で ある。 成程 wit の 眼から 3- たら 決 n は不 條现、 不<^"现極った精神錯亂の所爲に違なぃ。 this 

chimerical  groundless  liumour である。 tliis  uncliristian-lilce  and  Moody  custom である。 スチ— ル 

は 『タ トラ I』 の 紙上に 號を 重ねて 此 陋習 を攻麟 して ゐる。   

一寸お ゆの 決 II に 立ち 戾 つて 御 話 をす るが、 诀 闘に satisfaction と 云 ふ 言葉が ある。 スチ ー ルには 第 

！此 .：：^ か氣 になはなかった。 まづ此 所に 正直な W 舍の 紳士が あると する。 それが 所謂 當世 流の men  of 

honour と ：！： かの 綠 故で 一座になる。 さう して 侮辱され る。 侮辱した 方 は、 故意に 侮辱 を 加へ た 事 を 自覺 

してる ろ。 その 一人が！^ A 朝に なって、 侮辱され た當 人へ 手紙 を 付ける。 其 文句に はいつ 何時でも 御 満足の 

行く 樣に 取り 計 ひます と ある。 (ready  to  give  him  satisfaction.) 手紙 をつ けられた ffl 个： 糾. H こそ 難 有 

い： きで ある。 

咋^^は散々な：：：！に：.^^ふ。 今日は 诀^ をし ろと 云 ふ。 要するに 御满足 を與 へる と 云 ふ S 味 は 殺されて 仕舞 

へと 云 ふ 恋 味と じ 事になる。 か、 る 場合に つける 果し狀 は 大抵 極り 文句 を竝 ベた もの だが、 其 内容 を 明 


ら さまに 書けば、 こんな 不合理 極まる 書翰になる。 II .^^^ルは滑稽的に其手紙を作って、 之 を 公け に 

した。 

--sir,  I  Your  extraordinary  behaviour  last  night,  and  the  liberty  you  were  pleased  to  take 

with  me,  makes  me  this  morning  give  you  this,  to  tell yg,  because  you  are  an  ill-bred  puppy, 

I  will  meet  you  in  Myde-park  an  hour  hence;  and  because  yg  want  both  breeding  and 

humanity,  I  desire  you  would  come  with  a  pistol  in  your  hand,  on  horseback,  and  endeavour 

to  shoot  me  through  the  head,  to  teach  yg  more  manners.  If  you  fail  of  doing  me  this 

pleasure,  I  shall  say,  you  are  a  rascal,  on  every  post  in  town:  and  so,  sir,  if  you  will  not  in- 

jure me  more,  I  shall  never  forgive  what  you  have  done  already.  Pray,  sir,  do  not  fail ？ 

wetting  every  thing  ready;  and  you  will  infinitely  oblige,  sir,  your  most  obedient  humble 

(咋 夜の 君の 行爲は 法外 千 萬で ある。 余に 向って 狼 % を 加へ たる ものと 認める。 よって 此書を 送る。 

きょ si| 我 を S らぬ犬 だ。 今より 一 時間 後 ハイド、 パ ー クで 出合 はう。 君 は 無教育な 人道 を辨 へない 男 だ 

から、 一 Sli" を 持って、 馬に 乘 つて、 余の 頭 を 打ち 拔く 積り で來 るが い、。 さう したら 少し は禮儀 を覺ぇ 

る だら う。 もし 余の 申し込に 應 じない と、 向後 君 は i^i である。 倫敦 中の 柱へ 悉く 貼り付けて やる。 此 

上に も 余に 向って 無禮を 加へ 樣 ものなら、 過去の 事も诀 して 許して やらない。 早く 裨 支度 を 祈る。 さう 

すれば 千 萬 辱ない。 君の 順良 謙虚なる 從 僕より。〕  ，。 Its 

君 ま敎育 もな く 人道 をも辨 へない から 決闘 を 申し込 むんだ と 云 ふ。 決闘 を 申し込んで 人 を 傷け る 意志の 

明かな 自分 は、 敎 育が あり、 人道 もも 辨 へた 氣でゐ る。 君が 決闘の *. 込に 應 じて、 僕 を 殺す か 傷け るかし 
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なければ 決して 許さない などと 云 ふの は 大した 滑稽で ある。 

こんな 話 も ある。 ある 咖啡 店へ、 若い 男 か 鞭 を 上衣の 釦へ 結びつけて、 赤い 踵の 靴 を 穿いて 來た。 それ 

を smart  fellow だと 評したら、 其 男が すぐ 诀^ を 申し込んだ。 smart  fellow でない と 云ったら 決鬮を 

.&し込むか3-.^.-,分るが、 是は又異^^でぁる。 そこで 『タ トラ ー』 の 主筆 は、 世人 は 何 故 かう 云 ふ 馬鹿 氣た 

事で、 決 g 騒 ざ を やる の だら うと、 一 般 公衆から 答 辯 を 求めた。 讀 者の 一 人からの 返事に かう あった。 (無 

|?1 叫.^,^  A 身 S  い た も の で ぁ る 。 ) 

： It;  IS  t;o  avoid  .hrtlng.  sneered  at  lor liis  singularity,  and  from  a  d ひ sircj  t;o  al〕pear  monj 

agreeable  to  liis  mistress,  ttiat  a  wise,  experienced,  and  polite  man,  complies  witli  tlic  dress 

commonly  received;  and  is  p>revailed  upsn  to  violate  liis  reason  and  p>rinciples,  in  Imzardin^ 

Ills  lire  and  estate  by  a  tiit,  as  well  as  suAfenng  liis  IDleasure.s  t;o げ e  constrasea  and  soured 

t>y  the  constant;  al^prellension  of  a  quarrel.: 

(分別の ある、 經驗の ある、 禮 I? 心 が 流 俗の 服装 を 着け、 〔註、 不自然な 髮 など を 被る 事 を 指 

す〕 又，：：： 「しの I- 性 も. 義も 顧みす して、 ぞナ りに 牛： 命 財 產を危 くす るの みならす、 居住 爭 n の 念に 妨げら 

れて、 彼等の嫂^^^縱まにす乙^^の出來んのは、 全く 他から 變 つた 襟に 思 はれたくない からで ある。 又 

情婦 S 歡心 もはんが 爲 である。) 

ス^^^が r クトラ I』 の 二十 五、 ニト 八、 二十 九の 三號に 亙って， 诀闘 3 悪習 を攻擎 したの は 尤もな 

事で、 か、 ろ^^弱の源因で、 無唔に 決闘が 流行して は堪 るまい。 然し 自 から 決闘の 流行す る 世の中の 薰習 

を W びながら、 之 を攻擎 する 服識の あるの は 矢張り 常識の 御蔭で ある。 感情 S 熾な 世に は隨分 不合理な 事 

が 流 打しながら も 時人 舉 つて、 熱心に 其 存在 を 主張す る ものである。 こんな 事 は 中々 云 はない。 


(二) 私 は 常識から 生じた 特性 を 二三 文擧 上の 例に 徵 して、 之 を 時代精神 S 反響と して 說 明して！ た。 

是 から 彼等の 訓戒 的 傾向 (moralising  tendency) に 移って、 少しく 所見 を 述べ 樣と思 ふ C 尤も ト八 世紀 は 

1 槪に 評する と 訓戒 的 作物の 世と 云っても 差 支ない。 自然 派の 一 種と も 見 傚され べき T^T ヒ ー ル.. チン グ にさ 

へ此 傾向 は 著る しく 見える。 必 すし もァ. 、チソ 「-, ^と スチ ー ルに 限った 譯 ではない。 が此 二人に あって、 は此 

傾，： r か 述作の 本位に なって ゐ るかの 樣に思 はれる ので、 世紀 一般の 傾向と しての みならす、 とくに 二人の 

特色と して、 諸^？；の注意を煩はしたぃのでぁる。 

兹に 訓戒の 意義 を 明瞭に する 必要が 起る。 凡て 文藝 上の 作物 は、 其 取材の 天然た ると、 動物た ると、 人 

問た ると に 論な く、 又 其 目的の、 眞を 描く と、 美を寫 すと、 善 を 述べ. ると、 壯を敍 するとに 關 せす、 又 普 

通の 場合の 如く 此 等の 一 一 以上 もしくは 全體に 互っての 作物た ると 否と を 問 はす、 人世と 沒 交渉の もの は 一 

つもない 箸で ある。 絕體に 人世と 交渉の ない 事 は 頭の なかで 想像す る 事 さへ 出來 ない。 從 つて 如何に 愚劣 

な 作物で も、 人世 を 度 外に 置いて ゐる もの は 決して 存在し ない。 果して 何等かの 點に 於て、 人世と 交涉が 

あると すると、 其 交渉の ある 點に 於て、 讀者を 動かす の は當然 である。 (動かし 方の 强弱、 大小、 及び 其 

影響す る 時間の 長短 は 固より 無限の 差が あると 理論的に 評しても よろしい が。) 動かした とすれば、 動か 

した 程度に 於て、 其 人の 未來を 支配した ものである。 未來を 支配した と 云 ふ 意味 は、 向後の 生活 狀 態に 多 

少の變 化 を 輪 入す ると 云 ふ 事 だから、 たと ひ其變 化が 處 世の 大 問題に 鱗れ ない にしろ、 ー擧 手ー投 足の 微 

細な 行動に しろ、 日常 平凡の 環 事を觀 察する 方法に しろ、 悉く 之 を 作物 上から 得た 訓戒に 得た と 云 はなけ 

れぱ ならない。 此變化 は 自己の 意志に 從 つた 變 化であって、 其變 化の 源 は 作物に 接した から 起った と 溯つ 

て 行けば、 現在の 自己 をして、 しかく 現在に あらしむ る もの は 作物の 訓戒に よると 云 はなければ ならない n 

人世の どの 方面に 輸入した 變 化に 對 しても 訓戒の 二字 は 使用す る 事が 出來 る。 ある 作物 を讀ん で、 ある 事 
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を 知った とする。 (今迄 氣 のっかなかった 人生 上の ある 眞を 知った とする。) 知った 事が 娛樂 であるか も 

知れない。 然し 此娛樂 は 其 底に 横 はる 知識 を 擁し 從へ て 其 人の 未来の 運命 を 構成す る 一 要素と なる のが 當 

然 であろ。 從 つて 此 人は此 作物から ： ^の 訓戒 を？ はたので ある。 又 ある 作物 を f,?? んで美 柳、 善惡、 壯劣、 

の？ S 方面に 就いて 感じた とする。 此 感じ も娛樂 であるか も 知れない。 然し 此嫂樂 も 亦 其 S 部に 美 酸、 善惡、 

壯タ てれぐ の 感じ を 含んで、 矢張り 其 人の 好惡、 言動 を 支配す る樣 になる の は 明かで ある" 從 つて 此人 

は それ 等の 作物から 一 種の 訓戒 を 得た 事に 常る。 f  、 

此サ^^に於て.5訓戒は文藝上ぁらゅる作物の自然的結果でぁって、 何人も 訓戒の 一 一字に 對 して 異議 を 申 

し 立てる 横 利 はない ものと 思 ふ。 然し 今 私が 諸君の 御注意 を烦 はしたい と 云 ふ 訓戒 的 傾， M は、 かう 云ふ廣 

義に^ 释 した W 戒 ではない。 人生の 一部分 卽 ち善惡 丈に 觸れた 訓戒で ある。 しかも I 八 世紀の 常識に 束縛 

された や：： 俗 的^ ^53 を橾 if とした^ 戒 である。 しかも^ 訓戒 は、 嫂樂の jerfm に 形 を 具へ すに 伏在す る 訓戒で 

なくって、 明か.，" さまに 訓戒 的 文. 字と なって 現 はれる、 拾 かも 政^の 公布す る 法律の 條 令の 樣な ものて あ 

ろ。 條 八け は を 控えて， 禁舰の 意 を ほのめかす ものである。 自由意志 を 誘って、 有機的に 人の 未 來の運 

命ん- 改 f3 する もので はない"  一 一；  一一！ 1 にして せ、 弊 を 云へば、 非藝術 的で ある。 ァ. ヂソ ン とスチ ー ルの 訓戒 的 方 

法 は、 "I はに 例證 した 彼等の ロ氣と 態度と によって 明瞭で あるが、 その 明から さまなる 注吿 的の 言說 な附 

加す 乙 所か條 令と よく 似て るる。 異なる 所 は 恐？ 刈の を 省いた 丈で ある。  、 

方法 S 非藝 術な 所 か^ち 私の 尤も 諸君に 御 注な. 5 したい 點 であるが、 是は 前に 引いた 例、 たと へば、 肉 叉 

と 肉 刀の 置き 方が 迷信 的な ので、 {.^ へ歸 つて、 深き 冥想に 沈んだ とか、 女 は 女らしく 自家の 服装 をして る 

ろ方が^好ぃとか：：ムふ文.^;ぃで 一斑 は 明かで あるから、 其 點は此 位に て 置く les- にす る C それから 彼等の 標榜 

した sh^ は、 日常の 義 作法に W する iHI^ な 事で， それより 以上に 大 なる 問 超 を 稀へ てるない と 云 ふ 事 も 


前段で 略 御 了解に なったら うと 思 ふから 重複 を 避けて 前へ 行く。 

た ir 殘る もの は、 橫か らも、 縱か らも、 斜めに も 見られる 廣ぃ 世界 を、 た、  =r 道德の 二字で 貫いて、 何で 

もかんでも 道德 的に 眺めて ゐる 彼等の 平面 的 眼界、 直線 的 視線で ある。 私 は 彼等が 咖啡 店の 有樣 から、 女 

子の 轄子、 肉 刀 肉 叉の 置き 方に 至る 迄、 あらゆる 日常の 瑣事 を 書き連ね たの を 非難す る 了見 は 少しもない。 

私の 檨な もの は此墳 事の 顧 未 を讀ん で颇る 興味 を感 する 一人で ある。 た、  =r 何故 彼等が 凡て を綜 ぶる に道德 

の 二字 を 以てして、 萬 事 を 善悪の 標準で 律し やう としたか を 疑 ふので ある。 彼等の 訓戒 を 聞く 度に、 彼等 

の^ 界觀 はこれ 程 狭かった のかと 驚ろ く 位で ある。 もし さう でない と、 彼等の 存在して 居た 社會は 如何に 

も狹 くて 窮屈な もので あつたと 云ふ氣 になる。 

無論 人生の 半 は行爲 から 成り立って ゐる。 その 行爲の 半ば は 道德的 意義 を帶 びた ものが 多い。 また 研究 

して 見る と 存外 妙な 所に 此 意義 を 認める 事が 出來 る。 筆 を 執り 文 を 草す る もの は、 嗜に此 意義 を 認めな が 

ら、 無意識に 或 物 を敍述 して ゐる 場合が 多い。 たと へば 兹に 一人の 男が あつたと して、 其 男が 他の 贈物 

を招絕 したと 云 ふ 事 實を傳 へる とする。 其 時 ある もの は 「彼 は 傲然と して 斥けた」 とかく かも 知れない。 

又 ある もの は 「彼 は 毅然として 斥けた」 とかく かも 知れない。 又 ある もの は 「欲し さうな 顔 をして」 とも 

「感謝の 意 を 表して」 とも 害く だら う。 どう 書く のも隨 意に は 相違ない が、 此數 種の 敍 方のう ちに は、 ど 

れも是 も 善惡の 評惯の 意味が 含まれて ゐる。 卽ち讀 者の 方で 厭な 奴 だと か、 面白い 男 だと か、 其 人 を好惡 

し 易い 樣な敍 方で ある。 言葉 を 換えて 云 ふと、 讀 者の 好惡を 幾分 か 支配した 樣な甞 方であって、 さう して 

其 好悪 は、 担絕 した 本人の 人格 上、 ことに 人の 贈り もの を ffi 絶す ると いふ 一事 件に 就て 起る の だから、 其 

裏面に 道德 的な 句 ひを帶 びて るるの は 無論で ある。 して 見る と 普通 我々 が 信じて、 純然たる 客觀的 敍述と 

見 傚して 居る もの  > なか でも、 道德 上の 分子 は ある 形式 を 以て 入り込んで 来る。 存外 區 域の 廣 いものに な 
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けれども 人生の 全 體が是 で 掩ひ號 せろ もので はない。 是等は 人生と 云 ふ 一 枚の 布 を 織り 上け た 中で、 耕 

にも 比蛟 すべき ものである。 一 C 儸 なく 人り 込んで 來 るに は相逮 ない が、 夫 丈で 人生 S 模樣は 成り立たない。 

然し かう 云 ふ 風に、 人生の 總體に 亙って II り 込まれて ゐる點 にも 比すべき、 道德 上の 意義 は、 どんな 事 

を 1^ いても、 11 肉 刀 肉 叉 S 置き 方 を 寄いても、 もっと 烈敷 云へば、 天然の 光景 を 書いても —— 切り離す 

事が 出來 ないか も 知れない。 その 意味から して ァ. デ ソンと， スチ ー ルが 倫理 f 傾向 を 有して ゐ ると 評した 所 

で 別に 批評に も 知識に も 何にも ならない。 アデ ソン、 スチ— ルに 限った 事で はない。 古今東西に 亙って 人 

に^ を^け たもの は 一 人と して 此倫 if 的 傾 e を 免 かれない。 私の 所謂 彼等の 倫理的 傾向と 云 ふの は ある 

1 ^ 一  件 を 全^と 観て、 其 全 體に 向って 倫琐的 批評 を 加へ なければ 巳まない 傾" M を 云 ふので ある。 かうな 

ろと ぼ界が 念に 狹 くなる、 一 本調子になる。 例へば 芝，. W の 光景 を 描く とする。 舞臺の 模樣、 觀客 S 態度、 

役お S 所作、 それ 丈で まあ 充分 だら うと 忍 ふ。 所が アデ ソンになる と此 光景 S 凡 て を 括つ て道德 的に 親 察 

し、 判斷 しなくて は 氣が濟 まない。 義の 批評が S 後の 斷案 であるかの 如くに 考 へて ゐる。 だから 結末に 

至って、 あ、 役^が 忘け て は 困る とか、 觀おが 殺 風 〔一： 小で 嘆すべき 事 だと か、 道具の 粗末な の は 座主の 責任 

だと か、 11 ！ I： でも 物々 しく f;!;:^ する。 お 物々 しさから： れば 彼は此 訓戒 を 役者と， 観客と、 座主に 與ふ 

ろの n 的と 約束 を 以て、 ^に 臨み、 其 訓戒に 必要なる が 爲に、 わざと 揚 内の 光景 を敍 した 事と なる。 私の 

平..^ 的^ 界、 ^^線的祝覺と云ふのは、 これ を e. すので ある。 此 點に閱 する 例 はくだくし くなる 許 だから 

^略す ろ。   

アチソン は 批評家と して ミル d を赏め 出した と 云 ふので 有名で ある。 又 『チェ ヴィ、 チェ ー ズ』 の 古 

*1 を したので. § である。 ^^^T^ は ^^.^f;^ が 貧め 出した ので はない、 デフ ォ 1- か旣 に貰贊 してる 


る。 ミルトン は 何う でも 好い として、 彼が 野蠻 時代と 見 傚して るる 中世の ballad を 紹介して 世に出した 

の は 一見 矛盾の 感 がする。 私 は 異に 思って、 わざく 調べて 見た。 ァ、 デソ ンの 『チェ ヴィ、 チェ ー ズ』 を 

論じた 文章 は 『ス ぺクテ —タ ー』 七十 號と 七十 四號に 出て るる。 七十 四 號の方 は 大した 參考に はならない 

が、 七十 號の 方に は 彼の 傾向が よく 出て ゐる。 其 中に 新ん な 文句が ある。 

Tlie  greatest  modern  critics  have  laia  it  dcnvn  as  a  rule,  that  an  heroic  poem  should 

founded  upon  some  important  precept  of  morality,  adapted  to  the  constitution  of  the  country 

in  whicli  tlie  ； poet  writes.-* 

(s^- 代に 名 ある 批評家の 規定せ る 一 則に よれば、 ヒロイック 詩 は 建 國の大 旨に 戾ら ざる 重要なる 道德 

上の 格言に 基いて 筆 を 起さ るべ からすと ある。) 

彼 は 之を說 明して るる。 .1— —^^=7^もダージ ルも此 目的 を 以て 彼等の 計畫を 起した。 希 躐は小 國の集 

合體 で、 曾て 波斯 から 侵略せられ たと き、 その 爲め 非常な 不便 を 感じた 事が ある。 それで^ は 彼等 

の 安全に 必要なる 統 一 を 確立 せんが 爲 めに、 數 多の 公子が 敵 を 眼前に 控えながら、 互に 軋櫟 して、 遂に 其 

乘 する 所と なる あたりから 筆 を 起した。 『チェ ヴィ、 チヱ. I. ズ』 の 作者 も 亦 中世の バロンが 互に 割據 して、 

空しく 爭鬪に 日月 を 送って るた 時に、 生れた から 此詩を 作った ので ある。 * 

riie  poet,  to  deter  men  from  such  unnatural  contentions,  describes  a  bloody  battle  and 

drrtadlul  scene  of  deatli,  occasioned  by  the  mutual  feuds  which  reigned  in  the  families  of  an 

Mngllstl  ana  Scotch  not-leman :  that  he  designed  tliis  for  the  instruction  of  Ms  poem,  we  may 

learn  from  his  four  last  lines,  in  wWch,  after  tlie  example  of  tlie  modern  trag:cdians,  he  draws 

from  it  a  precept  for  tlie  t-enefu  of  tiis  readers. 
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. God  save  ttie  Kill^,  and  t>less  tlic  land 

in  p-lenty,  joy,  and  jjeace; 

And  wranl:  henceforth  t;ha1;  foul de げ at ひ 

•Twixt  no げ lemen  may  cease.  - : 

(此^^が 血^さい 戰爭 や、 恐ろしい 光景 を 書いた の は、 英吉利と 蘇 格 蘭の 兩贵 族の 問 に 起った 確執 

の ほめに、 不. S 然な の 長び くの を 防ぐ 爲 である。 此 詩の 訓戒が こ、 に^する 事 は、 最後の 四 行 を 読み 

さへ すれば 分る。 此四行 は 現代の 悲 刺に 傚って、 作者が 證 者の 爲に 敎訓を 垂れた ものである。 其の 四 行 

れ に^に、 1；； かに、 ^びに、 平和に、 幸 を 下し 玉へ。 

顆く は，：^ 後に 諸 仗の ®- ひ を禁め H.i へ 。) 

此： ft を 一 ぬんだら ば ァ，. _ ^の 文 錢 親の 一斑 は容 P 力く 窺 ひ 知る 事が 出來 るで あらう。 彼の 考 によると 『チ 

ヱ ヴィ、 チ ヱ I ズ』 の作^}^の113的は全く$3畔諸侯の紛投を11§}ひて之を和解せしむる目的でぁる。 『チ ェ ヴ 

ィ、 チヱ I ズ』 は 有名な もの だから 諸 も 定めて 御 is になった らう。 あの 詩 を 請んで^.. チソ ンの樣 に^ 釋 

の 出來る もの はたんと あるまい。 私な ど は 却って 喧嘩が したくなる。 打ち合ったり 斬り 合ったり する 事が 

愉快に 忍 はれる。 あんな もの を 諫んで すら、 ：^ソ，^ の 眼に は敎^ 的に 映す るの だから、 彼 S 番ぃ たもの 

が、 お， に 互って^ 戒を條 令 的に 附加 する S は 無理 もない 事で ある。 

(^戒 的倾， M とは關 係がない が 序で だか. し、 常時の 批評家の 考を 一 寸 紹介して 置く。 『チェ ヴィ、 チェ 

1 ズ」 を 評した ァ， チソ ンの言 紫のう ちに も I  must  only  caution  the  reader  not  to  let  the  simplicity 

of  tlie  style,  which  one  may  well  l^ardon  in  so  old  a  poet,  ； prejudice  Tllm  against  tue  g^reatness 


of  the  thought.) 11 (文 體の單 純なる が爲 め、 大 いなる 內容を 閑却し ない 樣に讀 者の 注意 を 煩 はしたい ( 

文 體の箪 純な の は 昔の 詩人 だから 仕方がない)。 i 『チヱ ヴィ * チヱ ー ズ』 は 英詩のう ちで 尤も 面白い も 

の/' 一  つと 考 へて ゐ るが、 其 面白 いのは、 私の 見る 所では、 全く 其 文 體の單 純な 爲 である。 私ば かりで は 

ない、 諸君 も 御 同感 だら うと 思 ふ。 此點に 於て ァ， デソ ンの云 ふ 所 は 全く 我々 の 批評と 相容れない 樣に思 は 

れる。 實 際容れ ない ので ある。 當 時の 詩人 は 手の 入った もの、 磨き.^ 掛けた もの、 きちり と緊 つた もので 

なければ 丸で 詩と は 認めなかった。 だから 十八 世紀の 終りになる 迄 wallad 文 學の價 値 を 認める もの は 一 

人 もなかつ たので ある。 ァ- チソ ンは 十八 世紀に 生れた 人 だから 無論 輩 純と いふ 事に は 興味 を もってる なか 

つた。 此點は 大分 現代の 人と 違ふ樣 であるが、 さすがに ァ-、 チソ ン 丈あって、 群小 批評家より 一頭 地 を拔ぃ 

てるた と 見えて、 『チェ ヴィ、 チェ ー ズ』 の 自然に 訴 へる 力 を 認めて、 思 ひ 切って 之 を 世間に 紹介した ので 

ある。 之 を 紹介す る 丈で も 大變に 勇氣の 入る 事で ある。 所が 當 時の 批評家 中に ジョ ン、 デニ ス なる ものが 

るて、 大いに ァ.、 チソ ンを 罵倒した。 其 言に。  There  is  a  way  of  deviating  from  nature,  by  t>om- 

t>ast  or  tumour,  which  soars  above  natur ひ， and  enlarg.es. images  t>eyond  tneir  real  bulk;  t>y  afcrtc- 

t:ation,  wliicli  forsakes  nature  in  quest  of  something  unsuitable;  and  by  imbecility,  which  de- 

8:i:ades  nature  t>y  faintness  ynd  diminution,  by  ot-scuri»g  its  appearances,  and  weakenlllw  its 

effects.  Tn  "Chevy  chase--  there  is  not  much  of  either  bombast  or  affectation;  but  there  is 

cWll  and  lifeless  imlDecility.  Ttie  story  cannot  piossibly  .he  told  in  a  manner  that  stiali  make  less 

imlH-ession  on  the  mind.. I  (誇大に 失して 自然 を 離れる 事が ある。 誇大と は 自然 以上に 飛躍す る もの 

である。 凡ての 物象 を 本 來の大 いさ 以上に 擴 けて 仕舞 ふ C 人 巧に 失して 自然 を 離れる 事 も ある。 是は 自然 

を棄て  > 、 却って 適切なら ざる 他の もの へ 走りたがる。 最後に 無氣 無力の 爲に 自然 を 失する 場合が ある。 
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一七 四 

自然 は 之が 爲 めに 明^ を 欠き 又 萎縮して 仕舞 ふ。 自然の 形狀は 膜朧と 化し、 自然の 感じ は簿 弱に 陷る。 

『チヱ ヴィ、 チヱ I ズ』 に は 誇大 もない、 人 巧 もない。 然し 冷え 盡 した 命根の ない 無氣 力なる ものが ある。 

是 より 印象 S 滞い *S き 方 は， どう いても 出来る もので はない。) i 『チヱ ヴィ、 チェ I ズ』 は 御 承知の 

通"尤も|^_^-壯な、 尤も 活？^ な、 尤も 氣 魄に充 ちた バラ ッド である。 是を 批評す るのに 悪口 も あらう 二、 無 

氣 無力-たと 云 ふに 至って は、 殆ん ど觯し 難い。 人間の 趣味が 時代に よって、 斯う 迄も變 らうと は S ひもよ 

らぬ^5^でぁろ。 然し 無氣 無力 は .^i^T^ に 取って は 疑 ひもな き眞理 なの だら う。 歴史 を 調べる と 1ォ 々かう 云 

ふ 人物に 屮 r 八" つて 驚ろ く 事が あろ。 驚ろ かれる 位の 人 問 だから、 今日は 白骨と なって、 唯一 人 の 名 

さへ 知らない S かも 知れない。 序で-たから 一 寸御 吹聽. & して 置く。) 

(三) *^!^1に富ん.た都<^人種.5趣味はヒ ュ— モ ァ となって 現 はる ， よりも 寧ろ.^ Tr:L となつ て 現 はれる。 

フ オルスク ッフの 樣な狼 籀 に 近い 行爲 や、 ド ンキ ホテの 如き 非凡な 言動 は 彼等の 眼から 見れば 宛然 狂人の 

沙汰で ある。 到底 彼等 ssa 赏に惯 しない。 元 來ヒュ ー モアと は どんな もの かと 云 ふ 議論に なると、 問 超が 

火 分 込み入って 來て、 六づ かしい 研究 を經 なければ 御 話 も出來 かねる かも 知れない が、 其 特色の 尤も 著る 

しい を * ける と、 ヒュ ー モアと は 人格 S 根底から 生す る 可 笑 味で あると いふ 事に なり はせ ぬかと 忍 ふ。 

外 5 一； H 恭で云 ふと- ヒュ ー モアの あろ 人の 行 ほ は、 他から 兒 ると 可笑しい が、 當 人. 0 身で は 他から 可笑し 

がられろ 譯 がない と 忍って るる 0 彼 は J 與面 目で ある 0 無意識に 可 笑 味 を 演じつ、 ある 0 もう 一 つ 言 ひ 直す と、 

可 笑 味が お 人の 天 tt, 持って 牛； れた 木地から 出る。 從 つて 取って 付けた 樣に 見えない。 行雲流水の 如く 自 

然 である。 之に 反しても し 人 を 笑 はせ ると 云 ふ 結果 を豫 期して 可 笑 味を演 するならば、 其 人 は 如何に 巧妙 

に？； I 化ても、 道化 を. H 覺 しつ、 遣って るる。 意識して、 尋常に は づれた 行爲言 語 を 弄するならば. 其 行為 

首 動 は I であろ。 卽ち K;s 然 である。 假り 物で ある。 內 から 湧いた ので はない、 外から 引っ付け たので 


ある。 私の 解釋 によると 是が ヰット である。 勿論 かう 區別 をした からと 云って、 二つの ものが 截然 明瞭に 

二つに なって， 作物の 上に も實 際の 上に も 現 はる 〔る〕 もので はない。 極端 はかう 分る が 其 中間に 橫 はる 

もの は 悉く 雜種 である。 それ は 御 承知 を 願って 置く。 さて かう 觯釋 して 見る とヒ ュ ー モア を 有して るる 人 

は、 人間と して 何處か 常識 を 欠いて ゐ なければ ならない。 常識 を 欠かないで、 tSK 吊 一般の 行動 をして るた 

ならば、 いつ 迄 立っても ヒュ ー モアの 出て 來る譯 がない。 (火事 地震の 樣な 非常 事件が 外界に 起る とき は、 

特別で ある。 かう 云 ふ 時 は 普通の 人で も tSK 吊 一般の 行動 を やる 事が 出來 ない C だから 事件が 濟んだ 後から 

常時の 狀態を 思 ひ 出す と、 笑 はすに ゐられ ない 場合が 多い。 猛烈な 一 時の 刺激で みんなが ヒ —ュ J> モラ スに 

成った ので ある。) 從 つて 極めて 常識に 重き を 置いて ゐる 十八 世紀の 紳士、 ァ.. チ ソン、 スチ ー ルの 如き も 

の、 描き出す ヒ ュ ー モア は、 フ オル スタッフ や ドン キホテ の 如き 狂人に 近い 劇しい ものでなくて、 常識 を 

去る 遠から ざる， ヒ ュ ー モアで ある。 又 彼等 自身 か 演じた るヒ， ュ ー モ T: ありと すれば、 それ はヒュ ー モアと 

云 はんよりも 寧ろ^ ト であらう と 思 ふ。  

彼 〔等〕 兩 人の 合作に なると 傳 へられた i^l、 ロジャ ー の 如き 性格 を 見ても 分る。 ロジャ ー は 奇癖に 富 

んだ 人で ある。 然し 其 奇癖 は、 根本的に 常識 を 具へ た 人の 上皮 もしくは 一 局部 か、 少し宛 常人と 異なる 所 

から 出る 奇癖に 過ぎない ので ある。 從 つて^! ^の 言動 を 見る と、 讀者は 傲 笑す る。 然し 決して けらけ 

ら笑 はない。 作者 も 其 積り で 書き こなして 居る。 腹 を 抱へ て 笑 ふ 杯 は、 彼等から 見れば、 山出し、 田舍漢 

の 類で ある。   

『クトラ ー』 の百^^-十五號にァ.、チソ ンが 去る 家具 師の牲 格を敍 してる る。 固より 椅子、 寢臺の 類 を 商 ふ 

男 だから、 攻治 政論に は緣の 遠い 方に 違 ひない。 然し 其緣の 遠い 政治 政論に 熱中して 無喑に 狂奔 するとな 

ると、 そこに 一種の 矛盾が 起って、 可 笑 味が 出る。 ァ-デ ソン は 正に 此可笑 味 を 柿へ たので ある。 

一七 五 


一七 穴 

： I.  pon  Ills  coming  up  to  me,  I  was  going  to  rtncluir ひ into  his  p-resslt  circumstances;  t-ut  was 

presented iDy  Ws  asking  me,  witli a  whisper,  -  Whether  the  last  letters  brought  any  accounts 

tliat  one  miglit;  rely  u j>on  from  Bender  ？  -  I  told  liim,  -  None  tliat;  I  lieard  of  ；  -  and  asked  liim 

whetner  lie  liaa  yet  married  liis  eldest  daugliter  ?  -  we  told  me,  -  30.  wut  pray,-  says  lie, 

. <;ell  me  sincerely,  wliat  are  your  tliouglits  of  tlie  king  of  Sweden  ？-  For  ttiougli  his  wife  and 

children  were  starving, i found  tus  chief  concern  at  present  was  for  tliis ち. eat  monardi. I 

told  turn,  tliat  I looked  up>on  liim  as  one  of  tlie  first  lieroes  of  the  age.*  -But  !n.ay,"  says 

tie,  do  you  tliink  there  is  any  limi;!!  in  lilie  story  of  his  wound  ？  -  And  findinj?  me  sul.tn-ised 

at  tlie  question.  Nay,-  says  lie,  -  I  only  propsse  it  to  you.*  I  answered,  -  tliat  I  tliougtit  tllerc 

was  no  reason  to  doubt  of  it.-  wut  why  in  the  lieel マ says  lie,  -more  tlian  in  any  other  l:-art 

of  tlie  t5dy  ?  .  -Because,"  said  I,  -  tli ひ げ ullel;  cJianced  t:o light;  1;here.: 

っ！^-々近づぃて來たから、 此頃の13;^:し向は、 どんな 模樣か 聞いて やらう と 思って ゐ ると、 ..M ふから 小 

整で 話しかけた。 「ベンダ— から 信 W すべき 通信が 來 たでせ うか。」 私 は 知らないと 云って 、「御前の 娘 

はもう 片付いた か」 と 聞いて a ^た。 「まだです。 時に スヰ ー. テンの 國王 はどうで せう。 あなたの 御考 は、 

本お 9;^ を iM かして 下さいな。」 女12!^0小供も食ふゃ<{:2|はすの有樣だのに、 まだ スヰ— デン の國 王の 事 

を if-.- へて ゐ乙。 私 は 「偉い人 さね」 と 答へ た。 「創 を 受けた つて 云 ひます が本當 でせ うか。」 私が 驚ろ 

いた 颜を して ゐ ろと、 「いえ、 た. V 御 聞き 申す 丈なん です」 と 云った。 「そり や 問 違 はなから うぢ やない 

か」 と 答へ たら、 す-ぐ 「然し 何故^へ 创を したんで せう。 他 部で もよ ささうな もん ぢ やありません か」 

と SS いた。 私 は 「銃丸が 丁 皮 其 所へ 中った からさ」 と 答へ た。) 


此 家具 師は 多少 常識 を 失して ゐる。 然しながら 彼の 言動 は 只諝者 をして 微笑せ しむる に 留まろ 丈で ある。 

ァ -チソ ンは是 より 以上の ヒ ュ ー モア を 好まなかった ので ある。 

.^^，チ ソン は 『スぺ クテ— タ—』 の 三十 五號に ヒュ— モアの 何物な る か を 論じて ゐ る。 

」一; IS  not  an  imagination  tliat  teems  witli  monsters,  an  liead  tliat  is  filled  witti  extravag.ant: 

conceptions,  whicli  is  ca!>at-le  of  furnisliing  tlie  world  witll  diversions  of  tliis  nature;  and  yet; 

if  we  loot;  into  the  I^roductions  of  several  writers,  wlio  set  u!}  for  men  of  luimour,  what  wild 

ln.eg.ular  fancies,  wtiat  unnatural  distortions  of  tlloug-llt,  do  we  meet  witli ？  If  tliey  sp-e!alc  non- 

sense, tliey  t-elie づ e  tliey  are  talking  liumour;  and  wlien  th-ey  liave  drawn  ^0^«?0^  a  sclieme  of 

a げ surd,  inconsistent  ideas,  tliey  are  not  able  to  read  it  over  to  themselves  witliout  laug.hinM..-- 

(ヒ ュ IT^ と は 怪物 を 以て 充満した 想像 を 云 ふので はかい。 漫に 法外の 思想 を蓄へ て 一 世 を 喜ばし 

むる に 足る 賊腦を 云う ので はない。 晋通ヒ ュ— モアの 人と 號 する 文士の 作物 を讀 めば、 放縱 なる 空想と、 

旋毛の 曲った 不自然に 充 ち，. て 居る 丈で ある。 無意味な 事 を 云 ひさ へ すれば ヒ ュ— モア だと 思つ て 居る 

不合理に して 矛盾 極まる 觀念を 連結して、 自分 さへ 笑 はすに は讀 めない もの を 書けば ヒ ュ ー モア だと 信 

じて ほる。) 

ヒ ュ ー モアに 關 する ァヂソ ンの 議論 を 取って、 さきの 家具 師の 例と 引き 較べて 見る と、 彼の 考 へがよ く 

分る。 彼 は 家具 師 以上の ヒ ュ ー モア を诀 して 許す 氣 はなかった ので ある。 ヒュ ー モアに 於 て 過度 法外 を 忌 

んだ 如く、 彼 はヰッ H に 於ても 中庸 說を 持って ゐ たらしい 0 從 つて ラベ レイ もしくは シ ェクス ビヤ— もし 

く はスタ ー ンの 如き、 突飛な、 執拗な、 奇拔 な、 理を 離れた、 常識 を 飛び越した、 種類の^^：^は彼の好 

まざる のみ か、 解し 得ざる 所であった らしい。 ^^に關する彼の考は矢張り彼のロから聞くのが 一番 惜 
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かで あろ。 彼 は 『スべ クテ— タ ー』 の 五十八 號 より 六十 三號に 亙って 惜 りの 4 ットを 攻擊 して るる。 其說 

は 今から 3- て も 決して 下らない もので はない。 係り の^^の 第一 に は 古昔 (希 臊. } の 詩人が、 自分の 詩 

を、 卵 S 形 や、 WIS 形 や、 又は 斧の 形に 似せて 寄き 綴った 例を擧 けて るる。 是は^ H かも 知れない が、 

私 乙 所では 文 mi. 上の- 怙値 はない も W としか 思 はれない。 m りの ヰ ットの 第一 一に はリ. ネグラ マチス ト卽 

ち 字 落しみ- 舉 けて るる。 此字 落しと 云 ふの は イロ ハ のうちの ある 字 を 使 ひっこな しで 詩 を 作る。 一種の 遊 

戯 である。 成程 是も才 がなければ 出来 かねる かも 知れない が、 文學の 内容に は關 係の ない 事 だから 論す る 

には常らぬ^£^でぁる。 第三の^り の^^ は 中 世紀に 起った 換辍だ さう である。 是は イロ ハ 中の 五 文字と 

か I 文卞 とか を 撰んで 色々 に拉べ 換え、 置き換えて 其 都度 新ら しい 字形に 組み 上け る。 是も 文學ぢ やない 

慰み だから 我々 に は 川 はない。 第四の^りの^^として、 ァヂソ ンは" (地口) を舉 けて ゐ る。 是は 

日本で 俗に 云ふ駄 落の 亊 である。 沙翁 にも 大分 ある。 ァ.、 チッ ン はわ ざく 沙翁杯 も 此弊を 受けて ゐ ると 

斷 つて ゐ乙。 此^§ に 彼 は^だ 尤もな 事 を 述べた。 

： Having  llsrsued  tJie  liistbiy  of  a  pen,  from  its  eriwinal  to  its  downfall, i sliall  here  define 

k  to  t-e  a  conceit:  arising  froin  tllre  use  oi: two  worcjs  litiat;  agre ひ in  the  sound,  .bul;  differ  in  the 

sense.  Tlie  only  way  therefore  to  tty  a  piece  of  .wit,  is  to  translate  it  into  a  different  language: 

il; げ ears  ？ re  test,  you  may  p-ronouncc  k  true;  tml;  if il; づ anislies  in  tlie  experinient,  you  inay 

conclude  it  プ ave び een  a  pun.: ——No.  61. 

(T ^の麼 の 興 廢を敍 したから、 余 は兹に クン， の 定義 を 下さう と 思 ふ。 .^^とは發音が同じくって- 

*^^^2逮ったー 一つの 一 K 雜を m ひて 生す る 一 稀 S 氣轉 である。 を 試験す る 唯 一 の 方法 は、 之 を 他 

の 雷 語に 翻瞎 する にある。 翻驛 しても 通 川 すれば 眞の？ ^である。 もし 翻譯 と共に 消えて 仕舞へ ぱパ 


ン である。) 

？ 1^ は 固より 文學 的に 價 値の 多い もので はない。 其 價値は 字音の 類似の 通 ffl する 範 園内に 限られて るる。 

從 つて 之 を外國 語に 譯す事 は 到底 出来ない。 譯 せば 消えて 仕舞 ふ 許で ある。 外國 語に 譯 せない と 云 ふ 事 は、 

つまり 其 憤 値の 普遍的で ない とい ふ 意味と 一般で ある。 ァ-、 チソ ンの說 く 所 は 至 《bs である。 然し 普遍的で あ 

ると 云 ふ 事 は、 あながち 文學 的に 最上と いふ 事に はならない。 普遍と はた 5- 誰が 讀ん でも 興味が ある 丈で、 

興味のお？ 狹を 示す 言葉で は あるが、 其 深淺を 定める 言 薬で はない。 從 つて 眾 に翻譯 が出來 る出來 ないで、 

萬^；^-の試驗を了する譯には行かなぃ。 嚴密に 云へ ぱ文舉 的に 尤も 償 値の ある 部分で も翻譯 しがたい 所 はい 

くらで も ある。 パ ンに 限った 事で はない。 ァ. チソ ン の 說は此 所 迄 及んで ゐ ないから 不完全な ものに は 相違 

ない。 其 積で. t 聞 を 願 ひたい。   

次に：^は眞の^^ぃを說明してゐる。 彼の 意見に よると、 眞の^,?^1は字昔に關係なく、 多くの場合に 

於て、 觀 念の 類似 調和から 出る。 又 眞僞の 混交した もの も ある。 彼は之を雜の^^ぃと名づけてゐる。 彼 

は雜の ヰ ット—  S 例に 力 ウレ —を擧 けた。 情熱 は 火に 似て ゐる。 昔から 此 類似 觀 念の 連想 を 利用して 愛を瑜 

へ て 火と 云 ひ 酸と 呼ぶ のが 御定まり である。 此 表裏 一 一面の 意味 をもぢ つて、 詩人が 種々 樣々 の^ を 弄 

した 中に、 力. の は 大分 手數 がか 、つて ゐる。 

第 一 に は、 女の^が 愛の 熱情の 源で ある。 同時に 眼 そのもの は 甚だ つれない。 冷やかな 樣子 をす る。 だ 

から 之 を喩へ ると、 氷から 出來た 燃える が 如き 硝子 (burning-glasses  made  of  ice) である。 けれども 

女 s 爲 なら、 何ん な 苦痛 も 厭 はない。 此 意味 を、 熱帶 でも 住める と 云 ふ 句で あら はして ゐる。 次に、 此女 

に レモンの 汁で 書いた 手紙 を 送ったら、 女 はこれ を 火に 磐して 讀ん だと 云 ふ 所から 引 掛けて、 どうぞもう 

1 度 愛の 談に驟 して 讀んで 貰 ひたいと 云って るる。 次に 女が 泣けば、 內 心の 熱から 蒸溜した 淚 であれ かし 
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と 船 ふ。 夫から女のぉなぃ^^は八十度以上になる。 三十 度 も 極に 近づいて 來る。 彼の 冒險性 S 愛 は 向上の 

战 である。 幸； SI なる 愛 は 天上の 火で ある。 不幸なる 愛 は 地獄の 火で ある。 寐られ ぬ 時の 愛 は烟の 出ぬ 火で 

あ 乙， - 人 S な 2- に從 はぬ I おは 風に！^ られ て愈馓 なる 火で ある。 酒 を吞ん で戀を 忘れ 樣 とする の は、 火に 油 

を 注す？ 1? な ものである。 彼の 心 は ェ トナの 火で、 ゲル 力 ンの 代りに キ ュ ー ビッド の 銷冶場 を 有して ゐ ろ。 

11 どこ 迄 行っても 際限が ないから 此位 にして 已 める。 但し ァ- 、チソ ン， は 之 を 評して 「雜 である。 

…… 頻 似が 首 紫に あるか 觀 念に あるかの 階級に よって 異に 近づいたり、 に 近づいたり する」 と 云って る 

ろ。    

〔；；-で^^ソ ン のヰッ トに關 すろ 弁、 5 見が 大分 明^に なった。 私 W 考へ てゐる ヰット の 意味 は いざ 知らす 、 

彼はニ個の頻似觀念を^|合するネを稱して^,ッ，^と呼んでゐるのでぁる。 此 點に關 して は、 去年- S 講義 中 

に卑； を 述べて 置いた から、 再び 之 を 繰り返す 必要 は あるまい。 然し. f^.^ 自身の ^ いは 果して どの 

位の 5^ 度な もので あらう か。 少し W 究 して： 2^ たい。 『ス ぺ クテ 1 タ ー』 の 百 九十 八 號に女 を salamander 

通出椒 魚と 譁すが 、 こ、 にあ. るの は傅說 的の サ ラマ ンダ ー である。 架空の 動物で ある 0) に 比較した 所 

が あろ， - 

「ザ ere  is  a  species  of  worn ひ n,  wliom  I  shall  distinguish  t>y  the  name  ot  sala.nlan<3ers.  .pfow 

a  salamander  is  a Idnd  of  heroine  in  cliastity,  tliat  ^«.op^x  up ーョ fire,  and  lives  in  tlie  midst  of 

names  witliout  t>eing  hurt.  A  salainander  Icnows  no  distinction  of  sex  in  those  slie  converses 

witli,  grows  faniniar  with  a  stranger  at  nrst  sight,  and  is  not  so  narrcnv-spnrited  as  to  o-hserv ひ 

wlietlier  tlie  p>erson  slic  talks 1:o  be  in  .breccllcs  or  lpettlcoal;s.--  .  , 

(世の中に は  一 の 婦人 速が ある。 余は此 婦人 速に 敢てサ ラマ ンダ ー の 名 稱を呈 したい。 サ ラマ ンダ 


1 と 云 ふの は、 火の 上 を 渡ったり、 燄 のなかに 住んで るて、 怪我 をした 例し のない 程に 節操 堅固の 女 豪 

を 云 ふので ある。 サ ラマ ンダ ー は 相手が 男 だら うが 女 だら うが 御 構 ひなし に 話 をす る。 一見 直ちに 舊知 

の 如く 親しくなる C 先方が 袴 を 着けて る やうが、 簪を さして 樣が、 そんな 事に 頓着す る 樣な局 量の 狹ぃ 

女で はない。) 

サ ラマ ンダ ー は蜥 蜆の 樣な^ 好 をして、 火 を 食って 生きて るるとい ふ 怪物 だが、 此 怪物 を以 つて， 御轉 

婆に 喩 へた 所が ァ.、 チソ ンの. f ^である。 甚 しい 御 轉 婆になる と、 男性の 訪問者 を寢 室へ 案内したり、 月 

夜に 男の 手 をと つて、 一所に 散歩したり、 隨分 危ない 事 を やる。 サ ラマ ンダ— が 火渡り を 遣る やうな もの 

である。 夫 を 見兼ねて、 亭主 や 親爺が 意見で もす ると、 淸淨 なる 自由 を 妨害す ると 云って 大 不平 を 鳴らす。 

つまり 何處へ 行って、 何ん な 誘惑に 逢っても 平 氣な女 (無論 冷評 的に 云 ふ) だから、 恰も サラ マン ダ ー が 

火の 中に 晏如 として 生活して るるのと 能く 似て るる。 此似 たもの を 一 一つ 引き付け たのが ァ-、 チソ ンの ヰット 

である。  . 

頗る 面白い。 思 ひも 寄らぬ サ ラマ ンダ ー を 引 張り出した 所が 奇拔 であるの みならす、 比喩が 中々 適切に 

行って るる。 誰でも 微笑す る樣な 御手 際で ある。 日本で 云 ふと 蛙の 面に 水と いふのと 同程度で、 それ 程睐 

腐に 聞えない から 刺激が 多い。 此 位な もの は、 彼等の 書いた 何 を 見ても 至る所に ある" 中には 是 よりも 旨 

いと 思 はれる の も ある。 

然し；：^^^の解釋する樣な：？：^の意義に束縛されすに、 もっと 廣ぃ 一般の や lr.1 てれ を 説明し 

て 見ろ と 云 はれる と 一 寸 困る かも 知れない が、 まあ 私と 諸君が ほんやりながら 一致して るる 4 ット- :| 此 

方の 御手 際 は どの位な もので あらう。 調べて 見る と、 是が 彼等の 尤も 得意な 所で ある。 彼等の 文章のう ち 

に は、 痛切な 悲哀 や、 深刻な 苦惱 や、 又は 幽玄 鏢緲の 趣 や、 壯烈 勇壯の 感じ や、 非凡 超 群の，^^^ は 
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ない が、 Si ふ 所 は 何 所に でも 充_1 してる る。 例を擧 ければ 際限 もない。 今迄 擧ゅ たもの を 見ても 

t=n 斑 は^に 分って ゐ る。 『ス ぺクテ ー タ—』 の 百ニ號 にある 「扇 運動」 と 云 ふの を 其う ちの 輕 妙な 一と 

して^ 介して S かう。  . 

女 si:s は の 刀と 同じく 火 切な 道具で ある。 だから 男が 舉劍を 稽古す る 樣に女 も 扇の 使 ひ 方 を 練習す る 

必要が ある。 そこで 3& 校 を 立て 、 扇 子 使 川 法 S 敎授を やろ。 持て (handle  your  fans) とか、 擴ゅ (unfurl 

your  fans) とか 云 ふ 號令を 掛ける と、 生徒が^4、通り に扇を持っ たり擄ゅたりす る。 

： Tliere  is  an  infinite  variety  of  motions  to  t>e  made  use  of  in  tlie ず tier  of  p  fsl.  TTliere  is 

？ o  angary  nutter,  the  modest ュ utter,  tlie  timorous  fhlus.,  ひ contused  flutter,  the  merry  tiuser, 

and  the  amorous  nutter.  Not  to  .he  tedious,  there  is  scarce  any  emotion  in  tlie  iiiind  which 

does  not  p>roduce  a  suitable  agitation  in  tile  fan;  insomucll,  ttiat  if  I  only  see  the  fan  a 

disciplined  lady,  I  know  very  well  wlietlier  she  】aug.hs,  frowns,  or  t>luslles.-- 

os ぎ 方 は 千 iili:: お 別に 使 ひ 分けが 出來 る。 むっとした 媚ざ 方が ある。 內氣な 煽ぎ 方が ある， - ぉづ く 

した！ g ぎ 方が あ 乙。 ち 付かな いのも、 快豁な S も 色 氣の多 いのも ある。 一 と 口に 云って 仕舞う と、 ど 

んな 心行きで も 一:ss 使 ひ 方で、 ，てれと 悟らせろ 事が m 來 る。 自分 杯 は 心得の ある 婦人の 扇 さへ 見れば、 

は、 あ、 笑って るな、 八の字 を 寄せて るるな、 顏を赧 かくした な 杯と、 すぐ 鑑定が つく 位で ある。) 

是は 無論 5^ 廻し の 諷刺で ある。 女 供が を 道具に 色々 な藝 をす るの を、 それとなく 戒めた ものに 極って 

ろろ。 ^校 を 立て、 1^ の 使 川 法 を； ％投 する 迄に、 女の 小刀 細 T; が發 達した と 云 ふ 主意で、 之 を あからさま 

にお 倒す 乙 代" に、 ぉ而かに而.11:可^:入しく敍述した所に^^がぁるのでぁらぅ。 

前に 云った 迎" 輕妙 では ある。 又 彼等の 尤も 得意と する 所で ある。 けれども 左程の 手柄で はない。 一 槪 


に 云へば 下らない。. 如何にも 女性的で、 こせく してる る。 それ は ヰ ットの 性質で なくって、 題目の 科 だ 

から 仕方がな いと 云へば、 それでも 宜しい。 題目 は 別と して、 た V ヰ ット其 物の 性質から： i じて 見ても、 

成程と 首肯 かれる 迄の 事で ある。 常識 を 離れない から 馬鹿 氣た 所がない。 馬鹿 氣た所 は 彼等の 尤も 嫌 ふ 所 

で、 どこか 馬鹿 氣た 所がない と、 ある 面白味 は 乏しくなる。 尤も 馬鹿 氣た 感じの 薄い 所に デリ ケ— トな所 

が ある。 それが 都會 的な 所以で ある。 彼等の 通人 粹客 たる 所以で ある。 通人 粹 客と は デリ ケ ー トの 必要な 

き琪 事に 迄、 手段 を かけて デリ ケ ー ト たがる ものである。 

ァ.チ ソンと スチ ー ルの 人格と 作物。 今迄 は 兩人を ー樣に 十八 世紀の 思潮に 感染した ものと 見 傚して、 其 

作物 對 時代と いふ 問題 を 眼中に 置い. て 解剖 的に 進んで 來た。 然し 作物 は 時代の 反射で あると 同 に、 人桡 

の 表現で ある。 だから 今度 は 後の方から 少し 研究して 見たい。 ァ、、 チソ ン とスチ ー ルは 昔から 拉び稱 せられ 

てるる。 離すべからざる ものと なって ゐる。 夫 程に 此 二人 は 實際文 藝の兩 生活に 於て 密接な 關係 があった 

ので ある。 兩人は 大舉當 時から S 朋友で、 其 交際 は 彼等の 生涯 を 通じて 渝ら なかった。 ァ.、 チ ソンが 死んで 

六 ヶ月 目に、 I スチ ー ル. は、 二人 生前の 交情の 親密なる 有樣を 『シァ タ—』 十二 號に 寄せた。 其 言に よると 

彼と、 アデ ソ ンとは 非常に 關 係が 深かった。 長い間 かって 一度 も 二人の 問に 行 違 ひがあった 事がない。 た 

だ 同じ 事 を 一 一人で や. ると きに 相 方 行き方の 違が あった 丈で ある。 一 人 は 差 控えて ゐる。 さう して 潮流 を 食 

ひ 留める。 一人 は 我 無し やらに 其 中へ 飛び込んで 仕舞 ふ。 それで 少時ら くの 間 は 双方と も 避け 合ふ樣 にし 

てゐ たが、 それでも 相互の 幸福 は絕 えす 心配し 合って ゐた。 だから 又 逢ふ樣 になる と 遠慮 も ：！： もない。 丸 

で 小 供の 樣 であった。 其 時 一 生の 大事 を談 じた けれども、 相 方 共に 相手 を說き 伏せて やらう 杯と 云 ふ考は 

丸でなかった。 又 やった つて 出來る もので はない。 彼等の 間に 生じた 意見の 相 逢と は どんな 事で あつたか、 

又 どの位の 價 値の ある 事で あるか 一向 分らない。 スチ— ル はた 5r、 自分の 虛榮心 を 傷け た爲 め、 家族に は 
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不邯八 ひじあった かも 知れない. か、 國 家に は 幸であった と、 意味 あり 氣な 事を洩 してる る。 

斯 S 如く 親 1  裕な 友誼 を 結んで るた 二人 は、 性-焚の 點に 行く と 大分 逮 つて 居た。 ァ. デソ ンは 感情の 鋭敏な 

m^v. 他人 s":s へ 出る と 滅多に 口 も 問かない。 冷やかで 何 となく 構へ て ゐる樣 に 忍 はれる。 スチ. 1 ルはュ 牛 

^一方の 忡で、 腹械 S ない、 親切な所はぁるが^^々無茶をゃる。 或る時 金に 困って 千 M 程ァ. デソ ン から 川 

立って^った^$/かぁる。 所が かう 云 ふ 男の 常と して、 到底 期限 内に は 返せない。 すると ァ.. チ ソン は TTS:,^ 

ルを川 手 取って 法廷に 訴 へた。 詳しい iJJ. 情 は 分らない が是丈 聞いて 兇る と 船る 妙な 感じ かする。 の 

5^ 名が 隆々 と 世^に 傅せられ る 様になった 時、 ^：^^：^は嫉妒の念に堪ぇなぃで、 褒而 から 手 を 廻して- 

彼 を けたと いふ 話さへ ある。 ジ ヨンソン の 彼み-評する 首雜 によると、 かう である。 

i.-tus  modesty  was  by  no  means  inconsistent  witli a  very  liigli  opinion  of  his  own  merit. 

He  desanded  to Ibe  tlie  nrst  name  in  modern  wits;  ana,  witli  Steele  to  eclio  liiin,  used 

drtplvciate  Dryden-  whom  Pope  and  Congreve  defended  against  them. 闩 here  is  no  reason  t;o 

aout>t  that  lie  suffered  too  mucli  pain  from  the  prevalence  of  pope-s  poetical  reputation;  nor 

IS  It  witliout  strong  reason  suspected,  thtat び y  some  dising^cnuous  acts  lie  endeavoured  to  obstruct 

it;  p-ope  was  not  the  only  man  whom  he  insidiously  injured,  thouj^h  the  only  man  of さ liom 

tie  could  be  afraid. : 

(火變 嫌^に I- えてる 乙。 然しい くら 誧遞 したって、 自分が 一番 偉い と 思って ゐる 15$. も出來 る、〕 此男 

はお 世 wits の 第一に 数 へられな くつち や 承知 しないの である。 彼 はスチ ー ルを 味方に して、 * トラ イデ 

ン か-く？ した。 ボ I ブとコ ン ゲ リ I ヴが赏 めた からで ある。 ^^^の；1^^名が萵ぃので*0|1!したのも疑も 

ない 事 である。 又 陰險な 手段に 訴へ て、 =^ 、盛名み 傷け やうと したの も 根據の ある 事の 樣に思 はれる。 


彼が 不 止な 方法 を s ひて 傷け たの はポ ー ブ ばかりで はない。 尤も 彼の 恐れて ゐ たの は. ネ— プ 丈であった 

らう。) 

ァ.. チソ ンは又 極めて 注意深い 男で ある。 力めて 敏を 作る 事 を 避けた 男で ある？ ス ヰフト 杯に 對 して 出 來 

る 丈 骨 を 折って 調停 策 を 講じた 男で ある。 ス，^^^とは全然反對でぁる。 此の方 は輕卒 で、 淡； S で、 非常 

な 勢力家で、 遊ぶ 事 も、 いくらでも 遊び、 仕事 をす る 事 も、 いくらでも する。 友達の 爲 めに 日常の 計畫な 

ど を 打ち壊されても、 苦にする 所ではない、 寧ろ 一 所に なって 愉快に 遊んで 仕舞 ふと 云った 風の 性で ある。 

だから a 情徑 行、 結果 も 成 行も诀 して 構 はない。 容貌から 云っても 鼻の 短 かい、 顔の 丈の 詰った 滑稽 漢で 

ある。 

之 を 括って 見る と、 ァ. デソ ンは 落ち 付き 拂 つた、 手 落の ない 人の 樣に思 はれる。 スチ— ルは亂 暴で 失敗 

が 多くって、 それで ゐて 愛すべき 資格 を 具へ てるる 樣に 見える。 どっちが 好きで も、 どっちが 上手で も 構 

はない が、 通 世間の 評惯 は、 いつでも 眼前の 寶 ^丈で 人物の 高下 をつ けて ゐる。 あれ は 人物 だと 云 ふか 

ら、 どんな 男 かと 思って 見る と、 た， 上 莨 際 的實^ 向 だと 云 ふのと 同じ 事で ある。 ffl をさせる に は 都合が 好 

いか も 知れない が 詩的に 云 ふと 三文の 面白味 もない。 人間 は W ばかりして 居られる もの ぢ やない の だから、 

川 以外の 點に 就ても 少し 人物 を餘 えて 置いたら 善から うと 思 ふ。 11 失れ はほんの 餘事 である。 此ー 一人の 

性^^；パ果して作物の上に出てゐるか、 ゐ ないか をー應 調べて、 すぐ 次の 問題に 移らう と 思 ふ。 

『ス ぺクテ —タ ー』 の 四百 一 ー卜 一 ー號 にスチ ー ルが 「嘲弄」 に關 して かう 云った。 

To  say  a  tiling  .vvlllcll  perplexes  tlie  lieart  oi hrin  you  speak  to,  or  t>rlnws  .bluslles  into  liis 

face,  is  a  deg.ree  of  murder;  and  it  is,  I  thinlc,  an  unpardonat-le  offence  to  shew  a  mtm  you 

do  not;  care,  wlle^llel-  lie  is  pleased  or  disp>leased.: 

I 八 五 


.  一八 穴 

(人ん- W らしたり、 人 を 赤面させる 樣な事 を 云 ふの は、 人殺しの 輕 いもので ある。 たと ひ 先 S 人 は ど 

-., はう とも、 献な 奴-たからと 云 ふので、 其 人に 對 して、 こんな 所作 をす るの は 許すべからざる Sit 惡で 

あ ザ"。 …… )   

際 彼は此 主義 を赏 行した と 云って よろしい。 彼が 他 3 惡德ゃ 愚 習 を攻整 するとき は ァ.、 チソ ンの遺 口と 

は 火 分^ を 異にして ゐ る。 ァ， チソ ン に比べ る. と 皮肉の 度が 餘程 少な い。 ミント ー は 其 著 『英國 S 散文』 中 

に 比；？ 者 を 比 咬して、 スチ ー ルのヒ ュ ー モア， は 眞卒な 和氣に 満ちて ゐる けれども、 婉曲な 細工に なると ァ 

si:^ に 及ばない と 評した 後に かう 論じて ゐる。 

： Steele  -was  a  kindly  observer  of  liuman  frailties.  Against  what  he  considered  to  t>e  h ひ alt- 

lessness  and  vice  he  was  openly  indignant:  liis  natural  tendency  was  to  use  the  lash  freely 

in  liot  I  not  to  introduce  galling  points  of  satire  with  a  smiling  countenance.  Minor 

faults  affectation,  :pl.esumptios-  a  dictatorial  manner,  and  suchlike,  he  ridiculed  witli  good 

Ismour,  with  a  certain  fellow-feeling  for  the  objects  cs  his  tidlculc. 

(スチ ー ル は 人 問 S 弱點を 親切に 觀 察する 人で あ る。 彼の 眼から 2- て、 無情、 惡德と 忍 はれる ものに 

對 して は、 彼 は 明かに 公愤を a す を からなかった。 彼の 傾向 は 熱情に 乘 じて、 容赦な く 鞭を扳 ふに あ 

ろ。 破颜 微笑の 下に 針で刺す 樣な遗 口 は 取らない。 其 他の 小過に 至って は、 氣 取る 事で あらう が、 生 意 

氣な！；^-でぁらぅが、 成. 版る 事で あらう が、 此 同情 を 以て、 蕃意 的に 嘲笑した。) 

ミント.. は 义ァ， チソ ンを 評し て 斯う 云 つ た。 

--tic  is  the  great  English  example  of  polite  ridicule …… Not  a  single  paper  of  Addlson-S 

can  be  pointed  out  that  does  not  contain  some  stroke  of  malice  I  -  gay  malevolence,-  perhaps. 


tmt  nevertheless  inalevolencc   Still,  in  cliaracterising  nis  liumour,  tlae  critic  itnist  not  smk 

Uie  fact  that  it  is  at  basis  malicious  —  it  is  二， lumot-ous  satire.-  If  we  call  it  amiable  humour, 

we  must  remcmtier  that  it  is  a Idnd  of  humour  that  may  be  amiable  to  the  reader  or  liearer, 

t>ut  is  far  from  ap-p-earin^  amiable  to  tlie  olDJect.-- 

(彼 は § い， _ざ# 弄の 好 模範で ある。 …… 凡そ^^.^ ぺの 書いた もので、 何 處 かに 惡意を 含んで 居ない 

もの は 一枚 もない。 陽 氣な惡 意と 云へば 云へ るか も 知れない が、 矢張り 悪意 は どこ 迄も惡 意で ある。 … 

…おの. 17 ュ，' モアの 性質 を 論す るに 當っ て、 其 根底が 惡意 的で あると 云 ふ 事 は 決して 見逃す ベ からざる 

事實 である。 彼の ヒュ ー モア はヒュ I モ ァ的 諷刺で ある。 感じの 好い ヒ ュ ー モアと 云 ひたければ 云って 

も 差 支ない が、 それ は讀者 又は 聽 者に 感じが 好い ので、 當 人に は 感じが 好い 所ではない。 21 

もし 人物が 著作 S 上に あら はれる として、 兩 人の 人物が 前に 述べた 通りと すれば * ミント 13 批評 は當 

つてる るか も 知れない。 但し 私の 見た所で は是 程の 相違 もない 様に 思 はれる。 先に 一 寸御 話した 兩 人の 合 

作になる サ ー、 口 ー ジャ ー の 性格で も. i ン ト ー の說 によると、 ,^1 ルの 書いた 所 は 親切で、 常識が あ 

つて、 愛すべき 點 のみが 出て ゐ るが、 ァ. デソ ンの受 持った 部分に なると、 ロジャ ー か 嘲笑に 價 する 樣な妙 

な 人物に なると 云 ふ 話で ある。 私 は 一 々調べ て 見ない 事 だから、 -I ン ト ー にどの 位 信 i し J. し 好い か^らな 

い。 只 御參考 の爲に 紹介して 置く。  £ ン ト— は又兩 人の 差違 を 知らう と 思 ふなら， スチ- -ルの 『醜 俱樂 部』 

と、 ァ. デソ ンの 『ニ片 志俱樂 部』 と を 比較 すれば す-ぐ 分る と 云って るるが、 私に は只是 丈の 區 別-か ある 樣 

に考 へられる。 i ァ. デ ソンの は どこまでも 細かで、 仕上け が见 事で、 ヰ ットが 練れて るる。 之に 反して 

^^i:^ の は 無邪氣 で、 活潑 で、 男性的で ある。 此點に 於て、 もう 少し 長く 二人 を 比較したら 興味が ある 

だら うと 思 ふ が 、 時間が ないから 是で 此篇を 終る" 

一八 七 


一八 八 


お ス ヰフト (Jonathan  Swift.  166711745) と 献 世文學 


ijf. 龄 から 云 ふと、 スヰフトはァ，チソ ンゃスチールょりも四五歳年上^|^でぁる。 死んだ 時 も此兩 人より は 

すっと 後れて W ろ。 ^!^作5上から云ふと、『桶物語』 (A  Tale  of  a  Tub) と 『書籍の 戰爭』 (The  Battle 

of  thcwooks) は 一 じ 〇g 年の 出版で あるから、 『タ トラ. I』 杯よりも 古い。 加 之 彼が 稿 を 起した の は， そ 

れ よりもす つと 前 S ことで あるから して、 無論 スヰ フト の 方 を 前に 論す ベ き笞 であ つ たが , 彼が 一 代の 大 

^作と^ せられる 『ガリ， ヮ ァ巡囘 記』 (Gulliver-S  Travels) の 如き は 一 七 一 一六 年に 出た もので、 『タ トラ. 1』 

杯と は卜ギ 以上 後れて： ：5 る. - そこで ァ.. チ ソン ゃスチ ー ル を； fi じた 後に 、 スヰ フトに 移る ことにした。 

佔ス4フ，^は英文风，-£:^5.第 一 流 S 文凤 S 者と 目され てゐ る。 巧 も 英語 を 解す る 者で スヰフ トの名 を 知ら ぬ 

も3 は あろまい。 尤も 其 _ ネ述 S 中で、 Gulliver"  Travels だけ は 今でも 汎く讀 まれて Ins るが、 其 他 は 尊 門 

SJrww 外 殆ど 手に されない。 こ S 有名な Gulliver で すら、 單に小 兒の讀 み 物と して 迎 へられて 居る に 

過.， r」 ない。 n 本な どで は此； g は Gulliver さへ？，？^ まない 者が 多いだら うと 思 ふ。 尤も Gulliver-S  Travels 

を^まなければ 英文^が 研究 出来ない と 云ふ譯 でも 無い からして、 読まんでも 構 はない が、 鬼に <w 其 名前 

が：；： t に gu: してお る别 八；： に、 作物が まれて 居らぬ こと は 事實で 有る らしい。 從 つて 此機會 を 利 W して、 ス 

^^^と-:ムふ人5^作は如：|:なる性^のもので、 又 如何なる 惯 値の ある もの か を 研究す るの も 一 寸 面白い 

こと-たら うと E 心 ふ。 

ス. y フトと 云へ ば 諷刺 家ん」 連 や 5 す ろつ 古^から 諷刺と 云 ふ 問題 を 論す る 時に ^ フ.^ が 引合に 出て 來な 


いこと は 無い。 日本で も 其 通りで ある。 して 見る と、 スヰフ トの慣 値 は 全く 諷刺 家た る 所に 在って 存 する 

如く 世間から 思 はれて 居る と 云って 可い。. で 有る から、 今 スヰフ H を 論す るに 當 つても、 矢張り 諷刺 家と 

して 論す るが 可から う。 可から うと 云 ふの は、 唯 彼 を 諷刺 家で あると 證 明したら 可から うと 云 ふので は. 接 

い。 彼の 諷刺 は 如何なる もので あるか。 諷刺と は元來 どんな もので 有る か。 T^^IT.^ の 諷刺 は 十八 世紀の 

氣 風と 調和し て 居る か、 又は ス ヰ，^., の 人^15と調和し て居 る かと云 ふ樣な 問題 を、 私が 力の 及ぶ 限りの 材 

料と 考 とで 論じたら 而 白から うと 云 ふ 意味で ある。 徂し 余の 考が どの位 正鶬を 得て 居る か は、 諸君の 判斷 

すべき 事に 1^ する ので、 唯 日本人が 今迄 論じた ことの 無い 作者 を捉 へて、 日本人と して 評論す る 處が御 慰 

みで ある -0  - 

文舉は 吾人の _ 趣味の 表 現 である。 卽ち ある 意味に 於て、 吾人の 好 惡を表 はす ものである 。此 ある 意 

味に 於て と 云 ふ 言 紫 を說明 しないと 誤觯 が出來 易い から 一寸 御斷り をして 置く。 前の 篇に、 明かに それと 

は 云はなかった けれども、 凡ての 文學的 作物 は、 普通 以上の 廣義 から 兑 ての 訓戒 を讀 者に 與 へろ もの だと 

云 ふ 事 丈 は 述べて 置いた。 此廣 翁に 解釋 した 訓戒と は、 作物の 讀靑に 及 ほす 活 きた 影響の 事で、 此活 きた 

影響が 作物から 出る 如く、 作家 は此活 きた 影響 を 寳 (もしくは 想像に よって 多少 變 化された る 事實) か 

ら得 たので ある。 だから 作物に かいて ある 事 は、 事實 もしくは 想像に よって 多少 變 化された る事賨 だけれ 

ども、 外の 言 築で 云へば、 作家が 自然から 受けた 活 きた 影響 を 害いた と 云っても 差 支ない。 此活 きた 影響 

と は、 有機的に 人の 生命の 一部 を 構成す，^ もので、 枯死、 孤立した 斷片 的の 知識と は 違 ふ。 卽ち 未來の 

行爲首 動 を 幾分 でも 支配す る 傾向 を帶び たもので ある。 是が紅 味で ある。 

趣味に は必す 好悪が 伴って 來 る。 好惡は 撰擇を 生す る。 (出來 得る 場合に は。) 撰擇の 結果 は 遂に 發現 

して 行爲、 動作、 言語と なる。 行爲、 動作、 言語の 自由なら ざろ 場合に も、 之を發5^^せんとする_5傾向が 

  ■  .   1 ！  ヌ九  
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腦ぉにぁれば無論同じ|^!.でぁる0 だから私5云ふ生きた影響と云ふのはっまり好惡の附着してゐるぁるも 

のと云ふのと同じ^？^になる。 從 つて 此好恶 の 一 一字に 就て 誤解 を 防いで 置く 必要が ある。 

故と 云 ふと。 私 は 文 の 取り扱 ふ 材料 を， 類別して、 眞^ S 方面から る 材料、 善惡の 方面から 見 

厶材 ^：、  s、. 咄の方 丽 から る 材料、 及び 壯 劣の 方面から ろ 材料と すろ。.. (其 外に 類別の やり方 は 無論 出 

來ろ。 现に 去年の 講？^ は 他の 類別 法 を 川 ひた。) そこで 善惡ゃ 美醜 ゃ壯 劣の 方面から： る 材料に は、 始め 

から好：恋の念が伴ってゐ^^。。 但し 標準 は必 すし も 一 定 して ゐ ると は 限らない。 眞 の 材料に も眞 と^と を 

對 したら 好悪の 念が 作な ふか も 知れない が、 A: 然の事 暂には 懦と云 ふ ものがない。 想像の事實にも^^と云 

ふ ものがない。 ？，^ と W 心 ふの は 人が 評する 時の ユー 一 i で、 作家 自身から 云へば、 想像の 事實は 矢張り 何 虛迄も 

事^で あろ。 もし 似り と 思ったら 始めから 寄く 譯 がない。 いくら 架空の 事寶 でも、 事實 であって、 懦 りで 

はない。 もし 1^ はりん 条：！  くと 云ったら、 舉 校の 先生が 私 は 嘘を敎 へて ゐ ますと 公言す る樣な ものである。 

從 つてお^ S 方面から 见た 材料に は、 作家. al 身 は好惡 がない。 皆眞 ばかりで あるから である。 その 又眞の 

うちで あれこれと 好恶を すれば. E 然の 結果 取捨になる から 嘁を 書く 事に 歸着 する。 自家撞着になる。 だか 

ら ぬの 部分に は好恶 がない としなければ ならない。 

すろ と：.！ 云った、 「活 きた^^と は好恶 S 附卷 した ある もの、」 と 云 ふ 命 と ぴたりと 合はなくなる。 文學 

から ii-: する (作家から 云へば. E 然 から 受ける) 活 きた 影^と 云 ふの は、 眞^、 美 柳、 お、 他 凡ての 材料に 通 

じて 云 ふ _ ^であるのに、 3 共の 部分に 限って 好悪 はない としなければ ならない とすると 其 所に 衝突-か 出來る 

ので あろ 0  . 

少し？ f;? へる と 此銜突 は^ける。 卽ち好 に 一 ー靈の^：-味がぁると云ふ事に！：せか付けぱ明瞭になる。 卽ち 一 

部分？： に 於け る E. とこと を對^ して 起ろ 好； 恐が 一 つで ある。 夫から S. の 部分と この 部分と を 比較して 起る 


好惡が 一 つで ある。 たと へば 美醜の 部分に 屬 する 材料で 云 ふと、 此 部分 中の 同種類の 彼是 を 井べ て、 彼よ 

り も 是 の 方が 好きだと か 嫌 だと か 云 ふの は 前者で ある。 四 種の 材料のう ちで、 此 資格 を 具へ てるない もの 

は 眞^の 部で ある。 又 此四種 を 井べ て 置いて、 美醜よりも 眞僞が 好きだと か、 眞僞 よりも 善惡が 好きだと 

か 云 ふ 念 を 起す の は 後者で ある。 かう 云 ふ 二通りの 好惡を 認める とき は、 大きく 一括して、 文擧 上の 述作 

は、 趣味の 表現、 卽ち好 恶の句 を帶 びた ものと 云 ふ 事が 出來 る。 (たと ひ、 眞を あら はした の だから、 好 

悪の 念に 驅られ て 取捨 はしない と 主張しても、 其 主張 は眞愤 の 方面から 見た 材料の 內 部に のみ 行 はるべき 

主張で、 类* 善、 壯の 三部 分 を眞の 部分と 比較す ると、 矢 張 前者 を 捨て、 後者 を 取りた くな つたんだ から 

仕方がない。) 

さて 好惡の あら はし 方になる と 色々 ある。 さう して 中々 複雜 である。 たと へば 私が 兹に 脚本 か小說 で、 

悪人 を 書いた とする。 すると 私 は 惡人を 撰んだ の だから 惡 人に 趣味 を 持って ゐ るに 違 ひない。 一 歩 推して 

行く と惡人 を 好んだ 事になる。 そこで 此 好んだ と 云 ふ 字が 可笑しく 聞え る。 然し 寳は 可笑しく も 何ともな 

いので ある。 ( 一 ) 私が 一 定 した 善惡の 標準 を 有って 居て、 其 標準に 相當 した 惡人 ならば、 どうしたって 

之 を 好む 譯 がない。 だから 人から 見て は 惡人を 書いた 樣に思 はれても 自分で は 善人 を 書いた 積で なければ 

なら.^ い。 是は 論す るに 及ばない 事で ある。 (一 一) 夫から 惡人を 好んで 寄いた が、 其 實は惡 人 その 人 を 好 

むので はない、 對照其 他の 藝術的 必要が あって、 技巧 上に 悪人 を 好んだ とも 解釋 が出來 る。 是は 少し 話が 

悪人から 外れて 行く から 議論に ならない が、 許さなくて はならない 解釋 である。 (三) 最後の は 一 - ぉ誤鮮 

しおい から 混合 を 避ける 爲に >  はっきり 辯 明して 置かなければ ならない。 私の 所謂 惡 人と 世 閒 一 般の 所謂 

惡 人と、 さう 遠った 所がない と假定 して、 さう して 私が 惡人を 作物 中に 書いた とする。 此揚 合に は 私 は 辯 

明 W しゃう がない。 世間で は惡 人と 思 ふか も 知れない が、 自分 は惡 人と は考 へな い 杯と 言 譯を作 る 譯に行 
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かない。 矢^り 恋人と^ 識 して 卞： いたに 遠ない。 しかも 惡人其 物 を 好んで 書いた に逮 ない。 所が C 分で 惡 

人と 認めて 置きながら、 分で 之 を 好む と 云 ふの は 有り得べ からざる 事で あろ。 惡 るいが 役に立つ とか、 

恋る いが ii に 八" ふ 杯と 云 ふ S は、 役に立ったり ii に 合ったり する 方 を 好む の^で、 惡 るい 方 迄 も 好む と 云 

ふな^で はない。 もし さう 云 ふ^ 味で あったら、 私 は ある 八： i{ 物 を 不味い が 旨い とか、 冷たい が 暖かい とも 

1: ム ひ^る 譯 である。 何故と ニムへば^ 惡と云 ふ 字と 好 恶と云 ふ 字と は 別物で ある けれども、 か、 る揚 合に 赏 

際の：： Ji を 云 ふと、 好きだから 善で、 善 だ ゆら 好きな ので ある。 そこで 惡人を 好む と 云 ふの は 明かに 自家 撞 

^である。 にん 拘 はらす 私 は其惡 人 を 好んで 作 中に 寄いた。 又赏際 書く かも 知れない。 私 は 何故かう 撞着 

する の だに う。 叫した いのは 此點 である。 今； ^私 は 好む と- ムふ卞 ふ. iij 惡 S 方而 から 許り 兑てゐ た。 だか 

.1> 悪人 を 好む と 云 ふと、 一 個の 人物と して；： たる 人ん 好む と 云ふ齐 i になって 仕舞 ふ。 だかに； ォ 

屈になる。 人 を？ の 方面から^ して、 さう して 其う ちの 惡人を 好む と 云 ふの は 有り得べ からざる 事で 

ある。 けれども * 恋人な 德的 人物と 兇 做さなければ、 矛盾 も 衝突 もな く si-^ 人 を 好む 事は隨 意に 出來 るので 

あろ。 * 恋人 を SHi^ 的 人物と =^ 傚さない と 云 ふ 意味 は、 ^Jg を 離れて 惡 人が 存在す ると 云 ふので はない。 道 

^i-的に働きっ 、ぁる：^；-^人な、 本 i-w 外の 材料と して 眺める ので あろ。 例へば 惡 人が 惡事を 働ら く事實 を、 

^^"乙^.れとして好む^;$.も川來るのでぁる。 卽 ち： Hs 、發 Ms 迹を 慕って、 一 步 1$ にあら はる、 心の 變化 もし 

く は 行 „4 の 描し 移ろ は を、 S ，なる 心の 變化 もしくは 推し 移る 行爲 として、 好む 事 も出來 るので ある。 道德 

上 の 恋人 を 好恶す 乙 代りに、 、 J の 恶人 がわが =:1 に 開股 し つ、 ある n 典 そのもの を 好む 事 も出來 るので ある。 

悪人 を sd^^s 方面よ たる 材料と して、 好：您する事の^1.5な.る如く、 同じ惡 人ん- 壯 劣の 方面より 見た る 

：:?^; として、 好惡する^^も、 亦お！：^ であろ。 —— 好恶 はかくして 二重に も、 三 にも、 又 此方から も 彼方 

か f> も 出来る ものである。 


好惡の 意味 はかう 複雜 であるが、 是 から 先に 使 ふとき は 便宜の 爲に、 隨劫を 避けて、 一 々どの 意味に 當 

るか を說 明し ない。. た V あなたの 方で 好い加減に 判斷 をして 頂く 積で ある。 

- 偖 吾々 が 世の中に 住んで ゐる。 世の中が 運轉 する。 吾々 は、 吾々 の 性質 や、 境遇 や、 又 位地 やらで、 此 

世の中 を而 白く る 事 も ある。 又は 瘤に 障って ならない 事 も ある。 尤も 世の中の 事象 を、 事象 其 物と して、 

軍に 其 成 行 を 眺める 丈なら ば、 いつ 何 f^、 いづれ の 世界に 生れても 面白い ばかりで 濟 して ゐられ るか も 知 

れ ない。 戰爭 があって 家 を 焚かれ、 財 を 奪 はれても、 戰爭と は 如何なる もので あるか を 知られる 丈が 愉快 

になろ。 泥棒が 這 入って 家人 を 殺しても、 泥棒 を 研究す る 爲には 大變な 便宜で ある。 けれども 吾々 は 世の 

中に 住んで ゐる。 世の 外から 世の中 を 眺めて 居る ので はない。 從 つて 世の中に 生存す る 自己の 利害 其 他 か 

ら戰爭 を 嫌ったり ハ 泥棒 を惡ん だり する。 卽 ちた *1 與の 一字の 爲 めに、 わが 好惡を 支配され てるる 程呑氣 

な 位地に は 立って ゐ ない。 誇 悪の 方面から も、 美醜の 方面から も、 壯 劣の 方面から も、 盛んに 好 惡を退 ふ 

して 世 加 を 眺めて.^ る。 かう 云 ふ 眼から して、 世の中 を 面白く 感じたり、 又鑌に 障って 感じたり すると、 

其咸 ^ じみ 帶 びた 世 問の 印象が、 文 斑ハ 的 作物の 内容と なつ て 作家の 筆に 上る の は常然 である。 文舉の 歴史 は 

明かに 之 を證據 立て 、 るる。 

但し 此 感じ は 一 一重 三重に 重なり合って るるから、 さう 容易に 烏 や 鷥の樣 に 類別 は 出来ない けれども、 ま 

づ此 講義に 便宜の 爲 めに、 類別して 御 話 をす ると、 先づ 世相 を 面白く 感じて 起る 文學が ある。 面白く 感じ 

て 起ろ の だから 樂天 的と 云っても よろしい。 尤も そのうちで 現在の 世相に 満足 を 表す る 0 は寫^ 的で 、 過 

去に？ 1 足 を 表する の は 歴史的で、 (文藝 復興、 ゴ シック 復興の 如き もの、) 未來 もしくは 想 4 ゆ 上い 世^に 1:1 足 ， 

を 表する もの は 理想的と なる 譯 である。 次に 世相 を 惡んで 起る 文擧が ある。 惡んで 起る S だから 悲觀と 云 

つても、 厭世と 云っても、 もっと 輕ぃ 言葉 を 用 ひれば 諷刺と 云っても 構 はない。 是も 理論的に 云へば、 前 
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nsif,:: つになる 苦で あろが、 尤も 多 いのは 在の 世相に 關 する もので あろ。 過去 を 悪んだり、 未來 を悲觀 

したりす るよりも、 .A,, 々は 一番^ 在が 鎖に 障る からで ある。 

i-y 一  ぼ 御斷り をす ろが、 私は斯 si^ に 純な 區 別で、 5ぱ 今の 樣な 複雜な 作物 を 律し 去る 積で も 何でもな 

い。 た V スヰ フトを 評論す 乙に： 立な お 別と し 丁 ー應 承知して 置いて 頂く ので ある。 で、 前に 中した 樂天 

的な お. wiT ^殺で あるが、 是は 人々 分に 安んじて、 太平 を 謳歌す る 樣な國 運の 際、 もしくは 神經 が. 1 疼して 

悲ぉ疼 "加 を 感ぜざる 校に なった 人間が、 現在の 狀 態に 溺れ 喜んで、 浮世 を 面白く 暮 して 行く と 云 ふ 樣な不 

rt な は 代に 生れる 文凤. -で ある。 是 は大體 から 云って 満足 を 表 はした 文擧 である けれども、 時に よると 諷刺 

的 不平 s?iK^ と^^へ られる 事が ある。 

例へば i?i 川^ 代 物 W 樣な もので、 ある 人 は" あれ を 諷刺と 解釋 する が、 私に はさう は 思へ ない。 

(作の 善： 恋 巧拙 は 無^ il 题 でない として。 ) 私が 読んで 見る と、 あの 『膝 栗毛』 の樣な もの は、 自 分が 失 

敗 をしたり、 失策 ハ，」 して、 其 失敗 や 失策 を、 客觀 的に： 退って 面白く 打ち 典 じて ゐる體 が ありく と 見え 

ろ。 何^; 1^ も n 氣な 文^で ある。 常- W の社會 制度 や、 階級 制度 杯の 抑 應に對 して、 反抗の 聲を 裏から 仄め 

かした. 0 のと は 思 はれない。 た >_^^_^又は評家の着眼.の仕樣では諷刺とも皮肉とも解釋が出來る丈の事で 

ある a 

f  ？  5^? 出 來れば それでな しい。 爭ふ 必耍も 何もない。 けれど も斯 ぅ解釋 をす るの が 深い ？i 釋だ 

杯と 勿體 ぶろ S は 可笑しい。 11 個人の k でも、 何 か 愉快な 事で もあって、 ^しくって 堪らない 程 ii 氣に 

なろ と、 隨分 妙な ii^ を や 乙。 それ を 人 か.. ると 鹿に した 所作の 様に 解釋 が出來 ろ" 虞靈間 提灯 を點け 

て往 來を步 行く の は、 はの 中の 1=«.| な 所 を；^ した 皮肉な 仕業と 取れば、 取れない 事 も あるまい が、 一方 か 

ら 云へば、 «をっけ丁花；5^をするのと同 一 の氣樂 さから 出ない とも 限らない。 花見の 趣向 杯. は 現在に 一 i 足 


を 表 はす 程度の 尤も 甚し いもので、 不平 や 諷刺の 表現で ない 事 は 明かで ある。 現に ド ン キネ テ— 杯で も、 

多数の 評 家 は 諷刺と 見て ゐる樣 だが、 私に は 花 s-_s 鬉同樣 な感が ある。 

すると 樂天 的な 滑稽 物と、 諷刺 的な 文學と S ある も S になる と、 讀 者の 取り 樣で どっちに でも 解 釋が出 

來る 事になる。 のみなら す、 ある 作家に なると、 此兩 面に 亙って 關係を 有して ゐる かも 知れない。 ある 所 

は 本 常に 満足で 巫 山 戲てゐ るが、 次の 章になる と 巫山戯ながら 嫿を 云って ゐる かも 知れない。 それで 作者 

の 意志 は 勿論 分らない とす る。 よし 分 つてた つて、 分つ た 通り に 讀者を 影響し なければ 何にも ならな い か 

ら、 I： らく 之 を 問題外と して、 滑稽 物と 諷刺 物と を 15! 別す る 一 大 索引 は 何で あるかと 考へ て 見る。 私 はか 

う 思 ふ。 11 滑稽 物の 讀 者に 與 へろ 影響 は、 未來に 於て、 讀^！^が其滑稽を再演して：：！-たくなる傾向を帶び 

て來 る。 再演して る 程 烈しくなくても 幾分 か 其 傾向 を 心に 有して るる 事が 快感になる。 之に 反して 讀者 

の 諷刺 物から^ る 影響 は、 同じく 未来に 於て、 讀 者が 可成 此被 諷刺 的 地位 を 避け 様と する 傾向で ある。 も 

し此被 * 刺 的 地位に 陷 る危險 をき せば、 個人と して 自己 S 人格 を 傷け ると 云 ふ 不安の 念 を 抱いて 來る。 も- 

し 此被 諷刺 的 地位が、  人類 一般に 共通なる 普遍性から 出て ゐて、 如何なる 王公 貴人 も、 如何なる 金満家 も、 

又 如何なる 舉界 も、 苟し くも 人間で ある 以上 は、 到底 免 かれる 事が 出來 ない となった 時に、 諷刺 は ー變し 

て 絶望 喑黑 なる 厭世 文 學と變 する ので ある。 スヰ フトを 評する ときには 是 丈の 事 を 承知して 置く 必要が あ 

る 0  . 

スヰ フトの 諷刺の 種類 及び 程度が 如何なる もので あるか を 御 話しす る 前に、，； 1 に擧 けた 不満足 を あら は 

す 文學的 表現の 楷段を 一 と 通り 述べる。 不満足と は、 惡に 不満足、 醜に 不満足、 劣に 不満足なる 意味で あ 

る。 祖し 文舉的 表現と ある 以上 は、 醜、 惡、 劣の 評價が 自然に 讀 者の 趣味に 乘り 移らなければ ならない。 

恰も 外部の 壓迫 によりて、 作^の 評 憤 を 巳むな く聽 くの 狀態 にあって は、 文擧的 評惯の 極致と は 云へ ない。 

I 九 五 


一九 穴 

文 ゆ 的： と は、 其表現にょって自づから讀^！^の性を移し、 氣を 移す 評 惜を云 ふので ある。 外より 押し 付 

ける のでなくて、 s より 移らし むる 手際 を 云 ふ^で ある。 一 に來るのは正而^--^^.)でぁる。 作 中 人物の 醜、 

悪、 ^を^お して、 如何にも 醜、 0, 劣なる が 如くに 感ぜし むろの を 云 ふ。 必す しも 彼は酏 なり、 彼は惡 

な"、 レ似は 劣な りと 云 ふ 必要 はない。 た *.-:1、 惡、 劣の 内容 を 列擧 して、 しかく 感ぜし めれば 直い C 

^TT^ は 此方 法 を 川 ひる。 但し.. チッキ ン スは 自己の 惯惡を 充分に 發禪 せんが 爲に、 ー點 S 取るべき 所な き 

や」，^^ を 描き出して、 不自然の 痕を のこす 事が 多い。 又 其評惯 法が 外 魅 的で 厭氣を 生じさせる。 ，阁 篇に述 

ベた ァ， チ ソンと スチ ー ル を 比 校す ると、 スチ ー ルは此 種に 凰す る。 彼の攻擊方も亦^^外壓的でぁる。 

二 は側而 im; 忠とも 云 ふべき 表 である。 敍述は 態 敷で あろ。 用乘 は盯嚀 である。 時々 #笑 する。 それが 

嘲弄と は 取れぬ 程の 微 ilK である。 激してゐなぃからー1者からは=§-か^^{く兒ぇる。 又^^述惡でなぃ樣に；：！-ぇる。 

然しなが.1，^=|;齎らす結£^は好くなぃ。 遗られ たも S に 取って は隨分 辛い ものである。 是がァ 、チ ソンの m 

川 手 ひであった。 (但し ァ.. チソ ンも EiT は 其 表現 法に 於て、 文 Sjf 的に 過 を 犯して るる 事 は 前に 述べた 通で あ 

3 斯う 云 ふ 冷嘲に は 手際が 入る。 正直に 怒る 樣な 愛すべき 人に は 一 寸 遣り 惡ぃ藝 である。 所謂 十八 世 

紀 S  wits は 此邊が な 所で あつたの だ らう。 (^も 後. 1^ に 御 話 をす るが、 當時の批：^れ家ゃ文學^1?1が互 

に Duo 介った：；：.： 杯に は 恐ろしい 猛 IgS つた ものが あった。 今 は みんな fs えて 仕舞って、 の^ ン シ 

^^1^ 丈殘 つてる る。) I 九 世紀で はサ ッ 力 レ ー が 此方 而の 大將 であった。 三 は 依然として 惡を惡 として 

斥け、 ^な^として 嫌 ふうちに、 彼等に 對 して 同情 S あろ 保護 を 加へ ろ 樣な乘 怠 を 川 ひろ。 あながちに 辯 

護の 努な取 乙に は 及. はない。 ^；^-^^の敍-：？！のぅちに、 此 態度が 請 者に 受け取られ、 ばい.'。 此 種の 窖き 方の 

うちで 尤も 人 2^ ふ-おく もの は 十九^ 紀に 人って 叫 リ オットが るる。 ,;^71:,3,:1がヱ リォットの作を評して、 

此作^1<は人^1に木來の1^-がぁると云ふ事箕を否定して筆を着けると云ったのは之が爲でぁる。 


以上の 例 は 簡略 を 尙ぶ爲 め^る 粗雜に 流れて ゐ るが、 まあ 此 位で 好い として、 第 四に 移る が、 11 前に 

擧 けた.、 チッキ ン ス とか、 サッカ レ ー とか、 ァ.、 チソ ン とか、 スチ ー ル とか、 或は ェ リ オットと か 云 ふ 作家 等 

は、 種々 な點に 於て 人間の 行 爲其他 を、. それぞれに 評價 して、 其 評價の ある 部分に は、 彼等の 不満足 を 表 

はして るる 樣な もの、、 決して 厭世家で も悲觀 家で もない。 ^"^^^ゃ.^^「ぃ|^に至ると前に述べた通り 

本人 は大 得意で ある。 しかも 彼等の 住んだ 時代が 英國に 取って、 大 得意の 時代と 信じて るた。 所が 此 所に 

述べ る 第 四 卽ちス ヰ フトの 不満足に なると、 そんな 樂天 的な 不満足で はない。 普通の 不満足 は必す 一 方に 

满足を 控えて ゐる。 もしくは 夢んで るる。 ス 4 フトの 不満足に は此對 立がない。 だから 其 不満足 S 表現 は、 

ある 目的 あっての 表現で はない。 不満足 を 不満足と して 表現す る 丈で ある。 過去、 現在、 未来 を 通じて、 

古今 柬 西を靈 くして、 苟し くも 人間た る 以上 は、 悉く 嫌悪すべき 動物で あると 云 ふ 不満足で ある。 從 つて 

希望がない。 救 はれ 樣 がない。， 免 かれ 樣 がない。 彼の 諷刺 は 噴火口から 迸し る 氷の 樣な ものである。 非常 

に 猛烈で ある けれども、 非常に 冷たい。 人 を 動かす 爲の 不平で もなければ、 自 から 免 かれる 爲の 不平で も 

ない、 どうしたって 世界の あらん 限りつ 5,  く、 不平の 爲 めの 不平-たから、 ス ヰフト 自身 は甞て 激して 居な 

い。 冷然 平然として ゐる。 何だか ス ヰフト なる ものが 重た い 石 S 樣に英 國の眞 中に 轉 がって ゐる樣 な 心 持 

がする。 さう して 此 石が 一 つ ある 爲 めに、 左右 前後 は 無論、 全世界に 蠢動す る 人間と 名のつ くもの が 悉く 

石に 變 化した 樣に思 はれる。 なぜと 云 ふと、 彼 は 如何に 惽惡の 意 を 洩らしても 诀 して 赤くなら ない。 又 決 

して 慇穀 にも 出ない。 同情 は 固より ない。 しかく 他 を 眼中に 置く 程に 人類 的で はない。 樂 天の 分子 を 含ん 

で 居ない。 自 から 石 を 以て 居る と共に、 他 を片々 たる ごろ 太 石と： li- 傚して るる。 それでる て斷 えす 氷の 樣 

な烟を 吹き 上け て ゐる。 

姑ら く 作物 を 離れて 考へ ると、 是か 一寸 不思議な 現象で ある。 こう 非常に 冷靜 で、 しかも 猛烈 極った 人 
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想 一般 S 嫌 に ：！： 日 如何なる 時代 だって 滅多に ある もので はない。 どんな 衰運に 傾いた 世に 生れても、 ど 

んな化：^を|_がった^^5ぁろ5^でも、 容 おに 斯う は 出られない。 特に 十八 世紀に 在って は^ 更妙 である。 と 

：: ムふ もの は に該 世紀 S 槪況を 話した 時に 述べた 通り、 英国の ト八 世紀 は 決して 厭世的 傾， M の 起る 時代で 

はない ので ある。 —八^ 紀 S 英人は 一 六 八 八 年の 革命の 結 として 議會 政治 を 確乎たる 基礎 S 上に 置いた。 

ひ ル^に 之 を 光 ある is  (Glorious  Revolution) と號 して. 自巾の 實^ を 喜んで 居た。 政體に 於て 我に 匹 

する もの はない と S おしてる た。 彼等 は 又现性 S 世に 生れて るた。 凡百の 事 は 理性に 訴へて 決すべき も 

の、 又 決し s^: て 適？ W なる ものと 考 へて ゐた" 彼等の 開化 は^ 途 有望の 開化であった。 有望の 開化 を 有する 

に W 世 的 S^H 調 はない つ 彼等 は 過去 を： n して 野^ 時代と 呼んだ。 過去に 未練の ない 國 民に 悲哀 SIS は 

無い、. K1 を， お ふ 文 m,- は 出ない。 凡そ 吾人 の 厭世に 倾く ：5fS "S うちで 其 ：1| も大 なる もの は 何で あらう と考へ 

て 化る と、 私 は 斯う 思 ふ。 1 ,.1!^!1人が吾人の生活上し、 所謂 開化なる ものの 缺 くべ からざる を 覺 ると 同時 

に、 所 lira 化なる ものの 吾人に 満足 を與 ふろに 足る もので 無い こと を 徹底に 覺 つた 時で ある。 昔 は 

然 に歸れ と^んだ。 凡ての 人工的 制度 を 打破せ よと 叫んだ。 之 を 打破して 自然に 歸れば 黄.^ 時代 を 生す 

に 足ろ と S 確 i;^ を 有して おたから であろ。 こ S 確信が あろ は、 现 在に 不満足 か は 知らぬ が、 その 不満 

足 は^ 在に 不満足な S で、 絕^ と 云ふ譯 では 無い。 然しな から 現在に も 満足. か出来ぬ、 過去に も 同情す る 

こと. か出来ぬ、 所謂 文明なる もの は 過去、 ^在、 未来に 互り て 到底 人 ii の脫 却す る ことの 出来ぬ もので あ 

乙と 知る と M 時に、 文明 sffi 値 は 極めて 低い もので、 到底この社贫を救^?5するに足らぬと看破した以上は、 

腕な 挑いて 考へ 込まなければ ならぬ、 天 を 仰いで 長大息せ ねばならぬ。 厭世の wc§:+ は！ 一お の 際に 起る もので 

ふろ。 ^は S 义风. -は 〔3S 際に 起 乙ん ので あろ。 文明と 云 ひ IE 化と 云 ふ ものに 飽き s!^ てた るに も 係らす、 そ 

^文明な" iw 化な" を 如 n: ともす， る 能 はさる 時機に 發 生す るので ある。 


然るに 十八 世紀 は 決して 斯樣な 世の中で は 無い。 今 云 ふ 通り 英 人が 社 會 制度の 上に 於て， 又 政治 組織の 

上に 於て 偉大なる 光明 を 認め た 時代で ある。 して 見る と、 こ、 に と 云 ふ 一個の 人間が 有って、 

非常に 晤黑 なる 觀察を 人間と 社會 との 上に 放った の は、 時代と 關聯 して 論す ると、 一種の 常規を 外れた 現 

象と 云 はねば ならぬ。 無論 諷刺の 文擧は 自己 又は 自己の 周 園 の 何れ かに 於て 不満足の 點が 無ければ 生じな 

ぃ譯 である。 然しながら 之に は 程度の ある 事で、 ァ -、チソ ン もスチ ー ルも 世の中の 或點に 於て は 不満足で あ 

つたれば こそ、 あの 樣な 文學を 以て 之 を M 正しようと 試みた のに は 違 ひない、 が 彼等の 不満足 S 简 所に 極 

めて 瑣末の 點に 多かった。 高が 珈琲 店で 話しの 仕方が 禮儀を 失して 居る とか、 婦人に 對 して 男子が 亂 ftw 粗 

野で あると か、 婦人が 餘り扇 を 荷厄介に して 困る とか 云 ふ 位な ものである。 最も 烈しい 攻擊 でも、 博 突 又 

は 飮酒邊 の 題目に 留まって、 それ 以上に は 殆ど 出なかった ので ある。 彼等 は诀 して 根本的に 人間に 愛想 を 

盡 かして 居らなかった のみなら す、 當 時の 人氣 風俗 及び 攻治 經濟の 大體に 於て 大に满 足して 居た ので ある。 

彼等 S 不満足な 所 は、 寧ろ 他人が 自己の 如く 啓發 されて 居ない と 云ふ點 にある。 そこで 自己が 先覺 者と し 

て 是等を 1^ 正し て やらう と 云 ふ 微志を も 含んで 居る 位で あるから して、 其 不満足なる もの は 反って 彼等 自 

身に 満足して 居る 反響と も 見られる。 四 五十 年後に はゴ ー ルド ス ミ ス 杯が 出て、 商業 繁盛の 爲、 世 降り 道 

衰 ふと 云 ふ樣な 嘆息 を 詩句の 間に 洩らして 居る が、 是等 は箪に 通り雨の 機な 現象であって、 深く 腦 中に 刻 

み附 けられた 不満足と も 受取れ ない。 事によると、 唯 詩的な らんが 爲に 詩的な ので、 其實は 内容の ない 感 

想 かも 知れぬ。 とかく 此 等の 人の. 不満足から 來る 批評なる もの は、 決して 時代と 調和 を缺 いた もので は 無 

いコ 然し 1^ フ，^ に 至って は、 如何しても 十八 世紀 流で 無い と 思 ふ。 彼の 聲は絕 望の 聲 である、 何等の 光 

明の 存在 を も 世の中に 許さぬ 不満足で ある。 如何しても 時代思潮の 表現と は 受取れ ない。 旣に 時代思潮の 

表 じ 無い とすれば、 其 出處を 個人と しての 彼の 人格に 求める より 外 はない。 又 彼 一 人に 獨 得な 一 身上の 

I 九九 


二  00 

驗 に.^ ぬるより 外に ST か 無い。 彼の 私 生涯が どの位 不愉快で あつたか、 又 彼の 公生涯が どの位 失 收に終 

つた かふ- るより 外に： y 方がない。 從 つて 此際 彼の 傳 記の 一般 を 参考に 供す る 必要が 起って 來る。 然るに 

^迪懊 記と 云 ふ もの は、 斯 かる 非 《めな 例外た るべ き 象 を 生す るに 足る と 思 はれる だけの 事情が 詳細に 窨 

い 丁. 無 いん S である。 從 つて 批： 家 はよ く 一  の 犯しお い ff』 に陷 る。 卽ち作 そのものに はれた 人生 觀な 

ど を- 作{水の生涯に於けろ極めて微扣な^:^.仆と結合して說明しょ<フと試みろ。 例へば 病氣の 苦痛 を訴 へた 

； が あ. 0 とすると、 其、 作家 S 傅 記 を zi- て、 ：|:^^1.何=:： 風邪 を 引いた ことがある、 それ だから 斯樣な 詩 を 作つ 

たの だと 論お した. かる." 無論 間 ^つてる ると は 誰も 云 ひ ないか も 知れない が • 某して さう だと は 何 人に 

も 合點は 出来ない。 凡て 不完全な 傳記を 基礎と して、 是非とも 傳 記と 作物との 關係を a 出 ださう とすると、 

こんな .i:! 鹿お た 弊に 陷る ものである。 縱 しゃ 人 問 S 仕事と して 個人の 内部 S 傅 記が 完全に^ 來た としても、 

記 だけで は 作物 S 出来た sfs- か 知れる と は 云へ ない。 父母から 受けた 遺傳的 S 性質な どが 判然と 分ら 

ぬ 以上 は、 ^人 s:Jf^";^ を- く 一 K 動 S 傾^も 確と 分る もので はない。 從って^=?作物5關係もぉ-たる事は 一言 

ム へない？^ It 一で ある。 であるかに して スヰ フトの 有して 居た 樣な 人生に 對 する 手痛き 不満足 をお 傅 記 S 

巾に 求めた つて、 必す W て來 ろか 來 ないか 無！ fl 保 5^ は 出来ない。 • 赏はス ヰフト の傳を 通^し て 見て、 ；;^ 外 

その 波^ S 少ない のに 驚いた ので あ < ？。  ：T か 外部 S 一 史は、 タノ 少の 失れ？ は あるに もせよ、 斯く 人類 全體に 

向って 火 打！^ を^ へ 乙 はな 表^も 正常と する に 足る だけの 起伏 波 il を 有して 居らん の は 明らかな 事 .is であ 

.00 して 2- 乙と 此等の 作物 を說 明す 乙に は、 2疋 非と も 彼が S: 部の^ 史に訴 へなければ ならん. - ^^進んでは 

彼が？^ 的倾， に訴 へなければ ならん" 然し 兩方 とも 到底 行 はれ 難い 柄で あろ。 私. S  .2: 部の 歴史 は 私よ 

り 外に 知ろ 人が 無い、 又 私と 雖も iL ぉ附 かぬ 所が 多から う。 況ゃ 他人の ス 4 フト 部 .3 歴ぉ. などに 至って 

は、 どうしたって 到：^ 分らない に まって ゐ る。 新： T は ふ もの、、 彼の 外部に はれた 鹰 の 中で、 吾 


人の ゲに 成る 樣な ものが 全く 無い とも 限るまい。 必 すし も是 等が 原因と 成って スヰ フトを かく 迄 厭世的 

にした と 主張す る 積り は 無論ない が、 或は さ 5 であった かも 知れぬ、 义然ぅ あるに は與 つて 力が 有ったら 

5 位に 判す る こと は 敢て差 支ない と 思 ふ。 そこで 彼の 傳記 を少々 研究して 見 度い。 然し 傳を 述べる ことが 

主で ないから して、 唯 吾人が 人 用と 思 ふ 事柄 計り を 述べた 方が 便利で ある。 其 積り で 御 話し をす る。 

一。 ^に 就いては 一 つ 著しい 事實が ある。 彼 は孤兒 である。 父 は 生れぬ 前に 死んで 仕舞った。 母 

は 自活の 途に窮 して 人の 補助に 依って 暮.^ して 居た。 從 つて ^rTH. は 幼少の 時から 決して 豐 かに 延び 延 

びと 生 ひ 立った ことの 無い 男で ある C ト四 歳の 時、 ダカ リン (Dublin) の トリ ニテ， -、 力 レツ. デ (Trinity 

college) に入擧 したが、 少しも 擧課 を勉强 しなかった。 の. みならす 放 縱不覊 と 云 ふ 性質で、 校則な ど は 

てんで 守った 事がない。 いざ 卒業と 云 ふ 場合に、 學校 では Dulness  and  Insufficiency  (怠惰に して 且無 

能，) と 云 ふ 理由の 下に バ チェラ ァ、 ォブ、 ァ ー ッ (B.  A.) の擧 位を與 へなかった。 後に 與 へられた こと は 

與へ られ たが、 これ は speciali  gratia と 云 ふので、 擧業 劣等 品行 不良なる にも 係らす 特別の 詮議ん-以て 

學位を 授けられ たので ある。 加 之、 彼 は 一 六 八 五 年の 十 一 月から 一 六 八 七 年の ト月 迄の 間に 七 卜 度 懲罰 を 

受けて 居る。 品性 も 無ければ 學 間もなく、 朋友 もなければ 金 も 無い。 全く 散々 の體 で、 母方の 遠 綠に當 た 

る サ！、 ヰリ ャム、 テム プルの 家に 厄介に 成る 樣 になった。 この 樣な 外部に 現 はれた 事情 は 一 ー樣に 解釋す 

る ことが 出来る。 ！ 彼 は 自身の 境遇が 不愉快で ある 所から して、 自暴自棄に 陷 つて こんな 眞似 をした の 

であるか * それとも 生れ 附 きから して、 こんな 亂暴 者であった のか。 或は 兩方合 傅した もので あるか。 何 

れ にしても 可い。 斯 かる 經歴は 決して 一 年 や 一 一年で 其 效果を 失 ふ もので 無い。 苟も 自尊心の ある 男なら ば" 

苦い 屈辱の 感じ を 永く 留む るに 相違な からう。   

二。 彼 は 自尊心の 强ぃ 男であった。 前に も 御 話しした 通り 叫.^ —r^ が.^.^ の 伯爵が 彼に 苦 干の 金み-贈つ 
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た^、 そ S 附" 方が おに i 仏 はぬ と 云って、 伯 を 一度なら す 一 ： 庋迄も 謝罪 さした」 其 颜末は 裳 自身 『ステ 

ラ への (Journal  to  Stella) の中に！^き込んで居る。 彼 は 又 デフ ォしを 罵って 名 も 無き 犬と か 何と 

か云った^?^.がぁ乙。 それから ジョ ン、 デニ ス (John  Dennis ン と 云 ふ 評 家を氣 狂と 呼んだ 事 も ある 樣に記 

憶す ろ。 又 成^ ハ I リ ン ト ンと 云ふ贵 婦人に 唱歌 を 所望して ffi 絕 された IsV か ある。 其 時；， んは 自分の 命じた 

こと は 非 共 遗れと 威嚇的に 相手 を强 迫した。 又 或 時はバ I ク レ I 卿と 其？ i 番の ブッシ ュ令 眼の 前に 置い 

て、 God  confound  you  Istla  for  a  couple  of  scoundrels! (ふたり 共惡 《1^ だ。 くたばって 仕舞へ) と 罵 

った^5^-がぁろ。 

彼は乂 つ ドレ —ビアの rsci!  (Drapier-S  Letters) の 作者で ある。 之に 就いては 少し 說 明が 要る から、 

成ふ可く簡略に^=!^^來な御話しして；：=-ると、 斯うで ある。 —— 一頃、 愛 土で 銅 はが 非常に 拂底 になった 

事 か あろ。 商人は釣0錢をぉに出す；5^-が出來なぃ。 客 は 又 商人から 釣り 錢を 取る 譯に 行かない。 豆腐  一 丁 

に-^ 鈕はな 放 0 出して、；； 儿 すく 扒を すると- ムふ有 5^ であった。 此機を 利 川して ゥ I* ト 某 と 一 ^vふ 山 師 が 、 

00 か ら銅 ほほ t-3 S ^^業を受^ つ た。 無！ ti 銅 5" に 缺 乏を 感じ て る る 愛葡土 は是 が爲 に 多 火 の 便 立 を感 

する 譯 では あろ か、 英^ 政 .附 と^^ S 遗りロ か！ C めかった。 英國政 .Iw は 愛^. M 政 W へ 一言の _^談 もしな か 

つた。 愛 iE.HS?^ 院は 無論： I:* を も 知らなかった。 それすら 反抗 S 原 E となる の は 明らかで あるに、 此ゥ 

M なろ ものが，：：：： US 利へ 化 を 計って 愤 igw 下の 銅^ を 作って、 無嗞に 押し付けよう とした。 丁度 天 si- 錢を 

《5 なと 號 したと 一 «3^^:^;^でぁろ0 そ、 J で スヰフ h はに  >  l ビ ァ と 云 ふ K 名で、 第 一 消息、 第一 一^ nr 第 

三 と- しき0に英^政附攻，5^^-翰を公にした0 第 四 fsci- に 至って、 英國 政附は 遂に こらへ 切れす 

贫 迄して ド レ I ビ ん 3:|:人なろかを^^_^し川した" "ヰ フト は 無論 知らぬ顔ん-し て み る。 誰も ス 4 フト 

がド レ —ビアと：：？ T か 付く  ^はない。 所が 唯 一 人 其 秘密 を 握って ゐた 奴が ある。 これ は スヰフ トが此 消息 を 


書いた 時に、 原稿 を淸書 さした 男で、 i 莨 は スヰフ トの厨 掌で ある。 で. 今 は ^.Tirh の 性格の 一端 を、 例 

を 引いて 御 話しし つ、 ある 所 だが、 これからの 例 は スヰフ トと此 厨 掌の 間に 起った 出來 事で ある。 それ は 

外で もない。 ある 時、 此厨 掌が 何處 かで 酒 を飮ん で、 酩^の 末、 醉ひ 漠れて 仕舞って、 家へ 歸ら なかった 

事が ある。 厨 掌の 身と して、 斯う 云 ふ 始末で 外泊 をす るの は不體 裁に 極まって ゐる。 普通の 場合、 普通の 

主人なら ば、 た  >  置かな いのは 無論で ある。 けれども スヰフ トと此 男と は 前 云った 通り 特別の 關 係が ある 0 

もし 事 を 荒立てよう ものなら、 厨 掌 S 恨 を 買って、 自分の 秘密 を 密告され る 恐れが ある。 此危險 を 冒して 

も： 止？ の 懲罰 を敢 てす るか、 又は 自己の 後難 を 恐れて 穩 便に 寧 を濟 ます かによ つ て、 スヰ フトの 性格 は少 

し 窺へ る譯 である。 か，^, 1^ は 此時卽 座に 厨 掌 を 解 一展した。 其 時の 彼の 言葉 は Do  .the  worst  you  dare, 

sir! (出來 るなら どんな 復讎で もして ろ) であった。 彼が^; T^,^ 讓 (Miss  vanhomrigh) に對 する 所 

作に も、 之と 似寄った 所が ある。 -—— 以上の 諸 例 を 綜合して 見る と、 彼 は 非常な 肝 瘤 持で ある。 肝 癩を起 

すと、 結果 S 如何 を 顧す 我意 を 通す 人で ある。 叉 人の 下につ いて 屈從 する 事の 嫌 ひな 男で ある。 人に 命令 

したがる 男で ある。 

三。 同時に 彼 は單に 私利 私欲に 耽る やうな 劣等な 我儘 者で は 無い。 彼が— キ ルル— ト CKilroot) の 寺院 を 

預かって 百磅の 俸給 を 得て 居た 時、 サ ー、 ヰリ ャム、 テム ブ ル から 再應の 招聘 を 受けた。 この ヰリャ ム、 

テム ブ ルは元 自分の 世話に 成った 人で は あるが、 或 事情から 疎遠に 成って、 雙方 とも 心 持を惡 くして 居る 

際で あるから、 ス ヰ^^の樣な傲岸な負け嫌ひは隨分我を通して折角の好意を謝絕しかねまじき所だが、 

彼 は 一 寸 した 親切な 動機から す-ぐ 現職 を 抛って 仕舞った。 と 云 ふの は、 一 日 彼が 散歩 をして 居る 際に 不圖 

老年の 貧窮な 牧師に 出逢った ところ-か、 其 人 を 見る と 突然 同情の 念に 堪へ なくなって、 直ちに 此 老人 を 自 

分の 代りに ヰ ルル ー ト の敎會 へ推擧 して 置いて、 自ら は デム プ ルの 方へ 出かけて 行った。 前に 擧 けた，、 自 
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分の？^.;^文|^を，1 させたと云ふ、 厨 に 就いても 次の やうな 話が ある。 彼が 怒って 此厨 掌に 暇 を 出した 

の は 丁度 『ドレ I ビアの 7 財 息』 の作^1?:を知らせるものには三百磅の賞金を與へるとぃふ布^3::の出た《。ル時で 

ある 。然るに その 厨 は^ 外の 正直者で、 この 誘 t5 を 事に 切り 拔 けて、 化 C{3 は 期が 過ぎ去る まで 舊主 

人の 祕 (め を 誰に も. 沌ら さな. かつ だ。 そこで パ^^^^ は 彼 を 呼び 一お して、 遂に は 本山 S 役 价に登 川した。 い 

つ：！： n;:3 に. お iic すれば 三： 得られる と 云 ふ.；^ i^;; の 期限 中 は 呼び 一 M さないで、 わざく それが むの を 待 

つて び 召し使 ふ 杯と 云 ふの は、 彼の 氣 性の 勝った 所 を 見る に 足る と 同時に、 一方に は 彼が 妄りに 我儘 を 

振舞 ふ樣な 剛情！ 點. ゆりの でない と 云 ふ 事 を ら かにして 居る。 彼 は 幼少の 時から 人の金で 修業 をした 

あつ； し、 =|^^:《：^な節儉{.5!-でぁったが、 それに も關 せす、 自己の 财產を 三分して、 三分の 一 は 常に 慈善！ 3 目 

的に 侦 川して：^ た。 又： な kz&ys 金子 を 贫乏な 商人に 貸す 資金と して 別に 收 つて 置いた。 商人 はさ を 借りて 

無 利り 5 で 一 迎： t に 返： ^する？ C 惯に 成って 居った さう である。 個人として斯かろー{_^俠心もぁり又慈悲心もぁ 

つた 彼が、 公人と して 愛 is 土 3^ に 龕く すに 常って は、 猶； 史 私利 私欲 を 離れた 立派な 愛 固^であった。 然 

しこの 方 は 彼が 政治的： Jf.: 涯を 述べる 際に 讓 つて 置く。  . 

i:。* 彼 はお 面：；： な il^ でも： 儿^ ネ 分に 取扱 ふと 云 ふやうな， 男で ある。 褒める^^でも髮^ゃぅな事を云ふ 

ej- である。 人の世話杯をする^！には成したりなどする癖のぁる男でぁる。 彼 は 熱心なる 宗敎 家で、 又宗敎 

家と し 丁 n 分の 職分な ゥ ゲ0 やうな 人で は 無かった けれども、 この 熱心な、 る 職分の 中へ も 折々 滑稽 を 交へ る „ 

つま.^ 性-はが こんな 性^なん で、 機 <$= さへ あれば どんな 奠 面目な 席で も.^ i が爲て 見た くな 乙ので ある。 

彼が ラ 1  カァ (Laracor) と 云 ふ 所で 牧師の 職 を 執って 居った 時分 S 或 水曜日の こと、 會衆は 皆 散 じて 殘 

ろ は，：： 分と ロジァ ー (タ ogcr) と：； ムふ卞 S 記ば かりと 成った 後に、 彼 は？ g 格な 顔ん-して 立ち上がって、 いき 

なり ^ 勤行 を 始めから 終り 迄 紫り 返して 濟 まして 居た と 云，^ V 話が ある。  ト 


五。 スヰ フトに は病氣 があった。 當人 自身で は 之 を ES 病 だと 云って 居た が、 鬼に 角 其病氣 のために 生涯 

苦しめられた。 今の 人の 考へ では、 胃病で はない、 腦の 近傍 を 冒す 一種の 病氣 だと 云 ふ 事に なって ゐる。 

これが 晩年に 及んで、 失望 や 情人の 死 ゃ愤滿 ぶ、 何や彼やと 合併して、 大 いなる 苦痛 を 彼に 與 へる 樣に 成つ 

た。 又 苦痛の 無い 時 は、 まるで 白痴の 如き 狀 態に 陷 つたの みか、 時々 擬癎 病の やうな 發 作が 來て、 終に 命 

を 終 ふるに 至った ので ある。 或 人 は 彼の 知性 は 晩年まで 愤 かで あつたと 云 ひ、 或 人 は 狂人で あつたと 云 ふ。 

又 或 人 は 善惡を 識別す る 力 を 具へ、 行爲と 結果と を 連結す る點に 於て は 1^ 生の 通りで あるげ れ ども、 彼が 

言語の 粗暴なる こと は 充分 精神病の 徵候 として 認む るに 足るな どと 云って るる。 そんな 事が 今から 分る 譯 

の もので 無い、 が 彼が 健康の 人でなかった 事實丈 は 記憶して 置きたい。  • 

スコッ h  (Scott) は 彼の 傳記 中に 次の 樣な事 を 書いて 居る。 

F-rom  1736,  downward,  tlie  Dearfs  nts  of  periodical  giddiness  and  deafness  liad 

wltll  violence;  lie  could  neitlier  enjoy  conversation,  nor  amuse  himself  witli  writing;  and.  an 

obstinate  resolution  wnicli  he  liad  formed  not  to  wear  glasses,  prevented  him  from  reading. 

The  foncnvin^  dismal  letter  to  iMrs.  .white way,  in  1740,  is  almost  tlie  last  document  which  w ひ 

p-ossess  of  tne  celebrated  Swift,  as  a  rational  and  reflecting  tsing.  It  a/vvfully  foretells  tls 

catastrophe  whicli  shortly  after  toolc  place.: この間 其 手紙 を 略す。 ： His  understanding  having 

stally  failed  soon  after  these  melancholy  expressions  of  grief  and  aifection,  tiis  first  state  was 

1;tiat  cu  violent  ana  furious  lunacy  ； Prom  a  state  of  outrageous  frenzy,  aggravated  by  severe 

bodily  suffering,  the  illustrious  Dean  of  St.  Jpatl.ick-S  sunlc  into  the  situation  of  a  helpless 

cllar-g.ellng:.  In  tli ひ course  of  about  t.nree  y ひ ars,  lie  is  only  known  laave  spoken  one ひ or 

li 
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twice.  At  length-,  wllen  ^^^^  awful  moral  lesson  liad  sut-sisted  from  1743,  until  tlic  19tli  octolDer, 

17. 一 5,  it  pleased  God  to  release  tlie  subject  of  these  Memoirs  from  this  calamitous  situation. 

He  died  UF-on  that:  day  without  a  slnglrt  pang,  so  gently,  Indeed,  tliat:  Ws  attendants  Wert" 

scnrce  aware  of  the  moment;  of  his  dissolution.: 

, . 七； ニム 年 以降、 ^^i^ 牧師が^;; M 及び 耳 it の 發作は 以前よりも  一 & 3 激しい 勢で 戾 つて 來た。 最早 

人と 會話 する ことん E£ 來 なければ、 物 を いて 自ら 嫂し むこと も悃 はぬ。 加 ふるに 如何して.， - 眼鏡 を 掛 

けない と 云 ふ 片^！^地 な決心 のた め に _m W す ら 出来ない 。 次に 揭ぐ る ホワイト ウェイ 夫人に 寄せた 幽. 接な 

^•M^ は、 わが _古 名なる スヰ フトが it. 性 宰 しす、 省. 察の 純らない 問に i4f を 執った ものと して は、 "旮 人の 

5^ .1, 乙 ベ .t.:. 取 終 の も S であに う。 この 消息 は 其 後 もな く 起った 彼の 悲慘な る C. 取 後 の 狀況を 恐ろしく も 

してる ろ。 〔そ W 手紙 を 略す。〕 胸中 と 愛^ S 情と を この 消总に 託して 後、 幾程 もな く 彼 は そ 

6! 性 を 根 から 失つ： し、 激烈なる 嫩 狂の 徵候を 示す に 至った。 …… 肉體上 S 苦痛 S 爲に 更に 甚 しくな 

つた 狂！： おの 狀 態の 經 過す 乙と 共に、 あはれ 我 有名なる 聖 パトリック 寺 S 副 監-督 牧師 は小兒 の 如く 便りな 

き 症 狀に陷 つた。 それ かに 三年 S 間、 彼- か 口 を 利いた の は 僅かに 一度 か 二 皮に 過 ざない と傳 へられて 居 

ろ。 かく 怖るべき^.^ ん」 一 七^三 年より 一 七 n 五 年 一 〇 月 一 九日まで 與 ベた 祌は、 終に この 小傳 の卞： 人 

八ムゃ た 乙^ 遇から 救 ひ 出した。 その = 彼 は！ I： 等 S 苦 惱をも 示さないで、 眠ろ. か 如く^ ほ した。 其 住 

の か？ は 看護人で さ へ 殆ど 何時な が 絕-ス たと も 知らない 位であった。)  

AO ス A-? ト S 名と^ 聯し； し 離す ベ か .ぃ さろ 婦人が 一 一人 あ る。 一 人 は エス サァ、 一 カヨ ンソ ン (Esther 

Johnson) と 云って スヰフ トがサ I、 ヰリ ャム、 テム ブル^ 招 に應 じて、 再び 英國へ 渡った 時に 始め 一し 

出 つた 女で ある。 この 女 は 母親と 共に テム プルの 家に 厄介に 成って 居お ので， ^^^^^ は 物 其 


他の 稽古 をして やった。 固より 師弟の 關係 では あるが、 永らく 然うしてる 間に は、 一種の 暖かい 感情が 二 

人の 間に 生じて 來 たので ある。 で テム ブ ル 6 死後 スヰフ トが故 國へ屄 ると、 ジョ ンソ ンが 男の 跡 を 追 ひか 

けて 愛蘭 土まで やって 來た。 スヰフ トは 非常に 注意深い 男で、 女が 愛蘭 土へ 來 てから も、 第三者の 居ない 

場所で 二人 逢 ふ樣な こと は 決して 爲 なかった。 か 5 して 惡 評の 立つ の を 避けて 居った ので ある。 一七 ー〇 

年に 彼 は 再び 英國へ 渡った。 この 時英國 から 愛蘭 土に 殘 した ジョ ン ソンの 許へ 文通 をした のが、 有名なる 

,『 ス テラへの 日誌』 (Journal  to  Stella) である。 ス テラの ジ ヨン ソ ンを 指した る ものである こと は 云 ふ 

まで も 無い。 ,ス ヰ フトの 一生 を 知らう と 思 ふ もの は 是非とも 此 日誌 を 材料と する 必要が ある" これ は 唯 口 

から 出任せに 其 日々々 の 出 來事を 情人の 所へ 報知した もので、 殆ど 文舉 物と は 云 はれない 位に 自由な 文體 

で 書いて ある。 或 人 は 之 を 評して、 文舉 ではない、 然し 文舉 以上の ものであると 云った。 

一 例を擧 ゆると、 11 

： Tlie  post  is  just  come  from  London,  and  just  ^oing  out,  so  I liave  only  time  to  pray  t:o 

God  to  bless  Isor  little  MD,  ^d.  MD,  MD,  IvID,  ;MD,  MD,  MD. 二 

(今 倫敦 から 郵便物が 着いた、 愚圖々 々して ゐ ると 出て 行って 仕舞 ふ。 た 、"親愛なる 小 MD の 幸福 を 

神に 祈る。 I 早々 撊箪。 )  ， 1 

是はチ ェ スタ— と 云 ふ 所から、 郵便物 發 着の 時間 を 利用して、 ョ I ンソ ンに 送った 手紙の 一句で ある。 

句 中に MD と あるの はスヰ フトの 所謂 小 1K 詰 (a  little  language) で、 M はス テラの 事、 D はス テラと 同居 

して ゐる. 、チン グレ ー (Dingley) の 事で ある。 他の 手紙 は 殆ど 俭敦發 の もの 計りで ある。 倍 スヰフ トが偷 

敦に滯 在して ゐる 間に 叉 一 人の 女と 親しくな つた。 此 女が 前に 一 寸擧 けた ゲ ナム リで 文擧， 史上 で は 、、ヮ ネ ッ 

^  (Vanessa) として 知られて ゐる。 ，ス ヰ フトは 此時旣 に 上流 社會に 出入して 居った。 彼は才 氣縱潢 機智 
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4^ や^かす に 足 乙 好 = 子であった。 お 時の 淑女 才緩 はせ 爭 つて 被が 握手 を 求めた。 ゲ ナム リ嫂 もせ、 一. 人で 

あ 乙。 この女は^ょりゃヰフ トと.^^ テ ラ との^に 深い 關 係が あらう と は 夢にも 知らな かつ だ。 スヰ フトに 

接し 飞ゐ ろう。 に、 ：！： 時 S 問に か 其 班 i に 成り た い と！： ム ふ 考を 起し て 、 其考が ほし 切れぬ 程 切なくな つ た。 

とうく： .^ 植 に，：： 分の 愛 を 男に 打明けた。 其 時 スヰフ トは斯 く 迄，、 ワネ ッサの 心 を 動かす に 至らし めた 彼 

の不：^^！；^を後饰したけれども及ばなぃ。 窗 の 所 は 彼 も 大分 こ S 女に 心 を？ した ものと：： えて、 『ス テラへの 

日 iit3 の 中の 或 倚^ は 火 分 調子が 途 つて 居る。  . 

彼が 愛賊. H へ^る と fst^ に.、 ヮ ナム リも亦 跡 を 慕って ダブリン へ來 た。 スヰ フトは 今更の やうに 1 一人の 名 

を つて 手ん，」 切らう としたけれ ども、 然 うすれば 女の 狭い 了簡から 何ん な 事 を 仕出かさない とも 限らな 

い と 云って 此方 を滿 足させれば. f^.^ の虚 分の 附け 様が 無い。 仕方がない から スヰ フトは ス^と 結婚 

山^ 式 だけ を舉 けて、 然も 之 を祕密 にして 置いた。 これが 一 七 一 六 年の ことで あるつ 此 結婚 後 彼 は 非 に 

tl^m "虹に^つ て、 しかも そ はく 落卷 かない 子で あつたと 云 ふ 評判が ある。 或 人が ダブリン S 大^正 を 

ねた-. r 人，； S ひに ス. *5 トが ズ おい 顔 をして けす に 出て 行った。 で， 其 人が 大 ®M の 前へ 出る 

ゃ；ん-ん 、火^ 正 は 沢な 流して、 「今 出て 行った 男 は 世界中で 一 ばん 不宰な 男で ある、 然し 其 は 云へ ない」 

と 云 はれた 相で あろ。 此 t すから 彼 は^ 烈な _3 痛に 悩まされて.、 それが 原 S で浙. ^身 IS を 壊して 仕舞 ふやう 

に 成った。 又 一 方で は， ワネ ッサが 生殺しの^ 遇に 堪へ 切れな く 成って、 遂に手紙を-^^に送って彼女と 

ス ヰフト S  ^係を^^接 に 確め た。 ，_^^ はス ヰフト の 匙で あろ $ ？,^  に對 して 公 首す ると 同 ゆに、 

ス ヰフト のむ 一 0 の餘 り、 ヅ ネッサ から 送られた 手紙 を ：|=4；^ ス ヰフト に 1! 送した。 すろ とスヰ フトは 

例 山 肝. 瓶ん-起した。 す ぐ ST ヮ ネッサ の 許へ 駆け 附け て、 其 手紙 を 机の 上に 叩き 附け たま ， 、 一 首 も 云 はな 

いで 引き 1^, した。 ブネ ッサは 取 上け て 21- て、 ,:z 分が^^^に 送った 手紙が 男 S 手に 渡った 事 を渐く 知った „ 


この 女 は 其 後 二三 週間 經て 死んで 仕舞った。 自ら 死 を 招いた とも 云へ るし、 又，.^^^の爲に殺されたと 

も 云 へ る。 可哀相な 最期で ある。 ス テ ラ も 名義 上の 結婚 だけ で 我慢し なければ ならなかった のみなら す、 

それすら も 終に 公に する ことが 出來 ないで、 一 七 一 一七 年に 此世を 去った。 

七。 後に 彼が 公の 經歴に 就いて 一 言す る。 彼は當 時の 他の 文人の 如く 文攀 者で あると 同時に 政治家で 

あった。 彼が ボリ ン ブロ  — ク， (wolingbroke) や オック ス フォ ー ド 伯爵と 親密であった こと は 人の 知る 所 

である。 夫の 有名なる 『桶 物語』 (A  Tale  of  a  Tub) が 皇后 (Queen  Anne)  S 怒りに 觸れ て、 一 

生榮 達の 機會を 失った の は 人の 知る 所で ある。 而も 民 黨が權 勢 を 得て 以來と 云 ふ もの は、 益 昇進の 途を塞 

がれた ので ある。 そこで 彼 は 遂に 愛蘭 土の 愛國 者と して 英國 攻府 に反對 する 地位に 立った。 いろくの 場 

合に 樣々 な 反抗の 態度に 出た が、 それ は 必要で 無い から 略す る 事と する が、 一 口に 云へば、 當 時の 英國攻 

府が 愛蘭 土に 勝手次第な 攻令を 布いて 動ともすれば 壓制を 加へ ようとす る、 其 度 毎に スヰ フトは 起って 之 

に反對 したので ある。 その 最も 顯 著な 例 は 前に 御 話しした、 『ドレ ー ビアの 消息』 を 草した 時で ある。 此消 

息 は 人民の 上に 非常な 勢力 を 及 ほした もので、 凡ての商人は^^の鑄造にが^-る銅貨を 一 切 受取らない、 

中には この 鋼貨鑄 造の 件に は 一 切閼 係して 居らん と廣告 する 者 さへ 出来た 位で ある。 これ は 一 七 一 一三 年の 

ことで ある。 此 時から スヰフ トは 一躍して 國民的 英雄 (National  Hero) と 成った。 彼が 英國 から 歸 つた 

時な ど は 人 か 行列 をして 出迎 へる、 寺の 鍾を撞 くと 云 ふ 大騒ぎ を やった。 

で、 以上 擧 けた 彼の 生涯に 就いて 目 ほしい 諸點を 綜合して 考 へ て 見て、 是 等の 一身上の 經驗 からして 

『桶 物語』 だの 『ガリ 、プア 旅行記』 だのと 云 ふやうな 深刻な 諷刺が 出る であらう か、 この 樣な 境遇に 居る 

者 は 必然的に スヰ フトの 如き 深い 厭世 觀を 抱く 樣に 成る ので あらう か。 成る と 云へば 成る かも 知らん が、 

成らんでも 濟 むと 云 へ ば濟 むと も 云 へる。 (一) 彼 は 幼少から 他人の 世話に 成った、 大擧に 在 擧中は 罰則 
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に^れて ばかり 25 た。 この樣な^？^？-情は常人を厭世的に爲る原因とならん事もぁるまぃが、 又必 すし もなる 

と.. -晰首 しにくい。 如何 もさう 斷 1-B 出來る 程の 大事 件で も 無 ささう である。 (一 一) 彼の 自尊心と 剛情と 我 

と は、 失 败す乙 度に 不平 を^" お？ せる に 成った かも 知れん。 失敗して 世の中が C 分 S 思 ふ 通りに 成 

ら ねば 成らぬ ST 不； 卞を 起す 機 <w を 形作る かも 知れん。 倂し 彼の 失敗 は 彼の 作物に 顯 はれた る 厭世 觀を正 

と，？ i め る i« に^しい もので はない。 (三) 彼 は 比-;^ 的 潔 .S な 男で ある、 正しき 人で ある、 .0 分の 利害 

を 離れて <£ に 公 W を 抱いて た 人で ある。 斯樣な 人が 政治 界 などの 內藉を 見たら ば 不愉快 を感 する ことが 

多い に 相 逆ない、 ：：： 化；^ 間す る に 就いて 氣に喰 はぬ ことが 多い に相逮 ない。 一歩 進めば、 浮世の 人間 

とい ふ ものに 愛お-ぶ」 ャ おかす かも 知れない。 (四) 彼の 頓才， 彼の 反語 は 天性で ある。 從 つて 『ガリ ゾァ旅 

のゃぅな諷喩的3|^き方は， たと へ 彼が 厭^的の 倾. M を I： ル びた 人物で 無かった としても、 其 天性に 

適うた 表現と 云 ふべき であらう。 (五) 彼の 病氣 は^ょり 何で あるか 分らない が、 この 病氣が 彼の 人 牛： 觀 

に 火^^ を 及 ほし たと 云 ふ 事 は、 何人も 疑 ふこと が 出來ん ので ある。 (六) 彼と 二人の 女と の關 係は必 

すし も 彼な^ 世 家に しなければ ならぬ と 云 ふ ほどの 出來 事で は 無い。 世 S 中には 隨分 こんな 關保を 有する 

人が ある、 然も 划合 に平氣 でお る。 然し 或 人に 取って は、 矢張り 心^の 上に 陰^な 結果 を殘 しさうな 出來 

* と-: ム つても 可い。 (七) 彼は公人として決して沈：^憾！：の極を！^^くした人では無ぃ。 それ どころ か 一介 

のま：： iH を 以て、 に. El しの 力：！ 2!! のみ を：^ りと して 聖 パトリック 寺の 副 監督 牧師にまで 成り上がった。 副監 

^3 牧師 以上に れ ない S が殘念 かも 知れぬ が、 それが ぺ おに 世の中が 厭に 成る 程 人から 殘 酷に も取极 はれて 

は：： is らん、 ！：^ もされて おらん。 否. G 分の 味方た る 王"； 1? は 云 ふまで もな く、  方 S 民 (：H も 彼 を つて 居た。 

もな く g:- もな く 名 もな く？ a も 知らぬ 匹夫匹婦から 輕 蔑され たらい ざ 知らす、 彼 は 木^に 在って 愛國 家と 

して ©民 的 英雄と して 民泶 の崇拜 を けて 居た 位の ものである。 若し 公人と しての 彼の 經歴に 於て 彼の 1^ 


世觀を 深刻 に す ベ き 或 物が あ つたと すれば、 人類 全體 の 腐敗と 不正 不義と に關す る 公憤で あらう と 思 ふ 。 

偖是 等の 諸 點を考 へ 合 はせ て、 彼の 默世觀 を解釋 して 見る と、 彼の 厭世 觀は 満更 不思議と も 思へ ない 位 

に は 云へ る だら う。 彼の 一身上の 經驗- か 必然 この 厭世 觀を 生じた とは诀 して 云 はない。 然し 此 所に 與 へら 

れ たる 極めて 辛辣な、 極めて 厭世的な 文學が ある。 この 與 へられた る 文學の 由って 來 つた 原因 を 索ね て、 

其 著者の 一身上 G 經驗を 研究した 時に、 少々 でも 之 を 生す るに 足る と 認めら る、 事情が 有るならば、 是等 

の 事情 も 其 原因の 一部 を 構成して 居る かも 知れぬ 位に は 受取って 然るべき である。 或 人 は 最愛の 妻 を 失つ 

て 厭世的に なった。 又 或 人 は 同様の 場合に 遭遇しても 別段 心意の 上に 異常な 結果 を 生じない。 して 兄る と 

愛の 妻 を 失 ふと 云 ふ 事 實が必 すし も 厭世的 傾向 を 生す ると は 云へ ない。 11 f  J れは云 ふ 迄 も 無い けれど 

も、 話 を 逆にして 兹に 厭世的の 人が あると する。 しかも 其 人が 愛人 を 失った と 云 ふ 過去の 歴史 を 有するな 

らば、 この l^a^v か 其 厭世の 全部 若しくは 一部の 原因に 成って 居る かも 知れぬ と 云 ふこと だけ は、 ^かに 言 

ひ 得られる ので ある。 吾人 はス ヰフト の 厭世的 傾向 を 見 て 、 どうも 十八 世紀 一般の 思潮に 作な へる もので 

無い と 判定した。 旣に 時代思潮の 影響で 無い とすれば、 其 人の 人格 又は 一身上の 經驗 から 來 たもの だら う 

と 鑑定 を 下して 見た。 そこで 多少 其 一生 を 研究して 見たところが、 或は 是 等が 原因に なり はせ ぬかと 思 は 

れる やうな 五六 項の 事實を 得た ので ある。 勿論 確と 論斷の 出来る もの は 一 つも 無い が、 何れも 多少の 參考 

に はなる であらう。 其 中で 最も 有力 だと 思 はれる の は、 彼が 肉體 上に 病的で あつたと 云 ふ 一項で ある。 

诸 これ 迄の 講義で、 彼が 厭世的 傾向の 出 所 も先づ 一通り 研究して 見た 積り である。 其 結果が 積極的で も 

消極的で も 仕方がない。 鬼に 角扣應 W 手 續を盡 くした S だから、 是 より 其 厭世主義と は 栗して 柯 んな もの 

であらう、 又 其 所謂 諷刺なる もの は文學 的に 何の 位の 惯 値が ある もの だら う。 11 それ を 論 じて 見たい と 

EH。 
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スヰ フトの 刺 家と して 後^に 認め られ るの は、 第一 に 『ガリ， ヮァ 旅行記』 の爲 である。 下って は S 

物.？ i』 の坊 であろ。 彼の 諷刺の 特色 を 知る に は、 此ニ W を 取って 吟味して 見る のが 一番 好い。 然しながら 

1 寸^^して S く 事が ある。 人に 依る と 生涯の 中に 一 册かー 一冊 諷刺 的の 物ん # いた 丈で、 其 他の 作 

"i に は 丁 此方 面を顯 はして ない ことがある、 又顯 は？ ないでも 濟 むこと である。 だから、 今ス ヰフト 

の拗 八" でも、 前の 二 #H か 際立つ； し 有名な 所から、 或は 下の 樣な 誤解 を 生す るか も 知れぬ。 —— 成程 スヰフ 

H は 諷刺 的の 天ネ かも 知れない。 かれの 『ガリ ゲァ 旅行記』 や 『桶 物語』 を 請めば、 さう かと 首肯され ぬ 

でもない。 然し ^他の 作品の 上に 於ても、 矢張り 諷刺 家と して、 同樣の 態度で 笨を 執った とも 限るまい。 

彼 は 其. お 刺 的 S 卞な此 一 ー^^：：に殘りなく發挿して、 あと は 存外 眞 面目な 述作に 從 事した ので は あるまい か。 

11 かう^ 釋 して 让舞 ふと、 ス 4 フトの 諷刺 評惯が 大分 途 つて 來る。 成程 彼 s 甞ぃ たもの のうちに も、 稀 

に は 正面から や：々 と i: を 張って 出る のか ある。 然し 其 諷刺 は 決して 此ー ー^^にのみ現はれて居るのではなぃ„ 

諷刺 は 彼 S: 大性 とも 云 ふべき 傾向で、 苟も 彼 に 上る 人事 は 問題の 如何に 係らす 大抵 この 傾向 を帶 びて 

『愛 is 土に 於け る贫 iJJ^ の 兒女を 有 川なら しめんと する 卑見』 (A  Modest  I-roposal  for  Utilising  the 

Children  of  Poor  People  in  Ireland) 『ビカ アスク ッ フに關 する 寄 類』 (Tile  ： wickerstaAE ：  papers) 

『化婢 へ s^;:;: 想』 (Directions  to  servants) 等の如き^^れも諷刺的5作物でぁる。 

それで 斯う 云 ふ 事が 解る。 スヰフ トは世 S 中 を 兄ても、 人間 を见て も、 誰 を 2^ て も 彼 を 見ても、 皆！ 一?^ 刺 

的に し 仆舞ふ 人で あろ。 彼の 諷刺 は  一 S 的 S 態度でなくて、 彼の 一 生 を 貫いた、 牢 として 拔く ベから ざ 

る 牛 來の忡 である。 世3中には隨分物^;$.を滑^にも、 莊重 にも、 平靜 にも、 又 優； S< にも： る ことの 出來 

乙、 多方面 V, 趣味な 人が あろ。 これ は  一^に 满：； i なく 發 達した 人で ある。 又通常の人でも^^に依って笑ふ 

こと も ある、 ^ろ こと も ある， 4e て P り や 皮 S を 云 ふこと も ある。 これが 普通 S 人の 心的 狀 態，^ 推移で あ 


る。 然 ろに^, に 至って は、 何時でも 一 定不變 の 態度 を 以て 物 を 見て 居る。 何時でも 不満足と 云 ふ 消 

極 的の 態度 を 取って るて、 而も 其 表現 は必す 裏から 來る、 決して 正面から は 出掛けない。 彼は此 態度 以外 

に は 殆ど 出る ことが 出来なかった ので ある。 從 つて 此方 面 は 他人の 及ぶ 能 はざる 迄に 發 達して 居る。 盲人 

が 視覺の 無いた めに 觸覺が 著しく 發 達する やうに、 彼 は 他の 立脚地 を 知らない 爲に、 自分の 立って 居る 地 

盤 だけ は 一手 販寶 とも 云 ふべき 程に 進歩して 居る。 一言に して 云へば、 彼は此 種の 表現に 於て 天才で ある 

と 云 ふこと になる。 だ から 諷刺 的 態度 はス ヰフト 自身に 存す るので、 『ガリ、 プア 旅行記』 や 『桶 物語』 に存 

する ので は 無い。 余が 特に 一 一書 を 取って 其 諷刺 的 內容を 論じよう とする の は、 唯 例と して 論す るので ある。 

唯 之 をスヰ フトの 諷刺 的 態度の 標準に すると 云 ふ 迄で ある。 それで 『ガリ、 プア 旅行記』 と 『桶 物語』 との 

批評に 入る 前に、 一 應其 梗槪を 述べ る。 一 一書 を御讀 了の 諸君に は 御迷惑 だら うから、 此 講義に 必要な 程度 

の 極めて 簡單 な梗槪 にと めて 置く 積り である。 

『桶 物語』 (A  Tale  of  a  Tub)  _ の 梗槪。 これ は 前に 述べた 如く 一  七 〇四 年に 出版した ものであるが、 

實は それより すっと 前、 彼が ダブリン 市の トリ 二 ティ、 力 レツ ジ に 居た 間、 若しくは 一 六 九 一 一年 始めて 愛 

蘭 土み」 出て サ ー、 ヰリ ャム、 テム プルの 家に 寄寓した 頃に 出來 たもの だと 云 ふ 話で ある。 こんな 若い 時分、 

卽ち 世の中の 苦 瓶 をよ くも 味 ははす、 從 つて 人間に 愛想 を盡 かした とも 思 はれない 時分、 又ス テラ や、、 ワネ 

^の やうな 關 係が 生じない 前から して、 旣 にこん な 著述 もやって 居た ことから 推斷 して 見ても、 「彼の 諷 

刺 的 態度 は 天性で ある」 と 云 ふ、 今 話した 命題 を證 明す るに 足る と 思 ふ。 それから 色々 な 世の中の 經驗を 

|_ 曰めて、 益 この 態度が 固定した ものに なった 傾き は あるか も 知れぬ が、 是が 彼の 特色で ある、 持って 生れ 

た 性質で あると 云 ふこと は 明白の 樣に思 はれる。 

『桶 物語』 は 妙な 表題で あるが、 何故 こんな 名を附 けた かと 云 ふと、 彼 は 自序に 其 由 來を辯 じて 居る。 
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n く、 近 B^s はに 所謂 才人 (wits) なる ものが 賴々 出して、 宗敎ゃ 政治 S 缺點を 捜し 廻って 無喑 に.？ 

ばかりして 居ろ 樣 では 困ろ。 何う かして \ 一 を防遏 する 方法 は あるまい かと、 其 筋で は 色々 心配に なった。 

—— 其 先 は 1£ 文で 引 川す 乙。 

--TO  this  end,  at  a  grand  committee  some  days  ago,  this  important  discovery  was  made  一〕 y 

a  certain  curious  and  ITTmcd  ot>servcr:  tliat  seamen  liave  a  custorn,  when  they  meet  a  whale, 

to  fling  him  out  an  empty  tut>  by  way  of  amuseineiit,  to  divert  him  trom  laying;  violent  lianas 

Up5n  tiie  ship.  This  parable  was  immediately  mythologised;  the  whale  was  interpreted  to  .he 

Hobbes-  Leviathan.  メ vhich  tosses  and  plays  with  all  schemes  of  religion  and  government - 

whereof  a  great  itiany  are  follow,  and  dry-  ylld  empty,  an,l  noisy,  ana  wooden,  and  given  t:o 

rotation:  tliis  is  the  leviathan,  from  whicli  the  terrible  wits  of  our  as.e  are  said  to  borrow 

their  weapons.  TTlle  ship  in  danger  is  easily  understood  to  t>e its  old  antitype-  the  common- 

ン vealth.  wut  liow  to  analyse  the  tub,  was  a  matter  of  difficulty;  when,  after  lonjj  inquiry 

and  debate,  tlie  literal  meanins  .was  jjreserved;  and  it  was  decreed,  tliat  in  order  to  t^revenl: 

these  levlatlians  from  tossing  and  sporting  wittl  the  commonwr.altll,  whlctl  of  itself  is  too  apt; 

fluctuate-  ttiey  stsuld  t>e  diverted  from  tlmt  game  by  a 1 に ile  of  p  Tul>.  And,  my  wemus 

t-eing  conceiv ひ ol to  he  not  untlar-plly  that  way,  I  had  ttie  lionour  d_5e  rne  to Idc  engaged  in 

tti ひ JJeTtondance.--  I  The  Aidhor ノ  rrejace. 

(此 iil^:^:^ 付 s^h で、 或 物好きで 細微な 観：：^ ュ 尿が、 此= 的 に^じて 次 S 様な 大發兌 を やった。 

船乘 りが に 出合 ふと 轄投の K れを免 わ- 0 はに、 空 S 桶 を 玩具と して； Si に投 けて やる 習 恨が ある。 と 云 


ふので、 この 比喩 を 直ちに 紳話 にして 仕舞った。 先づ鯨 をホッ ブスの 『大 鯨』 と解釋 する。 此 『大 鯨』 

ッ ブスの 著書の 名) は 宗敎、 政治 一 一門の 施設 を捉へ て、 自. B 自在に 翻弄す る。 尤も 其 施設 中には、 

空^で、 枯れ 朽ちて、 實が なくなって、 騷々 しくって、 馬鹿 氣てゐ て、 動と もす ると ぐらつきた がるの 

が 多い。 此 『大 鯨』 こそ 恐るべき 現代の ネ人 どもの 武器 を 借り 來る 源で ある。 それから 危險の 心配の あ 

る 船 は 昔の 型通り 國民 である。 た V 桶に 至って は 何と 解いて 可い やら 分らん。 それに 就いては、 長い間 

研究 もした し、 議論 もした が、 要するに 桶 は 桶と して 置かう と 云 ふ 事に 極まった。 それから、 是 等の 小 

鯨 共が、 た でさへ 搖 きたがる 國民 をお もちやに したり、 翻弄した りする 憂の ない 樣に、 『桶 物語』 を あ 

てが つて、 氣を 紛らさう と 云 ふ 事に なった。 幸 ひ 自分 はこん な 事に かける と 器用 だと 云 ふ 所から、 遂に 

其 御 役目 を 仰せ付けられる 榮譽を 荷な ふに 至った。) 

これが 表向此 物語 を 書いた 主意に なって ゐる。 偖 其 話の 筋 はとい ふに、 先づ 斯うで ある。 或 人に 三人の 

枠が あった。 其 人が 死ぬ 間際に 此 三人の 息子 を 呼んで、 自分に は 財産が 無い から 讓 つて やる 物 は 何も 無い。 

唯 こ、 に 新しい 上衣が ある。 こ S 上衣 は 旨く 使 ひさへ すれば、 何時 迄 も 擦り切れ ると 云 ふ 憂がない、 又 御 

前 達が 生長す るに 從 つて 着物 も 生長す る 至極 重寶な もの だから、 之 を 遣らう と 云 ふ。 それから 三人が 上衣 

を 受取って、 各 町へ 出て、 いろくな 事業に 取り掛かる。 兄の ビ 1 タァ (peter) は 長老 ピ— タァ とか，^ 

^^卿と か稱 して 大に 威張る。 其 上、 樣々 な 嘘を吐く。 遂に は 一 一人の 弟 を 追 ひ 出す。 追 ひ 出された 兄弟 

は 父の 遺 首 通りに 上衣の 改革 (Reform) を 遣らう と 決心す る。 一人 は マ ー チン (Martin) と號 し、 一人 

は ジャック (Jack) と名乘 る。 I マ —チン が 注意 し て 上衣 を 修復 (改革) する に 引 易へ て、 ジャック は滅茶 

滅 茶に 引裂いて 仕舞 ふ。 何う しても 氣 風の 合 はぬ 所から 提携 を 止めて 別々 に 成る。 ジャックと ピ ー タァと 

は大 喧嘩 を 遣る。 マ ー チン は 北の方で 成功す る。 ビ ー タァは マ ー チン の爲に 自己の 收入を 奪 はれた と 云つ 
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て に愤 乙。 収 後に マ ー チ ン が 外^人 を 呼び込んで、 元 S 地主 を 追 ひ 出す， - 新たに 地主と 成った 外國人 

は マ I チン S 權 利な 元の 如く 囘復 してやる と 同時に ジ ゃッ， ^を も驅逐 しなかった。 ジャック は 北方で 誰 

らす： S を 利かして おる. - 

唯；： y だけで あ，^。 これ 丈で は 一 向 詰らん、 何 處に文 舉的惯 値が あろの か 又全體 何の 意味で あるか， 一 向 

wiig ん -s^ ん。 で、 舴釋 家の 說に從 ふと 是は 諷喩で ある。 父-か 與 へたと 云 ふ 上衣 は 基督 敎の 信仰と 敎理 との 

衣服で、 又 神 S 宗祖の 智楚 で、 凡ての 時、 凡ての 場所と 場合と に當て 嵌まる もの を 表 はした の だと 云 ふ。 

三人の 兄？ 中で ビ— タァと 云 ふの は 天. 敎 (popety) のこと- マ I チン は英 國敎會 (church  of  EJng- 

land)  S ことで ある。 それから ジャック は 非 國敎徒 (Protestant  Dissenters) を 意味して 居る。 すると 此 

『杣 物語』 なる もの は：：；^ い 諷^で ある。 卽ち 會の 歴史 を 個人の 歴史に 引 直した ものである。 偖 此處で 一 

の Si 論-か m る。 去年 S 講義 S 中に も 述べて 置いた ごとく 記惊 すろ が、 今 又 此機會 を 利 州して 参考の 爲に卑 

ふ. 陬 じょうと 思 ふ。 それ も 前の 所論 を； #び 繰り返す 必要 は 無い。 多少 n 係 は ある けれども、 別の 方面 か 

。出立して；：^ たいと ふ。 

0^  (allegory) なるもの は修||學^1^に云はせたら艱し ぃ定？；奴を下すかも知れんが、 鬼に 角、 或 物 を 他 

の 物で 比^的に 表 はす 方法で あろ。 又^=^物に就ぃて3出來亊の序列 (the  course  of  events) を 矢張り 比 

^的に 他 S 一  組の 出來 寧の 序列 (another  course  of  events) で 表 はす 方法で ある。 或は 方法の 一 種で あ 

ろと；： ムふ 方が 可い かも 知れん。 この 比喩的に 物 を 表現す ると 云 ふこと が 文^ 上颇る 大切な の は 云 ふ 迄 もな 

いが、 私 は先づ 、 J れを 大^ 三種に K 別す る、 J とが 出來 るかと ETio 

( 一 ) は E- を 乙で 表^す ろ 時に 感じが 好くなる もの、 言ひ換 ふれば と 云 ふ も S が 乙の 辭で表 はされ た 

る 時に、 吾人が^1^仍上から£.を|^鮮することの出來るもの0 例へば 美人 S 悄然と して 居る 容子を 花 S 调 


ん だのに 比する の は、 兩 者の 間に 感情の 類似が あるからで、 片方 を 片方で 感情の 上から 理觯 する 便りに 

なる。 極端の 例 を 云 ふと 色 を 以て 聲を 形容す る樣な もので、 感情 以外に 兩 者の 間に ー點の 似た 所 も 無い。 

(二) は 成-指よりも 智力に 訴 ふる 比較。 例へ ぱ 人間 は 蒸 汽機關 の 如しと 云 ふ樣な ものである。 別段 それに 

俘な ふ 感じの 似た 所 は 無い。 然 らば 何故に 此兩者 を 比較す る 力と 聞いた 時、 兩 つながら 火 を 焚かなければ 

活動 しないと 云 はれて 成程と 頷く。 成程と 頷く の は 感じが 似て 居る と 云 ふよりも、 智 的に 兩 者の 似た 所 を 

發 見した からで ある。 (三) は專擅 的な 比較で、 智的 にも 情 的に も 似た 所 は 無い けれども、 た 5. これ を此 

代りにす るから 左樣 思へ と 云 ふに 過ぎん ので ある。 例へば 人間 を 以て 「時」 を 表 はしたり、 日本と 云ふ國 

を 女で 示す 樣な もので、 恰も 代數で a が 卜の 代りにな り、 b がー 一十の 代りにな るのと 同じ 事で ある 。是は 

罩 なる 約束であって、 兩 者の 間に 別段 感じの 似た 所 も 無ければ、 又 理由 も 認められない、 唯 勝手に 極めた 

ものである。 

今 天主 敎をビ ー タァと 云 ふ 個人で 表 はし、 英國 敎會を マ ー チン.. で 表 はし、 其 他 非 國敎徒 を ジャックで 表 

はすの は、 以上の 三者の 中 何れに 屬す るかと 云 ふに、 勿論 專擅 的な 比較に 屬 する ものと 云 はなければ なら 

ぬ。 尤も ビ ー タァと 云へば 聖ビ ー タァ (St.  peter) と 同名で あり、 叫リ^^^はル1テ ル (Luthery^ 

はジ ヨン、 力 ル. 丼 ン (John  Calvin) の 名に 相違ない が、 其 以外に は 知的に も 情 的に も 原物 を 想 ひ 出 

す 手引になる もの は 無い。 是 だけで はた 5f 斯う 云 ふ 風に 極めた と傳 へる のみで、 成程 道理 だと 合點 せらる 

る點は 無い ので ある。 次に 親父が 此 三人に 形見と して 新しい 上衣 を與 へる が、 この 爺 は 何だか 分らない。 

又 この 上衣 は 用 ひ樣で 何日 迄 も 新しい ばかりで 無く、 自分の 脊 丈が 延びる に從 つて 着物の 丈 も 次第に 延び 

て來 るんだ と 云 ふが、 この 上衣が 何者か 分らない。 此 親父が 神の 宗祖で、 此 上衣が 基督 敎の 敎理と 信仰に 

當 たると 云 ふこと は、 情の 上から は 勿論の こと、 智に訴 へても 分る 箸 はない。 全く 專擅 的な 比較 だと 云 は 
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ねばならぬ。 

25 この 專擅 的な 三つの 比 校 を 理解す ろ爲に は、 始めから 說明を 求める か、 左 もなければ 其 話 を 一 應通讚 

して 考 へた 上に 判斷す 乙より 外に 仕方が無い。 スヰ フトは 自ら 說明を 加 へ て 居らん が、 後世の 註釋 家が 考 

へた 上で 說 W をして 吳れ 乙から、 ； fi" 人 は 『柚 物語』 を 読む 時に 先づこ S 說明 を聽 いて、 此三^！？：は何を表は 

して店乙^!<;か、 §^5承知してからか ゝ る。 然 うする とビ ー タァの 遣った 事 は 天主 敎の 仕業で あり、 マ ー チ 

y は英 の 糜^で あり * ジ ャ ックは 非^ 敎徒を 代表す ると 云 ふ - 】 とが 智 的に 了 薛 される。 智 的に 了^ 

？れ乙と云ふ^；-味は、 ビ ー タァ- か 威張る の を； 3- て、 羅 馬 法王の 專橫 と解釋 する。 ジャックが 衣服 を 引き 

くの ふ-化て、 ？.： S 敎徒 S 様な 凡ての！^ 飾 を 取 去る ことに 想 ひ 到る。 つまり 此 三者の 遣る 事から して 敎會 の歴 

^=^に於け乙拉行線的2出來^?^ケ考へ出すのでぁる。 それ だから 『柚 物語』 の諷喻 なる もの は、 文舉 的に 惯 

俯 を 判断す る ことに 成る と、 ^的惯 値 ある S みで 一!;^ 的の 價値は 無い と 云うても 差 支ない。 次に は 智的憤 値 

が あ 乙と しても、 此 諷喩 を Bt^^ する ために は、 ；； 1" 人は豫 め敎會 S 歴史 を 知らねば ならぬ。 歴史 を 読む 位な 

;^^=のぁる者は ー通り^^5麼5:?辨へなければなるまぃけれども、 然しながら 人 問と して 必然 知らな け 

れ ばなら ぬと 云 ふ 程の 知識で は 無い。 宗敎史 を 知らなくても 敎 育の ある 人で も あり 得る し、 又文舉 趣味 を 

有す 乙 人で.. T あり ほ 乙。 ところが 此宗敎 上の 知識が 無い と、 この 害の 諷^ は 殆ど 無意味で、 智的 にも：！： 

を 云って 居る の か 殆ど 解し 難 いものに 成る。 從 つて 之 を 翫赏し 得 る設者 は、 多くの 人間の 中で 宗敎史 を 知 

ろ^、 若しくは之に^:.^-を有すろ^|^と云ふ條件がっ ぃて來乙。 からして 此書 S 訴ふ る諝 者の 範国は 自ら 限 

f ，れ なければ ならぬ。 

縱 しゃ {ホ 敎史 ふ-知る^と 雖も、 スヰ フトの 企 せ る やうに 薛釋 が出來 る か 如何 か 疑 はし い。 と 云 ふ もの 

は 此處に 一 つ ^出來 事の 序列が あって、 それに 拉行 する 序列ん」 求めよう とする 時 は、 事 莨の 上に 於て 又は 


想像の 上に 於て、 其 序列 は 幾 組 も出來 るので ある。 例へば 今擧 けた 親讓 りの 上衣で も、 必す しも 基督 敎の 

敎理 及び 信仰に 取れる と は 限らない。 眞理を 表 はす もの と 觯釋し て も 宜しい、 又 は 最高 善 を 表 はす ものと 

觯釋 する こと も出來 よう。 或は 吾人の 精神と か靈 魂と か 云 ふやうな もの を 表 はすと 見做しても 差 支ない。 

して： ると 此ー 篇の 物語 を 敎會の 歴史の 諷喩と 解釋す るの は絕對 的に 必要と 云 ふわけ で 無くな つ て來 る。 

然 うなる と此 書の 諷喩 は 諷喩と して 價値を 失って 仕舞 ふ。 少なく 共ス ヰフト の企圖 した 樣な價 値が 無くな 

つて 仕舞 ふ。   

最後に 最 重要な 事柄が ある。 この 諷喻は イソ ップの 寓話の 樣に、 噓は 吐く もので ない とか、 無暗に 愁張 

つて はならぬ とか 云 ふ、 抽象的の 眞理を 比 #5 的に 表 はした ものと は大に 趣が 違 ふ。 何故かと 云 ふに、 敎會 

の 歴史 は旣 に事實 として 發展 した ものである。 如何な ス ヰフト でも 旣に與 へられた る 事實を 如何と もす る 

事 は出來 ない。 從っ てこの 諷瑜 たる や、 或 事實、 曲ぐべからざる 事實を 比喩的に 表 はさう とする ので ある。 

從 つて 又 比瑜其 もの を 事實に 密接に 引き 着けて 行く 必要が 生す る。 それで 事 實に竝 行す る 比喩 は 作者の 自 

由に は 成らないで、 却て 事實の 爲に大 束縛 を 受けねば ならぬ。 だからして 又 諷瑜の 或 部分 は文學 的で 無い 

から 少し 易へ ようと 思っても、 自分の 自由に 事 實を揑 造して 勝手な 事 を 書き込む 譯に 行かない。 假令 文學 

的で ない と 思っても 其 處は已 む を 得ん、 先 づ敎會 の 歴史に 斯う あるの だから、 諷喩の 方で も枉 けて 其 通り 

に 行かなくて はならん ので ある。 そこで ス ヰフト は此 困難 を那樣 に 切り 拔け たらう かと 云 ふ 問題が 起る。 

猪此 問題 を 胸裡に 置いて 『柚 物語』 を 批評 的に 讀んで 行く と、 苦心の 痕 がー 々明らかに 指摘 せられる。 

他人 は 何う 感す るか 知らん。 殊に 西洋人 は 今迄 褒める だけで 惡ロを 云った 者 は 無い やうで ある けれども、 

余の 見る 所では 此作 は實際 この 不利益の 下に 立って 大に 苦しんで 居る としか 見えん ので ある。 其 例 證は幾 

ら でも あるが、 試みに 一 つ だけ 擧 けて 見よう。 第 六 章に ビ ー タァが 親から 讓り 受けた 衣服 を 自分の 嗜好 通 
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りに ij! 化した こと を敍 して、 こんな 風に いて ある。 

*-1  ought;  in  metliod  t;o liave  informed  tilie  reader,  about;  fifty  p>ages  agfo,  of  a  fancy  lord 

Peter  took,  and  infused  into  liis  t-rotllers,  to  wear  on  their  coats  ^^p^o^o^  trimmings  came  up 

in  fasliion,  never  paillitig  off  any  as  tliey  wenl;  out;  of  ttie  mode,  t-ul;  Iceepmg  on  all  l;oget;her; 

wliicli  amounted  in  time  to  a  medley  the  most  antic  you  can  J-osslbly  conceive;  and  tliis  t;o 

sucli a  degree,  tliat  unon  tlie  time  of  their  falling  out  there  was  liardly  a  thread  of  tlie  original 

coal;  to  .he  seen:  tmt  yn  intlnit ひ cluantity  of  lace,  and  rit-t-ons,  and  fringe,  and  enibroidety, 

and  points;  I  mean  only  those  tagged  witli  silver,  tor  the  rest  rell  OAE.:— ひ ec.  vi. 

(予は 順序から 云 へ ば： A 卜 頁 許り 前の 所で、 次の やうな 事を讀 者に 報告すべき であった。 それ は 外で 

も 無い、 ビ I タァ 卿の^ ひ附き で、 弟 どもに も 云 ひ 含めた 事で あるが、 何でも 流行の 装飾 は 悉く 上衣の 

上 に^ける。 -rs も 一 m おけた 以上 は縱令 流行が 廢 らうが 诀 して 取り去る 樣な事 はしない、 何日まで も 皆 

1 絡に ごたく と^けて！ W ようと 云 ふ 事であった。 月日の 經 つに 伴れ て、 これが 積もって 殆ど 想像に も 

餘ろ 位な 雜然 異樣の 身形に なった。 三人の 兄弟が 喧 嘩 をして 別れる 頃 は、 一面に 無數の 泣緣ゃ Si 紐 や、 

^た 3 絲^ だの 乃至 レ I ス だので 蔽 はれて、 元の 上衣の 地は絲 一筋 も 兒られ ない 位であった。 尤も 其 時 

分まで 殘っ ； しおた^ 飾 は 3a 銀の.^ 具で 留められた ものば かりで、 他 は それ迄に 剝 落し 去った ので ある。) 

之 を. S ん J で 無い ものと して、 に それだけ を 味 はって a ると 何等の 感興.^ 湧かない。 ヒュ ー モアに も ヰ 

ット にもなら ない。 全く 不合理 不自然な 所作と して 眼に 映す る 丈で ある、) た  >  これが 羅馬 敎會で 妄りに 俄 

典 を 喧しく 云 ふこと や、 乂は敎會に金.5|^^5る樣な敎瑰ばかりを保存するに努めたことなどを比^的に述 

ベた もの だな と t: 解し^ た^に、 始めて多少^典味を？^^じ得るのでぁる。 これ とても 唯智 的に 其 鹿へ 到着 


する ので あるから して、 其 興味た る や、 僅に 謎 を g  く 解いた 時 位の 快樂 しか 無い ので ある 0 犟に それ- ヒ.^ 

の快樂 では 餘 りに 低く 且は 淡き に 過ぎる。 文學 的と は 云 はれる かも 知れぬ が、 甚だ 稀薄な 心細い 興味で あ 

る。 元々 諷喻が 本義で あるから 比喩が 旨く 原物に 當て はまる 樣に 出來て 居る こと は 必要 條件 かも.^, - ぬが、 

比喩 そのものが 原物から 獨立 して 罩獨に 味 ははれ る 時です らも 文擧 的に 感興 を 催し 得るならば、 夫 丈の 成 

功に 違 ひない。 私 S 文事 的で あれと 云 ふの は 一又 は 他の 意味、 卽ち 極めて 廣ぃ範 固の どこか 一角に 觸れ て、 

面白く あれと 云 ふこと である。 今の 續 きを も 少し 請んで 兄弟の 上衣 を 繕 ふ 所 を 見る と此點 が明暸 になる。 

j?tiey  both  unamniously  entered  upon  this  great  work,  looking:  sometimes  on  their  coats, 

and  sometimes  on  the  will. ； Martin  laid  the  first  hand;  at  one  twitcti び roug.llt  oAE  a large 

handful  of  points;  and,  witli a  second  Irnll,  stripped  away  ten  dozen  yards  of  fringe, 

wlien li ひ Had  gone  tlius  far,  lie  demurred  a  wliil ひ：  Tlien  lie  fell  alxnit  tlie  emljl-oidered 

Indian  Sgures  OM  men,  women,  and  children;  against  whicli  as  ycni  liav ひ lieard  in  its  due 

place,  their  father-s  testament  was  extremely  exact  and  severe:  these,  with  much  dexterity 

and  application,  were,  after  a  while,  cjuite  eradicated  or  ^^^^re^.^^  defaced. :  I  Sec.  vi. 

(二人の 弟 は 力 を 協せ て、 時には 自分 達の 上衣 を 眺め、 又 時には 父の 遺言 を 繰り返しながら、 この 大 

事業 (上衣の 修復 I 宗敎 改革) に從 事した。 最初 手 を 下した もの は 7^:^ である、 第 一 に は 先づ掌 

に餘る 程^ レ— スを 取り去った。 次に は 絹 縫の 綠を百 ニト碼 ばかり ひ 仏 がした。 こ、 まで 遣附 けた 時に 

彼 は 暫く 躊躇した 云々。 それから 彼 は 男、 女、 小兒 など を畫 にした 印度 風の 繍模樣 に 手み-着けた。 〔聖 

f 崇拜 _s 廢棄を 指す。〕 これ は 前に も 述べた 如く 父の 遺言 中に 事細かに 嚴禁 された 模樣 である。 IT:::^ 

ンはー 生 懸命に なって、 とうく 手際よ くこれ 等の 装飾 を 削り取る か 又は 消し 去って 仕舞った。)， 
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此 U§ を：！ 1- て も、 宗；^改^^1.と云ふ^£0{に^现ゃりに；；1;き附けて、 比喩 を 作った 痕迹は 歴然たる もので あ 

-00  〈示 敎改 ^を說 明す ろ は S 比喩と して は 成功して 居る かも 知れない が、 比喩の み を 單獨に 評し 去る と、 

少しも 而.； ：！ くない。 土^^ボ活動して居らん。 それなら 何う 書いたら 可い か、 單獨に 兒ても IS 白い、 あなたの 

所 文 5:>- 的に 15 値の あろ 比^と は どんな もの かと 云 ふ 1^ 問が 出る かも 知れない。 同じく 『桶 物語』 の 一節 

ん. - 引 川 す れ ば 此 iili;  il に 應 」>  る js^l. が 出 來 よ う と E-5 ふ 0 

D31ng  one  aay  at  an  aldcrman-s  in  the  city,  p-etcr  observed  Wm  expatiating.,  after  tlie 

manner  of  Iiis  t-rctllren,  in  tlic  praises  of  liis  sirloin  of  beef.  -  Beef,-  said  tlie  sajre  Inagistratc- 

is  the  kmg  of  meat; げ eef  comp-rcllcnds  m  it  tlie  quintessence  of  partridge,  and  auail,  and 

\-enison,  and  plieosant,  and  F>lum-p-udcsin^,  and  custard.-  When  P*eter  came  liome  tie  would 

needs  take  the  fancy  of  cooking  up  this  doctrine  into  use,  and  ap-ply  the  precept-  in  default 

of  a  sirlom,  to  liis  t>rown  loaf,  "wrcad,-  says  lie,  -dear  brothers,  is  ttie  staff  of  life;  in  which 

ザ read  is  contained,  hichtsiv ン tlie  quintessence  of げ eef,  mutton,  veal,  venison,  partridge,  plum- 

pudiJing  ana  custard;  and,  render  all  complete,  there  is  interminjjled  a  due  quantity  of 

water,  whose  cruelties  are  also  coptected  by  yeast  or げ arm,  through  whicli  means  it  t-ecomes 

a  wtioiesomc  fermented  liquor,  diffused  through  tlie  mass  of  the  bread.-  Up5n  tlie  strength  of 

these  conclusions,  next  _iay  at  dinner,  was  tlie  t>rown  loaf  served  up  in  all  tlie  fonnality  of  a 

city  feast.  -  0030.  IJrotllcrs,-  said  Peter,  -fall  to,  rsd  -Sparc  not;  licrc  is  excellent  trood 

mutton;  or  liold,  now  my  liand  is  in,  I  will  Jiclp>  you.-  At  wliidi  word,  in  mudi  ceremony, 

.wltll  lork  and  knife  lie  carves  out  two  good  slices  of  a loaf-  and  p>l.esents  each  on  a  relate  <;o 


his  brothers  The  elder  of  the  two,  not  suddenly  entering  into  lord  Peter>s  conceit,  began 

with  very  civil  language  to  examine  the  mystery.  -My  lord,-  said  f  二  ！  I  gb.eat 

submission,  there  I  be 醫 e  mistake.-  -what,-  says  Peter,  -you  are  pleasant;  C2ne  then 

let  us  hear  I  I 1 head  is  so  big  with.-  -None  in  the  world,  3y lord;  but,  unless  I 

^3  very  much  deceived,  your  lordship  was  pleased  a  while  ago  to  let  fall a  word  about  mutton, 

and  I  i  be  I  to  see  it  with  all ヨ y  heart.-  <  Ho え I  peter-  appearing  5  great 

surprise  -I  do  not  comprehend  this  at  all」  Upon  which  the  younger  interposing  to  set  the 

business  aright,  .  My  lorcV  said  he,  -  3y  bsther  I  suppose  is  hungry-  and  longs  for  the  mutton 

your  lordship  has  promised  us  to  dinne に - pray,-  said  Peter,  -  take  me  all  with  you;  either 

you  are  both  3ad,  or  disposed  to  be  scrrier  than  I  approve  of;  if  you  there  do  not  like  ys^r 

piece  I 111  carve  you  another;  though  I  should  take  that  to  be  the  choice  bit  of  the  wholj 

shoulder/  -what  then,  3y lord,-  replied  the  I,  -it  seems  this  is  a  shoulder  of  tnutton  a に 

this  while  .  .  -  Pray,  sir,-  says  Peter,  -  eat  your  victuals,  and  leave  ot?  your  impertinence,  if  you 

please-  for  I  am  not  disposed  to  relish  it  at  present.-  But  the  other  could  not  iorbear, Ing 

over-provokecl  at  the  affected  seriousness  of  peter-s  countenance:  -By  GJ  my  lord,  said  he, 

-I  can  only  say,  that  to  3^  eyes,  and  ip  and  teeth,  and  nose,  it  seems  to  be  nothing 

ぼ a  cit  of  bread-  Upon  which  the  second 1 in  his  word:  - 1  never  saw  a  piece  of  mutton 

in  3y life  so  nearly  resembling  a  slice  from  p  twelvepenny  loaf.-  .  Loolc  ye,  gentlemen,  cries 

Peter,  in  p  rage;  -to  convince  you  what  a  couple  of  blind,  positive,  ignorant-  wll puppies 
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you  are-  I  will  use  but  this  plain  argument:  by  GJ  it  is  true,  good,  natural  mutton  as  any  in 

readenhall-market;  and  G—  confound  you  both  eternally  if  you  otTer  to  believe  otherwise  - 

Such  a  thundering  proof  as  this  left  no  farther  room  for  objection;  the  two  unbelievers  began 

to  gathei  ana  pocket  up  their  mistake  as  hastily  as  they  could,  -why-  tmly,-  said  the  first 

upon  more  mature  consideration し - Ay,-  says  the  other,  interrupting  him,  -  now  I  have  thought 

げ etter  on  the  thing,  your  lordship  seems  to  have  a  great  deal  of  reason.-  -very  well,-  said 

Peter;  here,  boy,  frn  me  a  beer-glass  of  claret;  here-s  to  you  both  with  all  my  heart  -  The 

two  brethren,  such  delighted  to  see  him  so  readily  appeased,  returned  their  most  humble 

thanks,  and  said  they  would  be  glad  to  pledge  his  lordship.  -  That  you  shal に said  peter-  .  T 

am  not  a  person  to  refuse  you  anything  that  is  reasonable;  wine,  moderately  taken,  is  a  cordial - 

hereisaglaasa-pieceforyou;  it  is  tae  natural  juice  from  the  grape,  none  of  your  did  vint- 

ner s  brewings.-  Having  spoke  thus,  he  presented  to  each  of  them  another  large  dry  crust,  bid- 

ding them  dnnk  it  ofp-  and  not  be  bashful,  for  it  would  do  them  no  hurt.:  —  sec.  i く. 

( -, -ヒ ー タ— は 市の 助役の 所で 御馳走に なった が、 此 助役 は 弟 共と 同じ やうに、 しきりに 牛の 肉 

を赏 ^した。 g 明なる 助役の 首に よると、 「牛 は 肉 中の 王で ある。 牛 は is、 鶴、 鹿、 维を 始めと して、 

フッ ダンク 及 ひ カス タ I ドの精 分 迄 米 心く 含んで るる。」 ^T^T^ は. 冢へ歸 つてから、 此 論法 を捏ュ 上.， 

T 腰， 力な. - 力ら 黑麵飽 にで も應 川し 一 しゃら うと 考へ 出した。 それで 弟 を 呼んで 圻ぅ 云った。 「@ 飽 

55の 木 だ。 麗 S なかには 翯-か あるば かりで はない。 牛、 羊、 使、 鹿、 I,  ク—、 ^ 

I ト oi^ 分力す つ 力". 瑙 入って るる。 のみなら す、 速 常な 水分 さへ あるから 完全 無缺な もの だ。 しかも 


K 水分 は 通例の 水つ ほい もので はない。 麴を うまく 混ぜて 隨酵 させて、 結構な 液體 にして、 それ を麵飽 

の 中に 一 而：^ 2 浸み 込まして ある。」 此 結論に 從 つて、 翌日の 午餐に は、 恰も 市の 正 饗 よろしくと 云 ふ 仰 

山 極まる 儀式 を ffl ひて、 黑麵飽 を 膳に 供した。 ビ— タ— は 云 ふ 0 「さあ 始める が 可い。 遠慮な しに どし 

く 遣って 吳れ。 中々 旨 さうな 羊肉-た。 いや 手が 塞がって ゐ るから 一 寸 待って くれ。 <r, ちきに 取って 遣 

る J」 斯う 云 ひながら 如何にも 勿體 振った 手 付で 肉 叉と 肉 刀と を 取り 上け たが、 やがて 麵飽を 大きく 二 

片 切り取って、 皿に 載せて 二人の 弟の 前へ 出した。 年長の 弟 は.^^,, ^の 思 はくが 急に 解せない ので、 

S るく 此 Ji. おに 探り を 入れた。 「殿 樣」 と 極めて 鄭重な 言葉 使 ひで T 私 は 何う も そこん 所に：！： か 間違 

ひが ある 樣に考 へます が」 「何 だって」 と。 ヒ，^ = ^が 云 ひ 出した。 「冗談 云つ ちゃ 不可ん。 然し 夫 程に 

云 ひたい 洒落なら 聞いても 可い。 どんな 面白い 話 かね」 「いえ 決して 洒落 どころではない- S で、 ！— i 莨 

は 先： g: ひます と- 何 か 羊肉 を どうと か 仰し やつ たかとも 存じます が、 なんなら 何う か、 それ を 一 つ 是非 

頂戴したい もので」 「へえ、 そり や」 , とビ ー タ ー は 吃驚した と 云 ふ 外見で、 「御前の 云 ふ 事 は：！： だか 薩張 

り 分らない ね。」 此時 年若の 弟 は 羊肉 事件の 始末 を 付けようと いふ 考で 口 を 巾 Z した。 「殿 樣、 この 兄 は 

察する 所 凱 じいので 御座ります。 貴方が 喰 はして やる と 仰し やった 羊が 早く 頂きたい ②で せう」 「どう 

も 解 せんな。 ちと 分る やうに 口 を 利く が 可い。 御前 達 は 少し 氣が 可笑しい やう だ。 でない としても、 餘 

りハ シャギ 過ぎる よ。 その 切り身が 氣に 入らなければ、 外のと 代へ て やらう。 そこの 所が 一番 旨 いんだ 

がな。」 すると 年上の 弟が 答 辯 をした。 「ちゃ、 是 がその 羊肉なん ですな」 「さあく 御上り」 と^ 

タ— が 云 ふ。 「冗談 は 可い 加诚 にして 貰 はう。 冗談 を 面白がつ てるら れ る時ぢ やない。」 然し 相手の 弟 

は 兄の いやに 取濟 まして 眞 面目 腐って るる 顔 付 を 見て、 我慢が 出來 なくなつ； u。 一寸 舌打ち をして T 私 

に は 眼で 見ても、 指で 觸 つても、 齒で 囀んでも、 鼻 で^いでも、 誰の 麵飽 の缺片 としか 思 はれません」 
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かけら 

と.：.：： ひ 切った。 すると 次の 弟 も 斯う 云った。 「私た 今お 一 こんな 十二 片の 麵飽の 缺片に 似た 羊肉 を 見た 事 

がない」 r 氣を 付けろ」 とビ ー タ I は fi; 赤に なって 奴 わ 鳴りつ けた。 「貴樣 等に 盲目の 癖に 剛情な、 分ら 

す 屋5,  W な 犬 だ。 知らなければ 云って 聞かせて やる e 是 はな、 本 常の、 正眞： 止銘 s、 特別 上等の 羊 

肉 だ。 ンホ ー ルへ K ひ 出しに 行った つて、 是 より 善い のが ある もの か。 羊肉で ない 杯と は 怪しから 

ん。 拔 め。」 か 5 逆 で 羊肉 だと 中： 張す る 以上 は、 もはや 反抗 S 餘 地がない。 二人の 不 s;5# は 早々 自 

分の 過誤 を ポッケ ット S 中へ 仕舞 ひ 込んで しまった。 「成程、 善く 考 へて ますと」 と 年上 S 弟が 云 ひ 

出した。 すると^い 方 も 途中で 兄 を 遮って、 「さう。 考へ 直して a ると、 如何にも 御尤も だ」 と 云った。 

「それでお し」 と.^, q 门が 答へ た。 「おい、 赤^^^：^酒を洋盃へ 一杯 注いで 吳れ。 おい 御； 1 等 S 爲に祝 

盃だに 兩人は 兄の 機嫌が 急に よくな づ たのん」 ：5S】 て大に 喜んで、 厚く 禮を 述べた。 さう して、 どうか 自 

分？！！ .，，^^s?sl に  一 *g 祝 ひたい も S- たと し 出した。 「(化しい。 飮 むが 好から う。 扣 常な 願 ひなら 何で 

き w けて やろ。 1^ ん を 過ごし さ へ しなければ 薬 だ。 さあ、 一杯 づ、。 にた や 木 常 S 沼た よ e 本 常の 

-佃 菊の 汁-た。 下ャ： ^な 洒： 杯で 痛へ たものと は譯 が逮 ふ」 と 云 ひながら、 二人の 弟に 又 大きな ぱ さくし 

た 麵 飽の片 を 一 つ 宛 IX れ た。 「さあ、 遠 なしに 飮む 一；" 可い、 に はならない 。」：) 

=y は 疑 ひ，.， ノ，、 く化體 おの 敎 It-  (Doctrine  of  Transubstantiation) を s 弄した る 諷喩て ある 、- 諷喩と し 

て も 巧妙なん^ であらう. か、 それと 離れて SSfIg に此 文れ ドを 評しても、 汁氣が ある。 ヒュ ！• モア. か あろ。 d 

^= ^が 助役の 說を お似て、 麵？^は何でんん-^んで居るものだと勝手に、 猛烈に 極めて 仕舞 ふ 所に 充分 滑稽 

山 趣味-か ある。 それから 二人 S 弟 を 無體に if 制する 所から、 弟が始めの間は抵抗した_か漸々無1^に服從す 

s^^^,  體に iH:;:^ か あろ， - ま.っ^=;、面目が^!然と顯はれ一し居るにちかぃ。 假令 諷喩と しなくて...， これ 丈 

で 充分； S 白い ので ある。 


猪 こ ゝに擧 けた 二つの 反對 した 例から して、 謳喩の 興味 はニ樣 だと 云 ふこと が觯 つた。 一は 地 S 文 自身 

が文學 的で 面白い こと、 一 は 地の文の 裏面に 潜む 本意と 表面に あら はれた 意味との 間に 拉行を 見出だす こ 

との 而白 味で ある。 然るに 後者 だけの 興味で は 一向 吾人に 満足 を與 へない。 夫から受ける興味£-颇る|^$；^ 

な ものである。 世の中に は 文章 を 褒める に 寓意が あると か 假托が あると か 云って、 それが 非常な 文學的 W 

技巧の やうに 心得て 居る 者が ある けれども、 それ は 云 ふ 迄 もな く 間違って 居る。 勿論 寓意 と か 假托と か の 

性質に も 依る の は當然 であるが、 今 述べて 居る 種類の 諷喩の 如き もの は、 單に 諷喩で ある。 比喩的に、 寓 

意と 表面の 意味と が 比例 を 保って 書き， ) なされて あると 云 ふ 丈で ある。 それ 丈で は 器械 的の 象徵 主義と 一 

般 である。 作者 自身で 吞み 込んで ゐれ ば濟む 事で ある。 

猶 一 步 進んで 論 すれば、 單に 諷喩で あるが 爲に惯 値 を 認められる ものと、 比喩と して は 殆ど- 慣値を 認め 

られ ない が、 文學 的に 見て 單獨に 價値を 有する ものとの 優劣 は 如何で あらう か。 これ も實 例に 就いて 比較 

して 見る のが 一番 早 分りで ある。 『桶 物語』 の 中の 三人の 兄弟が 親から 新しい 上衣 を 貰って、 始めて 邵會 

へ 出て 來た 時の 樣子 をス ヰフト はこん な 風に 書いて 居る。  - 

On  1±eir  fh.sl;  ap>p> ひ arance  our  1;hre ひ adventurers  met  witli a  very  .had  l.ecejjti こ n;  and  soon 

witll  gTcat  sagacity  guessing  out  tlie  reason,  tlaey  quickly  t>eg.an  to  improve  in  tlie  gdod  qualities 

of  the  1;own: け liey  writ,  and  rallied,  and  rhymed,  and  suu^,  and  said,  and  said  nollllinw;  1;lley 

dranlc-and  fouglit,  and  wliored,  and  slel〕t,  and  swore,  and  1;oolc  snufC;  they  w. ひ nl; new  ； plays 

on  the  firsl;  niglit,  daunted  tlie  cllocola^e-houses,  t>ea1; ？ watch,  lay  on  tnllks-  and  got  claps; 

flirty  .birked  IJackney-coa-cllmen,  ran  in  clrtt-l;  wltll  sliopke ひ 5srs,  and  lay  wltll  tlicir  wives ;  ttiey 

killed  bailiffs,  Idcked  fiddlers  down  stairs,  eat  at  L-ocket-s,  loitered  at  will-s;  tliey  talked 
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of  tlie  drawlrlJ;.-room,  and  nev2-  came  there;  dined  with  lords  tJiey  never  saw;  wliispcred  a 

duc.hess,  and  spoke  never  a  word;  exp5sed  tlie  scrawls  of  tlieir  laundress  for  IJillet-s-doux  of 

cjuality;  came  ever  just  from  court,  and  were  never  seen  in  it;  attended  the  levee  sub  divo;  ra.ot 

a list  of  peers  by  heart  in  one  company-  and  with  great  familiarity  retailed  them  in  another. 

At>ove  all,  tuey  constantly  attended  tlsse  committees  of  senators  wtio  are  silent  in  ttie  house- 

and loud  in  the  cottee-house,  wher ひ tliey  nightly  adjourn  to  cliew  tlie  CS3  of  politics-  and  are 

ひ ncompassed  wltll a  ring  or  disci で les-  wlio  lie  in  wait  to  catch  ul) tlicir  dro2)ing.s.  T?lie  tliree 

げ rotliers  liaa  acquired  forty  otiier  ciualincations  of  tne like  stamp-,  too  tedious  to  recount,  and  .hy 

consecluence  were  justly  reclsned  the  most  accomplislicd  persons  in  tlie  town;  t>ut  all  would 

not  sulHce,  and  tlie  ladies  aforesaid  continued  still  inliexit>le.:l  Sec.  ii. 

广 初めて 出て 来 た^は 三人 北 ハ隨分 酷い 待遇ん-受けた もので あつたが、 元 來怜悧 な 若者 どもの 事で ある 

から、 ^に その it 一. e を 3- て 取って、 早く も氣の 利いた 都會の 風俗に 倣って 身 透の 改良 を 計った。 文章 を 

^いた。 .小 山戯 た。 ^^^..作っ^。 耿 も^った。 燒 舌り もした。 默り もした。 酒 も飮ん だ。 決 翻 もした。 

ケ郎 IU.,, した。 寐た。 ん」 いた。 £ 力ぎ 草 を ゆいだ。 芝居が 開く と必す 初日に 行った。 チョコ レ I 

ト へ 人り r. なった。 番太 郎を挪 つた。 ^^？^まの上へ寐た，^ 淋病に 躍った。 辻 馬. sf の駁 者を瞞 した。 商人 

に ^金な へた。 其 女 一お とお 通した。 執達吏 を 殺した。 提琴 彈 きを 一 一階から 獄 落とした： 叫ケ  1?:, ト樓で 

似 を <K つた。 +ル 軒で ぶらくして ゐた。 一度 も 呼ばれた 事 S ない 5： へ 皮々 呼ばれて 行ったり、 まだ 逢 

った^ん；；^ネぃ，^^族と：^<51;:<^をしたり、 まだ 一 言も言葉を交はした^^-3なぃ公^夫人と耳打ちをしたり、 

洗 滞 M の を. E あろ 人の 酌 « と 申したり、 色々 な 魁 を やる。 ^^、外：！：特でも宮中から今歸った計りでぁ 


る。 嘗て 宮中に ゐ たためし がない。 謁見 は 仰せ付けられ るが、 どうもの でんの 謁見ら しい。 一 つの 會で 

貴族の 表を嗜 記して 置いて、 他の 會へ 出て さも 熟く 知って 居る やうに 之 を 切り 寶 りに 吹聽 する。 就中 彼 

等 は 夫 S 院 2 では 沈默を 守る 代りに 珈珠 店で 氣焰 を擧 ける 議員 等の 會 合に 絕 えす 出席した。 これ 等の 議 

員 は 毎夜 珈^ 店へ 集まって、 新しく もない 政治 上の 談話 を 吐いた り^んだ りして るる。 すると 陴笠連 

がそれ を 取り 卷 いて 其 糟^ を 舐めよう とする。 三人の 兄弟 は猶 この 外に も 四十 種ば かり、 一 々語る も瀨 

いから 止める が、 これに 類似の 資格 を 得て、 其 結果お のづ から 全都の 最も 才藝 ある 人士の 間に 數 へらる 

るに 至った。 然し これで も 未だ 充分で 無い と 見えて、 前に 述べた 三人の 淑女 達 は 一向 靡き さう にもし な 

い。) 

この 淑女の 名が 貪慾、 野心、 傲慢 (covetousness.  Ambition,  and  I)ride) の 三 名で あると 聞く と 急に 

與. か覺め るが、 三人の 兄弟が 都會 S ま 風に 感染して 行く 有樣は 別段 諷喩に は 成って 居ない。 彼等の 行爲は 

當 時の 一 „i 襟 (Beau) とも 云 ふべき 放埒 三昧な 遊冶郎の 寫生 であって、 御 管の 通り それ を 一 三 一 ト筒條 も竝べ 

てま I いて ある。 然し 其 一 筒條が 宗敎史 中のと くに 何 を 指して るる かと 云 ふと、 丸で 指して ゐな いので ある n 

だから 識喩 としての 此草句 は 全く 無意.^ である、 慎 値の 無い ものである。 然しながら 諷喩の 觀念を 胸中に 

置かす して、 &単獨 に 之を讀 めば、 請んだ 丈で 中々 面白い ので ある。 第一 寫寳 的で ある。 第一 一 こ W 多くの 筒 

條を E!3々S;K 々と竝 ベ 立てて あると，) ろ は、 一 寸 行列して 居る やう だけれ ども、 是 だけ 著しい 點を 選んで 陣 

列す る lif. 際 は 感服す るに 足る。 而も 其拉べ 方が 錯 落として 一 寸趣 をな して 居る。 第三に 拉べ 立てた 事柄の 

書き 樣が氣 が 利いて 居て、 例 S 如く 諷刺 あり 刺激 ありで、 平凡で 無い。 要するに 諷喩と して は 失敗 かも 知 

れ ぬが、 地の文と して は 成功で ある。 前に 擧け たやうな、 單に 諷喩と しての 價値. か あるば かりで， 他に 

價 値の 認められない 章句と 比 il^ し 一，」！ iD- ると、 此方が 遙 かに 優って るる。 
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尤も 此 〔柳 物； 1!i』 を 以て 然^ ^^^s 諷喩と 見る の は Si 逸って 居る ので、 物語の諸所には  ー^^义はニ 

牵 の 本文と は ^..^ く 無^係の 敍述卽 ち digression が あろ。 しかも 此 digression がそれ. S 身に 於て 大に振 

ろって； ^るので、 反って木^の：^^^ょ"は吾人の興味を惹く^5^^が多ぃ。 此 digression に 外れる 具合、 及 

びその中に懲ぃてぁる；？^.^、 拉 びに き 案徘を 吟味して 见 ると、 何 所 かスタ 1 ン に似て：： W る。 是は 作物の 

^>ポ統kふv^少の^il.考になろ^象でぁるが、 寧ろ スタ ー ンを 評する 時機-か 來る迄 取. つて 置いて， 其 場合に 比较 

研究 をして 御 話し をす る 方が 便 {几 と 思 ふから、 今 はた >  ！言兩 人- S 類似 を指點 する だけに 留めて 置く。 其 

外に 一 寸私 scr か 付いた ことで、 あまり 著しく 感ぜられ るから 御 話し をした いのは、 .^,^フ|^ の 用語 

(Language) の^ な ことで ある。 セン ッ ベリ ー (saintsburjo で 有つ たと 忍 ふが、 此點を 3^ へて スヰ 

^^の狂氣の症：^とハ〉；1;<.1斷してゐろ評家もぁろ位に^しぃ所がぁる。 然し 鄱陋 (coarseness) が 卜 八 世紀 

の 特色で あろ こと は、 ：.g に ゆ 代の 大勢 を 話す ゆに も述 ベ た 通りで 、決して ス ヰフト に 限った ことで はな- V 

た  >  人 ヰ フトは 一般の^ 響 を 受けた 上に、 ぬ 家の 性 から 此方 面に 普通 以上 劇しく 無遠慮であった ものと 

た. I 乂  =1 しか ら う。 ス ヰフト の llrki の 野鄙み」 咎める の は 差 支ない けれども、^ が 好んで こんな 語 を 使用 

したと 思って はな. I, ぬ。 彼 は唯斯 かろ 一一 一一 si を 避けなかった までで、 不必要な 所 へ わざく 下等な 言語 を 

川す ふと 云 ふや-つな i^:;^ では 無い ので ある。 ^^杯は文雅有1』の土^¥だからし丁-、 部^な 事柄 は 成 

る.. へく 避け、 川： fi ん 成るべく 絲 賊に濟 まさう と 力めた の だら うけれ ども、 一 面から 云へば、 其綺 鹿な 所に 

:r たか女 性的な 默. ^が ある。 ^引 ^ は 野^ かも 知れぬ。 然し野郢な^£$-を忌俾なく平氣で傲然とし-し敍べ 

て 居ろ 所が 的で ある。 麥考の はに 紹介す るが、 『桶 物語』 の中に狂氣の效川を論じた 丁^^かぁる。 是は 

に 述べた dfcssion  s 一部分で、 無論 本 S1 と は W 綠も ない 餘^ で、 話 S 筋 を；： ムニと、 ！ ー 去る 太國の 

大王が (怫 蘭西^  7,^ 四 世と も 云 ふが、 それ はお々 SW 係した 所ではない) 突然 火 軍 を 召 築して、 國庳 


へ は 無暗に 金 を 詰め込む、 海上に は 大きな 軍艦 を拉 ベる。 大變な 騷ざを 遣り 始めた。 然るに 不思議な 事に 

は 其 目的が 誰に も 解らない。 大臣 も 知らなければ * 御氣に 入りの 近從も 知らない。 全世界 は 愕然として 驚 

いた。 隣り 画の 君主 杯 は 暴風雨が どの 見當に 進行して 來 るか、 戰々 として 空 模樣を 眺めて ゐた。 群小 攻治 

家に 至る 處に眉 を ひそめて、 色々 な 隨測を 退し うして ゐた。 何でも 萬國 統一 の 一 大王 31 を 建設す る 計畫だ 

にう と 云 ふ もの もあった C 否羅馬 法王 を 引き 擦り落とす 策略 だら うと 斷 する 者 もあった。 なに さラぢ やな 

い、 土 耳 古 を 征服して 川，， ^I^T^V^ 〈を 取り返す 爲 と吹聽 する もの もあった。 世間で 斯 樣にヮ 騷 いで 

ゐる 最中に、 ある 御 醫者樣 が この 兆候から 病症み-刺 斷 して、 忽ちに 手術 を 施して 辻 舞った。 ^より 名醫 の 

事で あるから 大王の 木復疑 ひもない ので あるが、 惜しい かな 本復され る 前に 大王 は 死んで 仕舞 はれた。 そ 

れで 一 時 はさす がの 騷動も 漸く 片附 いたが、 

-•It  was  "一 ftenvards  discovered  ttiat  tile  inovement  of  tliis  whole  Iruslnne  nad  t-een  directed 

by  an  absent  female,  whose  eyes  liad  raised  a  protuberancy,  and  t-efore  emission  sne  was 

removed  into*  an  enemv-s  country,  what  sliould  an  unliappy  ； prince  do  m  such  ticluisli 

circnmstances  as  tliestj  ？  Hiivinj?  to 11c  purpose!  usecJ  all  i:>eaceat>le  endeavours,  the  collected 

pprt  of  tlae  semen,  raised  and  innamed,  became  adust,  convertep  to  choler,  rtcs^o^  liead  uxsn 

tlie  spinal  duct,  and  ascended  to  tlie  t-rain:  tlie  very  same  principle  tliat  iniluences  a  Imlly  ？ 

tn.ertk  the  windows  of  a  whore  WIS  lias  jilted  liim,  naturally  stirs  ul〕 p  great  prince  to  raise 

mi 么 ity  armies,  and  dream  of  nothing  but  sieges-  .battles,  and  victories. マ— ひ CP  IX. 

譯文 は 載せない が 頗る 可笑しな ものである 可笑しい と 同時 に隨分 遠慮 5 ない 烈しい 言語. を 使つ てゐる < 

尤も , J んな S はスヰ フトの 特色で は 無 い。 寧ろ ラ ベ レ ィ (Rabelais) か スタ— ン の 本領に 場す ベ き 滑稽 趣 
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味で あろ。 彼の！^^生の調子は後に論する穢りでぁるが、 決して 斯う 亂 cif ではない の だから 誤薛 C$ 無い 樣に 

斷り はして & 3 かなければ ならない。 11 っ杣 物語』 の 批評 は 大抵 こ S 位に して 止-める。 そ S. 缺點を 数へ 

たら 少なく はない が、 火體の 上から 云 ふと、 ^：? の 璺 富に して 勁拔 なる 點に. 於て、 - 容易に 他人の 追 隨を許 

さない^ な 作物で ある。 參考 のために は) 誠んで 御 is になっても^ はない が、 何しろ 忙しい 世の中 だから、 

强 ひし 御 勸めも 致し かねる。 仉 しもし 御？ M みになる なら 面白い所と 而 ， MI くない 所と を) ill み 分けて 取捨す る 

必 か ある。 失で ない と 丸で らん ものに なって 仕舞 ふ。 - たから E- 取 初から 其 積り でか ゝ ら ねばならぬ。 

『梱 物； ぬ』 と 同時に 出版され たのが 『^籍 S 戰^』 (The  wattle  of  the  wooks) で、 是も 充分 批評の 

^あろ 作物で あるが、 f 他人 の 作と 結び 附け て 論 す る 方が 興味が ある 樣に 思 ふ から 後 しにす る。 

『ガリ ヅァ 旅行記』 (Gumver-S  Travels)o これから 愈 スヰフ h の 傑作と 云 はれて ゐる 『ガリ ヅァ 旅行記』 

に 就いて 51.3- を 述べる りで ある。 『ガリ ゲァ 旅行記』 と 云 ふと、 只今で は 何 か 小兒. たけが 一敏む 赛 物に 成 

り 下 か つ た で 、『 かちく 山』 の 長いの だと 心得て 居る 人が 大分 あ る。 スヰ フト— に は 甚だ 氣 の 毒で あ ろ。 

成 小 2- として 讀 めば、 小 W の讀み 物と して M る而 白い ので あらう、 然しながら 大人の 讀み 物と すれば、 

火 人の f 一 g み 物と して 又 立派な ものである C 下手な 小說 や；？？ S など を 幾 卜 册稜ん だと ころで 到底 『ガリ ゲァ旅 

行 記』 に 及ぶ もので は 無い。 否、 斯 かろ？ 類の 15: の 中で は 11 と 云った 所で、 こんな稀類の！^：^は殆ど無ぃ 

が I— 十=,^のl^化でぁる。 暇が あるなら んで御 置きに なろ が 好い。 先づ その 梗槪 から 話さ 5 と 思 ふが、 

それん 此卞 にか 有名な：^ 合に 人に？ m まれない からの 事で、 此所に居る諸^?^.^定めし目み-:迪された事はなから 

うと E わ ふから、 ^でも して 御 間き なさい。   - 

r カリ ヅァ 旅行記』 は 四 編から 成る。 第 一 編 は ガリ ゲ ァがリ 、パット (Lillip-t) と 云 ふ 所へ 旅行した 

話で ある、 此 が.^:^, と 云 ふ 卞人公 は 素より ス ヰフト 自身の ことに^ 逍な いが、 表面上 は 一 種の52險^1^と 


成って 居る。 冒險 者と 云っても 好んで 冒險を 遣る 譯 では 無い、 この 男 か 船に 乘 つて 出る と必す 難船す る、 

難船 し て 知ら ぬ 國 へ 上陸す る と 必す 妙な 所 へ 行く。 だか ら是 は 受動的 の 冒險 者と 云 ふ ベ きで ある。 夫で 彼 

が 第一 番目の 航海に 難船して 上がった のが リ 、 パ ットと 云 ふ 所な ので、 日本語で 申せば 小人 國 である。 此 

國の 人間 は 普通の 人間の. H 一分の 一 位な 大さ であるから、 萬 事 萬 端が 其 格で 行く。 その 小人 國で樣 々な 冒 

險が 始まる ので ある。 小人 國へ 上陸す る なぞと 云 ふところ は奈 何 にも 子供 だましの 樣 である けれども、 讀 

んで 3^ ると 頗る 文舉 的に 出 來てぽ る。 第一 一 編に 至る と ガリブ ァがブ ロブ.. チ ン グ ナツ グ (Brobdingnag) と 

云 ふ 所へ 行く。 これ は 前の 小人 國の 反對で 大人 國 である。 今迄 は 自分が 大人 を 以て 任じて 居た ものが、 急 

-に 小人に 成って、 大に 恐慌す る模檨 が、 是 亦文舉 的に 旨く 描かれて ある。 第三 編 はいろ くな 所へ 行く。 

其 中で 重なる もの は， ^ ュ paputa) である、 此處の 住民 は 大人で も 小人で も 無い 代りに 妙な 物 を 

持って 居 る。 

.1  ot-setved  lier ひ and  ther ひ rnany  in  .tile  liabit  or  servants,  witli a  .blown  t-ladaer  lastened 

like  p  flail  to  tlie  end  of  y  short  sticl?  whicli  t.lley  carried  in  their  liands.  In  eacli  1〕laddel- 

was  a  stnall  quantuv  of  dried  peas ひ， or  little  pet>,hl ひ s,  as  I  was  afterwards  IsfolTned.: 

,  か 43 を 

(召使と 思 はれる 着物 を 着た 人間が 手に く 短 かい 棒 を 持って、 其 棒の 先に 脹ら かした 膀胱 を 殻竿の 

樣に 結び 附 けて 居る の を、 そこ こ、 で 大分 見掛けた。 後から 聞いて 見る と、 その 膀胱の 中には 小石 又は 

乾婉豆 が 人って るるの ださう だ。) 

何の t ねに こんな 玩具 を 持って 居る かと 云 ふと、 此國の 人 は 沈思 瞑想に 耽る. 癖が あって、 お 極 は 自分で 口 

を 利く こと も 忘れる、 人：； 言 ふこと は 無論 忘れる。 遂に は 聞く こと さへ も 忘れる と 云 ふ 始末で ある。 だか 

ら 身分の 好い ものに なると、 此 棒の 先へ 膀胱 を 括りつ けた 樣な もの を 持たせて、 必す從 杏 を 伴れ て 歩く。 
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で、 必 ：„v: の 5. ズ" に は 此從ぉ 卽ち打 手 (flapper) が 主人の 耳な り 口たり を 遠慮な しに どやし 附 ける。 この 位 

手.：： g くして 主人が 口 を 利いた"、 耳を引立てる樣に注^^をしなければ用が辨じなぃ。 是程舉 II に 凝り固ま 

つてお る 田 風で あろ。 こ、 へ 出て 來ろ 事件 は 皆 穴 r: 論 家と か とか 云ふ考 を 諷した も 3 であるが， 

..;^—^:,^は此第三編に於てラビ ュ |クのみならす、 他に いろくの 國 を巡囘 して IHS る。 遠く わが 日本に ま 

で來て居るのだから^^ぃ。 仉し彼は3.^^へ渡る：1に旣に3本の^^贼船に出逢って居るから、 1 ャパ， 

^  (Japan) なる 文字の 出る の は 第三 編の 始めから であろ。 さう して 終 ひに はとうく 日本へ 乗り込む か 

に ".s.c い。 尤も 作 今- 體の h から 云うて 而白 いので はない、 又 文 的に 面. CI い S でもない、 叉 諷刺. か 面，： ：！ い 

と 云 ふので もない。 .挝 は 文 $ 上から 云 ふと、 有っても 無くても 差 支ない 位な 場所で は あるが、 鬼に < ？:： 「や 

が 日本 を 『ガリブ ァ 旅行記』 の 中へ 寄 きんれ たと ころが、 日本人た る 吾々 から a れぱ 頗る 興味 をお ^  く 

ので ある。 妙な ことに. カリ ヅァ 君が 日 木 S なやお に 紹介 狀 0 つて る 0 それでお 初 上陸した 地 は クサ モシ 

(xamoscho と 云 ふ：：： 本の 來 南の 極と あるから、 或は 鹿：： His のこと かも 知れない。 それ か" 江 戶へ來 た。 

その後 船して c^it へ 下る。 ，お 崎で は输 踏と 云 ふこと を 遣る さう だが、 ， -れ丈 は 御免 蒙りたい と 嘆願して 

居ろ。 ^に阜 颇ろ iste- 給 ひて、 个迄和腐人カ中でそんな頑岡を云ひ張った^！^；は 一 人 も 無い のにと 云 はれ 

たと ある。 際ビぃ 所で， 諷刺 を 逝った も W で.， い。。 然し これ 等 は 吾人に 取って S み 興味 か あるので、 他^人 

か. 1--： ム へ "ま ；」： 牛 凡な もの だ フ。   

^次 か 愈 IRE 編になる S だが、 こ stwe: 編 こそ，？^^ トノか 彼 も 猛烈の 嘲 F ゾ 5,- 搜 にした 所で 、めろ-」 今 

迄. ぬした 地方 は みんな 人 SiS 國 であろ。 今度^,^ の 行く先 は 大人 國 でも、 小人^で も、 又は？ J5 物の 

^OM^ つ たラ ビュ —ク 31^ な 十； 地で も 無い。 フ ー イン ム ズ (Houyhnhnms..} と 云-. ノて、 發音さ へ 出來な 

い £S の國 である。 Hi の 國と云 ふと 一!1| か 物 S 靈と して 威張って ゐろ國 である。 ^-リヅァも馬の國に||^^し 


た 以上 は、 馬に 服從 しなければ ならない C 實際 ガリブ ァは 自分 を 養って 吳れる 馬の こと を 「わが 君」 (my 

master) と 呼んで 居る。 それで 此國に は ャフ！  (YahcKO と 云 ふ 動物が 居る。 どんな 動物 かと 思って 行つ 

て 見る と、 計らん や ャ フ ー は卽ち 々の 所謂 人間で ある。 ^叫 列， も 上陸した 時 は， や， 「いと 間違へ-りれ 

た 位の ものである。 何しろ 馬が 卞 植ん- 握る， ^ だから、 人閒が 動物と 思 はれて ゐる S は 《ぉ然 である。 何と f 

平の 云 ひやう もない。 然し 冗該 にもお 樣な國 柄 を 描き出す のが 抑 も 人 閒に對 する 火 it 辱大 諷刺で ある。 此 

大 不名譽 を 人間 全體に 裁ら して 置いて、 穴子？ てむ いて 澄まして 居ろ 所が、 ^.TT.^ の 叫 や たろ 所で あ 

らう。 無 邪氣な 子供の 眼で 請めば、 只 夫 切りの 御.： _1噺 に過ぎないが、 事理 を 解す る 大人の 頭で 考 へる と大 

變な 侮辱に 途 ひない。 文舉 あってより 以來 侮辱 を 人間の 上に 蒙らした もののう ちで、 斯んな 悪辣な 思ひ附 

きに 決して あるまい。 た." >  思ひ附 きば かりで はない、 段々 讀んで 行く うちに、 餘り 侮辱 か甚 しいから して， 

厭な 心 持が する。 但し 自分で 自分が 厭に 成る ので ある。 同時に，， スヰフ い を 怒ったり、 パ— ヰ— 「いに 喻 つて か 

かる 氣は 丸で 無くなって 仕舞-、；。 と 云-、； も S は、 こ S 侮辱 は 空威張りの 底の ない 侮辱で は 無い、 實際 侮辱 

されても 何とも 申し ^3 ないやうな 弱 點に對 する im^ である。 否、 侮辱と 云 はんよりも 相當な 取扱 ひで あ 

る。 だからして 吾人 は 自分で 自分に 愛想が 逢き て 嘔吐 を 催す 位に 成る の だ。 或 評 家 はこれ を disgustins- 

だと： して 居る。 自 III の惡ぃ 所 を 無 一階に 曝け 出される のに disgusting に 相 遠ない。 人間 は 昔から、 耳 を 

：^..! 立し 鈴を偷 むこと を 喜ぶ も S であろ： 然しながら 虛心平 氣に此 嘲罵 を 味 はって 見る と、 厭 だとい ふ 感じ 

の 前に、 道理 だと 云 ふ 心が 起らねば ならん。 單に厭 だと 云 ふ 感じの み 有って 道理 だと 思 はぬ 者 ども は、 自 

分が え ら い と 自惚れて 居る か ら であ る。  . 

これが 『ガリ、、 ヮァ 旅行記』 の梗槪 で、 これから 先が 其 批評で ある。  . 

(一.) 第一 に 目につく の は 『桶 物語』 を讀ん でから 『ガリ グァ 旅行記』 に 移る と、 この 方. か餘程 面白い、 

,  , -I 三 五  ， 
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文ゅ的に^來て^5ると云ふ^|-ぉでぁる、」 是は何故かと考へ て=5-ると、『桶物；^|』 は S3 目の 示す 如く 物語で あ 

る。 物； fi であるに も 係らす、 諷^」」 し 一 し は 19^ も 角 話と しての 丽白 味が 足りない。 『ガリ ヅァ 旅行記』 は. M 

に反して、 ！：編を^？！じて諷喩以外に話そのものが^っほく出來上-かってぉる。 K だ。 =2^ 純で、 說明 する 程の 

必 I;- むない 位；： が 全く これが； である。 然し それに 賴 いて この 原 K は 何故に じた かと 云 ふ 超が 起 る。 

これん 脉釋す *0 のも譯 もない。 『桶 物語』 は敎^ の 歴史と いふ 鼓に ^ つて 束總 されて 居る。 而 して，^ 

^^の改革ゃカ ル，弁 .V 派の 敎现ゃ 又は 法王の 尊 制 的 暴威な ど を 個人 3 身の上に 引 寄せて 書かねば ならん レ 

所が «敎、 新敎， 非^^ 徒 3^ も. なる もの は、 これ を 個人の 歴 5.- に 引 直した ところで、 必す しも 文^の 好 

W れ にな 乙 ものば かり 出 て^ろと は 極まらな い。 そ れ にも 拘らす ス ヰフト は 之 を 取捨す る權利 を 『桶 物語』 

の： WIS に 於て 梨 却して， ろ。 w 料が 文^的で あらう と あるまい と、 唯 比^的に 歴史上の 事 lal を. リ^,^， 

マ— チン、 ジ ャック の 二 一人の 胃險 として 述べ 立 てると いふ 手段 を 取 つ た，. 從 つて； 1 に舉 けた 樣な 乾燥で 無 

精な ：51iw を も敍述 しなければ ならな く 成った の は 已むを得ない 次第で ある。 『ガリ， ヮァ 旅行記』 に は 最初 

かに 此 束^が 無い。 『柵 物語』 に 在って 敎^ S 歴史ん-比喩的に 述べん と 企てた るが 如く、 『ガリ ヅァ 旅行記』 

に 在つ て は： 的 J3;ft" を 述べ ん として W ろ、 #:= 遍的命 を 述べ ん として 居る。 抽象的 眞现を 述べ るので あ 

ろから して， 之 を 文^的に する に は la^ に具體 的に 表 はせば 可い ので ある。 4、 體 的に 表 はす 方法に 就いては 

作.！？： は M 等 S 束縛 を も 受けない。 苦し 束^が あると すれば た  > 好 くま： かねば なにぬ と 云 ふ 束縛 S みで ある。 

從 つて； は 文 祭^と して 精一杯の 腕 や 抓 ふこと が出來 る。 又 普遍的の 命 超 を 取扱 ふと なれば、 敎會 

の麽 おな どと；： ム，、 ； 地方 的 與ゅを 有す 乙に 過 ざない もの を 取扱 ふのと は 火に 趣が 逢 ふ。 例へば 淸敎 徒が 出て 

來て 凡ての S ズ を^^し たと 云 ふ 52 な； stl に  一 sisf:^ に 留まる ので、 -IK^i 的の 命^でも 何でも無い" だか 

ら^_:7^:,ク.なる^|^か舰から驟られた&服を寸斷して拔茶々々にしたと^ぃた所で、 此几 ハ^ 的な 像 影 はこ W 


孤立せ る 事實の 象徵と 成る に過ぎないの である。 此點 から 云へば 龙大 なる 『桶 物語』 も 遂に 一部の 『イソ 

ッブ 寓意 譚』 に 若かない と 云っても 宜しい。 『ガリ ゲァ 旅行記』 の 『桶 物語』 に 勝ろ 點も亦 こ、 にある。 

約め て 云へば、 文擧 的な 話 を 自由に 構造し 得る ことと、 其 話の 裏面に ある 主意が 一般人 間に 共通なる 利害 

を 有する ことと に 成る。 

が 小人 國の 王から 或 命令 を 受けた 時の 文句に、 —— 

--Golbasto  Momaren  wvlame  Gurdilo  Sliefin  Mully  Ully  Gue,  most  miglity  emperor  of  Lilli- 

put,  delight  and  ^oi^,  of  tlie  universe,  whose  dominions  extend  Ave  tliousanii  blv-styugs  (atK)u 一い 

twelve  Inlles  in  circurnferenc ひ) Uie  extrsnkl ひ s  of  t:lie  glo.he;  inonarcli  of  tul rnonarctis, 

taller  than  tlie  sons  of  men;  whose  feet  p-ress  down  to  tlie  centre,  and  whose  tiead 

.awalnst  tlie  sun;  at  wnose  nod  .ttle  ； princes  or  ^tle  eartlisliak ひ their  .kn ひ es;  pleasant;  as  the 

spring:,  comforl.able  as  ttie  summer,  fruitful  as  autumn,  dreadful  as  winter.  His  most  sut-lime 

majesty  ； prorsses  to  the  rnan-mouatain,  lately  arrived  al; our  celestial  dominions-  thie  following 

articles,  ^<^^0^^  t>y  a  solemn  oatli,  lie  shall げ e  obligfed  to  perform:  : 

(御名 をゴ ルバ スト、 モマ レン、 イヴ レ 1 ム、 ガ 1. チロ、 シェフ イン、 マリ I- ァ リ—， グ— と 呼べ 

ろ稷威 高き 小人 國の 皇帝 は、 其 治しめ す 版圖、 あらがねの 土の つ >  く 極み 五 千 ブラス トラッグ (周 園：； S 

十二 哩) に 亙り、 宇宙の 仰ぎ見て 敬 ひ且畏 る、 所な り。 けに 此君 こそ は 萬の 王の 王に して、 いかなる 人 

の 子よりも 丈 高く、 足 は 地球の 眞 中を壓 し、 頭 は 中天の 日輪 を 掃 ふ。 一た ひ點 頭けば 立ち どころ に 世界 

の 諸 王 膝 を 折って 地に 伏さす とい ふ 事な し。 穩 やかなる こと 春の 如く、 盛なる こと 夏の 如く、 富める こ 

と 秋- S 如く、 威 ある こと 冬の 如け し。 この 睿聖 文武 皇帝 陛下に は 詔して 山の 如き 大男に 次の 諸 箇條を 下 

二 111 七 . 
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命 あらせら ろ、 謹み EK れて敕 命 を 全うすべき ものな り、 云々 •：•： ) 

如； 1： にん 破め しい 一 K 紫 使 ひで ある。 無喑に 威張った 所に は 誰でも 一 寸 驚く。 氣焰禹 丈と 云 ふこと をよ く 

云 ふ が、 ^の氣 お^ 丈と 云 ふ の は先づ n: ム位 S もので 有ら う。 ァ レキサ ン ， IT.::; とか 7 ン：； ^—とか 云 ふ 人の 文 

句と しても 少々 不 釣合で ある。 況ゃ si 一般 G お 主の 1 マ i とすると、 猶更狂 氣を帶 びて 聞こえる。 然し 之 

を滅 みながら 程 威- 伥 つて 居る 大王が 玩具の 人形 程な. K いさので あろと 云 ふこと を 一 方に 想像して 見ろ と 

笑 はすに は 居られない。 能く こんなに 威張れた もの だと、 驚く より は先づ 滑稽の 感に打 たれて 仕舞 ふ。 こ 

S 滑^ S 感を 起させる 所が M ち この 作の 文樂 的な ところ、 面白い所 である。 而して其ー5^!|而に伏在する，？^ 

^^の卞恋は何^^にぁるかと云へば、 說 明す ろが もの はない。 誰に でも 明らかで あろ。 人間 は. a ら 帝王 だ 

とか 金^家 だと か 云 つ て 自分 だけ えらい？： に大 5 ゆ サ^ で 居る、 -加之 時として は，！： 分よ" 大 きな もの を輕 蔑し 

たり、 乂は .i? 鹿に した te りで 成- 报" 返る か、 お 何 だ、 それ は 此 小人 國の 王樣と 一般で 徒らに 自己の 無智 

な 示す に 過ぎな いぢ やない か。 人 問 は斯く 迄に 3^ な ものである。 11 之な H; (體 的に 仄めかした S が 此御命 

令で ある。 此御 命令 を讀む や 否や.^ 王の 11^ 點は  一^の 說明 なくして 五 c 人の 胸』 に 映 じて 來る。 同時に 可 笑 

しくなる。 其 可 笑 ゆ は 大王 の 弱 1^ と 切り離す ^が どうしてん 出來 ない の だから、 大王 は 直ち に 被. 諷刺 的の 

地位に ケ： っ譯 になる。 IK 雜を換 へて 云 ふと、 -.t 人 は 大王の？ t ばな 真似 をす ろ氣 になら なくなる。 これが 文舉 

的に 戒 的な 所で、 此您戒 の 恋 味が^ r あに なれば なる 程、 又 だれ S 上に-， -應 用が 出来れば 出来る 程. 濕刺は 

成功した もので あろ。 化 極 は、 如：！： なる 人が、 如何にして 此您戒 を 免れ-くう ともが いても、 位？ つて， ら、 ど 

-フ，しても切り拔けろ^5^が不可能になった^-に、 絡^ 絕命、 人間 は 生れながら にして 此弱 點ん- 具備す る もの 

と 諦めろ。 =JT か呢世 的な， 淑刺 であろ。 ,、.1^フ トが此域に達したか達しなぃかは後に行って解る。 

tmife^-£s を 下のお 句と 比較して 見ろ：： s^i が 一 肝 明瞭に 成る コ J^y- か. § 人國を 去って 大 


人國へ 渡り、 始めて 大人 を 見た 時の 感じ は 斯うで ある。 I 

:In  this  terrible  agitation  of  mind,  I  could  not  forbear  thinking  of  ulliptlt,  whose  Inhabit- 

ants looked  upon  nic  as  the  greatest  pnxligy  that  ever  appeared  in  the  world;  where  I  was 

able  to  draw  an  imperial  Aeet  in  my  hand,  and  perform  those  other  actions  which  will ぎ 

recorded  for  ever  in  the  chl-onicles  of  that  empire,  while  posterity  shall  hardly  relieve  them, 

although  attested  by  millions.  I  reflected さ hat  a  mortification  it  must  prove  to  me  to  appear 

ys  inconsiderable  in  this  nation,  as  one  single  Lilliputian  would  be  among  us.  But  this 1 

conceived さ as  to  be  the  least  of  my  misfortunes:  for,  as  liumau  creatures  are  observed  to  t-e 

more  savage  and  cruel  in  proportion  to  their  bulk,  what  oo^-s  I  expect  but  to  be  a  Bo-..xo^  m 

the  moutli  of  the  first  among  these  enormous  .barbarians  tliat  should  happen  to  seize  me  ？ 

undoubtedly  philosophers  are  in  the  right,  when  they  tell  us  that  nothing  is  great  or  little 

otherwise  than  by  comparison.  It  might  have  pleased  fortune  t(> let  the  I^illiputlans  find  some 

nation  where  the  peol-le  were  as  diminutive  with  respect  to  them,  p.-  tliey  were  to  inc.  And 

iDUt  that  even  this  prodigious  race  of  mortals  might  be  equally  overmatched  m 

some  distant  part  of  the  world  wliereof  we  have  yet  no  discovery  ？ 

(胸騒ぎの する 間に もリ 、 パットの 事は考 へた。 彼等 は 自分 を. 0 然 界の大 怪物の 樣に考 へて るた。 リ 

叫， Yr^ では 帝國 隊を 片手で 引 張った 事 もあった。 其 外 帝國の 年代記に 特擎太 害され 可き 事 を 色々 遣 

つた。 後世に 至って は、 縱令萬 人が 口 を 揃へ て設 明しても 仲々 信じられ 相 もない 仕事 を 遣った。 その 自 

分が 今 こ S 國へ 渡って 來て、 恰も 小人 國の 人間が 普通の 世の中へ でも 現 はれた 樣に 杏』 氣 地がなかったら 
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如， にも 心外 ひ な ことで あらう。 いや、 それ 位の 不幸 は 未だ 取る に 足らぬ。 人間と 云 ふ ものに 體が 

太き ければ 火 さい ほど^々 殘 酷に 成ろ もの だと 云 ふこと だから、 〕. 取 先に 自分 を 附 けて 怖 まへ た 巨漢の 

かけられて、 一 口に^ はれて 仕舞 ふの は 目の あたりで ある。 昔の^；學^！^が物は絞べた上でなけり 

や： <^き いこと も 小さい こと も 無い と 云った 相 だが、 全く それに^ ない。 小人！！ の 住民た つて、 ff^ 第に 

れば 彼等が，：：： 分に 對 して 小さかった 樣に、 彼等に 對 して 一段 小さい 人民に m 逢 はぬ とも 限らね。 又 こ 

の &.<な る 人 ii どもと 雖も、 何 處か 未-た .hL" 人の 知らぬ 遠い 世界の 際涯で、 とても：^ はない 樣に 大きな 入 

種に 邇返 すかん 知れない。)  1 

, J れ は 1¥ ろ 論 である。 議；？ I と 云 はむ より は ガリ， ヮァ. ni 身 S 囘想 てあつて、， hi に擧 けた 例の 樣な 客觀， i 

記述で はない。 けれども 此 3： お- 5 の 中には 誰に でも 共通に 興味 S ある 槪念を 含んで 居る。 人間 は 大きく なれ 

ばなる E« 傍 t 右 無人の 非行 を 逞しく すろ。 又 人間の 大小な ども 要するに 比較的の もので、 小人 國 では 山の 樣 

な af^ と 呼ばれた. カリ ゲァが 火 人！ 1 へ來 ると 宛然た ろ 小人^ 民で ある。 同時に 小人 國の 住民の にさへ も 一史 

に 小人^の 民と； 2- える な 小人が 無い と は 限らん。 と 斯う 云つ. uwn 理は 少しく 頭 腦の發 達した 人に は 誰に 

でも 鮮る。 解る は 無論 )M まぬ から^つ てるろ かも 知れない が、 斯う！？ 2 いて あると 今更の 樣に じろ" モ 

こが^ g ^であろ。 而も の 小人^ S 話の 次に 此ぉ 句が 出る ので、 ^一^ 對 照比较 S 便 {nr かあつて 强ぃ 刺激 

. ^與へ 乙。 ^.尤も比^的3假作物だから人情小說5樣には痛切でなぃのは<ぉり前でぁる。) 

然ら. は r 力 リ， ヮァ 旅む 記』 の 中の 諷^ は 毎 も斯 う 云 ふ 工合に in く 行 つてる かと 云 ふ に然ぅ でもな い。 『相 

物？ i』 の 面白くない の 一 として、 其 中に 表 はれろ？^ 喩が並 H: 旭 的 興味 を炔 くから だと 云った。 、『ひ^, ヮ 

ァ 旅行； ai に 在っても に諷 ig として は 地方 的 又 一は 的であって、 Ifl" 人に は 意味の 通じない 事が 時た まあ 

る、 そんな 所に なろ と して 結らない。 人の 說 によると 小人 國は 暗に 英國を 指した もの ださう だ。 そこで 


此編カ 巾に は の英國 S 攻治的 方面に 對 する 諷刺が 大分 ある。 例 へ ば 小人， 11 の 役人 どもが 天子の 前で 色 

色な 藝まし を 遣って 御機嫌 を 取る 樣な 所で、 其 時 天子 は 賞品と して 三 個の 絹 紐 を與へ る。 ：The  emper- 

or lays  on  tlie  1;able  tliree  tine  silkien  of  six  inclies  long;  tlie  one  is  t>lu ひ， 一::he  otlier  r ひ d 

and  the  third  green.: (皇帝 は 卓子の 上に 長さ 六 吋ば かりの 綺麗な 絹 紐 を 三 筋まで 載せた まふ、 一 筋 は 

靑く、 一  筋 は 赤く、 又 一 筋は綠 色で ある。) 是は 騎士の 三階 級た る.^^:,^、  シ ッスル (the  Gar- 

ter, ttie  wath,  tlie  Thistle) を 表 はした もの ださうな が、 吾々 英國 人と 關 係の 深くない 讀者 は、 一 わたり 

之 を 讀んだ 所で 別に 氣が附 く 程の 刺激 を 受けな い。 從っ て 諷喩と し て は 吾人に 柯 の 意味 も 無 いもの だと 云 

つて 可い。 然しながら 素より 當 時の 英國の 事情に 悉く 當て 嵌めよう とした もので なく 飽くまで 選 擇の自 .S 

を 保持して 書いた ものであるから、 此 話の 如き も 之 を 諷喩と 3^ ないで 軍に これ 限りの 話と して 請めば 又捨 

て 難い 面白味が ある。 此點 から 云うても 『ガリ ヅァ 旅行記』 は遙 かに 『桶 物 M"』 に 勝って 居る。 

(二) 『ガリ ゲァ 旅行記』 と 『桶 物語』 と を 比較して 其 優劣 を 論じて 見た から、 是 から スヰ フトの 諷刺 

と ァ. 、チソ ンの それと は 奈何 樣に違 ふか、 それ を 一 寸 調べ て 置かう と 思 ふ。 

(a) 彼等の 諷刺に 上る 題目 は廣 狹深淺 S 度に 於て 大に 相違して 居る。 前に も 話した 如く、  ^^^ん の 

柿へ る 所 は 人 .2 儀容で ある。 作法 不作法で ある。 攻擊 する 所 は 寧ろ 惡 習で、. 罪惡 では 無い。 寧ろ 癖で、 本 

然 の弱點 では 無い。 一言に して 言へば 寧ろ 現 末な 社會的 題目で ある。 スヰ フトに 至る と、 そんな 狹ぃ 所に 

跼蹐 して 不平 を拉 ベて 居る のと は 違 ふ。 政治 も 諷する、 社會 S 風俗 も 諷する、 親子 夫婦の 關係も 諷する、 

何でもかんでも 諷する。 最後に ャ  1^ に 至って、 人類 全體を 人間の 立脚地から 蹴落と して 默 類の 群にまで 

人れ て 居る。 彼 は 人 問の 爲す こと 考 ふること、 もしくは 言 ふことの 何れに 於ても、 人間ら しき 所、 萬 物の 

靈 たる 所 を 認めざる 迄に 猛烈な 諷刺 を 加へ たので ある。 人間 は 一 人 殘らす 根本的に 下劣^ 陋な 動物な りと 
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の 鋭へ ふな 3! 喩 的に 述べ ャ M くし しャ ^ くした ので ある。 ァ.. チソ ンとは 最初から 立脚 點が逮 ふ。 ァヂ ソンに は 

^俗の i^r 所 を！^ めたい と 云 ふ考が あろ。 スヰ フトは 改良の 希望 を疾 くの 昔に 通り過ぎて 居る。 初手から 

駄 ；=:;.:.-- 投 けて か、 つた。 

-b) 從 つて 彼等が 人^ を 批評す る 兩樣の 態度 はよ く 著作の 上に も 現 はれて、 明らかに 之 を 親 取す る こ 

とが^ 來ろ。 前に 一 一 ー皮御^^しした通り、 アダソ ンは 十八 世紀に 於け る 5：?2 時の 狀 態に 满 足した 人で あろ。 

仍こ 足の 中に 不満足が あろから して、 其 不満足な 所ば かり を 諷して 取 除かう とした。 然も 當人 自身 は 

お な 炔點を 脱却し 得た と 信じて 居る からして、 至極 太平であった。 故に 彼の 社 會に對 する 態度 は 常に 嘲 

笑 的で ある。 冷笑には和^^なぃが、 接々たる風がo^<-る。 其 作に 多少 S 辛味 を 含んで ゐる にも 係らす、 大 

^は 先づく ^^：:^ に？ 改める。 はの 中 は平穩 無事で ili 構 だと 云ふ氣 になる。 少し は 寒 いのも 吹く-か 柳 も 日毎 

に le! んで來 ろと 云 ふ m パ， 色で ある。 之に 反して スヰ フトは 十八 世紀に 於て 毫も 満足す る 所が 無い。 何處 まて 

も 不満足で ある。 單にト 八 世紀に 不满 足な ろの みならす、 卜 九は紀 にも ニト 世紀に も、 乃至 唐^ 三代 S 世 

に. 0 不^足な ので あろ。 人 Si のる る 所、 社^の 成立す る 所 は 一 視 同仁に 不満足 W 意 を 表する 男で ある。 夫 

だから 化の 中に 對 して 希 S にか 無い、 希 5?.; が 無い からして 世 を 救って やらう s、 弊 を！ めて やらう のと 云 ふ 

^切 心 も 無い おで ある。 化^ W 心 S 無い 所が 作の 上に ありく と 反！^ して "はれる からして、 之を讀 む^ 

にも^かぃ^^^じが無ぃ。 和^した 味 ひが 無い。 沿^も あり 頓智 も ある けれども、 陰 氣な咸 でば か" 起る。 

成 所， MS む 時 なぞ は、 此 SS 冬の 空 を 仰いで 再び 目 は る ことが 出来ない かと 心細く 成った ほな M さ 

へす ろ。   

こ、 に ila3- か 起る。 <H" ムふ迎 りァ， チソ ンの. お 刺に 上る^ 55 にん 生 S  一  w 部 S 而も 上つ 皮 S 事で ある。 だ 

からして 之な 1^ して 淺 » とん 皮^と も 云へ る。 又スヰ フトの 取扱った iliS は 人倫 S 大本に 渡って るろ。 だ 


から 之 を 評して 深刻と も 痛切と も 云 へ る。 偖 この 皮相と 深刻と 云 ふ 形容詞 を拉べ て、 何方が 文學 として 憤 

値が あるかと 尋ねたら、， ト 人が 十 人ながら 深刻の 方 を擇ぶ だら うと 思 ふ C 深刻の 方を擇 ぶと すれば、 其必 

然 的論 結 として ァ 、ヂ ソ ン は文學 者と して 遙か に .fT^^r.^ の 下に 居らね ば な ら な い 0  0 る に 彼等の 作品から 

得る 吾人の 感じから 云へば 奈何で あらう。 l^^^HG 文 は 愉快で ある-,. - 吾人 をして 吾人の 缺點 を自覺 せし 

めら れ るの は、 直ちに 諷刺の 目的と 成った 當 人から 云へば 多少 不愉快 かも 知れぬ が、 而も 其缺點 たる や ： 

擧手 一 投 足の 勞で 以て 容易に 切り 棄 てられる ものである からして、 之が 爲に 癒す ベ からざる 深 傷 を 負ふ樣 

な 騒動の 起る 氣遣ひ はない。 のみなら す 彼 は 人間 をして 大に 得意で 世の中に 生存せ しむべき 餘 地を與 へて 

居る。 ス 4 フ トの聲 は眞理 かも 知れぬ が 福音で は 無い。 吾人 をして 自ら 好んで 地獄に 投す るの 巳む を 得 ざ 

るに 至らし むる 聲 である。 非常に 不愉快な 感じ を 起させる 聲 である。 吾人 は 眞理を 悟って 絕 望の 淵に 投す 

るの が 好い か、 又は 迷っても、 浮かれて 世の中 を 面白く 暮らす のが 好い か。 それ は 容易に 薛釋の 出 來ん問 

題と しても、 或 一 種の 人から 云へば、 文事 書 を 讀んで 不快の 感を 起す よりも 愉快な 感じ を 起す 方を擇 ぶか 

も 知れない。 それ を ある 調子に 乘 つて 押し詰めて 行く と、 今度 は，^ T ァ l^.v の 方が ス，^ ^よりも、 より 多 

く 文學の 目的に 適， つた 仕事 をして ゐる かも 知れない。 ァ ダ ソ ン は 皮-相で 淺薄 であ る , 然し 文擧 者と して は 

スヰ， フ h 以上で ある。 ヰ フトは 深刻で ある、 根本的で ある、 然し 文擧 者と して はァ. デソ ン 以下で ある。 

と 云 ふ パラドックス (Paradox) に 到着す る樣 になる。 何だか 妙で おる。 私は此 問題 を擧 けて 讀 者の 判斷 

を 聞かう と 思 ふので ある。 どう 薛釋 したら 旨い 所へ 落ち 付ける だら う。 私 は 斯う 考へ. る。 

文舉 の讀者 中には 色々 SiS 級 種類が あって、 其 階級 種類が 各 特別の 事情 を 有して 居る と 想像が 出來な い 

でもない。 最.. 著しい 例を擧 けて 云 ふと、 學校 S 敎科 書と して 文 擧を讀 む 生徒 も ある。 是は讀 まなければ 

卒業が 出來 ないから 是非共 讀む。 警視 廳 では 風俗 取締の 爲に讀 む C 是も檢 閱の爲 だから 否で も應で も證 む。 
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或は ^門 上 研究 s 必要が あって _,顷 む" 是. -,, 巳む を ほない。 或は 證んで 見ろ と 云 はれて、 仕方なし に讀 む。 

或は？^ 瑰 だから 嫌で. f1 ぬむ。 11 數 へて 來 ると いくらでも ある。 然し 云 ふ 迄 もな く 是等は 皆 特別の 場合で • 

た 多 教，〕 iff 者に 比例す ると 極めて 僅少 S 例外で ある。 其大多数の讀^}?なるものは皆自分5勝手で讀んでゐ 

ろ。 恋く 云へば 醉^ に んでゐ ろ。 ^に^ 興 S 沙汰であって れば、 どこかに 而. R い 所がなければ ならな 

い。 六づ かしく. e. すと あろ 一種の 快感 を 起さなければ ならない。 文 寧な 娛樂と 云 ふと 一部 S 人 はさ を攻舉 

すろ かも 知れない、 乂 攻撃され る 餘地は 充分 ある だら うが、 娛樂の 分. 十 を态く 取り除けば 而白味 は 全くな 

いと 断 首す ろのと 同 はで、 面白味の 全くない 文舉は 成立す る 事 は 勿論、 想像す る 事 さへ 出来ない ので ある。 

々は 吾々 の 必要品た る 衣服 や、 住宅 や、 食物に 對 して さへ，， - 選り好み をす る。 旨い とか 不味い とか 云つ 

てるる。 ？ 一? ねばならす、 住まねば ならす、 <K はねば 死んで 仕舞 ふ 程の ものに 迄 好き 嫌 ひ S 沙汰が ある 以上 

は、 まないで もる にれ る、 K はないでも 余-を 取 にれ る S ひの ない 文舉 0 を  ^し 面白くな いとした 

. い， 誰が" M まう。 現に 日本の 人口 何 は iS か あるう ちで、 生涯 文舉 書に 手 を觸れ ない ものが 何 一 n 一 5?： あるか 分 

ら ない。 さう して 其 唯一 の 瑰由 は眞に 面白くな いからと 云 ふ 丈で、 他に 何 等の 言辭を 必要と認めない もの 

が 又 何- あるか 分らない。 

して 化る と、 文^ s?5f^s 大多数 は、 みな 面. 01 いから 讓 むと 云 ふ 連中のう ちに 一括され べき ものである。 

是は - 如何に超絕な作家も此^^を.度外に置く^$.は出來なぃ0  .5- 何に 面白がらせろ ほの 

作物で はない と 主張して.，.、 而. IT いか.， むと 云 はれろ 以上 は —— 乂設む 以上 は而 白い から むに 極まつ 

てるる。 — 作？ の 主張 は ー般^^^1^!の上に對して仝然無能カ.3主張でぁる。 かラ云 ふ 主張 を敢 てす る 作 一; 永 

の あるべき 箦 もない が、 もし あると すれば、 其 卞-张 を^ かラ とする： に、 退いて、 所謂 面白味と は どんな 

もの だら うか、 文^的 述作から 出ろ 快感と は 如 II： なる も S だら うか、 其 S を考 へて： ろ 方が 顺 序に 近い。 


普通の 誤謬 は 字義の 不分明な 點 から 起る。 次に 複雜の 現象 を單 純と 見誤る 御 粗末から 起る。 今此 面白味 

^ 快感と か 云 ふ もの も、 此ニ ケ條に 注意して 調べて 見れば 理 養が 自ら 分明に なると 考 へられる、) 今.^ 

ソンの 書いた もの は 愉快で ある。 スヰ フトの 書いた もの は 不愉快で ある。 さう して 讀者は 愉快 だから 文舉 

寄 を 讀む。 だから ァ.、 チ ソンの 方 を 好く。 だから ァダソ ンの 方が えらい。 11 と、 かう 押して 行く と、 知ら 

ぬ閒に 妙な 所へ 持って行かれて 仕舞って、 持って行かれた 後で、 どうも 變だ なと 云ふ氣 になる。 それ は 全 

く此 愉快 (卽ち 快感、 面白味) とい ふ 字に 轉が された ので ある。 足元 を 引き 緊 めないで 滑って 來 たので あ 

る 0 

スヰフ トの作 は 不愉快で ある。 i 是は 私自身の 言明で ある。 叫^l^^^の作は今日迄澤山讀まれたc  I 

-— 是は事 實の證 明す る 所で ある。 讀む人 は 愉快 だから 讀ん だに 違 ひない。 .！ 是も 私の 今保證 した 所で あ 

る。 是等ス 4 フ トの讀 者が 皆 間違って るると すれば 格別、 不愉快な 作物 を 愉快と 思 ひ 違へ たと すれば 鬼に 

P さう でない とすると、 私 は 自分で 矛盾に 陷 つて るる。 ^^^1^ の 作 は 不愉快で あると 主張しながら、 

スヰフ トに多 數の讀 者の ある 事 を 承認して、 しかも 其 讀者は 愉快 だから 請ん-た S だと 說明 するならば、 ど 

5 しても 矛盾に 違 ひない。 私 は 形式の 上に 於て 明らかに 此 矛盾 を 認める と共に、 私の 所謂 の 二字の 内 

容を 吟味して、 始めて K 際 上に 此 矛盾 を 免れ 得る W である。 何故と いふに 私は此 矛盾 を 犯しながら、 毫も 

矛盾 S 感が 生じない ので ある。 生じない から、 愉快の 意味 を設議 して 區別 したくな るので ある。 箪 純に 見 

える もの を複雜 に分鮮 したくな るので ある。 さう して 腑に 落ちる 所 迄 行きたい ので ある。 

ス ヰフト S 作 は 不愉快で ある。 しかも 私 は讀み 通した。 何等の 特別の 事情がなくても 單に讀 む 爲に讀 み 

通したら うと 信す る。 その 讀み 通し 得る 所に 明らかに 私 は 一種の 愉快 を 認めて ゐ なければ ならない。 する 

と此 愉快と、 前に 云 ふ 不愉快と は 多少 性質の 違った ものでなくて はならない。 (同じ 物が 同時に 愉快て、 

二 
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又 不愉快で あると は 人 問 として 云 ひ はない から。) すると スヰフ トの作 は 何れの 點に 於て 不愉快で、 何れ 

の K に 於て 愉快で あるか を 明らかにすれば 問 の 火 部分 は 片付く ので ある。 

私に 此^の に 於て 文 sjf に 好悪の 表現で あると 說 いた" 又 其好惡 なる もの は 一 一重に も 三-直に も羞 なり 

合って ゐ ると 說 いた。 今 御 話し を 致す 事 は"： 聯 して 御聽 きを 願 ひたい。 ス A 'フト G 不偷 快の 點 は、 0 

$2 に人閒 sai 點を碟 く 所に ある。 お赦 なく 人間に 恥 をかゝ せる 所に ある。 人間の 醜と 附と 劣と #ゲ 陳列す 

乙 所に ある。 ^^-ぃものを無.^=にぉの先へ突きっける所にぁる。 空に 輝いて" 0 る 太陽 を 永 幼に 奪って 仕舞 ふ 

所に ある。 人間 を 動物 G 如く 取り扱 ふ 所に ある。 動物より 下等なる 馬 S 國 S 動物と して 取り扱 ふ 所に ある。 

人類 はス ヰフト S ために お 心な 傷つ けらる ゝ 故に 不愉快で ある。 道義 を 取り 上 けらる ゝ が 故に 不愉快で 

ある。 俾大と壯烈とを^^せら乙 、 が故に不愉快でぁる。 $11^ しき 人、 美しき 花、 美しき 空と 水と 衣裳と 輕と 

を r ゆたら けにされ る. か 故に 不愉快で ある。 相思、 友愛、 信念、 凡ての 便り を 打ち壊さる、 か 故に 不 

愉快で ある。 かくして 人類 は 世界 滅却の n に 至る まで 不幸で ある。 それが 最大 不愉快で ある。 —I 一一 耳に 

して 云へば、 ス 4 フ トは蕃 悪、 i» 壯劣 S 部門に 於て、 寸 irjf の 满足を も 吾人に 與 へない ので ある。 吾人 

の 希 S に を 永久に 節し. US である。 人せ の 三分 一 ーを燒 き拂 つたと 同じ 事で ある" 

しかして か 人間の 本^た と 云. T 看板 を 懸けて 本體 屋と號 する のでん、 樂 除を逼 つて 本體 を痰告 する 

ので もない。 次第々々 に 本將が ffis 出し、 活躍し、 行し、 躅 歩し、 恥ぢ もせす 臆し もせす、 冷然と して 天 

命 S 如くに： ^15 し來る S である。 t:^ むお は 第 一 に 眼 を 擦る。 新しい 刺激 を 愉快に 思 ふからで ある。 第一 一に 

成 S^I と 思 ふ。 爭 はれぬ^ §1だ からで ある。 內 35:1. 應 3 愉快て ある。 第三に おやと 思 ふ C  f:- れ たる 事 *i を 掘 

り 山した 愉快て あ- 0。  ^四に ははつ と m-5.、i。 飛んだ 所に 人 11 の正腊 が：； 1- 付かった 愉快で ある-.〕 11 ；: ：ん 等 は 

心く 愉快で ある。 但しお. せん- い、 ^$.相を明らめる點から見ての愉快でぁる。 


不幸に して ス. フトの 書いた 是等 S 愉快 は、 悉く 他の 部門から 出る 愉快と 衝突して るる e 眞 t ゆ S 部門 か 

ら 出る 愉快で、 善惡、 美醜、 壯 劣の 部門から 出る 愉快と 重なり 得る 者、 竝 行し 得る もの、 兩存し 得る もの 

は、 一 つ 殘らす 切り 棄 てて、 唯 不愉快 を與 へる ものの みを餘 して、 それ を 根氣に 書き連ね たのが 『ガリ ゾ 

1 物語』 である。 從 つて 『ガリ ゲ ー 物語』 は 愉快で ある。 さう して 又 不愉快で ある。 愉快で も あり 不愉快 

でもあって、 诀 して 矛盾に はならない ので ある。 (『ガリ-、 ヮ ー 物語』 ばかりで はない、 世間に は 小 說を讀 む 

のによ く 讀んで 仕舞った あとで、 面白くな いと 云って 苦い 顔 をして るる 人が ある、 さう して 讀む峙 は 一 生 

懸命 に讀ん で ゐる。 かう 云 ふ 人の 心的 狀態 は 以上の 分解で 大抵 說 明が 出來 ると 思 ふ 0) 

ス 41^, に關 すろ 愉快 不愉快の 辯は是 で咯盡 きた。 殘る所 はァ. デソ ンの 愉快 は如柯 なる 性質の もの か、 

簡略に 說明 すれば 此問超 は 結了した と 同 である。 ァ.、 チソ ンは當 時の マナ ー を忠寶 に 後世に 殘 した 人と し 

て 有名で ある。 だから 其 作物 を讀 むと 常時の 風俗が よく 分；^。 分る と 云 ふ 事が 旣に 愉快で ある C 當 時の 風 

俗なん ぞは 何う でも 構 はない とした 所で、 た if  、 左 もさう 有り 相な 社會ゃ 風俗が 眼の 前に 出て 來 るの は 見 

てるて 愉快で ある。 それから 彼の 書いた 人間 はと 云 ふと 矢張り 人間ら しい。 社會 とか 風俗と か 云 ふ もの は 

著しく 世紀に よって 變る ものであるが、 人間 は それ 程變ら ない。 (全く 變ら ない と 云ふ譯 ではない が、 變 

るの は 寧ろ 人間 を觀 察する 態度と 程度で ある。) だから 當^ に 在って 旨く 寫 された 人間 は (ある 意味から 

云って) 今日で も 旨く 寫 された 人間に 違 ひない。 ァ. デソ ン は 旨く 人 閒を寫 して ゐ る。 すると 善く 自然に 似 

た 敍述卽 ち 事 實を傳 へる 點 から 見て、 ァ -デ ソ X は 吾人に 愉快 を與 へて るる。 此點 はスヰ フトと 同じで ある。 

M しスヰ フトは 本來の i 彼の 所謂 本来の ，—， 人 閒其物 を敍述 する 爲に架 (41: の 比喻を 借りて 來 たの だから、 

有りの 儘の 世相 を 有りの 儘に 書き流した ァ. デソ ンの 流儀と は 方法が 全然 這って ゐ るが、 雙方 共に 眞實 より 

出る 快感 を讀 者に 與 ふる 點 になる と 同じで ある。 た 5, 一  方 は 前に も 屡 述べた 如く 儀容 作法の 末節に 走った 

：   —I  .  .   1 -. ust  
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お々 傅へ， 一 方は人51の5:部を1-5^返しにした^;$-ぽを；！^へたと云ふ相途になる。 此點に 於て 雙方の 優劣 を 

へ I する は 一 に I- 準の 立て 方で ある。 深淺を 標^に すれば ス 4 フトが 勝つ。 勝つ と は淺ぃ 方が 惡 いと 云 ふ 意 

味で ある。 然し 油 粉よりも 水 お^が 好い と 云ったり、 水 彩 違よりも 俳晝が 面白い と 云ったり すれば 逆さま 

になろ。 wla: 料 ff より^ 茶 料现が a" いと 云ったり、 is-iK 御所より 茶 座？ g 力 趣が あると 云 へ ぱ反對 になる。 

又兩〃 北： に 拂 だと 云へば 分けになる。 い 方 は 深いな りに 上出來 で、 淺ぃ 方も淺 いなりに 上出来で、 出 

來 のお 皮 か：： i じと すると、 又 深ければ い 趣味が あり、 ^^ければ淺ぃ趣味がぁるとすると、 强 ひて 僵劣を 

決す 乙 必要 もな くな つて 仕舞 ふ。 同じ^ 類の 某 物 S うちで 1  ィ ン アツ ブルと 梨 を 比 絞す る樣な ものである。 

た，， - 深い？ いで lEg 別して、 他はー誠^i^の取捨に任せたら宜からぅ。   

^にス 4 フ トが惡 ^を 與へ る點に 於て、 ァ， チソ ン は 快感 を與 へて ゐ る。 前に^^ 「の 事 を； i すろ 時に 

火 分 色々 な^を 詳しく述べ たから、 此 所に はた  >  手 短 かな、 片^^5った說明丈で間に合はせるが、 —— 彼の 

文^な^ むと パ 嘲弄され るお 人 は 別と して、) 一 般 にがえ か ぃ綠 側で 日向 ほ つ 、 J をして ゐ る樣な 感じが す る。 

如ち 尸で. ef- 和 s^s 趣々 具へ てるる。 是は 作物 ヒ 典^から 出る 快 t ぞも、 壯 劣から 出る 快感で もない。 寧ろ 善 

恋と？^ Ms 部 1： から 出ろ 快感で ある。 何故 i*! & :0 に關 係が あるかと 云 ふと、 世の中が 平和な の は、 人が 靜 

で 、 ^^も i" 嘩も しな い で iiir たと 云 ふ 感じ か^も つてる る。 惡事 凶事がなくて E 出度 いと 云 ふ 感じん- 控 

へて るろ. - ^故^^に 關 係が あるかと 云 ふと、 口 光が 美しい 如く、 暖かい 綠 側か 戀 し：：， 如く、 太平 S 氣象 

が V：；： を. ：：：ら悦 ばし める からで ある。 ァ，チソ ンは此點に於て吾人に快^！^を與へ てるる。 然し是 も 程度から 

云 ふと 说 いもので ある。 旣にぉ、快^^^3種類をかゃぅに說明しなければ諸ぉに了解が出來かねるのでも分ろ。 

然し 快悠は どこお に 快感で、 i=-;rf ゲ-云ふと今^?-明した部分に3?する快感に相遠なぃのでぁる。 所が 叫か 

フトは 此點に 於， し 一;!!: 人に 非常な 不快 を與へ 一」 るる。 それ は" N に 述べた 通り-たから 繰り返す 必要 はない。 で 


一口に 云 ふと、 ァ H ジは |を與 へて ゐる 代りに 淺ぃ、 ス 4 フトは S け rpf; 與 1 てる 

い I 評したら、 二人 8 性 丈 は 摘み 出す 事が 出來 よう。 けれども、 それ 力 1 にもな"" -、 

以上 il 明 塞み 込んだ 上で 兩 人に 關 する 取捨 を隨 意に 極められたら 好 力ら うと S 力 

citoler  (as  you  I  wen  suppose)  to  entin  one  another  with  t^^^^ 

but  to  I  §  if  in 篇 teie:  the  I  where  the き I  ii- O^M. 

list.  III  entrances,  f  one  by  a  i  of  a  I  I.  and  the  other  by  a  n 

of  If  If  a  candidate  for  I  ci  I  CI  ike  his  entle  h3f  t ば 

I  he  was  looked  upon  as  luaged;  but  if  he  I  in  the  J.  and  00&.  not  f つ e 

his  way  thih  it,  the  iii  were  i 議 ediately  thrown  01 for  ^  recepf リ n 1 " 

重 salted  as  a  brother.  I  hi  heard  that  this き， t  it  il  I  I 

persons,  weighed  above  three  ton. 

J.  opposition  t〇 this  society,  there  spl  up  i  closed  of  scirl  and  SI. 

op  I-  I.  very  I  I  I  did  all I  Id  to  fart  ^^^..^H 

f  brethren-  103  they  represented  as  men  of  tog  pgclples;  till  at  i.^  .. 

I  th§  §t  of  the  favour  of  the  people,  and  consequently  out  of  the  3iiy，  ^M. 

factions  tore  &e  eolation  in  pieces  for  several yi,  tin  at  lei  they  cal to Ig  M,^- 

latf  that  the  two  bis  of  the  town  should  be  il  Clin  out  of  the  two  clubs. 
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t>y  .vvhk-lh  means  tlie  I)rincipal  magistrates  are  at  this  day  coupled  like  rabbits,  one  tat  and 

one  lean.  . 

(n 分 S 知って ゐる、 ある 大きな 町に 肥 火^ S 供樂 部と 云 ふの があった。 これ は业 H 通 s« ^部と g| つ 

T,  か：.： に 頓智 を 湖 はすで もなければ ii 氣に 遊ぶ でもない。 只 寄り合って n 與而 ni な 顔 を |;<き 合 はせ 

て！： 5 乙。 <&«1!1;の進ま乙部2{1は^;^^らしく大きなもので、 入口が 二つ ある。 一方 は 普通の 戶 -か閉 てて ある 

が， 一方 は ！對の み戶で 出来て 居る。 この 肥満 供樂 部の 會 a: に 成らう と 云 ふ 候補者が、 若し 第一 の戶 

かにお おく 這 人って 来よう ものなら、 卽 座に.^:;: たる 格の 無 い^と 認められる。 これに 反して 入口に 

挟まってぉ！|:にしてん進むことの出來なぃ^1<?は、 ^ちに 一方の S み戶を 開けて 會員 として 歡迎 せられる。 

こ S 仉站郎 S^Q: は 僅かに 卜： ん， 名以 5： だが 重さ は三顿 以上 あると 云 ふ 話で ある。 

肥^ m 蛾 部の，： 1； うみ-張って、 案山子 ゃ骸 $:s 樣な人 問ば かりで 飢 織せられ た <s= が も 一 つ 出 來た。 この 

速屮 は^せて、 ひよ ろつ いて、 rJ:3 々しい もの だから 肥滿俱 部で 計 塞す >0 こと は 何に 限らす 手の 届く 限 

卞： を 加へ た。 しかも 彼れ 肥 滿會會 a は危險 極まる i ^穀を 抱いて ろ 杯と 言 ひ 腐らした 結果、 とうく 

^sgtsH を iis つけ 終せ て、 W の 公役に 就けない 樣 にして 让 舞った。 此騒勒 か 数年間 綾いた^、 町 糾合 も 

^々になった が 終に 相談の 末、 町の ベ I リツ フを 一 人宛兩 方の m 樂部か r> 年々 ぬむ と 云 ふ ¥ で浙く 落着 

を 4ic けた。 今：3に至る迄此町のべ|リッフは^と臍の樣に^^せた6と肥ったのとー 一人でし つくり 成立つ 

て 居 乙の は、 全く；： y が ほで あろ。) 

は 常時 雨後の の に 仉船部 か出來 るの を 諷した もの とん = ^え， 0 けれども、 少しん 皮肉な 所がない。 

却て 如 ：！： にも な 感じば かりして、 不平と か 不愉快と か 云 ふ 分子に 跡 方 も： affi だせない 位で ある。 

是と對 照す 乙 はに スヰフ トの冷 SI のうちで 尤， f. 辛辣 を 極めた 第 四 編^ 中から して、 I 三 一の 例を舉 けて 掷 


覽に 人れ よう。 ^ 力— ァが 馬の 國へ 行って 馬の 言語 を 習 ふと 存外よ く覺 える ので、 馬の 主人が 大蠻 感心し 

たと 云ふ條 りに 斯う ある。 

： He  was  extremely  curious  to  Isow  from  wliat  pcu.t  of  the  country 1 cauie,  and  how  I  was 

t;au つ.. hi; imitate  a  rational  crea.t.5:. ひ； because  1;lie  Yahoos  (whom li ひ saw i ひ xacUy  resembled 

in  my  liead,  liands,  and  face,  tliat  were  only  visible)，  witti  some  appearance  of  cunning.  Hid 

tlie  strongest  disposition  to  misctiief,  were  observed  to  t-e  tlie  most  .unt つ achnhle  of  all  ^H&ro^-: 

(彼 〔卽ち 馬で ある。 馬の 國 だから 馬が 人間の 位置に 居る。〕 は 自分に 何 所から 來た、 又 どうして 理性 

的 動物の 眞似 をす る やうに 仕込まれ たかを 大變 熱心に 問ね た。 と 云 ふの はこの ャフ ー と 云 ふ默は (す： 人 

は 自分 を 目して、 手なら 頭な ち 顔なら、 見える 所 は 皆 この 動物に 酷似 だとして る。) 掛けから 惡賢 さう 

で、 且 非常に 善くない 傾向 を 有して ゐて、 あらゆる 獸 類の 中 一ばん 手の 附 けにく いもの だと 云 はれて 居 

るからで ある 0) 

滑稽 は 無論 ある。 けれ 共 滑稽の 感じ は 忽ちに 壓 迫され て 仕舞 ふ。 但し 痛く はない。 局部 を 刺したり、 ち 

くちくさせる 樣な 細工に わたった もので はない。 の そりと 四方から 讀者を 取り 卷 いてる る。 さう して 證者 

は壓迫 を 感じ る、 雪と 雪に 鎖され たと 同樣 である。 

. ガリ、 プアが 其 主人に (卽ち 馬に) 故鄉の 物語 をす る條 りに はこん な 所が ある。 

： M  told  tiim  we  fed  on  a  ttiousand  tilings  which  operated  contrary  to  eadi  other;  tliat  w ひ 

eal; WTl ひ n  we  were  sort  IvungTly,  and  drank  witliout  tli ひ ； provocation  of  1;hirs1:;  t;liat  we  sat  whole 

ni^llts  dlrinlcinw  strong  licjuors,  without  eating,  a  t-lt,  whicli  alspss ひ d  us  to  slotti,  .innamed  our 

bodies,  and  precipitated  or  prevented  digestion;  that  prostitute  female  Yahocn;  at-qulred  a  certain 
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nlalpdy.  whi つ la  bred  rottenness  in  tJie  t5nes  of  those  WIS  fell  into  their  embraces;  that  this 

and  many  other  diseases  were  propagated  from  rather  to  son,  so  that  great  llumt-ers  come 

into  tlie  world  with  complicated  maladies  upon  them;  that  it  would  be  endless  to  give  him  a 

catalopTue  of  all  diseases  incident  to  human  bodies,  for  tliey  could  not  t-e  fewer  tlian  6ve  01. 

six  ^tfs^s^.  spread  over  eveiy  limlw  and  joint;  in  short,  every  part,  external  and  intestine, 

liaving  diseases  app>ropnated  tio  itself. 

(中； 人に こんな 話 をして 間 かせた。 一;^:1々は色々なものを食ふ。 それが 腹の なかで 鉢 合 はせ をす る。 そ 

れか. I, 股 S 诚ら ない S にな ふ、 飮 みたく. ぶいのに 飲む 癖が ある。 さう かと 思 ふと、 食 ふ もの は  一 口 も 食 

はないで、 終^ 强ぃ： „^ん 飲む。 さう し： し 身 體はゥ 5 になる。 熱る。 腹が下る C きが ii^ へる。 それから、 地 

^ふ-商 资 にす 乙 牝^^, は 一 種の 病氣を 有って るる。 此 牝ャフ ー に 抱き 附 かれる と、 其 病 氣が化 ひ 込ん 

で お 一 腐る。 E;^ も.；； g 氣は是 計りで はない、 色 々ある。 それが 親から 子に 傳 つて 行く から、 生れ 落ちる と- 

すぐ、  こんが.，： かった、 六づ かしい 病氣を 有って るる 奴が. K 分ゐ る。 人 ii か 種る 病 氣の名 を 一 々敎 へる 

の は火變 な^だ。 手、 足、 關節、 至る所に はびこった 奴 を 勘定したら、 何でも 五六 百 は あろ だら う。 ま 

あ 外.' もない、 何 所 も かしこ も.；； g 氣と 云って 可い。) 

是は. ¥ ろ 諷刺で はない 16.^ 口に 近い 攻架 である。 何でもない 樣 だけれ ども、 人間 S 動物と 遠 ふ 所 は、 食 

ひたくな いのに & つたり、 飲みたくない S に 飲んだり する 點にも あるんだ から、 そこが 一寸 而 白い。 あと 

は 1 した 才 もない。 云 はう とすれば 业；： 逝の 人に も 云へ る。 然し 相手-か 力 ー イン ムズ なる K? であって、 其 馬 

が、 成" 4i 人^と 云 ふ勒物 はそんな 譯 の^らない 野郎 か、 と iS いてる るんだ から、 隨分 厭になる。 よし 是丈 

お^ん 程で もない と卞； した 所で， ws,^^^ の 調子と はまる で 比べ物にならないの だから、 對 照に は 


なる。 

それから.；^^ 「が ， 引リを に 行きたい と 願った。 主人の 馬 は 許可 を與 へ た。 其 理由が 面白い。 being 

perfectly  convinced  that  the  ^^^^  I  bore  these  brutes  would  never  suffer  me  to  be  corrupted 

by  them  (自分が これ 等の 默類 〔卽ち 人閒〕 に對 して 有する 惽惡の 念に 徵 しても、 彼等に 接した が^に 墮 

落す る 様な こと は斷 じて 無い と 云 ふこと を 充分に 信用した から) と ある。 甚だ 思 ひ 切って ゐる。 普通の も 

のは是 丈の 考 があって も 大抵 遠慮して 默 つてる のが 當然 だ。 . 

斯うして おく 馬 國に 住居す るに つけて、 さすがの ガリ 、プア にも 漸々 馬の 國の 風俗 習慣が 懷カ しくなる 

有 樣を敍 した 所が ある。 

--By  conversing  wiA  tlie  tJouy!iH!i?tnts,  and  looking  ulsn  tliem  with  delight,  I  fell  to  imitate 

^^0^^.  g.ait  and  gesture,  whicll  is  now  grown  into  a liabit;  and  my  friends  often  tell  me,  m 

a  Hunt  way,  that  I  trot  like  a  horse,  which,  however,  I  take  for  a  great  compliment.  Neither 

stiall I  caisown, け tiat;  in  slsaking  I  am  aj^l: ト Lo  fall  into け lie づ oic ひ and  manner  of  ？ Q  Hinhnms, 

tmd liear  myself  ^^^^00^^^  on  ttiat  account  witliout  tlie  least  mortincation. 

ハフ ー イン ムズと 逢ったり 話し をす るの が 何となく 面白い ので、 何時の間にか 彼等の 身振り、 歩きつ 

きを 眞 似る やうに 成った が 因 某で、 今では ちゃんと 習慣に 成って 仕舞った。 それでも フ ー イン ムズ S 友 

人 は、 In だま だ 馬 S やうな 步 き方ぢ やない か 杯と 云 ふ。 然し さう 云 はれる と 大變難 有い 氣 がする。 夫 か 

ら白狀 して 仕舞 ふが、 話し をす ると^ イン ムズの 聲ゃ樣 子が 出る。 可笑しい と 云って 笑 はれて んロ惜 

しく も 何ともなかった 0) 

是は 人閒を 正面から 蹴落と す 代りに、 馬 を 人 問 以上に 上抄 たので ある。 馬の 方が 人間より もえら レ 力ら 
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して * 人^ は 馬 を^んでも 可い と 云 ふと 同 に、 人間 は 馬に も 劣る と 云 ふこと を廣告 した ものである。 

ニニ)，： 35 上の 例 は 隨分人 を 鹿」 して ゐる。 スヰフ トを相 乎 取って 告訴で もした いが、 ス 寸フト A 身 

が旣 に. a 身 か- iri ^してる ろんだ から 仕方かない。 スヰ フトの 諷刺の 一 般は 大抵お. 5 侏が つくだら うが、 私 

か-して  一 一一 一 H に 之 を 評せし めろ ならば、 先づ冷 刻と 云 ふの か 一 番適當 だら うと 思 はれる。 冷 刻なる 犬 IBff^ 義 

(cold  cynicisms とでん 評したい 氣 かする。 元來飄 刺に かゝる 超 目 は、 人生の 見樣、 社 會の觀 方で 色々 

に K 別ん 屮 I 来よう が、 諷刺 を 遣ろ 方の 動機 を 分析して 3? と 面白い 等差が 屮 r 来る。 第一 は好^^的の諷刺で 

ある。 00^t の は 酷 かも 知れぬ が、 其 E 的 は 諷刺 を 受ける 常人 をして 恶を罷 め 善に 移らせよう とする 

好 恋から 出る ので ある。 ァ， チ ソン ゃスチ 1 ル、 殊に スチ ー ル は此 傾向 を 有して 居ろ。 第二 は惡意 的の もの 

で， に 其 人 S 感！ を つけて、 陰で 舌 を 出して 居る と 云 ふやうな 皮. S; な 遣り方で あろ。 ァ， チ ソン に は 

は 此倾， ：r か ある。 第三はぉ意でも^^意でん無ぃ、 唯 諷刺 其 ものが 面. C いから 遺る。 其 結果に 至って は！ n- フ 

でんよ い。 <i^,JEIふ所で無ぃ。 小兒 * か 犬 を 追 ひ！！ はして まぶ 如く、 諷刺 以外に 何の 目的 も 有して 居らん の 

であろ。 ス. tf- フトは 天性 諷刺 家に 生れ 附 いたの-たからして、 諷刺 以外に 何等の 目的 を 有して 居らんでも、 

決し て .櫬 刺 を やめる 譯には 行 か な い 人で あ る。 

元來 .M: 刺 id 、も の を H 的と し r- .識 刺 を 遣 る 人 は、 刺 其 も のが 面白い ので あろから して、 諷刺 を 受け た 本 

人に 如 ：！： い. ハ を來？ うと 構 ふや：： はない。 これ は 前に 述べた 通りで ある。 偖 諷刺に 固より 不満足 を 表 は 

す 消 的批： 許 S 文 ゆで あるに は 相 逸ない が、 其 不満足が あれば こそ 諷刺の 材料が 出来る ので、 い 刺の 材料 

が あれば こそ 自分 は 愉快 を感 する ので ある。 して ろと 此 等の 人々 は不滿 足が tin 七に 變 化して 湿， S 材料 

が， # くな ろよ C も、 不^§足は其6|で矢张"諷刺的た覜察がして居りたぃのでぁる。 是は 自己の 0 勢 を 示 

. す爲 とも 解釋 出来ろ し、 成 は 》t; に 術 的 良心から 無 S 心の 愛 (disinterested し ove) を 以て 謓 刺に 對 する も 


のと も說 明が 出來 る。 猶 立ち入って 云 ふと、 かう 云 ふ 諷刺 家 は 諷刺 を 受ける 人物に 對 して 存外 僧惡の 念 を 

抱 い て 居らん。 よし 抱いて 居つ て も 諷刺 其 物 を 喜ぶ 快感の 爲に 打ち消されて 、 果て は 却て 此弱點 を 有す る 

ものの 存在 を 嬉しがらない とも 限らない。 是は 妙な 矛盾で ある。 が 又 寄り道 をして るると 歸 る.， のが 面倒 だ 

から、 すぐ 後 房り をして、 か、 る 諷刺 家 は 少なくとも 諷刺 を與 ふる 目的 者の 利害に 關 して は 無頓着 (indif- 

ferent) であると 丈 云って 置く。 

诸此 種の 無頓着 は 世の中に 飽き はてた 結果と して、 所謂 不感 無情 (callousness) の 域に 入った もので は 

無い。 又 冷やかに 輕 蔑の 意 を 含んで 居る 無頓着で もない。 世の中に 飽き もせぬ。 世の中 を輕 蔑しても 居ら 

ん。 但藝 術と して 諷刺 を 愛する が爲 に、 或は 自己の 優 勢 を 愛する が爲 に、 諷刺 以外の 交渉 卽ち 常人の 利 

害な ど は 中 5 れて 仕舞 ふ、 と 云 ふ 無頓着で ある。 其 結果 は 諷刺 を 遣る 癖に 呑氣 である、 現世に 首ん じて 居る „ 

しかも 諷刺 を敢 てす る 位 だから 幾分 か 世の中 を 茶に して 居る。 茶に 出 來る樣 な 地位に 立つ. てるて 然るの も 

ある。 (一休、 大久保 彥左衞 門、 現今 上流 社會の 紳士の ある もの。) 或は 世界 觀の結 菜 然るの も ある。 或 

は 天性 然るの も ある。 いづれ も 定業 は 五十 年、 浮世 は 肥 桶の 樣な もの だ、 臭いく と 云って 人 を 冷やかし 

ながら、 臭い 中に 澄まして 住んで、 至極 太平に 諷刺な 遣って 居る。 

, や 4 フトは 天性の 諷刺 家 だ と 云った が、 それで は 矢張り そんな 吞氣屋 の 一人 ぢゃ. ないかと 感違ひ をす る 

人が あると 不可ない から 斷 つて 置く。 诀 して さ うぢ やない。 彼 S は 迫って 喰 ひ 入る やうな 諷刺で ある。 何 

處 まで も理 は理、 非 は 非、 醜 は 醜と して、 一毫 も假 借せ ぬ 諷刺で ある。 斯の 如く、 惡を 憎み、 酏を 忌む 潔 

-齢 S 態度 を 飽く迄も 持して ゐる。 それで 居て 可笑しい 事に は 矢張り 無頓着で ある。 た 、"彼の 無頓着 は感覺 

が^くて 無頓着な ので はない、 感覺が 鋭敏 過ぎる から、 無頓着に でもして 居なければ 居た たまれな いので 

ある。 彼 は 現在に 對 して 大 不満で ある。 大 不平で ある。 然しながら 此大 不満と 大 不平と は 到底 動かす ベ か 
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らざ ろ大. 偶然であって、 人 問 を 作り 易へ なければ 如何す る こと も出來 ない と 悟って 居る。 そこで、 奈 可と 

も 勝手にし ろと 投け 出した。 云 はば 絕 望から 出る 無頓着で ある。 彼 は 憤怒 S 峠 を 通り越して 無 頓ずこ 成つ 

たので ある。 雰に封じられた火山の樣な無頓^^でぁる。 

こ ss_- 度-かよく 作物 S 上に 表 はれて 居る。 彼 は 徹頭徹尾 諷刺 的 文字 を拉 ベて 居ろ にも 係らす、 嘗て 自己 

S ほ 情ん-:^ 中に ぬした ためし か 無い。 t 似. 01 身が 怒って 居る 所、 叫んで 居ろ 所、 さて は 狂 ひ 亂れて g る 證 

し に せた ことが 無い。 同時に 彼は此 諷刺に 對 して 愉快て あると 云 ふ 風 を 見せた ことが 無い。 

？ と共に a; かれ 出した ことがない、 調子 づ いて 躍り 出した ことが 無い。 開卷第 一 頁から 最終の 冥に 至る 

まで、 ^肅 なお 貌を 崩さないで、 機械的に， 諷刺 を 吐出して 居る。 之を讀 むと、 彼. H 身 は 諷刺 をして 居る 木 

人て ろ 力 又は. ほ を 受けて 居る 目的物で あるか 分. にぬ 位に、 寂然と して 30 越して 居る。 それ から 彼 

fj^ht は 決して 熱 2 あろ W 狂 性？ 篤 て はない。 冷え切った 氷點 以下の 罵詈で ある。 彼 は 諷刺 世界 

ヒタァ (Jupiter) の 如く、 冷やかに、 穩 やかに 且 厳かに オリ ムパ ん (olyTnpus) 山 Gro 上に 立って、 遙か 

に下タ ん"； ^下しながら、 忪も 他界 S 出來 事に 對す るが 如き 同情な き， を 以て 人界の 事象 を 描き出して, g る。 

8 それ だからして 彼 s;?i 刺 は 其. E 身に 於て 如何に 深刻 を 極め、 如何に 冷 s=s 趣 を 具 へても、 何とな 

く餘 所々々 しい が ある。 何處 まで も 寧 .Ja ふ」 事 •；》 とする 流 依で、 公文齊んュ^5む樣な氣がする0 吾人 はこれ 

を？^ スで 冷たい 心 i^: になる。 然し^ 冷た？ は^ 那 S 冬の 樣な 底冷えで ある。 云 ふ 可から ざら  一 „^-3^^=,^で 

ある。 然.. i が..， 奴 や 共 に^しく 骨肉ん， 動かす 程の 一 1  よ 性の 影響 は 受けない ので ある-」 ，mp 其 齐が深 

一.^ てォ るし と、 讀ぉカぼく^1ゅ情ん-動かす3とはスヰフ トに於て必すしも 一 致しなぃ0 其！ 15^5- よ ssfg? である。 

ス 4 ント S 作物に は： E^n 身の^お 哀樂が 表 はれて 居ない。 ぢ かに 表 はれて， 0 な いのは 無論、 作 中の 人物 

の 袋 架に 變 形し、 表 はれて るない。 從 つて 者の 方ても 强ぃ 怒 哀樂の 情が 起り 樣 がない、 つまり！^ 


？ i?: は 作 中に 於て 同情 を 起すべき 目的物 を 有して 居らん ので ある。 若し 作者-か 先に 立って 狂奔し、 怒號 し、 

痛哭す るなら ば、 若し 作者が 作 中の 人物と 狂奔し、 怒號 し、 痛哭す ろなら ば、 讀者も それに つれて 狂奔し 

怒 號し又 痛哭す る 箸で あるが、 スヰ フトも W リ、 プア も 冷然と 構へ て 居る から 巳む を 得ない。 讀者は 彼の 爲 

に 我 を 忘れて 有頂天に ならう にもな り樣 がない。 これ を 例へ ると^^^ H の 諷刺 は老 吏の 獄を斷 する 如き 

もの だら う。 一 々罪狀 を 審問して 罪人 を 斬って 仕舞 ふ。 罪人 だから 斬られても 仕方がない、 又 其冷靜 なる 

制 決に 對 して 何人も 不平 を 言 ひ 得ざる 手際に は 感服す る 外 はない。 が、 如何に 名 法官であった にした 所で、 

1 篇 の 宣告 文を以 て聽 者の 心み-躍ら しめる とい ふ 手腕 は 無い ので ある。 吾人 は 罪人の 斬られる の を氣の 毒 

とまで は 思 はぬ が、 法官に 向って 満腹の 同情 を 表して、 出來 得るならば 手傳 つても 罪人 を 殺して 遣りたい 

と 云 ふ氣に はなれない。 猶 詳しく 云へば、 スヰフ トの筆 は 詩的な 所がない。 頓才も あり 諷刺 的で も ある。 

又 非常な 達蕺 である。 然しながら 遂に 詩的な 所がない、 否 極めて 少ない。 從 つて 感情的に 人の 心 を 動かす 

、點が 少ない。 例を擧 ければ 幾許で も あるが、 試みに ガリ ゲァが ラビ ュぃタ の 女 を 敍述す る 所 を擧け て 見よ 

:T-lle  wives  and  daugttters  lavnent  contlneinent  to  tlie  island,  altttougti I  tlimk  it けザ ひ 

most  delicious  sfst  or  wrortnld  in  ttie  world  ；  and  althoug.ll  tliey  live  liere  in  tlae  grrea^est;  ； plenty 

and  magnificence,  are  allowed  to  do  wliatever  tliey  please,  tliey  long  to  see  tlie  world,  and 

take  the  diversions  of  tlie  metrotslis,  whiclh  tliey  ar ひ not  allowed  to ひ o  witliout  a  ； particular 

licence  "33  ttie  icing-;  and  this  is  not  easy  to  ot>taine<l,  .because  .til ひ people  of  cjuality  liave 

fcsnd  t-y  frecjuent  expenence  llow  liara  it  is  to  ； persuade  1;heir  wornen  to  return  froin  below. 

I  was  told  tliat  a  great  court  lady  who  liad  several  cliildren  is  married  to  tlie  prime  minister, 
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the  richest  subject  in  the  Idngdom,  a づ ery  graceful  person,  extremely  fona  of  lier,  and  lives 

in  the  finest  palace  of  tlie  island;  went  down  to  Lagado  on  the  pretence  of  health-  ？ 03  hud 

herself  for  several  months,  till  the  king  sent  a  warrant  to  search  for  her:  and  she  yas  found 

in  an  obscure  eating  liouse,  all  in  raws,  .having  p_awned  her  clothes  to  maintain  an  ola  deiorm ひ d 

footman-  wlio  h>eat  her  every  day,  and  in  whose  company  slie  was  taken,  mucli  against  IJer 

will.  And  altliougli  llel-  liusband  received  lier  with  all  possilDl ひ Idndtiess,  and  witlioul;  the  leosi; 

reproach,  she  soon  after  contplved  to  steal  down  again さ itli  all  lier  jewels  to  tlie  same  gallaiu, 

and  lias  not  t>een  lieard  of  since. 

(この は^ 界 中で 一番 住み 好い 所の に 化え る けれども、 この 國の 細君 や 令媳は その 中に 閉ぢ 籠め 

0 れて 外へ 出られない のん， おに 嘆いて 居ろ。 彼等の 生活 は^ 澤を 極めた もので、 何でも 嗜きな 事の 出來 

乙.： 分で あ" ながに、 世山中へ出て：：^^たぃ、 ：！H.W の 快樂を 味 はって たいと 頻りに 然 がれて 居る。 然し 

こればかり は 特に^ His 允許 を 5^ なければ 出来ない ことで、 それが 又 容易に 得られない。 と 云 ふ もの は 

商 W の 人々 もこれ； 力」 幾度と 無き 經驗 で、 一た び 夫 を 許した か 後、 いくら 說 翁しても 容尸 ^ に 下界 〔註、 

こ 山 は 飛^ ひ？ とて.：：^ 中に 浮かんで-ひの だかに 斯く云 ふので ある〕 から 連れ 反す ことが 出來 ない の を 知 

つて ろか. - であ 乙。 n 分は义 斯うい ふ 話 を 問いた。 或贵 婦人が 11 旣に數 人の子；：^ であろ 年配で、 し 

かも- M 人と 云 ふの は總 If 火-にで、 佥 持で、 男 振 0 が 善くって、 殊に 細君 を 可愛がる 質で、 其 上 非 《：£ に 立 

派な に 住んで ゐて、 ：！： に 不足の ない 女な の だが、 11 或- S 健康 S 惡 いの をロ實 に、 ^i^,^ ド I へ 下 

りて 行った ia、  K ケ；； ：：ii も 行 銜 不明に なって るた。 あま 0 歸" が 通いので、 とうく 國 王から 捜索の 令 

狀が 出た。 ^々探って 3-.;- と 女 は 鬼 ある りの mis い 小 科理屋 に、 ほろ に 包まって るた。 着物 は みん 


な脫 いで、 色男に 入れ 上け. us である。 所が 其 色男と 云 ふの が， 不具で、 爺さんで、 身分 は足輕 位の も 

ので、 毎日の 樣に此 女 を 打ったり 獄 たりす るの だ 相 だが、 それでも 附 けられた 時 は、 女の 方が 離れる 

のが 厭 だと 云って 大に 抵抗した と 云 ふこと である。 邸へ 連れ 戾 されてから も、 良人 は 少しも 惡ぃ顔 はせ 

す、 ^來 得る 限り 親切に 待遇した が、 其 後 間もなく 女 は 機 を 窺って 身の ま はりの 寶玉類 を引擢 つて 元の 

情夫の 許へ 逃亡した。 それから 如何 成った か、 誰も 其 消息 を 知らないと 云 ふ。) 

只是 丈で ある。 固より 普通の 小說 でな し、 又 一 小事 件で、 全 體に關 係の ない 出來 事で あるから、 かう 書 

ぐの も 比例 を 得て ゐる かも 知れない。 けれども スヰ フトの 書き方 は 前後 數百枚 を 通じて 此 調子で 莨いて ゐ 

る。 いつでも 着實 で、 明瞭で、 落 付いて、 乾燥で、 ギ面 的で、 餘 所々々 しくて、 高=^s兒物的でぁるc 女 

を 辯 護したら 善から うの、 夫 を 愚うたら の やうに 書いたら 而 白から うのと 云ふ譯 ではない。 どこかに もう 

少し 精彩 を 着けたら 何 うだらう と 云 ふので ある。 日常の 出 來事を 有りの 儘に 報告す る 新聞記事 として 見て 

も、 あまりに 色 澤が無 さ 過ぎる。 是 から 見る と、 舷々 相 摩すと 云 ふ 海軍 S 公報の 方が 却て 刺激が ある C 海 

軍の 公報です ら舷々 相 摩して ゐ るの だからして、 間男 騷ぎ S 敍述に は 自然 作者の 氣乘 りから、 もう 少し は 

形-おも 交り、 主 觀の句 も 出て 來さ うに 思 はれる。 十八 世紀 は 情熱 を缺 いた 時代で は あるが、 これ 程 迄に 落 

付き 拂 つて、 客觀 的に、 否 器械 的に 進行す るの は 却て 骨 S 折れる だ らう。 此節 の 次に 二三 行 批評の 樣な 

ものが 附け 加へ て ある。 批評 だから 定めし 感情的な 文句 も あらう と 思 ふと、 違って ゐる。 依然として 吾不 

關焉の 態度で ある。 しかも^^く遣っ附けてゐる。  • 

:T.his  may  perhaps  pass  with  the  reader  ^.p^^rtH  for  a  European  or  English  story,  than  for 

one  of  a  country  so  remote.  But  tie  may  please  to  C6nsider,  tliat  the  caprices  or  womanlcind 

are  not  limited  Toy  atiy  climate  or  nation,  and  tliat  tliey  are  much  more  uniform  tjnan  can  tfe 
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easily  imagined. こ 

CM 衣 は 恐らく これ を 閱 いて、 そんな 遠い 國の 話と は 思 ふまい。 歐洲 大陸 や 英吉利の ごとく 思 ふだら 

う 0 然し 斯う 云 ふ 茶人 は 女に はよ く ある 寧で、 お 外、 風土、 國境 杯で 制限され てゐ ない もの-たから * 其 

邊 はや. 1^ の 御諒. 祭に 1TO かりたい。) 

女性に 對 する 批評で は ある けれども、 も 個人的の 嫌忌 を發 表して 居ない。 極めて 無頓着の 樣に 見える „ 

無 では ある けれども、 氷柱の 側に 坐って 居る 樣な心 持が する。 

CA) こんな 風な き 方 だからして、 唯！ 方から 冷えて 來る だけで 他に 感じの 乘らな いのは 事資 である 

が、 一方から；； ム ふと il^ だ 老巧な^ 致で、 餘 しないと 斯うい ふ 手際に は 行く もので 無い 。塞 家が 色 を 

^して 色 を 出す 如く、  ^を 殺して 居る 所が 妙で ある。 尤も 叫 ヰ フトの 天性が 斯、 フ出 來てゐ るの か、 又は 故 

想に^ を 殺した ので あろ か、 ^=^、；^は 一 寸分らない。 又 これ を 論す る 必耍も 無い C た V 文^に 現 はれた 手際 

か，, ： して 之 を；^ する ばかりで あろ。 で、 感i^的な首J^iiを多く使って文a.を番きこなすのは；^^s的には相遠な 

いが、 遗 り^な へば まるで 手の 附 けられな いものに なって 仕舞 ふ。 グレイ (Gray) であった か、 ホレ ー ス" 

ヲ ルポ. I ル (Horace  walpole) に卞 h を與へ て、 ボ ズヱル (Boswell) を 評した 語に、 如何なる 鹿で も 見 

た迎. ^を 2- た迎 りに^き さへ すれば 面白い もの だと あるが、 全く 其 通りで ある。 感情的 S 文句と いふ もの 

は、 ！ 5- た 通 0 でもな く、 感じた 迎り でもな く、 雙 方から a て^^の 言 Ifi? に陷り 易い。 物 を 見る に は 見ろ 丈 

の^が 必要で あろ 如く、 物ん」 感 すろ にも 感 すろ だけの 素 is- 大切で あるの は 云 ふ 迄 もない が、 雙方を 同 程 

度と すれば、 化て るろ 方が 感じて るるよりも 成功し 易い。 見る 方なら 大抵の 人 は 一致す る。 感じる 方 だと 

中，， .M^ を 求めに くい。 .ra 分 ほ 身 S 感じで も、 二三 日立って _ 誠み 直す と猷 になる 事が 多い。 見た 方 は 却て 

：!： た 4.^ つても 默 きな い。 然も 感情的の lK;fi は 外見 上 粉飾の 出來る もの だから 多く 人に ばれる。 ことに 初 


心の ものに 濫 川され る 傾きが ある。 其 弊 はしつ こく、 毒々 しい、 嫌味な 文章が 出來 上がる。 

ス 4 フトの 誕刺は 夫 自身に 於 て 隨分毒 惡 である。 甚だしつ こい 物で ある けれども、 之 を 表現す る 方法に 

至って は、 微塵 も毒惡 らしい 所、 しっこい と 思 はれる 所が 無い。 又 比較的 微細な 事柄 を寫 すに も 係らす 艷 

氣 がない、 寧ろ 乾 i と 云っても 可い。 從 つて 濃厚な 滋味の ない 代りに 決して 無意味な 形容詞 や 不適 當な主 

觀的 言語 を 弄しない から 讀ん で舌觸 りが 好い。 殊に 敬服すべき は 文意 明晰 一 點の 曖昧の 字句が 無い ことで 

ある。 或 人が (Kobbes) の 文章 を 評して、 喑ぃ 所から 日の 當 たる 所へ 出て 物 を a る やう だと 評 

した ことがあ るが、 スヰフ トのも 其 通りで、 ァ-、 チソ ン の 温雅な ところ、 細緻な ところ は缺 いて ゐる かも 知 

れ ぬが、 明快の 點に 至る と 何人に も讓ら ない ので ある。 彼 は 嘗て 新たに 牧師と 成った 者に 書を與 へて 說敎 

の 風格 を 論じた 中に、 從來の 僧侶が 漫 りに 艱 しけなる 言語 を 使 つて 却て それ を 得意が るの を大に 詈 つたこ 

とが ある。 說敎に 於け るば かりで なく、 作文の 上に 於ても、 彼 は 平易 明晰と 云 ふこと を 以て 第一義と 心得 

て 居ったら しい。 これが 彼の 文章 家と して 大に他 を 凌ぐ 所で あるが、 世の 人 は 左樣思 はない。 1^ 易と 安價 

と を 混同して、 .fTfl^ の 文 を 安つ ほい 杯と 考 へる ものが 少なくない。 間違 ひで ある。 スヰフ トの樣 に 平 

易に 文 を 綴 るの は、 闲難 である、 叉 成功で ある。 

(六) 前に 述べた 通り 彼 は 猛烈なる 毒舌 を 弄しながら、 自己 は 至上の 審 判官の 如く 超然と 構へ て 居る。 

彼 は 微笑す らしない。 吹き出す 事 は 夢にもない。 然うして 居て 皮肉な 冷嘲 を雜作 もな く當然 であるが 如く 

言 ひ 放つ。 皮肉が 三度の ft 事より 尋常で あるかの 如き 考 へ でな けり や、 -. 」ん な 風に 出来る もので はな い。 

大抵な 人の 生涯に 於て 諷刺 的 態度 は どの位な 比例で 出て 來 るか を 調べて 見る と參考 になる。 不幸に して ま 

だ 調べた 事 はない が、 いくら 此 傾向の ある 男で も、 泣き 蟲が 泣いたり、 笑 ひ 上戸が 笑ったり する 程度 以上 

に は 出まい。 決して 常態と は 云 はれない。 糙 かに 變 態で ある。 變態 であれば こそ、 遣る 前に 一 寸 調子 を 易 
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へ.」 斷" たか. 0 ものである。 咳 一 咳して、 それから 諷刺に 取り か、 る 馬鹿 も あるまい が、 よく 觀察 をして 

るると * 《め 態から！ 態に 移る 間際に は、 何 か 相 n か ある。 然るに スヰ フトに 至る と 全く 斷ら ない。 人間と 

しての， は附き 合った * がない から 分らない が、 文"；： 十 家と しての ス ヰフト はの ベ つ _ ^なしに 飄刺を 

やって ゐ-, 咕 だから 斷る 必要が 丸で 無い。 これから 冷 S 跟を 始めます ぞと念 を 押す 手数 を^いて、 いと 心安 

けにぬ まして 逝って ゐる。 まあ 商费の 嫌な ものである。 だから こ. S 冷やかな 毒 罵 を 浴びせ かけて 置いて、 

li^i: もしなければ 卞觀的 一；"！ 1 語 も 交 へない。 

彼 はした つ. 僕婢へ s^ll』  (Directions  to  servants) は- g 名の 示す 如く 婢 僕に 對 して &く k くす 

べき も のぞと；^^ を 下した ものであるが、 其初めに斯んな^5$.がぁる0  • 

*-whe づ VOU  have  done  a  fault,  be  always  pert  and  insolent,  and  behave  yourself  as  ii  you 

were  the  injured  person;  this  will  immediately  put  your  master  or  lady  off  their  mettle. 

(汝^ 過失ん.： 犯した る 時 は、 いつでも 無遠慮に"： g 柄に 構へ て、 損害 を 受けた の は 却て 此方 だと 云に む 

-ょ.^りに1^舞ふが，^ぃ0 然ラ すり や 幾許 火 ss^ に 怒って 居る 主人で も 直きに 向う から 折れ て來 る もの 

な は 父。 

： Never  come  till  you  have  been  called  three  or  four  times;  for  none  but  dogs  wm  come  at 

the  6rst  -.histle;  and  -.hen  the  master  calls  二 vho-s  there?  -  no  servant  is  bound  to  come; 

for  *  who-s  there  ？  -  is  not>oc3y-s  name.. 

(三；； i か gl^i^t- ばれろ まで は 決して 行かない が 可い。 一 ：^ロ>がを吹かれて^51ぐ飛んで行くものは犬 

ばか" だ。 义 P 人-か 「誰か 居ない か」 と云って呼ぶ^^には、 そんな 「誰か 居ない か」 と 云 ふ樣な 名前 は 


無い から 誰も 行く 必要 は 無い J 

始めから 終 ひまで 此 調子で 只 押しに 押して 行く ので ある。 彼は眞 面目に 是 等の 敎訓 を與へ て 居る のか、 

それとも 諷 f 的に こんな 事 を 云って るの か、 素より 何等の 說明を も與へ て 居らん から， 讀 者の 常識に 依 一し 

€ ^斷 する 外 はない。 然し 彼の 方から 云へば 之が 順當の 書き方で ある。 彼の 眞 面目と 示 ふの は 諷刺と 冷罵 以 

外に 存在 しないの である、 皮肉な 所が 彼の 眞 面目な 所で ある。 彼 は 又 『愛蘭 土に 於け る 貧家の 兒 女の 兩 

親 及り 國家ひ 負擔と 成る こと を 除き、 彼等 をして 社會に 有用の 材 たらし めんと する 卑見。 一千 七 百 二十 

九 <H- 』 (A  Modest  Proposal  for  l^reventing  the  Children  of  poor  People  in  Ireland  from  being  a 

wlod  to  Their  Parents  or  Country,  and  for  Making  Them  Beneficial  to  the  Public.  1720  ノ と 

云ふ嚴 めしい 表， 逼の 論文 を 著 はして 居る が、 何が 書いて あるかと 本 氣で讀 むと、 こんな 事が 書いて ある。 

- ト ぽづ。 assured  by  a  very  knowing  American  of  my  acquaintance  in  I^ondon-  that  a 

young  healthy  child,  well  nursed,  is  at  a  year  old  a  most  delicious,  nourishing,  and  wholesome 

food,  whether  stewed,  roasted,  baked,  or  boiled;  and  I  make  no  doubt  that  it  will  equally 

servei  5  p  fnca-sse ひ oi" a  ragout. 

I  do  therefore  humbly  offer  it  to  public  consideration  that  of  the  120,000  children  alreacJy 

computed,  20,000  may  be- reserved  for  breed-  whereof  only  one-fourth  part  to  be  males;  whicli 

IS  more  than ま allow  to  sheep,  black  cattle,  or  swine;  and  my  reason  is,  that  these  children 

are  seldom  the  fniits  of  marriage,  a  circumstance  not  much  regarded  by  our  savages;  there- 

fore one  male  will  be  SUBCient  to  serve  four  females.  That  the  remainning  100,000  may,  al: 

a  year  old-  be  offered  in  sale  to  the  persons  of  quality  and  fortune  through  the  kingdom; 

二 穴 三 


二 穴 四 

alwavs  advising  ttie  mother  to  let  tliem  suck  p>lentifully  in  tlie  last  inontli,  so  as  to  render 

tlsm  plump  and  fat  for  a  good  table.  A  child  will  make  two  wishes  at  an  entertainment  for 

friends;  and  .wllen  tlie  family  dines  alone,  the  fore  or  Wnd  ^tfp^^^«.  will  make  a  reasonable 

dish,  and,  seasoned  with  a little  pepper  or  salt,  will  be  very  good  boiled  on  the  fourth  day, 

caipecially  in  winter. : 

(余 は §!；： て 倫软で 懇意に 成った 物識りの 亞米利 加 人から、 當才 位の 赤ん坊 は 健全で よく 育って さへ 居 

れば、 スチュ ー にしても、 燒 いても、 炎っても、 茹でても 實に 美味い もので、 滋養分に 富んで 居る とい 

ふこと を M いた ことがあ るが、 フ リカ シ ー や ラグ ー にしても かなり 喻 へる だら うと 思 ふ。 

そこで 余 は；；^ んで 世人の 一 顧 を "0 はしたい。 外で もない が、 今 計^ 致した 兄 i トー ー禹の 中で、 一 11^ 人 

だけ は 子孫^ 敏の ほに 殘 して 置いても 宜. しいと する。 尤も 其 中で 男 は 1： 分の 一 だけ あれば 澤山 である。 

これで も 卞ゃ牛 厥に 校べ て れぱ まだ 别 合が 多過ぎる 位 だ。 元來是 等の 兒 童で 正常に 結婚した 夫婦 間に 

生れた^！^は^^だ少なぃ。 結婚 なぞと いふ もの は 野^人の 眼中に は餘り 重き を 置かれて ゐ ない。 たからし 

て 一人 Ss?rf は 能く 四 人の 女に 常たり はると いふの が、 余^ 男子 節減 策の 根據 である。 偖自餘の十le^< 

をば、 ；^！^化^^：：^したところで、 ^中 族义は 富豪へ 赍" 附 ける。 それに は 母 鋭に 忠告して、 その 一 

^ハ位：1から5;^ゲ^山に^ませて、 立派な 献立て にも 出せる やうに 肥らせて 置く 必要が ある。 もし 友人 

を 待す ろなら 小兒 一 人で 一 一皿 位 は 出来る， - { 永 族 だけなら 胴の 方で も 足の 方で も 構 はない、 分で 澤 

山で ある。 それから 胡椒と 鹽で 味ん- 附 けて、 殺してから 四日 目 位に 茹でろ と 丁度 好い、 冬 は 尙更然 うで 

ある。) 

これ を とすれば 純然たる iii 人で ある。 然し 始めから 誠んで 見る と、 いろく 面倒な 統計 やら II： や 


ら 調べて、 頗る 慎重な 口調で 論じて 居る。 到底 巫. E 戲て 居る と は 思へ ない。 現に 外 國の或 記者 はこれ を 具 

面目の 論文と 解釋 して、 愛蘭 土が 斯く迄 極端に 疲弊して 居った とい ふ 例に 引いた 相で ある。 此外國 記者 を 

瞞 した 如く、 彼 は 何人 をも瞞 すので ある。 冗談 も 休みく 云 ふ 人の 冗談 は 自ら 冗談と 眞 面目の 境が つくが、 

ギ常 冗談 を商賣 にして 居る 者の 冗談 は 普通の 談話と 區別 する ことが 出来ない。 否、 冗談が 卽ち 普通の 談話 

であって、 其 作者の 常態な ので ある。 

(七) 最後に スヰ フトに 就いて、 殊に 彼の 『ガリ ヅァ 旅行記』 について 特筆すべき は 彼の 想像の 豊富な 

事で ある。 尤も 想像と 云った からと て、 夫の 空漠なる 神秘的 想像、 例へば コ— ル リツ- チ (Coleridge) の 

『昔の 船乘 り』 (Ancient  Mariner) に 表 はれて くる 樣な 性質の ものと は 全然 趣 を 異にして 居る。 趣を異 

にす ると 云 はむ より は直徑 的に 反對な ものである。 コ ー ル リツ.、 チの 想像 は 人 をし て感覺 的 物象 から 受ける 

感じ 以上の もの を 感ぜし める 想像で ある。 何處 まで も 捕捉し 難い、 どこまでも 朦朧と した、 到底 實 世間の 

事相から は 得られない 感じ を實 現す る 想像で ある。 ごれ に反して ス ヰフト の 想像 は 到底 實 世界に あり 得べ 

からざる 事寶 を、 恰も 嚴 として 存在す るが 如く 明暸に 感ぜし むる 想像で ある。 彼の 材料と した 小人 國ゃ大 

人國 は、 其 性質から 云 ふと、 コ ー ル リツ-デ杯よりも 遙 かに 不可思議な 害で ある。 然るに も拘ら す、 之を讀 

んで 毫も 不可思議な 夢の やうな 感じ は 起らない。 一 一三 頁 讀んで 行く 間に 小人の 不合理 千 萬な 被 造 物で ある 

と 云 ふこと も 忘れて 仕舞 ふ。 小人なる 者 は 當然 存在し 得る もの だと 云 ふ 心 持で 終 ひ迄讀 まされる。 だから 

コ ー ル リツ.、 チが 現在の こと を 書いて 夢幻 世界に 在る 如き 感を 起さし むる 如く、  ；^: は 荒 唐 架空の 世界 

を 描いて 恰も 現 實界に 在る 如き 思 ひ を 起さし める。 兩若 共に 目覺 ましい 想像で は あるが、 其 行方 は 正反對 

である。 而 して ス. の 想像 は 第一 步に 於て 讀 者と 或 約束 をす る。 例へば こゝに 小人 國が あって、 其處 

の 住民た る や 吾々 の 高さの 十一 一分の 一 であると 申し渡す。 それに さへ 吾人が 一 致 すれば 其 後 は 流れに 從っ 
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て 下 乙が 如く、  ：！： の 苦 もな しに 物語に 跟 いて 行かれる。 卽ち 出立 點は 頗る 奇怪な 想像で あるが 一度 出立 さ 

へ すれば、 餘は 極めて 寫富 的な 想像で 進行す るので ある。 

これによ つて ると、 ス ヰフト S 想像力 について 吾人 の 感心 す ベ き點は 二つ ある。 一 は 其、 奇拔 にして 常 

人の « ^にん や ^ ひ 及ばざる i ぶ 地に 泣し 來ん 事で ある。 今の 人の 眼から 2- れ ば惯れ 切って 隙 腐の 極に える け 

れ ども、 六时 にも 足ら ざ ろ 人 Ei が 牛- して ゐる^ 界を 想像す る の は 奇拔で あ る。 純然た る 子供の やうな 所 

が奇拔 である、 少なくとも I 八 世紀の 大人の 想像と して は奇拔 である。 『ガリ ヅァ』 の 出 所に 就いては 色 

色な 說が ある。 どこから 思 ひ 付いた の、 此 所から 來 たのと 澤 山に ならべ 立てる 人 も ある けれども、 みんな 

好い加減 である。 n 竊ゃ 模擬の 證明は 少しも 出來 ない。 だから 獨创 的の ものと 做して 然るべき である。 

(尤も、 北：！ か，， 、 ビ ゲ £  I と 云 ふ 小人が 番 物の 上で 一般に 知れ渡って 居る ぢ やない かと. 云 へ ば それ迄で あ 

3 次に 大人^ を 想像す. 0 の は 小人 國 から 剖り 出した もの だからして、 左程の 事 もない かも 知れぬ が、 

飛投 cwi でな 想像す る S は 矢 張.^ 奇拔と 云 はねば な.，： ぬ。 馬の 世界み-想像す るに 至って は猶更 の奇拔 であ 

る。 で 人 問が 励 物と し 一し 取扱 はれ、 又 動物と して 接 息して 居ろ 有樣を 想像す るに 至って は 全く 奇 

故の 極で ある， - 

一 一に は 此奇拔 なる 想像 を S に寫. 的に 描き出す 想像に 感心す る。 前の 丈なら 或は 吾々 にで も考 へ 付けな 

い^はない。 然し 考へ 付いた ところで、 それ を 小人 國 らしく、 又 火 人^らしく、 又 Hl^ の 世界ら しく 活かし 

て來 ると 云 ふ .1^ になる と 列： は 叶 はない。 此 等の 世界 を 活かせる 爲には 夫々 準備が 耍る。 &舉 に 小人 國だ よと 

人に ii" けたから とて、 それで 他人. か 承知す る譯の もので はない。 之 を 然ラ思 はせ ろ やうに 数十 乃至 数百の 

^^$o 出さなければ ならぬ。 この 事件と 云 ふ も のが 通 S 小說ゃ 敍^^文 で も容尸ぺ に S く 出て 來る もの 

ではない リ 所が 『ガリ， ヮァ 旅行記』 を 見る と 何の 苦も無く 親々 事件が 出て 來る。 然も それが 決して 無川鉈 


足の 事件で は 無い。 小人 國 なら 小人 國を現 はすに 最も 適當な 事件で ある。 例 へ ば 小人 國 S 人 々がが，^ ¥^ 

の橫 腹へ 梯子 を かけて 上ったり 髪の毛の 中で 隠れん坊 をして 遊んだり、 それからが I^J 引の 銃 拳 を 評して 

(Islknv  iron  pillars) (中空の 鐵の 柱) だと 評したり、 又 財^も 見て a  net,  almost  large  enough  for 

a  fisherman  (漁師に 丁度 善 さ 相な 大きな 網) だと 評したり する が 如きで ある。 又 小人 國の 皇帝が 漂流者 

^^：^ に 食事 を與 へる 樣を敍 した 所に 斯う ある。 

He  ordered  .his  cooks  and  buU ひ rs,  wlio  w ひ re  already  prep>ared,  give  me  victuals  and  drink 

whicti  tliey  puslaed  forward  in  a  sort  of  vehicles  up-on  w.heels,  till I  could  reach  them.  I  took 

these  vehicles,  and  soon  emptied  them  all ； twenty  of  them  were  Bled  with  meat,  and  ten 

vstn  llcluor; ひ ach  OH  ひ fonner  afforded  nie  two  or  t;lire ひ good  moutlifuls;  and  T  emptied けザ ひ 

liquor  of  tlie  1;en  vessels,  which  was  cont;ained  in  eaillien  vials,  int;o  one  vehicle,  drinTdng  it; 

off  at  a  draught;  and  so  I  did  with  tlie  rest.: 

(皇帝 は 兼て 用意の 料理人と 御 膳 職に、 食 ふ ものと 飮む もの を 遣れと 御 命じに なった。 すると 料理人 

等 は 食物 を 車輪 付きの 運搬 器樣の ものに 積み込んで、 傍へ 推して 來た。 それから 其 運搬 器 を 取って 片端 

から 明けて 行った が、 その 中二 十臺は 肉で 十 臺は飮 料であった。 一毫の 肉が 二 口 か 三 口し か 無い。 飮料 

の 方 は 土製の 建に 入れた 十 杯 分 を ー臺に 打明けて 一息に 飮み 干した。 殘る 九臺も 悉く 然 うした ので あ 

る。) 

こんな 事件 も 一 つや 二つなら 誰に も出來 るが、 これが 繫 がって 五十 頁に も 百 頁に も 成る と 如何な 人も閉 

口して 仕舞 ふ。 大人 國 でも 其 通りで ある。 大人 を 見た ガリ ゲァ は、 :He  appeared  as  tall tis  an  ordi- 

nary sl^ire-steep-l ひ， and  tttoli  about;  1;en  yar&s  al; every  stride,  Ms  near  as  I  could  guess.: (彼 は！^ 日 
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通の 尖塔と 高き を爭 ふやう に えた。 余の 相 ^ 像した 所では 一歩に 殆ど 十碼も 進む やうであった 0 ノと 云う 

てお る。 ス 4 フトが 寧ば 的が 想像 をす る 時 は 屹度 数字 を 操ぎ 出す。 甚 しい 所になる と 文 舉書を 讀んで g る 

やうな 氣 i« 力し ない 位 精密で ある。 大人 國 S 女の 乳房 を 記載して、： It  stood  prominent  six  feet,  and 

could  not  be  less  than  sixteen  in  circumference.  .The  nipple  was  about  half  the  bigness  of  my 

I.  i  ^  f げ of  that  and  the  dug,  so  varied  with  spots,  pimples,  and  freckles,  that 

nothinj?  could  appear  more  nauseous.: (其 高さ は六呎 にも 餘 つて、 周 園 も 十六 呎 より 少ない 笞 は；， f  、  0 

^^は 余 o【i の 半分 もあって、 乳； も 乳 一お. OJ^ 點 やら 雀斑 やら 疹. 十 やらで 色が 變 つて 居る。 せに これ 程お 

0 恋い もの は あるまい。) と 云うて 居る." 迪の 女の^ 首を蟲 眼鏡で 观 いた 事が あるの かも 知れない。 又 こ 

^ 國の犬 は 象な §： 疋拉 ベた 位で、 猫 は 牛の 三倍 程 ある。 食事の ヒ 。 すの 皿 は直徑 殆ど 二十 四 と ある。 

ァガ乳 を おれた た 銀^に 落ちた 時 は、 ：1  feu  over  head  and  ears,  and,  if  I  had  not  been  a  good 

swimmer,  it  might  liave  gone  very  hard  with  me.: (頭から 眞逆 方に 落ち 人」 ん ば-。 若し 水 凍 こ 達して 

居なかったら 旣に命 も危ぃ 所であった) と ある 0  . 

1^ も iSI くべき S 像 は、 彼が ラビ ュ 1 嶋の 動く こと を說 明した 所で、 それ を^ 人り で 遣って 居る からえ 

-To  explain  the  manner  of  its  progress,  let  A  B  represent  a line  drawn  across  the  dominions 

of  walTllcarbl,  let  the  line  r  d  represent  the  loadstone,  of  which  let  d  be  the  repelling  end, 

and ュ he  attracting  end,  the  island  being  over  o let  the  stone  be  placed  in  position  c  d,  with 

its  repelling  end  downwards;  then  the  island  wm  be  driven  upwards  :pliquelv  towards  D.: 11 

(其 進行の 狀 態を說 明す る^に、 先づ A B を 以て バ ル -ー バ ァ ilf S 領土の 上に 蜜 かれた る iEl 躲 なりと せ 


...... 


/ 


ノ 


よ、 又 該嶋嶼 は C 點の 上に ある ものと して、 線 cd を 以て 夫の 磁. 石 を 表 

はす ものと せよ、 而 して D は 反撥 點を表 はし、 C は 求 引 點を表 はす もの 

とす。 偖 磁石 をして cd の 位置に あらしめ よ。 然る 時 は 該嶋魄 は D 點に 

向って 斜に 上方に 進行すべし。) 

まるで 幾何 學の 講義 を 聞く 樣 である。 以上の 諸 例から して スヰフ トの想 

像 は 詩的と 云 ふよりも 寧ろ 散文的 だと 云へ る。 散文的と 云 ふよりも 寧ろ 事 

黉的 だと 云へ る。 事實 的の 極 は 遂に 科學 的になる。 但し 數學 的に 精密に な 

ると いふ 丈の 意味で ある。 科 擧界の 大發明 家 杯の 能くす る眞 理を豫 知す る 

  やうな 詩に 近い 想像 を 指す ので はない。 

ス 4 フトの 批評 も 大分 長く 成った から 好い加減に 切り 上け る 積り であるが、 最後に 一言して 置く。 彼の 

想像の 性質 は上來 述べ 來 つた 如くで ある。 それに は 好い 點も惡 ぃ點も あるが、 其 得失 は 今 論す る 必要が 無 

いとして、 彼 はい やに 政治的で あ、 る。 貴族的で ある。 勿論 彼 自身が 政治家であって、 政治に 最も 多く 興味 

を 有する から、 自づと 政治に 關 13 る 諷刺が 多くなる 譯 では あらう けれども、 吾々 から 見る と餘 りに 其 傾向 

が 著し 過ぎる 樣に思 はれる。 彼 は 小人 國へ 行っても 大人 國へ 渡っても 直ぐ 國 王が 如何 だと か、 皇帝が 奈何 

したと か 云って 居る。 やれ 宮殿が 如何の、 大臣が 奈何した のと、 そんな 詮索ば かり 氣 にして 居る。 吾々 帝 

王に も 又 貴族 や 金 持に も餘り 興味 を 有しない 者から いふと、 今少し 平民 的に 社會的 方面から 筆 を 執って 貰 

ひたい 樣な心 持が する。 大人 國 では 漂 着す る や 否 や、 畠の 中で 百姓に 钸 まって 居る から、 これ は 面白い と 

思 ふと、 直-ぐ 王樣の 所へ 持って行かれる。 何だか 物足りない 樣な氣 がする。 それから 今 一 つ は通篇 諷刺 的 

精神に 満ちて、 絕 えす 刺激 を 受け、 間の 延びた 所 は 少しも 無い が、 それと 共に 听謂 美しい 感情 を 起す 樣な 
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耍^ が缺 けて 居ろ" 是も； 的で 無い と 云 ふところで 評すべき 事かん 知れぬ が、 單に 人事 的に 云って 詩に 近 

い^ 面 か 無い のみなら す、 自然の. ¥樂 を 表 はした 點が 少しも 無い。 彼樣に 所々 方々 を 漂流して 步 いた. S だ 

から、 少し は 海 S&, 浪のサ >、 又は 飛ぶ 烏の 具合 や 空 梭樣、 猪 は 山 や 川 や m 圓の C 一 M 色で もよ いから、 賞翫 

S 態度 を 以て 記截 したら 可から うと 思 ふに、 そんな^?$'は ！ 向無頓_せでぁる。 只朝の何^^^に船が出た、 河 年 

何门ぃ：|:=に何堪へ^:;^:ぃたと云ニ様な、 川 的に 精確な 記載ば かりで あるの は、 いさ ゝ か遣憾 である。 そ 

れ ん 物-か 物で あろ か . い 00 る 方が 惡 いとしても 可い。 

w.^ 述べ 來 つた 所で、 文？！？ としての スヰ フトの 立場 を 先 づ太體 は 評論した 積り である。 此 人に 缺點も 

あるに は 相 ない が、 大家で あろ- - 『ガリ ゲァ 旅行記』 は 名著の 一 つで ある。 彼に 最も 强 火なる 諷刺 家の 

一人で ある。 彼 は现非 S 辨 別に 敏く， 世の中の 腐敗 を 鋭敏に 感 する 人で ある。 病的に 人 問 を 嫌 「おした とい 

ふ 名な 博した に 係らす、 親切な 人で あろ。 正義の 人で ある、 3- 識を 持った 人で ある。 ぇ識 がなければ 諷刺 

は 卞；： けない り 妄りに ：5J-^ 口 を 吐いたり、 皮肉な 雜言を 弄する こと は 誰に でも 出来る が、 異に 諷刺と も 云 ふべ 

きもの は、 正しき 道现 の^す る 所に 陣取って、 一隻の 批評眼 を 具して 世間 を 見渡す 人で なければ 出來 ない 

ことで あろ。 ス ヰフト 3?^ 刺 は 堂々 たる 文舉 であろ、 後代に 傳 ふべき 述作で ある。 彼 は 愛^  土の 愛 sf? で、 

故ぬ 山お にに 危き をお せす して 應 分の カを赛 くした 志士で ある。 白^ にして 無爲 なる 庸人ではなかった。 


第五 編 ァレキ サン ダ 1-、 ポ I 'ブ (Alexander  pope)  (16S8I-1744) 

と 所謂 人工 派の 詩 


ス 4 フトに 次いで ボ ー ブを 論す るの は、 文學の 潮流に 於て 後者が 前者の 影響 を 受けた とい ふ譯 ではない 0 

ポ ー ブは 詩人で スヰ フトは 散文 家で ある。 (勿論 雙方 とも 詩文の 兩 面に 手 を 出して 居る が。) のみなら す 

ボ ー ブは 十八 世紀の 詩 風 を 完成した 大家で ある。 若し ¥ ^が 影響 を 受けた 源 を 探らう とすれば、 之 をん 

ヰ フトに 求む るの は 無理で ある、 ァ-デ ソンに 求む るの も 間違 ひで ある、 ^以前に 一期 を 劃して 覇を稱 

した ドライデン (Dryden) に 溯らなければ ならぬ。 ドライデンまで 溯る とすると、 問題が 又 大袈^に 成 

つて、 十八 世紀 以外で 大分 暇 を 潰さなければ ならなくなる。 それ だから 此處 では， を S 阜獨こ 批評す る 

積り である。 

此ポ ー フと いふ 詩人に 就いては 今日 迄毀譽 褒貶が 區々 で、 其區々 の 批評 だけ を 研究しても 隨分 長い 論文 

が 書け る 位に 思 ふ。 其 中で 今日 最も 多く 擧者 間に 認められて 居る もの は、 何人も 知れる が 如く if^,:^. は 立 

派な 修辭 家で ある、 練 句 家で ある、 然し 眞 正の 意味に 於け る 詩人と は 申されぬ とい ふ斷 案で ある。 是は 十. 

J^- 世紀の 初め 浪漫派 G 運動 (Romantic  movement) が 盛に なつてから 以後、 へ r 日に 至る， 一 も 最も 寅く にの 

唱導す る 所で、 日本の 英舉 者な ども 大抵 此說を 聞かされ てるる。 從 つて さう 云 ふ もの か 知らと 思って るる。 

私も實 はさう 云 ふ もの か 知らと 思って るる" 然し それで は此 講義 をす るのに 何 の 風情 もない。 元来が 吾々 
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は吸色で色 の .^1 つ た n 本人 な の だ か ら 、 其 ：n 本人 の 立揚か ら 兒 た ら 何ん な も の だら う か と 考 へ て 21- る 必要 

が あ <?。 考 へて て して 左う か 又.^ うでない か、 今よりも 比較的 明らかに 其邊を 知る 事が 出來 たなら、 

此 は其畔 始めて 諸お の 御參考 になった ものである。 西洋の 詩形 及び 詩 調の 鑑別 力に 鈍い 日本人、 こと 

に 私の 5:^ な ものに、 それ丈の^？^-が仕^せられろかどぅか、 .E 分ながら 颇る 不安心で あるが、 先づ 一通り 出 

來 乙だけ の ！；^-を遗 つ て！=- る ti^o で ぁ る 。 

fl^ の批 1^ に 入る 前に、 先づ 彼が 何ん な もの を甞 いて 居る かも 窺って 見る。 是は其 作物の 特性 を 一 目 

に ：5- 渡す 必要が あるから であろ。 彼の 全 第を旙 いて 年代 を 追うて 調べて 行く と、 大略 下の 如くになる。 

( 一 ) 『牧 ぉ耿』 (pastorals.  1709.) .ネ —プ 自身の 說に侬 ろと、 始めの 方 は 一 七 〇 四 年に 作り、 終り 

の 方 は 一 七 一 三年に^^き加へて、 其 時に 出版した もの だと 云 ふこと であるから、 時代が 少々 違 ふやう だが、 

鬼に.^ 彼が 少時の 作と して 第一に^ けて 可から うと 思 ふ。 『牧^i&:耿』 と あるから 文字の 表 はす 如く 田 せの 

光お を 描いた もので、 羊 飼が！^ を耿 ふと か、 うた ひ兢 をす ると か 云 ふこと が 出て 來る。 みな 答^で 

ある。 これ は 云 ふまで もな くヅ アジ ル (Virgil) の牧耿 osclogucs) から 脫 化した ものである、 脫 化した 

と 云 はむ より は 之 を m 壟した もので あろ。 

(一 0 『批評 論』 (An  Essay  on  Criticism.  1711.) n: 先 は 有名な ものであるが、 行数から 云 ふと 七 ぼ 四 

十餘 行に 過 ざす、 それが 三 に 分かれて 居る。 內容は 表 超の 示す 通り 批評に 關 する 議論で ある。 超が： 文 

と云ふ名で.^:は^.^なのだから餘程妙でぁろ。 少しく 其 n お を擧 けて ると、 批評家の 分類、 批評家 は. ens 

の 限界 を 知らねば ならぬ とい ふこと、 批評家たら むと 欲せば、 古代の 文舉を 研究せ ねばなら ぬと 云 ふこと、 

それに關聯して十：：代作{^^の^^、  .：：：1^- か-正 ¥ゲ 誤る 木になる と 云 ふこと、 舉 問 に は 際限の 無い こと、 評 家 

は <<r;^ を迎 すべく、 一 字 li? の 班 瑕 を 探す 樣 ではなら ぬと 云 ふこと、 何ん な 作で も 完全と いふ もの は 無 


いと 云 ふこと、 漫 りに 古語 を學 ぶな とい ふこと、 音と 意との 調和 を 計らねば ならぬ と 云 ふこと、 それから 

狭くて はいけ ない、 雷同して はいけ ない、 無定見で はいけ ない と 云 ふ樣な ことが、 勝手に 拉 ベて ある。 論 

文と して 見れば、 順序 も 立た す、 主意 も餘り 貫いて 居ない が、 それ はまた 後に 改めて 論す る ことにする。 

a 二) 『髮盜 人』 (The  Rape  of  the  Lock.  1712.) これ も 有名な ものである。 或時ビ ー タ ー 卿 CLOrd 

petre) とい ふ 人が ァ ラベラ、 ファ. I モ ー (Arabella  Fermor) とい ふ 美人の 髮毛を 一握り 切った と 云 ふ 

事實が ある。 冗談に 切った のか、 本氣で 切った のか 分らない が、 何しろ それから 事が 起って、 兩 家の 仲 違 

ひとなる、 確執と なる、 段々 込み入って 來て、 仕舞に はとても 和解す る 見込の 無い 位 面倒に 成った 。そこ 

で；^^  (catyll) と 云 ふ 男が. ¥ ^に 賴ん で、 兩 家の 反目 を 和け るた めに 此詩を 書かせた ので ある： 然 

るに 實際は 彼等の 豫期 に反して、 ファ ー モ H. 家で は 却て これ を 憤った とい ふ 話 も あるし、 又 「フ lYTr; は 之 

に 満足した ともあって、 そこの 處は 判然し ない。 しかし 詩の 内容 は愤 かに 前の 事寳を 基礎と して 之に 装飾 

を 加へ たもので ある。 この 詩に 於て 特に 注意すべき こと は、 ブが其 中へ ロジ クル ー シアン (Rosicru- 

sians) の 思想 を 綴り 込んだ ことで ある。 0 ジ クル ー シァ ンとは 十五 世紀 頃から 起った 一 種の 祕密 結社の 稱 

で、 其會 員に なれば 天地 萬 有 悉く 之 を 掌に 指す が 如く 明らかな りと 自稱 した ものである。 彼等の 言 ふ 所に 

從 へば、 土 水火 風の 四 元に は 目に 見るべからざる 精靈が 住んで 居る。 卽ちシ ルフス、 「—ム  17、  二 ム フス、 

サ ラマ ン ダァス (sylphs.  Gnomes,  Nymplis,  salamanders) の 四 者で ある。 ポ ー ブ はこの 超自然的な 力 

を藉 りて、 無數 の小活 體が絕 えす 女 主人公の 身に 附き 纏って、 人の 目につかぬ 樣 にいろく 心配す る さま、 

保護す る さま を 手際よ く 微細に 寫し 出して 居る。 

(四) 『ヰ ン ダ一 の 森』 (Windsor  Forest. 17 ぶ.) 是は デナ ム (Denham) の 『ク ー パ ァ丘』 (cooper*s 

Kill) を眞 似て^ を咏 じた もので、 大部分 は敍述 的で ある。 
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(ん) 『ほまれの 殿堂』 (Tile  .Temple  of  Fame.  1714—15.) この 中へ はビ ン -^、 ホレ I ス、 

叫、 ^rhT.「、 ブルク ス、 シイザア など 樣々 な 大人物が 出て 來 る。 

("0 『ァ ベラ アドに 送れろ ェ ロイ ザの 消息』 と 『亡き 诹 命の 女 を 弔 ふ 歌』 (： Eloisa  to  Abclard  ： 

and  ：  Elegy  to  the  Memory  of  an  Unfortunate  Lady.:  1717。 ァ ベラ アドと ェ ロイ ザ の 物語 は 十一 一世紀 

にあった 名 一;^ ぃ失懋 である。 ^息と 云 ふの は、 二人の 仲が 永く 斷 えた 後、 男の 方 か 自己の 運命 を樣々 に 

嘆いた 手紙 を K 友人に 送った。 ェ ロイ ザが それ を 見た。 見た；^ に 昔が なつかしくな つて、.. 尼寺から^ 

T:,^ へ 長い を 送った。 ，.^^,^の書ぃたのは其消息の 一部分で あろ。 非常に 情熱に 富んだ ものである。 

弔^に 關 すろ； ぱは よく 分らない。 ジ ヨンソン の 人から 聞いた 所に 依ろ と、 伯父の 保護の 下に 敎育を 受け 

て 居た 或 it 人が、 何： nSii にか 或 男 を ふ樣に 成った。 然るに其男は身分の低ぃ^！？；で伯父の^に満たなぃ 

所から、 伯父 は兩人 S 仲 を 遮って、 婦人 を 外國へ 送った 上に 文書の 往復 も 許さなかった。 そこで 女 は 終に 

C 殺した と 云 ふ浪？ 15 的な 物： おが あろの-たさう. た。   

(七) 『イリヤ ッド』 (Homers-S  Iliad.  1715120.) 是は 別に 解 超 を 要せぬ ことと 思 ふ。 ボ ー ブが金 を 

作って 一生 安樂に 暮らす ことの 出來 たの は この 翻譯 S 御蔭で ある。 

(八) 『ォ. チ セィ』 (Homer\s  Odyssey.  1725.) 是は 『イリヤ ッド』 を譯 した 行き 掛.^ 上、 手 を 延ばし 

たもので、 列.；^ f3 り 切れないから 人の 助け を 借りて 完成した 翻譯 である。 

(九) 『ダン シャツ ド』 (TheDunciad) 是は 一七 二八 年に 完成して、 一七 二， 凡-年に：^ 釋を附 けて 出版 

し、 下って 一 七 i:  二 年に 第？： 卷を 加へ たとい ふ 長^で あろ。 或點 から 毘れば fl^v: の 傑作と 云っても 宜し 

い。 Dunce とい ふと 御，^ 知^ 通" 馬鹿の ことで ある。 それへ iad を附 けて ホ ー 「ァの Iliad  a に 呼ん た 

もので 名前 を 3- て も. 胤 刺 的の； たと 云 ふこと か 解る。 諷刺の 多い ^の 作 中で も、 最も 苦心 s 餘に 成つ 


た 諷刺 はこの 『ダン シャツ ド』 であらう と 思 ふ G 此書は 混沌、 闇夜、 魯鈍 (chaos.  Night,  Dulness) を 

頌讚 する のが 主意であって、 これと 同時に 當時 S 馬鹿者 を 悉く 箪誅 してる る。 但し 馬鹿と いふの は 叫. 

の 著作に 對 して 失敬な 非難 を 加へ たり、 又は 個人的に^^^の 氣に 入らなかった 連中 を 指す ので、 實際は 

馬鹿で も 何でも無い。 それ だから シォバ ルド (Theobald) など は 散々 な 目に 遇って、 「魯 鈍の 王」 (King 

of  Dulness) として 書き下されて 居る。 尤も 後の方で は cibbel. を 主人公に する 樣に 改めた が、 シ ォ バ ル 

n が こんな 待遇 を 受ける に 至った 原 ral は 善く 知れて ゐる。 嘗て fl?^- が 沙翁集 を 校訂して 出版した 事が あ 

る。 (一七 ニー 年。： >  ところが 彼 は 別段 この 方面に 擧 問が 有った 譯 でもな し、 た > 金が 取りた さに 遣つ 付 

けた 仕事で あるから、 斯道の 人から 見る と 頗る 怪しい 所が 大分あった。 其處へ ^|^^|^が出て、 別に 自 

分の 沙翁集 を 出版した。 た V 出版した 計りなら 好い が、 其 中で^! の 弱點を 遠慮なく 數へ 立てた。 それ 

がぐ つと^ の 癀に觸 つたので ある。 そこで 忽ち 馬鹿の 大王に されて 仕舞った。 一 世の 碩學 として 當時 

全歐 から 尊敬 を 受けて 居た や ント レイ (Bentley) も 同じく 馬鹿の 仲間へ 入れられた。 尤も 是は沙 翁の 恨 

みではなかった が 矢っ張り 似た 樣な 事が ある。 んが 『イリヤ ッド』 を 出版して から 間もなく、 去る 處 

でべ ン トレ ィに 出逢った 時に 斯う 聞いた。 ：Dr.  wentley,  I  ordered  my  t-ookseller  to  send  you  your 

books;  I liope  you  received  ttlem.: (ベ ン トレ ィ 博士、 本屋に 吩咐 けて 書物 を 御 送り 致す やうに して 置 

きました が、 御 受取り 下さいました でせ うね。) 實を云 ふとべ ン トレ ィは 故意と 此 書に 就いての 會話を 避 

けて 居た の だが、 この 言葉 を 聞いて、 "wooks!  books!  what  books?: (書物です つて、 何ん な 書物で 

した かね。) と、 とほけ て 云った。 ポ— ブは 更に、 ： My  Homer,  whicli  you  did  me  the  lionour 1;o 

subscribe  for.: (私の ネ ー マァ のこと です、 確か 豫 約に 御 這 入り 下さいました 樣に 心得ます が。) と 出 

直した- そこで 博士お "〇11！  ay,  now  I  recollect—your  translation:  —  it  is  a  pretty  poem,  Mr. 
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Pope;  t>ut  yots  must  not  call  it  Homer.: (あ、 左 樣々々 、 觯 りました、 贵 方の 翻譯 のこと でせ う。 

あれ は 中々 結構 だ。 だが ぢゃ 無い やう だ、 然-フ 呼ぶ の は 不可ん ね") と 答へ た。 これが^ の感 

2£を^1|.:した5でぁる。 

斯 S 如く 手 *a り.^ 第に，： Z 分 S 氣に喰 はぬ 者 を 怖へ て は、 馬鹿者の 組合に 引 入れて、 ぉ分恶 ロを竝 ベた の 

-か此 『ダン シャツ ド』 であるが、 少しく 其 趣， M を 紹介す ると、 第一 卷は 別に 面白く もない から 略 するとし 

て、 第 • ー卷は 「愚 純の 王」 の 面前で 「混沌の 女神」 が樣々 な 競技 をして 御覧になる。 詩人、 文人、 乃至 本 

g が 大勢 m まって 我勝ちに 競技に 加 はる。 第一 の 競技 は 詩人の 幽靈が 現 はれる と 本屋が 之 を 追 ひかけ る。 

次には^^？人が櫟る、 喚く、 潜る 競技 をして =5- せる。 n.l 後に 批評家 S 忍耐力 を試驗 する。 これ は 長い 著作 を 

ほんで 聞かせて、 ぃっ迄も坐睡3附かなぃ^1?1が勝っとぃふ寸法でぁるが、 愈 朗讀と 成る と、 批評家ば かり 

ぢ やない、 滿 《3- の 大衆 悉く 華讶 S 國に 遊んで、 一 リ：； ^？？-何 だか 分らなくなる。 第三 卷 では 「Ei^ 鈍の 大王」 が 女 

神の 膝に 眠って、 tss- に幽 .pi ハ界に 遊ぶ。 そこで 樣々 な もの を る。 その 幻 S 中には 文 か ある、 英國 

の^^況もぁる。 5ぉ代の义¥|^:がぃろく引合に出される。 第 四卷に 至る と 女神の 周 固に 多人数の 馬鹿者が 

集まって るると、 突然 「^校の」」^」 なる ものが 演說を 始める。 天下 S 青年に は 知識 を與 ふるな かれ、 た 

だ：パ^-丈をざゅく^:1め込むべしと云ふ卞：意でぁる。 次に 大學の 代表者が 出て、 矢 張 0 同 方針-,! 侬て敎 育 

を 施して w る こと を 女神に ii" ける。 それから 外^ を 澄 遊した 若い ER がぞ ろく 出て 来る。 SM 先の 一 人 傍 

に i ネ站 敎師が 立って 女神に 紹介 St$; を 執 ふ。 是が 常世の 紳士、 女神の 御氣に 入るべき 人柄で 御座ります 

杯と 吹聽 して、 自分が ！ 所に 歐洲火 陸 を 漫遊した 有樣を 長々 と 喋 yfii り 立てる。 其處へ 蝶々 や 兵 殻 や 鳥の 巢 

を ひねくり 散らす 奇妙な 連中が 现 はれて、 互に 所持品 を楚ひ 合って i=: 噪 する。 斯う 云ふ樣 な出來 事が 親い 

て、 に 女神が 欠 # を すると、 凡ての 物が r 樹 衣と 混^ に 化して 御 仕舞になる C 


(一 〇) 『=<  牘第』 (Epistles.  1732—35. ) 其の 第一 信はサ I、 リ チヤ アド、 テム ダル (sir  Richard 

.Temple) に 宛てた もので、 表 题 は 『人閒 S 性格に 就いて』 (of  the  Characters  of  Men) と ある。 內容は 

其 名の 示す 如き 議論で ある。 只 書物ば かり 讀んで 居て は 人間 を 知る こと は出來 ない とか、 行爲 から 動機 は 

推察せられ ない とか、 人 を判斷 する に は 先 づ其人 を 支配す る 欲情 を 見出だす のが 必要 だと か 云 ふやうな 事 

が 論じて ある。 第一 一信の 表題 は 『婦人の 性格に 就いて』 (of  the  Characters  of  women) と ある。 これに 

はル ー ファ (Rufa) とか キヤ リブ ソ ー (calypso) とか ナ— シッサ (Narcissa) とか 色々 な 名 を擧沙 て、 

婦人の 性格 を 辯 じて 居る が、 前の 尺 贖の 樣に 段落の ついた 抽象的の 議論で は 無い。 第三 信 は 『富の 效 に 

就いて』 (of  the  Use  of  Riches) と ある。 金と 云 ふ もの は 人間に 取って 便利な 物で あると か、 害毒 を 及 ほ 

す 物で あると か、 金 を 貪る 者に も 浪費す る 者に も 幸福 は與 へられない とか、 中庸が 大切で あると か 云ふ樣 

な 事が 論じて ある。 第 四 信 も 前と 同じく 『富の 效 用に 就いて』 とい ふ 表題で あるが、 此處に は 金を使 ふに 

も 外の 事と 同樣に 分別が 必要で ある、 分別が 無くて 無 一 に 金を使 ふと、 得て 沒 趣味な 建物 なぞ を 造り 上け 

る樣な 事に 成り 易い、 然し 夫で もま あ 貧乏人 ゃ勞働 者に 利 盆を與 へる 點も あるから 恕 しても い、 杯と 書い 

て ある。 以上 四 信の 尺牘 を總稱 して は 道德篇 (Moral  Essays) と 名 づけて 居る。 

(一一) 『人間 論』 (An  Hssay  on  Man.  1733134.) 是も ボリ ン ブ 口 1 ク g  (Lord  Bolingbrokc) 

に與 へた t< 噴の 體に 書いた もので、 矢張り 四つの 書信から 出来て 居る が、 內容は 頗る 哲學 じみて 大袈裟な 

, ので ある。 第一 信に いはく、 人間 は 自己 を 中心として 物 を 論す る ものである からして、 到底 世界の 大を 

知る こと は 出来ぬ。 人間 は此 世界 創造の 段階に 於け る 一段 を 作る に過ぎない。 吾人 は 神の 思 召の まに く 

活動して 居る、 恰も 馬が 人間に 制御 せらる、 樣な ものである。 それが 何故かと 云 ふこと は、 局部の み 知れ 

る 吾々 人間の 到底 解し 得る 所でない。 自己の 運命 すら 知らない 人間 は 只 神 を 信じて 死 を 待つ が 可い。 それ 
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で. さ へ 失 はなければ 直しい、 ？ I：？ りに 天道 を 思議して はならない。 吾人の 最も 大きな 缺點は 慢心で ある。 

根 心 を 以て 天？ S を 論じた 所で 何の 盆に も 立たない。 种は 大局より 打算す る もの だから、 默 して 從 へば {0! し 

い。 無 i= に 报 つた 所で、 人 ii は 人間 だけの 事し か考 へられぬ から 仕方がない、 而 して それが 却て 幸福で 

ある。 凡て 在 は 皆^ 在の 必要 ある もので、 宇 ffis 諸 現象 は 一 大 調和に 外な らん。 新 樣な譯 であるから 

決して^^慢心を抱ぃて天道を是非してはならなぃ。 第二 信、 人 Si は 神と 畜生との 中間に 彷惶 して 居る もの 

で、 えらい 樣な又 下らない 樣な ものである。 如何に 格 物に 慢じ 究理に 誇る とも、 舉 竟盧榮 心から 出た 空 威 

1?^ りに 過ぎない ので、 それ を 引き去れば 殘る所 は 云 ふに 足らぬ。 人間 を 動かす もの は s 愛 心で ある。 人間 

を お^する もの は if 性で ある。 其 目的 は兩者 共に 苦痛 を 避け 愉快 を 得る にある。 そこで 自愛 心 は 一 轉 して 

欲^£と成ろ。 if 性 は S; で、 欲情 は 風で ある。 こ S 欲情から して 吾人の 德が 出る。 怒 は 熱心と 忍耐と を 生じ、 

な您は I 女 惯の念 を 起し、 raw は^ 舉を 生み、 性愁は 愛と 成る。 斯く 吾人の 德は皆 吾人の 惡德 から 出る もの 

で、 ？.；^ん# じて i?3 とおす もの は 性で ある。 一個人に 卽 いて 云へば、 其 人 は 同時に 善人で も あり 又惡人 

でも あろ。 卽ち^^-乂ゃ^は悉く交^してぉろとも云へ る。 而 して 斯樣な 人が 翁り 集まって、 互に 倚賴し 互に 助 

け 八" つて ws るの が社會 である。 其針會 S うちに ゐる 一 人々々 は尙 各，： a 個々 別々 の 希望 を 抱いて 個々 別々 の 

？ 3 を ルんで =w ろ。 ^三 信、 冇は 互に 呼應 して 自己の 幸福 ふ-構成 する。 獨に獨 立して 世に 在る もの は 一 

も 無い、 S-i: 愛の 鎖で 下から 上まで 繁 がれて 居る。 それを^！！！分ひとりが超越したもののゃぅに、 世の中 は 凡 

て 内分 S  ^ に^^ゃし れ て 居 る など と 考 へ る S は 大 そ れ た間途 ひで ぁ る。 雲雀は诀し て 自分 S 爲 に 鳴 い て 吳れ 

るので はない。 兩 性の 愛、 親子の 愛、 同族の 愛な ど は、 釆-く 相互の 愛 S 上に 相互の 幸福 S 打 建てられた も 

ので ある。 人iiの^5:^を研究して=^clと、 D 然 の敎訓 から 出立して 今 •  日の 域に 達した もので、 自然の 敎訓 

はお 獸を師 とせよ と ある。 それから 渐々 進化して、 自衛の 爲に 道^ を 作らなければ ならぬ ことにな つて、 


國 王で すら 正義 や 仁慈 を學 ぶに 至る ので ある。 順序と 差別と は 天道であって、 これ 有る が爲に 相互の 關係 

上に 幸福 を 生す る。 幸福と は 一 言に して 云へば、 健康、 平和 及び 完全で ある。 一 見した 所では、 この 三者 

に 於て、 世間に は 不公平が ある 樣 であるが、 人間 總體の 幸福 は 希望と 恐怖と いふ 二つの 情の ために 平衡が 

取れて 居る。 神 は 個人の 爲に 一般法 刖を變 する もので 無い、 云々。 大分 骨が折れる。 

(ニー) 『ホ レ， I スに傚 ひて』 (Imitation  of  HoraQe.  1733—39.) これに は 序詞 (prologue) と跋辭 

(epilogue) とが 附 いて 居て、 內容は 唯 題目の 示す 通り 諷刺と 2<牘 とで ある。 諷刺に はモ ン タギュ ー 女史 

(Lady  Montagu) の惡ロ やら 何やら 譯の 分らん こと を 書き 列ね て、 尺牘に は道德 上の 思議 や 判 斷が减 茶 

苦 茶に 拉 ベて ある。 而 して 其 序詞なる ものが 『ダン シャツ ド』 よりも ー歷 烈しい 毒舌から 出来て 居て、 嘲 

弄 や 罵倒 づ くめで ある。 

以上 はポ ー プの 作物の 内容 を 簡箪に 述べた ので ある。 勿論 梗槪 とか 解題と か 云 ふ もの は 面白い もので は 

ない。 如何に 立派な 作物で も梗槪 だけ を 聞く と 詰らなくなる。 梗槪 では 文擧的 伎倆と 云 ふ もの を 述べる 餘 

地が なくって、 只 筋で 4 を 語る 丈 だから 致し方がない。 公文書と か 法廷の 判诀 文と か 云 ふ ものと 同 樣の效 力 

しかない。 ポ^の 作物の 梗槪を 述べた 所が、 彼の 詩 を 品評す る 上に 於て 別段 諸君 を 動かす に 足らない だ 

らうと は 思 ふ。 私 だって 此梗槪 に 依て fl^ の 詩 を 是非す る 了見 は 勿論ない。 た、. r^l^ の 場合に は是だ 

けの 手 續を爲 る 必要が あると 思った からで ある。 換言すれば^ iT= ^の 作物 總體の 內容を 一 頁 か 一 一 頁の 間に 

約め て 互に 對 照して 見たならば、 彼が 如何なる 方面に 向って 詩的 活動 を 擅に した かと 云 ふこと を明嘹 にす 

る 便宜が ある だら うと 思った からで ある。 高い 處 から ー國の 地理 を 研究す る樣な もので、 山國か 平地 か、 

河が 多い か 海 を 周ら してる るか、 其 大體を 知る に は 遠くから 一 目に 縮めて 見ない と 解らない。 それと 一般 

である。 
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此 H^. 鞭 は fl^ に 於て 特に 必耍 であると 云ふ譯 は、 ； 1 にも 旣に 一 と 口述べ て 置いた が、 11 -吾 々が 英吉 

利の 評 家の 所説 を讀 むた びに、 ^1.^ は 人工的で ある、 自然 を 直接に 味 はって 居らん と 云 ふ 文字が 眼に 付 

く。 又 其理. E もい ろく 述べて ある。 然し 五3 々日本人が 外國 の 作物 殊に 詩に 就いて 判斷 する 時には、 單に 

此等 S 評 の 断案 ゃ竊論 のみ を 以て 唯 一 の證 左と する こと は 出来ない。 尤も 此等 S 評 家 は 皆 斯道の 大家で 

あって、 他から 推 重され て 居る 人達 だから、 吾々 も 研究の 際に は 其の 云 ふ 所に 耳 を 傾けて 謹聽 する 必要 は 

ある。 決して 輕 速すべき 必要 はない。 けれども 西洋人の 批評 は 西洋人に 見せる ためで、 いかに 交通 頻繁の 

今 n でも、 = 本 S 諕卞パ 界を服 中に g いて 議論して 居る 者 は 一人 もない。 是は 明らかな 事實 である。 (科舉 

的のお 述は此 内へ 入らす。) 從 つて Ma 々が 請んで： n う も 不親切で ある、 底 迄 納得し 兼ねる と 云 ふ樣な 寧が 

$E に 起ろ。 そのうちで 第一に 著る しく 感ぜられ るの は、 圃外 にある ものが 图 5： の 事、 卽ち樂 屋落を 其 儘 承 

つて、 敬服す る譯 にも 行かす、 反駁す ろ譯 にも 行かないで、 妙な 顔 をして ゐる樣 な 傾向で ある。 英士 n 利 人 

は. ホ. "ゾを 通って、 ゥォ ヅゥォ T:^ を 通って、 テ 二 ソ ンを 通って 今日 迄 來てゐ る。 だから 自分が 今ケ； 3| 通過 

して 來た變 化 を^ 明し ないで、 相互に 共通な ものと して、 昔を顧みる 事が 出来る。 直ちに^ を 柿へ て 

人工的 だと 断す 乙 iJf が 川 來る。 故 人工的-たと 說明 する 必要がない。 分って ゐるぢ やない かと 云 ふ 顔 をし 

てるれ ば^む。 睢 も不. # を 起す ものがない。 お 次に、 科舉と 違って、 #： 通 S 英吉利 評 家の 文风 i 的 批評 は大 

W 斷^ 的で あ 乙。 た  >  人 T; 的 だから 人 T: 的 だと 云 ひ 放つ 丈で ある。 如何にして、 如何なる 點が、 如何なる 

度に、 乂如 ：！： なる 過去に 於け る 趣味 S 變遷 で、 ^代の 自分に は、 人工的に 見えろ と說 明して 吳れる もの 

は 一 寸 ない。 出來 ない のか、 遣らない のか、 而倒 なのか、 原因 はどうで も、 無い 事 は事實 であろ。 ー 

して ると 已を S ^ない。 我々 は 我々 で、 夫 丈の 仕事 を 不充分で も 不完全で も 遣らなければ ならない。 ^ 

I ブを 講じなければ 夫 迄で あろが、 苟も 其 詩 を 諸君の 前で 批評 するとな ると、 その 特性 は 是非共 研究し な 


ければ ならない。 それでなければ、 かの 西洋人の 樂屋落 を 其 儘 紹介して 平 氣でゐ るか、 或は 彼等の 獨斷的 

批評に 雷同して 知った 風 をす るより 仕方がない。 (獨斷 的で はない 直覺的 だと 辯 護しても、 其斷9^-の價値 

が、 吾々 日本人に 通じなければ、 吾々 から 見れば 何方でも 同じ 事で ある。) 

で 序論に も 述べた 通り、 われく が文擧 上の 作物に 對 する 態度 は、 單 なる 賞翫の 態度と、 賞翫を 吟味し 

て か、 る 態度と、 賞翫を 離れて 單に 吟味す る 態度との 三つで あるが、 斯様に^ リムの 作物 を拉 ベて、 其梗 

槪 からして ：！： か 捜し出さう、 篩 ひに かけた 梗槪 をもう 一 返 篩 ひに かけて、 纏められる 丈 纏めて 見 樣と云 ふ 

方法 は、 寧ろ 器械 的で、 種類から 云へば 第三に 屬 する ものである。 全く 賞翫を 離れて るるから である。 斯 

樣に 賞翫を 離れた 態度から 出立して 何ん な 所へ 歸 着して 行く か、 それ は 後に なって 自づ から 明瞭になる 積 

りで ある。 かう 云 ふ 態度 は 批評 界 にあって 許すべき もの だと は旣に 序論に 述べた 所 だから 別に 辯 護の 必要 

はない。 それから 此 態度が^ に 在って 必要な の は、 西洋人の 賞 翫的斷 案に 同意して 好い か、 反對 して 

好い か 分り かねる 日本人、 ことに 私に は、 物數奇 ではない、 まあ 已を 得ない ので ある。 要するに 此方 法 か 

ら 出る 結果 如何によ つて、 此 場合に 於け る 此方 法の 價値は 定まる の だから、 其 積り で 御 辛抱 を 願 ひたい。 

然 らば 今擧 けた. ネ— ブの 作物の 梗槪 から 如何なる 利益が 出る かと 云 ふと、 私 はこれ から 一種の 槪括を 作 

り 上け る 事が 出 來る樣 に 思 ふからで ある。 前年の 講義で、 私 は 文舉的 述作に あら はれる 耍素を 四に 區 別し 

た。 卽ち 官能に 訴へ て 吾人の 情緒 を 動かす ものが 一 つ、 是 を感覺 的と 名け た。 それから 喜 怒 哀樂、 友愛、 

嫉妒、 忠孝 等 凡て 人 問 2： 部の 感情 を 敍述咏 歌して、 吾人の 情緒 を 動かす ものが 一 つ、 是を かりに 人事 的と 

名け た。 つぎに 鬼神、 異靈、 あらゆる 形而上の ものに 關 する 記載 を敢 てして、 吾人の 情緒 を 動かす もの を 

超自然と 名け た。 最後に 理知 辨 別の 悟性に 訴へ て 吾人の 情緒 を 動かす もの を 知的と 名け た。 

其 時 私 は此四 要素の 特性と 相互の 關 係と を 論じて、 此四耍 素の、 吾人の 情緒 を 動かし 得る 等級 階段に 及 
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んで、 ！ 通り 彼等の 惯値を 定めた。 其 議論 は 寧ろ 粗雜 であった。 又 その 分類法 も ある 場合に は不都 4a にな 

ろ。 純文^ 體を蔽 ふと 云ふ點 から 云 ふと、 まあ 是 でも 差 支ない と 思 ふが、 段々 に 細かい 議論 をして 行く 

と、 四 要 索が 人り 亂れ てく 乙 はめに、 存外^ はしい 說明 をし なければ ならない。 手数の か、 る 樣に思 はれ 

る。 たと へば 込み入った II 物の 校 樣を槪 括して、 ！S の 花と、 光琳 波と、 蒲靑ぃ 遠山から 出來て 居る と 判じ 

た な ものである。 槪括 として は 差し 支ない が、 其う ち を 段々 詮議して 行く と、 同じ 稷の 花で も 木 錦で 織 

つた 所と Si で 織った 所-かあつて、 しかも 光躲 波が、 同じく、 同じ 絹で 熾って あったり する。 すると 一方で 

は 明瞭に^ 別が 出 來た樣 で、 一方で はま だ 誤 多々々 である。 それと 同じ 事で 感覺 的と 云 ふ 要素 を 一と 纏め 

にした ために、 他の要^^^！は全く感^的でなぃかの如くに聞ぇる。 こ、 に 美く しい 女が 居る。 此女が-^|3人の 

耳 31 に訴 へる 色、 形、 は感凝 的な 耍素 であるが、 其 女が 怒ったり 苦しんだ りする の は 人事 的耍 素になる。 

しかも 其 苦しみ や 怒り は 其 女^ 身體を 離れない とすれば、 此 人事 的 要素 は 感覺的 要素 を 待って とか、 通じ 

てと か、 もしくは にと か、 或は もっと 烈しく 云へば、 感覺 的が 人事 的に 變 化して、 起ろ と 云 はな けれ 

ばな にない。 义其夂 の 色 を 化 分け、 形を辨 別し、 苦しみな り、 怒りな り を 認識す るの は 知力の 作 川で ある 

からして、 此知的耍^}!^^亦感^的耍素を待ってとか、 通じてと か、 もしくは 同時にと か、 或は もっと 烈し 

く 云へば、 感覺 的-か 知的に 變 化して 起る とか 云 はなければ ならない。 かうな つてく ると、 所謂 感覺 的耍素 

■s^ 在が、 他の 三 耍尜の 存在の 必要 條 件になる 揚4ロ が 非常に 多くな つて 來る。 從 つて S 单に咸 1 的と 云 ふ 言 

は 人事 的 要^に も、 超 n 然的 要素に も、 乃至 知的 要素に も 通じなければ ならない。 然るに 全 要素 を 四つ 

に 分けて、 同等の s« 皮に 於て 彼我 を Isi: 別すべき 樣に 講義 をした。 そこが 甚だ 混雜 した 分類で あろ。 

此點 から 云 ふと、 ,m  (たしか I ス.^ ^^の 條) に 簡略に 述べた 眞^の 材、 美醜 S 材、 善惡 の材、 壯 劣の 

材山 四 稀に 分つ 方が 明，^ 樣 である。 た  >  し 之 も 一 材料で 二重に も 三重に も 見られろ 事 は あるが、 いくら 


重なっても 混雜が 生じない。 けれども 注意すべき 事が ある。 斯樣に 分けた の は、 文舉の 材料 を 凡て 具體と 一 

見 傚した 上の 話で ある。 見 傚さなければ 斯う は 分けられ ないかと 云へば、 必 しもと 答へ るより 外 はない が、 

一 材科を 眞^の 方面より、 又 美醜、 善悪、 壯 劣の 方面より 同時に 見る 事が 出來 ると 云った の は、 其 材料が . 

是 等の 各 態度 を 以て 味 ふべき 體を 具へ たものと の 意味に 外なら なかった。 だから 此 所で 云ふ眞 1^ は 個人、 一 

個 物 其 他 個性 を 具へ たる 對象 (記述され べき) を 離れた 意味ではなかった ので ある。 卽ち其 個人 個 物 其 他 

個性 を 具へ たる 對象か 吾人に 提供す る 事 富， に 就て 云った ので ある。 所が 前に 分類した 四 要素 中に ある 知的 i 

要素と は、 重に、 耳目に 觸れる 單獨の 事實に 就て、. t はなく、 之 を 綜合し 槪 括した 抽象の 命題、 斷案、 理路 • 

(固より 吾人の 情緒 を 動かし 得る ものに 限る。) に 深い 關係を 有して るた。 .ネ —プの 詩の 特性 を 知る に は、 

寧此 意味の 要素、 卽ち 個體を 離れた 知的 分子 を獨 立した 一部 門と 見 傚す 方が 便利で ある。 そこで 彼の 作物 

の 梗槪を 矢張り 前年の 講義の 通りの 分類に 從 つて 區 別して 見る 積で ある。 

(注意、 尤も 後から 申した 方の 分類の 區 別を擴 ゆて、 單 に具體 的の 事象の みならす、 均しく 之 を 抽象的 

の 方面に 應^ する 事 は出來 ないでも ない。 例へば 私が 兹に 「愛 は德 なり」 と 云 ふ。 すると 之 は 個人、 個體 

み」 離れた 概念で ある。 然し 眞僞の 評價は 無論 出來る 文句で ある。 た， 眞^の 評 憤の みならす、 善惡の 方面 一 

の評惯 も出來 るか も 知れない。 それから 「正、 邪 を 伏す」 と 云へば 眞僞の 評價は 無論、 壯 劣の 評價も 出來 一 

、 ない と は 限らない。 眞 係と 美醜と 重なろ 場合 はどう かと 云 ふと、 善と 壯を 幾分 か 美に 連結 すれば すぐ 成立 一 

する の は當然 であるが、 美の 區別を 非常に 厳重に 且つ 狹く すると 一寸 六づ かしくなる やうに 思 はれる。 其」 

代り 此 種の 眞理を あら はす ときには、 大抵 形相 を 具した もの を 道具に 借りて くる 事が 多い。 多い と 云って ^ 

贊澤な 意味で 云 ふので はなく， ある 場合に は 殆んど 必要になる。 だから 此 場合に 應 じて 美醜の 感を 動かし 一 

得る の は 明らかで ある。 但し 此 美醜の 感は、 ある 意味に 於て 眞理を 代表し つ、 ある 形相 ある 事物に 卽 して ： 
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るるので、 に 之 を 使 川す 乙 方法 卽ち 技巧 丈に 對 して 起す ものと は 全然 同 物で ない 樣に 見える。 ^よく 考 

へたい。)  . 

出が 不味かった ので、 ^外く どい 説明が 必要に なって 御氣の 毒で ある。 まだ. m- したい 事 は あるが- 大 俊 

私の^^が 通じたら うと 思 ふから、 此位 にして 置いて、 これ 丈の 御 約束が 致したい。 III 力， の 詩に 就 

て 私が 知的 要^と 云った ト.^ は 1 個體を 離れて Ms 人の 知力に 訴 へる、 槪括 的の？ 3 现の表 である" (但し 表 

ャは具體なろ；；^1-象を借り川ひて25るかも知れなぃ。) 卽ち、 此 道理 を、 自然に 内部より 事實 として 發 

股す ろ 格-はな 人 もしくは 格-はな 物に 卽 した 知的 分子で はない。 零碎 S 諸 例を萃 めて、 その 中から 道 輝： 丈 を 

引き 拔 いた^ 现 である C 次に 此 知的 表現 は 眞^ W 評惯 以外に 時として、 善惡、 美 柳、 壯 劣の 評 惯をも 許し 

^べき もの を 含んで ゐ ろと 御 承知 を 願 ひたい。 (「孝 は. 太 の道 なり」 と 云へば 其眞 1^ の 程度 如何で 吾人 を 動 

かすと 共に、 ？ W 惡 S ^味から も 吾人に 訴 へて るるの は 明かで ある。 前節に 注意した 通りで ある。) 第三に 

此 稍の 知的 分子 は 文^的 要素と して、 吾人の 情緣を 動かす 事が 尤も 驟 弱な ものである。 是は 前年の 講義に 

述べた 通り、 ^^も 補足の 必要 を 認めない。 た 現の 方法に 一種の 技巧 を 川 ひて 多少 其 色 を 濃く する 事が 

m 來る のみで ある 

=a 丈 約束して 置けば、 あと は. 際 的な 所.， にな 乙から、 前年 S 講義の 類別 法 を 用 ひて、 ..^ul フ I の 作物の 梗 

槪を义 ゆ S 叫 要素に 刺り 宛て ゝ 行 さ へ すれば 濟む。 六づ かしい 議論が 出る 餘地 はあって も、 屮 Z す 必要が な 

ければ、 まあ 好い として 步を 進めて 行く。 で、 前に 畢 けた 作物のう ちで、 自然み-味 じた ものが 二つ あろ。 

『牧か -m 耿』 と 『.^、-.ソ|の森』 とが 是 である。 超自然的 要素 S 入り込む ものが 一 つ ある。 『髮盜 人』 が是 

であろ。 人 $ 的 要素 卽.： 人 igs^^ が 中-となった も S が 二つ ある。 『ァ ベラ. I ドに 送れる ェ 口 M ザの 消息』 

と 『亡き^ 命 S 女 を fi- ふ耿』 か是 である。 梗 に は 述べなかった が、 の翻譯 たる 『サ ッフォ I』 


も此 部類の ものである。 最後に 知的 要素の 勝った もの は 『批評 論』 『人間 論』 『0<牘 集』 (卽ち 『道 德篇』 ) 

『ホレ 1 ス に 傚 ひて』 の 四 者で ある。 

尤も 以上の 分類 は單に 優勢なる 要素に 就いて 區 別した まで 一句 一節に 就ての 云 草で はない C 殊に 

『髮盜 人』 の 如き は 超自然的 要素が 主眼と いふので もな く、 只 趣向と して 入り込む に過ぎないの である。 

尙此 外に 『ほまれ S 殿堂』 『イリヤ ッド』 『ォ. 、チ セィ』 及び 『ダン シ アツ ド』 が殘 つてる るが、 これ 等 は 

いろくな 雜駁な 分子から 成立して ゐて、 一言に 何 だと も 言 ひかぬ る。 —— これで 槪略 分類が 出來 た。 此 

分類から 何ん な 結論が 得られる か、 それが 次の 問題で ある。 

( 一 ) ，fl^ の 詩に は 知的 要素が 多き を 占めて るるとい ふ 事が 第 一 に 眼に 付く。 彼の 著作 中で 最 能く 人 

の 口に 上る もの は 『批評 論』 と 『人間 論』 とで ある。 さう して 兩方 共に 議論で ある。 全體が 議論で ある 如 

く. 局部々々 も 理窟で ある。 其 外 『道德 論』 と 云 ひ 『ホレ —スに 傚 ひて』 と 云 ふ も、 皆 この ポ —ブ 一 流 $ 

議論に 外ならぬの である。 所が 今 先き 御注意 をした 如く、 前年 S 講義に 大分 長く 御 話 をした 如く、 此 知的 

要素と 云 ふの は文擧 的に 云って 效果の 尤も 弱な ものである。 此簿 弱な もの を土臺 として、 其、 上に 詩人が 

一代の 名 を 成さう とする 樣な 大作 を 試みた のが、 ボ —ブの 失敗で ほ あるまい か。   

—尤も 古來 から 人口に 膾炙した 詩句、 格言 其 他で、 此 知的 要素から 成立して ゐる もの は澤山 ある。 ^T:^ 

&の獨 語 もさう である。 .ブ ロスべ 口の 獨語 もさう である。 文擧 書中から 此 種の 要素 を 悉く 引き 拔 いたら" 

文擧は 著る しい 損害 を 受けない とも 限らない。 又 其 中には 吾人 日常の 生活に 存外 適切な 閼係を 有って るる 

もの や、 内面 生活に 交渉 W 深い もの も 多く ある。 然し 同じ 關 係と 同じ 交渉 を 格段な 例で あら はした ものと 

比べ ると 甚だ 效 力が 薄くなる のは爭 ふべ からざる 事實 である。 況んゃ 直接に 當面 S 人事に 緣の 遠い 哲學 上， 

の 議論と か 思索と かも 土臺 として 詩 を 作る の は 固より 考へ もので あらう。 『人性 論』 と 云 ひ、 『批評 論』 と 
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1: ムひ iZSl はえら さう に 逸 ひない。 然し ilST かえらく 大きい と 云った からと 云って、 之 を 詩に すれば、 えら 

く 大きな か出來 ると 思 ふの は 無 ST たらう。 

たと へば 女 を 愛する 様な ものである。 その 女の 容色、 器 藍、 服装、 是は吸 さへ あれば 誰に でも 分る。 其 

氣 立て、 ！w 合、 氣". 1、 是は 交際して 見なければ 分らない。 次に 其舉 問、 見識、 才藻、 是は敎 育がなければ 

何^お 一 交 ほしても 知り 樣 がない。 後に 肉 を 離れた 11 是は 認められる もの だか どう だか 分らない。 此 

i>?-s^ 松のう ちで 外貌に 迷った と 云 ふと 一番 下等に 聞え る。 情 合に 惚れた と 云 ふと 少し 深くなる。 見識に 

蛾した と 云 ふと」 ハづ かしくなる。 靈を 云々 する に 至る と 神秘に な-る。 此四 要素 を 一段 毎に 登って 戀 をして 

行く と投々 上等に なって 行く 様に も 取られる。 しばらく， さう 致しても 差 支ない。 が、 赤裸々 の事赏 から 

云 ふと：！： う も 左う でない らしい。 私の 考 によると、 古往今来 戀愛を 成立せ しめた 手柄の 大部分 は SH^ 純なる 

究色 である。 遠き 未來は 知らす、 今から 五 t! 年 や 六 t; 年經 つた 所で、 この 事 實に變 化 は あるまい と 思 ふ。 

して：； ろと、 よし 淺. 通-た 皮 想 だと 云 ふか 5 见を 許しても 感覺的 要素 は 最も 人の 心 を 動かす 力の ある もので、 

しかん 此 要素が 人 を 動かす こと は、 妻 君 を 撰ぶ 許りで はない 詩 を 撰ぶ 上に 於ても 同樣 である。 が 明 

瞭 なる 寧 扣を具 した， ハ-现 象 を耿 はないで、 {41- 漠 な群理 じみた を 柿へ て來 るの は、 自分で は 高尙な 積り 

かん 知れない けれども、 r 瓜 女が.：：： 分の 容色 は 構 はないで、 蔡問 ばかりして、 是で 天下の 男子 を 充分 悩殺 

すろ に 足る と考 へて るる 樣な ものである。 男子 は 其 婦人の 舉 問に 對 して 敬意 を拂 ふか も 知れない。 然し 奇 

1^ でな けり や 中々 惚れ やしない。 

もう 少し 前の 瑜を 引き延ばす 0 容色 はしかく 女人に 於て 大切で ある 「」 けれども 情 合、 見識 (もしくは 

？ 0 ぉん決して度外に置く^？^-は出來なぃ。 是に 於て 狡 滑に して 糊塗 を 好む 人類に 一策 を 3^ じ 出した。 容 

色ん」 捨てぬ と 同- W に、 他の 要求 を.，： 満足せ しめんと 工夫した 結 某 は 遂に 容色 を 以て、 あらゆる 他の ss; 格の 


象徵 として、 容色 は 凡て 是等を 満足に 代表す る ものと 見 傚す に 至った。 馬鹿 も 利口 も、 親切 も 不人情 も 乃 

至 一 切の 内的生活 も 悉く 目元 口元に 萃 まると 號 して、 自分の 好な 顔の 裏に、 勝手な 資格 を 忍ばせる。 詩 も 

其、 通りで ある。 單 純なる 感覺 的な 事相で は 物足りない、 だから 此 要素 を 通して 哲理 を 表 はしたり、 人情 を 

訴 へたり、 又は 宗敎 上の 情熱 を訴へ る。 中に も 哲理と か 思索と かいふ もの は 單獨に 云 ふと 尤も 薄弱 だから" 

此 援助 を 受ける のが 成效の 一 方で ある。 ボ 1 ブ は 自己の 哲理 思索 を 高し とし て 、 自己の 技巧 表現 を賴 みと 

して 此 援助 を 蔑視した。  

是 丈の 考を 頭の 中へ 置いて ¥ ^一の 詩 を 讀んで 行く と、 大體の 上に 於て 彼が 果して 成效 してる るか、 將 

た 失敗して るる か、 多言 を 要せす して 自 から 明かで ある。 ことに 吾々 日本人 は 父祖 傳來 の習惯 として、 詩 

と 自然、 自然と 詩、 此兩者 を 離しが たき 程に 結び付けて ゐる。 その 吾々 の 眼に 映 じたる f,.^ の 成敗 は說 

明す る價値 もない 位で ある。 

吾々 の考 では 『批評 論』 や 『人間 論』 の 如き もの を 何故 詩に する 必要が あるかと 迷 はざる を 得ない。 是 

等 は 議論と して て も 頗る 散漫で、 秩序 も 立たなければ 段落 も 不分明で ある。，^^,^  (Kant) が 講義の 

中へ 『人間 論』 を 引 W したと 云 ふ 噂ゃラ スキン (ptuskin) が大 にこれ を 賞揚した と 云 ふ 話 は、 詩と して 價 

値が あると いふ 證據に はならない。 却て ド、 クイン セィの 如き は 『人間 論』 を 貶して 『混亂 の 勝利』 (Tri- 

umph of  Anarchy) と 云へ る 迄に、 脈辂が 整って 居らぬ。 が 如何に 頭腦の 不透明な 男で も、 若し 

散文で 書いた とすれば、 これ 程までに は 成らなかった らうに、 明 僚に 推論 を 示すべき 性質の もの を 故ら に 

詩形と いふ 拘束の 下に 入れて、 分る もの を 態々 分らな くした ので は あるまい かと も 疑 はれる。 『ホレ —ス 

に 傚 ひて』 の 如き 11<牘 は、 梗槪を 一括す るに さへ 骨が折れる 位で ある。 脈絡 を 追うて 推！ i の 順序 を 明示す 

べき 性質の 問 超 を 取って、 而も その 筆端 を 束縛す る 以上 は、 其 問題の 人に 及 ほす 效カは 束縛 を 受ける だけ 
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^=^丈下サ"すろ譯でぁる。 はせん じて 自家 S 取扱 ふ 問題の 效カを 下落 させながら、 一方に 於て は 何等 

の 利 を も 得て ほない。 あの 乾燥な 抽象的の HIS が 彼の heroic  couplets  (アイアン ビック 十 音 對聯： |； 體) 

にか、 つて 何れ 程 詩的に 成った かと 云へば、 全く 無效 であった と 云 ふが 適 常で あらう。 彼の 遣り口 は 生で 

化 ふべき 蜜拊を 茹でて、 ゆ^を 附 けて 喰 はせ る樣な もので、 不味ぃと云へば外の^！^が^れば猶不味からぅ、 

己 だから まだ 此 位に 料 か出來 たんだと 威-保ろ のと 一 般 である。 

然し^^^が 此樣な 詩 を fjl いて 堂々 と 詩人 風 を 吹かして 居た 所 を 以て 見る と、 彼 は 詩と 云 ふ ものに 對し 

て、 後世の 英 人と は大に 異なった 意见を 持して 居た かも 知れない。 況ゃ 日本人な どと は 到底 兩立 すべから 

ざる 考 かに-出立 丄て 居った ので あらう。 ー體. 日本人 は餘程 詩的で あるけ わ ども、 人世 觀 とか 世界 觀 とかに 

成乙と颇乙？^^^なもので、 +:! 來 からして 是 等が 主に 成って 出來た 作物 は 戯曲で も小說 でも 詩歌で も 殆ど 無 

いと 云って 立し い。 元より 儒敎 と佛敎 から 得た 祈：： 舉 的な 分子 は澤山 入り込んで 居る けれども、 是等 は。 に 

恨 上 一種 S 装飾と して 川 ひられる ので、 決して作^！？の^：心から^き出したもので無ぃ。 其 設據に は 何れ 

を^ても 千 gs: 俥、 同じ 樣な 事ば かり 寄いて ある。 諫者も 之 を 見て 人間 を 知る とか、 眞理を 究める とか、 

人世 5ま 相 を 窺 ふと か W 便 {q- に はしなかった ので、 單だ 字：？ が綺题 だと か、 文句が g いと か 云 ふ 樣なモ ザ 

イツ ゥ 式の ー卞 一句ん-嘆 稱 して 居た もので あろ。 明治 S 初年で すら 矢 張 斯うであった。 だから n 木の 文學 

から 此； 的に 行 はれた WCSJi- を 除く と、 全く. C 然の 美、 人情 S 粹 G 極めて 軍簡 なる 表現に なって 代 舞 ふ。 

(特に 耿杯は 其 極端な 一例で ある。) 幾 百 年の 問 こんな 文 學に養 はれて 來た 日本 趣 ゆ" S 服で 以丁、 突然 13 

欧 の；^: ^ に 接すろ と、 餘りに 懸け離れた 相逮の あるのに 驚く 事が 多い。 日本ゃ支那の詩耿文^5.が好きだから 

して、 ^の 者 も 文 ali- に！^ り は あるまい 位に 考 へて 外 國文舉 を 遣り出す と、 大變な 失望に 陷る。 現に 私な 

ども 逝" 出し た^^は 慷 かに 其 一 人であった。 此れ も 詰らん、 彼れ も 詰らん と 思った。 然も それが 有名な 


傑作なん だから 心細くなる。 甚だ 不愉快で ある。 斯様に 日本人 (在來 の) と 西洋人との 間に は 相 逢が ある。 

一  般の 詩に 對 して さへ 斯うで あるから して、 西洋の 詩の 中で も 特に 理窟 ほい の 詩に 向ったら 猶 

fB„? 辟易す る譯 である。 先づ 日本人の 趣味から 云へば、 短 かい 抒情詩 (Lyric) とか 歌ず  1 (Ballad) とか 云 

ふ樣な 簡單な ものが 最も 氣に 入る 譯で あるのに、 其 抒情 的 要素の 殆ど 缺 如した る、 艾歌謠 などと は 正反對 

な 『批評 論』 や 『人. 問 論』 を讀 めば、 全然 詩ら しい 感じ は 起らない に 極まって 居る。 それ を の 方で 

は 立派な 詩 だと 主張す るので あるから して、 詩と 云 ふ もの の 定義 も 隨分廣 いもの だと 始めて 氣が附 かねば 

ならん。 氣が附 いた 以上 は 是非とも 考 へたくなる。 

其處 で. ネ— ブ なる 人 は 詩に 對 して、 絕對 的に 誤った 考へを 有して 居った ので あらう か。 絕對 的に 誤って 

居ったならば 別に 研究す る 必要 も 無い、 研究す る だけ 愚で ある。 然し 後世に はバ ィ 口 ン など 云 ふ崇拜 者が 

出 4 るし ラスキン も Hie  most  perfect  representative  we  litwe  since  Ctiaucer  of  tlie  true  Englisli 

mind. (チヨ— サァ 以後 この 人に 於て 始めて 眞 正なる 英國人 の 最も 完全なる 代表者 を 見 る) とまで 讚め る 0 

又 詩 風格 調 共に 全然 別途に 馬す るスヰ ン バ ァ— ン (Swinburne) で すら、 Matched  on  Hs  own  ground 

ザひ never  lias げ een  nor  can げ6. (彼 自身の 立脚地に 於て は、 これ 迄 何人も 彼に 拮抗す る 者が 無かった、 

又 恐らく 有り得まい) と 云った 位で あれば、 風潮の 推移した 今日の 英國詩 壊に 在っても、 或 一派の 人々 か 

らは 重んぜられて 居る 詩人に 相違ない。 それ は外國 人の 批評で、 吾々 日本人 はそんな 批評に 耳 を 傾ける 必 

要は 無い と 云って 仕舞へば それ迄で ある。 又い くら 外國 S 批評家が 讃 めても 吾々 が 面白く 思 はんもの は 矢 

張而 白くない の だからして、 無理 に 面白くな る 必要 も 勿論 ない ので あるが、 鬼に 角 堂々 た る 大家が 斯程 に 

賞揚す るの は 夫 加當の 理由の ある ことに 相違ない。 換言すれば .：|^ の 詩に 對す る考 も絕對 的に 間違った 

もので 無い と 云 ふこと だけ は糙 かで ある。 若し 根本から して 絕對 的に 間違って 居た とすれば、 の 反 
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二. s 

V し -I 世紀 S 今日 迄^く と 云ふ笞 がま あ 無い と 云っても 可から う。 ラスキン や スヰン バァ 1 ンの 言葉に 

一顧す る ffi 値が あると すれば、 .^i^^ の 詩に 對 する 考も 頭から 馬鹿にする 譯には 行かない。 馬鹿に出来な 

ければ、 ^^^の 親 も 一 應は考 へて、 それに 對 すろ 何ん な 根 嫁が あろ かと 調べて 見る の も 多少 S 参考に 

成る , J とて あらう つ 

つ 人 si:sl』 S 序 を 兄る と、 ： に I  ccmld  patter  myself  that  p^^^  Essay  has  any  merit,  it  is  in 

steering  betwixt  the  extremes  of  doctrines  seemingly  opposite,  in  Ims-sing  over  terms  uucrly 

unintelligible,  and  in  forming  a  temperate  yet  not  hlc071sist2tf,  and  a  SJloyi  yet  not さ！ マ crfcd 

system  of  Ethics/-  (^し 余が 此著 にして、 何等かの 惯 値み-有する ものと 云 ひ 得べ くんば、 そ は 本 か 外 

上 相反せ ろが 如き m 極端 S 敎 in の 間に 在って 舵 を 操れる こと、 か S 全然 不可^なる 言 辭を脫 却せ る こと、 

及び 中庸 を て 而も 矛 t5 に陷ら す、 簡單を g とすれ ども 而も 不完全なら. さる 倫理 上- S 體系を 形成せ る 所に 

^!^すと-:ムふん-5&べし0)と云ふ節がぁるが、 前に 述べた な 日本人の fiH 詩 眼から 见 ると、 まるで 詩 S 序と は 

受取れ ない。 く 論文の 序で あろ。 

ところ * 力 其 次 S 節に は 這ん な 事が ある。 --This  I  might  have  done  in  prose;  ljut  I  chose  verse, 

and  even  rllysc,  for  two  reasons.  TMic  one  will ap づ car  obvious;  tliat  principles,  maxims,  or 

precepts  so  written,  t>oth  strike  tlie  reader  inore  strongly  at  Hrst,  and  are  more  easily  retained 

by  him  afterwards:  the  other  may  seem  odd,  t>ut  is  ^30 ^  I  found  I  could  express  them  more 

shorliy  this  way  tlian  in  prose  itself;  and  nothing  is  more  certain,  than  that  much  of  the  fc-vce 

PS  well  PS  hris?  of  arguments  or  instructions-  dcjxnids  on  tllc-ir  co 一 Icislcss.: (本論 は t% ろ これ を 

散文に て 物す ベ かりし が 如し。 され ど 余 は 二 個 sit.es ために 却て 措 調 あろ 文字 を 採"、 且覩脚 を 踏む こ 


と を も敢 てしたり。 其 理由の 一 つ は 明白なる ものにして、 韻文 を 以て 書かれた る 原理、 格言、 訓語 は、 第 

一 に 讀者を 感ぜし むる こと ー曆深 かるべき と 同時に、 其 後 も 一層 容易に 記憶 せらる べしと 云 ふに あり。 他 

の 理由 は 稍奇に 失する 嫌 ひ あれ ど 而も 事實 なり、 卽ち余 は 散文よりも 韻文 を 以てする 方簡 短に 是 等の もの 

を 表現し 得る こと を經驗 せり。 而 して 論 證叉は 敎訓の 力 あり 風韻 ある 所以の もの、 一 に 懸かって 行文の 簡 

潔な り や 否やに 存す る こと は 亦 首 はすして 明らかなる ベ し。) 散文で 書く ベ き 論文 樣の もの を 詩に 直した 

ボ— ブの 主意 は是 で 明瞭で あ る。 只 この 辯鮮に 依らと、 ポ —ブの 主張す る 所 は、 これが 詩になる 材科 だか 

ら 詩に すると 云 ふので はなく、 此 材料 を 詩に する 時 は 一 歷有效 であると 云 ふに 過ぎない。 從 つて 材料の 如 

何は闢 はない が、 只 其 材料 を 如何して 言 ひ 表 はせば 可から うかと 云 ふこと になる。 ー步 進めて 云へば、 詩 

は 章句 を 作る 上の 技巧であって、 實 質の 關 係す る 所ではない、 如何なる 材料で も 旨く 言 ひ 表 はし さへ した 

ら 夫が 立派な 詩に 成る と 云 ふこと に歸 着す る。 成程 ボ ー ブ が 這ん な 考を以 て 詩 を 作って 居た とすれば、 ま 

るで 詩に 對 する 考の 違った 日本人の 立場から 見て、 ，^^^の詩は詩に非すと云った所で議論には成らなぃ0 

黑ぃ眼 を 有する 日本人が 蒼い 眼 玉の 西洋人 を 見て、 あれ は 眼で は 無い と 云 ふ樣な もの かも 知れない。 だか 

ら、 始めから 彼の 詩 は 詩で 無い とすれば 夫 迄で あるが、 暂く 吾々 も の 立場に 立って、 ¥ ^の 主張 

を 吾々 の 主張と して、 而 して 後 彼の 作物 を 評し 來 らば 如何で あらう か。 それで 失敗なら ば 本當の 失敗で あ 

る。 又 それで 成功なら ばボ ー ブは. ネ— プ 自身の 考 から 云って 成功した ものである。 若し 此點 から 云って 成 

功した ものなら ば、 彼が 4- 九 世紀 一 一十 世紀の 今日に 至る 迄 崇拜者 を 有して 居る の も 無理 はない ことと 成る 0 

彼 を 崇拜す るに 彼の 成功した 點を 以てするならば、 何人も 之 を 打 ち 崩す こと は 出來な い。 そこで 彼の 詩 は 

彼の 主張せ る 意味に 於て 成功せ るか 否か を檢 ベて 見る 必要が 生す る。 

或 批評家の 話に、 ボ ー プ程 人口に 膾炙す る 詩句の 多量 を 後世に 殘 した 者 は 無い と 云 つ て ある。 この 批 
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力 永 s!^ws 正しい か 正しくな いか は 引 川 句の 辭 f^: を 調べて a れ ば大體 分る であらう。 試みに バァ トレ 

ット (wattlett) の 『愤站 引 川：？^』 (Familial-  Quotations) を 取って 檢 ベて 兄る と、 其 結果 は大體 次の 樣 

である。 シェ クスビ 1 ャは ニニ 10^ を 占めて 居る。 ミルトン は 三 一 1 頁， ，^i^^ は 三 三 頁で ある。 テ 二 ソ ン 

(Trennyson) は 一 一 1105;、 ブラウ 二 ン グ (wrowningo は 九 買、 それから ゥォ— ヅゥォ —ス. (Wordsworth) 

の 一 一一 一 頁、 ス n ットの 九 頁、 シェ レイ (Shelley) キー ッ (Keats) に 至って は 僅に 一 一、 三ヌ に過ぎない。 固 

より 火體 の：：^ 常に 過 ざん けれども、 之 を 標準と して 見る と、 數多き英國文舉^^の中で第ニ位を占めてゐて、 

ミルトンと 伯仲 SSi にある ことが 分る。 而も 其 次に 來る者 は 数に 於て 遙 かに 下って 居る。 これ は實に 奇妙 

の现 Ja- と 云 はなければ ならぬ。 何故と 云 ふと、 人々 好き 嫌 ひ は あるに しても、 英詩 人の 番附を 捲へ たら^ 

17^ を 以て シ ェ ク ス ビ I ャの 次席に 据ゑろ 人 は先づ 無から うと 思 ふ。 コー トホ— ブ (courthopc) の 樣に極 

力. 小. -ブを する 人で も、 此絞 計に 現 はれた 願.；： i: に 扱らぬ 樣な 位地に^^^ を 置く か 奈何 か は 疑 はしい。 

左ii^して：>-ろと下のsilな；^^._か云はれて來る。 ボ ー ブの 詩人と しての 位置 は 左程に 高く は 無い けれども、 其 

お：？ S 後世に 傅 はる ものの 跌は遙 かに 其 位 5a 以上に 出で て 居る。 これ を槪言 すれば、 ； 一?S 人と しての 惯値は 

K つても ：}=|^句 は 後世に 殘る もの-たと 云 ふ 妙な パ ラ ドック ス (Paradox) で、 一寸 矛盾の 樣な 徹底し ない 結 

論と 成ろ の だが、 もし 此パ ラド ッ クス を說明 すれば、 彼の 特色の 一端 は 明らかにされ ると 云 ふ ものである。 

s^l ブ S 句で 今 代に 傳 はれる も S の ト中八 九まで は智的 要素から 成れる もの 計りで ある。 換言すれば 

一 ^3 ぬ 1： や 判斷 ふ-つ  >  めて， ひ顯 はした 仙.^ 的 S ものである。 この 事 .Is は 前に 述べた パラドックス を說 

明す る 一 っの^5^-15;と成ろ。 竹 的 は 文^ 上：. 化 も 滞 弱なる ものである こと は 1^^ に 論 じた 通りで ある けれど 

も、 又：. 取 も 俗社會 か. r 歡迎 されろ もので あろ。 俗人、 殊に少し許り舉問をして舉1^の習氣を有難がる^1<;は、 

大抵 l-w の 勝った 句 を 好む。 これ は 彼等が 文 舉に對 して 先づ 感じようと しないで 考 へようと する からで あ 


る。 世 問 一般の 人 (これが 卽ち 俗人で あるが) は 感受性よりも 智慮の 發 達した ものである。 細緻な 感應性 

よりも 實際的 判斷に 興味 を 有して 居る ものである。 從 つて 單に 抒情詩 的な 感情に 充 ちた 句 や、 或は 色彩に 

满 ちた 感覺的 5 光景 を 歌った 句よりも、 敎訓 的な 格言 染みた 句の 方が 有難 ぃ氣持 S する も G である。 日本 

人の 樣な 感情的な 國 民です 乂 矢張り 然う である。 試みに 普通 俗人の 口に 臉炙 する 名句と 云 はれる ものみ-取 

つ て 調べ て 見る と、 此 種の へ ほ 理窟 を 含んだ 句が 頗る 多 い。 例 へ ば 色蕉の 「道端の 木槿 は 馬に 喰 はれけ り」 

と 云 ふ 俳句が 大變 珍重され て 居る の も、 單に其 中に 一 種の 俭瑰 的判斷 があって 諷刺に 成って 居る からで あ 

る。 其處に 一 種の 槪括的 眞理が 認められ るからで ある。 「塚 も 動け わが 泣く 聲は秋 S 風」 の 句の 如 1- は 十 

七 字と して 悲壯の 極を盡 くして 居る。 其價 値から 云って 木槿 どころ の騷 ざで はない。 けれども 世間 一般に 

は餘り 知れて 居ない と 云 ふの は、 舉竟謂 ふ 所の 智的 要素 を缺 くが 爲に 外なら ない ので ある。 これ は 數多ぁ 

る 中の 一例に 過ぎない が、 偖 の 詩に 就いても 同 樣の事 實が其 命脈 を 支配して 居り はせ ぬかと 思 はれ 

る。 何故と 云へば、 彼の 最も 好む 所 は 冷やかな 抽象的の 眞理 であって、 而も 其數が 非常に 多い からして、 

世間 一 般の 俗人 は 之 を 名句 だと 思って 自然に 口 へ 上せた 結果が 今日 迄引續 いた もので あらう。 讀者 にして 

若し 世の 諺なる ものが 如何に これと 同性 質の ものであって、 如何に 永久の 生命 を 有して 居る か を 解す るな 

らば、 ，；i^ の 句が 今に 至る まで 人々 に 暗誦され て 居る 理由 も 自ら 點頭 かれる であらう と 思 ふ。 斯の 如く 

にして 後世に 傳 はるの は 文學的 だから 殘 るので はない、 寧ろ 實際 的效 用が あるから 殘 るので ある。 內容か 

ら云 ふと 文擧 として 最も 薄弱な ものが 最も 命脈の 長い ものに 成る のは實 にこれ が爲 である。 斯う 云 ふ譯で 

あるから、 ポ， -ブ の 句が 最も 多く 人口に 膾炙す ると 云 ふ、 J と は、 必す しも 彼が 大 詩人た る こと を證 明して 

居ない、 否、 何人と いへ ども 單に此 種 S 事情から して 大 詩人で あると 云 ふこと は斷 言出來 ない ので ある。 

S 次に 考 ふべき は、 ボ ー ブの 詩に 現 はる 、 智的 要素が 皆 通俗的で、 普通の 俗人に も 解り 易い ものば かり 
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であると 云 ふこと である。 彼の 理は 斬新で もない、 奇拔 でもない。 一家 獨特の 見識 を 含んでも るない。 

要するに 誰に でも 通 川す る常然 S 事柄で、 惡く 云へば 平凡な 知れ 切った 內， お計りで ある。 彼 は 勿 il 哲擧者 

で/-E心％5.}^-で.^-無 いからして、 深い 考ゃ髙 い 思想 や 幽玄な 想像 は 持って 居ない、 只 人の 說を 聞いたり、 世 

閗でー：ムふことを燒き^^1したりして、 之 を 詩に 作" 上け たまでで ある。 從 つて 大體 から 云へば、 其 内容 は 極 

めて 通俗な ものであると！ ii 時に 酱： 逦的 である。 其 例を擧 ければ 殆ど 数へ 切れない 位で あるが、 極めて 有名 

なの を 一 一三 舉 ける ことにしよう。 

：  > little  learning  is  a  dang-rous  tiling; 

Dnnk  deep,  or  tast ひ not  tlie  IMerian  spnnw.:  —  Essay  on.  Criticism . 

(ゆんで 淺 きは危 し、 パイ エリヤ .3 詩の 泉 は 大に飮 むべ し、 然ら ざれば 一滴 も 口にすべ からす。 i 

っ批： 論』) 

- True  wit  is  natur ひ to  advantage  dress-d, 

\ 一 .  hn-t  oft  was  ^llought,  t-u け n ひ- er  so  well  rexp>l.ess-d.:  ― Ibid. 

(ぉ"の^||を13::く飾ったのが本常のヰッ トでぁる。 考 へた 事 は 何 返 も ある、 然し かう 旨く は 云 へ なか 

つたと ふ S が ヰット であろ。 11 问 上。) 

r  Good  nature  and  good  sense  must  ever  join; 

To  etr IS  liuman,  tx>  forgive,  divine.: —— Ilnd, 

(た *>- に き は 足らす、 善き を 加へ よ、 誤る は 人、 赦すは 神" 11 同上) 

^lan  never  Is, げ ut  always  To  t~e  t>less-d.:  I  Jlssay  on  Alafl. 

人 は 今日 幸な りと 思 ふ ものな し、 翌は翌 はと 思 ふが 常な り。 11 『人間 論 』)  ... 


： one  ^Md^^  is  clear.  Whatever  is,  is  right.--  —  Ibid.  . 

(現にし か ある 以上 は、 正しき が 故にし か あるな り、 炳 として 爭ふ 可ら す。 --il 同上) 

： The  p>roper  study  of  manlcmd  is  man.  —-  Iblo,, 

(人 問の 研究が 人間 相應の 所な り。 —！ 同上) 

*-An  honest  man-s  the  noblest  work  of  God.  —lend. 

(正しき 人 は 神の 最も 尊き 作物な り。 ！ 同上^- 

*- -.Tis  ttie  first  \drtue,  vie ひ s  to  abnor; 

And  the  first  wisdom,  to  be  fool  no  more.:  I  The  First  Epistle  。f  the  First  Book  of  H 纖 e. 

(惡を 憎む は 第 一 の德、 馬鹿 を 巳め る は 賢の 始まり。 ！ 『ホレ ー ス 第一 卷の第 一 信』) 

此 等の 例 を 見ても 知らる、 如く、 其 内 容は 一般に 抽象的、 槪括 的で ある。 同時に 普通の 人が 考 へても さ 

う 驚く 程の 事 もない、 まあ 陳腐な ものである。  —.，1—  — 

^斯 樣に陣 腐な 思想なら ば、 それが 別段 後世に 殘 りさう もない。 縱 しゃ 殘 るに しても. ネ— として 

殘る 必要 も あるまい。 この 普通の 思想が、 外の 形式で 殘 つても 可 ささうな ものであるのに、 .ネー フ のん n と 

成って 殘 るの は 奈何なる 譯 であらう か。 これに 對 する 返答 は 次の 如くで ある。 

元 來睐！ ^な 眞理 は殘り 易い 傾向 を 有して 居る。 殘 るから と 云って、 珍ら しがって 保存され たので はない „ 

實 はきり 蜀れた 事 だから 殘 つたので ある。 陴腐 とい ふこと は 一 方から 云 ふと 普遍的で ある 又 永久 的、 で、 あ 

ると 云 ふ 意味に もなる。 吾人の 日常 ^5 つて 居る 米 ほど 陳腐な もの は 無い。 誰も 膳に 向って 飯 を 見た 時 はつ 

と 田 S ふ ほど、 い を 動かす 者 は あるまい。 それでも 傲 は 昔から 今日に 至る 迄、 常食と して ®  くへから ざる 食物 

と 成って 居る。 日常 缺 くべ からざる 物 だから 自 づと陣 腐に も 成る。 逆に 云へば、 陳腐 なれば こそ 缺 くべ か 
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らぎ 物で 1. ある。 從っ T 水 持ち もしょうと 云. i にもなる。 これと 等しく、  31 こ f し：. . 

S や^ r 的 代の 人の 心に？^ から 傳は つた..？、 それと 同 は S て" 其 時 

代 卩乂今 B に： ^はるので あるか らし て、 ff ブ， が 之 を 詩に しないでも、 何等か S 形 こ 於 ur"^ 

u^^^^o おは.： 人 樣な もの だ。 fiiH^H^^^ 

な.， 力 ！ ISCJWSt を 示して ゐ ると 世間から 認められる 以上 は 永く 傳 はらな ナれ. よ 

^、"ぼ^ほ>:;ぃ"^?^滅するかも知れなぃが、(現に.^の詩句の！に^甸5ぁ,めにも 

ず ひ" ある) 之. S じ isi は 何等か S 形式に 依って 傳 はらなければ な， S い。 若し fr" か 專：； ら 

"マと： と n お 他人と 應對 すろ 上に m る不 f 感.：。 此 S 中に 含んで 居る i を ！  iv 

^>:3^£:.ss 述 I  j 味 4 する ことが 出来れば、 S 上！ 便利と 云 はな S れ ばな：""。 i 

"顯 2 ひ ，"2 はて 2 ズか f . フ以 トーの ffi? 以て 同  一 i を 着し 得る 時代が 來 "鬼に r 

.:2がリ，"カ.水"^に殘るのも至ぉと云はなければならなぃ0  (此 所に 眞啤々 々と 云 ふの よ 尤も； よ 

践 J ゾ ムふぽ け"。 も) S である。 -Hi?, 具體、 llih^p^. 

力 f:;su"JM に^ば！ 1 ま f  S 顯 はした かと ま § に f  。 人の 知る 如く、 や 

r  力 i て f  一二 s 例外 は あろが、 翁殆 ど ヒロイック、 カブ レット 體 (ぎき 

u^^i^f^r. 此蔡は 彼 とも 云 ふべき もので、 其 t^i^" 

汀 ひ； ふ ち、 對を とる さう して：！： f で も此對句 で 押して 行く S である。 それで 此 詩形 を リ 

ると， き 二 行 管った も S に 称へ て 行かない と 調子が 恋い。 M^^H^^ 


の對句 毎に 意味が 切れる か、 又は 次 S 對 句て 意味が 繋がる としても、 一寸 其 間が 休まれる 樣に 句切れが 出 

來て 居る。 上の 對 句から 下の 對 句へ 意味 かの べつに 續く例 は 殆ど 無い。 して 見る と此 詩形に 伴な つて、 作 

家の 頭に は、 長い 文句で 表 はすべき 思想 をい ろくに 工夫して 對 句の 中へ きっちりと 疊み 込んで、：！ =4( 對句 

の 中に 一 つの 纏まった 意味 を 表 はさう とする 努力が 起る の は當然 である。 恰も 俳人が 十七 字の 中に ある 纏 

まった 景情を 言ひ靈 くして 仕舞 はう と 苦心す るのと 一 般 であるから、 俳句が 記憶に 便なる が 如く 對句も 亦 

記憶に 便で ある。 同じ 眞理は 他人 も 心得て 居る かも 知れない が、 這ん；；：？ 風に 整然と 平仄 や 韻脚まで 蹈ん で、 

最も 口にする に 宜しく、 最も 記憶に 便利 ある 樣に 首ひ顯 はすこと は艱 しい。 從 つて 人と 應對 をす る 時分、 

又は 用談 S ある 際な どに、 同一 の 思想 を 表現しょう とする に は、 自分の 下手な 長たら しい 文句 を 使って、 

わが 無 細工 を もどかしく 思 ふよりも、 旣に 手際よ く出來 上がって ゐる 成句 を 借用す る 方が 苦が 少ない。 の 

みならす、 却て よぐ g 分の 意思 を 通す るに 足る 譯だ。 而 して 是 等の 眞理は 前に も 云へ る 如く 日常 S 交際に 

営って 閑却すべからざる 陳腐な 眞理 であるか らして、 .ネ —プ の樣な 巧者な 技藝 家が 出て、 己の 云 はむ と 欲 

する 所の もの を 悉く 口調 S 好い 對 句に 纏めて 吳れ たなら ば、 如何で も 其方が 重寳に 成る に 相違 は あるまい。 

これが. ネ— ブの 詩句の 存外 世の中に 永く 殘る 理由で あらう と 思 はれる。 斯う 鮮釋 して 見る と、 内容から 云 

へば 餘り 詩的で ない お ー 力の 句が 數倍 詩的な 句よりも 多く 人に £ "はれる と 云ふパ ラド ッ クスも 自ら 解ける 

樣 である。   

そこで 前段に 一 灰つ て 議論 の 局 を 結 ぶと、 成程 吾人 の 立場 か ら云 へ ば .^ir^ の 詩 は 詩的で な いか も 知れな 

いが、 自身の 立脚地に 立って、 『人間 論』 の 序に 敍 ベて ある 樣な 主意から して、 彼の 作 を 品評して 見 

ると、 彼 は 自分の 主張した 方面に 於て は 立派に 成功した ものと 云 はなければ ならない 樣 である。 但し 其 成 

功と 云 ふの は、 S 単に 平凡なる 事柄 を對 句に 約め る 手際に 於て 成功した と 云 ふに 留まる。 よく 人の 口にする 
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^して 脾チな 熱 を 吹く よりも、 ^：-匠は-；^來のものでも澤山だからして、 之 を ー歷 よく 仕上 ゆたら ば 可から 

うと 云 ふ t 姒に 成る。 其整现 的倾， M が ドライデン を 通じて ¥ ^迄來 ると 動きの 取れない 位窮： ^な 頂 點に上 

り：；^1めて仕舞った。 それ だからして^ i^^s 時代に は獨 創と か 新奇と か 云 ふこと は旣に 彼等の 頭腦を 去つ 

て： i5 る。 5:ぉなどをe^ゃ角云ふょりも腕をI5かなくては詩人に成れなぃ、 立派な 伎 を 有たなければ 詩 家 

とに 云 はれない。 ； 5^ 人と 成る に は、 瑕 S 無い S ぃ表现 をす る 伎^が 何 よりも 第一 の^ 格 だ。 傾向 はかうな 

つて 來た。  . 

^^も政：^,3と2じ^でぁる。 政治の 歴史に も 創業と 守成との 區 別が ある。 創業の 際 は 萬 事が 活 撥で 到る 處 

に 生：， t が充 もて ゐる。 こせつかない。 其 代り 一 M 事が 不 整頓で， いろくな 所に 破^が ある。 ところが 其 次 

の S 代に 成る と、 ^？-業を起すとぃふ考ょりも、 旣に 起った 事業 を 整 1- する つもりに 成る。 整理と いふ 點が 

^きを 成して、 《5^^^!^の_1腦が段々其方面ばかりへ發展して行くと、 終に は 新 業の 觀念は 皆無に なって、 

役人 は 只^!.: さへ すれば 立派に 務 まる 樣 になる。 所謂 俗吏 (惡ぃ 怠 味で はない) なる^ は此 時に 出來 上が 

る。 個人 S 5^ 八" も ：！！^ である。 世の中に W れ ない 若い うち は、 直情 徑行皆 思 ひくの C 典 似 を 遺る。 遣った 

後で W 願して； ろと、 如： 1： も in く 行って おない ので、 さう 亂 暴した つて 駄目 だ、 少し は 規律 も 守って 行動 

しなければ ならぬ と 云 ふ に 成る。 それ-か 永く- 1 くと 終に は 唯 规休づ くめの 人 問に 成って 仕舞 ふ。 .^iT=^ 

の 時代が i2 皮， てれで、 文^の上から云って俗贞的な^^5川來上がるト.^期でぁる、 規训づ くめな 詩が 持て-離 

される- = ^朋 であろ。 從って詩5第1^5^たろ1^?熟はどぅでも構はなぃ。 冷靜 でよ ろしい。 冷靜な 頭腦で 充分 

^5人に成"5^られると考へて來たらしぃ。 は 全く 此 風潮の 代表^と 見て 差 支な からう。 又 一方から 

れば、 エリ ザべ ス^ 代から ベ I コ ン (Bacon) 叫 ゥト， つ (Newton)  ロック (Locke) を 通じて 人 問が 

批 1% 的に 成つ ュ來 た！ 、 .>の批評的^|紳を^資"：1^會に1州.^11§ 行けばレ siij:^, が 生^、 


^：^が出來上がる。 之 を 韻文で 遣る と ，1  フ， が出來 上がる。 散文に 於て 表現 を發見 すれば 立派な 述作が 

成立 しないと も 限らない 精神 を、 は 詩界に 適用した 爲に其 結果 は 前に 述べた 通りに なった ので ある- 

この 點 から 見れば 彼の 傾向 は 全く 時勢の 影響 を 蒙った ものと 云 はなければ ならぬ。 

然 らば 彼の 人格 は 如何で あるか。 彼の 人格が こんな 詩 を 作る 上に 影響 を與 へたる と 否と に 係らす、 彼の 

生涯が 頗る 逸話. 3 材料に 富める 事は爭 ふべ からざる 事覽 である。 彼 は 自ら 蜘蛛に 比較して 居る 程に 脊蟲の 

樣に瘦 せた 男であった。 斯樣に 身 體の發 育が 不充分で あるから して、 その 內臓も 頗る 不調和 極まった もの 

で、 一生涯 を 病氣の 中に 暮らした と 云って 可い 位で ある。 この 體格 とこの 健康と を 有する^ の 性質 は 

甚だ 揚に 行かなかった。 始終 病人の 樣に氣 難しく 我儘ば かり 拉 ベて 居た。 他人の 家へ 治りに 行っても 手 

數 のか、 る こと 夥しい。 オック スフ ォ ー ド卿 家の 下僕 は の 用 だけ は辨 じない と 申し出して、 終に 主 

人から 解雇され たこと さへ ある。 其 上 彼 は 大に食 ひ 意地の 汚い 男で、 彼の 朋友の 說に 依る と、 彼の 死因 は 

全く 鍋に あつたと さへ 傳 へられて 居る。 彼 は 頗る 權 謀に 富んで 心の 許せぬ 厄介な 人物であった。 手管 は 彼 

が 交際上 最も 好んで 用 ひた 所作で ある。 彼に 就いては we  liaidly  drank  tea  without  a  stratagem. ( 一 

杯の 茶を飮 むに も、 計略 か ある) とか、 He  played  tlie  politician  atsut  cabbages  and  turnips. (大根 

野菜の 末に 至る 迄 政略で 遣っ付けた) とか 云 ふ 言葉が 還傳 記者に 因って 繰り返されて 居る。 彼 は 又 非常に 

氣の いらくす る 怒りつ ほい 人物で、 癎 瘤が 起る と 突然 挨梭 もしないで、 オック スフ ォ ー ド の 家 を 去る 

こと-か 屢 あった。 又 吝嗇な 人間で ある。 『イリヤ ッド』 を翻譯 する 際に 手紙の 反古の 裏へ 草稿 を 書いた と 

云 ふ 有名な 話が ある。 從 つて 彼 は 貧賤と 云 ふこと を 大に輕 蔑した。 敏を 罵る にも 彼奴 は 貧乏 だ、 三度の 飯 

も 喰へ ない 癖に とい ふの が 常であった。 同時に 自分が 貴族 社會に 交際の あるの み」 大に 自慢に して 居た。 而 

も 彼の 手紙に 顯 はれた 所 だけで 見る と、 彼 は 全く 博 施、 感謝、 節操、 温情で 終始した 人間の 樣 である。 柯 
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w して 將^ な 熱 を 吹く よりも、 ^!:.5^は^來のものでも^山だからして、 之 を ー屏 よく 仕上け たらば 可から 

うと 云 ふ！：^ に 成る。 其 整 1- 的 倾，： T か ドライデン を 通じて 迄來 ると 動きの 取れない 位窮： ii な 預點に 上 

り；？ _i めて 仕舞った C それ-たからして. ネ ー ブ の^代に は n 创 とか 新奇と か 云 ふこと は旣に 彼等の 頭腦を 去つ 

て： is ろ。 5:ぉなどをe^ゃ角云ふょりも腕を^かなくては詩人に成れなぃ、 立派な 伎 ti を 有たなければ 詩 家 

と は 云 はれない。 ；！^^人と成るには、 瑕の 無い g い 表現 をす る 伎 IT か 何よりも 第一 の赞格 だ。 傾向 はかうな 

つて 來た"  . 

も 政： _h と M じ；？^ である。 政治の 史 にも 创 業と 守成との 區 別-か ある。 創 紫の 際 は 萬 事が 活 撥で 到る ー妪 

に： か充 もて ゐ乙。 こせつかない。 其 代り 一： 山 事-か 不 整頓で、 いろくな 所に 破綻が ある。 ところが 其 次 

の- W 代に 成ろ と、 ^；^-^を起すとぃふ考ょりも、 旣に 起った 事業 を 整 輝： する つもりに 成る。 整理と いふ 點が 

きを 成して、 ぉ^?^ぉの_阳腦が.1^々其方而ばかりへ發展して行くと、 終に は 新 業の 觀念は 皆無に なって、 

役人 は 只， お さへ すれば 立派に 務 まる 樣 になる。 所謂 俗吏 (惡ぃ 怠 味で はない) なる^！カは此時に出來上が 

る" 個人 八：： も 151 様で ある。 ^の 中に^れ ない 若い うち は、 直情 徑行皆 思 ひくの 似 を 遣る。 遣った 

後で W 願して：：？ J と、 如何 も 0：: く 行って W ない ので， さう 亂： 恭した つて 駄目 だ、 少し は 規律 も 守って 行動 

しなければ ならぬ と 云 ふ：： 淞に 成る。 それが 永く- 1 くと 終に は 唯 规休づ くめ S 人 問に 成って 仕舞 ふ。 ¥^ 

の 時代が 4： 度 それで、 文^の上から云って俗史的な詩の出來上がる^^期でぁる、 規 IT つくめ な 詩が 持て 嚇 

される ゆ^で ある。 從 つて； ^3 第一^た る 情熱 はどうで も 構 はない。 冷靜 でよ ろしい。 冷靜な 頭脶で 充分 

人に 成" られ ると 考 へて 來 たらしい。 ^^^,は全く此風潮の代表^1?:と見て差支なからぅ。 又 一方から 

= ^れ， は、 エリ ザべ ス^ 代から ベ I コ ン (wacon)  二 ゥ ト ン (Newton)  ロック (Locke) を 通じて 人間が 

i 般に批 的に^つ 来た！ この 批評 的 精！. を ，計き に應 川して 逝 俗に 行け * 似い .s^  - か. ili:^、  .^t 


_i ^が 出來 上がる。 之 を 韻文で 遣る と ，ネー プ が出來 上がる。 散文に 於て 表現 を發見 すれば 立派な 述作が 

成立 しないと も 限らない 精神 を、 は 詩界に 適用した 爲に其 結果 は 前に 述べた 通りに なった ので ある- 

この 點 から 見れば 彼の 傾向 は 全く 時勢の 影響 を 蒙った ものと 云 はなければ ならぬ。 

然 らば 彼の 人格 は 如何で あるか。 彼の 人格が こんな 詩 を 作る 上に 影響 を與 へたる と 否と に 係らす、 彼の 

生涯が 頗る 逸話の 材料に 富める 事は爭 ふべ からざる 事實 である。 彼 は 自ら 蜘姊に 比較して 居る 程に ij^ 蟲の 

樣に 痩せた 男であった。 斯樣に 身 體の發 育が 不充分で あるから して、 その内 臓 も颇る 不調和 極まった もの 

で、 一生涯 を 病氣の 中に 暮らした と 云って 可い 位で ある。 この 體格 とこの 健康と を 有する fl^f^ の 性質 は 

甚だ 臟揚に 行かなかった。 始終 病人の 樣に氣 難しく 我儘ば かり 拉 ベて 居た。 他人の 家へ 泊り に 行っても 手 

數 のか、 る こと 夥しい。 オック スフ ォ ー ド卿 家の 下僕 は^ の 用-たけ は辨 じない と 申し出して、 終に 主 

人から 解雇され たこと さへ ある。 其 上 彼 は 大に食 ひ 意地の 汚い 男で、 彼の 朋友の 說に 依る と、 彼の 死因 は 

全く 鍋に あつたと さへ 傳 へられて 居る。 彼 は 頗る 權 謀に 富んで 心の 許せぬ 厄介な 人物であった。 手管 は 彼 

が 交際上 最も 好んで 用 ひた 所作で ある。 彼に 就いては He  haidly  dranlc  tea  without  a  stratagem. ( 一 

杯の 茶を飮 むに も、 計略 か ある) とか、 He  played  the  politician  at5ut  cat-lDages  and  turnips. (大根 

野菜の 末に 至る 迄 攻略で 遣っ付けた) とか 云 ふ 言葉が 屡傳 記者に 因って 繰り返されて 居る。 彼 は 又 非常に 

氣の いらくす る 怒りつ ほい 人物で、 癎瘊が 起る と 突然 挨接 もしないで、 オック スフ ォ ー ド 卿の 家 を 去る 

ことが 厘あった。 又 吝嗇な 人間で ある。 『イリヤ ッド』 を翻譯 する 際に 手紙の 反古の 裏へ 草稿 を 書いた と 

云 ふ 有名な 話が ある。 從 つて 彼 は 貧賤と 云 ふこと を 大に輕 蔑した。 敵 を 罵る にも 彼奴 は 貧乏 だ、 三度の 飯 

も 喰へ ない 癖に とい ふの が 常であった。 同時に 自分が 貴族 社會に 交際の あるの を大に 自慢に して 居た。 而 

も 彼の 手紙に 顯 はれた 所 だけで 見る と、 彼 は 全く 博 施、 感謝、 節操、 ？J 情で 終始した 人間の 樣 である。 II： 

   i  .  iUOi:  , 
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Ig;, ぬ も 他人 を 肷く氣 で 居る から 仕方がない。 彼 は 談話 S 際に 何. ぞと いふと 詩な どに 重きみ-置いて 居らん。 

は 唯 を遗ろ 慰み だ 位に 云 ふ。 然も それが 噓 である。 彼は^^人として自ら高く構へ て居たのみならす、 

:M にも 云った 通り、 行 住 や： 臥 詩ば かり 考 へて 居る 男であった。 オック スフ ォ I ド卿 S 家で 冬の 夜に ra: 度 も 

下 を 起した の は、 全く 此問 なを 傳 ふろ ものに 相 逸ない。 此外 まだ 困る ことがある。 彼 は 人の 批評 や 

非難 を 一向 氣に懇 けん 樣な 板り をして、 その 實 それが 大變氣 になる 質であった。 どんな 批評が 出ても 心す 

激 する、 心の平^ を 破られる。 まだ 惡ぃ 事が あるつ 彼は龎 俗世界 を輕 蔑す ると 號 して、 山 S 上から 豁底を 

下した な Isf を勿體 らしく 述べる 0 彼 は 又. en 己 を 非常にえ らく 考 へて、 何方 を 見ても 嫉妬で 取り 卷 かれ 

て 乙^な：： やかして S たもの らしい。 彼 S 性行 を 詳細に 述べる と、 まだく 面白い 事が 幾許 も あるが、 先 

づ 之で 大^ S 化お-か 附 いたら うと 思 ふから 前の^ 超に 立ち 歸 つて 述べる ことにする。 

^彼 の 詩 に ^的要^ S 勝 つ て居 る の は眾 に 勢の 影^^ に 歸す ベ き も の で ぁ ら う か 、 そ れ と も彼 の 人格が 

. ^にこれ を 助けて： W る-たら うか。 今舉 けた 性質から 考 へて： 3- て、 ¥ ^と 云 ふ 人 は必す 『人 問 論』 や 『批 

1^ 論』 の やうな 物ば かり， く 倾，！ 1； ふ-有する 人で あると は 結論され ない。 或は 書き 得る かも 知れない が、 成 

fii 斯ラ いふ 性び S 人 Si だから あ ， 云 ふ 物 を いたの-たなと 合點 すろ 程に は 行かない。 .^,,1^ ンの 性行から 

して 『失 iww』 を*2くだらぅ位3^^-は云へ る。 ロゼ ツチの 生涯から 推して、 『在天の 處女』 (Blessed  Damo- 

sel) でも 脔き さう だ 位のと ころ は：； 1- 常-か 附く。 然し ¥ ^の 性格から は必す 『批評 論』 や 『人 問 論』 が 出 

ると は 認定され ない ので あろ。 して！ 1- ると 彼が 斯の 如き 作物に 筆 を 染めて 一家 を 成した の は、 全く 時化 思 

潮 S ，お 151 だと 斷ー しなければ ならない ことに 成る。 然 うなろ と 彼 S 性行 を 調べて 見た の は 全然 無 效に歸 し 

たやう であ， 0 が、 仲々 左 s:^ でない。 成程^ s^s の 第 一 の 待 性た る 的耍. =5- 說明 する こと は出來 なかった „ 

然も 幸に して 之が 爲に他 S 手 懇りを 得 丁、 彼が 第一 IS 特性 及び 其 他 S 特性 を 論す る 際に 大に 麥考に 成らう 


と 云 ふ ものである。  

(一 一) 此篇 にあって は^ の 人事 的 要素 を 調べ て 見る 積り である。 人事 的と は 前に も斷 つた 通り 人間 

の 喜 怒哀樂 等の 表現 を 指す ので、 實際 的に 便利 だから 前年の 講義の 分類に 從 つたの は智的 要素の 場合と 同 

じで ある。 flF- の 詩 中に あって 此 要素の 勝った もの を 求める と 凡そ 三篇 ばかり ある。 第一に は 『サ ッフ 

ォ ー より ファオ ンに 寄す』 (Sappho  to  phaon) と 云 ふ 詩が ある。 是は 頗る 痛烈な ものである けれども、 

^^^が 少年 時代の 作で あり、 且ォ. 并ッド .(Ovid) の翻譯 であるが 爲に、 後世の 評 家が 餘り 重き を 置いて 

居ない。 次に は 前に 一 寸梗槪 を 述べた 『ァ ベラ アドに 送れる ェ ロイ ザの 消息』 (Eloisa  to  Abelard) であ 

る 。是は 三百 六 4" 行程から 成って 居る 0<牘 で、 例 S 如く ヒロイック、 カブ レット 體で 書いて ある， 前の 智 

的 耍素を 論す る 場合に 述べた と はまる で 趣の 違 ふ 感じ S 起る ものである。 元來 ェ 口 ィザ と 云 ふ 失戀の 女が 

其 情人 アベ ラ アドに 與 へた 物で あるから して、 瑰窟ゃ 議論 は 要らない、 唯戀 しい 慕 はしい と 云 ふ 感情 を竝 

ベれば 可い ので、 其 表現の 形式 は 鬼に 角 題目 及び 内容 は 無論 『人間！ 1』 などと は 正 反對な ものである。 

： I  tiere  tliee,  view  tliee,  gaze  o*el.  all  thy  cila-rms. 

And  round  ttiy  J-llantom  glue  my  clasping  arms.  - 

I  wake : —— no  more  I licar,  no  more  I  view. 

The  ptiaiitom  Hies  me,  as  iinldnd  as  yotL 

I  call  aloud;  it  liears  not  wtiat  I  say: 

I  M^MQrfo^  my  empty  arms;  it;  glides  n-way. 

T?o  dream  once  more  I  close  my  willing  eyes;  、 

Ye  soft  illusions,  dear  deceits,  arise! 
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A】as,  no  more!  methinks  we  waiidVing  go 

トゴ ro  dreary  pastes-  and  weep  each  othbr-s  wc^  . 

Where  rouaa  some  mould-ring  tow-r  pale  ivy  crecDS- 

And  low-t>ro\v-d  rodcs  liang  llottdin^  o-er  ttie  deetK. 

Sudden  you  mount,  you  beckon  from  the  skies; 

Clouds  mtexpose,  waves  roar,  and  winds  arise. 

I  slinelc,  start  1115-  ？ 0  SISle  sad  p>rosp-ect  find. 

And  wake  to  all  the  griefs  I left  behind.: —11.  233-48 

(麗しようと 思った-か、 翻譯 をす ると、 厭に センチ メンタ ルで、 とても 管れ ない 妙な. 0 のがお 來上 

て譯 して I 及び， sli すろ よりも、 此儘 にして置く 方が よいと 了 PSMi^ つお 

ネ— フ し^ 川 句 は. K 抵 文の 儘 にして置く。 譯 すと^ にも 私に も氣の 毒で ある。)  ,1 

リルした 句に どの位の 12 俯-か あるか、 それ は 私の 御 紹介したい 所ではない。 た  >  『批評 論』 や 『人間 

ゆ、 ？ f いた。 人 1、 こんな！ 的な ハ 或は 情熱 的に 見え 5  敢て 書いた とい ふ髮を S して 置き 

ナ 4 リ U る .fes の 如く I に 楠へ てまと ころ は 一 行 もない。 四角張って f めいた 所 は 一句 もない。 

し 力 も 通 5：5 此 調，^ で 巧いて るる。 更に、  J  , .> 

Death,  only  death,  can  break  the  lasting  chain: 

And  liere,  ev-n  then,  shall  my  cold  dust  remain. 

Here,  all  its  frailties,  all  its  flames  resign. 

And  wait  till  -tis  no  sin  to  mix  with  thine.--  —11 173-6. 


の 数 句に 至る と、 何だか 十八 世紀の 人間の 言葉で はない 樣 である。 世俗的に 洒脫 した 風潮に 染んだ 果て は， 

こんな 事 は 云 はない。 全く 浪漫的な 情 緣の發 現と しか 受取れ ない。 但し 内容 を 云 ふので ある。 詩形に もと 

づく表 法 を 云々 する ので はない。 

これと 同調な ためぶ ー ブの 詩と して は 頗る 注目に 値する もの は 『亡 き雜 命の 女 を 弔 ふ馱』 である。 是は 

極めて 短 かい 詩で ある けれども、 評 家が 必す これに 論及す ろの は、 今 云った 通り、 彼の 普通の 作物と 違つ 

て大に 感情的に^ 來 上がった 物で あるから だら う。 此 詩の 筋 は 前に 述べて 置いた から 今 は 繰り 返さ な い が 、 

その 如 ：！： に智的 要素 S 例と して 擧 けた 諸 篇と 異なれる か を 一 寸 紹介して 見ようと 思 ふ。 此 詩の 六 行 目に、 

： Is  it,  in  lieiw ビ， a  crime  to  love  too  well? : 

と 云 ふ 句が ある。 旨い 句で ある。 誰が 見ても よく 云 ひ Bl^ せた と 思 はれる。 なかに 愚痴 を 含んで ゐる。 そこ 

に 詩ら しい 所が ある。 ポ— ブは 他の 場合に 於ても 矢張り 他人の 首 ひ 果せな い 所 を 一 句の 中に 纏めて 首ひ盡 

くして 居る。 例へば 前に 擧 けた ものの 中に も、 

--Man  never  Is,  t>ut  always 1.0  .he  t>less*d.: 

と 云 ひ、 

-*An  lionest  man*s  ttie  no げ lest  work  of  God."- 

と 云 ひ、 

： I-o  s-r  is  litunan,  to  forgive,  divine.: 

と 云 ふ 様な たぐ ひで、 皆 名句と 稱 しても 可い ものば かりで ある。 だから 此 愛の 句ば かりが 際立った 出來榮 

えと 云ふ譯 でも 何でもない。 それだけの 手際 は 何時でも 有して 居る ので ある。 然し 彼此 對 照して 見る と、 

爱の 句の 方が 餘程 面白い。 其 内容が 冷淡で ないから だら う。 で、 この 弔歌 は 彼が 平生の 技巧 を 以て、 彼の 
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ギせに 似合 はぬ SIB を耿 つた ものであるから、 何人も これに 多くの 注 窓を拂 ふに 至った ので ある。 現に、 

： No  friend-s  complaint,  no  Idnd  domestic  tear 

I«leas-d  tliy  p>ale  ghost-  or  gtac-d  tliy  mournful  t>lel.. 

By  foreign  hands  thy  dying  eyes  were  clos-d- 

I3v  foreign  hand;:-  thy  decent  limbs  compos-d, 

wv  foreign  hands  thy  Vminble  grave  adol.n-d, 

wy  strang.ers  Jlonour- and  by  strangers  mourn  a!  49154. 

と 云 ふ 一節の 如き は、 大に 批評家の 注总 を" いて、 度々 引 川され る 事に なって ゐる。 然し、 際 こんな 句 

法 や 修^法 は.^^ が 他 S 塌 合に 何： 遍 となく 繰り返して W ひ來 つた ものである。 全く 内容が S 容 丈に 有名 

にな つ たものと 斷首 する より 外 はな い。 

以上 SiSSa は isM 熱 を 以て S いた 物であって、 而も 斯樣 な浪 fl- 的な 熱情 は 一般 十八 世紀 S 思潮 でない 事 は 

これ 迄 度々 述べた 迎" である。 して 见 乙と^ とい ふ 詩人 は是 程の 浪漫的 作品 を も 工夫し 得られる 男で 

あると 云 ふこと が 一 方に於て^^="明されると同時に、 是 程の 作品が 彼の 詩 中に 在って 頗る 乏しい 所から して" 

はは 勢の^:? J を a* つて、 此方 而へ才 み-仲ば さすに、 却て 天下の 潮流に 從 つて 其處に 自家の 詩境 を 開拓し 

たので はない かと 云 ふ 結論 を 生す る。 此^の 作品 こそ、 -せは 彼の 人格 S 反射であって、 智的耍 素 S 勝った 

他 の 15^^^£|^|;は却 てゅ代 S 反射と；^ 做す べき ものであるまい かと 云 ふ 議論 も 起る。 兹 ぉー來 て"：！ に舉 けた 彼 

の性行に脚するI^々の^SをS^しし八："はせて兄ろと、 成程と 合點 せられろ やうな 節 も あろ 樣に はれる。 彼 

は 柵！^ 術^ を^と す ろ 妙な 女性的 S 人で あろ。 從っ て|5^物に對して偉火な崇萵な深厚な1^^じを有っ^5|-は出 

^ないか も 知れない。 又 深い 思索から 生す る 一 稀の 感慨 も 味 はふ 事 は出來 まい。 然し 彼が 女性的なる だけ 


夫 丈 微細な 事に 目が 附く と共に、 淺 くと も銳ぃ 感じ を 凡ての 人事の 上に 有し 得る 男で ある。 彼の 人物から 

云へば、 眞 正の 意味に 於け る哲學 的で も 思索的で も智 的で も 何でも無 いので ある。 寧ろ 女の 樣に 感じ 易く、 

怒り 易く、 泣き 易く、 常住 坐 臥 こ、 ろの 平靜を 得ない、 神經 質の 男で あつたに 相違ない。 而 して か 、る 

性行 を 有する 人に 限って、 或 意味に 於て 詩的で ある。 言葉 を換 へて 云へば、 『ヱ ロイ. サの 消息』 を 書き 『弔 

歌』 を 作る 傾向の ある ものである。 『批評 論』 や 『人間 論』 を 作る の は 寧ろ 見當違 ひで ある。 縱 しゃ a^ca 

違 ひで 無い にしても 自然の 成 行に 任せたならば、 『批評 論』 の 代りに 『H  ロイ ザの 消息』 を 何篇も 書き、 『人 

間 論』 の 代りに 『弔歌』 を 幾篇も 書くべき のが 當前 である。 然るに 此に 出です して 彼に 出た の は、 全く 時 

代の 感化が 人格 を 冒して、 後者の 萎縮せ る ものと 斷定 しても 大差 は 無から う。 若し ポ ー ブ にして 十八 世紀 

に 生れないで 十九 世紀の 初期に 生れた ものと すれば、 矢張り 普通の 詩人と して 普通の 詩人に 似た 様な 題目 

を擇ん だら うと 思 ふ。 果して さう だと すれば 次の 樣な 意味の 結論に 到着す る。 如何に 詩的な 素因の ある 人 

でも、 苦し t 代が 乾燥で 散文的で あれば、 それ 切り 發 達の 萌芽 を斷 たれる ものである。 世の中に 英雄が 出 

ない とか 大文 學 者が 出ない とか 云 ふの は、 左樣 いふ 秀でた 人間が 丸で 無い ので はない、 成る に 足るべき 種 

子 を 有って 居る 人 は 幾許で も あるが、 時勢の 壓 迫で 之 を發展 させる 餘 地が 無い ので あらう C  ,^1 ブが果 し 

て 私の 判定した 如き 性格の 男で あつたか、 どう だか 私 は 受け合 はない。 然し 諸君の 御 參考に はなる と 思つ 

て 少しく 卑見 を 述べて 見た。   . 

(三) こ、に述べょぅとするのは^^^の感覺的要素でぁる。 感 覺的耍 素の 中で 代表者と も 云 ふべき 彼 

の 自然に 對 する 感じ を 調べ て 見たら、 彼が 感覺的 要素 を 如何に 處理 した かが 漑 そ 分る であらう。 元來 自然 

に對 する 感じ は ー 八 世紀の 浪漫主義 と共に 起った 感じであって、 世紀末の ク ー パ！ などから 次の 時代へ か 

けて 追々 盛に 成った の だからして、 この 反動の 起る 前に 全盛 を 極めた の 詩に は 何の 位 自然の 分子が 
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何ん な 八；： に！ iiw 入って 居ろ か 一 通り 調べ て 見る の は 面白い 仕事で ある。 それで ブの詩 中で 自然の 要素 

の 勝った もの はと 云 ふと 前に 擧 けた 如く 『牧童 耿』 (pastrals) と 『ヰ ン ゾ— の 森』 (Windsor  Forest) と 

の 一 一つで ある。 數 から 云って も^に 一 一つで ある。 よりこれ が 彼の 全棠 中から 引拔 かれても、 の^ 

^ た 乙 所以 は 少し も^はれ はしない が、 ロハ 彼が この 要素 を 如何に 取扱つ たかを H 儿 るに は 之で も 足りる で 

あら 5。 先づ 『牧^1*:耿』 の存 S 部 (First  pastoran が 何ん な 風に 始まって 居る か を 兄れば、 自ら 全體の 

調+も 分って 来ようと 云 ふ もので あろ。 

： p-irst  in  these  Selds  I  try  tlie  sylvan  strains. 

Nor  t-lush  to  sport  on  windsor-s げ lissful  plains: 

p-alr  Thames,  flow  gently  irom  tljy  sacred  sirring, 

.svhile  on  thy  banks  Sicilian  Muses  sing; 

け V. ひ： 3al airs  through  tretn.bllng  osiers  play. 

And  Albion-S  cliffs  resound  the  rural  lay.: 

これん- ろと、 先づ 一 行 目に sylvan  strains と 云 ふ 字が あろ、 一 一行 目に げ li-ssful  plains と 云 ふの が あ 

る、 次に は sacred  spring 次に は Sicilian  IVIuses と 云 ふ. のが ある。 是等は 十：： 典 詩から 脫 化した 語で あ 

つて- ボ 1 ブ が 作つ た？ S 新な 字で は 無 い 0 に屮 ォ ー ヅ ゥォ —ス などが. ネ ー ブ 一流の 詩に 飽き 足らなかった の 

は、 ： つ は 彼等が 此種 s^^ な 文句、 卽ち從 來惯川 踏 i5 し來 つた 結 菜 殆ど 生氣の 失せた 古， ば S を 川 ひて、 其 

他 S 新お を 故にに 避けようと したからで ある。 恰皮日本で古今装などにぁる雅語のみな用ひて文^！ゃを作る 

と 一般で、 ^^^が人は的と云はれる；£«の大部分は是がぉでぁる。 

私 は 今少しく 此 事に 就いて 考 へて 兄ろ 必要が あると 思 ふ。 何 故と いふと 私 はこの 點に關 して 斯うい ふ 意 


を 有して ゐる。 卽ち —— この 用語 は 批評家の 云 ふ 程無喑 に人爲 的な ものと も 云 はれない。 人爲的 かも 知 

れ ぬが 其人爲 的な 所に は それ 相當の 意味 か ある。 人 も 知る 如く 此 時代 は 非常に 古典 文學の 影響 を 蒙った 時 

代であって、 恰度 我德川 時代が 漢學の 影響 を 受けて これに 隨 喜した 樣に、 羅典の 古文 舉者 など を大 に崇拜 

した ものである からして、 古典の 中に 使 はれた 文字 や 窣句は 特殊の 有難 味が あつたに 相違ない q 今日た- V 

西洋人 を 有難が る こ、 ろから 自分の 趣味 も 忘れて、 衣服 や 住居まで も 西洋人 流に して 喜ぶ のと 同じく、 只 

眞似 をす るの が 嬉しかった ので ある。 其 證據に は .ネー ブ 一 輩の 詩 を 見る と 註が 澤山 付いて ゐる。 而 して 其 

註の 大部分 はヴ アジ ルに 斯う あると か、 ホ レ ー スに 斯う 出て 居る とか 云 ふやうな、 出處 若しくは 類似の 孝 

句 を 引用した 說明 ばかりで ある 0 今から 考へ ると、 殊に 日本人から 考へ ると 馬鹿々々 しい 位な ものが 多い 〔 

馬鹿く しいに 相違ない が、 一歩 進んで 彼等の 心理 狀 態に 立ち 人って 考察す ると、 唯眞似 をして 冠 をつ け 

た 猿の 樣に 害んで 居る と 云 ふより 以外に まだ 深い 理由が ある。 彼等 は 古典 文 擧者を 豪い と 思って 居る のみ 

ならす、 實際 彼等 を愛讀 したので ある。 吾人の 日常で も左樣 であるが、 己の 深く 愛する 人 若しくは 物が あ 

ると、 吾人の 爲る 日常の 動作 又は 言語の 中で 何處 かに^ 人な り 物な り を 仄めかし たくなる。 卽ち 我が 好む 

所 へ 聯想 を 持 つて 行きた くなる， - 聯想 をつ ける こと は 其 人 や 其 物 を 想 ひ 出す 便りで あるから して、 聯想 を 

浮かべ るに 足る 言語 動作 は 吾人に 對 して 少なから ざる 愉快 を與 へる ことになる。 丁度 藝 者が 最貭 S 役者の 

紋を つけて 喜ぶ やうな ものである。 ^i^^ 一派の 詩 は 正に 此藝 者に 匹敵すべき もので あらう。 衣服に つけ 

る紋 そのものが 氣に 入った と 云 はむ より は、 其紋を 通して 一 種の 聯想が 浮かぶ のが 愉快な ので ある。 從っ 

て紋 そのもの は 背理で も 醜で も 隙で も 平凡で も 構 はない、 其 御隆で 自己が 私淑す る 古典 文 Sjf 者拉 びに 其 古 

典文舉 者の 生存して 居た 時代 を 想像して、 言語の 方便で 一 種の 人爲的 幻影 を 起さう と 云 ふの が 眼目で ある „ 

余 は 特に 人爲 的と 云 ふ。 其 意味 は 山なら 山、 川なら 川 を 詠 じて 必す しも 其 山 や 其 川の 幻影が 出な くと も、 
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夫 は 彼等の 願 慮せ ざろ 所で ある。 只 その 文句 を 通じて 古典 文 學に顯 はれた 山 や 川の 想像が 浮かんで 面白く 

なれば 可い ので ある。 ゥォ 1 ヅゥォ 1 ス 1 派 はそんな 媒介物 を 通じて 快感 を 得る のが 而倒 だと 云 ふので、 

直接に 山に 行き 川に 行き 野に 行つ て. H 然の E 一！^ 物 其 物 を 愛する 所から 出立した ので ある。 ポ ー ブの詩 は それ 

と は 趣が 逮ふ。 さぅ云ふ^1:5味で？，53めば丸で無^味かも知れなぃが、 古今 調 を 愛する 人が 古今 集の 一一 一一 i でな 

ければ おに 入らぬ 如く，  一 ル 好きが 一 e?: 楚の君 語で ない と 承知せ ぬ 如く、 古典 文 學に現 はれた 言語で ない と 

には而 白くなかった ので ある。 聯想 S 豐 かな 文字で なければ 遣 ひたくなかった ので ある。 

こ S 文舉 上の 聯想 は 一 槪に按 斥す る ことの 出來な いもので、 現に 日本 在來の 文^ は 全く これで 出来上が 

つてお たと 云っても 可い 位で ある。 近來に 至って 寫生 文な どが 流行り 出してから 人々 ひくに^ 手な 所 

をれ 附 けて、 ^接 =y なら .a 分は而 白い と 極め て^を 取る 樣 になった。 結構な 事と 云へば 云って 支ない 

が， ¥.^^はっぃ近，ぬ3^^-でぁる。 在來の 文な は 問 をして、 ^問から 出た 聯恕で 面 a いと 云 ふ 所 だけ を拉 

ベ 乙〕 ^も^^^  ！ 流の 遣り方と 同樣 であった ので ある。 旣 に文擧 上の 聯ぉ. 5 から 出た とすれば、 吾々 ハ聯 

想を缺けろ^には眾に^句の上に現はれた^：-味だけしか分らなぃ。 いかに 山 や 川 や 自然 S 景物に 趣味 を 持 

つて 居た ところが、 到底 彼等が 聯想 からして る 程の 愉快 は 得られない 事になる。 例へ ば 或お 句 の 如き は、 

に 古典的な^ 有 名詞 だけ を拉 ベた かと 疑 はれる 揚所 さへ ある。 『ヰ ン， ソ— の 森』 の 一節。 

： Not  proud  Olympus  yields  a  nobler  sight, 

*Tllo_  Gods  assenVhled  grace  his  towering  iieigtU, 

Ttian  wliat;  more  liurnble  inountains  ofter  llcl.c, 

Wliere,  in  ？ O^M  blessings,  all  those  Gods  ap>pcar.  . 

See  p-an  witli  flocks,  witll  fruits  p-omona  crown-d. 


H ひ re  blustiing  F-lora  p-aints  til-  enamel-d:  ground. 

Here  Ceres"  gifts  in  waving  prospect  stand. 

And  nodding  1;empt;  t;he  〕oyrui  l.caper-s  lland;: — IL  33-40. 

是等は 一 應希臉 の 神話 を 心得た 者に は 解らない と 云 ふ 程で もない が， ヰンゾ ー の 森の 中へ こんな 者 ども 

が 出て 來 ようと は 思 はれない。 縱 しゃ ヰンダ ー の 森に 必要と しても、 吾々 は 讀んで 其 意味が 解る までで、 

それ 以上に 何と 云 ふこと も 無い。 あれば 大装装 だと 思 ふ 計りで ある。 厭に がって るな と 思 ふ 計りで ある。 

墨 田 川の ー錢蒸 汽へ乘 つて、 眞 面目に 赤 壁 だくと 騒いで る樣な ものである。 

--come,  lovely  nympli,  and  bless  tlae  silent  .hours, 

.wlaell  swains  from  sliearing  seek  their  niglitly  .how  rs; 

When  weary  reapers  cjuit  thte  frnltry ゆ eld. 

And  crown-d  witli  corn  their  tlianks  to  Ceres  yield. 

Tills  liarmless  grove  no  lurking.  vif>er  liides. 

But  in  my  t>reast  the  serpent  ； Love  abides.:  —11.  6318. 

『牧童 歌』 の 夏の 部の 一節で ある。 文字 はこれ で 可い として、 是が羊 飼の 言葉で 有る から 少し 驚かれる。 

羊 飼なら 羊 飼ら しく、 せめて ゥォ— ヅゥォ ー スの詩 中の 人物の 樣な 言語で も 使 ふかと 豫 期せられ るので あ 

るが、 是ぢゃ 丸で 衣冠 束 帶の羊 飼で いかめし くって 容易に 近づけない。 然し ¥ ^だって、 斯ラ 書いて 實 

際の 羊 飼 を#罱 せしめよう 杯と 云 ふ 野心 はない に 極まって ゐる。 古典 文學の 中に ある 一 種の 理想的な 因襲 

的の 羊 飼 を 書き表 はして、 まあ、 なつかし さに 昔 を^んだ ので あると でも 申し 譯 をしたら 可から う。 從っ 

てこれ を讀む 者も然 うい ふ 聯想から 快感 を 取らう と 心 懸けなければ 興味 は 索然と して 盡 きて 仕舞 ふ。 恰度 
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f  三-二 

= 水 S 能に 出る れい 刈と か 翁と か 云 ふ もの を る と 同じ 心 持に ならなければ 不可ない。 能に 出て 來る爺 や 

婆 は .：5- 分の 低 い^に 颇る 上品な 首 猪 を 使 ふ、 俗人に は 丸で 鮮り やしない。 能 を る 人 もこれ に侬 つて 寳際 

の ic:f ^ とか 翁と か を W W , 俅 する もの は诀 してない。 中には 想像す るなん.； てと 恐な 事 を 中； 張す る 能 通もゐ るが、 

. が^で ある。 は 唯 一 種の 形式に-: g まった、 約束 的な、 能の 舞 一 でのみ 豫朋 する wf 刈と 翁と を； 3- て 紫し 

む 丈で ある。 私 は 夫で 結構 だと 5-5 つて ゐる。 然し 元來 が左樣 いふ ものなん だから、 如何しても 直接に 老翁 

ゃ牧^|«!に接する感じは起らなぃ、 從 つて 作爲 的と いふ 感じ は 免れない。 の 詩を讀 むと き は、 此點 を 

承知の 上で 作 ほ 的 だと か 人お 的 だと か 云 ふが よろしい。 勿論 一 方には間々自然其物に舆味を帶びて^1|景を 

：!^ みた 所 も ある。 例へば、 

： Ev-n  tlie  wild  lieath  displays  tier  p>urp>le  dyes. 

And  *ifiidst  the  desert  fruitful  fields  arise, 

TTtlat  crown*d  witti  tufted  trees  and  springing  corn. 

Like  verdant  isles  tlic  sable  waste  ac30rn.:  I  u、i-dso}.  foresl, 11. 25-S. 

なぞは§¥のぉ€3^4、^3でぁる。 仍 しは^すべき 點は、 {a す 所が 常に 平野 若しくは s-s^ つた 草^、 又は 人 

の 手の^. -> ぬ 限 もない m 野に 限られて、 所謂 浪 的な お 色 は 一 つも.；^ い。 0： 一れ 色で 浪 5?- 的と 云 ふの は 一 の 

通； fi で、 あ。 くしい 山と か、 谷と か、 海と か、 もしくは ゴ シック 風の 廢墟杯 を 指す ので ある。) "-取 も IS 

to. か 『ヰ ンゾ— の 木れ』 だから 仕方 もない が、 ^ir^ の 詩染を 貫いて 然う云 ふ耍素 を 含んだ もの は 殆ど 一句 

も 無い ので あろ。 唯 『批評 論』 の 中に 學 問の 高き を „ ^ル ブス. E に比べた 一節が ある。 アル ブスと いふ 名： M 

を 能く 使った もの だと 思 ふ。 • 

次に 眼：： S の 色で はない が、 禽默^！魚の形容に筻際を其俊詩句に速ねた所もぁる。 下に 引^す るの は <^ 


の 記述で ある。 

： In  genial  stDring.,  IDeneatl!  tllc  quivering,  shiadc. 

Where  cooling  vatxsrs  t-reatl^c  along  tlic  mead, 

T^tle  patient  psller  takes  nis  siknt  staad, 

■  Intent, ザ is  angle  trembling-  in  liis  Jiand: 

.with  looks  uiimov*d,  lie  hopes  ttie  scaly  t>reed. 

And  eyes  tne  dancing,  cork,  and  .bending  rccd. 

OS- づ】 eiUeous  streanis  a  various  race  suf>p>ly, 

T-lle  t>riglit-cy*d  p-erch  witli  fins  of  Tyrian  dye. 

The  silver ひ el,  in  sturung  volumes  roll-cl, 

l.he  yellow  carp,  in  scales  IDeclrop-p-d  witli  gold, 

ひ wift  trouts,  diversified  witti  crimson  stains. 

And づ ikes,  tlie  tyrants  of  tlie  wat-ry  plains.-  -  I  Ibjd: 11. 135i^ ひ. 

是等は 寧ろ 野趣 か あると 云 はねば なるまい， - 單に 聯想 丈で 持った 句と は 思へ ない。 尤も scaly  brcecl 

(鳞屬 ) などと 云 ふ 字が ある。 これ は 魚の ことで あるから して、 西洋の 批評家から 云 はせ ると、 氣 取って 居 

ると 云 ふか も 知れない が、 吾々 日本人に は それ 程 厭味な 感じ は 起らない。 其 外 Tyrian  dye とか watery 

plains 杯と 云 ふ 字 も ある 事 は あるが まあ 構 はた い。 あと は 魚の目 錄 である。 其 目錄が 中々 旨く 出 來てゐ 

る。 形容に は寫生 的の 生氣が ある やうに 思 ふ。 讀んで 何ん な 魚 だと 云 ふこと が 目に 浮かぶ 樣に 書いて ある。 

この 印象の 明暸な 所、 旨く 首 ひ 果せる 所が ^の 詩の 特徵 で、 彼 は 如何なる 題目に 臨んでも 必す この 流 
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ト ^して 行く" 其 極 は 3sn 然的耍 素まで も 同 の箪 法で 描出す る。 それ は 後段に 述べようと 思 ふから 今 

は 多く： K はない。   

^以ヒ を 八：： して 考へ て ると、 の 自然に 對 する 感じが 簿 弱で あつたと は認 むる ことが 出來 ない。 

それ. か 个：： 典 文 S3- の^に 少なからぬ 制 肘 を 受けた と は 云 はれる。 これ も 前の 情 的 要素の 場合と 同様の 結論に 

達した 譯 であるが、 ポ I プ の 性格 か ら云 へ ば 0 然は 好きな 人で ある。 少なくとも 之 を 好 愛すろ 傾向 を 有し 

た 人で ある。 唯 十八 世紀の 都會 的筌氣 のために 化せられ たると 同時に、 古典 文學 とい ふ 眼鏡 を かけて 自然 

を視ろ こと を 力めた 結 ET 斯 S 如く 作 は 的な 精神 を 5:^ たもの だら うと 思 ふ。 其 證據に は、 ポ ー ブは 詩の 上 

で こ-一」，：： 然を しむ ものと は 決して どの 批評家から も 許されて 居ない-か、 事資 上に 於て.：：： 然に 親しんだ こ 

とは^く 人の 知る 所で ある。 一 寸其御 話し をす る。 元來庭 Si に は 大陸 人の 所謂 英吉利 庭 13  (English  Gar- 

den) なる ものが ある。 これ は. E 然其 ill を 庭^の 中へ 図 ひ 込む 仕掛けで ある。 これに 對 して 佛蘭西 庭 固な 

乙 ものが^ の は 代まで 英^に 行 はれて たが、 是は离 事 對稱を 尊んで、 庭 樹を鳥 S 形 や 動物の 恰好に 

刈，り込む流俄5極めて人ェ的な^^3庭術から出來たものでぁった。 英吉利 庭園 法 は 之 を 破壊し にか、 つた 一 

種 S 尺 勅で あ- 0。 トムソン (Thomson)  S 代から 起った として ある。 トムソン は 自然 庭蹈の 趣味 を 鼓吹し 

た 元祖と 稱 せられる 人で ある。 そこで ボ— フ は 人の 知る 如く トヰ ケナ ム (Twickenllam) に 大きな 邸宅 を 

構へ、 大きな 庭 を 造って 樂 しんだ 人で ある。 其 庭 は 往來の 向う側と 此方 側との 兩 方に 跨がって ゐ たので、 

.ネ| ブはト ン ネル を 作って 通路 を 付けた と 云 ふ 話で ある。 勿論 其 庭阅は どの位まで J 科の 虱 流 を鮮し た 造 

. ^方で あつたか 今から 知る. a もない が、 彼. E 身が 詩に 於て 佛 M 形の. M 図 を攻舉 して 居る 所 を 以て 見ろ と、 

彼の iSiS よりん n 然に 近いん のであった らうと 忍 はれる。 『バ アリン トンの 伯^へ 送れる 尺； s』 と 題す る 詩 

中に、 タイ モン 別 S  S 莊 聪を說 い て 富 I:. ぶの 悪趣味 を 罵れ る 一 節が あ る。 


His  gardens  next  your  admiration  call, 

〇n  ev-ry  sid ひ you  loolc,  t-ellold  tlie  wall! 

No  pileasing  intricacies  intervene. 

No  artful  wildness  ； perp-lex  t;lie  scene; 

Grove  nods  at  gro\.e,  eacli  alley  lias  a び rotlier. 

And  lialf  ttie  platform  just  reflects  ttie  otlier. 

.rne  sufTnng  eye  inverted  2.p^c«.0  sees, 

lYees  cut  to  statues,  statues  ^^_^0^  as  trees; 

Witli  liere  a  fountain,  never  to  t>e  play-d; 

And  there  a  summer-liouse,  Uial;  knows  no  shade; 

Here  Ampliitrite  sails  ttlro-  myrtle  .bow-rs; 

There  gladiators  figlit,  or  die  in  flow*rs; 

unwater-d  see  the  drooping  sea-horse  mourn,  ,  . 

And  swallows  roost  in  Nilus-  dusty  urn.: —— 11. 1131^ ひ. 

これ を讀 むと、 ポ— プが 明らかに 佛蘭西 式の 手 を 入れ 過ぎて、 何でも かで も對を 作ったり、 何でも かで 

も樹を 刈り込んだり、 丸で 自然 を 逆さまに した 樣な 庭園に は 一向 感服して ゐ なかった ことが 分る。 再び 繰 

り 返す と、 彼 は本來 自然 を 愛し 得る 人で ある。 もし あの 樣な氣 風の 下に 生長して、 あの 樣な 古典 卞： 殺の 爲 

に 趣味 を 束縛され る ことがなかったならば、 彼 は 充分 其方 面に 自由の 嗜好 を發 達して、 優に ク， I パ ー の 先 

驕者 となり 得た かも 知れない。 なり 得なかった の は 多分 時代 敎 育の 壓 迫の 爲だ らう。 

三 一 五 


三 I 穴 

(四) 私 は^ ST^ の 取扱った 材料 を 一種の 類別に 從 つて 順次に 述べて 来た。 殘る所 は 超. E 然の それ 丈に 

なった。 il.l^ に 於て^ の敍述 すろ 自然の C 一；^ 色 其 他 は 其描寫 が客觀 的で 印象が 頗る 明瞭 だと 說 いた。 ^ 

ヰフト か-論 するとき に、 彼5ぉ.5像は架さ-を5^蓖にする、 否 架 {41- を數 E^- 的に 明らかに すると 云った。 

〖の5|合には彼のぉ-^像が1-に^^ちて、 福引の 謎の 樣 になる、 謎が 主で、 ％5 像の 容は 却て 假り 物で あると 

云った。 デフ ォ 1 1 、テフ ォ— はま-た 論じて 居ない が、 あとで 明嘹 になる 通り、 いくら 道が 恧 くって..， 泥 

の 中 を 歩く 人で あろ。 この 数人. S 特色 を 此方 面から 一 括す ると、 明で ある (暗に 對 して は )o 平で ある (奇 

に對 して は )o 暢 である (幽 に對 して は )o 俗で ある (玄 に對 して は )o 快で ある (祕 に對 して は )o 朗 

であ 乙 (蚺 に對 して は )。 是丈を 1SS 中に 入れて 置いて、 fl= ^が 超自然の 要素 を どんなに 取扱つ たかを 

，ベ 乙。 然し 其 に まだ 一 寸^ 話し をして 置きたい ¥ が ある。 

然と は 字の 示す 如く. ai 然 々起 越した ものである。 從 つて 自然 (大きな 窓 味で いふ) を 借りなければ 

描お E£ 來な いもので ある。 然し^ {pl の 手段から 云へば 愤り るに 途 ひない が、 世界 觀 から 云へば、 自然 其 も 

のが 超 C 然の 表^と 断す る 事む 出 來ろ。 すると 名 は 超 C 然 でも 實は 自然に 過ぎない。 だから 自然の 活動 を 

5^ぉすれば^^ちに超.1:::然3^^.:5-になる。 かう して 仕舞へば 別に 超， IC 然とい ふ 類別 を 設ける 必要 はない、 全 

く Sikf 足で ある。 次に は其範 図な 狹 めて 考 へる 事 も 出 來る。 t，s!^《：es 沾勒 は.：： 然として 見 傚す。 けれども 尋 

街なら ざる もの、 誠：： 通 S 闪 法で 鮮 けぬ もの、 -れ H 通の 經驗に 上らぬ もの、 是等を 一 括して この 名ん」 付ける。 

するとせ 人 凡人..：： ゆによ 乙と 超，：：： 然 S 活動 を やらない とも 限らない。 草、 木、 山、 川、 禽、 默も其 通り、 

i 必す^ 乙 と は 巾さない が、 もし 造ったなら 其 時に 限つ て. 超自然の 名 を 付け る 事が 出來る ことになる。 

次に は、 ，M 然界に は 53,:: 然の 要素 を きんで ゐな いと る 立場 も ある。 (無論 壌 的に 云 ふので はない。) 

卽ち超ぉ然界は^：：然界と^立して存在し；しゐる。 之 を あら はすに 自然 を 借りる S は、 借りなければ 表 はせ 


ないから 借りる 丈で"' 同 物 だから、 もしくは £• が こ を 含んで ゐ るから、 片方で 片方 を說 明す るので はない 

と 云 ふ 事に 歸着 する。 

此 二つの 見方で、 文 學も大 變趣を 異にした 種類の 超自然 要素 を 具へ る 事になる。 晳 らく 之を內 的、 外的 

と 名け る。 內 的のう ちで 草， 木、 山、 川 はい ざ 知らす、 吾々 人間に 闢 した 超. E 然は、 要するに 心现 上の 問 

i! に歸 着す る。 眞 1^ の 判定 を 下したり、 研究の 餘 地の ある、 不可思議になる。 換言すれば 超自然が 自然に 

變 化する かも 計りが たい 象になる。 從 つて 尤も 假感を 打破し がた きもので ある。 もし 眞の 意義に 於ての 

； 義を 求めたら ば是 より 外に あるまい と 思 ふ。 草木 山川に 就ても 同樣の 論理 は應用 出來る けれども 其 

文舉的 效果は 固より 比較に ならない から 注意す る 必要 もない。 外的に 至って は、 神 を 建立しても 好い、 幽 

靈を 建立しても よい、 役病祌 でも、 福の 神で も、 雷樣 でも 辨天樣 でも 好い。 何でも 建立して 不可思議 にす 

るが 好い が、 遂に 神秘に はならない。 いくら 旨く 建立して、 いくら 旨く 描寫 しても、 假感は 讀誦の 際に 起 

る 丈で ある。 あと はすぐ 崩れて 仕舞 ふ。 超自然が 元來の 性質から 云って、 壯嚴、 畏怖、 其 他 類似の 感を起 

すべき 箸で あるのに、 却って 外的 特性の 爲 めに 滑稽の 念 を 生ぜし むる は、 吾人の ®f 見る 所で ある。 是は 一 

時の 假感 すら 相當に 引き起す 事が 出來 なかった 證據 になる。 眞偽 は旣に 判然として、 必竞 有り得べ から ざ 

る ものとの 斷 案を腦 裏に 描いて、 た 5r 祖父 傳來の 惰性に よって、 恐れ、 怖れ、 物凄が るに 過ぎない から、 

尤も 能く 成效 した 所で、 す-く あとから は 反動が 起ろ に過ぎない。 

此 滑稽に 墮在 する 第 一 の 源 因と して、 私 は 描寫の 精細、 印象の 明瞭と いふ 特性 を擧 けたい C 何故と いふ 

に、 もともと 建立して、 外部に 存在す る もの、 卽ち 自然と は綠 のない ものと 極めて か、 つたの だからで あ 

る。 所が 之 を描寫 する に、 描寫 しゃう がない ので 巳 を 得す 自然 を 借りる ので ある。 巳 を 得す 借りる の だか 

. い， .ra 然其儘 を 精細に 敍述 する 必要 はない、 超自然 を あら はし 得る 程度に 於て 自然 を 借りれ ぱい  >。 もし 
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其^ 度 $ え て , ,:!! 然其 ail を 有 る 通りに，： き 立てたならば、 出來 上った も S は豫期 の 如き 超 然 ではない。 

矢^り. C 然 である。 だから 可笑しくなる。 

ホ， 'マ Is 『イリ アツ ド』 の 中に ヂ ュ ー ス 神 を 描寫 した 所が ある。 斯う 書いて ある。 r 斯く言 ひながら 

彼 は、 5 毵餘 S 蹄 を 打った lis を戰 に 結 ひ 付けた。 駿 -£? であろ。 金の 置 を 1； わ はして ゐ ろ。 彼 は 金の 鎧 を 着た。 

金 S 鞭な 執った。 に乘 つた。 飛ばさん と til に 鞭った。 IE? は 勇んで 大地と 星 多き 空の 間を馳 せた。 斯 くし 

て 彼 は 多き に 行った。 1 ィめ は百默 のかく る、 山で ある。 彼はガ ー ガロ ン迄も 行った。 其 所に は 

彼の 住お-か ある。 1^ ばし き 神壞が ある。 諸祌 諸人の 父 はこ、 に其駕 をと，.' めた。 馬 を 車より 放した。 濃き 

^を 彼等に かけた。 さう して 山の^に^ つた。 わが 稜 威に 満足して、 トロイの 町と ァケ ー ァの船 を 望ん 

;€ 白く 出 來てゐ 乙。 ^稽と ふの は惡 い。 けれども 祌 らしく はない。 神 は 神で も 明らかな 祌 である。 自 

然を 借りなければ iw¥ 行動 S 出 來ぬ祌 である。 人 が靈に 近づいて 祌 になった と 云 はんより は、 紳が 退化 

して 人 になった と If^ す る 方が 適-おで あ る。 人 が 神と 兄弟分で あ るかの 如き 感がぁ る 0 

£  - 入 トンの 『失 樂ぉ』 に 出る 敍述も 亦 火 S 小異で ある。 た 程に 人 ii らしくない 所に、 幾分 か 人 ふ-離 

れた^臉の念を起しi^<?かも知れなぃ。 ^^^^^の 作った 性格 は *e に 人間 を 飛び離れ？； 飛び離れ として 

るる か S やうに E.5 はれ る。 だ か ら 傾向 はネ —マ ー と は反對 であ る。 別に 例 を 引い て說 明す る に も 及ぶ ま 

い.；，. らおく。 (此ニ S 作 を 請んで 滑 糟の感 を 起さな いのは 敍述が s いから-た、 旨く さへ あれば、 いくに 自 

然 を^り て、 超. n 然を あら はしても 構 はない と； fl する 人 は、 全然 {:3 を 得て るない。 『イリヤ ッド』 でも 

でも- 鹿に しいと いふ 方面 かに れば 全く 滑稽で ある。 た W てれ を 滑稽に 感ぜし めな いのは、 

簞に 叙述の 手際ば かりで はない。 彼等 は 終始 して、 別世界の 事ば かり 教 いてる るから、 實 の 念 を 挑 


撥す る 虞な くして、 仕舞まで 人 を 釣り込み 終る 事が 出來 るので ある。 アキ リス も.、 チュ II スも遞 たる 上代の 

事で ある。 神と 半神の 差で ある。 セ ー タ ンも ガブ リヱ ルも 等しく 地面の 上に は 顔出し をした 事がない もの 

どもで ある。 だから 彼等 は 比較的 成功して 居る。 もし か、 る 外的 超自然 を 現 實界に 輸入して 彼是 反撥せ し 

めたら 一 頁 を 終へ すして 滑稽に 墮 する は 勿論で ある。) 

外的で ない と 云へば 夫 迄で あるが、 幽靈は 少し 趣が 違ふ樣 である。 是は 仕方がない、 本體が 人間な の だ 

から、 明瞭で も、 人 問ら しくっても 何う する 譯 にも 行かない。 是 すら 通例 はほん やりして ゐる。 幽 靈のラ 

ちで ハ ム レットの 親爺 は 比較的 明瞭で ある。 其 代り 聲丈 になったり、 又は 他の 人に 見えなかったり してる 

る。 Y^^^ の 幽靈は 宴會の 席に 御馳走 を 食 ひに 出る。 尤も 平 人に 近い 幽靈 である。 然し 是もマ クべ ス以 

外に は え な い 仕掛に して、 ど f 〕 かに 不明瞭な 點を殘 し てるる。 

「女 は 灯火の 下に 俯向いた。 さう して 靜 かにぐ るり を 見廻した。 それから 顫 へのつ いた 樣に、 深い 息 を 

しながら、 胸の 下から 腰帶を 解いた。 絹の 上衣 も 襦袢 も、 足の 下に 落ちた。 さう して 出した。 見よ！ 胸と、 

脇腹 11 夢むべき 姿で ある。 語るべき 姿で はない。 クリスタべ ルを 護れ！ 可憐なる クリスタべ ルを 護れ。」 

女の 胸に は 何が あって、 クリスタべ ルは柯 を 見た のか 說明は 丸でない。 もし 明瞭に 說明を 加 へたならば、 

明瞭に なると 同時に 滑稽になる からで ある。 

では 此議論 を 逆にす る。 外的 超自然 を 建立して、 且つ 之 を 滑稽なら しむる 爲に は、 明瞭に 敍述 したら 可 

いだら うとなる。 私 はさう であると 答へ たい。 尤も 純粹に 矛盾の 感を 起させる 爲に わざと 超自然 を 使った 

作物 は 一 寸思ひ 出せない が、 其敍述 のうちに、 自 から 可 笑 味を帶 びて、 多少 矛盾の 感 あるが 爲に盆 面白く 

思 はれる の は ある 樣 である。 此 矛盾の 感は 超自然の 性 赏を備 へながら 餘 りに 明らかに 描かれた るより 起る 

のみで はない。 超自然で ありながら 超自然の 豫期 に反して、 莊厳 畏怖と 反對 なる 吾人の 情 的 側面 を 動かす 
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からで あろ。 人 以上の 力み-有ち な-から、 人 問 以下に 小さい、 可 らしい、 或は 美く しいと 云 ふ 矛盾 を 一 

身に 萃め るから 起る ので ある。 人 問 以下と は 人間に 於て 見出し 能 はざる 精巧 細微の 程度に 於て とい ふ 意味 

だからして、 此^ 色ん- 錢？ It すろ はめに は 勢 ひ 精巧 細緻の 架 を 舞 はさなければ ならなくなる。 從って煎じ^^5 

めろ と" M の 矛 一:^ 卽+: 明らかに 描かれる とい ふ と 一致す ろ。 もしくは、 扣 互で 扣 互を說 明して ゐる譯 にな 

乙 U 

精巧 細緻 は 形に 於て、 性に 於て、 舉 動に 於て、 ひとしく， M 川 し^る 此 種の 超，：：： 然の 資格で ある C  か 

ろと、 人形師-か 寸. KS. 土 隅 を^ 通の 人間よりも 器用に 作り 上け たり、 彫刻師が 印^. S 根付に 羅漢 

を ざっしり 彫" 付けた "乃至 は^ 家が 米粒に 个数. Y の細牢 を^き 上け たりす ろのと 同じ 動機が 大！^ 手 傅つ 

てゐ ろ。 (同じ 手際と は 決して 云 はない。) 出來 上った もの、 惯値は 論す るので はない、 た > 其 動機が 遊 

^的の 活動で あるの は かで ある。 餘裕 あろ 慈 術的ネ 力の ！ 種の 消费 法で ある |s$- は 明らかで ある。 こゝに 

此相ゃ 像な 縱ま にす ろの 餘 地あって、 此縱 ま、 なる 想像 を敢 てす るう ちに、 強え す 其 快ぽに 驅られ て、 之 を 

w^wして、 詩とし文として2^.^むのでぁろ-」 だから 出來 上った もの は 滑稽の 趣な どこかに 具へ ると 共に 美 

的で あろ。 ^^の^いたろ 超， H 然に 明^なる の點に 於て、 仄かに 滑稽なる の點に 於て、 人間の 自然に 見 

出し ST へ か." ざろ 精-巧 細揪 なろ の點に 於て * 正に 此 種の 超. 然 である" 

こ 山 方面に^ を 着けた もァの は、 以前に 沙 翁が ある。 『夏の 衣の 夢』 (A.Midsummer  Night-S 

Dredm) の. E- にあら はれろ 諸 精の 如き、 又 『あらし." (The  Tempest) の 特産物 H リエル (Ariel) の 如き 

は， 共に 好適 例で ある。 『ss 夜の iiy の 精 は、 as 泉、 小 丘、 草 小川、 濱 至る所に 手 を 引き 鞴を 

作って^.^  J::!- にす。 

I  IBOW  a  t>ank  wliere  tlie  wild  thyme  blows. 


Where  oxlips  and  the  nodding  violet  grows. 

Quite  over-canopied  with  luscious  woodbine, 

with  sweet  musk-roses  and  with  eglantine: 

There  sleeps  Titania  sometime  of  tlie  niglit, 

口 iird  in  these  flowers  with  dances  and  delight ヽ ー Act  II.  sc.  r IL  g49—54. 

と ある 位 だから、 花卉の 生れ 變り とも 云 ふべき 美く しい 愛らしい ものに 違ない。 エリ ヱルに 至って は 御 承 

知り 川く 少し 逮を 異にして ゐる C 是は絕 海の 孤島に 住んで ゐる ブロスべ 口の 召使で ある。 フ ロスべ 口 は 魔 

何 使 だけれ ども 人間で ある。 T^^^^^^は精だけれども人間の從者でぁる。 此ー事が旣に彼に對する壯厳畏 

怖の 念の 大部分 を 掃ひ盡 して ゐる。 彼の 所作 擧動を 見る と猶更 さう 云 ふ 感じ は 起らない。 た. V 輕快 である. 

立ち所に 主人の 用 を辨 する 重 寶な所 丈が 超自然で ある。 あと は氣の 利いた 抱 車夫に 似て ゐる。 けれども 抱 

車夫の 癖に 面白い 歌 を 唄 ふ。 

： Full  fathom  live  thy  father  lies; 

〇f liis げ ones  are  coral  made; 

Those  are  pearls  tliat  wrtre  tiis ひ yes: 

Nothing  of  him  that  doth  fad ひ 

But  dotli  sufE ひ r  a  sea-diang ひ 

Into  something  ricli  and  strange. 

Sea-nymphs  hourly  ring  his  knell.: I  Tempest,  Act  I.  sc. ii. u.  390—402. 

神韻 鏢緲 たる ものである。 少しも 陰氣 でない。 仕舞に 奉公の 期限が 切れて、 自由の 身に なった 時に こ 
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ん な^を 云った。 

： .where  the  bee  sucks,  there  suck  I: 

In  a  C0wslil5-S げ ell I lie; 

T-here  I  coucli  when  owls  do  cry. 

on  tlie  t>at-s  t>ack  I  do  liy 

After  summer  merrily. 

Metrily,  merrily  stiall I live  now 

undrtr  tlie  blossom  tliat  liangs  on  tlie  bough.:  I  Ibid..  Act  V.  sc. i. 11. 881^4. 

成程 メリ ー である。 快. ぬで ある。 11;:^ 的で ある。 奇麗で あろ。 萵く 鹿界を 超越して ゐる。 

私 は^^^の 超 C 然は 矢張此 種の もの だと S1 破した" 此 種と は 前言 を 繰り返す 樣 になる が、 萬 事 明晰で、 

明晰で あろが ほめに、 まさかと 思 はれる 所から、 多少 矛盾 滑稽 S 感を 起して、 其 感じの 上に、 一種の 笑し 

い 衣 を 一 ;€に被せたものと云ふ^^^味でぁる。 私 はこと さらに 一 種の 美し さと 云 ひたい。 どんな 美し さで、 

沙 翁の 諸 精 乂はヱ リヱ ルと、 どう 云 ふ 風に 遠 ふか は是 から 段々 說明 する 積で ある。 

^フ S 超，：： 然は、 『ダ ン シァ ッド』 のうちに 混沌の 神と なって あら はれて るるが、 是は どの 點 から 云つ 

ても^,:: 然とし； し 取扱 ふ必 ffl のない 假設的 S も S だから 略して 仕舞 ふ。 先つ きから 一 に說 明して 來 たの は 

『S!>1 盗人』 のうちに 出て くる 土 水火 風の n 精 を 指した ので あろ。 『髮盜 人』 の 第一 に は エル (此 

所に も ェ リエ ルが 出る) がべ リ ンダ (Belinda) とい ふ 女 主人公の 夢枕に 立って 警戒 を 加へ る 所が ある。 

れ、 wgs 文句が 非 *e に 火 な もので、 空 を 飛ぶ 輝け る 幾千の 吾等の EI 指す！^、 人のう ちの 尤も 美く しき 

$ ；! 杯と W 扮 けて るる。 ^=^:下に御川心々々々とでもぁればだが、 そんな、 やさしい 言葉 は 使 はない、 甚だ 


莊重 典雅に 警戒して ゐる。 しかも それが 火難、 盗難、 人間の 大疫 なら まだし もた か 髮の毛 を 少し 剪られ 

るから と 云 ふの だから モッタ、 ヒロイック とい ふぢ やう、 何だか 滑稽で ある。 で， 口調 は ミルトンの 惡魔 

にで も祁應 して ゐる樣 に 見える が、 どうも、 極って ゐる。 型へ 入って 入る。 自然の 趣がない。 自然に 出來 

た莊 重でなくて、 切り組んだ 莊重 である。 せ： (中で 星の 鏡に すかして、 未 來の出 來事を あざやかに 見た とい 

ふ 件り が ある。 面白い 空想で ある。 然し 是は 傳說 的の もので、 ¥ ^ので はない。 11 此 流儀で 『髪 盗人』 

の 内容 を 批評 的に 説明して 行く と、 大變 長くて 退屈になる から、 是で やめて、 其 超自然の 特性 を 示す に 足 

る 節 を 一 一 一例 證 する。 第 一 は ベ リンダの 髪が 危險だ と 云 ふの で 會議を 開く 模樣で あ る。 

： tie  summons  straight  liis  denizens  of  air; 

Tlie  lucid  squatlrons  round  tlie  sails  re;pair: 

Soft  0-er  ttie  sttrouds  aSrial  wttispers  TDreatlle, 

Tliat  seem-d  .but;  zepnyrs  .ttte  train  oreneath. 

Some  to  th-e  sun  their  insect- wiiig:s  unfold. 

Waft  on  the  breeze,  or  sink  in  clouds  of  gold;  • 

lYans;paren1;  rorms,  too  tine  tor  mortal  siglit, 

.Their  げ odies  lialf  dissolved  in  ligtit, 

I^oose  to  tlie  wind  their  airy  garments  flew, 

Ttiin  giltt-rlng  textures  of  th. ひ filmy  cJew, 

Dipp-d  in  ttie  richest  tincture  of  tlie  skies,  . 

where  light  clisl:5rts  in  ever-mingiiiig  dly ひ s; 
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Wliile  ev-ry  t>eam  new  transient  colours  Hings, 

Colours  tliat  cliange  wllene-er  tliey  wave  their  wings. 

Amid  the  circle,  on  ttie  gilded  mast, 

h-up-enor  t-y  tlie ザ ead,  was  An ひ 1 p>lac.d; 

His  purple  pinions  op-ning  to  tlie  sun. 

He  rais-d  liis  wzure  wand,  and  tlius び eg.un. :  —  Can. ii. 11. .3^1.72. 

足 は, せ さう だから 譯 して る。 11 

(， 彼 はすぐ と {仝 を 飛ぶ もの を 呼び 鬼め た。 輝 やける 一群 は 帆の ぐるりに 寄った。 帆の 上で 微かに 私語 

いてる， 0。 船の 巾に ある 人に は卷 風の 様に 忍 はれた。 輝け る もの は 日に 向って 其 翼を擴 けた。 そよ風に 

^.^^o  ^4.- の 雲に 埋もれた。 透き 徹る もの は、 11 人の 眼に 映らぬ ほどに 細かき、 i 霞の 如き &裳 

な 風に 流した。 Iss^ る 光りの 箱 を、 濃き 空の 染 粉に 浸けた。 空に は 定まらぬ 色が 溶けつ 亂 れつ 日 を 射返 

してる 乙。 一筋の 光り 射す たびに、 新ら しい 色が 變 つて 出る。 出る 度に 彼等 は 彼等 S 翼 を搏ち 鳴らす。 

渡<$-と鲰く帆^^^3上に立っ群^の中に、 他より は 頭 丈 も 高き ェ リエ ル がるる。 紫の 羽 を n に 開き、 空色 

の な 高く^ けて、 衆に^!"けた。：- 

譯がド手でi:氣の^wでぁる-か、 文 を 説んで ると 分る。 非常に 精細な 手際で ある。 よく 斯う 明らかに 

描 m した も S である。 感じから 云へば 类 くしい 羽虫 か 何 かが 幾千と なく 帆柱の ぐるりに 飛んで ゐる樣 な 心 

持で ある。 ^1^^ は 全く 其； 趣を滿 足せし むる はに 此 小さい 精 を 作り 上け たに 違ない。 しかして 其 詩趣 は 

沘大、 E^sr  怖に 作 ふ；！ i5 趣ではなかった。 可憐、 0^. 綺 彩の 諸^ を帶 びて、 他 = 通 s,:n 然界に 現^と な 

つて 兒ろ可 か さる 超 C 然に伴 ふ 詩趣であった。 美的なる 起 C 然と 云 ふ點に 關 して は沙 翁の それと 同 一 で 


ある。 けれども 彼是 對照 すると 截然たる 區 別が ある。 說 明の 必要な き 迄に 違って ゐる。 沙 翁の エリ ヱ ルは 

無人島に 住んで るる。 荒漠 たる 背景 を 控えて 活動して ゐ る。 淸 新なる 空氣 のうちに 活潑々 地なる 55^ 動を縱 

ま、 にして るる。 の はさう でない。 客間、 應接 室の なかの 精で ある。 都會の 精で ある。 墨 田 川の 屋 

根 舟の 上に 徘徊す る 精で ある。 奇麗 は 奇麗に 違ない が、 貴 夫人の 指輪と か、 腕輪と か、 乃至 香箱と か を 離 

れ ざる 奇麗 さで ある。 開化した 精で ある。 野趣 は ー點 もない。 双方 共に デリ ケ ー ト であると も 云へ るが、 

一 方 は 人 丁で 育て 上け たデ リカシ ー で、 一 方 は 野生の デ リカシ ー である。 野に 晚 いた 花と 暖 室に 喚いた 花 

との 相違の 樣な ものである。 

斯う 云 ふの は .：,^, の 悪口で はない。 都會は 都會、 野外 は 野外 夫 々面白味が ある、 夫々 美しい 意味が あ 

る。 必 竟は讀 者の すきぐ である。 すきぐ は 別と して、 是 丈の 區別丈 は 記憶すべき である。 と 云 ふの は 

此區 別が 嗜 に ヱ リザべ ス 時代と 時代の 特色の 區別 にもなる からで あろ、" 沙翁時 代 は 物質的 擴張 の 世 

である。 冒險 流行の 世で ある。 未知の 土地 を跋涉 する 時代で ある。 多數 の裸檢 家が 日毎に 英國 へ歸 つて 來 

て、 新ら しい 島 S 發見 や、 手長 島 やら、 足 長 島の 御 話 を 得意に 吹き 廻った 時代で ある。 旣に 『あらし』 に 

あら はれた 孤島 杯も沙 翁が あ る 冒 險談を 種に 使った の だと さへ 言 ひ傳 へられて る る " 沙 翁の ヱ リヱ ル は 此 

空氣 に觸れ てるる。 所が. ¥ ^「に 來 ると 旣に 時代が 違 ふ。 人 は 都會に 住んで るる。 都會は 開化して ゐる。 

一般 S 世間 は野蠻 である。 學問 文章 は 古典に 限る。 批評 は ボア 口 ー が 完成した。 整理が 大切で ある。 形式 

が 重大で ある。 戰爭は 婦人の 扇 使 ひで ある。 時事 は咖啡 店で ある。 の 精は此 間に 生れた。 だから 斯 

んな 節が ある。  ， 

. Whatever  spirit,  careless  of  his  charge. 

His  post  neglects,  or  leaves  ttie  fair  at  large, 
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swan  feel  sliarp> づ engfeance  soon  o-ertakc  liis  sins, 

wo  stop-p>  a  in  virtls,  or  tl.ansf^x-d  witli  pins; 

〇r  x>lung-d  in  lalces  of  twitter  washes  lie. 

Or  メ vcdg-d  whole  ages  in  a  t>odkin-s  ey ひ： 

cums  and  psmatums  sliall  liis  Hight  restrain, 

vv^-lle  clogg-d  lie  .beats  liis  silken  wings  in  vain; 

or  ahim  styptics  -wityl  contracting  pow-r 

sllnrnc  liis  tliin  essence  like  a  rivel-d  now-r: 

or,  as  Ixion  i^x-d,  the  wretch  shall  feel 

l&e  giddy  motion  of  the  whirling  mill, 

J5  fumes  of  t>ur5nw  cliocolate  shall  glow. 

And  tremble  at  the  sea  that  froths  below! I  Can.  ii. 11. 1231,36. 

御 i: ん S 通り 命令の 一一 IM 雜で ある。 エリ ヱ ルが 部下の 精に、 義務 を 忘れば かう 云 ふ 所 § ^が ある ぞと 申し渡し 

た 所. たから i=- 接り で敏 まなくて は 不可ない。 ^此 所^ 法が 色々 拉 ベて あるが、 いづれ も 妙な もの 許りで あ 

ろ。 ^に：？^1めて上か.し栓をして仕舞ふ。 ^で 釘 付に する。 水の の 中へ 投げ込む。 ボドキン の^の.^ 

へ幽 W して 化；^ 出さない。 護説ゃ讪を！5^^り付けて羽搏きの出來なぃ2;!にする。 血 留め 藥り もっけて、 身ぎ 

が 縮む 51^ にす る。 或は チョコ レ|ト^熱ぃ？^|氣の中へ入れて、 ^が ぐらつく 程攪き 廻 はす。 11 大抵 こん 

な ものである。 其？ を兑 ると g:; 外に ある もの は 一 つもな く、  く 婦人 W の ものである。 花の 中に 眠った 

り 墓の 下に 寐ろ沙 翁 S 精と は 全然 性 枋が逮 ふ。 どうしても 都^ 的で ある。 惡 くいへば 御白 粉 奥い。 が、 飽 


迄 も 明瞭で、 飽迄も 精細で、 飽迄も 神秘的で なくって、 單に 作家の 美的 情操 を 満足せ しむる 爲 めに 創造せ 

られ たる かの 如き 感 ある は 双方 共 I 同じ 事で ある。 

私 は^ を 論す る 始め に^^ の 名 を 作した 作 は 詩と はいへ、 實は 論文に 近い ものであると 云った。 

後世に 傅って ゐる 佳句 は 大抵 知的 要素の 表現 だと 云った。 それから 彼の 自然に 對 する 態度、 人事 上の 情緒 

に對 する 態度 を 評して、 本來は 此方 面に 發展 すべき 素因の あった 人 だけれ ども、 時勢の 壓 迫で、 自由に 伸 

びなかった の だら うと 評した。 今 彼の 超自然に 對 しても、 しか 云 ひたい。 彼の 創造した 超自然 は是 丈で も 

旣に 成功で ある。 沙 翁に 比する と 野趣の な いのは 事實 である けれども、 都會 的に 云へば 充分な 成功で ある „ 

けれども 普通の 意味に 於け る 超自然 は 世紀末の 浪漫派の 勃興と 共に 萌した もので、 .^1^ は 此方 面に 丸で 

貢默 する 所はなかった ので ある。 然し 此豐 富に して 精緻なる 想像の 構造 を變 じて、 (もし 變じ 得べ くんば、) 

之 を 神秘の 敍述に 用 ひたならば 矢張り 同程度の 成功 を 奏し 得た 男で あらう と 信す る。 

序で だから 一 首す る。 デフ ォ ー の 書いた 『ギ ー ル 夫人の 幽靈』 (The  Apparition  of  Mrs.  veal) と 題す 

る 短篇が ある。 固より 幽靈 の敍述 だから、 ポ ！ブの 精と は 只 超自然と 云ふ大 いなる 名の 下に 一 括され べき 

もので、 其 性質 は 無論 異なるべき 箦 である。 が、 面白い 比较 が出來 るから わざく 御 話に 及ぶ。 此 短篇 は 

表題の 示す 如く 幽靈の 物語で ある。 しかも 眞晝閒 丁度 士 一時に 出た。 出た 所 は、 友達の ハ ー グレ ー ヴ とい 

ふ 女の 家で、 長い 旅 をす るから 暇 乞に 來 たと 云って、 二 時間 餘りも 話して 歸 つた。 歸 つた あとで 段々 詮議 

をして 見る と 夫人 は 訪問の 當日 恰も 十一 一時に 死去した。 是 丈の 梗槪を 聞く と 一 寸 浪漫的で 頗る 物凄 

ぃ樣 である。 所が 讀 むと 聞く と. は 大した 相違で、 實際 デフ ォ ー の 短篇に 對 して 見る と、 あっけない 程 平凡 

である。 た 普通の 女が、 友達の 家 を 尋ねて、 普通の 話 をした と 毫も 異なる 所がない。 まことに 明々 地 白 

白地で、 これ 程の 材料に 犬 死 を させた と 思 ふ 位で ある。 此明々地白々地の所が^^^と綠を引ぃて能く似 
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てるる。 只^に して ボ ー ブは之 を liK 化し 得た に反して、 デフ ォ— は 之 を事資 化して 仕舞った。 さう して： K 

功に も 失敗に も此 明々 地.：：々 地が ト八^ 紀 一 般 W 特色で ある。  

バムで ポ I ブ の批： の大體 は濟ん だ。 約め て 云 ふと、 斯うなる。 は 詩人で ある、 s 詩人で ない と 西 

洋の 批評家 中 に は 火 分 議論が ある。 それ を 吾々 日本人 はどう 觯釋 したら せ- からう。 先づ 彼の 作物 を 分 類 し 

て特忡 な^して y^s- とい ふ^にな つた。 分類に は 便 {q- の爲 め、 先年 「文舉 論」 で 述べた 四 種 W 區別 を^ ひ 

た。：^、 中で 知的 要^が 一番多いと いふ 事が 分った。 且つ：： 疋は 彼の 大名 をな した 所以で あつたと いふ 事 も 分 

つた。 然し Ms々n 本人に は、 そこに 多くの 興味がない。 そこで ある 評 家の いふ 如く^^^ は眞の 詩人で な 

いと- -ムふ 方に ほ 成す ろ。 然し 彼の 立場に.：^ を 置いて 考 へて 見る と、 彼 は 彼獨特 W 領分に 於て 充分な ろ 成功 

を收 めて ゐろ。 のみなら す 他 S 耍索 S 傾向から 察して：： ると、 彼 は n 科 正 S 詩人と して 充分 成功し 得る 人で 

あったら しく  E 心 はれる。 た， 彼 は 時勢. S 制 肘 を 受けた。 しかして 此 時代 傾向の 彼の 作物の 上に 尤もよ く 反 

射した 0 例 は、 あろ^ 味から 云って、 彼. S 傑作と も 云 はろ べき 『ダン シ アツ ド-  (TThe  Dtmciad) であろ。 

•.i-H.^ の 批評の 結末に 常って、 此ー Si を 評して 置かねば ならぬ。 

『ダン シ アツ ド』 は<^-ほ§:^ょり成る.櫬^5でぁる。 此.淑^^が何故-;^代3反射かと云ふと翁人的な特色を 

^びて るるから である。 外 S 一 K 雜で表 はすと 一 種の 人身 攻擎 を；^ で耿 つた も S に歸 着す るからで ある。 す 

ると 時 は 人 .：5^ 攻 if の 世の中 かと wxgl される かも 知ない。 そこに 多少 S 說 明が 要る。 

人 iiwwt-s^ い Ms 中、 ^EI でも、 政治で も、 社會 でも *  ^其方 而に 向って 相應の 理想と 新 領土が あ 

つて、 研究と. 行^ 兩 ffi が 優に 進行して 行く ^ は、 其 1^ 射と して 表 はれる 文舉 上の 作品 も 亦 個人 を 離れて 

るろ。 個人に：^ する 程に； q-: 々が こせつく 必要がない からで ある。 尤も 個人で も舴釋 S 仕 檨で色 々になる。 

個人な 離れて 小 說杯は けろ もので はない。 然し、 この 個人 は 何の某 を 描いた ものと なると、 ^3-味が少し 


濃くな つてく る。 其 次に は、 この 何の某より 以外に 應 用の 出來 ない 描寫 であると、 又 意味が 濃くなる。 最 

後に こ S 何の某より 以外に 丸で 應 用が 利かな くって、 しかも 其描寫 S 内容が、 毫も 存在の 價値を 有つ、 てゐ 

なかったら、 尤も 極端なる 個人的な 描寫 である。 今 私の 云 ふ 個人 を 離れる 離れない の 論は此 極端な 意味で 

云 ふので ある。 例 へ ば 某 年 某月 某日 私が 財産 差 押 へ を 受けた。 某 年 某月 某日 財産 差 押 へ を 受けた 私 を文學 

者が 小說 なり 詩な りのうち に 書いて、 どこか 讀 者の 感興 を惹 くなら ば、 私 は 夫 を 個人的の 極端 だと 云 ふ 積 

り はない。 然し 眞^、  S, 善惡、 壯劣 いづれ の 點 から 見ても、 普遍的に も 永久 的に も 人に 訴へ 得る 餘地 

がなかったならば 11 某 年 某月 某日 何の某 は 財産 差 押へ を 食った。 ざま あ 見ろ やい。 と 云 ふ 丈なら ば、 此 

敍 述に對 する 興味 は 單に差 押へ を 食った 本人と、 其 知己と、 其饕 敵との 上に のみ 起る 丈で ある。 圏外に 立 

つた もの、 もしくは 其 本人の 忘れられた 後世 (後世で なくと も、 二三 年後で も、 五六 年後で も、 場合 次第 

であるが) に は 寸毫の 利害 も、 痛痒 も、 感激 も、 嘆賞 も、 快 も 不快 も、 全然 何等の 情緒 を 生じない。 從っ 

てあら ゆる 敍述 のうちで 尤も 非文舉 的な ものである。 從 つて、 普通5文學^}^の敢てせざる所でぁる。 道德 

的に やらない 許で はない、 文擧 的に やる 必要 を 認めない ので ある。 苟し くも 開拓すべき 領土と、 より 有效 

に 使 ffl すべき 材料が ある 以上 は、 か、 る 個人的 敍 述を陋 とする ので ある。 

所が 狭い 社會が 落ち 付いて、 固定して、 沈滞して 向上 的に 人心 を 誘 ふ 刺激-かなく つて、 しかも 其 小圑體 

の S- 乙が、 衣食 競爭 上、 もしくは 名 譽競爭 上、 或は 感情 衝突 上- 非常に 銳敏に 親輟し 出す と、 今 云った、 

極端の 個人的 敍述 は、 堂々 たる 文 « の 假装を 凝らして 打って出る。 ， ^^^の 生きて ゐた 時代 は： 止に 是 であ 

つた。 コ— トホ— プの 『英詩 史』 卷の ft、 一七 五 頁から 一七 六 頁へ かけて、 かれが 『ダン シ アツに』 を 出 

版した 颜 末が 斯う 書いて ある。 

Swift  was  the  insurer  of  The  DmiciacL  In  1726  the  Dean  of  St.  Patrick ノ s  had  come  over 
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from  Dublin,  and  had  been  for  some  thne  pope-s  guest  at  Twickenham.  He  t>rouglit  witli 

liim  a  numt-er  of  tiis  comp-ositions,  wliicli  lie  desired  to  associate  in  a  Miscellany  with  scime 

of  pop-e-s,  and  tlie  two  occupied  themselves  at  Twickenham  in  forming  tlie  selection.  Alnong- 

pop>e-s  papers  was  a  satire  called  Dwdness,  written  against;  l;hosc  wJio  liad  attacked  him  In  a 

nsntsr  of  - lit>els  *  whic プ lie  liad  collected  and げ cmnd.  He  had  formerly  jmt;  this  aside  on 

swift-s  own  recommendation,  and ザ ひ now  made  a  show  of  trnrning:  it,  tmt  the  Deyn  snatclied 

it  from  tlie  fire,  and  urwed  tiim  to  complete  it.  r-olpe  consented,  and  Isllsllcd  ttie  satire  ISO 

1:tie  first  draft  of  The  Dunciad.  .This,  however,  he  did  not  at  once  p_ublish,  conceiving  tliat 

tlie  public  would  require  a  P5em  of  sucti  virulent  personality  to げ e  justified  by  p>rovr>cation 

more  recent  than  the  obsolete  libels  lie  liad  so  carefully  p>l.eserved.  T-o  attain  Ws  end  lie 

p-ut>lislled  in  1728  t:lic  Bathos,  a  fragmciU  of  ？ 0  Scrit>lcrus  scheme,  concerted  as  far  t>adc  as 

1713,  with  Swift  and  Arbuthnot,  inserting  in  the  general  ironic  treatise  a  chapter  full  of 

satific  allusions 1:o Ibis  old  enemies  under  t;lie  disguise  of  diSereiil;  animals,  eacli  of  Uiem ザ cmg: 

indicated  by  initials.  TTlie  device  was  J^erfectly  successful.  T-he  Dunces  ruslied  out  to  retaliate, 

and け lie  joutiials  swanned  .vvlt.h  fresh  lit>els  against  t;lie  p-oct,  wllo  was  l;lnis  enabled  af-IJCar 

げ efore  tlie  world  on  2Stli  May  1728  as  tlie  defender  of  liis  own  injured  fame. 

: wveu  under  sucli  conditions,  however,  t*ope  proceeded  witli p  caution  amounting  to  timidity. 

The  Dunctad  was  first;  P>u.bllshec3  witllout;  ehher  names  or  explatiatory  nolies,  and  it;  was  only 

otter  lie  liad  satistled  himself  tliat  ttie  curiosity  of  ttie  reading  public  was  stronger  than  tlieir 


reln-obatioll  that  he  ventured,  in  1729,  to  issue  the  large  edition  containing  the  names  o£  the 

victims,  the  Prolegomena,  the  notes  of  Scriblerus,  etc.  Jle  further  guarded  himself  against, 

prosecution  for  lit>el げ y  assigning  tlie  ； prol^prty  in  ttie  J5em  to  thre ひ peers  of  distinction,  wlsnl 

lie  ^^otfw^^  the  Dunces  would  be  unlikely  to  attack.  When  it  appeared  safe  to  do  so,  1;lie 

satire  .was  transferred  by  these  noblemen  to  the  publislier,  Gimver.--  I 

(『ダン シ アツ ド』 を 書かせた もの は 實を云 ふと スヰ フト である o 千 七 百 二十 六 年の 事で あつたか、 ス 

.IfTTX が ダブリン から出て來て，^!^^の家へ逗留して居た事がぁる。 其 時スヰ フトは 自作 を少々 携 へて 

來て、 之 を^ 1^ のと 合して 雜集を 出版す る 意向が あった。 そこで 兩人は トヰケ ン ナムの 屋敷で 撰抄を 

やった。^ 1^ の 作の なかから 『遲 鈍』 と 題す る 一 篇の諷 詩が 出て 来た。 是は 自分に 對 して 人身攻撃 (其 

攻擊は 緩ぢて 一 册 にして ある) を やった 奴 を 遣り返した ものである。 彼 は スヰフ トの勸 め；. i よって、 前 

から 之 を 仕舞って 置いた の だが、 今 出て 來 たの を 見て 忽ち 燒き 棄て樣 とした。 否 其 實は燒 棄る眞 似 をし 

て 見た ので ある。 ス ヰフト は 直ちに 之 を 引きた くつ た。 さう して 是非 完成す る樣 にと 勸 めた。 ポ ー ブも 

承諾して、 此 諷刺に 彫琢 を 加へ たもの が 『ダン シ アツ ド』 の 第一 草稿に なった ので ある。 所が 自分が わ 

ざ わざ 一 冊に まとめて 緩ぢ 込んで 置いた と 云 ふ、 自分に 對 する 讒謗 悪口と 云 ふ もの は餘程 古い もので、 

もう 世間が 忘れて ゐる頃 だから 今此 『ダン シ アツ ド』 を 出して 手痛い 人身 攻擊 的の 仕返し を やる と、 少 

し 世間の 同情 を 失 ふ 虞れ が ある。 だからもう 一 返 新たに 攻擊 されて 置く 必要 か ある。 そこで 彼 は 千 七 百 

二十 八 年に 『ベ ー ソ— ス』 と 名け る ー篇を 公け にした。 是 はスク リブ リラ ス會 員の 計畫 で、 スヰ フトゃ 

ァ ー バ ス ノットと 相談して、 千 七 百 ト 三 ぎ 頃から 始めた もので 固より 斷片 的の 作物であった C で、 全部 

諷刺 的に 書き こなした 中に、 彼の 舊敏 に當 てた 樣な 嘲弄 的の 一章 を 書き 加へ た。 その 一章で はポ ー フの 
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—ん ことぐ く默 になって ゐ乙。 さう して 一般に 分る おめに、 敵の 冠り 文字 をと つて、 其 頭字で 默の名 

:1 か 始まる 樣 になって ゐる。 策略 は g い B- (合に 中った。 「馬鹿 供」 は 猛然と して 立った。 さう して 我 も 

我 もと 返報に 及んだ。 雜 誌に は幾ト となく 新ら たなる 篤詈が ¥ ^の 上に 注がれた。 斯 くして 彼 は、 ； SS 

けられた 乙 彼の 名 icS 保！ ^おとして、 千 七な 一 一 卜 八 年；； -月ー 一ト 八日に 公衆の 前に あら はる 、事が 出來た 

ので あろ。 

條件斯 S 如く 好 都 八 "なろ にも 拘 はらす、 彼 は殆ん ど^.：^ とも 評し ST へき 注意 をと つた。 『ダン シ アツ 

ド』 は 始め 名 も 註. 0 人れ すに 出版した。 出版した 上で， 讀寄界 S 好奇心が、 其 批難の 聲 よりも 强ぃ とい 

ふ^？^を確かめた後、 千 七 W 二 卜 九 に 至って、 櫬牲^i^の姓名、 序、 及び^ ク リブ リラス の 註 を 付した る 

火 版 を 出版し 化。 それでも まだ^ 教 を 恐れて、 此詩の 所有 權を 有名な 三人の 贵 族の 名に して 置 

いた。 rHi^ 鹿 供」 はま さか 此人々 を攻 擊 する 5? 氣 はなから うと 思った からで ある。 其 後 こんな 危險も 起 

りさう も なくなった- 3； を； 5^ 計って， 諷刺の 所有 權は 上述の 贵 族から 出版者 ギリ ヅ— の 手に 渡った。) 

後 S 人 かに；； 1- れば、 其^ 容に： 1： 等 s.mig なき 『ダン シァ ッド』 を 出版す るのに 是丈 S 策略と 是 丈の 手数 

な^し crQ る 所な 以て；； - 乙と、 ボ I ブのは 代 は 余程 こせついた ものである と共に、 甚だ 1:51^ 架な ものである。 

社， &S 沈滞と w^s 嫉妒が 双方 持ち 合 はなければ、 いくら ¥ ^だって こんな； _s は 作るまい。 又是 程の 手 

牧も す. まい" 

さ： し此 個人的 と は どんな もの かと 巾す と、 今の 文 慈雜； tf, だ 出ろ-: ハ號 活字 S 尤も 質の 善くない も の を 

文^的に；^ 形に 引き^した 迄で ある。 多少 si:^ を 知らない も S に は 全く 無意味で ある。 だから 『ダン シァ 

ッド』 に は；^ が！^ 山 ある。 けれども 二の 多忙な 世の中に 一 々註釋 を 證んで 『ダン シ アツ ド』 を 味って ゐる 

$ ^な氣 長 もの は ；人 もるな い。 と 云って 讀 まなければ で 分らない。 そこが 此 諷刺の 程度の 低い 所で ある。 


前に 云った 極端の 個人的な 敍述 である。 諷刺 を 受けた 當 人の 事情 を 知る もの 以外に は 何の 川 を もな さない 

ので ある。  

私 はさきに， スヰ フトを 評して 立派なる 諷刺 家と 云った。 之 を證據 立てる に は 『ガリ、、 ヮ ー』 と 『ダン シァ 

ッド』 を 比較す るに 若く はない。 後者の 興味 は德川 時代の 落首と 同じく 其 場 限りの ものである。 『ガリ、、 ヮ 

1』 に 至って は 二 ^年後の 今日に 至っても 毫も 其 光彩 を 失って るない ので ある。 彼れ スヰフ トの敍 述は當 

時の 英國 に應 川が 利く のみなら す、 いづれ の 世、 いづれ の國へ 持って行っても 通 ffl する。 しかも 彼 は 冷然 

として K 價値を 問 はざる 如くに 筆 を 着けて ゐる。 fl= ^に 至って は 地 圑太を 踏んで ゐる。 しかも 其 諷刺の 

材料に どれ 程の 事が あるかと 云へば、 貴樣の 着て ゐる 羽織の 紋は、 今どき 流行らない 小さな 紋ぢ やない か 

馬鹿野郎と 呼ば はるに 過ぎない。 通人が 他 を 品評して 無喑に 野暮 だと か、 氣が 利かない とか、 自分自身 は 

極めて 狹 苦しい 天地の 問に 跼蹐 して ゐ ながら、 其 狭苦しい 事に は 一 向氣が 付かないで 矢 1^ に 人 を 愚弄して 

るる 樣な ものである。 第三者から 見れば 何方 だって 火 同 小異で ある。 同じ 空氣を 呼吸して ゐる ものが 退屈 

紛れに 同士 打 をして ゐる としか 思 はれない。 

尤も 『ダン シ アツ ド』 だって、 一 卷には 一 卷の 趣向が ちゃんと 出 來てゐ る。 敍述 だって、 徹頭徹尾 つま 

らな いと 云 ふので はない。 惡ロ でも 面. HI い 惡ロも ある。 皮肉 だって S い 皮肉 も ある。 惡ロ なり、 皮肉な り 

に 上々 の 出來と 見える 所 は澤山 ある。 例を擧 ける のが 面倒 だから 御 話 にして置くが、 11 本屋が 競爭 (實 

際の) をして 詩人 を 手に入れ やうと する 所に、 力— ルと云 ふ 奴が、 汚ない ものに 滑って 轉ぶ 所が ある。 其 

1^ ない もの は、 每朝窓から隣の店の前へ前晚の食ひ殘しを放り出す癖の惡ぃ^^とぃふ女の；1&ぇた仕業 

である。 11 何の 事 かと 思って 註 を 見る と、 力— ルは 本屋の 主人の 名で、 コ リナ はト マ ス 夫人の 事、 此女 

が^^の 手紙 を無斷 で^^に 賣り 渡した 意趣返し ださう だ。 さう かと 思 ふと 今度 は 作家 供が 生 # 競爭 
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を やる おまかい 5 る。 街 は 出版屋の 多い 所 ぎら 之に ちなん で、 7リ1 ト I に 作家が 1 

af§0§$^  i 始めの 奴 は S 年 5t は 足""？ I?" ハ！^ ひと 

f な 水の 中へ 飛び込む と、 沈む おめに I く 上がる 連中が チ is 心して ゐる。 fst^^h^ 

い II たき S で、 すぐ 波紋 は收 つた。 § はや あ t 出て 來 ない。 奪した とい ふ。 第三 

^^^^.^^.^^i^o  if0aro  ^ZTTg 直と 同じ 事で ある n 

<：- こ、 C3S 欲く.^ 中 # 物の^^^ ^^は 忠實に 底に 潜んで ゐろ。 ブラックモア はどうしても 浮. -飞來 な..' 

"れ い。； 彼 は 『t 出せない、 I きもなら ない、 水 は 靈識に 湖の 如く 彼の 上に 眠つ 一」 ろる。 云 

云。 ト * を 化る と 誰が 誰に 5ぉ るか ちゃんと 書いて ある。 本名 W 出て るるの も 無論 ある— 

其 他 句 は^ょり 數 へ 切れな い 程 あ る。 英語で た 一 一三 を 示し て 置く。 

： Wits,  wlio,  like  owls,  see  only  3  tlie  dark, 

A lumber-house  of  books  in  ev-ry  head, 

P-OI-  ever  reading,  never  to げひ read! : 1 Bk.  HI. 11- l_、l  ^. 


Plow,  welsted,  flow  ！ like  thine  inspire!.,  beer, 

Tllo-  stale,  not  ripe  ；  tho-  thin,  yet  never  clear. 1 

- に ke  tlie  vile  straw  that-s  Wown  a び out  ttie  streets, 

T. ザ e  needy  poet  sticks  to  all  he  meets, 

coactl-d,  carted,  trod  upon,  now  loose,  now  fast. 


wk.  iii. 11. 169-70. 


And  carried  oAP  in  some  dog*s  tail  at  last. こ 一 JBlc.  iii. 11. 289—^2. 

此 時代の 事 を 能く 調べて 見る と 驚ろ く 事が 多い。 本屋 か斷 りなし に 自分の 文字 を 出版したり、 或は 他人 

を 磨って 好 加減な 事 を 書かして、 それ を 自分の 名で いつの 間に か 出版して るたり， 或は 批評家が 公々 然と 

無禮 無恥の 惡ロを 吐き 合ったり、 甚だ 如何 はしい 世の中で ある。 『ダ ン シ アツ ド』 によく 引合に 出される 

デニ ス (Dehnis) とい ふ 男はポ ー プを 評して --Alexander  Pope  lias  sent  ab3ad  into  the  world  as 

many  .hulls  as  liis  nainesake  Pop ひ Alexander.  L ひ 1; us  1;ake  1;he  initial  and  final  letters  or  liis 

！ lame,  \.f  A.  pie  and  tliey  give  you  tlie  idea  of  an  ape.  Pope  comes  from  tlie  ILatin  word 

irn ず whicti  signifies  ii little  wart;  or  from  isf>pysma, げ ecause  lie  .vvas  continually  Jspping  out 

sqtiibs  of  wit  or  rather サ oppysmata  or  /,6_;v>7.§.y.: と 云った。 丸で 批評に も 何にもな つて ゐ ない。 小 

兒の， 悪たい である。 かう 云 ふ 手 合 を 向へ 廻した から も 多少の 必要が あって 隨分思 ひ 切った 諷刺 を や 

つたので あら； つ。 人間の 禮義 德義は 自己 を圍繞 して ゐる多 敷の 禮 義道德 を 標準に しなく つて は 立ち行かな 

いもので、 自分 一人 品格 をよ くして るても、 左右 前後から 低い 程度の 德 義心で 自分 を 冒して 來れ ば、 こち 

らも 先方と 同程度に 身み」 下して 應戰 しなければ ならない。 『ダン シ アツ ド』 を讀 むと^ は 非常に 口の 

惡ぃ、 亂暴 極った 嘲弄 を逞 くす る 男の 樣に思 はれる けれども、 其 裏面に は それ 相當の 理由が あって、 ，fl^ 

力が 悪口 を 吐く 前に、 彼等から 旣に 同程度 以下の 惡ロを 加 へられて ゐ たので ある。 たまく. の 方が 

上手 過ぎた ので、 fl^, の 分 は 後世に 殘り、 一  輩の は卽 席に 消滅して 仕舞った から、 ポ ー ブ 一人が 

嘲弄の 專寶 家の 樣に思 はれる 樣 になった。 夫 を 思 ふと 幸か不幸か 分らない。 
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第 六 縮 ダニエル、 デフ ォ. I  (Daniel  Defoe.)  (1661—1731) 

と 小說の a 立 

^^^の 『ダン シ アツ ド』 を 評する 時に、 新 かる 個人的？！ 刺を產 出す る 世の中 は智 的に 狭くなければ な 

らぬ、 的に 低くなければ ならぬ。 詩の 上から 云って 勿； f;l 下等で 無ければ ならぬ、 又 現 末 S 俗事に 能贜 

して ぽら ねばならぬ、 末な 俗事に 龈齪 する ほど 一 方で は 天下 太平で 無ければ ならぬ、 ^^又是等の事に拘 

泥して 々たろ 如き^ 派 心に 充 ちて 居らねば ならぬ と 云 ふ樣な こと を 述べて 置いた。 今此 諸條- ぬの 中から 

小^^-に^托すろ餘地、 卽ち^^氣なところを引拔けぱ何んなものが出來るかと考へ て=5-る。 智 的に 狹 いの だ 

かにして 火 理想の 含まれた 作 "§ は 出る 氣づ かひがない。 ^德 的に 低い の だからして ヒ 口 イズム を 含んだ 作 

品は おおに 出て 來 ない。 ；^5的に下等でぁろからして笑的耍素に富んだ作品も滅多に出なからぅ。 而も 精力 

が 充満して 活動 sf^ 现が 欲し い^な 揚 合に は、 そこに 现 はる、 小說が 如何なる 形式 を 取ろ かと 云へば. テフ 

卞： いた 樣な ものに なろ に^ 途 ない。 

ト八^ 紀 S 一般の 風潮 は 此講？ l«s::;ls に 於て 詳しく述べた からして 兹に之 を 繰り返す 必要 もない C 大同 

小 かも 知れぬ-か、 ；、^:^は^=_^著 『英 II 小說 家』 (British  Novelists  and  Their  styles) の 八 一 IG^ 以 

下に 次の 如き 說を 述べた。 

： At  the  close  of  my  last  lecture, 1 called  attention  to  the  fact  that,  from  the  Restoration 


of  ^§  (perhaps,  to  clear  mys&lf  f3m  such  exceptions  as 1 then  indicated,  I  should  have げ een 

more  safe  in  saying,  from  the  Revolution  of  1688)，  writisll  society-  and,  with  it,  writish  intel- 

lectual activity,  is  seen  passing  into  an  era  of  strikingly  new  conditions.  According  to  tlie 

common  feeling,  I  said,  writain  tlien  passed  into  a  fjeriod  in  wliicli, 4;o  all  ap-p-earance-  it  uad 

-<30ne  with  the  sublimities.-  Do  we  not  recognize  this  every  day  in  common  liistotlcal  talk  ? 

Is  it  not  one  of  our  commonplaces  that  -  the  Eighteen  Century  -  I  and  the ほ ighteentli 

Century  -  must,  in  this  calculation,  .be  reckoned  from  about  the  year  1688,  tlie  year  of  our 

wnglish  Revolution,  to  about  1789,  the  year  of  the  IPrencli  Revolution  —  Was,  both  in  writain, 

and  over  the  rest  of  ttie  civilized  world,  a  century  bereft  of  certain  Wgh  qualities  of  lieroisni, 

Isetrv,  faith,  or  whatever  else  we  may  ctioose  to  call  it,  which  we  do  discern  in  the  mind  of 

preyious  periods,  and  distinguistied  chiefly  t>y  a  critical  and  moclslg-  spirit  m literature,  a 

superficial  and  wide-ranging  levity  in  speculation,  and  a  perseverance  reaching  to  greatness  only 

in  certain  tracks  ()f  art  and  of  t^llysical  science  ？  Do  we  not  observe  tliat  it  is  in  tliis  csltury 

^llat;  1;here  arises  and  is  establish ひ <1, as  1;lie  paramouni;  inHuenc ひ in  writlstl  1;lloug.ll1;  ana  wntisll 

action,  that  distinction  of  Whiggism  and  、roryism  by  whicli  we  still  find  ourselves  Islarized 

in1;o  two  factions,  and  wliich,  however  necessary  it  may  liave げ een,  and  whatever  may  liave 

げ eeii  its  services,  in  ttie  past,  is  certainly  so  far  from げ eing  the  most  profouiia  distinction 

fsssit-le  t;lie  liuman  reason,  or  evrtn  vlsit-le  in  liunian  liistory,  t;liat;  tilers  is  no け nowadays 

any  noble  or  really  .Dowerful  soul  in  these  islands  t>ut,  in  his  inner  lieart,  spurns  it,  despises 
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it,  and  throws  it  off  ？  Do  we  not  o げ serve,  further,  that  our  liistoHcal  writers  divide  tliemselv ひ s, 

as げ y  the  operation  of  a  constitutional  difference,  into  two  sects  or  scpools  I  the  one  seeking 

its  subjects  in  the  older  ages  of  writish  History,  back  in  the  Riritan,  or  in  the  Tudor,  or  even 

in  the  feudal  and  Notman  times- お if  there  were  little  of  the  highest  order  of  interest  in  the 

T-2.10d  wliich  lias  elapsed  since  tlie タ evolution;  tlie  other,  witli  Loni  Macaulay  at  their  hcaa, 

actually  commencing  their  researches  and  their  studies  from  tlie  time  wlien  tlie  moaem  dis- 

tinction of ン Vhiggism  and  Toryism  makes  its  appearance,  as  if  all げ efore  that  were  t>ut  cliaos 

and  barbarism,  and  only  then  our  nation  ceased  to  keep  reckoning  savagely  by  the  stars,  anu 

.hegan  to  voyage  regularly  t-y  the  loadstone  ？ 

ひ. 1^ 演 s 終りに 於て、 余 は 一 六 六 〇 年の 王政 復も 以來 (斯う 云 ふと 其 時 も 注意して 置いた 樣な 多く 

^例外が 出る から、 それ を 避ける 爲に 一 六 八 八 年の 革命 以来と 云った 方が 安全 かも 知れない が。) 英吉利 

の：^^ 及び ^4、士= 利 人の £：： 的沾 勤が 一 新 時 朋に： 一； -3 入った 樣に 見える と 注 恋して 置いた，」 余 は 又 普通の 考へ 

に從 つて、 英十 U 利 人 は此- „ ^から 「あ. ：- ゆる 莊 版なる もの を 捨てた」 時代へ 這 入った と 云った。 是は通 

例 山脈む-に 脚した 淡 SiS 際に は 終始 II めら れて 居る 事の 樣に思 ふ。 この 勘定から 云へば、 所謂 「十八 世 

紀」 は 英ぉ利 本命の 年卽ち 一 六 八 八 年 S かに 始まって 怫 is 西 革命の 年卽ち 一 七 八 九 年頃 迄に 至る ので， 

り^^の みならす，：： 餘の 文明 國に 於ても、 ヒロイズム とか 詩と か 信仰と か、 =1*^ 名 は 何と 云 ふに して 

も-,=-:々か5£代の人心中に？^:-?:-た 一 種髙 1:1 な氣 r 皮が 跡 を 絶って、 文畢に 在って は 非難 嘲弄 C 精神と なり- 

S 心 f に 在つ て は 一般の 輕 と變 じ、 忍に して 能く. K いなる 發 展を遂 けたの は 唯^ 種 S 藝術と 物理 

科 ».s 一面に 遇ぎ ない ゆ 代であった と 云 ふ 事 は 何人も 热知 する 所で ある。 英國の 想 及び 英國の 行爲上 


永久の 影響 を與 へた 民、 王 1 ー黨 —— 吾人 は 今猶ー 一派に 分かれて るる 11 の 成立した のも此 世紀の 事で あ 

る。 しかも 此ニ黨 は 其 過去に 於け る 功績 如何に 拘ら す、 人間 瑰 性の 能くし 得る 最も 有力なる 區別 にも あ 

らす、 又實 際の 歴史上： IB- る こと を 得べき 最も 有力なる 區別 にも あらす、 偉大 卓 犖の士 にして 今日 之を輕 

蔑せ ざる もの は 一 人 もな き有樣 である。 更に 進んで 觀 察する と、 吾邦の 歴史家 は 恰も 彼等 特殊の 傾向に 

天禀 的に 支配 せらる、 が 如く、  _ 必すー 一派に 分かれて ゐる。 i 1 は 英國史 の 更に 古い 時代に 溯って 其 問 

題 を 淸敎徒 S 間に 捕へ たり、 チュ ー ド ー 期に 求めたり、 或は 封建時代 ノ ー マ ン 時代に 探ったり して、 恰 

も 革命 以來經 過せ る 時代 は 殆ど 彼等が 最高の 注意 を拂 ふに 足らざる かの 如く 見做して 居る。 之に 反して 

一 は マ コ ー レ ー を 其 派の 先頭と して、 近世の 民黨王 黨の區 別が 生じた 頃から 研究 を 始めて、 其 以前 を總 

ベて 混沌， 野蠻と 見做す、 吾等が 星で 計赏 するな どと 云 ふ 蒙 味な 方法 を 捨てて、 磁石で 正刖に 航海す る 

に 至った のも此 頃からで あると 考 へて 居る。). 

マッソン は 更に 語 を繼 いで、 この 世紀に 詩よりも 散文の 方が 發 達した の は、 斯 かる 傾向に 赴け る 時代の 

要求に 應じ たもので は あるまい かと 論じて 居る。 鬼に 角 この 引 證節は 大體に 於て 私が 曩に 述べた 十八 世紀 

の 概況と 歸趨を 同じう する から、 兩者を 照らし 合 はせ て 見る と 其 意義 も 自ら 明嘹 になる 譯 であるが、 Tl^ 

^がト 八 世紀 を 評して 莊嚴の 無い 世 だと 云った の は 面白い。 た V に 政治 宗敎 のみで はない、 文學 上の 述 

作に も 崇高の 感を 起す もの は 殆どない。 前に 論じた ァ.、 チソ ン と叫^^^^は御承知の通りでぁる。 —ス， ^ト 

はも. フ 少し 大きくて 凄い 所 は あるが 莊 厳と は诀 して 云へ ない。 flK も 今 述べた 通りで ある C 下って T: 

ィ 1 ルダ ング、 ,ス モレ 叫，^、  ^チヤ-に ソ ン、 スタ— ン其他 W 諸家に 至って 悉く 同じで ある。 其う ちで 最 

も 崇高 莊嚴 の反對 極に ある ものが デ フォ— である。 デ フォ ー の 小 說は氣 韻小說 でもな けれ ば 空想 小説で も 

ない、 撥 情小說 でもなければ 滑 糟小說 でもない。 た，. r 勞 働小說 である。 どの 冥 を 開けても 汗の 臭が する。 
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しかも 紋切 形に？ sis- 的で ある。 デフ ォ ー の 小說は ある 意味に 於て 無理 想現實 主義の 十八 世紀 を 最下 等の 側 

面より 代表す ろ もので あろ。 彼 は 身分の 善い 生れではなかった。 親 は 倫敦の クリッブ ルゲ ー ト (ctipple- 

gate) と 云 ふ 所の w*; であろ。 彼 は 生れな がらの 記者で、 一 ート 一 歳に ならぬ 以前 ( 一 六 八 三年) 旣に 一 卷 

の ん おはした。 尤も 是は 政：！ S 的の もので、 今では 誰も 讀む者 はない。 元 來彼は 非常な 達笨 家で、 一生の 

中に^いた ホ： 卷 S 数 は .wi に 二： 百 部 近くに 上って 居る". 從 つて 其 十分の 七 位お 一は 皆 反古 同然で 名前 さ へ も 忘 

れられ てるる 位 だから、 彼が 第  一 >S 著 寄が 他 同樣の 運命に 陷 つたと 云って 別に 怪しむ に は 足らない。 唯 一 

生の 間に 三 fc 部 近く くと 云 ふのに 非常な 達^ 家 余 愛^家でなくて は；^ も出來 ない 仕業で ある。 だから 彼 

がー：！  一  に 成る か 成らぬ 青年時代から 旣に 著述に 取り掛か つたの は、 彼の 性癖と して 大に 記憶すべき 事 

« であ 乙。   

彼 は斯の 如く 生れな が.. -の 記者で あると 同時に 又 鞭 S 闘 家であった。 二十 五 歳の 時に モン マス 公 (Duke 

of  Monmouth) の 爲に劍 を 執って 軍に 從 つた。 戰爭が 濟むゃ 否や、 彼 は 直ちに 宗敎 上の 論 爭に加 はつ 

た。 これ はジ ヱ I ムス I 一 一世 S 御代で ある。 革命 S 際に は 自ら 義勇兵の 一人と して、 王と 王妃と に從 つて 白 

^  一， Whitehall SW 時 敦 のせ ：！ 殿：) から 市 flK の 邸 (Mansion  House) へ 移った 事 も ある。 

斯 S 如く 軍人 だか 宗敎 家-たか 政治 ii 水 だか 分らぬ ヒ、 同時に メリ ヤス 星 を商赍 にして 居た。 のみなら す、 

一 六 九： ： 年に は^ 金に 責められて 逃. U した。 さう かと 思 ふと チ ルべ リっ フォ ー ト (Tilbury  Fort) と 云 

ふ 所で 瓦屋ん #ん で 居た。 彼 は ヰリャ ム王 (K:ing  William) の 時代 を 企 園 時代と 呼んだ が、 實を云 ふと 彼 

,:z 身が 尺な 乙 企業家であった、 -終營 家であった。 彼 は樣々 な 事に 關 していろ くな 意 nt- を 有して 居た。 貨 

1^ に 就いて 論文 を 寄いた。 區立 銀行 を 計 被した。 破 y 歟考 の財庞 S 調杳 委扛 ふ- 議 した。 又 貧民 救 濟_5 ^に 

iff.;. し 4^ 舉務 所の 設立 i 出した。 加 之 一 六 九 六— 七 年に は 『企業 論』 を 出版した 位で ある。 其窖 中に 於て 


ルイ ト四 世を眞 似て a  society  for  encouraging  polite  learning,  for  refining  the  Englisli  language, 

and  for  preventingb.arbarisms  of  manners  (都雅な 學問 を獎勵 し、 英吉利 語 を 優美に し、 粗野な 作法 を 

防止す るた めの 協會) を 建設せ よと 喑に^ ir^, 王を勸 誘した。 卽ち學 士會院 (Academy) をつ くれと 云 

ふので ある。 一六 九 五 年に は 終に 役人に 成った。 其 役柄 は 硝子 税 取扱 掛に屬 する 會計官 (accountant  to 

？ commissioners  for  managing;  the  duties  on  glass) とい." 賴吏 である。 

斯の 如くい ろくな 方面に 意 a s ある 人で あるから して、 縱令詩 を 作っても 實用 的の 事し か 書け ない も 

のと： えて、 一 七 〇〇 年に は 『眞 正の 英人』 (The  True-born  Englishman) と 題す る 諷刺 詩 を 作った。 

何故 此詩を 作 つたと いふ と當時 タ ツチ ン.， (Tutdlin) なる 者が るて、 『外國 人』 (The  Foreigners) の 題で 

;^^::^と和蘭國のことを滅茶苦茶に惡ロした末、 畢竟 彼 は外國 人な りと 絕 叫した ことがある。 デフ ォ. 1 

の 詩 は 取り も 直さす それに 對 する 答 辯であった。 ， J れ が因緣 とな つ て 彼 は ヰ リア ム S 信任 を 博す る樣 にな- 

つた。 いろく 恩賞 を 受けた 事 も ある。 官邊の 用事で 外國 などへ 内密に 派遣され た 事 もあった。 夫より 以 

後 彼 は 種々 の 著作 を 公に した。 部数から 云へば 洁溝 であるが、 內容は いづれ も 同 一 である。 一 寸其 題目 を 

擧 ゆても、 『議會 の 承諾 を經 たる 常備軍 は 自由 政府と 矛盾す る ものに あらざる 論 JK An  Argument,  slswing 

i^llat  a  Standing:  Army,  with  Consent  of  Parliament,  is  not  inconsistent  witti a  p-ree  Govs-nmellt) だ 

の、 『抗議』 (Remonstrance) (是は 彼が 女装して、 議院へ 入場せ むと する 川 ー レ ー 議長に 自ら 渡した もの 

で、 專橫 なる 衆議院の 態度に 對 する 抗議で ある。) だの、 『審査 確定せ る英國 民の 衆 合 圑體の 本源 的權 利』 

(Tts  original  Power  of  the  Collective  wody  of  the  People  of  England  Hxamined  and  Asserted) だ 

の、 『佛國 との 開戰 に反對 す. る理. E』 (Reasons  against  a  War  with  France) だので、 彼が 如何なる 記者 

で 如何なる 傾向の 人で あつたか は、 此 恐るべき 長々 しい 表題 を 見ても 容易に 知る ことが 出來 る。 一七 〇 二 

三 四 I 


三 四 二 

年に ヰリャ ムが 死んで、 デフ ォ ー は 保護者 を 失って 仕舞った。 それに も 拘らす 彼 は 女王，^ 卽 位の 後 も、 

然として s 治 及び 宗敎の 論 爭に携 はって るた。 しかも 非常に 活動した。 常時 寄：.， たもの の 中で 後世 迄傳 

はって 居る S は、 つ 非^ 敎 徒に 對 する：. Y^ii- 路』 (The  Shortest  Way  with  the  Dissenters) と 云： に I 文で あ 

ろ。 是は^ 敎會 (High  church) の 紫與を 嘲弄した もので あろが、 餘り 反語が 巧妙な 爲に 却て 反 對黨の 人 

から も歡迎 された と 首 ひ傳 へられて ゐ 乙、) 

過去-一 一十 年間に 知らす く 地雷火 を 詰め込む 方に 忙しかった デフ ォ —は、 こゝに 至って、 これが 爲に彼 

と 彼の 家族と を 空中に 吹き飛ばされて 仕舞った。 彼 は 嘗て モンマス 公の ために 戦った。 ジェ 1 ムスに 反對 

した。 革命 を 辯 護した。 ヰ リャム に-幼、 詩を舉 つた。 人民 圆 體の權 利の ために 闘った。 フ ラ ン ダ ァ. 

の 戰&に 12! 對 して、 軍攻と 財務と S 不快 を 買った。 衆議院に 於け る 王黨の 首領 サ- -、 シィ モアと サ ー、 ク 

リスト ファ 1、 マスクレ ー ヴとを ひやかした 0 最近に は 全 國の高 敎會派 S 愤侶を 嘲弄した。 こゝに 至って、 

終に 人と： お 派との 抵抗す ベ からざる 程に 猛烈なる 憎恶を 避く るた めに、 隙 家 を 求めて 逃亡し なけり やなら 

なく 成った。 一 七 0 一 一年， は赏 金を懇 けて 彼の 所在地 を 捜索した。 其當 時の 官報に 載って 居る 人相 書に 

は、： a  middle-sized  spare  man,  about  forty  years  old,  of  a  TDrown  complexion,  and  ciark  tndwn 

liair,  thougli  lie  wears  a  wig,  liaving  a liook  nose,  a  sliarp  chin,  grey  eyes-  and  a large  mole 

nearhismouth: (中身畏の港せた四卜^！^位の男、 顔色 は祸 色を帶 ひ、 頭髮は ra: じく 嗜锅 色に して 假髮を 

^く、 跔. 林で 額 は 尖"、 ^に 灰色、 口 端に 大きな 黑子 あり、 0 と あろ。 その後 彼 は 終に 誹教の 科で 頭 手 架の 

刑 i 削ん-受けた h、  f . 禁錮 S 厄に 遭った。 此際彼 は 三千 五 百磅を 失って 遂に 破産した ので ある C 然し 獄 

中に 於ても 波の 活勒は K チり滅 退す る ことなく、 コー ユウ ゲ ー ト (Newgate) の 獄<5^：！ に 在って 詩 を 作って 自ら 

慰む る 以外に 尙他^ 計畫を 始めた。 先づ其 詩の 一節 を 紹介 すれば、 


： Tlie  nrst.  intent;  of  la-ws 

wcls  correcl;  f:he  efCecl;,  a-nd  check  1;he  ca.use; 

And  all  tlie  ends  of  p-unislrmenl; 

Were  only  Ms^^s  misclu ひ fs  to  prevent;: 

writ  〕ustlce  is  Invented,  w&en 

Those  engines  of  tlie  law. 

Instead  of  pincllins:  vicious  men, 

Kee;p  lionest  ones  in  cuve.: 

(法の 始めの こ、 ろざし は、 果を 正し 因 を 阻む にあり き。 罸の あらゆる 目的 は惡を 未然に防ぐ のみ。 然 

れ ども 罪 ある もの を 懲らさす して、 徒らに 直き 人 を 恐れし むる 法律 機關 ならば、 正義 は顚 倒す。) と 云 ふや 

5 な 句が ある。 白 隱和尙 の 粉 挽歌の 類で ある。 能く 斯う 云 ふ 詩が 作れた ものと 思 ふ。 又 彼が 『タ トラ 

1』 (TheTatlery 『スぺ クテ. I タァ』 (Tile  spectatcry 『ガ ー. チア ン』 つ Hie  Guardian) 等の 先驅 者た 

る 『評論』 (The  Review) と 云 ふ 定刊雜 誌を發 行した のは此 際で ある。 ( 一 七 〇 三 I 四 年 一 一月 一 九日から 

始まる。) 此 『評論』 は 本國拉 びに 外 國の新 事件、 英國 及び 歐洲 の攻 事、 特殊 竝 びに 一般 上の 貿易 を 材料 

とした ものであるが、 當 時の 狀況 として、 如何に 有益なる 報 導 も 興味が 無ければ 讀み 手が 無い。 そこで.^ 

1^ いは 三面 供樂部 (scandal  club) と 云 ふ もの を 製造して- 此俱樂 部が 宗敎、 道德、 戰爭、 商賫、 言語、 

詩歌、 婚姻、 賭博、 醉興等 を 論す る體 にして 客 を 釣った。 今 も 云へ る 如く、 是が 『ス ぺ クテ ー タ ー』 などの 

出る 因 を 成した ので、 ジョ ン ソンが ァ. デソ ンを 以て 風俗 改良の 先釅 者の 樣に 云った の は閒違 ひで ある。 - 

^^が 牢獄に 在る 間に、 時の 衆議院 議長た るサ. I、  ロバ— ト、 ハァレ (sir  Robert  Harley) が 突然 

三 四 三 
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手紙 を 以て 彼の 爲に n: でも 援 けに 成って やらう と 云って 來た。 これ はハァ レ ー が 彼の 才を 認めて、 自家の 

^足と して 使 ふに 便せ-なの を 看破した からで ある。 のみなら す 彼 は 女皇に 謁見の 際い ろく デフ ォ いのこ 

とん-取 りなした 結 ET 女 皇はゴ ドルフ ィ ン卿を 遣 はして 少なからぬ 金員 を H 、喫に 與へ又 デフ ォ ー に は 罰金 

を拂 ふに 足る だけの 金額 を 下賜した。 ー^^フ！^が女皇を德とし、 ハ ァ レ ー を 恩人と 思 ひ 出した の は 此時か 

ら である。 彼 は 一 七 OS 年の 八月に 出獄した。 其 時 は 法規が 紊亂 して、 .黨 派 心が 非常に 剡烈 であった。 之 

を證 明す る 話が ある。 「ァ If^l^ が 去る 川 事の 爲に 旅行 をしたら、 反對 派の 者が 彼 を 丘ハ隊 にして 兵營へ 送ら 

うとした。 q;!;;!;^: が これ を ffi むと、 今度 は 土地の 役人で 最も 鋭 窓なる 者 は 彼 を無籍 ものと して 神へ よう 

とした。 今 S はに 新 問の 〈か 行者が どこ を 旅行した からと 云って、 又 如何に 其 人が 邪 になる からと 云って • 

之 を妨 する^な 事 は 無い^ であろ が、 常時 は 隨分此 位な 亂 を 働いた ものである。 彼 はこ ゝに 於て 『神 

Ki なろ 法に よりて』 (JureDivino) と 超す る 長； つて 個人の 權利を 主張 レた。 詩 を 作って こんな 謹 i 

をす ると 云 ふの も、 今から； 3^ れば Hi?® か々 しい 話で あるが、 《„H 時 は それで 可かった ものと： える。 

幾許なら すして 彼はゴ ドルフ ィ ン 卿の 紹介で 女皇に 謁見の 榮を 得た。 且其 命 を 40 んで蘇 格爾へ 向けて 

出立した。 其 後 は に 首 を 突 込んで 例の 如く 散 々騒いだ 揚句、 一 七 一 三年に 至って 遂に 『評論』 を 廢刊し 

た 。ゲ I  o^ay) が これ を 評して、 ：，n1c  1X51-  Review  is  quite  exhausted,  and ち own  so  very  con- 

temptible, that  though  he  has  provoked  all  his  brothers  of  the  quill,  none さ m  enter  mto  a  con- 

troversy with  him.  The  fellow,  wlio  had  excellent  natural  putts,  but  wanted  a  small  toundauon 

of  learning,  is  a lively  instance  of  those  wits  who,  as  an  ingenious  author  says,  will  cnaurc  but 

one  skimming.: (憐れなる 『評き は： (H 勞 れ根盡 きて.； a に 憫然な s 朋を遂 けたので ある、 幾ら 他 S 同業 

*=に1^5ってか、 っても* 誰も 與而： ni に 論爭の 相手と なる 者 か 無い 位 憫然な ものであった。 優れた 天賦の 才 


能 は 有しながら 擧 問の 根柢 を缺 いた 彼奴 は、 旨い こと を 云った ある 作家の 言葉 を 借りる と、 辛うじて 一 擦 

過に 堪 へる 才子の 好 標本で ある。) と 云った。 これで 見ても、 彼が 當時 S 文人から 如何に 目せられ て 居た か 

が 分る。 『評論』 を廢刊 した 後 も、 彼 は 矢張り 政治的 論文 を 書いて 騒いで 居た。 ところが 又总諱 に 觸れて 

柿 はれた。 八千圓 出して 保釋を 願った と ある。 女皇 か 死んで から も、 依然として 同じ 調子で 進んで 

行った が、 遂に 一七 一 九 年に 至って、 有名な 『ロビンソン、 クル ー ソ ー』 (The  Ufe  and  Strange  sur- 

prising Adventures  of  Robinson  Crusoe) とい ふ 小說を 公に した c 殆ど 六十 歳に 近い 頃で ある。 これが 

出版に なるや 否や 大 好評 を 博した。 出版せ ぬ 前 は 原稿 を賫. リ附 ける 爲に 諸方の 本 星に 交渉しても 皆 斷られ 

た 位で あつたが、 最後に ティ ^  (Taylor) とい ふ 男が 買 ひ 込んで、 これ か爲に 一萬圓 以上 も 儲けた と 云 

ふ 話で ある。 何故 斯う 一時に 賫れ 出し たかは 容易に 說 明出來 ない が、 此 書の 特色に 就いては 後に 少しく 述 

ベて 見る 積り である。 ところが 『ロビンソン、 クル ゥ ソ—』 が 出て 評判に なるや 否や. - 彼 は 直ぐ 敏 から 

攻擊を 受けた。 攻擊と 云 ふの は 『クル ゥソ ー』 に 傚った 襟 題で、 デフ ォ ー の 私 生涯 を 書いた 冷評 的の 作物 

が あら はれた 事で ある。 其 書の 名 は 『南北 不. 列 顚王國 に 五ト年 以上 單獨に 生活した る メリ ヤス 星、 倫敦の 

D i D 11 君の 傳と其 奇的烈 なる 冒險』 (The  Life  and  Strange  Adventures  of  Mr.  D 11 D 11 ,  of 

London-  Hosier,  who  has  Lived  above  Fifty  Years  by  himself  is  the  Kingdoms  of  North  and 

South  Britain) と 云 ふので、 中には ク ルゥ； ^も 出る がー ァフォ —も 出る、 フ ライ ディ (Friday) も 出て 來 

る、 二 一人が 懸合 ひで デ フ ォ ー の 不幸 を 嘲り 彼 の 經歴を ひやかして る る。 冷嘲 はこれ に 留まらない。 同じ年 

に 『有名なる ロビンソン、 クル ゥソ ー の 著者 D I D 11 に與 ふるの 書』 (An  Epistle  to  D —— D 11 . 

the  Reputed  Author-of  Robinson  Crusoe) と 云 ふの が 出た。 其 中に いはく、  ：  IVIi ノ  Foe,  I  have  perused 

your  pleasant  story  of  Robinson  〇msoe;  and  if  tlie  faults  of  it  liad  extended  no  furtlier  ttian 
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ttie  frequent  solecisms  and  incorrectness  of  style,  improt-abilities,  and  sometimes  impossibilities,  I 

llad  not  gi\,en  you  tlie  tlduble  of  this  epistle.: (フォ ー. 君よ、 余 は 『ロビンソン、 クル ゥソ —』 なる 

偷決な物：^.-5を 一 諝 した。 而 して 若しせ、 缺 點 が隨分 少なくない 文法 上の 誤謬 だの， 文體 の不齊 だの、 乃至 は 

4« り^も ない 事柄、 として 有り得べ からざる 事柄 だのと いふ 者 以上に 出なかったならば、 .wi は 態々 本書 

を 足下に んで 頂く にも 及ばなかった ので ある) と。 此男は 『ロビンソン、 クル ゥソ I』 の 下卷が 出た 時 

にも. K に攻 架した 相で あろ。 斯樣に 有名に なると 同時に 四方から 攻擎の 批評 を 受けた が、 今では 『ロビン 

ソン、 クル ー ソ •-』 だけ 殘 つて、 其 等 S 批評 は 悉く 忘れられて 仕舞った。 彼 は 一般の 公衆 を 味方に 有って 

居る。 幾ら 惡ロを 云うても 資れ るから 仕方が無い。 又い くら 悪く 云 はれても、 費れ れば霄 くと 云 ふの が- 刊 

卞義で 有ったら しい。 一 七 一 九 年の 四月に 上卷を 出して、 同じ年の 八月に は 其 下卷を 出した。 下 

卷ん」 出版して、 辆 飽き 足らない か、 遂に 一 七 一 一 〇 年に は 『ロビンソン、 ク ルゥソ I の 生涯に 於け る嚴肅 なる 

考^3及び彼-カ：^境の幻„:京』 (serious  Reflections  during  tlie  LTife  of  Rot-insoll  〇nlsoe,  with  his  Vision 

of  the  Angelic  world) と 云 ふ を 出した。 何處 まで も，^, ン ソン、 クル ゥ ソ— で 押し通し て 行 く 積り 

此 險談に 就いては、 勿： fl 悪く 云 ふ 側の 云 ひ 分で は あるが、 .^3, 叫 FT^I セ， T,^,^ と 云 ふ， 難船 

して 四 バ： 年 無人 ひ 1 に^らした 男の 日記 を 倫んだ もの だと 云 ふ說が 大分 行 はれて 居る。 然し 資は 左樣で 無い 

と 云 ふこと が始ど ^明され て 居る。 けれども、 そんな 考證は 大切と は 忍 はない から、 別段 これ を 深く 述べ 

み 必要 は あるまい。 鬼に 角、 『ロビンソン * クル ゥソ —』 で 成功した 彼 はこれ に 味 を 占めて、 續々 小 說を書 

く樣 になった。 一 七 一 一 〇 年中に 『キ ァ ビ テ ン 、 シ ン グル トンの 一 生と 海上 泥棒』 (The  Life  and  Piracies 

of  Captain  singleton) を 出した。 是はシ ングル トンと 云 ふ 小兒が 誘 55 されて 浮浪 漢に 褎られ て、 其 後 マ 


ダガ スカ— (Madagascar) から 亞非利 加 を橫斷 するとい ふ 大變な 御 話で ある。 それから 時日 は 不明 だが 同 

年頃に 『騎兵の 記錄』 (Memoirs  of  a  cavalier) と 云 ふ、 名前の あら はす 樣な從 軍 日記 を 出した。 これに 

はガ ス テ ー， ヮス、 アド ルフス (Gustavus  Adolphus) に從っ て獨 逸で 戰爭 をす る 話 やら、 チヤ アレス. 一 世 

(Charles  I) に從 つて 英國 で戰爭 をす る 話が 書いて ある。 何でも 實 際の 文書に 依って 起 したと 云 ふ 評判 

である。 同じく 一  七 一 一 〇 年に 『ダンカン、 キヤ ムべ ルー 代 記』 (Tile  History  of  Duncan  Campbell) を 出 

した。 是は椏 で 而も 舉 問が 出 來て豫 占 をす ると 云 ふ 不思議な 男の 閱歴を 書いた もので、 其 中には 第一 一視 覺 

の 例な どが 澤 山に 出て 居る。 次に 一七 ニー  年に 『モ ー ル、 フラン ダァス の 運 不運』 (The  Fortunes  and 

Misfortunes  of  Moll  Flanders) を 書いた。 これ はモ ー ルと云 ふ私窩 子で 泥棒で 重婚者で 五遍も 亭主 を 代 

へたと いふ 大變な 女 S 歴史で ある。 同じく 一七 一二 年に 『カァ ネル、 ジャックの 傳』 (The  Life  of  Colonel 

Jack) を 出した。 これ は 私 生兒で 掏摸の 仲間入り をして 泥棒 を 働く 男の 歴史で ある。 一 七 一 一一 一年に は 『 一 

六 六 五 年の 疫病 日誌』 (A  Journal cf  the  Plague  in  1665)、 これ， は 疫病の 有様 を 遠慮 もな く 書き立てた 

ものである。 それから 一 七； 一四 年に は 『幸福な 口 クサ ナ 夫人』 c.,The  Fortunate  Mistress,  Lady  Roxana) 

を 出版した。 これ は 高等 淫賫の 歴史で ある。 先 づ小說 として は此 位な ものであるが、 其 他の 論文 樣の 物に 

至って は、 一 七 一 一七 年 位 迄 何 か 蚊 か 書いて 居る。 而 して 遂に 一 七三 一 年に 死んで 仕舞った。 

彼の 作物の 名前 を 順次に 點檢 して、 彼の 閱歴と 連結して 見る と、 又 一方に 十八 世紀の 特色 を ざっと 胸の 

中に 思 ひ 浮かべて、 雙方を 好い加減に 攪き 交ぜて 考へ ると、 デフ ォ ー の 小説の 性質 は旣 におの づ から 解つ 

たやうな 心 持になる。 デフ ォ— の 作は賨 際、 以上の 講義から 諸君が 豫 想になる —.— もし 豫 想が 出來 るなら 

—— 外に は 一 步も 出て ゐな いので ある。 

私が 嘗て 知人から 書翰み」 受取った 事が ある。 見る と 非常に 美事な 筆蹟で、 如何にも 床しい 心 持が した。 

三 H 七  I 


三 四 八 

けれども 不^にして、 草 體婉 挺と でも 評して 好い S か、 _ 一向 用 向が 解せなかった。 巳む を 得す 人の 所へ 馳 

け 付けて- 讀んで 貰って 漸く 返事 を 出して 濟 ました。 デフ ォ Is 小說を 請む と對 照と して 此 手紙の 事を考 

へす に は ゐられ ない。 彼 はいくら： 8 でも 解らぬ 手紙 は 書かぬ 男で ある。 下手で も、 • 拙 でも 旅館の 勘定書 

の樣に 明細に かく、 必す拂 ひ S 取れん- 2^ に隶 S く 男で ある。 活版より 木版が 稚で、 木版より 肉笨. か 妙 だ 杯と 

餘計な 趣， M を 凝らさない 男で ある。 出 來得べ くんば、 悉く  ：號 活字で 麗々 とのべつ に 書きたがる 男で ある。 

んし 文な S  - 極端に 詩と 名 づける ものが あって、 反對の 極端に 散文と 云 ふ ものが 控 へて ゐ るなら ば、 もし 

^^！が過架で散文-か川^；^-とすれば、 もし 詩が 面白い 座談で 散文が さっさと 片付けべき 懇合ひ 事と すれば、 ^ 

フォ I は 決して；^ に觸れ ない 男で ある。 觸れ 得べき 性質 を 有して ゐ なかった のみなら す、 觸れる 事 を 屑し 

とし， なかった であろ。 否 頭から 詩 を 輕 蔑した BR である。 デフ ォ ー の 作物 を 多少で も 研究す る 前に、 其大 

調 +を御 紹介す る爲 に、 一寸した 例を舉 ける c, I 

兹に： 一つ S 句が ある。 始めは 沙翁 S で、 後の は デフ ォ— ので ある 0 之 を 比較す るの はた 5, 調子 を 見る 

で、 あらゆる デフ ォし を此 比較で 律す る 積り ではない。 

a.  Uneasy  lies  t:he ゴ^ a ひ ttial:  wears  a  crown.. 

b,  Kln^??  iiave  rrecjuently  iamente ひ tfhe  rniserable  consccjuences  of  .being  .horn  to  great  filings, 

and  wished  they  liad  been  placed  in  the  middle  of  tlic  two  extremes,  .between  the  mean  and 

1:lie  great. 

雙方 とも 5： 容は 似た ものである。 けれども 一 方 は 詩で 一 方 は 散文に なって るる。 一 方に 凝った 言 ひ 廻し 

かたで 一方 は な 話し 具 八 a である。 一方 は 人 を 留まらせる、 一方 は 人 を 走らせろ。 一方 は考 へさせる、 

一 方 は 一 坪 毎に はきく 片付いて 行く。 好き 縑ひは 人に より 又 場合による S は 無 1 であるが、 何 故 かう 云 


ふ 相 遠が 出-るの だら ラ かとなる と、 此 結果 を 解剖 して 見なければ ならない。 

沙翁 S 方 は 帝王が 一年中 (ト 年で も 二十 年で も 宜しい、 彼が 位に ある 閒は 何日で も) の 狀態を 一刻に つ 

づ めて 表 はして ゐ る。 uneasy 日本語に 譯 すと 不安と なる が、 此字 がよく 利いた {H* で、 例へば 足の 折れた 

椅子に 腰 を 卸ろ して 不安で あると か、 す ほん 釣が すり 落ちさう で 不安で あると か、 凡て 長時間 S 經過を 待 

たないで、 すぐ 眼に 映る 狀態 S 不安 を 示して ゐる。 次に 來る lies 潢 たはる とい ふ 字も視 覺に訴 へる 字で 

ある。 第三の head 卽ち頭 は 勿論の 事で ある。 crown も 其 通り。 すると 冠な 頂く 頭 は 安から すと 云 ふ 句 

が 如何にも 明暸に 眼に 浮かんで 來る樣 に 鮮やかに 出來 てるる。 で 其 狀態は 帝王の 不安 を 無期限に あら はし 

て は 居る が、 苟も 其狀 態の つ > く 限り は此 句で もって 何時も 眼に 浮かばせる 事が 出ぶ るの だから、 全部 を 

代表す る斷面 的の 句の 樣な もので， 之 を 外の 見地から 說明 すると、 十 年 乃至 ニト 年の 狀態を 一 膝の 間に 煎 

じ 詰めた 句 だと も 云へ る。 それから. S 間 をつ める 計りで はない。 帝王と いふ 大きな もの を 冠の 一字で 代 

表さして るる。 この 字が 適切で あるが 爲に、 丁度 度の 合 はない 雙 眼鏡の 度が 合った 樣に、 帝王が 明らかに 

見え 出して 来る。 

デフ ォ ー は， J んな 技巧 を やつ て ゐな い。 長い もの は 長いな り、 短 かいもの は 短 かいな りに 書き 放して ゐ 

る。 いくら ほんやり した 遠景で も 肉眼で 見て るる。 度 を 合 はせ ない 計りで はない、 始めから 雙 眼鏡 を 用 ひ 

よ 5 としない ので ある。 まことに まともな ものであるが、 惡く 云へば 知慧 がない 敍 方と 云っても 可い。 厭 

味 や 氣障は 決して 出ない が、 器 ffl と は 云 はれない。 否 心配して 讀 者の 便宜 を 計って 吳れ ない 書き振り とも 

云へ る。 もしくは 伸縮法 を 解せ ぬ、 彈カ 性の ない 文 草と 評して..^ 構 はないだ らう。 汽車 汽船 は 勿論 人力車 

さへ 工夫す る 手段 を 知らないで、 どこ 迄 も 親譲りの 一 一本 足での そく 步 いて 行く 文 草で ある。 そこが 散文 

である。 散文と は 車へ も乘ら す、 馬へ も乘ら す、 何等の 才覺 がな くって、 唯 地道に 御 拾 ひで 御出でになる 
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文^^；トをー：ムふのでぁろ。 是は诀 して 惡ロ ではない。 步行は 人間 常體 S 運動で ある。 輕 業よりも 餘程 人間ら し 

くって 心 持が い、。 けれども 年が年中 足を檑 木に して 火事 見舞に 行 くんでも、 葬式の 供に 立 つんでも、 同 

じ f 3- でて くく 遗 つてる るの は 本人 の 勝手と は 云 ひながら 餘り 器量の ない 話で あろ。 ^^H^H の 作物 を 

批： ゆすろ ：i:s に 於て 先づ" y 丈 を 承知して 置いて 貰 ふ。  . II 

ほ斯 S 如くお. 3 文 的で ぉ^；^-着 々 進行す ベ き 苦. S 書き方で ある の に 、 „ テフ ォ ー の 小 說を設 んで見 ると、 どれ 

もこれ も 長い 感じが する。 長いと いふの は 頁数が 澤 山あって、 讀 むに 暇が か、 ると いふ 意味で はない。 

四 .AKZK あっても 短 かい 物が ある。 二三 卜 頁で も 長い ものが ある。 では デフ ォ ー の 作物 はどう 云 ふ 點で讀 

んで 長い 心 持が すろ か。 

凡ての 作物に 就いて 云 ふ 話で あるが、 比較的 長い 物 を 書いて 短 かく 読ませる 工夫 はいろ く ある だら う。 

其 中で、 筋 S 組立が 引き 緊 まって i に 無駄が 無い とい ふこと が 大分 此 問^に il 係して るる 樣に思 はれる。 

人 に は 頭が ある、 足が ある、 胴が ある。 それで びんく 活動す る。 手を切っても 不自由で ある。 足 を 切れ 

ば步 けなくなる。 頭 を 破れば 死んで しま ふ。 人間が 人間と して 生存す る爲に は. 是非とも これ 丈の 諸 機械 

が！ i はって おなければ なにぬ。 多過ぎる か.， T と 云って 手 を 一 木 切ったり 足 を 一 本 取ったり して は 一 人前と 

して 通 川し なくなる。 小說も 其： 迎 りで、 幾ら 長く とも 各部が それぐ 必要な 役目 を 有って 居る 以上 は、 讀 

ん でもつ とも だ と 思 ふ。 長いに は 和 遠な いが、 長いから と 云つ て 何處を 切.：： 離さう にも 切り取ろ 處が な い。 

無 It に 切り離せば 不具になる、 片輪- S 小說 になる。 一人前の 小說 であろ 爲に は、 長く 共 By 非 これ 丈 は 書か 

ねばなら ぬと 思 ふ。 そこで さう いふ 小說は どんな 性質 を帶 びて 居る だら うかと 考へ. て 見る と、 つまり は 組 

立 il を やらな けれ 始末が 付か なくなろ。 その 組立が 煉瓦 を 積んだ 樣に 緊密で、 たと ひ 一枚たり とも 勝手 

に 引き 拔 くと、 isB* か ぐ K 解す ると 云った 具合に 出來て 居れ ぱ、 幾許 長く とも 讀者は 成程と 合 1^ しなけ 


れ ばなら ない、 尤も だと 思って 讀 まざる を 得ない。 長い もの をつ い 短 かく 讀 まされて 仕舞 ふ。 それで はさ 

うい ふ 組立 は どんな 組立 か說 明して 見ろ と 成る。 私 は それ を かう 說明 する。 或 一 つの 筋の 縱に 貫いて 居る 

もの (ある 場合に は潢に 行き渡つ てるる ものになる かも 知れない。 筋の 意味、 貫く、 行き渡る の 意味 は、 

後段に 性格 や 事件 を說明 するとき に、 自ら 分る 樣に なる。) が卽 ちそれ である。 何と なれば 其 筋が あらゆる 

編 章 をセメ ン トで 堅めて 動かぬ 樣 にす るからで ある。 他の 曾 葉で 云 へ ば 興味の 統  一 (unity  of  Interest) 

を與 へる からで ある。 然し 唯 一 つの 興味が 一 貫す る 丈で は統 一 を與へ ると 云 ふ 計りで、 それ 以上に 刺激性 

の 興味と 云 ふ ものが 無い。 統 一 は あるか も 知れぬ が 死んだ 統 一 である、 器械 的 義理 一 遍 _s 統一 である。 何 

故と 說 明す るが もの はない、 統 一 に 自由が 無い からで ある。 兵隊の 擧止 動作に 統 一 が ある 如く 統 一 に は 相 

違ない が、 外から 威壓 的に 餘 儀な くされる 統 一 である。 型に 這 入った 統 一 である。 作家 か あらかじめ 筋 を 

作って、 作 中の 人物 を 其 筋に 合 ふ樣に 働かせる から 統一が 出來 たとい ふ 迄で、 作 中の 人物の 方で は、 此統 

一 を 無理に も 維持す る爲に 作者から 强 ひられて ゐる。 讀んで 窮屈で ある。 生氣 がない。 だから 此弊を 免れ 

る爲に は、 是非共 篇 中の 人物の 方が 自由意志に 從 つて、 自分で 纏まった 筋 を 構成す る樣に 働いて 行かな け 

れ ばなら ない。 さ -フ すると 其 小 說の統 一 は 作者の 作った 統一 でな くって、 篇中 人物の 作った 統 一 になる。 

だから 有機的になる。 形式 を脫 して 生 氣を帶 びて くる。 統 一 が 心理 上の 必要に なって 來る。 

有機的の 統 一 は 器械 的の 統 一 と 同じく 部分と 部分の 關 係から 成立す る。 た 5* 有機的で あり 得る 爲に は、 

部分と 部分が 作者の 命令に よって 關 係して るて はならぬ。 自己の 本性に よって 連結し なければ ならぬ。 

(作家が 大事 件の 推移 を寫 すに 偶然 を 嫌 ふ は 此弊を 避く るが 爲 である。) 部分と 部分が 自己の 本性に よつ 

て 連結す る 以上 は、 兩 者の 關係は 心理 上の 因果に よって 縱に 推移し もしくは 潢に 展開し なければ ならぬ。 

心理 上の 因果に よって 推移し もしくは 展開す る統 一は、 統一 の 爲の統 一 ならす して、 發展の 爲の統 一 とも 
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見ろ： jiz か出来ろ。 ？ liM は どこかで 留まらねば ならぬ。 永劫の 發展は 宇 .^E の 大法で あるに も拘ら す、 段階 を 

* して？ の 一 時期ん-終るん^！：然の原刖でぁる。 發展の 末 後に 落着の 一 段 を 添 ふる は 自然の 歸 着であって、 

統；！ 3 一  部分で あろ。 んし宋 .1^ に 解決 S 燈火を 點ぜぬ 時 は、 〈1 後 を  一 ^して、 凡ての 發 股の 一 面 全 體に之 

と 均しき， 0 の ある を備 へて、 統一 -S 感を 保護せ ねばならぬ。 是に. H 然. S 原則で あると 同^に 人 問の 要求で 

あろ。 人 の a 然ん. 觀 察する とき は、 必す 此點に 達して 巳む のが 常態で ある。 觀 察して 此點に 至らざる も 

の は 未だ. a 然を 語る^ 格 S ない ものである。 その 人の 說は いまだ かって 人類に 採 州され た 試しがない。 觀 

察 J!<:;.G: 身ん 自ら 不満：： え を^ じ て 、 大抵 は 之を發 表せす して 巳む もの である。 或 意味 か ら云 つ て 纏ま つた も 

のでなければ * いか^の，：： 然 でも、 *^:!かぬと同じ結某に陷るのでぁる。 寫眞の 様な 器械 的の もので も、 あ 

乙 所、 ある- M、 あ 乙 物と して 統一 S 感を 起しせ な 自然 を 選んで 置いて、 • しかる 後に カメラ を應 川して るる。 

だから 小説 は，：：： 然 にある かも 知れない、 然し 自然の ある 部分 を ある 位に ひき 千切って、 唯 有りの 儘 だから 

小說 だと 號 しても、 人に は讀 まれない。 同 ゆに  一；： J-el 然に 落ちて る さうな 事で なくても、 以上の 諸 件に 適 

つてろ ろ W 上 は小說 として 通^す る。 もし 深く 研究 すれば，： z 然としても 通^す るか も 知れない。 私 は 最前 

デフ ォ—  ^ 作 は いづれ も 長い 感じが すると 云った 0 ^長い 感じ を 解剖して 見る と、 全く 此條件 を 具備して 

るない からと いふ 事に 歸せ する。 デ フォ ー は 日常の ^$,ぽ以外 に柯事をも書 かぬ 人で ある。 『口 ビ ン ソン、 

クル— ソ I』 の 如き Hi 流！； I で すら isT 夫が^ を 引く 樣な 具合に 甞 いて ある。 だから 自然と 云へば 尤も 自然に 

近ぃ作^^でぁ厶。 それが 長くて 諕みづ らいの は、 自然 不自然の 點 から 起った のでない 事 は 明らかで ある。 

全く 構造の 點 から 來 たものと 私 は 信じて ゐる。 

^3 巾 は 通 まつ たもつで はない、 冗？ lilg まった もの だとい ふ 人が ある。 それ は 同せ ^ しても 好い。 然し 自 

己が 世の中 を觐 察する 態度が きまる と、 世^中 も 存外 締め括 りのある ものである。 此 締め括 りのある 


を 筆に したの が小說 である。 世の中が 冗漫 だと 云って、 自分が 冗漫な 事に は 頓着せ す、 無頓着に 冗漫な も 

の を 書いて 是が 世の中 だとい ふ。 世の中 かも 知れない けれども、 世の中 を どこから 見た のか 分らない。 現 

に 世の中 を 見せられても、 明らかな 印象が ちっとも 起らなければ、 見せて 貰 はない と 一 般 である。 

世の中 は 冗漫 かも 知れない が、 これ を觀 察する 人が、 一定の 態度で、 此冗漫 の 人生 を 部分に 區 切って、 

一種の 纏り を附 けて ゐ ると、 其 人 は 其 纏り を 付けた 爲に、 それぐ 便宜 を 受けて ゐる。 纏り をつ ける と 云 

ふ 事 は ある 結末に 達した とい ふ 事で、 結末 をつ ける 事、 卽ち ある 目的 を 立てて 其方 面に 進む とい ふ 事 は あ 

ら ゆる 活動の 源で ある。 結末 を 製造せ ぬ 人生 は 苦痛で ある。 人間 は此 惰性に 驢られ て、 常に 實利實 害の 及 

ばない 邊迄も 結末 を 附着して 纏めたがる。 但し 結末と は 時間 もしくは 場所に 於て 最後に 來 るべき 收 束の 一 

節 を 指す の は 無論で あるが、 際どく 階段 を 形づくって 全部の 落 所 を 示し 得る 現象ば かり を 意味す る樣 にな 

ると、 寧ろ 形式に 陷り 易い。 結末に 達すと は、 ある 順序 を もって 配置され たる 現象が、 ある 遞次に 至って 

巳んだ 時、 吾人が それ 以上 を 望む 必要に 逼られ ない 狀態を 指す ので、 是 等の 現象が 全部と して、 全部ら し 

く成ダ せられ、 物 足らぬ 思な き 満足 を 得た 時に 云 ふ 言 藜で ある。 あらゆる 現象に 對 する 此 態度 は、 二 樣の心 

瑰作川 を 含んで ゐる。 一 は 注意の 集注で ある C 散漫 を 忌んで 一 途に 其方 面に 向 ふ。 一 は 結末に 達した 時、 

この 凝った 注意が 解け ほぐれて 安心 をす る、 休息の 狀 態に 復 する。 

吾人が 實利 以上に 走って、 あらゆる ものに 結末 を 附着 せんとす るの は 生存 競爭の 惰性から 出た 醉興 (廣 

義に 云へば 永遠の 必要) に 過ぎぬ が、 一た び 結末 を 建立した 以上 は 注意の 姿勢 を 取らねば ならぬ。 注意の 

姿勢が 長く 續 くと 疲勞 する。 縱 し疲勞 せぬ にしても 其 姿勢 は 普通の 狀態 ではない。 從 つて 注意の 姿勢に 立 

つ 以上 は、 必す其 姿勢の 儘で 立往生す る 事 を 忌む。 この 不安の 念 は 結末が 達せられた 時、 始めて 休息の 狀 

態に 復 して 收 まるので ある。 直接に 間接に 猛烈に 微弱に、 苟も 生存 競爭に たづ さはる 以上 は、 人生の 如何 
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たん〃，：！ に對 しても 此 態度が 大 なる 公式で ある。 

從 つて 小說も 此 公式に 外れぬ 樣に 仕上け るの が 最も 人情に 適った 組織で ある。 必す しも 自然 を枉 けよ と 

云 ふので はない。 ^51き，；：：然$其儘を、 此 公式に 合 ふ樣に 切り取り 得る 樣な 態度で、 .ra 然に向 はなければ な 

ら ぬと； -ム ふので ある コ，. E 然 そのもの は 冗漫-たから、 締め括 りのある やうに 解釋 をつ けろ と 云 ふので ある。 

改造せ よと 云 ふので はない。 所謂 想像の 事件、 想像の 人物 は、 作家の 頭腦で 締め括 りのある 樣に 自然 を 解 

揮した 結 si^ と： て も 差 支ない。 彼 は 隨断專 zs- を 以て、 自然 を 改造し、 もしくは 捏造した と稱 する の は、 こ 

の 冗^な，： ffi 相な 如何に 解釋 すべき かの 問題に 未だ 曾て 頭み-痛めた 事の ない 人の 言 ひ 草で ある。 かれ 作家 

を 柿へ て、 彼等？ 111 りに. n 然 以外 を 想像した りと 非難す る 前に、 穩當に 自然 を 観察し、 一定の 態度ん-以て 之 

に 締め括りをつけた 曉に は、 どんな 形 を 具して あら はれ 得る かと 考 へて 見れば 分る つ 所謂 想像の 废 物の あ 

る もの は その 一 種に 過ぎない であらう。 

私 は デフ ォ ー の 作物が 長く 感ぜられ ろと 云 ふ 赏ー翫 的 態度から 出立して、 小 說全體 に 渉って、 一. 應 組織 法 

を 研究して 見た。 デフ ォ I の 作 S 飢織は 以上 S 條件を 具へ てるない から 、 しかく 長く 感ぜられ るので ある 

と 断お した。 ^彼 S 作物に 當っ て 0 に 論 じ て た い。 

^^：^^の作物が如：！：に上述の議論に適はなぃかを說くぺぉに、 少しく 器械 的の 徒 戲の樣 であるが、 彼の 

小？；^ がどう 始まって， どう 終る か を 比較して 見ようと 思 ふ。 と 云 ふ もの は 彼の 小說の 首尾 だけ を 比べ て 見 

ると、 悉く 同一 の 接^に 這 入って 居る と 云 ふこと が觯 つたから である。 私 は それから 上に 述べた 議； _i に關 

W して 彼の 作物 を 評する に 足る 或^ 口 を 引き出さ うと 云 ふので あろ。 器械 的な 手 續を濟 ますと， 器械 的以 

上にa?ろf^>i^なぃとも限らなぃ。 先づ 有名なる 『口 ビ ン ソン、 ク ル ー ソ —，一 の 冒頭 を： ると、 -ニ  wast-orn 

in  the  vear  1632,  tn  the  city  of  York,  of  a  good  family,  tliough  not  of  that  country,  my  father 


げ eing  a  foreigner  of  Bremen,  who  settled  first  at  HulL: (余 は 一 六 三 一 一年に ョ ー ク 市の 一 良家に 生 

れ たが、 父はブ レ メ ン 生れの 外國 人で、 一番 先に T1 に 移住した ものであるから、 本 來此國 の 家柄と 云 ふ 

譯 ではなかった 。ンと ある。 又诘 末に は、 ： To  conclude,  having  stayed  near  four  montns  in  ilam- 

tmrghi,  I  came  from  tliencc  <〕ver  land  to  tlic  Htigue,  where  I  cmt-arked  in  the  p>acket,  ana  arnvep 

in  London  the  lOth  of  January,  1705,  havin"  been  gone  from  Mngland  ten  years  and  nine  months. 

AncJ  here-  resolving  to  harass  myself  no  more,  I  am  preparing  for  a longer  journey  ttian  all  these, 

Jlavin^  lived  72  years  a life  of  inSnite  variety,  and  learned  -sumciently  to  Icnow  tlie  valt お of  ？ 

tiremcmt,  and  the  taessing.  of  ending  (ml-  days  in  peace ヽ (端折つ て 云 へば、 ハム バ ー クに四 箇月 近く 

留まった 後、 余 は 陸上 を の 港まで 來て、 其處 から 定期船に 乘 つて、 一 七 〇 五 年 一 一月の 十日に 倫敦へ 

到着した。 英國に 在らざる こと 恰度 十 年と 九 箇月で ある。 そこで 數 ふれば 七十 一 一年の 間 思 ひ 切って 變 化に 

富んだ 生活 もして 來 たし、 そろく 隱 居の 味 も 分って 來る、 平和に 晩年 を 送る 仕 合せ も懷 かしくな つたの 

で、 最、 rs 此上は 二度と 苦しい 旅へ は 出まい と 極めて、 これ 迄よりも すっと 長い 死 出の 旅へ 赴く 用意 をして 

居る。) と 結んで るる C  - 

次に 私窩 子の 話 を 書いた 『モ— ル、 フ ランダ ァス』 を 見る と、 其 始めは ： My  mother  was  convicted 

felonv  for  a  petty  theft  my  mother  pleaded  her  belly-  and  being  found  quick  with  otf^s. 

she  was  respited  for  ^tfotf^  seven  months.: (私の 母 は 一 寸 した 窃盗の ために 重罪に 問 はれた ：… 私 

の 母 は 御 肚の事 を 云 ひ 立てて 拒んだ が、 子供 を 孕んで 居る とい ふ 事が 分って、 七 箇月 閒 刑の 執行 を 猶豫 

された。) と 自分の 生れぬ 先から 書き出して、 終りに は ：1  am  come  back  to  England-  .being  almost; 

seventy  years  of  age,  my  husband  sixty-eight,  tiaving  p>erformed  much  more  than  the  limit ひ a 
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terms  of  my  transportation.: (私 は 流刑 S 年限より すっと 餘計濟 まして、 私か に手の屆く位、 良 

人が 六 I 八^で、 英 閥へ 歸 つて 來 た。) と 留めて ある。 

次に 『キ ァ ビ テ ン 、 シ ン グル トン _1 は 如 til かと 云 ふと、 ： If  I  may  t>elievc  the  woman  wliom 1 was 

taught  to  call  mother,  I  was  a little げ oy,  of  at>out  two  years  old,  very  well  dressea,  liaa  a  nursery- 

maid attend  m ひ, wlio  1:ook  me  out  on  a  nne  sulnmer-s  evening  into  tliti  fields  towpras  Isiingtoii, 

as  she  pretended,  to  give  the  child  some  air  ::: : (阿 母さんと t- ベく と吩咐 けられた あの 女の 云 

ふ 事 4^. せ だとす ると、 私 は 好い 着物み まて 躲姆に 抱かれた 二 鼓 位の 子供であった。 この 褓姆は 子供に^ 

鮮な^ 氣 み-吸 はゼる 爲と托 けて、 或：. の 暗れ た晚景 に イス リン ト ンの 方の 野原へ 私 を 連れ出した。) とシ ン 

ゲル トンの 二お の ゆか.， T お を 起して、 其 大尾に は ：  And  yet  we  came  witli  sucli p  cargo 

London  as  few  Atmenian  mercliants  had  done  tor  some  years  : ( こ ゝ數年 SEE^ ぎ K- たと ころで 

ァ， -メ二 ァの 商人で も 迚も 及ばない 樣な素 張らし い 船荷 を 積んで、 吾々 は 倫敦へ 遣って 来た。) と あるから、 

年^ は^いて なくても 鬼に. SI 敦へ歸 つて 來て 居る。 

•  .f;.^i^ら 『力 ァ ネル、 ジャック』 を 見る と ： My  nurse  told  me  my  mother  was  a  gentlewoman,  tliat 

my  father  was  a  man  of  quality,  and  she  (my  nurse)  had  a  good  piece  of  money  given  her 

take  me  off  Ws  tiands, …… ： ^はの； fi る 所に 依れば、 我 母 は 良家の 女で、 父 も麼々 の贵 人であった、 

g しで 乳母 は 父の 手許 を 離れて 私 を 宵て るた めに 多分の 金子 を赏 つたと 云 ふ 事で ある。) と 矢張り 生 ひ 立 

ちか." 述べ て、 最後 は ：  and  from  Cadiz  I  soon  wot  my  passage  on  I5ard  an  English  merchant 

ship>  for  London,  from  whence  I  sent  an  account  of  my  adventures  to  my  wife,  and ン vliere,  m 

about  Ave  months  more,  she  came  over  to  me-  leaving  with  full  satisfaction  the  management; 


<5f  all  our  afrairs  in  Virginia  in  ttie  same  faithful  liands  as  .before.: (力.、 チグ 力ら 或英 士ロ禾 S 商船に 

乘り 込んで 私 は 倫敦へ 到着した、 其處 からして 妻の 許へ 旅行 中の 冒險を 申し送つ たが、 其 後 四 箇月 經て、 

妻 も 亦， 3nT に 於け る 用務 一 切 を 前と 同じ 忠實な 人の 手に 安心して 任せて 置いて、 倫敦 なる 私の 許へ 

遣って 来た。) と あるから、 矢張り 倫 敦へ歸 つて 市が 榮 えて 居る。 

なほ 『口 クサ ナ 夫人』 の 冒頭 は ：1 さ as  t>01.n,  as  my  friends  told  me,  at  the  city  of  Poictiers,  in 

ひ p-rovince  or  county  of  f-oictou,  in  JPrance,  fldm  wlience  I  was  一〕 rought  to  England  by iny 

darents  who  fled  for  their  religion  about  the  year  1683,  when  the  Protestants  were  banished 

from  France  by  the  cruelty  of  their  persecutors.: (私 は 御友 達の 云 ふ 通り だとす ると、 佛蘭 西の. ネア 

. ^州に 於け る と 云 ふ 町で 生れました。 あの 一 六 八 三年 頃新敎 徒が 殘 酷な 迫害 を 受けて 佛藺西 

から 逐 はれた すに、 私の 兩親も 私 を 連れて 英吉利へ 逃け て來 たと 云 ふこと です。) とあって、 其 大切り は 

夫人の 侍女なる ィサべ ル、 ジョ ンソ ンの ロを藉 りて、 ： And  having.,  as  she  Ijelieved,  made  lier  peace 

with  God,  she  died  with  mere  grief,  on  the  2nd  of  July,  1742,  in  the  sixty- ま th  year  of  her  age, 

and  was  decently  buried  by  me  in  the  churchyard  belonging  to  the  x^utherans,  m  the  city  OL 

Amsterdam.: (夫人 自ら 信す ろ 如く 神様に も 御 詫び をして、 一 七 四 一 一年 七月の 一 一日に 六十 五歲を 以て 安ら 

かに 往生 を遂 け、 それから r^TT^3 の 川 派に 屬 する. 寺院の 墓地に、 私が 手づ から 事 落ち もな 

く 葬りました。) と 書いて ある。 

繁冗、 -樣 であるが へ r 一  つ 『ダンカン、 キヤ ムべ ル』 を 試め して 見る と、 ：of  tlie  goodness  and  an- 

tiquity of  tlie  name  and  family  of  this  gentleman,  noTDOdy  can  ever  make  any  cluestlon.  He  is  a 

Campbell,  lineally  descended  from  the  house  of  Argyll,  and  bears  p  distant  relation  to  the  present 
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duke  of  tliat  nainc  in  scotksa,  and  wlio  is  now  constituted  p  dulce  of  England,  by  tlic  style  and 

title  of  Duke  of  Greenwich.:  0 る 紳士の 家名の 古く 立派な こと に 就いては、 何人も 異議 を 插む餘 地 

がない。 彼はァ I- 力 ィ ル 家の 娘 流た る キヤ— ムべ ル家の 一人で、 蘇國に 於け る 同名の 公爵で、 今 は ダリ— 二 

^公 as の 名の 下に 英國の 公 に敍 せられた 家と 遠い 親戚の 間柄で ある。) と系圆 から 説き出して 居る。 

^以上 を 給 合して 考 へて 見る と、 一 目 瞭然 たるの は デフ ォ I の 小說が 主人 公 を寫す の に 必す 幼時 か ら說 

き 起す と 云 ふこと である。 甚 しいの は 主人公 S 兩親 又は 系圆 から 始めた のさへ ある。 而 して 其 結末 は必す 

主人公が 老人に なって 倫敦に 落ち着く か、 或は 死んで 仕舞 ふこと になって 居る。 (但し 『ダンカン、 キヤ ム 

ベ ル』 だけ は 除外例で ある。.) これ を 一 言に して 云 ふと、 主人公の 生涯の 始めから 終り 迄寫 すの が 中： 意で 

ある 如くに 思 はれろ。 成程 斯う すれば 始めが あり 又 終りが ある。 其點に 於て 纏まって 居る と 云 ふこと が 出 

来ろ。 然し 人の 一 生涯と 云 ふ もの は 生れた からして 何事 かが 起って、 死んだ から 其 何事 かが 纏まる と 云 ふ 

も S では 無い。 人が 生れる。 生れる と 云 ふこと が 夫 自身に 於て 一 事件 かも 知れぬ。 一 事件で あると すれば- 

人が 死ん， たはに 其^ 件が 失くなる までで、 其 波瀾が 消えた のと 其 事件が 纏まる のと は 非常な 相違が ある。 

私 は 段に 於： し 網 まった 筋が 必要で あると 云った。 然し 其 纏. まると 云 ふ 意味 は 興味が 纏まる と 云 ふこと で 

ある。 更に 解剖して 一： ム ふと、 離合し 發股 する 事件が 夫 自身 を褐 して 同時に 統一 せられる と 云 ふ 意味で あろ ハ 

^^と 反動と が 链れ合 ひ 絢み 合って、 或 終極に 到着す ると 云 ふ 意味で ある。 人の 生死 は 一 の事寳 で" 

此 か畔 によると 今の 條 件に 伴な ふ 場合 も ある けれども、 诀 して 夫 等と 同 一 不一 一の もので は 無い。 生 を 

始めと す.；； ば 死 は 終りで あろと 思 ふ。 成程 それ は 終りで ある。 然し 生と 云 ふ ものに 封しての 終りで ある。 

生 S 有して 居る 波瀾の 終りで はない。 波 溯の 終り かも 知れぬ。 然し 波瀾 S 収まった もので は 無い。 波 潤の 

收 まった もの かも 知れぬ。 然し 勝手に 收 まった ものである。 專制 的に 天が 收め たもので ある。 藝術 的に 收 


まった もので は 無い。 收 まる 事の 出来ない にも 拘ら す、 天が 其 人 を 殺して 仕舞へば 否應 なしに 收 まるので 

ある。 然し 事件に 落ち if きの 無 いのは 死んだ 所で 依然として 異ならない。 吾人 は それで 物 足りる と は 思 は 

ない。 どこ 迄 も 不満で ある。 卽ち 吾人の 要求 を 満足 させぬ 所から 云うて 藝術 的で ない。 前の 言葉で 云 ふと、 

自然に 對 して 取締り の あ る 觀察を して ゐ ない。 ゐる樣 に 見える の は 只 形式で ある C 私の 考 へで は單に 生死 

の 二 事件 を 眼中に 置いて 小說を 書く の は、 正月の 元日から 師走の 三十 一 日 迄 日記 を附 けて、 其 中の 出來事 

の 纏まり 如何に 拘ら すた-. - 大晦日が 來 たから 止める と 云 ふのと 一般で、 外形ば かり 纏めて 2： 容に 頓着せ ぬ 

ものと 云うて 宜しい と 思 ふ。 從 つて 本末 を 誤った 結構で ある。 吾人 は斯 かる 外形の 纏まり を 要求す るより 

も 主題た る 内容の 纏まり を 要求す る 方が 强 いので ある。 デフ ォ ー の 作 は 此點に 於て 明らかに 誤って 居る と 

共に、，， これが 彼の 作物 を 長く 感ぜし むる 原因の 一 つで ある。 

デフ ォ ー の 小說に 始め あり 終り ある は 此處に 述べた 通りで ある。 而 して 其 首尾 は 外形に 於て こそ 首尾た 

り 得べき も、 內容に 於て 必す しも 首尾たり 得べ からざる こと も說 明した。 始めと 終りと に 就いては 斯の如 

くで あるが、 始めから 終りに 達する 道筋 2^ 如何で あらう。 暫く これに 就いて 論じて 見ようと 思 ふ。 余は此 

前のと ころで、 長い 物 を 短 かく 讀 ませる 方法と して 興味が 一 貫せ ねばなら ぬと 云った が、 其 興味の 如何な 

る もので あるか は 未だ 說明 しなかった。 そこで 先づ 之から して 少しく 詮議して 見たい。 興味と は 英語の 所 

謂 interest で主觀 的な 感じで ある。 二れ を 一層 明らかにする 爲には 分類して 見る 必要が ある。 而 して 興 

味なる 文字の 性質から 云うて 主觀 的な 感じで あるから して、 矢張り 主観的な 分類で なければ ならぬ。 同時 

に 此主觀 的な 感じの 原因になる もの 卽ち 其對 象に 依って 分類す る こと も出來 る。 此方から 云へば 客観的な 

分類で ある。 客観的 分類と は 小説に あら はれた 材料に 依って 興味の 解剖 を 遣る と 云 ふ 意味で ある。 小說に 

あら はれた 材料に 依って 分類 を すれば 千 差 萬 別になる では あらう が、 これ を總括 すれば、 S 小說 中の 性格 
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(character) より 起ろ 興味、 S 小說 中の 事件 (incident) より 起る 興味、 3： 小說 中の 景物 (scene) より 

起る 興味と なる。 所が 是はー 2^ 甚だ 明 咬な 區 別の 樣に思 はれる が、 少し 考 へて 見る と、 大分 混雜 して 來る。 

小說 となれば 必す 人物が 出て 来ろ。 此 人物に- sBf 純で も複雜 でも ある 性格 を 具へ てるる。 それから 此 人物 

は 地； 上の どこかに 居ろ。 卽ち 場所 を 離れる 事が 出來 ない。 此 二つ は 誰の 眼から cs- て も 明らかな 區 別が あ 

る。 W るの は 第三の 事件で ある。 今 私が 諸君に 向って、 性格と 事件と は 同じです かと 聞いたら、 諸君 は必 

す 否と 答 へられる に 違 ひない。 それな 事件と 場所と は 同じです かと 聞いたら 猶 々否と 答 へられる だら う。 

しかし 所謂^ 件なる もの は、 何から 出 來てゐ るかと 考 へて 見る と此ー 一つから 出 來てゐ るの だから 仕方がな 

い。 それん-詳しく 御 話しす ろと、 事件の ；. 極端に は、 單に 場所の 活動から 出来る ものが ある。 例へば 雪が 

降ん、 雨が 降 乙の 類で ある。 又 一 方 S- 極端 を！： と、 ，ぼに 性格 S 活動から 出來る ものが ある。 例へば 人 を 

斬る、 人 を 助ける の 類で あろ。 其 中間に は 場所に 属する 人間 (主人公に 關係 なき) が 働いて 起る 事件が あ 

ろ。 火事 を m す。 御祭 を やる 等で ある。 或は 卞人公 以外 S 人間が、 卞_人公の^>^|^5如何に拘らす起し得る事 

件が あろ" 免職に する、 細君が 死ぬ 等で ある。 だから 其 極端 を 云 ふと 場所 (の 活動：) 卽ち 事件、 性格 (の 

卽ち 件で， 別に^|<件とぃふ：€門を設ける必要がなくなって仕舞ふのでぁろ「" で 通例の 事件 は、 此 

； gig!"  ^ を樣々 の 姿に 變 じて 往復して るるので ある。 さ、 フ して此 事件 バ ，5 性格 (の 活動) を 離れて 場所 (の 

に 近づけば 近づく 程、 卞 人 公から 3- て 偶然 S 度が 强 くなる" と 云 ふの は 主人公の 内 的 表現と 獨 立し 

て：； が 起る からで ある。 之に 反して、 ^？^仲が場所 (の 活動) を 遠ざかって、 漸次 性格 (S 活動，) に 

な^^ん-有して 起る 樣 になれば なる 程 必然の 度か强 くなる。 事件が 主人公の 意志 如何に 因って 支配され る 

分 z!5i_ か 多くなる からで ある。 (凡て 事件 S 起る 原因の 方から 云 ふので、 其 結 51^ を 云 ふので はない から 混同 

して はいけ ない 0) 


で、 前に 私 は 作物 は 筋が 通る か 行き渡って 纏まった 感じ を與 へなければ ならない と 云った。 此 筋と は說 

明す る 迄 もな く 事件の 事で ある。 其 事件が 極端 は 場所の 活動と 性格の 活動で あると すると、 場所の 活動が 

纏まった ものと、 性格の 活動が 纏まった ものと が、 雨 極端に 出 來る譯 である。 前者 は 例へば 火事 を 火事の 

敍述 とし て 纏めた 樣な もの になる が、 小說 は元來 人物 を 主と す ると 云 ふ 定義 を 許す 以上 は、 是 は 寧ろ 切り 

棄 てても 差 支ない。 殘る 極端に ある 性格の 活動と して 纏まった ものが 遙 かに 重大で ある。 (私 は 最初から 

人間と 場所 を竝立 させて 論じて はるない。 人間 を 主として、 其 人 閒がゐ る 爲には 場所が 附屬 的に 必要で あ 

ると 云った 迄で あるから、 よしや 謂 ふ 所の 事件が 場所 丈の 活動から 起つ て も- 其 結果と して 人間に 影響 を 

及 ほさない 以上 は、 纏まる 纏まらな いに 論な く 急いで 研究す る 必要 はない ので ある。) 

偖 性格の 活動と して 纏まり 得る 事件が 純 乎た る 形式に 於て 自然 小說 にも 存在し 得べき もので あらう か。 

殘 念ながら 無い と 答へ るより 外に 仕方 はない。 凡そ 天地 間の 現象に 皆 相當の 理由が あって 起らない もの は 

1 つも あるまい。 相當の 理由が あって 起る 以上 は 皆 必然で ある。 けれども 私なら 私、 あなた 方なら あなた 

方から 云へば、 自分と 相談し ないで 勝手に 起る ものが いくらでも ある。 それ 所ではない 吾人の 人生の 三分 

の 二 は 資に此 偶然から 成立して るる。 自然 は眞 空を惡 むか は 知れぬ が、 自然 は 偶然に 對 して は實に 寛大な 

ものである。 して 見る と 作物 を 作っても、 ー篇 悉く 性格の 活動 丈から 出來た 事件 を 排列す る 事 は、 たと ひ 

瑰に 於て 望ましき 事で あっても、 實 際に 於て は 有り得べ からざる 藝 である。 だから 偶然の 事件と 必然の 事 

件と は 如何なる 小說に 於ても 相 交 はらなければ ならない。 況ゃ 起る ときには 偶然の 事件で も 其 結果 は 必然 

の 事件 を 十む 樣な 場合 に なる 事. か 多 いの だから、 猶更之 を 無用 視す る譯 には疗 かない。 

だから 性格の 活動から 出る 事件で 纏まった ものと 云へば、 比較的と 云 ふ 條件を 付けなければ ならない。 

しばらく 此條件 をつ けて、 さて 此種 S 事件 は どんな 樣式 をと るかと 考 へて 見る。 
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I- 一穴 二 

( ！) 茲に必然なる性格の^^現として5-と云ふ事件が出來る。 此 巾が 同じく 必然なる 性格の 表現なる 乙 

に^する はに は、 性格 CI 身のお のづ からなる 變化 1,1 よる か、 或は (此 場合が 十中八九 である) 偶然なる 事 

件な 輪 入して 性格 S 上に^ 罂せ しむる かの ニ途に 過ぎぬ。 かくして 甲が 乙に 變じ、 乙が 又 同様の 過程で 丙 

に變 じ、 浙々 變じ變 じて 炎に 至る とすると、 此事 件の 速 鎖 中から IS 然 なる もの をし ばらく 取り除いて、 性 

格の^^ なる E- こ 丙 丁 …… 皮 丈 を 取って 考へ て 見る と、 悉く 心理的の 因果律で 束縛され てるる。 甲から 丁 

に 飛んでも、 B- の 次に B- を 加 へても 不可ない。 た  >  甲 こ 丙 丁 …… 庚の シリ ー ズ として 統一が ある。 (皮に 

來ろ ws^ か 一段落 吿 けたと すれば。) 最前 私が、 筋が 縱に 一貫して るる 統一と 云った の は、 此シリ —ズの 

^である。 何 故縱 かと 云へば^ 件が 推移す る 統一 であるから である。 之 を 性格の 方から 云 ひ^はす と、 性 

格の 變化發 股から 生す る統 一 である。 

(一 一) 前に 述べた 性格 S 表現と して S- とい ふ 事件が 出來 る。 さう して、 此 ¥ が 主人公の 性格 S 一部 一角 

にと"まる^^がぁる。 すると 次に 出る こ 丙 丁 …… 狭 も亦此 一部 一角の 推移と 變 化になる。 (無論 他 部と il 

保 も あり 影 « も 生す るに 相途 ない が。) 此 一 部 一角が 微細 なれば 微細なる 程、 次に 出る 連鎖 は 細くな ろ。 

しばらく 見方 を 俊へ て此 S- を 大きな ものにする。 全 性格の 表現と も 見 5t べき 事件 11 たと へば 舉校 生活 中 

に 起る 事件と か、 結 娘 後に 起る 事 ii: とか、 11 是等 は澤山 あるに 逮 ひない、 ¥ 件 のかた まりに 途 ひない が、 

しばらく 其 生活 を 代表す るに 足る 様な 事件 を 選んで、 さう して 前の 樣な 推移 を 描く と、 现 は 同じ 樣 だけ 

れ ども、 成^ じ は大變 ゆるやかな、 大まかな ものが 出來 る。 どこと 云って 鋭く はない。 ふはくし てるる。 

けれども矢.^^り統 一 が出來 る。 此統 一 は 全 性格の 鈍い 推移から 來る統 一 である。 急轉 直下の 勢で 切迫して 

動かない から、 遠く か.，， 眺めない と統 一 がない 樣に 見える。 是は (一) と 同性 質で あるが、 區 別し 得る 程 

に愁 じが 遠 ふから (一 一) とする。 


(三) は 推移 を 許さない。 性格 は 依然として 一所に 停 住する。 此 性格が 偶然の 事件と 逢って、 必然の 表 

現なる 事件 甲 を 生す る。 次に 同性 格 か 又 偶然の 事件と 逢つ て 必然の 事件 こ を 生す る。 甲と こと は 性格の 表 

現で ある。 けれども 甲が こ に變 化した ので もな け si ば、 乙が 甲から 生じた ので もない。 かくして 甲乙丙丁 

…… 庚に 至って、 相互の 間に は 比較的 因果の 束縛が 少ない。 けれども 甲 こ 丙 丁 …… 庚に 至って * 全 性格が 

始めて 露出され た 樣な心 持になる。 外部 内部 共に 統 一 の感が ある。 是は 推移から 出る 統 一 でな くって、 停 

住した 性格の 側面 を 一 週して 全體 になる 樣に 描寫し 終った 統 一 である。 但し 全 性格の 意義 は 時と 場合に 生 

する のみで ある。 寫し 得て 物 足りれば、 どこかに 統一-か あれば、 其 作物に とって は， それが 全部で ある。 

(偶然の 事件 は 必然の 事件 を 引き起す 道具に 用 ひる 計りで はない。 調和の 爲： 對 照の 爲、 或は それ 自身 

に 於て 興味 あるた め、 本流の 妨害に ならぬ 限りに 於て 使 ふの は 勿； i である。) 

以上 はた V 一個の 性格 を 眼中に 置いて S 議論で ある。 小 說は必 す 一個の 性格 を描寫 すると は 限らない。 

一 一人 三人 乃至 は十數 人に 至って、 繁簡 主賓 S 差 は あるに しても、 ー篇の 5 ちに 登場し 得る ものであるから、 

一個の 性格から 出る 事件に 統一が ある 如く、  二人 三人 もしくは 乃至 十数 人の 性格から 出る 事件に も、 それ 

ぐの 意味 度合に 於て 統一がなければ ならぬ。 今 之 を 詳論す るの 餘地 なき 故に 略して、 諸君の 判 斷に訴 へ 

て 置く。 

以上 三種の 統 一 のうち、 第一の 統一 に は 興味 S 加速度が ある。 第一 一の 統 一 に は 興味の 漸 移と 漸 移より 生 

する 變 化が ある。 第三の 統 一 に は 興味の 變 化が ある。 此點 より 見て、 第一 一は 兩 者の 中間に 潢 たはる 性質 を 

帶 びて ゐる。 第三の 銃 一 は、 性格が 動く と 云 はんよりも、 作者が 性格の 周圍を 動いて、 性格の 全部 (或は 

一 面の 全部) を 描き 果せたり と 意識す る 時に 統 一 の感を 生す るの だから、 必要 條件 として 一 局 每に變 化 を 

要する。 變化 なき 局部 は 重複であって、 いつ 迄 重ねても、 局部 を脫 して 全部に は 至り 得ぬ からで ある。 し 
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三 穴 四 

かも 此 31- 化に 第 一 の 如く 局部と Hi 部 5問 に 密接なる 因 Bi- 法 を 含んで 前後す る 事の 必要 のない 變化 であるか 

にして、 作家、 ことに 十：： い 作家 は、 動と もす ろと、 偶然の 事件 を濫 川して、 變化 W 道具に ffl ひる。 一見 變 

化の 目的 は それで 達せられる。 多少の 興味 は ある。 けれども、 S 旱に 外部の 變化 である。 性格の 表現に 至つ 

て は、 依然として^ 頭より 卷 培に 至って、 一 行爲、 一行 動 を 繰返して ゐる。 極端の 例 を 云へば 岩 見 重 太郞- 

i« 木 武械の 傅の 樣な ものである。 是程 烈しく はない けれども、 同型 内に 入るべき もの は 『ジ ル、 ブラ ー ス』 

(Gil  Bias) である。 ス モレット (Smollett) の 作物で ある。 ：K 他 一 言に して 云へば 所謂 ビ カレス ク小說 

(picaresque  novel) は皆此 類で あろ。 近来の もの を擧 ぐれば ポロ ー (Borrow) の 『ラ、 、エング 口』 (LP- 

vengro)  な もので あろ。 凡て 是等 S 小？？ ム S 極端に なると、 作家. か 全智 全能の 威力 を 以て 偶然の 寧 件 を 

勝- t^.?:-^ に： g 入して 場面の 變化 をと る。 場面 S 變 化する 割合に 性格のお 動に 調で あろ" 亞 利 加へ 渡つ 

て も、 へ 斤 つても、 又は 英吉利へ 歸 つても、 似たり寄ったりの 事 をして るる。 性格の 方面 を 前後左右 

から： て • 其 活動の 變 化から して 始めて 全部 を 了し 得た とい ふ 統一 S 感が 起らない。 た、. 単調 A 主人公 か 

調に 働ら いて 一 莨して ゐる 丈が 統一 になろ。 だから 厳密に 云 ふと 第三の 中へば 入れられなくなる。 

以上の三稀は無論^!^1!!^の便宜の爲めに私バ.-區別したものでぁろ。 .赏 際の 小 說が鈍 然此： 二 類型に 分れて る 

,0 譯 ではない。 互に 入り 亂れ てゐ る。 しかも 斯う 出來 上って ゐる 以上 は、 どうしても 興味の 統一が ある。 

散んだ あとで、 其統 一 の ある 興味 は ！ つの 凝った 感じに 繁 注が 出 來る。 それから 此 凝った 感じ を 一 つの 言 

i« に翻譯 すると 一句 S 命 超に なろ。 其 命 越に は必す 人生の い -og- を 含んで るろ。 翻譯の 出来ない 場合で も、 

出来？ 5 な 又 W 來 ねばならぬ 樣な氣 かする。 之. か 作物の 纏った 設據 である。 自然 を 締め括り S ある 樣に 親 

察した ぉ據 である。 ほ =y 丈 S 御 話 をして 置いて^^ Tf^n に歸 る。 . 

私の 知る 限りで は、 デフ ォ |の 作物に は 以上の 樣な統 一 が 認められない 樣に思 ふ。 手間 を 省く 爲 めに 尤 


も統 一 の あり 氣な 『ロビ ン ソ ン、 ク ル —ソ ー』 を 取って 見る。 あれ は 御 承知の 如く 漂流 記で ある。 無人島 

へ 上がって、 如何に 單獨な 生活 を持續 しゃう かと 云 ふの が 主人公の 目的で ある： 彼が 此 目的 を 立て 、 此方 

向に 進んで 行く 間 は、 其 一成 一 敗 S 間に、 遠い 目的 を 對標 にす る 便宜から、 一 種の 統 一 は 得らる、 譯 であ 

る。 實際彼 は此統 一 の感を 完全に する 爲 めに 一 步々々 と 進んで ゐる。 彼 は 第 一 にわ パ， - 住居と すべき 宅地 を 

定めた" 難破船から 帆桁 だの 錯纜 など を 取 寄せて 小舍を 作った。 それから 山羊 を 殺して、 これ を 煮る 爲に 

議を 作った。 次に 船へ 行って 聖書 やら 犬 猫 やら を 連れてく る。 ぺ ンと印 氣と紙 を 持って くる。 鋤、 敏、 斧 

杯 を 取って 來る。 椅子と 机 を 造る。 日課 を 極める。 筵と 手車 を 造る。 山羊 を 剿ら して 家畜 を 飼 ふ。 垣根 を 

造る。 畠 を 作って 烟草、 甘 il をと る。 案山子 を 立てる o それから 有名な 驟 鶴が 出て 來る。 皿を嬈 く。 石臼 

を 作る。 篩 を こしら へる。 野獸の 皮を剝 いて 脩 子 や 衣服 を 調へ る。 11 まづ 斯う 云 ふ 風に 着々 進行す る。 

f J れ から 先： ：4 野蠻 人ゃフ I ラ イデ ー が あら はれて、 多少 趣が 違 ふ けれども、 クル ー ソ ー の計畫 は滯 なく 發展 

して 行く。 だから 外の 言葉で 云 ふと、 一 篇の筋 は發展 して 行く。 然し どう 云 ふ もの か 他 3 揚合 S 如く 興味 

が乘ら ない。 目的が 尤も. IH 然で、 これに 到着す る 段階が 又 頗る 自然であって、 しかも 興味に 乏し いのは、 

此 興味の 性質が 何處か 他の 場合 と 違 ふに 相違 な い 。 

( 一 ) ク ル ー ソ ー の 事件 は 自家 保存の. K 本能から 出る の だから 必然なる 性格の 活動で ある。 けれども 此 

必然なる 性格 S 活動 を 引き起す、 偶然の 事件 は 死した る 自然で ある。 自然 は 夫 自身の 法刖を 以て クル ー ソ 

いに 反應す る かも 知れな いが 、 元來が 受動的 S ものであるから、 苟も 自然 S 法則 を 犯さざる 限り は 些とも 

活劇が 生じない。 生 すれば 之に 對 する もの 、 前から 持ち越した 複雜 な？ IN" に 限ろ。 クル— ソ ー は單 に，： H 然 

と 相撲 を 取って るる。 さう して 着々 進行す る。 然し 石 地藏と 相撲 を 取って 番数 もュ； ^々進み ましたと 云ふ樣 

な ものである。 どこで 好加减 にや めても 左して 統一 を 傷け ない。 だから 加速度の 興味がない。 
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三 穴 穴 

0  0 ク ル ー ソ —が！！^, お 以後 仕遂 けた 事業 は 家 を 作る に 始まって 畠 を 耕 やすに 至って 澤山 ある。 けれど 

も 之ん- 頻別 すると 簡 から 祓雜 に、 直接から 間接に 移る とい ふ 普遍的な 階段になる 許りで ある。 だから 衣 

化に 必要な 手 t 枚 を 器械 的に 取って るる 丈で、 s: より 動く 性格の 事件が 階段 を 形づくって 漸 移の 興味と 渐 

移に 作 ふ變 化の 興味 を與 へない。 

(三) は „1 二者と 矢 1^ 相^ 聯 して 相互 を說 明す ろ 様になる が、 彼の 性格が 漂着 以後 無人島 を 去る 迄 同一 

であった と假定 して、 彼の 全 性格が 此 a 中 生活に あら はれて ゐ るかと いふに、 左う 行って 居らん。 今 云つ 

た 通" 彼 は 色々 な 事 を やる。 けれども 其變化 は眾に 外形 上の 變化 である。 L 度 を 云 ふと 彼の 性格の 一片なる 

忍耐， 巧^、 が 皿と なり、 斑と なり、 乃至 は 畠、 小 となって あら はれる 丈で ある。 だから 上部 は變 化が 

ある^だ けれども •  おは 全くの 重複で ある。 

ク ル ー ソ ー はま だ 可い ので ある。 其 他の ひどい 奴になる と、 只 誰が 斯うした、 それから 斯うした、 とした 

ばり 徒らに 拉 ベて ゐ る。 モ I ル、 フラン ダ ー スと いふ 墮落女 を 書いた ものが ある。 何れの 墮落女 も 同じ 

樣に此 女ん 仕舞に は 泥棒になる。 今 私が 說 明に 使 はう とする の は、 女が 泥棒 を 遣る ところで ある。 11 ま 

づ第  一 # にはレ ゾン、 ホ ー ル 街の 槃 星の 店で 包みみ-盗む。 ： What  tlic  bundle  was  made  up  for,  or  on 

wtiat  occasion  laid  where  I  found  it,  I Icnovz  not,  t-ut  when  I  came  to  015 ひ n it,  I  foully  tner ひ 

was  a  suit  of  ctlildt-ed-linen  in  it,  very  wood,  and  almost  new,  tli ひ lace  very  nne;  tnere  was  a 

silver  porTin^er  of  a  pint,  a  small  silver  mug,  aad  six  Sp50ns,  witll  some  otlier  linen,  a  wood 

Bsock,  and  three  silk  handlcercWefs,  and  in  tlie  Inuw  a  paper,  18,$.. ひ d.  in  money.-. 一， 此包 のな 力 

に は 何" か 人って ふ- 0 か、 又 どうして、 そこにあった もの か、 私に は 一向 分らなかった。 然し 開けて 見る 

と^=?:中には小供の^床刖リネン 一 揃， 是は品 もよ し、 又 殆んど 新ら しい。 極上 等の レ I ス、 其 外 三 合 入り 


の 銀の 皿、 銀の 盃、 匙 六つ、 それに リネン、 女の 肌着、 絹ハ ンケチ 三枚、 盃 のなかに ある 紙、 餞が 十八 志 

六片 あった。 ) 大變 綿密な 書き方で ある。 序で だから 云 ふが、 此盜品 を 一 つ 殘らす 書き付ける 所、 _ ことに 

錢を 十八 志と しないで、 わざと 六片を 加へ た 所 なぞ は、 全く デフ ォ. ー 流な ので ある。 これ はレ スリ、 スチ 

1 ヴ ンが Hours  in  a l^ibrary 中に 旣 t 注意した 事で、 彼 はこれ と 同様の 例 を 『力— ネル、 ジャック』 

の 中から 擧 ゆて るる。 私が すっと 前に スチ 1 ヴ ン を 讀んだ 時には、 彼の 例 丈が 著る しいの かと 思って 、るた 

が、 決して 左様で はない。 無数に 散點 する 中から 拾 ひ 出した 一 つに 過ぎない ので ある。 この 寫寶的 惯値或 

は 被 寶的價 値に 就て は 或は 後に 述べる かも 知れない が、 デ フォ ー は 此所迄 書かない と 氣が濟 まな い 男な の 

である。 

诸て 泥棒の 二番目に は 頸 飾 もとる。 これ は 小 供の 頸に 掛けて 居た の を 奪って、 其 小 供が 泣き出し たので 

殺して 仕舞 はう かと 思った と ある。 第 三番に は 一 一個の 指輪 を 盗む。 第 四に は 酒店で 銀の 大 1{ ，み， -竊 取す る。 

第 五番に は 金時計 を 盗む。 段々 名人に 成って 誰も 匹辩 する 者が 無い 樣に 成った，」 第 六 番には 火事場 嫁ぎ. を 

働ら いて 金時計と 金鎖と 婚禮 S 指輪と 財布と を 取って 來る。 第 七 番には 小間物屋へ 行って レ ー スを偷 む。 

第 八番に は税關 役員の 所で 五 七 磅のレ ー スを盜 む。 第 九 番には 男装して 倉庫の 窓から 忍び込んで 四 反の 絹 

をと る。 …… 何處迄 行っても 取って 許り ゐる。 盜む 品物と 場所 は 少し 違 ふか も 知れない が、 方法 杯 は 大抵 

似た ものである。 極端に 云へば 同じ 膳に 向って 同じ 箸で 三度の 飯 を 繰り返して るると 同樣 である。 但し n: 

遍 繰り返しても 人生の 事實 だから、 亊實 通り 度數 迄も噓 でない 樣 にかくん だと 云へば 夫 迄で ある。 然し 此 

智識 を 得 て 喜ぶ もの は 警察 の 役人ば かりだら う。   

—尤も 十八せ 紀の讀 者 は 今に 比べる と 非常に 呑氣な ものであった。 其 證據に は、 ぁの長たらしぃ^^^!^ 

ド ソン (Riclaardson) の 『クラ リサ、 ハ ー 口 ー』 (Clarissa  Harlowe) とか、 『パメラ』 (Pamela) とか 云 
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ふ も 5 を 何 の 苦 もな く 通 誠して 濟 して ゐた。 今の 世に 『パ メラ』 や 『クラ リサ、 ハ— 口 ー』 を 手に する 樣 

な 沈み 、マ』 拂クた 人 は 滅多にな からう。 ミ ュ ー ロック (Mulock) が 『クラ リサ』 を 請んだ 事 を 左 も 珍ら し 

さう に吹聽 して 論文 を いて ゐ るので も 分る。 或 人-か 佛颟 西の^^^  (Taine) を 評した 語に、 彼 は佛人 

でありながら. 英國 人よりも 英文^に 通じて ゐろ。 英 人の 問に は 名前 許りし か 知られて るない スぺ ンサ ー 

の Factie  Queene を 譏んだ と ある。 Faerie  Queene は 色々 な點 からして 今 代の 人に？： まれない かも 知れ 

ないか、 ^^源闪の 一 つと して は" おいとい ふ 事が 與 つて 力 ある だら う。 私の 考 では サッカ レ —の 『ぺ ン デニ 

ス』 (pendennis) や 『 -ー ュ— 力 ムス』 (Tilt-  Newcomes) です らも 長過ぎ はしまい かと 思 ふ。 だから 昔の 

人 は 我々 よりも 辛抱が よかった ので ある。 夫に しても デ フ ォ ー が モ^、 フ ランダ， -スの 泥棒 を敍 する 樣 

に、 何^迄も 押して 行ったならば、 如何に 閑日月の. る讀^ でも 降參 せす に は ゐられ ない。 そこで 流石の 

デフ ォ ー も 少し 工面 を 川 ひて ゐる。 

此 工夫 は 最前 第二 W 統一 を 御 話し するとき に、 準變化 もしくは 廣 造變化 として 御 紹介 をした もの、 卽ち 

例の ビカ レス ク小說 に 出 丁來る 場面 S 變化 であろ。 偶然の 變 化のう ちの、 所の 變化 である。 主人公 を 引 張 

つて 方々 勝手次第 にかき ろ變 化で ある。 デフ ォ ー は此 工面 を素晴 しく やった。 篇々 皆然 りと 云って 可い 

位で ある。 

『倫敉 疫病 日誌』 は蹈 E が ^1=1 であるから 倫敦 以外に 出る 事 は出來 ない ものと して、 『世界新 週航』 

(New  Voyage  round  the  world) 杯 は 其 名 か 旣に其 内容 を 示して るろ から 仕方がな いが、 他 S 並 H 通の 

小說に 至っても 矢 鱗 無性に 舞 奎を變 する。 未練な く變 する 點 にかけ て は、 恐らく 古今 獨 歩と 云って 可から 

う。 『クル ー ソ ー;t.^ 流 記』 第二  PS 如きに 至 乙と，， トラへ 行ったり 退 維へ 行ったり、 支那へ 行ったり 

すろ。 支那で は 南」 M へ 行ったり、 キンチ ヤンへ 寄ったり すろ。 日本 迄 引合に 出ろ。 (序に 云 ふ。 我國に S 


して はこん な 事が ある。 或 日本の 商人が 船で クル ー ソ ー を 日本へ 届けて 遣らう と 云った 時の 話で あるが、 

： .well,  still I  .was  for  taking  laim  at  tlhat  ； prop-osal,  ana  W03^  myself;  .hut  my  ； partner,  wlsrtr 

1; ザ an  myself,  ； persuaded  me  from  it,  representing  tlie  dangers,  as  well  of  ttie  -seas,  as  of  tlie  Jap- 

anese, さ tio  are  a  false,  cruel,  and  treacherous  people.: (それでも 私は此 商人の. s. 出 を 信用して 行く 

所で あつたが、 相手 は 中々 利口な ので、 ^上の 危險 やら、 日本人の 不正直で、 殘 酷で、 信賴 しがたい 恐れ 

が あろ 事 を說き 聞かして、 私 を 思 ひとまら した) 杯と 書いて ある。 日本人 は 余程 評判が 惡 い。) u 

又 『キヤ ビ テン、 シングル トン』 を 例に 取って 見る と、 始めは ジブ シ ー に 誘拐され て、 ニュ ー フ アウン 

ド ラ ン ド (Newfoundland) へ 行く。 それ から 又 船に 乘っ てぐ るく 廻つ て 終に 亞弗利 加 へ 着く。 黑 奴と 

戰爭 をす る。 それから 亞弗利 加の 内地 を 旅行す る。 豹 を 殺したり、 野蠻 人と 戰 つたり、 沙漠へ 出たり， 沙 

金 を 堀ったり して 英國 へ歸 る。 歸 るかと 思 ふと 又 力 デヅへ 航海す る。 海賊になる。 喜 望峯の 近傍 をう ろつ 

いて 步く。 夫から 錫 蘭へ 行って r^3^ 移る。 終に 臺灣に 向 ふ。 さう して 日本 船 三艘を 奪掠す る。 それ 

から 方々 を 流浪して 大變な 金 持に 成って 英 國へ歸 る。 丸で 夢と 同然で ある。 

參考 ではない、 御 慰みの 爲 にもう 少し 擧 ける。 『力 ー ネル、 ジャック。』 —是は 主人公の 名で、 倫 敦で大 

分 永く 働いた 末、 思 はしい 事 もな く、 其 所 を 去って、 ケム Tn リツ.、 チゃ、 グランダ ムゃ、 二 ユア ー クを うろ 

つき 廻って、 遂に H. 、チン へ 行く。 夫から 終に 誘拐され てヅ ー.、 チ -1 や 迄 出掛る。 其 所で 栽培 者に 賣られ 

て、 果樹の 番人と 成る。 それから 金が 出來 たので 自 から 栽培 事業に 手 を 出して、 途中で 本國の 英吉利へ 歸 

らうと すると 佛蘭 西の 巡遍 船に 出會 つて 終に 3^ へ 上陸す る。 それから 戀を する。 兵隊になる。 伊太 

利で 戰爭 して 獨 この 士官に 降參 する。 次に 英國 に歸 る。 カン タ ー ベリ ー に 住居 を 定める。 然 うかと 思 ふと 

艾ダ ー.、 チ 一 一 ャ へ歸 る。 さう して 一 1 ュ ー、 ィ ン グラ ンドに 行く。 一 番 最後に 又倫敦 にあら はれる。 是も變 化 
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に 富んだ 所が 全く 夢で ある。 

組織から 云へば デフ ォ I の 作物 は ざっと こんな ものである 0 いくら 變 化が あっても、 とても 読み切れな 

いの-か 常然 である。 其 上に 事件の 寄き 方が tr た 無神經 である。 此 點はス ヰフト とよく 似て るる。 こ、 に 暴 

風雨の 記述が ある。 

--All tWs  wliile  ttie  stonn  increased,  and  tlie  sea,  whidi I  liad  never  t-een  U55n  before, 

went  very  high,  tliough  nottiingf  see  wliat  I  have  seen  many  times  since;  no,  nor  what  I  saw 

a  few  days  after;  tmt  it  was  enough  to  affect  me  tlien,  WIS  was げ ut  a  young  sailor,  and  liad 

never  Icnown  anytliing  of l;h ひ matter.  I  expected  every  wave  woulcl  tla.v.c  swallowed  us  ud. 

and  that  every  time  the  Shi!}  fell  <3own.  as  I  ttiouglit,  in  the  trougli  or  follow  of  tlie  sea,  we 

should  never  tise  more;  and  in  ^llls  agony  of  mind  i  made  many  vows  and  resolutions,  tliat 

ir It  woula  please  God  licre  to  spare  my  life  this  voyage,  if  ever  I  got  once  my  foot  on  dry- 

land again,  I  would  wo  directly  home  to  my  fatlier,  and  never  set  it  into  a  ship  again  whil ひ 

I lived.: 

(此^ 風雨 はへ 处强 くな つた。 其 後 いくたび も 遭遇した ものに 比べて は、 否 其 二三 日 あとで 遭遇した 

ものに 比べて は、 何でもな いが、 何しろ これ 迄 海の 上へ 乘 出した 事の ない 私に は 波が 大變 高かった。 

だから 》y しきの 波で も、 水夫に なりたて  >  斯う 云ぶ 事に は 一切 無 經驗の 私に は應 へた。 私 は浪が 寄せる 

度に 今度 は吞 まれて 仕舞 ふだら うと 思 ふ。 船が 浪の 底に 落る 度に も- フ 上がれ まいと 考へ る。 此 心配 S 間 

にも、 もし 此 度の 航海に 神 の惠 みで i«  ！ 命が 助かったら、 再び 乾いた 土の 上 を 踏む ことが 出來 たなら、 

すぐ 樣父 S 許へ 歸 つて、 命の ある 限り は 決して 足 を 船の 中へ 入れまい と、 幾度 も 決心し、 幾度 も 誓言し 


た。) 

これ は 暴風雨の 記述で あるが、 暴風雨の 記述と は 受け取り にくい 憫れな ものである。 物凄く も 何ともな 

い。 た， 4 暴風雨が 起った さう だと 尸  1 フ！^ から 承 はる 許りで、 其 光景 は讀 者が 勝手に 頭の 中で 供 袷し なけ 

れ ばなら ない。 尤も 事 實丈は 理解され るから 夫で 差 支な いぢ やない かと 云 はれる かも 知れない。 成程 飾り 

も 歐味も なくって、 航海日誌の 樣で 結構で ある。 然し 此 事件が もし 主人公の 上に 影響して 必然なる 性格の 

活動 (卽ち 次の 事件) を 引き起す とすると， しかも 其 新 事件が 暴風雨の 物凄 さから 出る とすろ と、 是丈ぢ 

や 役に立たなくなる。 暴風雨の 物凄 さが 讀 者に 見える 樣 な手續 をと つて 置かなければ、 主人公の 性格の 活 

動 は 必然でなくなる。 恰も 偶然と 同一 價 値になる。 列，^,;^ は 此經驗 から 神に 誓って、 云々 と あるから 

此诀心 誓言 ( 一 種の 事件) を 出す に 適當な 程に 暴風雨 を 物凄く 寫し 出して 置く 事が、 作者と して デフ ォ ー 

の 義務になる。 是を 義務と 思 はなければ、 自分で 自分の 小說を 打ち 壞 して ゐる樣 な ものである。 尤も 是は 

短 かい 事件の 連續 である。 さして^_^7^にを咎めるのは酷でぁる。 然し デフ ォ， -は 徹頭徹尾 此 流儀で 書い 

てゐる 0 

TTtle  weatlier  m  tn ひ end  considerat-ly  worsened;  die  wind  sanw  in  1;lie  slirouds,  1;tie  sea 

sweliecl  lllg..hcr,  and  tlic  slii づ t>egan  tx- labour  an&  cry  out  among  tlie げ illows.: 

(仕舞に 空 模樣が 非常に 惡 るくな つた。 風が 帆に 鳴った。 海 は 高く 膨れ 上がった。 船 は 大浪の 中に あ 

かき 始めた。 さう して 大きな 聲を 立てた。) 

譯は 駄目 だが 是丈 でも デフ ォ n より は 幾 倍 か 活躍して ゐ る。 是は， IT チ— ヴ の 句で ある。 下に 揭ぐ 

る 敍述に 至って は デフ ォ ー の 樣な土 を 捏ね 廻して 作った 靈火 のない 文章と は 雲泥の差が ある。 カトリオナ 

が 親船から 短艇へ 乘 移らう とする 所で ある。 
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. ^33  二 S  boat  the  business  appeared  yet  ire  precarious  than  from  the  ship,  she  stood  so 

high  over  us.  swung  down  so  swift,  and  menaced  us  so  perpetually  with  her  。lunging  and 

passaging  upon  the  anchor  cable.  I  began  to  think  I  had  made  a  fool-s  bargain,  that  it  was 

merely  impossible  Catdona  should  be  got  on  board  to  me,  and  that  I  stood  to  be  set  ashore 

at  Helvoet  all  by  myself  and  with  on  hope  of  any  reward  but  the  pleasure  of  embracing  James 

More,  If  I  Should  want  to.  But  this  was  to  reckon  without  the  lass-s  courage.  She  had  seen 

me  leap  with  very  little  appearance  (however  much  reality)  of  hesitation;  to  be  sure,  she  waa 

not  to  be  beat  by  her  discarded  friend.  Up  she  stood  on  the  bulwarks  and  held  by  a  stay 

the  wind  blowing  in  her  petticoats,  which  made  the  enterprise ョ ore  dangerous-  and  gave  us 

rather  30re  of  a  view  of  her  stockings  than  would  be  thought  genteel  in  cities.  There  was 

no  minute  lost,  and  scarce  time  given  for  any  to  interfere  if  they  had  wished  the  same.  I 

stood  up  on  the  other  side  and  spread  my  arms;  the  ship  swung  down  on  us,  the  patroon 

humoured  his  boat  nearer  in  than  was  perhaps  wholly  safe,  and  Catriona  leaped  into  the  air. 

I  was  so  happy  as  to  catch  her.  and  the  fishers  readily  supporting  us-  escaped  a  fall.  She  held 

to  me  a  moment  vety  tight,  breathing  quick  and  deep;  thence  (she  sdll  clinging  to  me  with 

both  hands)  we  were  passed  aft  to  our  places  by  the  steersman;  and  Captain  Sang  and  all 

the は  1 and  passengers  cheering  and  crying  farewell,  the  boat  was  put  about  for  shore  : 

つ 知-^ へ 下りて と、 親船で ザへ よりも 事が 餘 程六づ かしい。 船はz>^.-けろ程頭の上にぁるo あ 

ろ 力と 忠 ふと 急に 搖" 济 ちて 來る。 錨^で 留められながら- 横に 傾いたり、 どっと 沈んだり、 事 as- 


しい。 自分 は 詰らぬ 事 をした と考へ 出した。 カトリオナ はとても 下りられ やしない。 自分 一 人で へ ルデ 

„^ト3 岸へ 上 けられる 計りで ある。 報 削と 云ったら ゼ ー ムス、 モアに 逢へ る 位の ものである。 然し これ 

は 女の 勇 氣を 勘定に 入れない 考 であった。 女 は 自分が 何の 躊踏 もな く  (内實 は 鬼に 角) 飛び下りる 檨子 

を 見て ゐ たので ある。 無論た つた 一人で 飛び下りた 男に 負ける 了見はなかった。 女 は 船側に 立ち上. かつ 

て、 跪 綱に 柿 まった。 風が 裳据に 吹き込ん だので、 下りる のが 盆危 い。 都で は 憚る 程に 靴下が 見えた。 

一分の 猶豫 もなかった。 止めよう としても 止める 事が 出来ぬ 位で ある。 自分 は 此方の 側に 立って 兩手 

を擴 けた。 折から 船 は搖り 落ちて 來る。 船頭 は 劍吞な 所 迄 我と わが 短艇 をお びき 寄せる。 カトリオナ は 

其 時空に 飛んだ。 自分 は 幸に 下から 女 を 受けた。 傍に ゐた 漁夫が 支へ て吳れ たので 漸く 踏み 答へ た。 女 

は 荒い C ぼ" 退 ひ をして、 しっかり 自分に 嚼り 付いた。 そこから (兩 手で 螺り 付いた 女 諸共) 鱸の 方へ 移さ 

れた。 親船の 方で は、 船長 も 水夫 も 乘合も 一 齊 に左樣 なら 御機嫌ようと 云 ふ。 短艇 は 岸の 方に 向き 直つ 

た。) 

此敍 述は活 きて ゐる。 鋭い 神經が 働いて ゐる。 デフ ォ —と は 丸で 遠 ふ。 尤も デフ ォ ー はこん な 精彩の あ 

る 所 を 書かない の だと 云へば 議論に はならない。 然し 凡そ 小說 中に あら はれる 事件、 ことに 偶然の 事件 を 

敍述 する 時に、 之 を解釋 する 方法が 一 一つ ある。 一 は 其 敍述を 作家 自身の 敍述と 見做す。 其 時には 此敍述 に 

よって 作家の 態度が あら はれる。 作家が 如何に 多方面に、 如何に 精細に、 如何に 驚 攫み に 自然 を觀 察して 

るる かが 知れる。 だから 作家の 性格が 廣 くて 深ければ、 敍 述も變 化が あって 痛切で ある。 或と きは讀 者に 

美の 享樂 を與 へ、 或と き は 喜 怒哀樂 の 刺激 を與 へる。 た 、.- 固定した 一 態度 を 以て 物 を る 人の 話し をき く 

よりも 遙 かに 面白い。 もし 又 其 敍述を 以て 篇中 主人公 S 觀 察した， HI 然と すれば、 観察者が 作家から 主人公 

に 移った 丈で、 あとの 議論 は 同じで ある。 デフ ォ ー の 主人公 は 電鐵の 軌道の 如く 一定 不變 の單 調な 態度 を 

三 七三 


I  二 七 四 

tl }  f  o らと 5 よぶ ナ.. よなら ない。 >;^:T^は吾人をして如何なる事-か起ったかを知らし.^ 

I 權鮮" nulsll 

が 起つ たかを 兒 せしめたり 又こォ を感せ JfeJ け、 ノこ. g-ss である。 セン セ！ ン ヨン を 刺激 

無帅 ？ ある。 下に 舉 ける S は 『騎§|』 中 力ら 弓 は" た ら"： 零 ある。 f  - ー此 通り 

^u--^ci> 今の；^ T:^^:^^ の 海の 光景よりも 甚 しくな けォ はなら なレ 箸て.^  ^る 

で： ぼ ii"nimi 

sent  3e  had  come  up.  にに、 フ， 二、、  t ぉニト さ、 珊签を 設けて、 怠りなく  戒 

おき ii 漏 iiE 

の 太 木戶の 港へ 退 即した。 余 等 は 第一 ひ W を >*®A  > lli^; 


銃卒が 堅めて 居る。 余 は 彼等 を攻擊 する 準備 をす ると 共に、 一方 王に 使 を 派して、 敵が 優勢で あるから 

歩兵の 增援隊 を 遣 はされ たしと 願った。 我 龍 騎兵 は 突撃した、 敵 も 猛烈なる 統火を 以て 抵抗した が、 王 

の 送った 一 一 百の 增援隊 が 到着す る 前に、 この 地點 から 彼等 を 追ひ拂 つた。) 

どこ 迄 行っても 此 調子で ある。 此 調子 は 簡潔 明嘹 である。 用 向 はよ く辨 する。 誰も 迷 ひっこない 文章で 

ある。 然し 一 方から 云へば スチ ー ヴン ソン も 亦 簡潔 明瞭で ある。 用 向 は デフ ォ —に 劣らざる 位 善く 辨 じて 

るる。 二人の 優劣 は 用 向を辨 する 辨 じない の點 ではない。 銅貨と 金貨との 差で ある。 もし 御 解りに ならな 

ければ、 詳しく 說 明して 御覧に 入れる。 

前に 擧 ゆた スチ ー ヴ ン ソ ン の 敍述の 中に 「カトリオナ は 空に 飛んだ」 (catriona  leapt  into  the  air) と 

云 ふ 句が ある。 これ は 若い 女が 本船から 短艇へ 飛び 乘る 時の 形容で あるが、 其 中には 文字に あら はれた 以 

上の 或 物 を 含んで るる。 「空に 飛ぶ」 と 云へば 女 S 足が 本船 を 離れた こと を 示して ゐる。 同時に まだ 短艇 

へ 着いて ゐな いと 云 ふ 事 を 示して るる。 さう して、 本船 も 短艇 も 波に 徭られ て 上下に 漂うて ゐ るの だから- 

もし 飛び 損なへば 海へ 落ちなければ ならない。 海へ 落ちる か、 無事に 短艇へ 落ちる か、 そこに 危險が あつ 

て、 其 所に 受取る 人の 心配 も、 讀む 人の 心配 も ある。 この 心配 を切實 にす る爲 には^ リオ ナが 本船と 短 

艇 との 間に 居なければ ならぬ。 然し 單に其 狀態を 示す だけで は 緩漫で 調子が 取れない から、 飛ぶ と 云ふ銳 

い 行動 を附 加して 「空に 飛んだ」 と 云った ので ある。 だから 安全に 下りた 結果 を あら はした 句で もな けれ 

ば、 又 遣り損なって 海に 落ちた 結果 を あら はした 句で もない。 どんな 風に 飛んだ かと 云 ふ、 形容の 文字で 

ある。 事件の 結果から 云へば 蛇足の 句で ある。  

， J  >  "に 注意す るかし ないで スチ 1 ヴ ン ソ ン と デ フォ ー の 觀察の 態度が 分か れ るので ある。 どんな 虱に 飛 

び 下り たかは デフ ォ ー の 注意に 惯 せざる 觀察 である。 彼 は 事 i 莨 を 好む けれども、 事資の 途中 は 構 はない。 
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び 梨せ たか、 飛び^な つた か iii 果 さへ 知れば 滿足 する 男で ある。 が 神經が 鈍い から、 C! 分-か 心配に 

ならな. 1 から、 如！ I： に 安全に 飛ばう と、 如何に 危く 飛ばう と、 それ は 氣に排 からない。 彼が 氣に 掛からな 

いから、 ^中の 中-人 公 も氣に 掛けて るない。 下から 受取った 時、 嬉しがっても、 よろこんでも、 必然なる 

竹 5g の 活動と！ 3- 做す ベ き 程度が 減じ て來 る。 けれども それが デフ ォ ー の 人格 だから 仕方がない。 

同じく ス チ ー ヴ ン ソ ン の 文中に 女が 息 を はす ませな がら^り 付いた と ある。 (she  lield  to  me  a  mo- 

ment very  tight,  breathing  ^^-0^  and  deep.) 實川 的に 云 へ ば 嘴り 付いた とさ へ 書けば 足りる。 だか 

G 川. Ms 報 ルゴ に は r 总な はす ませながら」 と 云 ふ樣な 言語 は 使 はないでも 濟む。 女の 心 は ど 5 あらう とも、 

.CE 分に |g り 付いた とい ふ 事- M さ へ 判然す れば 法廷 S 審^ は 了る ベ きで あ ろ。 尤も 特別 S 楊 合に はさ うでな 

いか も 知れない が、 何しろ デ フ ォ I なら 屹度 氣が 付かない。 氣が 付いても 蒈く惯 ig かないと して 窨 かない 

^受 八；； である。 けれども 並 "通の 人間から 见れば 此の 息 を はす ませて 囌り 付く とい ふ 所に 人 問が 存在して る 

，；？ ^に はれる。 これで こ， て 人間が 器械ら しく 見えない。 文 卓に 油が 乘 つて、 感情が あら はれて くる。 

.i^^^ に は此^^情が な い の で ぁ ろ。 

彼の 作物の 乾燥無味 なの は是が ほで ある。 彼ば かりで はない、 —八 世紀 家 Sf3 いた ものが 冷淡に 兒 

えろ の は く"；； T か はで あろ。 デフ ォ ー は 人 問 を は 計 S 機關の 如く 心得て、 此機 ilS 運轉を 全く 無神經 なる， 

0^は.的に無感礙なるまを以て無^^慮に寫して行く。 索然と して 蠟を む 樣な氣 持の する の は 勿論で ある。 

彼の：：： 的 は 乾 千 びた ij^w- であろ。 其 他に は：！： の^ 事 もない。 普通の 作家が g: 憑の 光景 を 眼前に 浮かべる ほ 

に 苦心したり、 成は感 な 添へ て 人物 を沾 動せ しむる 爲に 努力 を费 やしたり する うちに、 彼 は 何の 苦 もな 

く1^^0ふル付けて仕舞ふ。 從 つて 齊通 S 人が、 晋迪 WIS で、 普通の 會語を やる 時と 同じ 具合に 戰爭談 もや 

れば 難浙， もやる。 デフ ォ ー と 蟹 通の 人との 差 は：^ で 害く のと 口で しゃべる と S 違 ひで ある。 其 上に 彼 は 


用事 を處辨 する 氣で 小說を かいて ゐる。 

r  Tnl ひ mountain  wooded  to  tlic  peak,  tlie  lawns 

And  winding-  wla ひひ s  hig.h  .up>  lilce  ways  to  Heaven, 

T?lie  slender  coco-s  droofnng.  crown  ot  ； plumes, 

Hie  liglitning  flas.h  of  insect  and  of  t*ird, 

Tlie  lustre  of  tlie  long  convolvuluses 

Tliat  coli-d  around  tli ひ stately  st ひ ms,  and  ran 

； Ev-n  to  tlie  limit  of  tlie  land,  tlie  glows 

And  Tories  of  tlie  broad  h>elt  of  ttie  world, 

Ali  .tiles ひ li ひ saw;  rf-ut  wlial;  lie  rain  liad  Se21 

could  not  see,  ttie  Idndly  liuman  face, 

Nor  evel- ； hear  a Idtidly  voice,  t_tlt  lieard 

T^lle  myriad  sliriek  of  W.hcc31ing  oc ひ an-fowl, 

Tlie  league-long  roller  tlnmdering-  on  ttie  reef. 

The  moving  whisper  of  liuge  trees  tliat  t-rancll-d 

And  .blossom -d  in  tlie  zenitti,  or  tlie  sweep- 

Or  some  Iprecipitous  rivulet  to  ttie  wave. 

As  down  .tile  sliore  lie  ranged,  or  all  day  long 

Sat!  often  in  ttie  seaward-wazing  gor^e, 
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A  shipwTeck-d  sailor,  waiting  for  a  sau: 

No  sail  from  day  to  day,  t>ut  every  day- 

Tile  siintlse  broken  into  scarlet  shafts 

Among  tlie  p>alms  and  ferns  and  PTecl pices; 

.The げ laze  up>on  tlie  waters  to  tlie  east; 

The  t-laze  upon  liis  island  overticad; 

.Tile  blaze  upon  ttie  waters  to  tne  west; 

Tlien  tlie  great  stars  that  globed  themselves  in  weaven, 

Tlie  llollower-bellowing  ocean,  and  a^aln 

H^rt  scarlet  sliaf  ts  of  sunrise  I  .hut  no  sail. * " 

ィ ノック、 ァ I. テンが 孤 に 打 上 ゆられた 時の 有樣 を、 テ -I ソ ンは 斯う 寄いて ゐ る。 茲に人 ST か ある。 

活きた 人 ii が あろ。 感 s^s あろ 情緒の あろ 人 問が ある。 是 から 見る と，^ ビ ン ソン、 ク ル ー ソ ー の 如き は 山 

羊 を ふ^ゃ、 ^^,^を作る_5^.計り考へ てる.る。 全くの Iwffl 的 器械で ある。 此ク ル ー ソ I を 作った デフ ォ ー 

も 矢. 化り .i^ 川 的^ 械 である。 彼 S 作物に は、 どれ を 見ても 叫. -1 ソ ー の 樣な男 計り 出て 來る。 さう して 是 

が英 W 利 1： 民： 般 S 性質で ある。 彼等 は頑强 であろ。 祌經通 鈍で ある。 又 際 的で ある。 彼等 G 仕事 は 皆 

^^TT^^ 流に 成功し； しるる。 m 亞を His した 手際 は 正に ク ル ー ソ ー である。 香港 を あれ 丈に 蒼く したの 

は 正に クル I ソ I である。 彼等 はク ル一ソ い を 以て 生れ、 ク U1 ソ ー を 以て 死す る國 民で ある。 

wh^ 缺點は あろ かも 知れない が、 其 代り デフ ォ ー は寫 .ws の泰+ だら うと 云 ふ ものが ある。 然し { お -wi 

の 恋 味 を 確め ない とお 易に 然う だと 云 ふ 事 は出來 ない。 (現に 今迄の 說 明で 眞の寫 賢で ない 事 は 明らかで 


ある。) 前に も 一 寸 述べた が レス リ ー、 ス T,l ヴ ンは 彼が 寫實 的で あると 云 ふ證據 に、 力 ー ネル、 ジャッ 

列の 偷んだ 品物の 目錄を 引用して るる。 其 目録に は 何の 特色 もない。 た-. r 精密な 丈で ある。 實際 警察へ 行 

つて 調べで もしなければ、 書け さう にない 程殘 りなく 擧 ゆて ゐる。 例へば 箇條 書きに して 一つ 何、 一つ 何 

と 順々 に竝 ベる うちに、 一つ 又 小刀 一挺 杯と わざと 小刀 をニケ 所に 出して ゐ る。 つまり 實際 でなければ ま 

さか、 こんな 琪 末な 事 を 繰り返す こと も あるまい と 思 はせ るから 寫實的 だと 云 ふので ある。 成程 さう 云へ 

ば さう かも 知れない が、 私の 考 では 少し 寸法 を 間違へ た寫實 だと 思 ふ。 たと へば、 小說は 技巧で あると 自 

他 共に 假定 した 上で、 わざと 此 技巧 を 破る 樣な事 を 書き連ねて、 自分の 書いた 者 は 技巧 を 破って るる、 卽 

ち寫實 的な 讃據 だと 威張る と 同じ 事で ある。 もう 一 つ 例へ て 云 ふと、 敎員は 品行方正 だと 自他 共に 信じて 

るる 所へ、 ある 敎 員が 放蕩 をした 事 を 新聞へ 出して、 さて 外の 人が 放蕩した と 書くなら 怪しい が、 方正で 

あるべき 敎師が 放蕩 をした とい ふの だから、 まさか 作り事で は 無から う、 屹度 憷 かな 證據が あるから して、 

あんな 突飛な 事 を 出したん だら うと、 斯う 思 はせ る 所が 其 教師 を寫實 的に 活動 さした 所以 だと 主張す る樣 

な ものである。 成程 是が爲 に 敎員某 は 活動す ると 許しても、 活動す る や 否や、 敎 M たるの 資格 はなくな つ 

て 仕舞 ふ。 則ち 敎員 としての 活動 ぢ やない、 た > の 人間と しての 活動になる から、 つまり 敎員 を寫實 的に 

5^ いた ものではなくなる 譯 になる。 書かないで 濟む 事、 書いて 邪魔になる 事、 餘 計な 事、 重複す る 事 を 遠 

慮な しに 書いて、 是 が寫實 だと 云 ふなら ば、 其 寫實と は 外に 何の 意味 も 有して るない、 た 5r 小説に なって 

るない と 云 ふ 事になる。 小說 にならない 所が 寫實 だら うと 威張るならば、 もとく 小說を 一 頁で も 書く の 

が閒 違って ゐる。 小 說とは 云 はないで、 日記と も覺 帳と も 報告書と でも 名 づける が 可い。 實際 天下に 報告 

書より 寫實 なる もの はない ので ある。  

寫生文 家が よく 要らぬ 事 を竝べ る 所が デフ ォ ー に似て ゐる 0 けれども 要らぬ 事を拉 ベたがる 動機 は 大分 
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IE?- つて ゐ-? やうで ある。 寫化： 文 家 は 無頓着で ならべる らしい。 ぇゝ構 はない、 それ も *；2 け、 これ もま ：： けと 

いふ 風に^る らしい。 ところが デフ ォ ー の はさう でない、 萬 事實 川から 割り出して、 損得 を 標準に して ゐ 

ろ に：^ える。 (M; より 比喩の 語で ある。) 廢 一本で も 書き落と して は勿體 ない と 云 ふ 下司 張った 根性 か 

r.m^-o 先刻^した様に太^$.な方而はぃくらでも服を眠って、 つまらぬ 事 を 寄せ 築める 癖が あるから、 綿 

密で、 HI 列で、 的で ある けれども、 如何にも 下卑て ゐ る。 —— デフ ォ— の 寫實の 意味 は、 寫實 とい ふ 

字ん」 使 はないで、 既に S ^織 S 條に 論じた 事で あるが、 彼 は寫. 蓖家 として 名 を 博して ゐ るから、 其點に 躍し 

て、 ！営 私の 考丈を 御參考 に^して 置く。 尤も 彼の 書いた 寄き 振り を 除いて 取材の 方面 を 論す ると 極めて 

浪.^ 的な もの が 多い。 浪 51- 的と 云った つて 间 より 下等な 意味で ある。 鍔 を 殺したり、 海賊に なったり、 野 

© 人と i" 啼 をしたり 颇ろ亂 暴な ものである。 さう して、 ；^、 殺したり、 なったり、 したりす る 人 問が 少しも 

浪 Mi 的で ない、 通の 人 て もない、 全く デフ ォ ー の樣な 川 的 器械で ある こと も^かな 事實 であろ。 

私 は- ris に.：：： 狀す るが デフ ォ ー の 全集 を 読み 通して 居ない。 以上 S 講義 は 私の 知る 限りに 就いて、 私の 

考 を^め たもので ある。 だから デフ ォ ー に對 して は 甚だ 濟 まん 氣 がする。 けれども 私が 無責任な 心 持 はし 

ない。 私が んだ うちで 唯 一 ケ所 一 寸而. Jn いと 思った 所が ある。 それ は 力 1> ネル、 ジャックが 子供の 時 金 

を 倫んで、 色 々持ち 扱って 木の 洞へ 隨す 所で あろ。 是 とても 讀んで 御 なさい と御勸 めする 程で もない と 

思 ふ. か、 あまり 恶ロを 云った から 後に 此 一節ん-御 紹介して デフ ォ ー の 批評 を 終る s である。 


(寺 あ 製本) 


昭和 四 年 六月 1 日印 刷 

昭和 g:  JiH ハ月 五日 發行 


散 石 全集 ゃ„^ 十二 卷 


箸 作攛者 

編輯 及發行 

右 代表 卷 

印刷者 

印刷所 


夏 目 純一 

雄 

井上， 源 之 丞 

个所區 ネ$ 場 町 四 番地 

„:! 版 印刷 株式 會社 分工場 


激石 全集 刊行 

紳 保 町 十六 5l§ 地 

岩 波 茂 


